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玀戶內 海 を 通 ふ 汽船で あらう。 高 松の 港の 方から 二、 三度 つ^けさ まに ひ V いて 來る 汽笛の 音 を聽 いた。 わたし は 

が^^ を EE い て 見た。 窓 のカァ テン の 間から 星が また \ ぃてゐ るの を： rs。 う とくと 見 はて ぬ 夢 を逍 ふ やう に ふた 

たび わたし は ，眠って しまった。 

秩風 の 音で あら う。 遠い 時雨 を 想 は せる ほどに かすかな 夜 明の 風が 屋 島の 浦 々から 嶺 へ^へ と 吹き あげて 來 るら し 

い。 時として は、 さ. - やかなる 浦波の ごとく、 時として は 遠ざかり 行く 沖の 大波の ごとく 窓 近く 訪れて は、 はたと 跡 

絕 えてし まふ。 

ぢ つと 腺 をつ むって 松風の 音を聽 いて ゐ ると、 昨 ョ屋島 寺 の 薄暗 い 御堂 の 中で 觀た 直感の 燈籠 や、 景 清に ゆかりの 

觀せ音 の. 尊い 御 像 や 伺 彼とう かんで 來 るので あった。 に ぬれた 鎧に 美 しく 描き出された 秋草 の さなが ら に 色 も あ せ 

みと 

ず 見出さる X の も 昔 を 思 ふて あはれ であった。 昨日 屋島寺 を 出る 時 暮れ ゆく 鏡樓の 下に 立って 兑 接つ て くれた 美 僧の 

姿 ま で が 遠 い 昔の 人の やう にも 思 はれた。 

わたし は 窓の カァ テン を 明けた。 高 税の町 はも やにつ、 まれて ゐた。 夜 はな ほ 高 松の 町 をめ ぐる 裾 山に た ゆた ふて 

ゐた。 高. 松 城の 矢 倉が 港に 沿 ふて 夜明け 方の 微かな 白い 光り をた V よはせ てゐ た。 燈臺の 火 もまた. - いて ゐた。 

山 駕籠に 心地よ く W, られ ながら 松林の 間 を 走る。 祐れ 枯れな 冬 草の 問に 野菊の 可憐な 姿 を 見出す。 

一本々々 磨き あげられ たやうな 屋 島の 赤松の 間を大 ST 小槌、 00, 女 木、 男 木の ii- 影が 走る • 


「崇德 天皇 さまの 白 峰 陵と いふの は あす こ いらの 山になります がま だ 霧が かけて をり ますので ：：： 」 と 駕籠の 男た ち 

れ は 高 松の 右手の 山 を 指さした。 

る i に 達した ころ 小鳥が 鳴き はじめた。 

田 小豆 島 を 中心に M 戶內 海の 無！ の. is 々が 波の 上に 浮かぶ。 は 想って ゐる。 i 船 は J おけて 朝霧に 消えて ゆく。 とりの 

0 こされた 燈 R の 燥が 薄暗い 島 藤に また .1 いて ゐる。 長い 航港を 終 へて かへ り 行く 汽船で あらう。 朝 の^をす ベ つ て 走 

る。 待つ 妻、 待つ 子 を あこがれつ、 甲お に 立つ 人々 も あるで あらう。 たのしき 戀人を 胸に 描きつ 、船橋に 立つ 若者 も 

あるで あらう。 夜明け 方の 海 はいと なごやかに 幸福なる 汽船 を 一, おへく と兑 送る。 相 迎へ相 去る 一 つくの 小島に 朝 

の 祝福 を 投げつ  船 は 行く。 

船 は 思 ひくの 抜 入の 心 を K せて _s の 海 をす ベ つ て は 島影- vt お ふ。 海 は S け 方の を 映して 五月の 山よりも 靑く、 

{4! よりも 廣ぃ。 

三十 年の 昔で ある。 わたし は はじめて 故 1. を 立って 下關 から 汽船に 娘って 瀨戶 内海 を 大阪に 行った ことがあった。 

少年に とって は 遠 い 賴 りな い 旅で あ つ た。 三等 船室 の 暗 い 底で 釜 山 か ら 來た妓 生と いふ もの を はじめ て 見た。 一 一 言 三 

言 朝鮮の 言葉 を敎 へ られた こ と を 今 も 記憶し て ゐる。 ® 白 の 腰 衣、 美し い 異國の 女の 印象 は 久しく 少年の 頭に is かの ご 

とく 刻みつ けられて ゐ た。 

朝の 靜 かな 海 をす べつて 汽 は 走る。 赤 の 小島、 白砂の なぎさ。 一 つくの 小島に 朝の 祝福 を 投げつ 汽船 は 走る。 

そこに は 三十 年 前の わたし 自身が 朝の 海 を 眺めつ 甲板に 立って ゐる であらう。 或は わたしと 同じ やうな 境遇の 少 

年が けさ も窗を ながめつ  あるで あらう。 

6 靜 かな 朝の 海よ。 ^の ごとく 匿 病な 少年の 美しい 夢 を、 お前の その { 仝よりも 靑ぃ 水の面に 映せ。 


7 朝の 海 をす べつて 铅は 行く。 故！： の 母の 懷を 離れて はじめて f おい 旅に 出た 少年 は 朝霧に つ & まれた 馘戶 £ 海の 或る 

小 ひさな 港に 船が 着いた 時、 Sf 橋の 上に しゃがんで 三味線 を 抱へ てゐた 狂女 を 見た。 少年 は その！^ 女の 橫顏 に、 別れ 

て來た 故鄉の 母の おもかげ を 思 ひ 出した。 少年 は 朝 の^の 面 を ながめながら そっと 手の甲で 涙 を ふいた。 

その 朝の 海の 潮の 香が、 その朝の11^|«;の|^が、 その 朝の 波止場の 人々 のどよ めきが、 今 わたしの 胸 に よみが へる。 

桃の 花が^い てゐ た。 S は 桃の 花の 下に 立って ゐた。 戶內海 は 桃の 花の さかりであった。 IT か 島から 島へ と 岸 を 

縫 ふて 走る ごとに わたし は 桃の 花 を 見 て は 故 m の 母の さびしい 姿 を 思 つ た。 

靜 かな 朝の 海よ。 今日も朝の街^5^走る船の甲板に立っ て 故郷 を 思 ひつ 、島影 を ながめて ゐる 少年が あるで あらう。 

朝の 海よ、 お前の その 靜 かな 懐に わたし はぬ の やうに 噴-; S な少 IJt の 心 を 想 ひ 出す。 

朝の 海よ。 わたし は 信ずる。 お前の 懷を すべる 船と いふ 船 は 人類への よろこびと：；. い 福の み を 積みつ、 fill へ 急ぎつ 、 

ある こと を 0 

朝の 海よ。 お前の 懐 をす べつて 金が、 香斜 が、 紅 g 石が 港より 港へ ともたら さる \ で あらう" 

朝の 海よ。 だが お前の K をす ベ つ て さらにく 尊 い 船荷が 港から 港 へ ともたら さる > であらう。 ぢ つと 耳 をす まし 

て ごらん。 潮の 香が その 銀 a の 帆 をつ >1 ん でし まった。 朝の 徵 風が よろこび を さ k やきつ、 走る、 遠い 海の かなたよ 

憩 り 海の こなたへの 消息。 若い 夫より 若い 妻への なつかしい お とづれ！ 母より 子への やさしい お とづれ ー 子より 母 

れ への うれしい お とづれ。 

る 朝の 海よ。 海 はま だ 眠って ゐる。 霧の 中の 島影に はま だ 夜の 薄暗が とりのこされて ゐる。 ベッドに 眠る 船客た ち は 

^ お前の 懐に 靜 かな 夢 を 結んで みるで あらう。 朝の 海よ。 かれ 等の 航海と 夜 明 方の やすらかな 睡眠 を 祝福せ よ。 

かれ 等が 一度 地上に 足 を 踏みい る、 刹那 人間界の 苦惱 と擾鬱 がかれ 等の 魂を晴 くす るで あらう。 朝の 海よ。 お前の 


靜 かな 懐に 眠って ゐる間 だけ、 かれ 等 は 人間界の 一切の 苦惱 から も變酵 から も 救 はれて ゐ るの だ。 

朝の 海よ。 波 を 立て、 はならぬ。 かれ 等 の^の ベ ッ.卜を^^っ て はならぬ" 

朝の 海よ。 わたし は 人生の 光明と 希 のみ をお 前の 懐に 感ずる。 だが、 白髮の老母は朝の^！-を眺めながら立ってゐ 

る。 遠い 水平； 1 を かすめて 白い 鳥が 飛ぶ。 黒い 翅を ひろげて 長い 單 調な 航. 1 に 5^ れた汽 I おが- S づ いて 來 る。 

白髮の 老母 は 甲板の 上に を どり 上って 子，^」 呼ぶ であらう。 かの 女 は 旅 奴れ の わが 子 を 待って ゐた。 しかし 朝の 海よ。 

お前 は 白髮の 老母の 前 を 通り過ぎた 眞黑な 幻影 を 見た。 

朝の 侮よ。 お前 はた e 1 人 波止場の いした V みに 泣き伏して 靜 かに 祈る 白髮の 老母 を 見た。 

朝の 海よ。 お前 は靜 かにた よ ひ來る 讚美歌 を聽 く。 眞黑な 幻影 を 抱きつ k 白髮の 老母 は 街をネ J む。 

朝のi^H。 お前 は 入 間の よろこび、 入 問の 悲しみ、 すべて をお 前の 懐に 抱く。 だが お前 は 人間の 悲しみ、 よろこび、 

哲學、 智慧 一切 を超趑 したる 存在 だ。 お前の 懐に 抱かる、 時 人間の よろこび も 悲しみ も淨 化せら る、。 

朝の 海よ。 お前の 懐に 抱かる &時 わたしたち は 兒の ごとくうた ひ、 嬰兒の ごとく 笑 ひ、 嬰兒の ごとく 泣く。 

朝の 海よ。 天地創造 さながらの 朝の 海よ。 波 はわく。 雲 はわく。 らんく として 太陽 は を どる。 人生の よろこびよ、 

いのちよ、 朝の 海の ごとく P なれ。 

人生の かなしみよ。 朝の 海の ごとく 聖 なれ。 

朝の 侮よ。 生く る ことの よろこび を さ、 ぐ。 

「阿波の 鳴戸が この 凰當 でせ う。 これが 鎮磨明 石 …； この あたりに ® につ & まれた 大山が 見える はずです が …… 」 わ 

たし は 振り かへ つて 見た。 そこに も 見知ら ぬ 二人 づれの 旅人 は 朝の 侮 を 越え て 中國 あたり の 山 を ながめて ゐた。 


見 I る- れ— 想 一 


わたしたち は屋 島の を 上って 海に 出た 

「この 嵊の 蔭が 船隱 といって 平家が 兵船 を隱 して 置いた ところ ださう です。 梶 原が 攻め寄せて 來 たの はこ 、なんで 

す」 

「那 須與 一 の 扇の 的が あの 岸のと ころです よ。」  - 

や、 波が 高くな つて 來た。 

わたし は 昨 H、  H の暮 る. - ころ 佐 藤：！ 信の 墓に 詣で たこと を 思 ひ 出した。 朝霧の 中に 洲崎 寺、 嗣 信の 墓の あたり、 

或は 愁 門の 跡 をな がめ ながら 船 は 境の 浦 を 港 へ 近く 走る。 波 は 立ちに 立って 旅人の 心 を 濡らす。 

「住み なれし 都の 方 はよ そながら 袖に 波 越す 錢の松 島」 新中納言知^^^の歜を想ひ出す。 わたし は 昨 ui 日暮れて つ ひに 

菊 王 丸 の 墓 を 訪ねな か つたこと を殘り 多く 思 つて ゐた。 

け ふ は 波 さへ なければ 瀨戶 iS: 海を橫 切って、 津に 出で、 京都へ かへ るつ もりで あつたが、 ^が 高いた めに 船 を や 

る こと はでき ない。 自. お 船を屋 島の 岸に つないで ふた V ひ 壇の 浦 邊を訪 ぬる ことにな つた。 菊 王 丸の 墓に 詣る ことの 

できた の も 何 かの 宿緣 であらう。 塵 を燒く 小屋の あたり を囘 り、 やがて 濱に沿 ふて 走つ て來る 村の 意た ちに 菊 王 丸の 

墓 を 問ね た。 

「菊 王 丸さん の 墓なら 知って る。」 またち は 先に 立って 枯れ草の 中 を 七、 八丁 も 飛んで 行った。 ほこりの 多い 道から 二、 

三 間 はなれた ばかりの ところに 蔭 深い 木立の 下に 石 を 積み あげた 嫁が ある。 その 嫁のう しろに こけむ した さ \ やかな 

塔婆が ある。 菊 王 丸の 墓で ある。 

「生年 十八 歳と ぞ聞 えし。 能 登 殿 この 童 を 討た せて、 餘 りに 哀れに 思 はれければ その後 は 軍 を もし 給 はず 云々」 荒れ 

果てた る 路傍の 塚の 前にた >1 ず んでゐ ると 平家物語 の 記事が さながらに 浮かんで 來る。 萠 黄に ほひの 腹卷を IT  ¥ 


りの は づれを 射 賞 かれて 船中に 蓮 ばれて ゐる けな げ な 若武者 の 姿が 映って 來 る 。 

案內 して くれた 濱の 子供た ち は 菊 王 丸の 墓 をお ほふ やうに して 繁 つて ゐる まゆみの 眞っ 紅な 資を もぎと つて は 「ち 

うちうた こかいな」 と 無心に i!^ へて ゐ た。 

靜 かな 朝の 潮 を へだて、 0 平 の 若武者た ちの 墓 は 霧に つ \ まれて 眠って ゐた 。海 はかす かなる 松風の 音 を 旅人 の 耳 

に殘 して かに やき はじめた。 鳴き つ れ て ゆく 千鳥の 跡をぢ つ と 見 つ て ゐれば 旅人の 心 はさす が に 沈む。 

「大 けな 汽船 ぢゃ I」 菊 王 丸の S のま ゆみの 實を 弄んで ゐた 子供た ち は濱に 立って 叫ぶ" 

瀨戶 内海 を 西航す る汽 想が 沖の 小島 を かすめ て ゆく。 

朝の 海よ， お前の 懐 をす べつて 母より 子への なつかしい 消息！ 子より 母への うれしい 消息が！ 若き 夫より f; 

® への ー  , 


武 蔵 野の 雜木 林の 冬枯れの 小徑を 歩けば 一一 一月の 風 はま だ 冷い。 殘んの 雪 はま ばらに 落葉の 上に 眠って ゐる。 林 を 通 

り拔 ける、 刹那に 大山、 秩父 あたりの 眞 白な 山の 雪は愁 人の 面 を 射る。 なつかしい 三月の 小 装 

多摩川^ のぼし 3 しの 溜り 水 の 底に もま だ 取り の こされた 冬 の わび し さが 漂 ふ てゐ る。 千鳥 等 は 薄 永に とざ 、 れた 

水田に む」 I つ、 鳴き 飛ぶ C 葦の 枯葉の 根に は 芹の 葉が 北風に ゆられて ゐる。 一斤の 葉 ほど ふかく、 さ X やかな 姿に、 地 

味な 薬 色に、 しかもな つかしい 春 を 聯想させる もの はない。 七つの ころの 春、 十五の ころの 春、 二十 時代の 赛、 すべ 

て あの さ、 やかな I 斤の 葉に 思 ひ 出す。 老いても 老いても 若き 日の 淚を誘 ふ。 

根 岸に 住んで ゐ たころ 不圆 した ことから 知った 老人 は 越後に 歸 つて 行った。 その後 十五 六 年 もた より をつ にけ てゐ 

たが、 この 春に なつてば つたり 消息が 絕 えてし まった。 「何分の 齢で は あるし …… 」 わたし はけ ふ も そんな こと を考へ 

てゐ る。 

三月の 雪 は 降る 間もなく 消 ゆる。 それでも 垣根の 隅な どに ほの 白く 解け かねて ゐる のが、 一 しほい ろくの こと を 

思 ひ 出させる。 淡い 思 ひ 出で ある" 

,^,!^ぉ：^が疾ぃた。 寒椿もs^、き、 山 棒 も，：^、 いた。 冬の 寂び と 春の 艷ゃ かさ を 一 つに 見る 一一 1 月の 日 はこの 上 もな くな 

つかしい。 


雨が 降る。 寒い 雨 だ。 恐らく 今夜 は 雪になる であらう。 

風が 吹き募って 來た。 時折 樫の 寶 がば たくと 板 を i さ。 

雨 はなつ かしい もの だ。 殊に 夜の 雨 は。 

雨 はわた しの 孤 li を 安全に 守って くれる。 訪ふ者 もない 夜 はなつ かしい もの だ。 わたし は 門 を^す。 風 は 吹き、 雨 

は 叩く。 わたし は 椅子に 凭って 自 由に 噴 書す る こと を も、 思惟す る こと を も ゆるされる。 

わたし は 子供の ころの こと を 思 ひ 出す。 

田舍の 子供た ちに とりて 一番 恐ろしい こと は 夜の 盗人であった。 父 やおが 土間の 戶に捧 を かるの を 見て はじめて 安 

心して 寢 床に 入る こと もあった。 

しかし 雨の 夜 だけ は 一 番 安心して 寢 床に もぐり 込んだ。 雨が 降って ゐる晚 は 盗人 も來な いとい ふ考 へが 子供の 頭 を 

支配して ゐた。 

自然と いふ 大きな 力の みが 夜 を 支配して、 善人 も盜入 もみん な 一 g に 自分々々 の 小さた 孤 11 な 世界 を 守つ て 雨に お 

びえ てゐる やうに 思 はれた. - 

だから 子供 は 雨の 音 を聽ぃ て ゐる間 だけ は 安心して 眠つ てゐ た。 

そのころ の 雨の 夜の うれし さが 今 もな ほ わたしの 魂 く 鍋み つけられて ゐる らしい。 

板 庇 を 打 つ 雨の 音 は わ た しの 魂 を 輕 打す る。 夜の 雨の 音 はわた しの 遠い 過去の 世界 を 呼び もどして くれる らしい。 


一 つ，， （\ の 雨の 音が それ のさ l< やき を さ >1 やいて ゐる らしい。 

だが 夜の 雨 は 扉 をへ だて \ たた 聲 のみ を くべき である。 窓 を 開く 時、 戶外 はた r 荒れた る 冬枯れの 木立に 過ぎな 

い。 わたし はつひに 何の 姿 を も 見出す こと はでき ない。 

雨の-おに は、 わたし は 窓 を 開いて はならぬ。 窓 を 閑ぢ、 カァ テン を 卸して た ひたすらに 雨の 音を聽 くべき だ。 

夜の 雨 はたと へ ば 不可思議な 世界の 訪客 だ。 かれは 過去の 世界の 言 薬 を 語る らしい。 かれは 未來 永劫の 世界の 言葉 

を 語る らしい。 かれは 言葉 以上の 言葉 を 語 るら し い 。 

雨の 扉 を 叩く ごとに わたし は 幾度 か 眼 を さます" 故 1: の 姉 を 思 ふ。 松 山の 中の 父 や 母の 墓 を 思 ふ。 現在の わたしに と 

りて 雨の 眞 夜中の その 刹那 ほど 尊い もの はない。 母 も 生き、 父 も 生きて わたしの 夢う つ、 の 世界に よみ か へ つ て來 る。 

雨 は 父と 母の 生きて ありし 過去 をよ みか へらす るの みならず、 まだ わたしが 生まれなかった 以前の 世界の 搖籃の 歌 

をもう たって くれる らしい。 

夜の 雨 は 富者に とりても、 1K 者に とりても 靜 かな 孤獨と 魂の 安息 を あた へ て くれる。 

今の 社會 では 入 は 時々 自分 ひとりの 世界 を 持つ ことが 大切 だ。 否、 昔 もさう であった にち が ひない。 西 行ゃ芭 蕪が 

旅 を 愛した のも大 かたは 孤 獨 な 世界 を 持ち たいた めであった であらう。 

入 もこず 心 もさら で 山 EJl は 花を兑 るに もた よりあり けり 

よしの 山 やが て 出 じ とお も ふ 身 を 花ち りなば と 入 やま つらん 

芳齡の 山 を 奥に、 細道 を 分け て、 とくく の 淸水を 掬ん で 西 行 庵の ほ とりに 立つ 人 は 恐らく 西 行の この 敬の こ、 ろ 

を 察する こ とが できる であらう。 

わたしたちの 現在の 生活で は 一枚の レコ T ドを 掛けて 聽 くこと すら や., も すれば ゆるされない。 時として は 入 を 待 


つ、：： J こもなる が、 たいてい はむしろ 人 を 恐る、 や-つな 自分の 心 を 見出す ことが 多い。 旅に 於いて、 山中に 於いて はじ 

0 

れ めて わたしたち は 自分自身の 生活と 孤 獨 と 思惟と を 持つ ことができる 

る 一 人 は 人と 偕に 樂し むべき である。 だが 人 はかれ ひとりの 世界 を もた のしむべき である。 

田- 人 を 避け 人 を 避けて 芳 野の 奥に 入った 西 行の 心 を 思 ひながら、 霜柱の 音 をな つかしみ つ X 西 行 庵 を 訪れた 初春の こ 

0 と を 思 ふ。 

恐らく 西 行 は 如意 輪 堂 あたりの 櫻の さかり に は 人知れず 奥芳 野の 霜 を 踏み、 山 を 下 つ て 花 を ながめた であらう。 ふ 

た 、 び 花 矢 倉 あた り の 胸 突き 坂 を もどり、 庵に たどり ついては まだ 冬枯れ に 眠って ゐる 奥芳野 の 山-"? に 眺め 入った こ 

とで あらう。 

あまりに 花 を 愛し たれば こそ、 あまりに 世 を 愛し たれば こそ、 かれは 向 分 ひとりの^ を もとめて 山に 人り、 旅に 

出た。 

花 を 愛すれば こそ、 愛すれば こそ、 人に もさ また げられ ず、 心 を ゎづら はすこ ともなく、 花 をな がむ るた めに かれ 

は 山に 入り、 山に 入った。 世 を 捨て- 1 も 世 を 捨て  も かれは 花 を 忘れる こと はでき なかった。 花 をな がむ るた めに は 

いつまでも いつまでも 生きん こと を 願 ふたで あらう。 

1 日の 中せ めて 一時間 或は 半時 間、 せめて 世を捨 つる こと は 必要で ある。 芳 野の 山に 入る こと は 今の わたしたちに 

は ゆるされな いこと である かも 知れない。 が、 せめて 1 年の 中 十 B 或は 半月、 完全に 自分自身の 孤獨な 思惟の 時間 を 

持つ こと は 望ましい こと だ。 

今から 二十 年 も 前の ことで あらう か。 まだ 山の手 線 も 新ら しく、 乘客 といって もき はめて すくなかった。 そのころ 

1 は 上野から 品 川まで 電車の 客と なること もなかく うれしい ことであった。 B 暮里、 田 端 あたり はま だ 昔の ま、 の 田 


5 圈 であり、 戶山ケ 原 も、 原稱、 五反田 あたり も武 藏 野の 寂然たる. 姿 を こめて ゐた。 ゎづか 一時間 足らずの 電車で ある 

が、 旅 を 思 ふて は 山の手 線の 電車に 乘っ たもので ある。 荒 川 を 下る  一 蒸 汽には 今 もな ほ 旅の 心 を 見出す ことができ 

る。 雨の 日、 獎 の 口、 雪の 日容 少なの 折 を 見て、 あの 古び はてた 一 錢蒸汽 の 煤けた 船窓に 凭り か \ つて 琉る、 ともな 

く 流れ ゆく 荒 川の 濁った 水の面 を 11^ つめて ゐ ると、 何とな しに 旅に 出た 感じが わく。 

東京 を 中心 に 出る 汽車の 旅に しても なるべく は i. おしい 投路を 選 んだ 方が しんみりと した 旅の 氣分も わ く。 鬼京驛 や、 

このごろの 上^ 驛は あまりに^ 麗 過ぎる U 中央線 あたりの 煤けた ステ ー シ ョ ン から 汽車に 乘 るの はか へ つ てうれ しい 

ものである。 ゎづか 一時間 か 二 時間の 旅で あるが、 それでも 汽車に 乘 つて 行く とい ふこと は うれしい もの だ。 そこに 

はまった く 孤 If な g 分 自身の 生活と 時間が 保證 されて ゐる。 見知らぬ 旅人と ともに 在る 自分自身 を兒 出す と い ふ こと 

もうれ しい こと だ。  - 

旅 八 だ！ 旅人 だ！ わたし は 一時 問 か 二 時間の 旅人に 過ぎない が、 それでも 自分自身 を 旅人と して 見出す こと は 

まことに ありがた いこと だ。 

雲 も 鳥 も 丘 も 水 もす ベ て 旅人の 侶なん だ。 ひよ ろくと 伸びた 田圃の 雄 木 も、 草の 中に ぼつねんと 立つ て 汽車 を 

めて ゐる 子供 も、 大根 を 洗って ゐる娘 も、 寂しい ステ ー シ ヨンの シグナル も、 i,M の 風 も、 西の 風 もみん な 旅人の 仲間 

堙 なの だ。 

れ 旅人！ 旅人！ 一切の 事象の 友達で ある 旅人 ほど ありがたい 生活 はない。 

る  X 

ra 夜明け 方の が 白んで 來 たらしい。 窓が や、 明るくな つた。 雨 はま だ 降って ゐる。 

北の 窓の 下に 夾-て は 犬が しきりに 鳴いて ゐる。 朝の 食 車 をね だ つ てゐ るので ある。 


0 

し 


今年の 夏 天 城に i 上 まれた まだ 七 ヶ月の 仔犬で ある。 朝に なれば わたしが 眠って ゐる 間から 吠え 立て、 はわた しに 食 

物 をね だる。 

け さも 雨 の 中 を 濡れ な がら 仔犬 は 窓 の 下に 食物 をね だ つて ゐ る。 

わたし は 明日 旅に 出る。 明 tH から 主人の ゐ ない 仔犬 は あはれ である。 

わたし は 昨 1^ 新ら しい {rs^ を 犬小屋に 運んで 行った。 終日 雨に 濡れて ゐた 仔犬 は、 乾いた 新ら しい {r^ 俊 を よろこ 

んで腹 を 上に ひつ くら か へって は ごしく と 背中 を 俵に こすりつけた。 わたし はふた. T ひ 雨の 中 を 犬小屋の 方へ 出て 

行って は 小屋の 中 を 親いて 見た。 仔犬 は あた \ かさ，.' に 新ら しい {1^1 俵の 中に 丸くなって 眠って ゐた。 

IS は變 になった。 明日 は@ であらう。 明日からは^^1俵を1^り替へてくれるものもなぃでぁらぅ。 そんな こと を考へ 

つ \ 眠って ゐる 仔犬 を 見る の も 旅に 行く もの- <  あはれ である。 

信 濃の 高原に H を绘 つたこと があった。 その S の 間借りて ゐた； ar か、 しま ひに はすつ かりなつ いてし まって、 いつ 

も 家の ま はりの 落葉松の 中に つないで B いたが、 わたしが 1 人で 散歩に 出かける の を 見つけて は 鳴いた ものである。 

外から わたしが 歸 つて 來る姿 を 見て は うれし さう に 蹄で 落雜 松の 幹 を 叩き、 跳び 上りつ \ よろこんだ ものである。 わ 

たしが 柬 京に 立ち もどって から もな ほ、 わたしが 住んで ゐた 家の 附近 を 通る たんぴに 馬 は 一 散に その 方へ 道 を 急いで 

行った とい ふこ と を 馬子から！^ ら し て來た ことがあ つ た。 

信 濃の 高原 を 立ち去ろ 時 も、 わたし は 誰に 別る M よりも そ. の 馬に II る、 ことが 悲しかった。 もうあれ から 三 四 年に 

もなる が、 わたし は 折々 山 を ながめて は 信 濃の 馬の こと を 思 ひ 出す。 

旅人よ、 お前 は 一切 を 棄- てんがた めに 旅に 出る。 だが 何處 にもお 前の 心を囚 へる ものが お前 を 待って ゐる。 

旅人よ、 お前 は 悲しみ を 忘れん がた めに 旅に 出づ る。 しかも 新たなる 悲しみ はお 前 を 待つ。 


春カ來 ると いっても 暦の 上の こと だけで、 いよく これから 雪 もしげ くと 降る だら うと 35 はれる が、 しかし 春と 

いふ 言葉 を 聞けば， 子供の ころの ほ 分に 立ち か へる やうな 氣 がして、 幾 歳に なっても うれしい もの だ。 

このごろ 日本 橋まで 出かけて 行った が、 店頭に 江戸時代の 破魔弓と いふ 札が ついて 硝子 箱に 入れた 美しい.^ 魔 弓が 

飾って あった。 破魔弓と いふ 名 は 子供の 春に とって 一番な つかしい ものである。 年の市で 父に 買って もらった 破 魔り 

を 抱へ て、 夜 は 枕 もとに 置いて 寢た 正月の うれし さは 今 も 忘れる こと はでき ない。 わたし は そのころ のこと を 思 ひ 出 

し、 日. Kl^ の 店頭 を 幾度 か往 きつ もどりつ して 破魔弓 を もとめ- うかと 思った が、 江戸の 破魔弓 は あまりに 綺麗 過ぎ 

てゐ た。 脆弱であった。 たうとう わたし は 買 はず り 過ぎて しまった。 

わたしの 子供の ころの：^ g 弓 は 子供に とって は實用 的な 弓であった" わたしたち は 矢 を _ ^ふて 鶴な ど を 追つ かけた 

ものであった。 

そのころ の田舍 では どこでも 爐が 切って あり， 煤けた 天井から は {n 在 鍵が 懸けて あった。 大黑 柱は爐 から ©  一  ；K  く 

らゐ はなれた ところに あり、 太 さは 一 尺 ほどの もの はむしろ 小さい はう であった。 親戚に 非常に 物覺 えの よい 老婆が 

ゐて、 いつも その 爐の 中に 滑 をく ベ ながらい ろくな 昔話 をして くれた。 まだ 文字の ない 時代の 歷史を 語り 傳 へた 入 

はたいて いあんな お婆さんであった らうと、 今でも 時々 思 ひ 出す ことがある。 二 年ば かり 前 小夜の 中 山へ 行った 時、 

夜 泣 石の 說明 をして くれた 女が あつたが、 その 女も貲 によく 昔の こと を 記憶して ゐて 語つ て くれたが、 文字の ない 時 

代の 入 はたいて いあんな ものであった かも 知れない。 


, 大黑柱 は 幾 はも 前から 拭き込んで あるので 鏡の やうに なつ てゐ た。 老婆が 授火を 焚けば 炎 は その ま、 に大黑 柱に 映 

^ つて ゐた。 大黑柱 をう しろに して 記憶の い、 お； おさん はいろ くのこと を 語って くれた。 

る 千里ケ？_^の鄭芝龍の話， ！^月御^^ぁたりのキリ シタ ンの話、 キリシタン は 臨終に 人^の 生血 を 1:^- ると いふ 話、 一 合 

田 の 米 を 持ち寄れば 1 石 二 石の 米になる とい ふ キリシタン 魔法の 話な ども 聞かされた。 

園 西方 寺と いふ 山の 上の 寺が あつたが、 高く 高く 石垣 を き 上げた 寺で 古城の 跡 だとい ふこと であった。 山門の 横に 

は氣 味の 惡ぃ ほど 暗い 池が あり、 河 骨の 花が^い てゐ た。 小 el 時代に 人が 善く、 氣が 弱く、 一 二度 落第した 男が あつ 

たが、 兵險に 行く ころに なつてから 急に 刺靑 など をして 遊び人 R な 者に なり、 しま ひに は 料理屋の 女と い 仲に なり、 

西方 寺 の 池の 傍 の 大工 小屋で 咽喉 を 突 い て 心中 をして ゐた。 村の 人た ち は 見 f;^ な 死樣だ といって ほめた。 

その 西方 寺と いふ 寺が まだ 城であった ころ 敵に 攻め 落された 時、 城主 を はじめ 一 族郎黨 悉く 討死 をした さう である 

が、 大晦日の 夜に なれば 今 もな ほ 甲胄 姿の 一群が 蹄の 音 をと^ ろかして 池の あたり を^け ま はる。 しかし その 姿 を 見 

れば 病に とりつかれ ると いふ 話 も 聞いた。 後に スコット ラ ンド あたりの 詩 を讀む やうに なつてから、 時々 そのお 婆 さ 

ん から 聞いた 物語 を 思 ひ 出す ことがあった。 

狐 や 狸の 話 も 田舎の 生活に はなつ かしい もの だ。 お婆さんの 親戚に 實 際にあった 話 だと 聞いて ゐ るが、 六 七十 年 も 

前の ことで ある。 老 主人が お 伊勢 さま 詣 りか 何 かに 出かけて 行った 守の 出來 事で ある。 た^今 か へ つたと いって 突然 

姿 を 見せ た はまが ふかた なき 主 入で あ つた。 人々 は 旅 か ら 無事に 歸っ て 來 たよろ こび を 述べ に 集ま つ て來、 酒 in ちか 

開かれた。 もとく 老 主人 は 右の 眠が 盲 ひて ゐた。 老 主人の 孫に あたる 小娘が つくぐ 祖父の 顔 を 見て ゐ たが、 突然 

頓狂な 聲を 出して、 「お祖父さんの 跟は 右の はう がつ ぶって ゐ たに 今夜 は 左の 眼が！」 といった。 それ を 問いた 老主 

1 人 は <1 ^に 左の 眼 を 明けて 右 を つ ぶ つ た。 酒 を飮ん でゐた 人々 は はじめて 狐 だ とい ふ ことに I？ 附 い て老 主人 をな ぐ つ た 


9 が、 狐 はすば やく 影を隱 してし まった。 わたしたち は その 片眼のお 爺さんに は 幾度 も 逢った ことがあった。 

お婆さんの つれ あ ひがま だ 若い ころの ことで ある。 しと/ \ と 雨の 降る 夜、 山路 を か へ つ て來 ると 錦 翁に でも あり 

さうな 美しい 女が 雨の 中に 立って ゐた。 不思 11 な ことに 眞っ 暗な 夜で あるのに、 女が 着て ゐる蕾 物の 柄まで が はっき 

りと 見える。 「狐にば かされた な！」 と 附 いてな ほ 一度 見直した 時 は、 女の 姿 は 消えて しまって ゐた。 この 話 は 直接 

そのお 爺さんから 遠の はたで 幾度 も^いた。 

わたしの 家 は灿の 中に あつ たが 夜遲く 幾度と なく、 カンテラ を 提げ た 電報 配達ら し い 入の 足音が sra えた こ とが ある。 

或 時 父が 火 繩銃を 抱 へ て 土間に 下りた > J とが あ つ たが 姿 は 見えな か つた。 しかし それつ きり 力 ン テ ラ を 提げた 男の 足 

音 はし なくなった。 

裏の 雜木山 の 木 を 伐る 昔 は 一 一 三度 聞 いた こ とが あ つた。 小屋の 中に つるして あつ た 大きな ラ ゾ プ が 粉微 麋に碎 けた 

音 を 聞き、 夜が 明けて 行って 見る と 何 一 つ 壊れて はゐ なかった" 山に 小鳥の 葛 を かけに 行って 曰の 暮 る- - ころ、 た r 

一度 に 遭った ことがある。  . 

わたしの 母が： 1； への ころ の 話で ある。 長 t. か ら 江戸へ 行く オランダ 人の 通る 路の兩 側に は 眼 かくしの 板張り を こし ら 

P へた さ 5 である。 

れ 長 崎に 黑船 が來 るたん びに 「卽刻 立ち」 と い ふ 藩の お 觸れが 廻 つ て、 父な ども 長 崎 へ ^けつけ た ことな ど を 語つ て 

る ゐた。 

田 江戸に 上る をり は 故鄕を 出て 四日 目 だか 五日 目に、 爵關 海峡 を わたる ことにな つて ゐ たが、 その 日 は 親戚 一同 集つ 

て 酒 を 親んだ さう である。 


これ も 母から よく 聞いた 話で あるが、 實相院 とい ふ 寺に は 六 百 幾 鼓まで 生き延びた 尼 さまが ゐ たさう である。 尼 さ 

, ま は あまり 長く 生きる ことに 飽 いて、 庭の 大槔の 枝で 苢を ii. つて 死んだ とい ふこと であった。 子供の ころ は 母に この 

る 話 を くたん びに、 どうしても 尼 さまの 心持ちが わからなかった が、 この ころに なって はじめて 老いての 後の 尼 さま 

m の 心が 想像され る。 人^ は 百 歳まで も 生きる こと を 欲する や- 「だが、 それ は 若くて 健 かで あれば こそで ある。 相當の 

0 年 に ；ー：| すれば むしろ 死 を よろこぶ やうな 氣 にもなる であらう。 老いて 恥 を も 知らず、 入に もう とんじら る、 ほどな 

ら ばむ しろ 惜しまる 、間に 死ぬ とい ふこと はありが た い こ」」 であらう。 「葉 隱」 と い ふ 鍋 島 武士 の 聖典と も いふべ き 書 

物に は、 「fi^ 場で 死ぬ くらみ ありがた いこと はない」 と 霤 いて ある。 戰 場で ひとお も ひに 死ぬ る ことので きる 人 は、 ま 

つたく 仕 合せで ある。 老いて 醜く、 周 国の 人々 の^ 話に なって 死ぬ る こと はいかに も 心苦しい。 

「菜 隱」 に は 武士道 を說 明して 「卽ち 死ぬ ことと！ IB^ 付けたり」 と敎 へて ある。 死ぬ、 死ぬ、 死ぬ こと， 他に 武士道 は 

ない。 いかにも 格な 敎へ である。 ところで 平常の 武士の 心がけに はな かく 優美な ところが ある。 無論 それ も 今日 

切腹 仰せ付からう とも、 或は 戰場 にて 敵に 首 を if さう とも 醜くない ほどの .if; だしな み をせ よと いふ 敎へ であるが。 

「士は 每朝、 行水、 月 代、 髮の香 をと め、 手足の 爪 を 切って、 輕 石に てすり、 こかね 草に てみ がき、 慨怠 なく 身元の 

嗜を專 一とし、 尤も 武具 一通 は錯を 付けず、 揮. 埃を拂 ひ、 磨き立て 召し 置き 候。 身元 を わけて 嗜み候 事、 伊達の 樣に 

候 へ ども 風流の 義に て 之な く、 今日討死今日討死と必死の„{:^悟を極め、 若し 無嗜 みに て 討死 いたし 候 へ ば 平素の 不 g 化 

悟 も あら はれ、 敵に 見限られ 云々」 と 書いて ある。 わたしたち も 子供の ころ 毎 mK を 洗 ふ 時、 襟 を 綺麗に 洗って 置く 

こと を敎 へられた。 

鍋 島 勝 茂の 家 來に大 島 外 記と いふ 男が あった。 勝 茂 公 逝去の 御 飛脚が 佐賀の 城下に 清いた。 家中 上 を 下への 驟 ぎで 

2 ある。 外 記 は 尾； 前の 臭に ゐ たが、 女房が 來て 「侍 從樣 おかくれな されました との 御 飛脚が まゐ りました さうな」 と 


語った" 外 記 はかね てから K 悟 を 決めて ゐ たものと 見え、 いつも 苧 がら 1 まろ かし を貯 へ、 據 底に 白 帷子 を藏 つて S 

いた。 外 記 は 女房に 命じ 签の 下に 苧 がら を 焚かせ、 行水 をして、 帷子 を 還、 從容 として 追 腹： ゲ- 切った。 その 時 外 記 は 

こんな こと を 語った。 

「先年 西 目お 狩の 時 御 目 通に て 大猪を 一刀に 切った。 卽 御前に 召され、 誰の 組ぢ やとお たづね 遊ばされ、 お褒めの 言 

紫 を 下され、 御- E 辯の 御錤ー つかみ (數士 一、 十二 S を頂錢 いたした。 わし は その 時から 殿様のお 伴 をす ろ K 悟で 

ゐた」 と 拜領の 銀 を 出し、 酒 を 掬み て、 驟の 人に 介錯 を ©ん だ。 

昔の 人の 恩 を 感ずる 心の 11^ さ をつ く  <\. 思 ふ。 

もう 直ぐに 白い 梅 が^くで あらう。 梅 は 百年 前 一 一 百年 前と 同じ やう に^く。 變 つて 行く の は あさましい 人間の 心ば 

かりだ。 


れ  天诚を 越えて 

る 

田 傘 を 張る 家、 酒造る 家、 栗の 花の こぼる、 ほどに. 咲く 丘、 鎌倉時代 その ま &と思 はる、 ず〕 ii な古驛 …… 走り ゆく at 

0  iS 車の 窓から 兌た 相 模の國 はさう いった 感じ を わかさせる。 

道 は 丘から やがて 稻 田へ 下り、 ふた、 び 丘に け 登る。 單 調な 丘と 水田の 交錯で ある。 そこに は 川 も 見えない。 山 

も 見えな い。 不 ツル ゲ ネ ー フの 獵人 日記 に 描かれて ゐる 人々 の 生活 をお 像し た。 默々 とし て 人 々 は稻田 の 中に 働 い 

てるる。 逋榔を 打つ 音が 閗 える，、 五位 鷺が 倦怠 さう に 木立の 中から 水田の 上 を 飛んで ゐる。 

幾度 か M: 木 街道 を 西 へ 、 砂埃 を 浴び て ゆく 野砲 際の 行軍に 出逢った。 

大山が 兌え はじめた。 雲が か >- つて ゐる。 相模の 丘阜地 IW は展 けて  一^の 水田と なる。 厚木の 町が 馬 入 川に 沿 ふて 

擴 がって ゐる。 煙突が 並び、 停車場がa^ぇるのすら何となく物珍らしぃ氣がする。 それほどまでに 相模の 野は萆 を 出 

で 草に 入る 原始的な nfe? の感覺 につ \ まれて ゐる。 

大！ i あたりから 軒 ごとに 莒 蒲を葺 いて あるの がいかに も 古風で ある。 「奥の^ 道」 に 「名 川 を 渡て 仙臺に 入る。 あ 

やめ ふく 日 也」 と ある ことな ど を 思 ひ 出す。 

箱棂は * つて ゐた。 强羅 あたりから は 時雨 を 想 はせ る やうな 冷たい 雨 さへ 降って ゐた。 歷の 湖畔から 三 島に 下る 新 

道に 沿 ふて 時々 草の 中に 舊道を 見出した。 聱 の 間に 花の 花が 咲いて ゐた。 舊 道に 沿 ふて 二三 軒の 農家が 昔の ま 

まに 取りの こされて ゐる。 道の 中 ほどに 麥を 干し、 連铷を 打って ゐる。 見る 家に も 見る 家に も 草 芙蓉の 花が さかりで 

2 

2 ある。  j 


3 修善 寺に 泊る。 

け ふ も 梅雨 曇の {15! である。 夜明けと ともに ほと k ぎす が 鳴き、 鷲 も水戀 鳥も啼 いて ゐる。 

狩 川に 沿 ふ て 天 城 を 越 ゆ る。 草 の 巾に 塔婆が 立って ゐる。 そこに は 二 年 前の 伊豆の 地震に 埋まった 親-十 數 入が 今 

も その ま、 崩れた 崖 下に 眠って ゐる。 

「心の 知らせと いふ もの は ある もので せう。 兄弟 一 11 人が あの 地 露の 前の rn、 梶 山の 草の 中で 酒 を 飲んだ 時、 杯が 1 つ 

しかなかった ので、 これ は 別れの 杯の やう だとい つて 笑 ひながら 秋の 山 を シ」 酒 を飮ん ださう です が、 それから 幾 時 

間の 後に は 人間 も 馬 も 1 緒に あんな ことにな つたので すから。」 と 若い 蓮 St 手 は 草の 中の 塔婆 を 見た。 去年の 冬 提山を 

たづね た 時、 そこの 塔 f, 袋の あたりに ？^常 六 年の： 十 供の 算術 教科書 や 雜 記帳な どが その ま に 裂けた 地の 間から はみ出 

されて ゐ たこと など を 思 ひ 出した。 

天 域 を {ag^I!. で 走 つてし まふ こと はいかに も 惜し ぃ氣 がした ので、 杉の 木立の 間に ほと \ きすの 聲を g| きつ、 す こ 

し步 くこと にした。 Bi 々とそ- -り 立つ 天 城の 杉 山の 突し さ、 快 さは 他に あまり 類のない ことで あらう。 古い. K- は 伐り 

倒されて たいてい は 若い。 が、 それだけに 整然たる 植林 山の すがく しさと 朗 かさが 感じられる。 天 城 は 愛すべき 山 

である。 

0 湯ケ 野まで I 君が 迎 へに 來て くれた。 十 幾年 振の 再會 である。 

れ 「僕の 子供が 13 山の 中 學 にゐ るので、 その子 供た ちに も 逢 ひたいし、 修善 寺まで 出かけて ゆく つもりで ゐ たが、 一昨 

る 夜から 濱に チブス 息 者が 出來 て、 村の 隔離 所に 枚お したが、 今朝方 死んで しまった りした もんだ から。」 と 小 S 校 時代 

I の I 君の 顔が よみが へって ゐた。 

流れ に 沿 ふて 天！， (の 木 を 挽き 割る 工場が ある。 


天 城の 裾 山に 懐かれた 河津、 つ いて 浪 打ち 際の 松原が さる、。 

^ 「韮 山の 中擧 においでの 方 は 一 番 大きい 坊っちゃんです， >が ？」 

る 「いや、 一番 末の 子供です よ。」 

田 「もう そんなに 大きく なられ たんです か？ 僕 はま だ 小 ひさな 人た ちば かりだと 思って、 實は wf, せ を 立つ 時、 汽車の 

腐 一 玩具 を 買つ たんだが …… 」 

「いやもう 大きい 方の 子 は 13 專に はいって ゐ るんで すよ。 は」 は」 は.^、」 I： おは 吹き出して しまった。 

「僕達 はそんな に 長い間 逢はなかった のかな あ， -」 

「いやお 互に 年を取った よ。」 

「何だか 入 生と いふ ものに ほ V 見 透 しがつい たやうな 氣 もす るが …… 」 

a シャの 帝政 時代の ことであった。 I 君はシ ベリ ャ 地方に 出かけて 行って B シャ 人の 町で 病院 を 開いて ゐた。 ロシ 

ャ 入の 信 賴も あり、 數 年の 間に は 押しも押されもせぬ 地盤 を 築 ざ 上げて ゐた。 そこに 革命が 起った。 永年の 苦闘 も 水 

の 泡と なった。 i?a はれる やうに して 四 人の子 供 を 連れ 日本に 歸る 途中、 I 君 は 奥さんに 死なれて しまった。 四 人の子 

供 を 抱へ て 雪の 中に 途方に 暮れた 時 はまった く 泣く にも 泣けなかった と、 いっかし みぐ と 語って ゐ たこと があった。 

かれは 四 人の子 供 を 育てたい 一 心から、 東京 を 捨て、 ふた、 び 伊豆の 海岸に 寂しい 漁村 をた どって 病院 を 開いた。 

十 幾年 前の ことで ある。 

「これ は みんな 僕が 作った もの だよ。」 と 言って I 君 は 家の 前の 畑 を 指さす。 道 一 つ へだて \ 伊豆の 海で ある。 大 dt 

2 が 見える。 白い 噴煙が 眞っ 直に 立ち上って ゐる。 


5 

2 


煙 

れ 


莓、 柿、 梨、 西 K、 茹子、 大根 …… いろんな ものが 七月の 日の 光り を 浴びて ゐる。 

「晴耕 雨讀の 生活 さ。 大根 招 へ る こと だけ は 近所の 農夫た ちに も 負け なくなつ たやう だ。 は、 は 、は、  」 

濱の 入た ち は 子供た ちまで もが  一 ，*-1 君に 挨 接して は 通り過ぎる。 

朝鮮の 女た ちが 潮の 中に 飛び込ん では 天 を 採って ゐる。 0 つ 赤た 上衣、 眞っ 白な 腰 衣を詹 けた 若い 朝鮮の 女の 背 

景を なして 沖の 小島が 泛 かんで ゐる。 

見 高 の i^iK 町の 中程から 爪先 上りの 緒 土 道 を 登り つめたと ころに、 古代の城^^りしぃ丘の上の 小學 校が ある。 

若い 二人の 女の 先生と、 三人の 若い 男の 先生が しきりに 教材の 整理 をして ゐる。 

「石器 をす こし 見せて くださいません か？」 と I 君が 案 S 役に 敎： S; 室の 中 へ はいつ て 行つ た。 

いろくな 繩紋 土器、 石 棒、 石 皿、 磨 石斧、 石の やじりな どが 幾 十 もの^の 中に 飾られて あった。 みんな 校の 敷 

地 S から 最近 發 0^ された ものである。 雨の 降った 後な ど、 まだそこぃらの土の間から絕ぇず土器の^^片ゃ、 石驟 など 

が 露 はれて 來 ると い ふ 話で あ つ た。 校庭に はな ほ 先住民 K が瘘 んでゐ たころ のま . -の聱 が されて ゐる。 

伊豆 の^の 波の音 を聽 き、 大 島の 神火 を 指呼の間に 眺めつ \ 古：^ を^ば せる 丘の 上の 學 校の 子供た ち はまこと にめ 

ぐ まれて ゐる。 さらに そこに 敎 室の 窓に 反射す る 海 光 を 浴びつ \敎 鞭 を 執って ゐる 若い 人々 こそ 羨ましい K りで ある。 

さかんに ほと \ きすが 啼く、 鷥が啼 く。 

「ほと、 ぎす が 鳴く ところに は 屹度 鶯が 鳴きます よ。 卵 を 鶯の巢 で 孵す からです よ。」 

「わたし はこの 裏の 山で 鷥 ではない が、 他の 鳥の 巢に ほと、 ぎす が 卵 を 產 んでゐ るの を兒 ましたよ。」 

「ほと V きす は 終日 鳴いて ゐ ますが、 朝の 三時 ごろ 宿直の 部 の 中で 聽く のが 一 番ぃ、 やうです。」 

若い 訓？ 5"； たちが そんな 話 をく りかへ して ゐる 間に も， ほと \ きす はさかん に 鳴き わたる。 白な 大 島の- が 一直 


， 線に 立 もの ぼって ゐる。 

V わたくしたち は 山の 上の 小 擧校を 下った。 一人の 老爺が I,  おに 何 か 校 桜して ゐた。 

る 「お の 毒な ことでした。」 と I 君 はちよ つと 淋し さうな 顔 をした。 けさ チブスで 死んだ 男の 身寄りの もので あらう。 

ra 朝鮮人 の 海女た ちが 天草 を 車に 積ん でゐる 海岸の 漁村 を 通り ぬけて 濱に 出た。 

0 「夏になる と大變 だよ。 こ 、いらは 都會 人の 海水浴場 になって ゐ るの だから。」 I 君 は 砂の 上に しゃがんだ。 そして ふ 

た \ び 「お 互に 年を取つ たよ」 と 言った。 

「まったく さう だ。 人間の 一生と いふ ものが こんな もの かとい ふ大 堕の 見當 はついた。 何だか 安心した やうな 氣もす 

るな *-」 

「それだけに 寂しい。」 

わたくしたち はふた.^ び濱を 歩いた。 

「子供た ち は 追々 學校 を卒樂 する。 みんな てんでに 何處 かの 町へ 出かけて 行って 家 を 持つ だら う。 樊は 一人で この 家 

を 守って ゐ なければ ならぬ。」 さう いった 考 へが 11^ の 頭の 中に 動いて ゐる やうに 思 はれた。 人 一 倍 子 煩惱な I 君で あ 

るた めに 一 層 さう いった 老後の 境涯が わびしく 映つ て來 る。 

馬 を曳 いた 男が I 君の 畑の 傍に しゃがんで ゐた。 

「山の 病 家から 迎 へに 來 たんだよ。 こ \ いらで は雞 物がない から、 山の 農家から は 馬 を 連れて 來 るんだ よ. - ちょっと 

失敬す る。」 I 君 は 畑の 方へ 飛んで 行って、 何 かその E?^ に 語って ゐた。 男 は 馬を曳 いて 歸 つて 行った。 

2 河津 川から WI の 方へ  一丁ば かり も はなれた 山に 沿 ふて 河 津三郞 の^ 趾が ある。 土地の 入々 は 綰之內 と 呼んで ゐる。 


7 今 は 畑に なって ゐて、 畑の 隅に 古い 塔が 殘 つて ゐ ろの が 旅人の 心 を る。 曾 我 兄弟が 四 五 歳の ころまで こ. 1 に 育てら 

れてゐ たといへば、 河津 川の 水 柳の 小践も かれ 等の なつかしい 遊び場 所であった であらう。 昔 はこの 川の あたり を 花 

田と いった さう で、 今 も 萬 蒲の 花 をな つかしく 眺 むる。 城 山 は 河 川の 東に ある。 戰國 いお 代 蔭山 和 泉 守 同 勘 解 の 城 

であった が、 永 正 五 年 八月 伊勢 新九郎 のために 攻め 落された。 今も尙 山上の 城跡から は籾穀 の痕さ へ その ま. I の 焦 米 

を 出す さう で、 1 年に 一 度のお 祭 には子 供た ち は 牛疫の 藥 として、 城 山の 錢米 を， ほり 出して 歸る とい ふこと である。 

河津 川に 近く 田圃の 中に 大稳樹 の 森の 中に 來之 宮 が ある。 杉 i 別命 を祀 る。 こ \ の 社に は 鳥 精進、 酒精 進と いふ 面 

.H い 傳說が あり、 今 も 磨に その 風習 は傳 へられて ゐる。 建久四 年に は源賴 朝が 1^ 領を 寄進して ゐる 程の 伊豆 近鄕 では 

名高い 社で あるが、 十二月 十七 曰から 二十四日まで 鄕 中の 氏子 は 一切 飮 酒と 捕 鳥 を 戒めて、 敢て 冒す 者 はない。 杉 梓 

別命が かって 野に 眠り、 たまく 野火に つ \ まれて をら れた 時、 草^の 小鳥が 翼 を 流水に 浸して は @j 火 を 消して 命 を 

お助け ま をした とい ふ 傳說が ある。 そのために 鄕の 入々 は 今 も 鳥 精進の 間 は 一切 鳥 を 食べない。 

さの.^ や 

來之宫 か らゎづ か 難れ てお まんの 方の 生家 だ と い ふ 邸 跡が ある。 一 一 丈 幾 尺 も ある 大蘇鐵 が 庭に とりのこされて ゐる。 

元は 安房の 里 見 家 の 入々 が戰に 敗れて 海 を わ たって、 そこに 館 を 構 へた もの だと 傳 へられて ゐる。 おまん の .lei の 跡と 

い へ ば修善 寺ち かくの 狩 野川ハ II の妙國 寺に も傳設 がの こって ゐる。 伊豆の 天 城の 南サ？ にわた つて まだ 他に もお まんの 

1- 方の 傳說が あるの かも 知れない。 

れ この あたりの 麥捣 歌を敎 へて もらった。 た 甘し 現在 南 伊豆 地方で うたって ゐる のか どうか 知らないが、 天 城の 里で 

る 月明の 夜に こんな 麥搗 歌を聽 いたらば さぞ 旅の ありがた さ を 感ずる ことで あらう。 

^ 「1^ 樣の、 御座る 道へ、 搏を械 ゑて、 そだて \、 日が れば、 凉 み處、 雨が 降れば、 雨宿り、 面白 や、 向 ひ 宿で、 

阛 あんどん 

行燈 つけて、 夜麥 つく。 臼 八から、 杵が 十六、 搗 いたる 麥が八 石。 おいと しゃ。 とんく と、 おつる 柠は、 おかた の 


a: か。 おいと しゃ。 娘なら、 か はるべき もの、 深山お ろしの あら terj 

0 

^  それから §S 守 居の 歌、 船頭の 蝶 子 歌が ある。 テニス ンの漁 人の 歌 を 聯想させる ほどの 哀韻を こめた る ものである。 

る ならい 吹いたら、 をら ちゃむ ちゃ、 こべい に、 いやな 南風が 今 H も 吹く (漁夫の 妻子が うた ふ) 

田 やむ や、 え ひ， し、 どっと こせ 1 

園 土地の なら ひで、 夜寳 なしに、 ^士の 小船の 灘を こぐ C 漁夫のう た ふ錢子 歌) 千 葉 曰 生定師 卡河津 m 土史に 伎る。 

X 

It おは チブ ス 患者の 隔離 所の 消毒 やら、 疑似 患卷 の檢診 やらで なかく 忙しい やうだった が、 天 城の 途中まで わた 

くし を見经 ると いって 同じ 車 に^り 込んで 來た。 またい つ 逢 ふか 知れない と 思 ふとす こしで も 長く 語って ゐ たい。 湯 

ケ 野まで 來 たが、 修善 寺まで 行って しま はう とい ふこと になり 相 俘 ふて 天 城 を 越 ゆる ことにした。 

話 はまた シ ベ リ ャ 時代に もどる。 

「モ スクヮ やべ テ ログ ラ ー ド では 革命 の^ぎ も大變 だった にち が ひない が、 シ ベリ ャ あたりで はた^ 昨日までの 官吏 

が 幾分 か はった だけの ことだった。 それから 昨日まで は 汽車と いへば 四 等 五 等に 乘 つて ゐた 下士官 や 兵卒が 一 等 草 を 

占 して、 將校は 三等 車 四 等 車に 乘る とい ふこと になって しまった。 われく にと つて は 今まで 永年 苦勞を して 貯へ 

た 口 シャ 紙幣と いふ ものが 全然 無慣 値に なって しまった ことが 何よりの 苦痛だった。 さう だ、 ケ， レンス キイの 紙幣 

だって やつば り無價 値に なって しまった。」 

「戰時 中 は シ ベリ ャ あたりに 住ん で ゐる入 達 にも 影響が あ つたの かね？」 

「そり や、 大 ありだった。 殊に ユダヤ人に とって は …… 。 ユダヤ 入が 召集され て歐 洲の戰 線に 出る と、 いつも 最前線 

2 に やられる ので， 殺される にき まって ゐる。 そこで ユダヤ人 たちの 仲間で はわ ざと 自分のから だ を 傷つけ て 兵 際に ー驭 


9 られ ない 工夫 をす る。 そんな こと もあった。 それにしても 口 シャ入 ほど ゲッド *ネー テ ユアな 民族 はない。 金 さへ あれ 

ば飮 む、 踊る、 榑っ。 口 シャ 人の 醫 者と 來 たら まったく のんきな もの だよ。 食事で もして ゐる 際、 病人が 危 いから 直 

ぐに 來て くれたん て迎 へに ゆかう ものなら (おれ だって 食事 をし なければ 死ぬ。 まあ ゆっくり 待って ゐて くれと いつ 

た 調子なん だよ。」 

I 君の 前に は I 君のお 孃 さんが 腰掛けて めづ らしげ に 天 城の 鶯を聽 いて ゐる。 

「あの 革命が 起つ たの はこの 子が ちゃう ど 一 一 つ の 時でした よ。」 I 君 は 子 煩 惱な徴 笑 をた X へ ながら 令嬢の 濯 顔 を 親 

き 込んだ。 

道 は 急坂 を 攀ぢて 幾 曲折す る。 溪の 方から 水 戀の聲 が 雨 を 誘 ひつ、 ひヒ いて 來る。 

この 前 天 城 を 越えた をり は 峠の 寒天 橋から、 與ー 坂へ 下る あたり は © に 埋められて ゐた。 山は瘦 せて、 杣の 家に は 

梅の 花が 咲いて ゐた。 

「雲 去来 天 城 之 彼方 …… 」 けさ 峯溫 泉の 一 一階で 戯書した 文句な どが 頭に 浮かんで 來 たりした。 

ほと >1 ぎす 河津 がさとの もの か た れ 

煙 ffi が 天 城 をつ、 んで しまった。 

れ ぼつり くと 雨が 落ちて 來た" 

る 山 深く して ー鳥啼 かぬ 靜 けさで おる I 君 は 手 を 伸ばして < ？鎮の 背の クッション を 直して やって ゐた。 わたくし は 

a その いかにも 子 镇惱な 父親ら しい" おい 慈 顔 を I 君に 見た。 

「天 城 の 彼方に 住む-, s,py かれ！ 」 


遶 くで 寺の 鐘が 鳴つ てゐ ます。 秋が 来たんだ と 思 ふだけ でも 鐘の 響きまで がしんみ り と 聞え て來 ます。 大氣が 澄ん 

だ爲 であり ませう" 山 も 河 も 澄んで 來 ました。 わたくしたちの 心 も 澄んで 來 ました 

小川 も 丘 も 寺の 屋根 も 狭霧に つ 、まれて ゐま す。 せ界 に 比ぶ ると ころ なき 風景 國 日本 の 秋の 朝 はとり わけてい ひや 

う もな き靜 けさと、 落ちつきと、 德 K 的な 均齊 と、 音樂 的な もの を 持って ゐ ます。 

早 廃の 草の 徑を 歩めば 草 はしつ とりと 露に 謂れて ゐ ます。 露 は袂を 濡らします。 摯に 落ち. 素足に 落ちて は 冷たい 

秋の 心 を 感じさせます。 なつかしい 冷た さではありません か。 眠って ゐた わたくしたちの 魂 をて うつと 擬 でて くれる 

やうな 快い 冷た さではありません か。 

殘 月が 村の 木立 の 上 に 落ち か >- つて ゐ ます。 星の また >- きさへ 磨かれた やうに 澄んで ゐ ます。 

そんな 時 わたくしたち は殘 月の 下に 錄 えて ゐる 寺の 屋根の ゆるやかな 曲線に 氣附 くで せう。 平常 は 何とも 思って ゐ 

ません が、 B 本の 寺院の 屋很の あの 美し さも 秋の 靜 かな 朝に なれば わたくしたちの 心を惹 きつけます 。狭霧に つ \ まれ 

た 寺、 鎮守の森 を 中心に して 一 かたまりの 村 を 作り上げて ゐ るつ \ ま しゃかな わたくしたちの 鄉 土の 姿 を 見出した 時、 

はじめて 自分の 鄕 土の 美し さと 尊 さ を 知る であり ませう。 わたくしたち は 心からの 幸福と 感謝 を 見出す であり ませう。 

小夜 の 中 山 を 越 ゆる 時 S3 蕉翁も 亦 山 の 端に 落ちる 殘月を 見出し て 、 

馬に 寢て殘 夢 月 遠し 茶の けぶり + 

とうたって ゐ ますが、 秋風に 吹かれて 大 井川 を 渡り、 まだ ほの 暗い うちに 小夜の 中 山 を 越え、 馬上の 夢に 驚いて 胆， 


1 を さました らしく 思 はれます。 月 遠く 山の端に 落ち、 茶所の 遠州路 あたりの 農家から はすで に is の 星 をいた ぐいて 茶 

を 炊る 煙が 立って ゐ たので ありませ う。 この 秋の ュ =^ 色 もまた 茶の 名所 日本なら では 味 はへ ぬ もので ありませ う ひ 

遠い 鐘の音が 跡絕 えます。 何處 からと もな く 秋風の 音が 響いて 來 ます。 やがて 秋風の 昔 も 聞え なくなります。 わた 

くした ち は 草の葉に 鳴く 草雲雀の 音 を聽 きます。 鈴蟲、 校 蟲の音 を聽 きます。 秋の蟲 の 管に めぐまれた 日本の 秋 を あ 

りが たく 思 ひます。 フランス の 旅から 歸っ て來た わたくしの 友人 は蟲の 昔を聽 くことの 稀な 外 國の秋 を さびしがって 

ゐ ました。 

眾の 空が ほの ぐと 明けます。 霧の 間に 夥しい 渡 鳥の 群が 鳴き つれて 飛びます。 北から 南へ 南へ と 鳴き つれて 飛ん 

で 行きます。 北に シ ベ リ ャ の大廣 原を控 へ た 日本の； は、 m 太. 侮 を わた つ て 南の {til へ 南の {4 一  へ と あ こがれて 飛んで 來 

る 鳥の 群に めぐまれて ゐ ます。 

夜明方の紫色の^^はー：贝金色の«をかすめて南へ南へ と飛んでゅく渡.為をぢっと眺めてゐると" i おい 旅人 を見经 る や 

うな： M がします。 あの 可憐な 翅を羽 打つ て 幾千 里と いふ 遠い. S 路を 渡って n 本の 秋 を 訪ねて くれた こと を 思 ふと、 ^ 

きつれ て ゆく 小鳥に 封しても 一脈の t: 藩 や、 親し さや：^ しさが わいて 來る であり ませう。  . 

M 靜かな秋の太陽が^^^^色の稻田の；3をっ\んで漂ふてゐます。 走れ ども 走れ ども、 見渡せ ど 見渡せ ど 瑞穗の 函 の 秋 

れ の野は^^^金匂ふばかりにかどゃぃてゐます。 わたくしたち は先づ 秋の 日の 光りの 快 さ、 ありがた さ を 感謝し ませう。 

る 案山子 こそ 秋の 靜 かな 世 St の 唯一 つの 諷刺 家であります。 笠 は 破れ、 弓 は 折れ、 袖 は ちぎれても 默々 として 田の 隅 

9  * ら さ-ど 

K に 道化役者の 姿 を 見せて ゐ ます。 からく と 鳴る 鳴子の 音、 木立 をへ だて、 聽く 枷の 音、 時折 思 ひ 出した やうに つ 

たはって 來る 水車の 音、 耕作地の 中 を K いて 走る 汽 isi- の さへ もが 秋に なれば なつかしまる \ ではありません か。 日 


0 

る 

田 


本の 秋 は大氣 澄み、 は 海よりも 靑く、 紅葉に か i 、く 山 を 撫で、 白雲が 漂 ふて ゐ ます。 一， 秋風 起って 白雲 飛ぶ」 とい 

ふ自然戶^^の現象は何處の國でも《1^られることでぁりませぅが、 殊に 山 秀で 永豐 かな 日本の 秋の 山、 秋の^^に於ぃては 

一 層 白い 雲の 變化， 雲の た V ず まひに も惹き 入れられる ところが 多くあります。 一筋の 徑が 草の 原を橫 切って ゐ ます。 

茫は 野を掩 ふて ゐ ます。 白 膠 木 や、 錦 木 や、 山擄の 葉が 紅く 举 んて ゐ ます。 遠山 近 岡 悉く 秋の色に 燃えて ゐ ます。 何 

處 かで は靑 鳩が 鳴いて ゐ ます。 いかにも 惠 まれた 秋であります。 その 時 わたくしたち は不阖 研ぎ？；， 一 * された やうな 蒼 

弯を ながめます。 まことに よりも if く、 海よりも ig い、 そして 海よりも 靑ぃ靑 § ではありません か。 しかも そこに 

浮かんで ゐる 雲の 美し さ、 琿 かし さは 日本の 秋なら では 見られぬ もので ありませ う。 

わたくしの 友 入は瑞 西の 旅から 歸っ てま ゐ りました ^羅 巴の ァ ルプ ス の 山が 木 もな く 草 もな く 軍 調な 岩ば かり 

である ことに ひどく 失望 を 感じた とま をして ゐ ました。 それに 引き 換 へて 曰本ァ ル ブスの 山々 は 殆んど その 山の 嶺に 

至る まで 豐 かな 水と 鬱蒼たる 森林と 銀鈴 を まろばす やうな^ 鳥の 聲 につ、 まれて ゐ るではありません か。 自然 水！；； S の 

多い 山と、 永氣の ゆたかな おの 變化 は、 やがて 雲の 變化、 雲の 美 を 作り出して くれます。 

秋の 草原に 仰臥して {T^ を御覽 なさい。 或る時 は靜 かな 白砂 靑 松の 濱邊に 寄す る 健の やうな 雲が 靑空 をつ  >- んでゐ ま 

す。 或る時 はば つ と 銀砂子 を 微き 散らした やうな 白露が 靑 is いつば いに ひろげられて ゐ ます。 或る は 光琳で も 描い 

て くれさうな 柔 かな 暢然 たる 筆つ きです いくと い さ& 小川の 流れの や-つな 水の 形が かんで ゐ ます。 或る時 は 銀 fj 

5 ろ こ 

の 统够 の 雲が 秋の 野 を 掩ふほ どに ひろがって ゐ ます。 人 の^の 一切の 愁念も 煩 はし さも 斷ち 捨て る ことの できる の も、 

かう いつ た 秋の 雲に 見入った 刹那であります。 

秋の 草花の しとやか さ、 けだか さ、 可憐 さも 亦 わたくしたちの 秋の 生活 を豐 かにして くれます。 牛 小舍 のま はりの 

紫鷄 頭， コスモス、 野菊 を 見出した だけで も 魂は淨 めら れ ます。 殊に 野菊 は 森の 小徑 にも 雪より 白く^き、 稻 田の ほ 


3 とり、 淆の あたり 到る ところ、 たと へば 秋の 女神 を 聯想 はせ る ほどに すが/, \ しく^き みだれて ゐ ます。 女郎花， 男 

郞花、 桔梗、 刈 f 宣. 藤： r 紫苑、 鬼订 など は 昔から 秋の 草と して かぞへ 上げられて ゐ ますが、 中に も 吾木香の、 花 あ 

るが ごとく 花な きが ごとく、 ゎづ かに 暗紫色の 小 ひさな 木の 實の やうな 形に 咲いて ゐ るの も あはれ でも あり、 床しく 

もあります。 朝顔 は 夏から 秋の はじめに かけて 咲きます が、 殊に 秋風の 吹き 初む る ころ 籬 のほとりに 枯れ 枯れに 輪 も 

小 ひさく、 薬 もしな びた るが、 秋の B ざし を 5 けて 咲き 殘 つて ゐ るの はとり わけて 人の 心 を惹き ます。 

朝顔 は 下手の 誓く さへ あはれ なり (芭 

秋 はまた 旅の 世界であります。 人 は 秋が 來る ごとに 渡 鳥の ごとく 旅 を 思 ひます。 俳聖 芭蕉 は 「東海道の 旅ぐ らゐし 

た 者で なければ 俳諧 はわから ない」 と 言って ゐ ますが、 旅 はわた くした ちの 魂 を くして くれます。 入 生や 自然 を 突 

きつめ た 心で 靜 かに 考 へる こと を敎 へて くれます。 自分た V 一  人で 北び， む 山、 た V 一  入で 泊る 旅の 自分た V 一  入で 

眼 さむる 秋の 眞 夜中、 それ こそ 宗敎 的な 尊い 世界であります。 わたくしたち は 常に 働 かなければ なりません。 しかし 

時折 は 自分 ひとりに なって、 靜 かな 環境の 中に ゐて、 入 生に ついて 哲學 的な、 或 ひ は宗敎 的な 讀書 ゃ暝想 をす る こと 

も 必要であります。 疾 きこと 風の 如く、 靜 かなる こと 林の ごとしと いふ こと はた V 兵學 上の 秘訣の みで はあり ま， y ん。 

煙 一 人生 あらゆる 方面に 於いて 動靜 一 如の 境 を 持つ とい ふこと は 必要であります。 

れー 日本の 秋の 旅に 最も わたくしたち.：： 心 を 誘惑す る もの は 山の CS の賛 石の やうな； g の 色で ありませ う。 北の 國の 林^ 

る であり ませう。 山茶花 も 亦 最も 愛すべき 秋の 花であります。 殊に^1ぃ山茶花は秋そのもの&姿とも思はれます。 |ル§ 

^  く、 淑やかに、 そして いかにも is 憐な 花ではありません か。 

芙蓉 も 亦！？？ い 秋の 花であります。 白 HK 蓉は 殊にな つ か しき 花で あ り ます。 木 ■ は 時と し て雜 草の 中に 交りて $K くこ 


とも あり， 廢圜 のほとりに 捨てられ たるが ごとく^く こと もあります が、 秋の 旅 入に とりて は 忘れが たき 秋の 花で あ 

れ ります。 埃 を 浴び、 穿き 捨てられ たる 草鞋 を 梢に いた t きたる ま 、 に 道ば たに^き て 旅人の 心 を 慰む る 姿 は 忍耐強き 

る 賢者の 如く、 悟り 切った る 古の 大德の ごとく も 思 はれます。 

田  道のへ の 木槿 は 馬に^ はれけ り (a 燕) 

0 稻田を わたり、 死の ごとき 秋の 沼 を 越え、 寺の 屋 根 を 越えて 飛ぶ 秋の 靖 鈴に もまた 渡 鳥に も 劣らぬ 秋の 情趣 を 掬む 

ことができます。 夕燒 {4- の 下 を 茜色の 雲 をめ がけて 飛ぶ がごと く、 川 を 渡り、 玉蜀黍 畑 を 横切りて かけめぐる 螭蛉も 

秋の 夕 ぐれの 風景 畫 であり ます。 

月と 菊 こそ 日本の 秋の 代表的な 存在で ありませ う。 月 を 跳む ると いふ こと は 支 都で は 昔から さかんに 文章に も 詩に 

も， つた はれて ゐ ますが、 西洋の 物 を 讀んで 見ましても、 とても 日本人の やうに 月 を 賞づる ことはありません。 ！《 本人 

の 自然 を 愛する 心の 深さと、 靜 かに 物を觀 ようとす る 性格と、 日本の 秋の 月の 佳 さが 自然 月見と いふ こと を 秋の 行事 

の 一 つに さしてし まった ので ありませ 5。 

「いと ふ 世 も 月す む 秋に なり ぬればながら へずば と 思 ふなる かな」 (西 行) 

西 行 法師の やうに 世 を 厭 ひ、 世 を 捨てた 人で も 秋の 月を眺 むる ころに なれば、 生きながら へ てゐ たこと を 心から あ 

りが たく 思 ふので あります。 同じ 月 を 眺めても 無心に 眺めて しま ふ 人 もあります が、 せめて 明鏡の ごとき 秋の 月を眺 

めて は 日ごろの あわた V しい 心 を 落ちつけ て、 月の 淨ぃ 心に 自分の 不純な 心 を 同化 させて しま ひたい ものであります- 

二 千里 外 故人の 心 を 思 ふて 靜 かに 自分の 魂 を 淨 むる ことので きる の も 秋の 月夜で ありま せら。 

3 秋と いへば 森林 國 S 本で は 紅葉 を 思 ひます。 燃 ゆるが ごとき 紅葉に かざられた 溪川を 思 ひ 出します U 秋の 山の 明 如 j 


さ、 裴翠の ごとき 溪 水の 美し さ を 思 ふば かりで も わたくしたちの 胸 は を どり ます。 日ごろ は 見 かへ る 者 もな く 打ち 捨 

^ てられて ゐた雜 木の いつの 間に か 錦と 燃えて ゐ るの を 見出す の も 秋 なれば こそであります。 

紅葉と 前 変して 霜が 降ります。 そのころ から B 本の 國花 である 菊の花が^ きます。 淸香楚 々たる 一輪の 菊花に 魂 を 

打ち，^ んで、 一 生 を 菊作りに さ  >1 ぐる 風流 人 を 見る の も 曰 本 なれば こそで ありませ う。 

村百戶 菊な き 門 も 見えぬ かな 

白菊 や 庭に あまりて 畠まで (燕 村) 

菊の 香ゃ奈 良に は 古き 佛達  (^ 燕) 

X 

一 日の 勞 働に 快く 疲れたから だ を爐の 傍に まへ て、 ％の燃、5」 ゆく のをぢ つと 見 まもって ゐる やう I ちつい 

た氣 分に なれる の も 秋の 夜であります。 

靜 かな 秋の 夜ではありません か。 土間の 隅に はこ ほろ ぎが 鳴いて ゐま t 何とい ふ 可憐な、 あはれ な 音樂師 でせ う 

煤けた 柱時計が かちくと 單 調な 音 をく りかへ して ゐる のさへ が 何となく わたくしたちの 心 を 落ちつかせて くれる 

ではありません か。 

爐の 傍に 坐り、 燈火を か \ けて 古人の 書 を ひも どきて しみ，^ と 人生に ついて 考 へよう ではありません 力 

^ 夜 深くな ほ 机に よりか 、 つ て讀書 をして ゐる 時、 わたくしたち は不圃 栗の K の 軒 を 打ち、 地 を 打つ 一昔 を聽 くで あり 

る ませう。 秋の 夜 は 地 を 打つ 栗の 音に すら 何と はなしに 魂を惹 きつけられます- 

田 昔の 立派な 哲人 ゃ宗敎 家た ちがた と へ ば 秋の 夜の 落 紫の 音 や、 冬の 夜の 雪に 折る、 竹の 音を聽 いた 刹那に 悟り を 開 

圜 、- たとい ふやうな 尊い 物語が 傳 へられて ゐ ますが * これ はまこと に 意味の ある 傳說 だと 思 ひます。 冬の 夜 もま ことに 


靜 かであります j しかし 冬の 夜 は あまりに 荒涼と して 霰 格 過ぎます。 秋の 夜は靜 かであります が すこしも 冷たい とこ 

. ろゃ践 格な ところはありません。 何處 まで もな つかしい ところがあります。 

る いったい 宗敎 上の 悟りと いふ やうな こと はな かく 容易に できる ことで はない かも 知れません が、 しかし 考へ 方に 

田 よって はわた くした ち は 毎日々々 悟り を 持って ゐる 害 であります。 たと へば 明 H を 信じ、 來年を 信じ、 安心して 今日 

園 の勞働 をつ とめて ゐ るの も 立派な 悟りであります。 悟りと は 自分の 全力 を盡 して、 後に 1 切 を 天に 委せる とい ふこと で 

ありませ う。 秋の 靜 かな 夜、 こ ほろ ぎの 鳴く 聲を聽 くば かりで も かう いった 悟りの 心が 開けて 來る やうに 思 はれます。 

椎の實 の 庇 を 打つ 音に も 正 K の^ 界は ある やうに 思 はれます。 

江戶深 川の 庵に 野 分す る 夜 屋根 洩る雨 を暨に 受けて 秋の 夜 を 起き 明かして ゐ ました 色蕉翁 はた まく 窓の 芭 蒸の 葉 

が 風に 打た る X 音を聽 いて、 俳諧の 悟り を 開きました。 その 時の 作った 俳句 は 有名な 

「芭蕉 分して 監に雨 をき く 夜 かな」 であります。 

世 の 風景 國 とうた はる、 H 本の 秋 はまた^ 界 の何處 にもない 美しい 靜 かな 秋であります。 西 行 法， 師は 「心なき 身 

にも あはれ は 知られけ り鹇 立つ 澤の 秋の 夕 ぐれ」 とうた ひました が、 日本の 津々 浦々 到る ところ 靜 かな 秋が 來 ました。 

ちょっと 庭に 下りても 梅の 稍に も、 楓の 枝に も 義蟲が 眠って ゐ ます。 そこに も 小さな しかし 尊い 秋 はあります。 

土間の 隅の 竈の 上に も きりぎりすが 鳴いて ゐ ます。 笆蕉の 「蓑 蟲の 音を閬 きに こよ 草の 庵」 や 「むざん やな 甲の 下 

のきり ぎりす」 を 田 心 ひ 出します。 

日本の 秋に 住む わたくしたち はまこと に めぐまれて ゐる こと を 心から 感じなければ なりません，、 わたくしたちの 狭 

い 部屋 も 土間 も 牛小屋 も 田 も 畑 も 小徑も 敬虔な 詩と 宗教に つ、 まれて ゐ るではありません か。 世 の何處 にこん な 美 

00 しい 尊い 秋が ありませ う。 


地の 涯に 新たなる いのち わけり けさ 

雲よ 麗しき 夜 明の 雲よ いと しづかに 

燃え立つ 大地よ いと おごそかに 

わけいの ち、 小 草 を どる 

わけ 光り、 小鳥 鳴く 

わが 胸に ほがらかに 燃えさ かるけ さの B よ！ 

山 を 呼ばむ、 けさの 山 を 呼ばむ！ 
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圃 EH るれ m 


春 來れり 

山ば If はてしなき 雪の 山 

星 明り まぐ さかむ 音 もな つかし 

そ ろなる 木立の 小徑 

裒の {r^ 一の 白みつ & 

いと おごそかに 春 は 夜 あけぬ 

小鳥ら も 鳴き つ れ て 朝の 川 わ た り 

雪の 町， 雪の 原 尊く も 思 ふ 

3 は 雪、 はてしなき 雪の 山 

子等つ どひ 雪の 草原 

けさの 春 待ちわび たらむ 

を どり つ うた ひつ 、山 を 指さし 

火 を 焚きて 雪 を かみつ、 

山 を 拜み山 をうた ふ 


R5j 田 るれ 煙 
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山 は 雪、 はてしなき 雪の 山 

波打つ ごとく 走りて は 走る 

その 山の 一 つくに 日の 光りた よ ひ 

Mi 靑く 空に 入り 

かすかなる 春の 楚音 

わが 胸に いと 靜 かなり 

山 は！ T はてしなき 雪の 山 

か V やか に！ y は 照り 照り て 

神の ごと は 尊し 

涙して 山 を拜み を拜む 

けさの 春 生きて あり 

父よ 母よ ともに 生きて あり 

山 は dlT はてしなき 雪の 山 

木の間に も 春の 日 はか V よ ひ 

川の面に もけ さの 光り 

雪の 間の 若草よ、 燈心 草よ 


^0 


簡 ra るれ 燈 


生きて ありけ さの 春に 

わが 心神の ご とく 遠き 山 を拜む 

山 は 雪、 はてしなき 雪の 山 

倉の 窓に 立つ 弟 

鉗子の 下にうた ふ 妹 

山 は 近し 

山 はわが 友 

わが 夢に 来ん 春の 夜 なれば 

草 山 は 雪 も 降らなん 

父と 子と、 はらからの 集 ひつ >| 

搰火を 焚けば 

紅 棒 咲きて あり 

春の 夜 はなつ かしき かな 

父よ 母よ 生きて あり 

星 明り 山 は 遠き も 


い 二月の 風が 吹く。 草 は 枯れ たるま X に 暮れて ゆく。 富 士も箱 根 も 茜色に かすんだ ま& 暮れて ゆく。 そして わた 

し 自身の 魂 もまた。 わたし は 不圖夕 暗の 中に 白い 梅 を 見出した。 梅の 下に は 一人の 老媼 がう つむいて 火 を 焚いて ゐた。 

わたし は 立ち どまった。 何とい ふ 寂しい 老女の 姿で あらう。 わたし は 故 m の 母 を 思 ひ 出した。 同時に 故鄉の 赤松 山の 

S の 墓が。 

わたしに はもう 母 はない。 地に 臥して 泣かん にも、 わたしの 魂は淚 さへ 持たない ほどに 枯れ はて、 しまった" 

二月の 風が 吹く。 星が 研ぎす ました ほどに また. - いて ゐる。 幸 g さうな 窓の 燭が家 ごとに さ- 1 やいて ゐる。 そこに 

は 若い 父が あり、 EW が あるで あらう。 

二月の 懇ぃ 風が 吹く 

妻よ、 窓 を 閉めよ。  . 

^||^はまだ遠ぃ。  ， 


天 氣豫報 を 見れば 「is 風 來る」 とい ふこと になって ゐる。 夜明け 方から ひどい 荒れ だ。 庭の 隅の 棒の 枯 枝が 嵐に つ 

れて ぼきく と 折れる。 芭蕉の 裂ける。 棺は梢 を 摩って 嵐 を 喚ぶ。 雨 を 叩く。 

縁の下の 仔犬の 群が 親 犬 を お ふ て 鳴く。  犬 は 嵐の 中 を 餌 を あ さりに ルゲ いて ゐる らしい。 

わたし は寢 床に 横た はった ま \ 嵐の 音 を 聽く。 部屋の 隅に はま だ 明け方の 薄暗が とりのこされて ゐる。 嵐の 途切れ 

途切れに こ ほろ ぎの 音が 聞 ゆる。 秋 を 追 ふ 野 分の 聲が海 ® の やうに 武藏野 を 走る。 

雨戶を 繰る 音 を も 打ち消す ほ どに はげしく 嵐 は吼ゅ る。 だが さすがに 秋 だ。 蟲は すだく。 

雨戶を 明けても なほ 部屋の 中 は 暗い。 (_ ^いたば かりの 木犀が 雨に 叩きのめされて ゐる。 熟し かけた 柿が 時折 未練 氣 

もな き 音を立て. - 地を攀 つ， 载は 大方 散った。 薪に まじって 白 芙蓉が、 雨に 打 たれなが らも 尊い ほどに 靜 かに^いて 

ゐる。 竹林の 小晴ぃ 陰爵に つ X まれて ゐる だけに 雨に 濡れた 白 芙蓉 はい ひやう もな く 尊い。 

嵐 は 吹きに 吹く。 荒れに 荒る、 一。 だが 何處 からか 秋の 祭の 太鼓の 音が 傳 はって 来る。 多摩川 沿 ひの 棒の 森に つ、 ま 

れた 村で はこの ころ 毎日 毎夜 祭の 太鼓の 音が 響いて ゐる。 一年 一度の 秋の 祭で ある。 武藏^ の 土の 底からで も 響いて 

來る やうな 重い、 幅廣な 感じ を與 へる 太鼓の 音が 鼠の 中 を 響いて 来る。 一日々々 と 都會の 波に 滅ぼされ、 削り られ 

て ゆ く武藏 野の -3. き 靡 の やう に も 響く  。 

i じ 

llf 川 芭蕉 庵の 主人の 「芭蕉 野 分して 盟に雨 をき く 夜 哉」 の 悟り を 開いた の もこん な 嵐の 日であった でも あらう。 冬 

木辨天 あたりの is 重 風な 昔の 深 川の 水鄉の 係が 泛 かんで 来る" 猫 を か へて 雨の 中を撟 を わたって 川へ 行く 杉 風の 


姿が 映って 來る。 延費、 天 和 ころの 江戸 は江戶 そのものが 俳諧であった であらら。 深 川に ゐて なほ 野 分の あはれ を感 

じる ほど の 自妖. ^に めぐまれ てゐ たで あらう。 

またしても 庭の 柿の 實が 落ちて は 土 を 打って 碎 ける。 

雨 の 中 を 多摩川の 岸の 家から 若い 男が やつ て 来た。 「身投げが あ つたんで すよ。」 

「何時 …… 」 

ろち 

一 今朝 まだ 暗 い 間ら しいので す。 え > -、 若い 女らしいです。 下駄と 傘が 草の 中に 置いて ありまし たさう です。 警察 か 

らも 來て 探して ゐ ますが、 この 大雨で 水 は 早い し、 もう そこいらに 死骸の ありつ こはありません。」 

若者 はふた K び 雨の 中 を 河原の 方へ 翳って 行った。 

この 夏 ごろから わたし は 幾度 か 多摩川 原で 溺死 人の 話を聽 いた。 焚火 をして 死體を 探して ゐる 入々 を 見た こと も あ 

つた。 若者の 屍 を 抱いて 泣いて ゐる 母親ら しい 女 を 河原の 草の 中に 見た こと もあった。 

多摩川の 身投げ 女 の 噂 も 知ら ぬげに 雨の 中 を！： 林 の 村から は 祭の 太鼓の 音が 響 いて 來る。 雨 は 木の葉 を 叩く。 あわ 

たやしげ に 秋 を 追 ふやう に。  . 

二階の 窓 を 明ける。 秋の 日の 午後の 日 ざしが p の 稍 を 洩れて 來る。 胡 栗の 葉が、 孟宗 竹の 葉が、 栗の 葉が、 狭い 書 

齋の窓 を 被 ふて ゐる。 午後の HI の 光り はや、 紅葉し か つ た 木の葉の 色 をく  つ て柔 かに わたし の 書 齋の叠 の 上に 漂 

ひ、 讚み 捨てられた 書物の 上に わな、 く。 

三十 年 前の 秋の 午後の 3 ざしで ある。 五十 年、 百年 前の 秋の 午 (おの 日 ざしで ある。 

六 a の 部屋の 片隅に ゎづか 一 尺 g: 方に も 足らぬ ほどに とりのこされた 午後の 日 ざしで は あるが、 尊い ほどに 靜 かな、 
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柔 かな 光りで ある。 かって 洛北寂 光院を たづね て 出した 秋の 午後の 日 ざしで ある。 かって 高 野に 泊つ て淸淨 心院の 

奥の 一 室に 見出した 秋の 午後の； II ざしで ある。 

積み ねられた 五六 册の 書物 も 秋の 小 蔭 を疊の 上に 落して ゐる。 机の 上の 小 ひさな 壺も亦 秋の 小 蔭 を 投げ かけて ゐ 

も 緣 端の 一塊の 土 も 亦 小 ひさな 秋の 影 を 漂 はせ てゐ る。 その 一 つくが 自分自身の 寂然たる 世界 を 相 抱きつ- 1。 

わたし はぢ つと その 一 つくの 秋の 小 蔭 を 見つめて ゐる。 H は 落ちて ゆく。 すべての ものが 夕 暗につ- - まれて しま 

, ふ。 一つく の 秋の 小 蔭 も晴の 中に 吸 ひ 込まれて しま ふ。 たや ぢ つと 秋の 影 を 見つめて ゐた わたしの 心の 世界に のみ 

秋の 小 蔭が 鐫 みつけられ、 とりのこされて ゐる。 

灰色の 壁に 面して わたし は 秋 を 見つめて ゐる。 そこに は 何も 刻み こまれて はゐ ない。 一 枚の 扁額 も 飾られて はるた 

い。 だが わたし は 秋に なれば 殊に く 壁の 蠱惑 を 感ずる。 灰色の 土！ それ は 空の 色で もない。 大地の 色で もない。 

また 大地 そのもの でもない。 

秋の 灰色の 壁！ それ は蒼弯 以上 の 洞然た る 世界で ある。 

秋の 灰色の 壁！ それ は 秋の 大地 以上の 寂然たる 世界で ある。 

かって わたしの 父 も 母 も故鄉 の 薄暗い 一室に わたし を 待ち つ 、 日毎 夜毎 灰色の 壁 を 見つ めつ、 死んで 行った。 

わたし はなが いこと 父と も 母と も 別れて ゐた。 わたし は 旅に 病む ごとに いつも 灰色の 壁 を 見つめつ、 故 鄉の父 や 母 

を 思った。 

わたし は 少年の ころ 故鄉の 家に 病む ごとに やさしい 母の 膝に 枕して 灰色の 壁 を 見つめて ゐた。 薄暗い 二分 心の ラ ン 

プが 灰色の 壁 を 照らして ゐた。 


病みが ちであった わたし は 灰色の 壁 を 見つめつ & 何時も 父 や 母よりも 後に 死なん ことのみ を 祈って ゐた。 子に 別れ 

たる 者の 悲しみ を 父 や 母に 味 は ^ せんこと を 恐れた るが 故に。 

わたしの 願 ひ はかなった。 だが、 わたし は 坐き のこって ゐる a 分， 目 身 を わびしく 思 ふ 日が つどく。 秋の 灰色の 壁に 

E する 時。 

故鄉の 山に 父 や 母が 生きて ゐる間 はわた し は 秋の 寂し さ を樂し む 心 に もな つた。 6; つ 赤な 攛 紅葉 や 白 膠 木 につ. -1 ま 

れた 故鄕の 山に わたし はやさし い 父 や 母の 顔 を 想像す る ことができた。 秋 はわた しにと つて 幸 驕 でさへ あり 得た。 

わたし は 今、 秋の 灰色の 壁に 面して 坐って ゐる。 わたし は 故 鄕の山 を 思 ふ。 擄 山の 巾の 父と 母の 墓が わたしの 胸に 

刻みつ けられて ゐる。 秋の 日であった。 わたし は 谷川に 沿 ふて 攄 山の 方へ 歩いて 行った。 谷川に 沿 ふて 新ら しく 切り 

拓 かれた 葡萄畑が あり、 永 兵 相手の あやしげな 小 料理屋な どが 並んで ゐ たりした。 

白粉 燒け のした 若い 女た ち は 澄みち ぎった 谷川の 中には ひって 洗濯 をして ゐた。 わたし は 曼珠沙華の 咲く 山の 赭土 

道 を 登って 父の 墓場の 方へ 歩いて 行った。 眞っ 黑な % 蛇が とぐ ろを卷 いて 墓の 傍の 水 溜を硯 いて ゐた。 

わたし は 今、 秋の 灰色の 壁 を 見つめて 坐って ゐる。 あの 秋の 日の 故鄕の 山が、 欞 山の 墓の みが わたしの 心 を 支配す 

る。 秋 はわた しの 胸に た 人生の 虚無の み を さ \ やく。 

わたし は 今、 秋の 灰色の 壁に 面して 坐る。 

二十 年 前の、 111 十 年 前の 世界が 壁の 面 を徂徠 する。 人、 人、 いろ/、、 な 人。 ニ年1;^ひは一ーー年、 或 ひ は 十年來 忘れて 

ゐた 人の 姿まで が 秋の 灰色の 壁の 面 を徂徠 する。 だが、 そこに はすで に 何の 悲しみ も、 何の 壤し さも とりのこされて 

はゐ ない。 かって 美し かりし もの は 美しき ま \ に、 かって 悲し かりし もの は 悲し かりし ま、 に、 消え か X つた 素描の 

ごとく、 かけへだてた 世界の 昔 物語の ごとく 壁の 面 を 通り過ぎて 行く。 たビ e く 魂の 面 を 撫で たるま. -に。 


煙 
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ロバ アト. バ アン.， スの f 萬聖 節」 の 中に 秋の 夜 を 戀の占 ひに 鏡の 前に 坐って 林 擒を食 ふ 小娘の ことが うた はれて ゐる a 

林 擒を盒 ひながら 鏡 を 見つめて ゐ ると、 未 來の戀 人が 鏡の 底に あら はれて 來 ると いふ 話で ある。 

「萬聖 節」 の 夜の 鏡は來 るべき 日の はなやかな 擔卷物 を ひろげる であらう が、 わたしの 秋の 夜の 灰色の 壁 はすで に 過 

ぎ 去った 日の わびしい 思 ひ 出の み を 映す。 そして さらに 明日の 灰色の 人生の み を 約束す る。 

大和の 旅の 終りに 木津 川に 沿 ふて 伊賀に 入った 秋の 日 を 思 ふ。 伊賀上 野の ステ ~ シ ョ ンから 古城の IW 手 を 通り過ぎ 

て 伊賀上 野の 町に 入る 道の 兩 側で は稻を 刈る 人々 が 車上の 旅人 を ものめ づ らしげ に 眺めて ゐた" 俥の 先に は 逞しい 犬 

が 綱を曳 いて ゐた。 老 車夫の 顔が 何處 となし に トル ス トイに 似て ゐる のが 可笑しかった が、 卜 ル ス トイより はずつ と 

柔和であった。 

「旦那 は どちらから 来な された？  一 m 京から わざく 伊賀の 上野 を 見物に 来な された か。 それで は 荒木 又右衞 門の 仇 

討の 跡 を 見物に 來 なさった のぢ やな。 あの 山の 右手に 伊賀 越の 道が あります ぢゃ。 又右衞 門の 仇 討 は あの 見當で ござ 

いますよ。」 老 車夫 は ひとり 合點 して 古城の 跡. とい ふこん もり 繁 つた 丘の 麓の 方 を 指さして ゐた" 

「樱井 兄弟 も あすこの ところで 討 たれたん だな あ。」 わたし は 可笑し さ を こら へ て 言った。 

「旦那 はく はしう 研究して ゐな さるな。」 老 車夫 は眞 面目な 顔 をして わたし を 見た。 

「いや、 わたし は實は 芭蕉 さまの 愛染 院か ら蓑蟲 庵 を たづ ね て 見た い んだ よ。」 

「蓑蟲 庵です かい？ 旦那 は餘 っ程變 つて ゐ なさる。」 老 車夫 は 心から 驚いた やうであった- 

「變っ てゐ るかな あは 、は、 は 乂 …… 」 

こんな 會話 をく りか へ しながら 秋の 日の 光り を 浴び て 伊賀上 野の 町 へ たどりつ い たをりの >  J と を 思 ふ。 


7 あの ト ルス トイ を や、 美男に したやうな 老 車夫 はま だ 生きて ゐろ であら- 「か。 

4 

京都から 大津に 出て、 湖水の ほとりに 義仲 寺の 芭蕉の 墓に 詣 でた 秋の 日の ことであった。 何 かの 工場の 高い^ 瓦摒 

など を 眺めながら、 小 ひさな 驛を 出て 湖水の 方へ 埃つ ぼい 坂道 を 下って 行った。 道の 雨 側に は 木槿の 花が s つ 白な 埃 

を 浴びて 咲いて ゐた. - わたし は その 坂道の 途中で 中年の 男が 捅を搏 へながら 何 かしきりに わめき 立て \ ゐ るの を 見た。 

かれは 旅人 を 見て は 今にも 飛び か& つて 来さうな ものすごい 形相 をして ゐた" 

わたしが ほとんど 湖水の 岸に 下りつ くころ まで かれは 木 僅の 花の 下で 喚き立て \ゐ た。 

數 年後の ことであった U わたし は 未知の 人から、 その 男が 狂人で ある こと を敎 へられた。 

かれは もとく 氣の小 ひさな 桶 職であった。 かれは 近所で も 評判の 美しい 女 を 妻に した。 妻 は 派手 好きな 女で あつ 

た。 かれは 美しい 妻 を 喜ばせる に は あまりに 貧しかった。 かれはつ ひに 盜み をす る ことによって 妻 を よろこばせた。 

しかし かれは 間もなく 捕 へられて 湖畔の 監獄に S られ た。 かれは 愛する 妻の ために 一 生を臺 なしにし たこと を 後悔 は 

しなかった。  . 

かれは 二 ケ 年の 刑期 を 終 つて ふた、 び 村に 歸っ て來 た。 よろ こんで かれ を迎 へ る であらう 美し い 妻 を 期待し つ、 家 

煙 に歸 つて 行った。 けれども 妻 はすで にかれ を 捨て & 他し 男と 姿を隱 して ゐた。 弱氣 なかれに 湖畔の 監獄 を 出た 日氣が 

れ 狂って しまった。 

3 秋に なって 道ば たの 木 接が 咲く ごとに わたし は義仲 寺の 近くで 見た あの 狂人の こと を 3 心 ふ。 

同 

こ ほろ ぎが 鳴いて ゐる， - 


部 の 中で 鳴いて ゐる のか。 部屋の 外な のか。 時として は 直ぐ 近い 壁の あたりの やうに も H え、 時として は 壁の 外 

. の やうに も、 床の 下の やうに も 聞え る。 

こ ほろ ぎが 鳴く。 あまりに も かすかな 秋の 夜の 聲 である。 形 も ほく、 影 もな く、 た^^秋の聾のみでぁる。 

どんな 小 ひさな 草 村に も、 どんな 狭い部屋の 隅に も、 わたしたちが ぢ つと 耳を澄ま しさ へ すれば こ ほろ ぎの 鳴かぬ 

世界と いって はない。 あたかも 秋に なれば 秋の 大氣 が、 部屋の 中 を も、 小徑を も、 草 村の 中 を も 支鎺 してし まふ やう 

に、 こ ほろ ぎの 聲は 秋の 世界 をつ \ん でし まふ。 こ ほろ ぎの 雜は秋 そのもの 、末梢的な 感覺 である- 

「蟋 &在レ 堂〕 歳 拿 其暮」 唐 代の 人々 もこ ほろ ぎの 堂に入る ころに なれば 歳の 暮る \ ことに 一種の 感慨 を 見出した の 

であらう。 遠い 山に は 雪 さへ 積った この ころで は 枯れ草の 下 を 捨て、 こ ほろ ぎ は 床の 下に 來、 部屋の 隅に 鳴く。  {15- は 

冬 近く、 疎林 風 白き ころ に なれば こ ほろ ぎ は 土間の 隅の きの 上 に 幾何 もな い 餘命を 歎 つ か に 見える。 

こ ほろ ぎの 餘侖 幾何 もな き 姿 は 同時に 幾何 もな き 人間の 一 生 を 聯想せ しめる。 

に .S らぎ さ. S 一，？  V れ ViP  ひか ひ .{5"  れ iip  はせ はせ んと して 

「山 有レ尋 fko 子 有 U 衣裳？ 蔸レ曳 弗 レ婁」 子 有 U 車馬？  ^レ 馳邦レ is。 宛 其 死矣。 他人 是愉」 わが 所有す る 山の 攛 

も楡も われ 死なば 何に かせんで ある。 衣 ある も、 車馬 ある も 生きて ゐる 間に 蕾 かざり もし、 馳驅 して こそ 甲斐 あれ。 

こ ほろ ぎ は 堂に 在りて ゆ >y/ 年 は 暮れん とし 人 は 死 近し。 こ ほろ ぎ は 「死に 支度 致せく」 と 鳴く。 

李 白の 「君 不レ見 黄河 之 水 天上 來。 奔琉到 レ海不 11 復廻？ 又 不レ見 高堂 明錢悲 二白髮 ？ 朝 如 II 靑絲 1 暮如レ 雪。 入 生得 レ意須 

レ盡 JT 莫レ使 下金 撐空 對上レ 月。」 といった 感じ も わく。 だが すでに 時は遲 い。 山中 酒 熟しても 飮み 且つ 醉 ふに は 近代 人 

の 心 は あまりに 索然た る ものが ある。 醉 ふこと を 知らぬ かれ 等 は 醒めて 醒めて 醒めて 冬 近き こ ほろ ぎの 管を聽 く。 

4 多摩川の ほとりの 芒 もい つの 間に かほ k けたって しまった。 秩父 あたりの 山が 稻 田の 上に 蒼 として 漂 ふやう にな 


9 つた。 河 を 渡る 船 上の 人の 影も瘦 せた。 去年 梅の 花の 咲く ころい つも そこの 渡し場に 網 を 繕 ひつ、 客 を 待って ゐた老 

爺 はいつ の 問に かすつ かり S 國染 になって ゐ たが、 この ころ は 姿 を 河原に 見せ なくなった" わたくし は 二三 度 渡船 

の 小 魔を視 い て 見た が、 いつもち がつ た 男が 焚火の 前に しゃがんで 客 を 待 つて ゐた。 

「先に ゐた お爺さん はどうした？ 」 

「あの 爺さん はもう この 村に はゐ ません よ。」 と 若い 渡し守 は 水桿を 突っ張りながら わたしの 顏を 見た。 多摩川の 水 は 

瘦 せて 秋ら しく 澄んで ゐた。 船底に 觸る k 川底の 磯 も 秋ら し い 枯れ 切つ た 音を立てた。 

「この 村の 人なん だら う。」 

「え、、 もう 先祖 代々 この 村の 人でした がた うとう 旅に 出て しま ひました よ o」 

「子供 はない のかい？」 

「子供 は 四 入 も あつたんで すよ。 ところが 111 入が 女の子で、 男の子と いふの はたった 一入でした。 1 二 入の 娘 は みんな 

片付いて をり ます。 男の子 は 東京に 出て 奉公 をして をり ました。 爺さん もた ど 一入の 男の子が 暖廉を 分けても らふて 

店 を 出す の をた のしみ に、 こ、 で 働いて をった のです よ。 ところが この 卷で すよ、 たった 一人の 男の子が 奉公先で 肺 

病に か& りまして な、 死に ましたよ。 爺さん は 娘の 片付き 先に 1^ 介になる のが 心苦しい と 見えて、 間もなく 巡禮 にな 

0 つて 旅に 出ました よ。 え.^ もう 七十 二 か 三でした" 秋に なっても 歸 つて は 來 ぬし、 村の 人た ち も 心配して 警察に もた 

れ のんで 探して ゐ ますが まだ 何處へ 行った かわかり ません。」 

る わたし は 船から 飛び下りて 河原 を 歩いて 行った。 秋 はいろ くな 話を聽 かせる。 

簡 

栗の 葉が 落ちる につれ てわたしの 臀齋の 窓から も 相 模の丘 や、 相模の 町の 白い 倉が 見える やうに なった。 わたし は 


, 多摩川 を わたって 相模の 古い 町 を 歩く。 傘 を 張る 家、 酒造る 家、 赤い 柿の 資 につ.^ まれた 家 を 見ながら 午後の 散歩 を 

^ たのしむ。 梨 畑の 隅 や、 菊 畑の 傍に 古墳の 丘 を 見出して は 萬 紫 時代の 人々 の 姿 を 想像す る。 多摩の岸に芒に^^はれた 

る 古墳 を 探し 歩く の も 秋ら しい 散歩で ある。 

田 「あの 丘を摺 つて 劍 やら 甲胄の やうな 物 を 取って 來た 男が あります よ。 三人で 掘った のです が、 間もなく 二人 は 首 を 

園 f , 一  人 は 腹 を 切って 死にました。 氣が 狂ったら しいので す。」 梨 畑に 働いて ゐる靑 年に そんな 話を聽 いた こと も あ 

る 0  . 

恐らく 莴葉 時代に 於い て 都から 遙々 東國に 派遣され た 貴人た ちの 墳墓で あらう。 時 は あまりに 經ち 過ぎた。 かれ 等 

つちくれ 

の 遠征の 悲しみ も、 塊の ご とく 枯れ EK て \ しまった であらう。 晩秋 の 落葉 は 多摩川 畔 の 古墳 をも埋 めて しまって ゐ る。 

けさ、 信 濃の 高原の 友 入からの たよりに、 家の 者總 出で 山の 木 を 伐って ゐる とあった。 冬 ごもり の 支度で あらう。 

「牧場 を 下る 馬 も 見なくな つた」 と 書いて あった。 

この 夏 はつひに 信 濃の 高原 を 訪ねなかった ので 一 層 落 紫 松の 中の 入々 の 生活が なつかしい。 

ゆん の 1> よ 5 こ 

こ の ころ 腹具合が 惡か つたの で 栊牛兒 を鎮ん で や つたと ころ 夥し い 能 牛兒を 依田 老人から， 经 つ て來 た。 老人 も 日毎 

山に 入つ て は 木 を 伐つ てゐる ことで あらう。 武田耕 雲齋の 行軍 を 見た と い ふ 依田 老人よ い つ まで も 達者で ゐて くれ。 

老人の 口から あの ころの 話を聽 くと いふ こと は どんな 歷 史家の 話を聽 くよりも 樂し いこと だ。 

淺 間の 官林を 伐って 年々 かなりの 木炭が 燒 かれる。 高原の 村に は 木炭 倉庫の 大きな ものが 見出される。 いつの 年で 

あつたか 田舍ま はりの 歌舞伎 芝居が そこの 木炭 倉庫に かけられた ことがあった。 出し物の 1 つ は 熊 谷 陣屋であった。 

6 藤の 方 や 直 資に扮 した S 者た ちが、 舞臺 姿の ま- 1 キャベツ 畑 を 落 紫 松の 中の 樂屋へ 歩いて ゐ たりした。 


依田 老人 は 芝居が 村 を 立って 後 もしば らく は s« 陣屋の 話 を うれし さう にくり かへ して ゐた。 「とても 東京 あたり 

にも 見られぬ ほどの 名人 揃 ひの 芝居」 であると 信じて ゐた。 

渡り鳥の 群が 朝な朝な あたりの 木立に も 訪れる やうに なった。 わたし は 渡り鳥の 1. を聽 きながら 信 獲の 高原の 人々 

を 思 ふ。 

か つ て 信 濃の 高原の 赤い 木の 實を啄 いて は あわた しげに 南 へく と 飛ん で 行った 渡り鳥の 群 は、 恐らくけ ふ この 

ごろ 武 藏 野 を 飛んで ゐ るので あらう。 

日毎 あわた r しげに 武藏 野を橫 切り 飛ぶ 渡り鳥 はいろ くの 人 を 思 ひ 出させる。 二十 年の 昔、 三十 年の 昔 を 懐 ひ 出 

させる。 

だが わたし は 人間の 心の 悲しみの 虚さを 知り 過ぎた。 人よ、 過去 を 思って はならぬ。 過去 を 語って はならぬ。 よ 

し 魂 を 観る ほどに、 骨を瘦 せし むる ほどに 過去 を 悲しんだ ところで、 還らぬ 感傷で はない か。 

秋 はた r あるが ま&に 生きよ。 あるが ま &に聽 け。 あるが ま  に 見よ。 

灰色の 壁 は 冷たく、 古 填 は 落葉に 埋められて ゐる。  . 


夏から 秋に 移る ころに なれば 根 岸に 住んで ゐ たころ のこと をし みぐな つかしく 思 ふ。 子規 庵に もち かく、 まだ 靑！ 

齊と榮 えて ゐた 御行の 松 も 二階の 窓から 見える ほどの 住ま ひであった。 入 谷の 朝顔 を もとめて 緣 側に 竝 ベながら 朝飯 一 

を 食べる の もた のしみ であった。 「笹の 雪」 が 近かった ので、 特に 朝 ごとに 豆腐 をと けて もらった ものであった。 何； 

分 狭い 路地 裏の 住ま ひだから 初秋の {4 一とい つても ほんの 一 部分し か 仰ぐ こと はで きないが、 それでも 一 日々々 と 秋が： 

近づいて 來る ことが、 {41 の 色に も 感じられた。 工場の やうな 恰好の 學 校の 屋根と、 病院 や 寺の 屋根に 幾何 學 的に 劃ら 

れた 狭い 靑空 をち ぎれ ちぎれの 白い 雲が 飛んで ゆく の を 見る ごとに 秋の 感覺を 見出した ものであった。  一 

薛 りの 庭の 棗の 資が 私の 二階の 書 齋の窓 を 親いて ゐ たりした。 棗の 下に は 離れが あって そこに は 美少年の T 君が 住 I 

まって ゐ たが、 T 君 も 今では 立派な 會社 A になって ゐる らしい。 この 秋に なって 久し りで 手紙 を もらった がそれ に： 

は 「自分 手の 結婚 をいた し」 などと いふ ことが 雷いて あった。  一 

あさが ほ まち 

一茶に 「朝々 はー舜 町に したりけ り」 とい ふ 句が あるが、 昔の 下ハ 4； あたりの 朝顏 ころの ありさまが 想像され る。 わ 一 

たしが 根 岸に 住ま つて ゐ たころ はもう 入ハ 4： の 朝顔 も 末で あ つ たが、 それでも まだ 朝 々 か なりの 朝顔が 客 を 待 つ て ゐた ： 

ものであった。 

三輪まで 行けば 蓮の 花 が^き、 千 住 大撟の 古びた 欄 千に 凭り か 、 つ て 朝の 川 面 を 眺めて ゐ ると、 秋の 草花 を 賢る 女 

たちが 長い 橋 を わたって 来た ものであった。 無論 今の やうな 頑固な 鐵橋 ではなく、 昔の ま.^ の术撟 であった。 橋の 中 


0 

田 

圊： 


ほどから 旣に新 蓮の 香が 漂 ふ て來 た。 橋 を 渡れば やつち や 場の 梨の 上に は 掘り 立ての 新 蓮が 山と 積まれて ゐた。 や つ 

ちゃ 場の 裏 は 直ぐ 限り もない ー處の 原で あり、 秋風 は その 還の 中から 吹いて 來 るかに 思 はれた。 

用 もない にわたし は 千 住大撟 まで 出かけて 行って は 思 ふ 存分 初秋の 風に i< かれて ゐた。 

門 付の 女 や 男た ちが 三昧 線 を 抱 へ て は 大橋を わた つて 東京の 方へ 歩いて 行った。  - 

秋に なれば 信 濃の 町 を 思 ふ。 

渡り鳥の 群が 毎朝 飛んで 来て は眞っ 赤な 木の 資を^ く。  二三 日の 間に 木の 實は 見事に 喰 ひつく されて しま ふ。 後に 

なぶ  S ほら 

は 秋風に 嬲られつ \ 棘な 黄葉の みが とりのこされて ゐる。 

善 光寺の 壁の 樂書を 見て 長 崎の 舊友を 思つ て は 秋風 を 悲しんだ であらう 俳諧 寺 一 茶 を 思 ひ 出す の もこの ころで あ 

る 0 

ちかづきの 樂 書見え て 秋の 暮 (一 茶) 

かうな つて 來 ると 樂 書と いふ もの も 味が ある。 情が ある。 1 H ちが ひで 逢 ふこと もで きなかった 一 茶の 寂しい 心 を、 

秋 の 善 光寺 の S の 上で 思 ひ 出す の も あ は れ である。 

越後 糸魚 川から 親 不知の 隨道 をく ビ つて 出た と-,: ろに 市 振の 關の 跡が ある。 見たところ 五六 十戶の 寂しい 村で ある。 

蕉の 「奥の， 1 道」 の 遊女の 物語で 有名な ところで ある。 

日本 北ァ ルプ ス の ^を にし、 北に 憂戀な 日本海の 波を控 へた 小 ひさな 古驛 である。 

蕉が曾 良 を 一 迎れて 市. 振の 闘に か \ つたの は元祿 一 一年の 初秋であった。 まだな かく 殘暑 がきび しかった らしく、 


-. 鼠の 關を 越えて 越後に 入り、 さらに 5® 中 「1 ふりの 關」 に 至る ころ は餘程 暑熱に 苦しめられ たらしく 「*>間 九日 奢濕 

一 の勞 に；！ をな やまし 病 りて 事 を 記さず」 と 書いて ゐる。 だから 親 不知の 難所 を 越えて 「了ぶ りの 關」 に たどりつい 

たころ は ひどく 疲れて ゐ たらしい。 その 夜 芭蕉 は 女 二人 男 一人の 旅の 者と 1 間 をへ だて X 泊り 合 は せた のであった。 

女 は 越後の 新 潟の 遊女で， 伊勢 參宫 をす るので あつたが、 明日 は 男と 別れて 女ば かりの 旅 をす る 心細 さ を 歎いて ゐる 

のであった。 

「 一 家に 遊女 もね たり 萩と 月」 の §: は 先年 相 馬 御風さん の 手に よって 市 振に 建てられ たとい ふこと を 糸魚 川で 相 馬 

さんに お 話 をう かどった ことがあった。 その をり はま だ 相 馬さん の 奥さん も 御 丈夫で 越後の 雪の いこと など をし み 

じみと 語って をら れた。 窓の 外に 1 丈餘も ある 櫻の 木が あつたが、 その 櫻 も © の 下に 埋まって しま ふな どと 語られた。 

そして 東京に 生まれた 者 はどうし て も 東京 を 忘れる こと はで きないと 話し て をら れた。 

相 馬さん の 奥さん も、 この 秋 を も 待た で 亡くなられて しまった。 

數年 前の 時雨の ころであった。 信 濃の 大 町の 宿に 泊った をり、 中年の 女が ゐた。 あの 恐ろしい 東 K の 大地震に 夫 を 

失 ひ、 子 を 失 ひ た 自分 ひとりに なり、 裒 京に 住む こと もい やにな つたので、 信 濃の 町の 宿屋に 奉公 をして ゐ ると 

言って ゐ たが、 その 翌年 同じ 家 を 訪ねた をり は、 もう その 女 は そこに もゐ なかった。 

信 濃の 山の 町に 時雨が 訪れる 日 も 近づいた。 秋に なれば 不 11 不幸 そのもの V やうな 宿屋の 女 を 思 ふ ことがある。 


5 

5 

冬 の 日 を 愛す 

冬 ほどな つかしい 季節 はない。  - 

遠 い 山に 雪が つもった と 思 ふ 間 もな く， 日に 日 に 里 近く f J が 迫 つて 來る。 

わたし は 多 川の 丘の 上に 立って 初冬の 山 をな がむ る。 夜の 雨 をし みぐ と聽 いた 斐の 日、 わたし は あてもなく 枯 

草の 中 を 歩む。 維 木 林の 中の 小徑を 歩む。 わたし は不 11 武. 1 野の かなたに 走る 蒼然た る 山 を 眺める。 3^ から へと 漂 

ふ つ 白な 初雪 を 見出して は 魂 を を どらす ほどの 心に もなる。 

夜の 雨が あわた ど しげに 庭の 木の 雜を 落して は を 破る。 なつかしい 野 分で ある。 IT ことに 芭藉の 葉 をいた む。 W 

は 1 雨 ごとに 白く か r やき、 雪の 山に かこまれて 武藏 野の 冬 は 日に日に 深まって ゆく。 

靑 眼と いふ 鳥が ゐる。 ほんた うの々？ は 何とい ふの か 知らないが、 この あたりで は靑 股と 呼んで ゐる。 鷥 より はや、 

尾が 短い が、 ほとんど 鷥と見 まが ふ ほ ど の 鳥で ある。 庭 の 梅の 紫が 落ち つくす ころに なれば いつの 年 も 梅の 枝に 來て 

ぼつねんと 日向ぼっこ をた のしんで ゐる。 K はか はせ みに 似て、 か はせ みより や 丸み を 持って ゐる。 萱を 裂く やう 

煙 一 な聲 である。 かって 幾度 か 草の 原、 澤 のほとりに その 難を聽 いた こと を 思 ひ 出す。 蝶 野の 中 を 一人旅す る 者の 心に 迫 

れー つて は 幾度 か 旅人 をして 遙に思 ひ を 寄せし むる ものである。 

る 一 け ふ も 庭の 梢に 凭りて 靑眼は 鳴く、 今にも @ も 降りさうな Jfl^ さで ある〕 冬 を 1? くの か、 孤獨を 鳴く のか、 靑眼 はい 

田； つもた^ ひとりで 來ては 寒空 を 仰ぎつ  鴨く。 

^ 一 

, 冬 ほどな つかしい 季節 はない。 


いつも は 上 すべりに 走りが ちな 自分の 心をぢ つと しづめ て、 自分自身の 孤 獨 な 相 を 見つめる ことので きる の も © の 

IS  ほ.？ ねん 

れ 訪る  >- ころで ある。 冬 はすべ てのものが ありの ま、 の 本然に 立ち 31,^ つて 自分々 々の 赤裸々 な 姿 を 見つめる 時 だ。 

る 落葉し つくした 雜木林 はた 父 一 筋の 小徑も あら はに 冬の 日 を 浴びて ゐる。 ゎたしは小徑を^^ゲむ。 そこに は 一 窓の 草 

田 花の わたしの 思惟 を さまたげる もの もない。 冬枯れの 小徑は 精進の 道 だ。 祈念の 路だ。 わたし は 一 浴 葉 を 踏みつ.^ 悠久 

0 を 思 ふ。 人生 を 思 ふ。 袋枯 凭る ところな き 寂寞 を 思 ふ。 わたし は 冬 を 愛する。 冬の 草枯れの 小 徑 を 愛する。 

冬 ほどな つかしい 季節 はない。 

或る日 不阖 雪の 山 を ながめつ  >- わたし は 忘れた る 人 を 思 ふ 。老い ぬれ ど 老い ぬれ ど 人の 心 ほど あやしき もの はない- 

過去の 1 切 を 夢と 兑る ほどの いさ V かの 悟道 を兑 出す ことので きる の も 冬の 曰で ある" 爐の火 を 見つめつ、 古人の 心 

を 味 ふことの できる の も 冬の 日で ある。 

二十 年 前、 わたしの 魂 を かきむしる ほどに 思った 美し.. い 人に 逅 つても、 わたし は 冷靜、 枯木の ごとき 心 を 抱いて 

對坐 する ことができる であらう。 かって 藥 しかりし 人、 かって かなし かりし 日、 すべて わたし は 淡々 たる 過去の 夢と 

して 顧る ことができる" 冬の 日の 小徑を 歩めば。 

X 

わたし は 犬 を 連れ て は 多摩川に 沿 ふ て武 相 摸の 丘 を 歩む。 澤のほ とり を逍薛 する。 犬 はわた しにと りて 最も 忠資 

な 友で ある。 わたしが 孤獨 なる 時 犬 も 亦孤搦 である。 ゎたしが1^;@なる時犬も亦憂|^でぁる。 わたし は 天 域" 旅に ゐ 

て 犬 を 思 ふ。 わたし は 大和の 旅に ゐて犬 を 思 ふ。 わたしの り を 待つ、 犬の 姿 を 描きつ、 わたし は 旅の 山路 を步 む。 

5 わたし は 多摩川の 土 堤に しゃがんで 口笛 を 吹く。 冬の 山 ははろ ぐと あはれ である。 犬 もつ くねんと 山 を 眺める。 わ 


たし は枯 草の 中の 怠惰なる 自分の 姿 を 見出す， 蕭條 たる 冬の 野の aj 中に 放り出された 自分 一入の 影 を あはれ こも 思 ふ。 

だが 孤躅 なの はわた し 一 人で はない。 土 堤の 下の 費-でつ.. - まれた 小屋の 中には 疲守 がた V 一 人 網 を 繕 ひつ、 枯れせ 

れの 河原 を ながめて ゐる。 

わたし はまた 枯れ草の 問 に 一 人の 釣 人 を 見出す。 かれは 昨日 も、 一 昨 B も ri: じ 場所で た 1 入で 釣 を 垂れて ゐた。 

かれは 終日 啞默 つて 水の面 を 見つめて ゐる。 

わたし は 冬の 野 を 愛する。 冬の 水 を 愛する。 そこに は 孤 摘なる 男が 白雲の ごとく！！ かに、 雪の 山の ごとく 尊い 自分 

自身の 姿をぢ つ と 見 つめて ゐる。 

S 蹁 爭に经 つた子 を 思 ひつ 網 を 繕 ふて ゐる老 渡 守？ 妻に 別れて は 水の面 を： つめて ゐる釣 入！ 冬 はわた しの 心 

を 限りなく 憂鬱に させる。 

わたし は枯 草の 小徑を 歩む〕 わたし は 二十 年來 忘れ かけて ゐ たかの 女の 名 を 呼ぶ 。わたしの 魂 は 冬の ごとく 冷たく、 

石の ごとく 靜か である。 けれども わたしの 弱い 心よ。 

X 

椿が いた。  ， 

かって 世に も 可憐なる 一 人の 女性の ために 一 切 を 抛った S からのた よりが 來 た。 「かの 女も發 狂した 。錢 は晝夜 かの 

女の 狂態に なやまされて ゐ る。 時として はかの 女 を 殺して、 自分 も 死なう かとさへ 思 ふ ことがある。」 二十 年 前の かれ 

とその 戀入を 見て、 誰か 二十 年後の 今日の 相 を 想像す る ことができよう 3 

發狂 する 者が 不幸な のか、 發 狂しない 者が 不幸な のか。 冬の 日 はしみ ぐと 人の 世 を 思 はしめ る。 

けさから 雪 は 小 止み もな く 降って ゐる。 寒祷は ® の 中に 靜 かに 5K く。 


明日 は 東京 を * 發っ て i^ds^i に 入り 仙 石 原から 長 尾 峠を越え て修善 寺に 泊る つもりで ある。 明 後 曰 は 天 域を鏜 えて 下田 

から 河 津濱に 小學校 時代の 友と 逢 ふ豫定 である。 天 城の 溪々 に は 河鹿が 鳴いて ゐる ことで あらう。 十 B あまりの 旅の 

F 二 は眞っ 白な 山 百合 も 見る ことで あらう。 旅 を 思 ふごと に 胸 は 疼く。 

かは ら 

旅の 行李 もと & のへた ので、 曰暮 ころに なって いつもの やうに 犬 を 迪れて 多摩川の 磧 を.， おむつ 明 m 力ら はまた しば 

らく 散歩に つれて 行く 者 もな く 犬 は 留守番の 男と 竹 戴の 中に る ことで あらう。 また 明日の 夜から 二 晚三晚 犬 はさび 

しが つ て 泣く ことで あらう。 そんな こと を考 へ ながら 歩いて ゐる 間に 犬 は 農家の 籍を 追つ かけた- 普段なら ば 叱る の 

だが、 け ふ は 叱る 氣 にも なれぬ。 メェ テル リンク は 犬の 不可思議な. 叙智 について 語って ゐ るが、 犬 は 明日 わたくしが 

旅に 出て 行く こと を 感じて ゐる らしい。 多摩川の 磧 を 歩いて ゐて もい つもの やうに はしゃがない。 わたくし は 月見草 

の 花の 中に 立って 口笛 を 吹く。 犬 はきよ とんと して S: 夏の 遠山 を ながめて ゐる。 明日 越 ゆる 箱 根 あたりの 山に は 白い 

雲が か 、つて ゐる 《- 


つ. -? れ  »M 

庭の 隅の 小 ひさな 塊.' そこに も 尊い 生命 は 潜んで ゐる らしい。 綠 端の 石に 水 を 漏ぎながら 時々 そんな こと を 思 ふ。 

庭の 草 や 木が 人間 の 愛 人間の 心 を そ のま i に 反射的に あら は して くれる こと はたいて いの 人が 知つ てゐ る。 だが 

眠って ゐる やうな 石 も 亦 人間の 心づ かひ を さながら にあら はして くれる。 昔の 名僧 智識た ちが 石 を 愛した 心が 想像 さ 

れる。 西洋に も 「われ は 入よりも. K- を 愛す」 と 言った 哲舉者 も あるが、 日本の 先哲 達 はさら に 進んで 人よりも 石 を 愛 

する の 域まで 達して ゐ たやう に 思 はれる。 

わた し は 毎 曰緣端 の 石に 水を题 いで ゐた。 いっと はなしに 石 は靑ぃ 苔に つ、 まれた。 苔が つくに つれて 石の 周 国の 

添 襞が 1 つくの 溪 谷の やうな 陰聽を あら はに して 來た。 ぢ つと 見つめて ゐ ると たしかに 淸澗 であり、 澤 であり、 飛 

if であり、 廳崖 である。 駒鳥 も 鳴き、 雲 も 飛ぶ であらう。 石の 面に は 七 八寸の みが ある。 窪みの 緣を めぐって 吝の 

色 は 殊に 濃く、 山上 湖 を^ば せる。 月の 夜 はしば くその 狭い 窗 みの 水に 半輪の 月 を 宿し、 或 ひ は ti 月の 影 を 映す。 

夕方 わたし はた 一杯の 如露の 水 を S いで やる。 石 はわた しのた めに 天上の 月 を ほかべ、 湖底に， 北 斗の 影 を © めて 

くれる。 

秋の 風が 吹く。 見よ、 石 上の 湖面に 秋の 白い 風が さ^なみ を 立て、 ゐる ではない か。 秋の 白い 雲が 影 を 落して ゐる 

ではない か。 

緣 端に 坐って わたし は 水 を 打 たれた る 石 を 見つめて ゐる。 時として それ は 曾遊の 霧 島と なり、 阿蘇と なり、 とな 

り、 穏高 ともなって わたしの に 映る。 時として 靜 かな 石の 面 は 雪山に 苦行す る^ 尊の 聖座を 聯想せ しむる" その 石 
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上に 坐して 天 を 仰ぎ、 地の 涯を眺 むる 刹那 恐らく 秋の {4 一  も、 秋の 雲 も、 秋の 風 も 悉く 石 上に 靜觀 する かれ 自身の も 

ので あらう。 わたし はまた その 石 上に 時として ソクラテス を 坐ら せ、 マァ カス *ァ ウレ リウ スを 坐ら せて 見る こと も あ 

る。 いかなる 資珠 黄金の 榻も 聖賢 を趺 坐せ しむる には餘 りに 俗で ある。 置 かれ たるま」 に 大地に 安住す る  一！： の 石 上 

のみ 聖哲 を迎 ふる， 1^ 界を 持って ゐる。 綠 端の 石 を 見る ごとに わたし は 昨日まで そこに 哲人が 坐って ゐ たやう に 感ずる。 

かれは 今 森の 散歩に 出かけて 行った のか も 知れない。 夕方 か、 明日 か、 幾年の 後に は 屹度 かれは その 石 上に 立ち 還つ 

て來 るで あらう。 わたし はいろ くな 想像 を 描く。 

？ゥ 

お 行の 松に 近く 根 岸の 里に 尾 高 氏と いふ 名家が あった。 尾 高 家に は、 上 好の 戰爭に 敗れて 後 甲 州で 自^ をされ た 若 

い 方が をら れる。 偶然に も わたしの 庭の 緣 端の 石 は 根 岸の 尾 高 氏のお 庭から 蓮 ばれて 來 たこと を 知って から は、 わた 

し は 時々 その 石 を 眺め て は 一 一十！ M  くら ゐで花 々 しく 討死され た 美丈夫 を 思 ひ 出す ことがある。 

たに 一 つの 石で は あるが、 朝夕 ぢ つと 眺めて ゐれ ばいろ くな こと を 思 ひ 出させる。 そのた it 1 つの 石の 中に 靜か 

な 宇宙の 悠久の 影が 動いて ゐる やうな 氣 がする。 

1 草 一 石の 昧も亦 無量 無邊大 である。 


問 田る れ燈 
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わが 窓に 秋の 風 吹き 

わが 窓に 秋の 風 吹き 

花 を賈る 子等つ どひつ X 

歌うた ひつ k 

わが 窓に 白き 花 

紫の 花 忘れて 行きぬ 

靜 かなる 朝 

わが 窓に 秋の 風 吹き 

いと 白き 雲 はかどよ ふ 

旅人 等 終日 歩き 

山 を 越え 

雲 を Is 

芒の 徑の靜 かなる 

わが 窓に 秋の 風 吹き 
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こ ほろ きの いと かすかに も 

わすれた る 夢 を さ、 やく 

妹 等來ょ 

草の 實の 落つ る 音 だに 

胸 を 打つ 秋と はなり ぬ 

わが 窓に 秋の 風 吹き 

鎧の 音の いと 靜か にも 

わが 心 if つるが ごとく 

古き 町 

白き 湖 わたりつ \ 

響きぬ るかな 

わが 窓に 秋の 風 吹き 

ふ らふ 

番 紅花 は路邊 にか をり 

た わ \ なる 葡萄畑に 弟 等 笑み 

璃の珠 一 つく をかぞ へつ.^ 

鐘の音 をき く 


阖田 るれ 
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秋と はなり ぬ 

わが 窓に 秋の 風 吹き 

かけす 木に 鳴き 

吸 木 は 山に わびしく 

草の 野の 涯 しも あらず 

雲 は 飛び 

妹 等 故鄉の 歌うた はむ 

わが 窓に 秋の 風 吹き 

木槿 ほの 白く 咲きぬ 

乳 搾る 弟 あはれ 

絲を 繰る 妹 あはれ 

靑ぬは 木に 鳴け ど 

K_ "の 薬 は 丘に そ よげ ど 

わが 窓に 秋の 風 吹きぬ 

向 B 蔡は燃 ゆるが ごとく 
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白き 雲 靑き^^i 

山の 木の K は 赤く 熟れたり 

妹よ 弟よ 秋の 歌うた ひつ >! 

&ぬを g きて 渡 為 待た む 


また 蛇が のた くり 出る 時候に なって 來た。 縫 を 見る だけで もい や だが、 蛇 は 何と 思っても 氣 味の 惡 いもの だ。 柬京 

の 町中と ちがって 郡部に 住まって ゐ ると 靑大將 に頻々 と 見舞 はれる の は あまり 愉快で はない。 夭 候の 關 係で、 すこし 

むしあつい 日な ど はき まって 庭の 木にから みついて ゐる。 四日 も 五日 もから みついて 離れない こと も ある。 せっかく 

今年 は 丹念して 雪白の 薔截を 咲かせた が、 その 觜 凝に もから みついて ゐた。 アダム、 イヴの 昔から 蛇 は 魔物な のか、 

何としても 好きに なれぬ。 こ、 いらで は 蛇 を 殺す こと も 嫌 ふし、 それに まだいろ くな 迷信が 殘 つて ゐる。 わたくし 

の 家に 御用聞きに 來る 菓子屋の 小^ はかならず 朔 C! と 十五 日に は 或る 家に 落雁 を 持って ゆく。 「どうしたんだ い？」 と 

訊ねたら 「あすこの 旦那が 蛇 を 殺したん です よ。 それから iiS 氣 になって しまったん です。 蛇の た  >- りです。 だから そ 

のお わびに 蛇に お 窠子を あげ るんで す。」 といって ゐた。 「どこそこの 何某 は 蛇 を 殺した ので 氣が 狂った。」 などと いふ 

話 も眞而 目に 傳 へられて ゐる。 

人間と いふ もの は 妙な もので、 その やうな 瞟 ばかり 聞いて ゐ ると、 うっかり 蛇 を 殺す わけに も ゆかなくなる。 

1 一 三 R 前 は あまり 憎ら しいか ら 木に からみつ いてる 蛇 を 竹の 先で 突っ突いて やつ たら 四五寸 飛び 上って 口 を 開いて 

長い 舌 をべ ろく 動かして 來た。 同時に 尾 をぶ るく と 顔 はせ てゐ た。 南米 あたりの 毒蛇 は 飛び か、 る 前 は 尾 を 額 は 

すと いふ 話を聽 いた ことがあ るが、 蛇の 習性 はみ な 同じ もので あらう か。 

「蛇よ！ なるたけ 姿 を 見せない やうに して くれ！ お前 も 人に 嫌 はれる 氣の 毒な 存在 だが、 仕方がない。 なるたけ 

姿 を かくして ゐて くれ！」  _ 
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数年 前の 秋の ことで ある。 或るき はめて 原始的な 山の？ J 泉 場に 行った ことがある。 不國 見る と^のわき 出ろ あたり 

の 石に 蛇ら しい ものが 卷 きついて ゐる。 たしかに 蛇で ある。 しかも 螺蛇 である。 大 さわぎに なって その 螺蛇を 捕へ て 

もらった。 そこくに 湯から 上る と、 また 浴室 を 出た ばかりの ところに 腹 蛇が ゐ た。 今度 はさら に 浴室 を替 へたが、 

ぢ つと 氣 をつ けて 見る とそ こに もまた 岩の 問に 螺 蛇が ゐ るので あった。 驚いて 歸 つて 來 ると 四度螺 蛇が 階段の 上に 這 

あと 

つて ゐた。 その 時ば かり は 蛇が 恐ろしく なった" 後に なって 考 へて 見る と 十月の 初霜が 降った 日で、 急に 寒くな つた 

ので、 あた & かい 湯の わく 岩の あたりに 集って 來 たらしい。 原始的な 山の 湯 は 面白い が、 あまり 原始的な 山の 湯 も か 

うなる と 凄 過ぎる。 

橋 南溪の 西遊記 を讀 むと 當時霧 島に は 大蛇 毒蛇が 多く、 ために 登る 入がない とい ふこと が 書 い て ある。 大正 土 一年 

の 夏 二度目に 霧 島に 登った 時、 わたくし は隨分 大きな 蛇 を 見た。 その 蛇が 這つ て 行った 後 を 見れば 草 はすつ かり 地に 

なびいて ゐた。 兎なん か 平 氣で吞 むだら うと 思 はれる ほどの 大きな 蛇であった。 背に は 眞っ黑 な 斑紋が 二つ づ& 並ん 

でゐ た" その後 同じ 霧 島に 二度 登った がつ ひに 一度 も 大きな 蛇 を 見なかった。 鹿兒 島の 女學 校の is をして ゐる 人で 

1 年に 111 十日 以上 を 霧 島に 暮 して ゐる 入が あるが， その 人 はま だ 一度 も 大きな 蛇 を 見ない とい ふこと であった。 さう 

すると わたくし は 幸か不幸か ともかく 橘 南溪の 西遊記に ある 通りの 大きな 蛇 を 見た ことになる。 それ 以後 わたくし は 

昔の 人の 書いた 記事な どに 信頼 を 置く やうに なった。 

これ も 同じ 霧 島 近くの 日向の 話で あるが、 わたくしの 知人が まだ 農林 學 校の 學 生だった ころの ことで ある。 0; 向の 

山徑で 或る 大きな 石 を 飛び下りよ うとした 時、 かれは そこに IS たはって ゐる蠖 蛇を發 見した ので、 石 を 抱へ て 蛇の 頭 

に 叩きつ けた。 蛇 は 片目 を 叩 きっぷされ たま、 草の 中に 逃げた。 翌日 かれは また 同じ 山徑を 歩いて 昨日と 同じ 大きな 

石の 上に 立って、 飛び下りよ うとした。 その 刹那 咋 日の 螺蛇 のこと を 思 ひ 出した ので 不阖 石の 下 を 見る と、 そこに は 


7 昨日の 緩 蛇が 片目 をつ ぶされ たま X 這って ゐ るので あった" 恰 かも かれ を 待って ゐ たかの やうに。 かれは 全身 水 を 浴 

びた やうに 驚かされた。 

都人 一 茶の 旅日記に も 道に 一 丈ば かりの 蛇 を 見た ことが 書いて ある。 

瀧 の 川に 住んで ゐた ころ 紅葉 寺 の 裏の 川 を や 、さかのぼった とごろに 大きな 蛇が 接ん で ゐた話 を 幾度 も聽 かされた 

ことがあった。 松の木が 倒れて ゐ るかと 思ったら その 蛇であった とい ふ^であった。 今でも あの 川上 は 暗くても のす 

ごい。 三 四十 年 も 以前で あったら あの あたりに は 大きな 蛇もゐ たで あらう。 

ちる じ 

東京の 山の手の 或る 寂しい 坂道の ほとりに 小 ひさな 蛇屋が あるが、 そこの 主 は 一 入 者ら しい。 いつも 夕方に なると 

づめ 《^ 

蝮 蛇 や 縞蛇の 傍で 酒を飮 んでゐ る。 薄暗い 電燈の 下で 三味線 を 抱へ て は爪彈 きな どして ゐる 中年の 主 を 見る ことがあ 

る。 

蛇に もなか/ \§ のなら ぬ 敵が ある。 河の 中の 魚で ある。 球 磨 川の 急流 を 下る 時、 川の 眞 中の 大きな 岩にから み 

つ いた 五六 尺の 蛇 を 見た が、 蛇に とって 川 を 横切る こと は冒險 であるら しい。 

岩魚が 蛇 を 食 ふとい ふこと は聽 いて ゐ たが、 わたくし は 二 三年 前、 これ も 或る 旅の 温 泉 場で 池の 鯉が 寄 つてた か つ 

て 水 を る 四 五 尺の 蛇 を， ぽひ設 し た の を 見た ことがあった 。恐ら く 山の 入々 は しばく 蛇 を 食 ふ 岩魚 を 見た であらう。 

煙 信 濃 8 から 輕 井澤に 行く のに 山徑を 歩きたい と 思って、 離山の 裏 を 通る つもりで あつたが、 とても： LT か 多くて^ 

れ けない とい ふこと で やめに した ことがあった。 あの あたりで は 「へびつ さま」 といって ゐ るが、 何でも 蛇 を 捕 へれば 

る そこいらに 捨てに 行く らしい。 自然 蛇の 數が 殖えて 行った もので あらう。 

^  わたくしの 故！. あたりで はま だくち な はとい ふ 古 い 言葉 を つかって ゐる。 
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「まったく 奇遇だった よ、 こんなと ころで 君に 逢 は、 つなん て 夢にも 思はなかった。」 川 橋 君 は 二十 年 前の 學生 時代 そ 

つくりの 人 つ こい 顏 をして ゐた。 

「ともかくお 互に 學校を 出て 二十 年 だ。 かう やって 健康で あると いふ こと を考 へた だけで も 感謝し ないで は をれ ない。 

お 互の 健康の ために！」 わたしたち はなみく とビ ー ルを； 任いだ コ ッ ブを擧 げた。 

或る 秋の 日の 朝、 わたし は 上野 を 立って、 途中で 滑 川の 友 入 を 訪ね 日の 暮る ころ ふた 、び 汽車に 乘 つて 佐 原の 町 

に 下りた。 そして 偶然に も 船 を 待ち 合せて ゐる 間に、 川 橋 君に. ki 返った わけで ある。 

利根 を 下る 船、 利根 を 上る 船が、 夜の 九 時に 着く ことにな つて ゐ たので、 わたしたち はま だ 二 時間ち かく も 一緒に 

語る 機會を 持つ ことができた。 

「まったく 夢みたい な氣 がする。 君と こんなと ころで 逢 ふなん て。」 川 擂はビ ー ルに 齦くな つた 顔 を 向けた。 

「君 はこれ から 利根 川 を 上って 行 くんだ な。 いったい 何 まに？」 

「僕 はつ い この 程まで 千 葉縣の 或る 町の 賁業 補習に ゐ たんだが、 今度 は利极 e: を 十 里ば かり さかのぼった 町の 中學が 

あるが、 そこに 行 くんだ よ。」 

,「 中學、 そいつ は 結構 だ。 僕の やうに 社 もやめ てし まって 浪人 ぢゃ 仕方がな いが。」 一 

「いや、 僕 も 二十 年の 間敎師 生活 を つ^けて 田舍廻 り をして ゐ るが、 もうい、 加減に して 故鄕 にかへ りたい と 思 ふよ， J 

たしかに かれは 故鄕を i ぢ しがって ゐる らしい。 かれは^い 吐 息をついた。 かれの 半白の 頭髮を 薄暗い 電燈 がわび 


しげに 照らして ゐた。 

「奥さん やお 子さん は？」 

「もう 長女 は 嫁に やった よ J 妻 は 去年 亡くなつ たんだよ。」 

「そいつ はお 氣の 毒な。」  . 

「亡くなられ ると 寂しい やな、 ハ、 ハ、 ハ 、 …… 」 かれは いかにも 寂し さう でもった。 

「うむ、 さう だよ。 子供が まだ 五人殘 つて ゐ るが、 男の 手で はどうす る こと もで きないので、 田舍の 姉に 鎮ん でゐる 

んぢ や。 だから、 その子 供 たちのた めに、 ともかく まだ 十 年 や 十五 年 はどうで も田舍 1! りの 教師 を 勤めに やならぬ の 

さ。」 

「子供さん と 別れく になって をら れ るん ぢ やまった く 寂しい やな。」 

「うむ、 寂しい。 だが 仕方がない。 一 

月が 上ったら しく、 障子の 外が 急に 明るくな つて 來た。 

「話が 滅入つ ていけない。 もす こし 飮んで 別れよ うぢ やない か！」 川 橋 はも ぢゃ くに 生えた 濃い 鬚 をび くくと 神 

經質 らしく 動かした。 

「君 は舉生 時代に はちつ とも 酒は飮 まなかつ たんだな。」 

「やつば り田舍 の學 校に 勤めて ゐ ると 飲む 機會が 多く， それに 一 人で ゐる とつい …… 」 かれは ふた、 び 寂し さう に 笑 

つた。 

わたしたち は 宿の 直ぐ 下から 櫓 舟に 乘 つて 利根の 本流の 方へ、 狭い 入江 を 下って 行った。 

「い X 月ぢ やな。」 川 橋 はも ぢ やくの 鬚を撫 でながら 月を眺 め て ゐた。 眩 を 打 つ 水の 音 はいか にも 秋 の 夜の 靜寂を こ 


0 めて ゐた。 時々 思 ひ 出した やうに 霧の 底の 土 堤の 叢から 蟲の 音が 聞え て來 たりした" 

れ いつの 間に か 川檮は 船の 中に 眠って ゐた。 かれの 蒼白い 顏を 月が 照らして ゐた。 

る 「こ、 にも 人生に 疲れた 男が ゐ る！」 わたし は 死人の やうに 倒れて ゐる川 橋 を 見つめて ゐた。 

田 かれは 京都に 近い 田 の 貧乏 寺の 次男に 生まれ、 師範 を 出て 丹 波 あたりの 山 問の 小舉 校に 永い こと 敎員を 勤めて ゐ 

0 た。 志 を 立て. - 東京の 學 校に 出て 來 たころ は、 旣に妻 も-あり、 子 もあった。 かれは 級の 中で も 第一 の勉强 家であった。 

しかし かれは 若い 學生 たちと 覇を爭 ふに は餘 りに 老いて ゐた。 

「川 橋 かい、 氣の 毒な！： 馬 だよ。」 などと 言った 男 もあった。 善良 そのもの k ごとき かれは ともかく 學校 を卒柴 した。 

そして 田 舍の中 學に雇 はれて 行った が、 到る ところの 學 校で 學 生た ちに 追 はれた。 「善良で あるが 無能なる 敎師 とし 

て。」 

「川 橋 先生 は 非常に 良い 先生です が、 わし 等 は 高 sf 校の 試驗を 受けに やならぬ ので、 あの 先生に 敎 はって ゐ たん ぢ 

や 心細い もんです から。」 いっか わたし は 川 橋が 動めて ゐた中 學の學 生に そんな 話を聽 いた ことがあった。 

追 はれながら も かれは、 二十 年 を 田 舍の學 校から 舉校 へと 歩いて ゐた。 五 人の子 供た ち を 養って 行く ために。 

「恐らく かれは 田舍に 預けて ある 五 入の 子供た ちの ことで も 夢み てゐ るので あらう！」 わたし は 眠つ て ゐる川 橋 を 見 

ながら さう 思った。 船 は大利 扱に 近づく につれ て 幾度 か 大きく 搖れ た。 しかし かれはな ほ^って ゐた。 

恐らく かれは 今月 光 を 浴びて 利根 川の 船中に 眠つ てゐる こと を さ へ 忘れて ゐる であらう。 

月光 を 浴びて 大 利根の 波 はた V よ ふ。 

離來 あたりの 燈が 水の 上に また 、き はじめた。 

7 かれは まだ 眠って ゐる。 


古ぼけた 大型の トランク がー つ、 かれの 枕 もとに 置かれて ある。 かれが 任地より 任地へ と轉々 として 移る たんびに 

形影 相 添 ふごと く かれに @ ひ つ いて ゐる唯 一の トランク であらう。 

「まだ 上りの 船 も、 下りの 船 も來 ません。」 と 船頭 は 葦の 間に 船 を 止めて 川下の 方 を 見た。 「こちらの 旦那 さまよう 眠 

つてお いでになります が 起し ませう か。」 

「まあい M 汽船が 來 るまで 寢 かして 置く が い > -。」 わたし は 川 橋の ために も 、汽船が いつまでも 川 を さかのぼって 來な 

い こ と を 祈る やうな 氣 にもな つ た。 

「いつまでも いつまでも 眠って をれ。 君 は あんまり 人生に 疲れ 過ぎて ゐる …… 二十 年の 後 わたしたち はまた 逢 ふこと 

がで きる だら うか！ 」 

月 は 澄みに 澄んだ。 

擧生 時代の 感傷が わたしの 魂を喷 じり はじめた。 
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圃 田る れ堙 


椎の實 

子供の ころ 舉 校の 歸 りに 一 里ち かくの 山路 を 歩いて よく 椎の賓 を 拾 ひに 行った。 木立の 中 は 薄暗く、  を もとむ る 

小鳥のば さくと 木の葉 をく^る： W が 寂しかった" 夕暮の 道に 狐 を 見て 逃げて 歸 つたこと もあった。 わたし は 家に 歸 

つて 鞠の 中から 椎の K を © の 上に ころがした。 母 はいつ も あた、 かな 夜の 馳走 を 招 へて 置いて くれた。 そして わた レ 

が 御飯 を ベて ゐる 間に 土間の 竈の s 火で 椎の資 を炒て くれた。 わたし は 椎の實 を壞に 抱へ て、 芝居小屋に 走って 行 

つた。 舞臺 では まだ Ik 明ビ いふ ものが さかんに 使 はれて ゐた。 わたし は 魂 を を どらして 歌舞伎 芝居 を觀 た。 霜 を 踏ん 

で 家に 歸れば 母 は 一 人で 起 きて 待って ゐた。 わたし は 夜が 更ける まで 母に 芝居の をした。 わたし は 殆んど  一 H も；^ 

かさな い で. H 分 一 人で 次の 夜 も 次の 夜 も 芝居 を觀に 行つ た。 母 は 毎夜 わたしが 芝居から 歸 るの を 待つ てゐて あた & か 

な 葛 揚を挤 へて くれた。 

芝 の 方で い へ ば 今月 は顏； 1^ 世 狂言 だ" 椎の實 を懷に 入れて 夜 も 夜 も 芝居 を觀に 行った 十一 一 一二 歳の 子供の ころの こ 

と を 思 ひ 出す。 親を^^!^ ふ こと のき はめて 薄 か つ た 不孝な： 十と して 後お す る ことが 多い。 


m  !<i るれ 煙 
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鐘た、 き 

鐘た X きが 鳴いて ゐる。 

空に はま だ 二百二十日 ころの 荒 模樣が とりのこされて ゐる。 ちぎれ 雲が 飛んで ゐる。 

鏡た  き は 時々 思 ひ 出して は 鳴く やうな 鳴き 方 をす る 。 

秋の 眞畫 の靜 かな 氣の 底に あるかな しの かすかな at を、 何處 とも 知れぬ 草の，： ：- に 鳴く。 そしてい つの 間に かすつ 

かり を 潜めて しま ふ。 

秋の 草原 を 歩む 時、 わたくしたち は 不！： 鐘た、 きの 音 を聽 く" 秋の 靜 寂を搔 きみ だす こと を 恐れる や， つなつ、 まし 

やかなぬ き 方で ある。 梨 畑の 隅に、 稻 田の： i 道に、 鐘た、 き は in. 分 一人の 世界 を 小 ひさく 見守って 鳴いて ゐる。 

時として は 工場の 含の ま はりの 草の 中に^いて ゐる。 鐘た きが 鳴く 時， 工場の S の 上に も、 倉の 窓の 下に もしみ 

じみ と靜 かな 秋が 來 たこと を 感ずる。 

萩が 散る。 一 つくの 花片に 秋 をく づ して 散る" 

武藏野 を 歩 いて ゐ ると 思 ひかけ ぬ やうな 丘 や、 草原の 中に 萩の 花の 散って ゆく の を 見出す。 西 行 法師が 武藏野 を 横 

^ちの •、 

切って 陸 奥へ 旅した ころ は、 恐らく 武赋 k ぜの原 一 面に 萩 も 咲いて ゐ たこと であらう。 

そこいら をす こし 丹念に 探して ゐ ると、 古い 時代の 道 しるべの 標石な ど を 見出す ことがある。 綠倉 道、 大山 道な. と 

と い ふ 文字が な つ か しく  13 まれる。 


煙 一 

る 

圜 
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幾 百年 以前、 同じ 道 を 歩いた であらう 旅人 を 思 ひつ \ わたくし は获の 原 を 歩む- 

見る 人 もない 武藏 ISf の 草原の 中に 萩 は 散る。 散って は 一 片々々 秋 をく づ して ゆく。  . 

遠い 山に は S が 降り 初めたら し い。 

木槿が 小川の 綠に 咲いて ゐる。 

木槿 は あまり 榮 ない 花で ある。 寂しい 花で ある。 

道ば たに (i< い て は 翁に 

「道のへ の 木 ffi は 馬に はれけ り」 と 歎 かれた が、 今 も 木 纏 はたいて いは 川の 綠、 道の ほとりに 楠 ゑら れて、 馬、 車 

の 埃 を 浴び、 或る時 は^き 捨てた る 草鞋 を 掛けられ たるま 、に 花 を (i, 、かして ゐる。 木槿 こそ 路傍の 君子で ある。 

飾らず， てら はず、 あるが ま、 に， M 、き、 あるが ま >- に 散って ゆく 木槿 は、 寂しい 秋の 靜かな 友で も ある。 

こ ほろ ぎが 啼 いて ゐる。 

或る時 は 崩れ か \ つた 壁に 鳴き、 或る時 は 窓の カァ テ ン の 下に 鳴く。 

こ ほろ ぎを聽 けば 子供の ころの 故 娜を思 ふ。 

父 を 思 ふ。 母 を 思 ふ。 

r 据 させ！ 肩 させって 鳴 くんだ よ」 といって こ ほろ ぎを聽 きつ 、夜 遲 くまで わたくしたちの 着物 を 縫って ゐた 母の 

こと を 思 ふ。 

こ ほろ ぎ は 今夜 も 鳴く" 


だが 母 も 父 も 故 m の 山の 墓の 下に 眠つ てゐ る。 

こ ほろ ぎよ、 お前 は 故 ！• の 父 や 母の 墓に も 鳴いて ゐる ことで あらう。 

野菊 が^いた。 

わたくし は 眉目秀麗な 靑年 をお， 4 に 近い 或る 町に 知つ てゐ た。 かれは 熱心な 文學の 研究者であった。 

い つ の 秋で あつたか、 わたくし は 汽車に 禁 つて 九州 を 旅して ゐた。 かれは わざく 博 多まで 同じ 汽 草に 乘 つて 來て 

別れ を 惜しんだ。 北 九州の 平原に は 野菊 が^いて ゐた。 

かれが 病に た ふれ て 亡くな つたと いふ- 」 とを聽 いたの は それ か ら閗 もな く であった。 

秋になる ごとに かれ を 思 ふ。 

野菊が 雪よりも 白く 咲いて ゐた北 九州の 平原 を かれと 一緒に 眺めた 秋の 日 を 思 ふ。 . 

秋よ、 死せ る 入々 の 上に もめぐ みあれ I 


れ  人 月の 星座 

る 一 

田 I 白い 雲が 岫を 出る。 ，nl い が靑 田の 中 を 一 に 南に 走る。 八月の 太陽 は 耕作地 を 焦き つくす までに 燃えて ゐる 

簡ー 幌馬卓 が 倦怠い 埃 を 立て、 走る。 父 は 葡萄畑に 立って は 幾度 か 馬 卓の 喇叭に 耳 を そば だてる。 束 京の 學 校から 歸る長 

ER, 縣 の中學 から 歸る 次男 と …… 田國の 父に とつ て 八月 は樂し い 待望 の 季節で ある。 

わたし は 故鄉の 父が、 わたしの 請 省 を 待ち あぐ ん で 母 や f» た ち に 隱 れて は、 曰に 幾 皮と な く 停車場に 出か け て 行 つ 

たとい ふ 話 を 思 ひ 出す。 

夏の 白 if かわく 時、 ip- の 間の 行々 子が 鳴く 時 わたしの 故： 鄉の 父の 墓 を 思 ふ。 母の 墓 を 懐 ふ。 

八月の： § は 1 家團欒の世E^でぁる。普e^^は學校に囚 へ られ てゐる 子供た ち も 解放され て 故鄕の 舊巢に 還って 来る。 

親 と 子と 兄弟が 十 年 前 一 一 十 年 前 のな つかしい 家庭の 氣を とりもどす。 

父 も 老いた， 母 も 老いた。 だが 子供 たちのす くくと 伸びた 健 かな 赤裸々 な 肉體を 見出す 時、 父 も 母 も 新婚 時代に 

もました 明るい 光明 を 見出す。 子供 等 は 海に 飛び a み、 川原に 這 ひ、 葡萄 g にうた ふ。 人生 至樂の 季節で ある。 

た^ 一  鉢の 朝顔が 綠 側に 置かれて ある。 

父 も 寄り、 母 も 寄り、 子供 等 も 集ひ來 つて 一輪の 朝 顏を眺 むる。 學校 のない 子供た ち は 時 問から 解放され、 宿題 か 

ら 解放され、 けさ はじめて 子供 本然の 素直 さ を 取り もどして 一 鉢の 朝顔 を觀る ことができ るの だ。 

南山の 小 徑には 木槿 も 咲いて るる。 菊 はま だ 早い が、 芒の 德は すでに 靜 秋の 氣を ほのめかす。 ひ 入の 後から は 牧場の 

7 仔 IS を 想 はせ る ほどに ぞ ろくと 子供た ちが 走る。 子供た ち は 今 こそ 敎室 の窒& しさうな { み氣 から も、 瀬い 課程から 


も 解.！^ されて、 幸福な 胸 いつば いに 八月の 朝の { や： 氣を呼 吸しょう として ゐ るの だ。 

父よ 母よ. 玉蜀黍の 葉 はかに やく。 八月の 子供た ちの 由な、 解放され た 魂の よろこびの やうに。 

X 

はや 

父よ 母よ。 弟が 小川から 釣って 来たた V 一尾の-跪が 洗面器の 中に 泳いで ゐる。 だが 兄 も 妹もぢ つと 一尾の 小魚に 全 

身の 住 意 を こめて ゐる ではない か。 何とい ふ デリ ケ ー トな 鰭で あらう。 何とい ふ 可憐な 魚の 呼吸で あらう。 見よ その 

ひ 11 やく 

柄杓 一杯の 水の 底に 八月の 靑 {-T か 映って ゐる ではない か。 

父よ 母よ。  間の 作つ た舉 校の 冷た い 扉から 解放され た 子供た ち は、 紳 により て 作られた 素直 さ を联り もどして ゐ 

るで はない か。 か れ等は 洗面器 の 水の 底に 八月の 蒼弯を 見出し てゐ る。 八月の 白雲 を 見出し てゐ る。 

X 

父よ 母よ。 眞 夏の 空 高く、 高 燈籠を か.. -げっ \ うた ふ 子供た ちに とって、 孟 闢盆 はお 祭に もまして なつかし いの だ • 

父と 母と き やう だいた ちが 故郷の 一 つの 家に 集まって、 御 先祖 さま を 思 ふの だ。 亡くなった 祖父、 祖 母 を 待つ の だ。 

子供た ち はお 迎火を 焚いて 馴れぬ 手に 珠數を つまぐる。 亡くなった 弟の こと や、 生まれた ばかりで 亡くなった 赤ん坊 

の ことを思ひ出して可憐な淚を！？^：す子もぁる。 だが 子供た ち はすぐ に 悲しみから も 解放され る。 子供た ちに とつ て は 

亡くなった 祖父 も、 赤ん坊 も、 山の 墓の 下に 生きて ゐ るんだ。 遊んで ゐ るんだ。 墓の 下は廣 い、 遠い、 無限の *1 おな 

んだ。 人間の^ 界 よりも もっと 眞理 にか やいた 世界なん だ。 子供た ち は その 世界 を 見る こと はでき ない。 だけど 餌 

父 も 赤ん坊 も そこの 世 Sf: に 生きて ゐ るんだ。 だから盂蘭盆になれば遠ぃ：^-！戶^；から故鄕の家に歸っ て來るんだ。 ちゃう 

ど 子供た ちが 學 校から 歸っ て來る やうに。 

胡 1^ の爲に 梨って、 赤い 酸漿の 提灯 を さげ て 遠い^ 界. から 歸 つて 来る であらう お m.m たち は、 たと へばお 咖竊の 世 


界の 人に も 似て ゐる。 けれども 誰 一人： S の 家に 歸 つて 來 るお lis 靈を疑 ふ 者 はない。 夏 はわた したち の 家庭 全 體が童 

極 I 

れ 話の 甘美な、 のどかな、 お ほ まかな {-il 氣 につ \ まれて しま ふの だ。 大人 も 子供 もた つかしい 童話の 世界に 立ち もどる 

る の だ。 

田  X 

園 八月 はまた わたしたち を 夢の 世 に 誘 ふ。 

南方の に 懸かる 三つ 星 を 見る ごとに わたし は 故郷の 父 を 思 ふ。 

「あれ は收 護の 星 さま だ。 兩 方の 星 さまが 秋の 收瘦 で、 眞ん 中の 星 さまが 收 摸 を擔 いで ゐ なさる の だ。 秋に なって 稻 

がみ のれば みのる ほど 眞ん 中の 星 さま は 荷が 重くなる ので 赤い 顔 をな さる。」 と 父は敎 へて くれた。 

八月の 空に はまた 地平線から、 地平線へ と 天の川が 流れる。 父 は 夜ごと f 紫 牛 星と 織女 HI を敎 へて くれた。 恐らく 日 

本 中の 子供た ちが 父の 膝に 抱かれて 八月の 夜 {41 を、 首の 痛くなる ほど 眺めて ゐる ことで あらう。 

父よ 母よ。 その 愛子た ちに 八月の 夜の 大 を 見る こと を敎 へよ。 そしたら 秋に なって 子供た ちが 學 校に 立ち か へ つ 

て 行っても、 子供た ち は 寄宿 舍の 窓から 夜の 星 を 眺めて 父 を 思 ふで あらう。 母 を 慕 ふで あらう。 

父よ 幼兒を 膝に 抱いて 八月の 夜空の 星の 名と、 星の 物語 をく りかへ すがい X。 そしたら 子供た ちが 大きくな つて 遠 

い 外 國の海 を： 俊る 時 も， 夜の {ti! を 仰いで は 父 を 思 ふで あらう。 

人間 は 地上の 人間苦に へしつ ぶされ て、 年 一年と あまりに 多く 地上 を 眺めて は 溜息す る やうになる。 だが 八月の 夜 

が來る 時、 天の川の 流れが 南から 北へ 懸る 時、 不簡 天上 を 仰いで 幼年 時の 朗 かな 世界 を 取り もどす。 

八月の は、 夜ごとの 星 を 見る に 一番 めぐまれた 季節 だ。 {4- は 磨かれた。 星 はか 乂 やき はじめた。 だが そこに はま 

^ だ 秋の 悲しい 聲を聽 かない。 


父よ 母よ。 子供 等 を 抱いて 八月の 夜の {41 を 眺めよ。 そして 子供た ちが 大きくな つて 人間の 18 にへ しつぶ され さ. J 

な 時 も、 星 を 仰いで 勇氣づ けられる こと を敎 へる がい、。  一 

X  - 

父よ 母よ。 子供 等 を 抱いて 高原の 徑を 歩め。 

父よ 母よ。 子供 等と ともに 草に 寢ょ。 夜 明 方の 山 を 見よ。 八月の 葡萄畑に 憩へ。  " 

父と 子と ともに 八月の 草に 寢て、 何物 を も 持たざる 者の 幸福 を 悟る こと も 必要 だ 3  - 


煙 

れ  阿蘇の 高原から 

る 

田 八月の さなか。 球 磨 川の 岸に は 白 鷲が 飛び 山鷥 が啼 いて ゐ ました。 三日 前の 朝、 球 磨の を 下りました。 宿の 女 

^ たち は 朝霧 こ めた る 水 楊の 蔭に 立ち つくし て^ 中 の 旅人 を兒经 つ て くれました。 

筑 紫の 野 は 焦く ほどに 燃えて ゐ ます。 靑 W の 巾の 道 を 村の 若者た ちが 二三 百 人 も 集まつ て は、 花 を 飾った 大太鼓 を 

打ち鳴らしつ 、走って ゐ ます。 白い 埃が 煙の ごとく 祭の 唄 をうた ふ 若者た ち をつ、 みます。 ちゃう ど 若者た ちの 背景 

を 作 つ て 大 阿蘇 の 噴煙が ものすごき ほどに もく くと 大 高く 立ち のぼって ゐ ます。 

熊 本で 下りて 水 善 寺 を 一 週り 廻って、 宮地 行の 汽車に 乘 りました。 歩 一 歩道 は 高原 を錢 ふて 阿蘇の 煙に 近づきます。 

H-1 蜀黍、 煙草の 菌も すでに 秋の色 をた. <  へてゐ ます。 立 野と いふ 高原の 小驛で 汽車 を 捨て、 一里 餘の を 懸崖に 沿 ふ 

て 車 を 走らせ、 栃の 木溫泉 とい ふ 深い 溪 問の 溫泉場 に 泊る ことにしました。 こ \ は 白 川と 黑 川の 南畫 的な 山峡の 合流 

點で、 阿蘇 溪 谷の 最 奥であります。 奇岩に 凭り か \ つた 揚の 町であります。 宿の 攔 干の 直ぐ 下 は 幾 十 丈の 崖と なり、 

谷川と なり、 岩燕が 飛んで ゐ ます。 自炊 をす るお 客た ちが 多い と 見えて、 夕方に なれば 素朴な 老， 婆た ちが 川の 岸に 下 

り て 琉れ木 を 拾 つて ゐ ます。 溫泉場 の 裏の 石段 を 上りつ める と、 そこ は大 阿蘇 の 外輪山 にと りかこ まれた 阿蘇 の 髙原 

地帶 になって ゐ ます。 高原の 村 を 賞いて 火山灰に 埋められた 路が默 々として 夕 晴の中 を 走って ゐ ます。 若い 女た ちが 

1 人で 二 頭 も 一 一： 頭 もの 馬を曳 いて ゆきます。 私 は日暮 ころに なると、 そこの！！^3傍に立って阿蘇の外輪山にとりかこま 

れた 高原の 農村 を 眺めて ゐ ます。 火の見 槽も、 軒の 低い 家 も 草の 中に 何となく 旅 八の 心を喑 くします。 

S 阿蘇の 高原の 秋草の 中に しゃがみつ \大{-^ に 燃 ゆる ものすごい 煌 を 眺めて ゐ ますと、 千年 前の 筑 紫に 立ち 還った や 


5 な氣 がいた します。 あの 黑ぃ 阿蘇の 煙 を 見ながら 筑 紫の 女た ち は 太古から 代々 燃 ゆる やうな もの 思 ひに 胸 を 痛めた 

でせ う。 

燃 ゆる 阿蘇の 煙 はものう きが ごとく 悲しき がごと く、 旅人の 胸に 訴 へて 來 ます。 

燃 ゆる 阿蘇の 煙 は默々 として 夜 も a も 人生の 寂寞 そのもの、 やうに 思 はれます。 地の つ r く かぎり、 人生の 憂 0 さ 

がつ 父く かぎり H 蘇 は 燃えつ 父く であり ませう。  ， 
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闘 田 るれ： @！ 


月  夜 

書齋の 窓から 見 ゆる 機の 並木の 葉が 二 111 日 急に 落ち はじめて ゐ たが、 けさ は 並木の Si から はっきり 相 横の 丘 も、 相 

模の 町の 酒 倉 も あら はに 眺められる やうに なった。 ぢ つと 製の 並木 を 通して 相 模の町 を 見つめて ゐ ると 厚木に 走る 峠 

の鍩土 道まで が 秋の 日の 光り を 浴びて、 丘の 木立の 中に 消えて ゆく。 昔の 大山 街道で ある。 

栗の 資が 笑み、 栗の 紫が 落ちて 来れば、 わたしの 窗 齋 の尙 1 つの 窓から は 富士が 見える。 だが それまでに はま だ Si 

當の 間が ある。 

犬を述れて多摩川の長ぃ+1堤を^^,*-」時々^^れては_=十の中にしゃがむ。 犬 も わたしと 同じ やうに 草の 中に しゃがんで 

は 多 顯川を 越えて 相 模の山 を 眺め 白い 雲を眺 むる。 恐らく 犬 も 亦 秋の 堂 音を聽 きつ & あるの であらう。 

白衣の 女た ちが 多 摩の Jg で 流れ 木 を 拾 ひ、 或 ひ は 衣 を 洗って ゐる。 靜 かな 總だ。 砂利 を 掘る 船の 絕ぇ 間な き 11 械的 

躁音 そのもの すらが、 秋の 水に 響き、 秋の に极 する 時、 行人の 魂に 浸み 入る。 

昨夜の 雨の 中 を 二子 橋の 上から 多摩川の 流れに 身 を 投げた 若い 女の 死骸 を 探して 五六 人の 男た ちが、 犬载 一の ゆから、 

河 中に 船 を 操る 男た ちに 高い で 呼び かけて ゐる。 

この S から 秋に かけて すでに 111 入の 水死 人で ある。 日暮れ 方、 一 度 は 若い 男の 死！^ を その 母親ら しい 女が 泣きく づ 

れつ 、ts の 中で 抱いて ゐ るの を 見た。 焚火の 焰が夕 暗 を 舐めながら 琉れに 映って ゐ たりした。 

山を眺 むれば 山 は 昨 H のま \ た。 川 もまた 昨日の ま \ た - 幾 入の 魂が 滅 えて 行かう と 然は 永久に そ のま & の靜寂 

を 守って ゐる。 自然 は 人生に 對 してい かに も無關 心ら しく 忍 はれる。 しかし それ は 自然と 人間との 關 係に 於いての み 


ではない。 人間と 人間との 關 係に 於いても 同じ ことで はない か。 死んで 行く ものに とって はたと へ 友 入と いへ ど無關 

心で はない か。 だが 誰を怨 むこと がで きょう。 e: 然も 人間 もす ベて 孤獨 なの だ。 

わたし は 犬 を 連れて 秋の 草の 中 を 歩む。 秋の 風が 吹く。 草 は そよ ぐ。 だけど 秋の 風 はつひに 秋の 風で あり、 秋の 草 

はつひに 秋の 草で ある。 草の 中 を いて ゐる わたしと、 風と 草と まったく 孤躅 である。 無緣 である。 

だが わたし は 秋の 風 を 追 ふ。 秋の 風 を もとめて 草の 中 を 歩む。 わたしが 唯 1 人の 友 を もこの 地上に 見出し 得ない 時、 

卅  1 界 中の 人々 の戶 がわた し を 担む 時、 秋の 風 はわた し を 吹く。 秋の 草 は 仰臥す る柔 かな 寢床を あたへ て くれる。 そし 

てわたしが 夢に 耽る 時、 懐し い 係 を 描く 時、 秋の 風と 秋の 草 は、 さらに わたしの 怠惰 を も 愚か さ を も その ま、 に ゆる 

して くれる。 

わたしが 死ぬ る 時、 秋の 風 は 一枚の 草の 紫 を そよ がす こと を もしない であらう。 だが それでい 、の だ。 秋の 風も^ 

の 革 も 永久に 孤 IS なの だ。 そして わたし 自身 も。 

孤獨 なる が ゆ ゑに 秋の 風 は 秋の 草 を 吹いて しかも 永久に 去って しま ふの だ" だが、 それでい. -の だ。 

孤 li なる が ゆ ゑに 秋の 風 は 白い 雲 を 吹いて しかも 永久に 去って しま ふ。 だが、 それでい. -の だ。 

孤 II なる が ゆ ゑ-に 旅人 は 秋の 風に 吹かれつ \、 しかも 永久に 還って 來 ない。 だが、 それでい、 の だ。 . 

それが K 在 そ の もの \ 相 なの だ。 資在 その も の \ 蓮 命な の だ。 

秋の 風の 眞ん 中に 立って、 秋の 草原の 眞ん 中に 立って、 大きな、 深い 呼吸 をく りかへ すがい.^。 靑ぃ { み， も. 相模の 

丘 も、 白い 雲 も、 土 堤の 草 もみん な 異邦人の やうに、 わたしから 遠ざかって ゐる。 

わたし は 大きな 聲で 草の 中に うた ふ。 

わたし は 大きな 聲で 草の 中に 哄笑す る。 


だが 草 も、 S も、 秋の 日光 も 何とい ふ Mi 虚 さで あらう。 

わたし はわた した^ 一  人の 歌 を gl く。 わたし はわた した^ 一  人の 哄笑 を gl く。 

わたし は 丘 を！！ ゆる。 わたし は 秋の 山 を 越 ゆる。 あたかも 白い 雲が 丘 を 越え、 山 を 越える やうに。 だが、 ia^ 丘 を 

越え、 幾度 山 を 越えても なほ わたし はわた した^ 一人の 哄笑と^ 獨とを 見出す のみ だ。 だが それでい、 の だ。 秋の 風 

は 吹き、 秋の 草 は そよ ぐ。 

鳥の 群が 武藏野 の 森 か ら森を 渡る やうに な つ た。 

粟 を 獲る 男た ち、 陸稻 を^ぬ る 女た ちの 頭上 を かすめて 渡 鳥の 群が あわた V しげに 飛ぶ。 わたし は 渡 鳥の 影 を 追 ふ 

て； _ 仏の 大{ 人 &を眺 むる。 何處 から 飛んで 來た渡 鳥の 群で あらう。 

北の 日本海 を わたって 越後、 越 中の 山々 を橫 切り 信饞の 高原に 群 をな して 来る 渡 鳥 を、 わたし はいつ も 信 濃の 落葉 

つ： a くら 

松の 林の 中で 見た。 穰高ゃ 槍 や 燕 あたりの 嶺々 の 初雪が はろ ぐと 遠い 海の やうな 秋の に 漂 ふの を 、しみぐ と 旅 

の 心に 感ずる ころに なれば 秋風に も 似た わびしい 難に 鳴きつ れて、 北から 南へ 南 へ と 渡 鳥の 群が 飛んで 行った。 

家の 前の 草の 中に いつ も 秋に なれば 眞 つ 赤な « を 結ぶ 深山 ® に 似た 木が あ つ た。 麓の 農家の 人た ちが その 木に 登 つ 

て は 5^" つ 赤な 木の 實を 採つ てゐる こと もあった。 f 藥 にす るんだ 一とい つて ゐた。 農家の 人た ちの 姿が 見えな い 《! など、 

渡 烏の 群が 終日 秋の 日光 を 浴びながら 赤い 木の 實を隊 いて ゐた。 或る 年の 秋な どた V  一  H で 赤い 木の 實は渡 鳥の 群に 

食 ひつく されて しまった。 

武藏野 を むれ 飛ぶ 渡 鳥の 羽 昔を聽 きながら わたし は 信 濃の 高原 を襃 ふ。 恐らく 武藏野 を 飛んで ゐる渡 鳥 は 數日前 ま 

では あの IS 中の 山 や、 信 濃の 落 i^f 松 の 林 を 飛んで ゐた であらう。 
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信 濃の 高原 に は 霜が 降り はじめた。 落葉松 の 葉 は 終 S 雪の ごとく 靜 かに 落ちて 行った。 わた し は 落葉松 の 林の 中 を 

歩みながら、 南 へ 南へ と あわた t しげに 鳴き つれて 行く 渡 鳥 を 見た。 そして ひ そか に 東京の 生活 を 思 ふ こ とも あ つ た。 

南に 飛ぶ 渡 鳥の 群 を うらやむ 氣 にもな つた" だが、 わたし は 信 濃の 山の 生活 を 愛した。 信 濃の 山の 誘惑 は 東京の 生活 

の それ W 上に 强 かった。 わたし は 南に 飛ぶ 渡 鳥の 群 を 見ながら、 最後まで 信 濃の 山に とりのこされて ゐる 自分自身 を 

ぢ つと 兑 つめる やうな：； i になる こと もあった。 そこに は 落葉松の 林の 小徑を 埋める ばかりに 雪の やうな It 菊が 2K いて 

ゐた。 信 濃の 高原の 野 n また わたしに とって 秋の 誘惑であった。 

苴 の 中の つ まし やかな 野菊 を 見る ごとに わたし はゥォ ー ヅゥ ォ.' スの詩 を 思 ひ 出した。 

質素な 法衣に つ. - まれた 「謙虚な 尼僧」 とも ゆろ 野菊、 花やかな 乙女と も 見 ゆる 野菊、 或 ひ は 「紅 H 石 をち りば 

めた 王冠の 女王」 とも 見 ゆる 野菊 を わた し は 草の 中に 兑 出した。 「お前の 飾り 氣 なき K に こ そ あらゆる 議 の 競技 は あ 

れ」 とうたった 詩人の 言葉 を 想 ひ 出す。 

「わたし は 遠くから か r やかな お前 を 見る —— 

お前 はいかに も 美しい 星 だ。 

お前の 上に、 天の 高き にきら めいて ゐる 

星と 同じ やうに 美しい とい ふので はない！ 

だが 星の やうに、 か e やかな 花冠 をいた にいて 

お前 は の 中に 巧みに 釣合 を 保って やすらうて ゐる やうに 見える 11 」 

(ゥォ I ヅゥォ .1 ス) 

ゥォ ー ヅゥォ —スが 天上の 星と 見た 野菊 は、 信 濃 の 落 紫 松 の 林の なか では © の ノ J とく K 白く 靜か であった， 


遠い 穗高 あたりの 初雪 を 見出した 日、 落葉松の 林の 中に， ¥ィ 、みだれた 野菊 を 見た 刹那、 わたし は 幾 &か草 の 中に 雪 

^ を 聯想した。 忘れられ たろ @ である。 同時に 秋の 寂寞、 秋の 沈靜 そのもの である。 秋の 孤 11 そのもの である。 

る わたし は 秋の 沈靜を 愛する が ゆ ゑに、 秋の 獨を 愛する が 故に 信濟の 高原 を 懐 ふ。 今 もな ほ 高原の 野菊 を 思 ふ" 

田 武藏野 の 森 か ら森を 飛ぶ 渡 鳥 の 群は泰 の 畑 を 越え て ゆく  。流れ に 大极を 洗 ふ 女た ちの 頭上 を かすめ て £T  く。 

園  X 

1 切の 物が 澄み 透った 秋の {&氣 の 中で は その ま、 に惠 まれて ある。 

武藏野 の廣ぃ 耕作地 の黑ぃ 土の 上に 放り出された 瓠%、 白い 腹 を 秋の 日に 見せた ま、 ころが つ てゐ る。 そこに も 秋 

の 微笑と 秋の 寂寞が ある。 

うら 枯れた 玉 蜀黎の 葉に も、 芋の 葉に も、 落日 を 浴びて 武藏 野の 舉 調な 道 を 野菜 を 積んで 市場に 走る ト ラックの 上 

にも 秋の 寂寞と 秋の 徴 笑が ある。 

武藏野 を步く 人々 は ひよ ろくな 際の 並木 を 見出す であらう。 たいてい は 武藏野 を絲の ごとく 肖 由に、 不規則に 走 

る 小 徑に沿 ふて 植 ゑら れてゐ る。 際の 並木が 大山 街道 や、 甲 州 街道の やうな 比較的 廣ぃ 街道に 沿 ふて 楠 ゑて あるのに 

對 して、 櫟 はたいて い 耕作地と 小徑の 境に、 或 ひ は 小 徑の兩 側に 瘦せ *1 りたる 骨の ごとき 幹 を 見せて ゐる。 襟の 並木 

道が 武藏野 の眞っ 黑な 耕作地 の 中で 交叉す る ところに はたいて い は 古びた る 道し るべ の 石が 立 つて ゐる。 或 ひ は銷ま 

れ たる 文字 も 見えぬ ほどに 顏れ たもの も あるが、 鎌 倉 道、 府中？ 551、 八 王子 道、 川 越 道な どと いふ やうな 文字 を 石の 面 

に 見出す ことができる。 よし 低徊 去る 能 はずと いった 程の 感慨 は 湧かぬ まで も、 一脈の 懷古 的な 哀愁 はわく。 

そこに はまた たいてい は 辻堂の 跡が ある。 堂 は 朽ちて 石地藏 のみが 雨風に さらされて ゐる。 今でも 陰暦の 正月に な 

S れば その やうな 辻に は 御幣が 樹 てられ、 盂蘭盆に なれば 茄子 や 胡瓜の 馬が 置かれ、 焚火が 焚かれる。 秋に なって 武 藏 


7 野を步 いて ゐ ると、 まだ そこ こ  >- の 1- の 下の 辻 道に は 焚火の 跡が 殘 つて ゐる) この やうな 古風な 行事 もやが て は武藏 

野の 田園から も 失 はれる であらう こと を考 へる と 残り惜しい。 

わたし は相模 寄りの 多摩川の 堤防 を步 いて ゐた。 二子 橋から 二 町ば かり 下った あたりに 松の 林が あり、 かって その 

林の 中で 亡くなった 友人と 二八で 仲秋の 名月 を ながめた ことがあった。 目異 から 碑 衾 あたり を 通って、 玉蜀黍 ゃ黎の 

畑の 間 を 歩きに 歩いて ゐる 間に、 いっと はなしに 二子の & 船に 迎 りついて ゐた。 國 木田獨 歩が 名文 「武藏 野」 を 書い 

て 間 もな いころの ことであった。 驟 歩が 泊つ たとい ふ 古風な 相模 の 旅籠 屋 を 親いて 見たり し た。 庭 に 百日紅の 花が 散 

り殘 つて ゐた。 

わたし は そのころ のこと を 思 ひながら、 芒の 德に 埋められた 土 堤の 上 を 歩いて ゐた。 まだ あの ころ は そこの 松原 か 

らは 直ぐに 多摩川の 流れ を^む ことができた。 わたしたち は 橋の：^ の褂 茶屋で 買って 來た 梨の K を^ じりながら 武藏 

野の 丘から 上る 名月 を 待つ てゐ た。 

今 は 新ら しく 堤防が 築かれ、 松原 は 高い 土提の 下にな つてし まった が、 それでも 芒の 穗は そのころ のま、 である U 

あ た りに 家が 建てられた り、 梨 畑が 切り 柘 かれた りした ために、 昔 ほどの 寂び たる 秋の 面影 を 追 ふ こ と は できな いが" 

0 名殘 のみ はとに めて ゐる。 

れ わたし は 土 堤の 草の 中に しゃがんで 武蔵 野の 丘 を 眺めて ゐた。 鮮 人の子 供た ちが 磧の 中で 戲 して ゐる あたりに は. 

る 川 千鳥が 鳴いて ゐた。 

^ 一 一十 幾年 前の 友人の 靜 かな 眼が、 靜 かな a§ が、 寂しい 微笑が わたしの 胸に よみが へ つ て 来た。 千 葉の 衞戌 病院の 1 

室に 咽喉 を 接 つ 切って in: 殺 を は かった かれは わたし を 待って ゐた。 咽喉の 切り口 に 嵌められた 金 IS 製の 物が 呼吸 をす 


- る たび に ひ う/ \> と 小鳥 の 靡 を SI 想 さ せる やうに 鳴った。 

れー 千 葉の 町 を 南 へ 南へ と 歩いて 行って 郊外 の 火葬場に 骨 を 拾 ひに 行った をり、 かれの 軍 精の 金輪 だけが その ま- 1 の 形. 

る をして 燒け殘 つて ゐ たこと を 記憶して ゐる。 

田 わたし は 多摩川 をへ だて k 武藏 野の 丘 を 眺めながら、 忍び寄る 過去の 思 ひ 出 を 忘れたい ために 草の 中に 立ち上った。 

園 わたし は 口笛 を 吹いた。 犬 は 稻子を 追つ かけて は 吠えながら 幾度 か 芒の 中に 隱れ てし まった。 

わたし は その 時、 一町ば かり 離れた 川下の 芒の 中に 一入の 男が 草の 中に しゃがんで、 川 を 眺めて ゐ るの を 見た： 

秋 だ ー 幾人 もの 男が、 わたしの 直ぐ 近くに 草の 中を步 み、 草の 中に しゃがん， でゐ るで はない か。 その 一八々々 が 

思 ひ 出 だす こと あるが ごとく、 靜 かに 武藏 野の 丘 を 眺め、 相 模の山 を 眺めて ゐる。 秋 だ！ 

稻の穗 の 熟れた 相模の 平野 を步 いて ゐ ると 多摩川に 沿 ふ て ところどころ に 堀が ある。 S もや、 老い て、 水 も 秋の 雲 

を 映して 沈みが ちで ある。 わたし は 犬 を 通れて 散歩す るたん びに 堀に 釣して ゐる 人々 を 見て、 自分 も 同 じ やうに 草の 

中に しゃがみ、 水の面 を 見つめて ゐる。 一度 自分 も 釣 をして 見たい と 思 ひながら、 去年 も 今年 も わたし は葷の 問の 掘 

に 釣す る 人々 を 眺めて は 秋 をた のしんで ゐる。 釣 はまこと にい 、趣味で あり、 たのもしい 道樂 であるが、 しかし 釣す 

る 人の 靜 かな 姿 や、 秋の 水の面 を 探し 歩く やうな 散歩 も囚 へられる ところの ないだ けに 一 層 秋 をた のしむ に はよ いや 

うに 思 ふ。 人 はた い て い 自分の 道 樂に囚 へ らる、 刹那 、狭い 世界に は ひつ てし まふ。 鹿 を 追 ふ 獵夫は 秋の 山 を 見ない。 

弓 を 射る 人 は 的に のみ 囚 はれて 高い {fr 曠ぃ秋 を 見ない。 わたし は 釣す る 人の 姿 を a たいた めに、 {-51 を 飛ぶ 渡 鳥の 群 

や、 白い 飛 雲 を 眺めたい ために、 毎日 犬 を 連れて は 草の 中 を 歩む。 靜 かに 生きる 人、 靜 かな 禪 三昧の 境に 入って ゐる 

人 を 見る こと は それだけで もま ことにい 》 氣持 ちの ものである。 


秋風に 吹かる、 釣 入、 秋風に 吹かる X 永 面 の泛 子、 渡し場に 網 繕ふ老 夫、 土 堤 を 走る 自動車 上の 靑年、 すべてが 秋 

なる が ゆ ゑに わたしの 心を擊 つ。 わたしの 心 を 救 ふ。 

日本の 秋 は 仲秋の 名月 に象徵 せられ て ゐ るか に 思 はれる。 姥捨 の 月が 名高くな つたの はいつ ころから のこと である 

か 知らぬ が、 姥捨 はい はず も かな、 信 濃の 月 は 山の 高く 秀でた る爲 か、 水の 淸く 岩に 激 する 爲か、 殊に 海に 遠く、 大 

氣の 澄んで ゐる爲 であらう か、 何 處で眺 むる よりも 秋の 心 をし み- <\ と 感じさせる やうな 氣 がする。 わたし は 二度. 

仲秋の 名月 の^を 還ん で 一 I 井澤から 善 光寺 に 出かけて 行った が、 折からの 雨に 二 度と も 姥捨ぁ たりの 月 を 見る こと は 

できなかった。 

碓氷峙 では 度々 名月 を 眺めた。 名月の ころに たると 山 は 察い ので 焚火 を 燃しながら、 けさ 松 山で 取った ばかりの 初 

茸 を 裂き、 酒 を あた.^ めて 月 を 待つ やうな ことがあった。 李 白の 「白！^ 彻熟 山中 歸」 とい ふの も 恐らく はこの ころの 

ことで あらう。 妙義 も、 赤 城、 湊 名の 山 も 霧の 上に 黝く崢 蝶の 姿 を 漂 はせ てゐ る。 夜が 更 くるに つれて 山上 月 を眺む 

る 者 は 自分た V 一人と なる。 古人の 心 亦 わが 心に 通 ふ。 「仰レ 天 大笑 出レ門 去」 酒好きの 李 白が 月光 を 浴びつ. そこいら 

から 笑つ て 出て 來 さうな 氣も する。 

昔の 人 は 姥捨の 月 を 見る ため に は 木 曾路を 越えて 信瀵に 入る に せ よ、 或 ひ は 確 氷 峠を越え て 信 濃に 入る にせよ、 な 

かな かの 困難な 旅であった にち が ひない。 わたしが 知って ゐろ信 濃の 高原の 老人 は 今でも 「江戶 に 出る に 一番 恐ろし 

かった こと は碓 氷の 1. を 越 ゆる ことで あつたが、 先づ 熊に も 食 はれず 碓氷を 下った とい ふだけ で ほっとし たもので あ 

る。 あの ころ はず ゐ ぶん 熊が ゐた」 とい ふ 話 をして ゐた。 

今から 六十 年 前 でも そんな 風であった から 管江眞 澄が 更 科の 月 を 眺めに 行った 天明 一二 年、 或 ひ はさら に さかのぼつ 


て 芭蕉 翁が 越 入 をした がへ て 名古屋 から 木 曾 路を經 て 信 r おの 月に あこがれて 行つ た元祿 元年の ころの 旅を考 ゆれば な 

かな かの ことであった らうと 想 はれる。 それだけに 姥捨の 月 を 見る 人の よろこびに は、 或 ひ は 月見の 味に は 到底 今日 

容易な、 氣樂な 旅に よって 月 を る わたしたちの 想像 を ゆるさな いものが あつたに ちが ひない。 眞 澄の 日記に よると 

八月 十三 曰に. j4 洗 馬 を 立ち 出で、 十四日に は 中原と いふと ころに 宿 を 取って ゐる。 明日の 夜 は 姥捨の 月を眺 むる うれ 

しさに 胸 を を どらせ、 日の 暮る >- につれ て 鹿の 鳴く 音 を聽 かう と 思って 起きて ゐ たが、 山國の 常と して 翁 ふかくた ち 

お ほひて 月 を 見る こと も かな はず、 明日の 夜の 月 を 築 じながら 寢に 就いて しまった。 ところが 夜半に なって 霧 も 晴れ 

月の 光りが 部屋の 中に 射して 來た。 その をり のこと を a: 澄 は 「月の ほのかに はれ 行 うれし さに、 みなおき 出て とに の 

そみ て」 と 記して ゐる。 恐らく 泊り 合せの 人々. S 、明日の 姥 拾の 月な 見る ために 信 濃の 旅 をつ ^けて 來 たもので あらう。 

「みなおき 出て」 とい ふ 短 い 言葉の 中に 入々 の 月 を 待つ 心の ほどが 想像され る。 

そ の をり の眞 澄の 旅行記 のなかに 五つ 六つば かりの 幼 兒を殘 して の 中に 突つ 臥して 死んで 行った 旅の 女の ことが 

書いて ある.、 i 桐 光寺と いへ る 寺の 前にた & さした る を 見れば 云々」 と あるが、 百年 前の 信 濃路の 旅の 秋ら しい 物語 

である。 

IHI 蕉の更 科 日記の なかに も 一 つの 物語が 記されて ゐて、 信疆の 月見の 旅に 餘情を こめて ゐる。 これ は眞 澄の 話の ご 

と く 悲劇的な も のではなくて、 き はめて ユウ モラ ス な昧さ へ 伴 ふて ゐる。 「何々 と云處 にて 六十ば かり の 道心の^、 お 

も しろげ も を か し げも あらず、 只む つ /\> としたる が 腰た わむ ま で 物お ひ 息 はせ はし く 足 は きざむ やうに あゆ み 來れ 

る を、 俘 ひける 人の あはれ がりて おのく 肩に かけた る 物 ども かの 憧の おひね 物と 1 にからみ て 馬に つけて 我 を 其 上 

とまり 

にの す。」 こ. - まで は先づ 無難で ある。 その 夜の 旅の 泊の 出来事で ある。 

^る 

「夜 は 草の 枕 を もとめて、 ひるのう ち 思 ひまう けたる けしき、 結び 松た ろ發 句な ど 矢 立 取 出て 燈の もとに 目 をと ぢ 1« 
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お， J は. fi 

た &き てうめ き 伏せば、 かの 道心の 坊旅懷 の 心う くて 物 思 ひする にやと 推量て 我 を 慰ん とす」 芭蕉 苦吟の 髖を 見た か 

の 道心 は、 勘ち が ひ をした。 そして 若い ころ 巡り 步 いた 旅の i 仝の こと、 阿 彌陀佛 の 尊い こと、 何彼と 慰め顔に 話しかけ 

.5 ひ いづ 

る。 流石 の ^焦 も これ に は 弱らされて しまった" _ 風情 のさ はりと なりて 何 を 云 出る 、 」 ともせず」 蕉は せっかくの 旅 

の 心 をむ ざく と 壞られ たこと を 腹立たし くも 思った であらう。 自 分で はたや 啞默 つて ゐた。 たまく 「鹿お ふ變處 

々に 聞え ける。 まことに 悲しき 秋の こ、 ろ こ、 に盡 せり」 といって ゐる。 よ ぼ./ \ の 道心の 道化た る 姿が いかにも 信 

濃の 秋の 夜の 物語に ふさ はし い。 

同じ 信 濃の 月 を 見ても 一 茶の、 

「小 言 いふ 相手 も あら はけ ふの 月 一 

は惻々 として 人の 胸に 迫る。 皮肉 家で、 諷刺 家で ある 一茶の 句 だけに 一層 あはれ も. い。 所詮 同じ 月 も 見る 人の そ 

の をり くの 心の 名殘 である。 

「名月 や江 戶の や つらが 何 知て」 

こ X に 至ってい つもの 一茶の 敗け じ 魂がぬ つと 頭 を もたげて ゐる。 敗け ぬ氣の 一 茶に とって は 名月 もまた 喧嘩の 對 

手 を 思 ひ 出させる ものと なった。 

「掠 鳥と 人に 言 はる >- Jll^ 一  さか な」 

江戸に 出たい と 思って 途中で 立ちす くんで うたった 句で ある。 江戸 人 は 一茶の 仇敵であった。 名月の 夜に なれば 流 

石に かれ も 溜飮を 下げた ことで あらう。 

X 

白い 風が 吹く。 秋 だ！ しみ，^ と 日本の 秋に 生きる うれし さと 寂し さ を 思 ふ。 


れ 

田 


；洛 葉 を ® め ば 


武藏 野の 木立 は 夕 霞に つ. - まれて ゐる。 木立の 中 を 歩けば 蜀 江の 錦に もまが ふ ほどの 紅葉 は 小徑に 散り 布いて ゐる。 

わたし は その 一 葉々 々をぢ つと 見守る。 尊い ほどに 美しく 靜 かな 落葉 だ。 しかも 未練 氣も なく 落ちて は 落つ るが ま X 

に 朽ちて ゆく 紅禁 である。 

美しく 朽ちて ゆく 落葉 を 見れば 思 ひ 出す ことが 多い。 二十 年 前の 人の 面影、 1 二十 年 前の @_K、 黑 ぃ隱、 奈 良の 山、 

京の 時雨の 日" 

かさ こそと 落 紫 を 踏めば， 冬は魂の底！！^^歩み寄り、 しみぐ と 人 を 思 はしめ， 死 を 思 はしめ る。 生きて. あれば こ 

そ。 

美しい 落 # おで は ある。 初冬の 夕暮に 迫る 落 紫の 色 は 暗につ、 まれて しま ふ。 だが， かさ こそと 落 S を 踏めば なつか 

しき かな。 落葉 はさ、 やく。 ありし日の よろこび、 ありし日の 悲しみ、 さながらに わたしの 魂に よみが へる。 

ぢ つと 落葉の さ \ や きを 聽き、 地に 臥して 泣かん。 地に 臥して 祈らん。 生きて あれば こそ。 


3. 
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友情 讃美 論  • 

菩提樹の 下薦 には淸 澗が琉 れてゐ た" そこに は 伊太利 文藝 復興 期の 大 天才 ミケ ラン ゼロ を 中心に して 數 あの ft^ 人 

たちが 午後の 柔 かな 葉 蔭の R の 光り を樂 しんで ゐた。 ミケ ラン. セ ロは當 時す でに 五十 幾 歳、 或 ひ は 六十！ ちかい 年 

、し と _»» 

であった。 .111 四 人の 淑 かな 婦人た ち は ほとんど 毎日の やうに 靜かな 木蔭で 老 天才 をいた はり つ 、午後の 淸談に 時の 經 

つ の を 忘れて ゐた。 問題 はた い て い 希 職の 古代 藝 術に ついて V あった。 プラト，' につい て^あつ た」 ミ ゲラン ゼロ は 

si に 凭り か つた ま. ^費 婦人た ちの 美しい 唇から 洩 る气フ ラ ト ー 論を聽 いた" さらに かれ 自身の 作品に つ い ての 贵婦 

人た ちの 好意 あ る 批評 や 推 譖を聽 い た 。 

赏時 かれの 唯一 の 愛護 者であった 法王 は、 き はめて むら 氣 であった。 かれは そのために どれほど 苦しい 思 ひ をし な 

ければ ならなかった か 知れない。 かれに はまた 多くの 敵が あった。 とい ふより は、 口 I マ 中の 11 術 家た ち は 恐らくす 

ベ て かれの 敵であった であらう。 かれは シ ス テ イン 瞪拜 堂の 丸天井の 櫓 を 描く ために はた V 一 脚の べッ ドを 準備した 

だけで、 そこに 一二 人 か 四 入の 弟子た ちと か はるぐ に 眠る のみで、 三年 或 ひ は 四 年の 間 水と パンの みで 精進した。 か 

れは そのために 十四の 病氣を 苦しんだ とさへ 傳 へられて ゐる。 しか も 報 いらる \ ところ はき はめて 勘かった。 職禁 S 

排擠、 嫉妬、 中傷の みが、 かれの 孤獨な 生活 を さらに 晴 くした。 

かれの 忍苦 的な 一 生涯に とって 數 人の 貴婦人た ちの 美しき 友情 …… よき 理解と、 よき 批判と 激勵は 想 する だに 朗 

かな 感じ を 喚び さまして くれる。 

友情 ほど 世に たのもしく、 うる はしい もの はない。 殊に それが 男女 間に 於いて 賢明な a 解 を 伴 ふところの 友情と な 


つて 現 はる、 時、 わたくしたち はこの 世界に 於いて 最も なごやかな 朗 かな 刺戟と 希 と を あた へられる こと を 知る。 

ミケ ラン ゼ 口 の ク：： は 直ちに わたくしたち をして レオナルド.. タ. ギン チを想 ひ 出させる。 同時に 麗人 モン ナ • リザと 

る ダ. ギン チの 友情の 神秘的な 力 を。 

田 モン ナ. リザと レオナルドとの 關係は 友情と いふに はさら にサ K き 關 係であった かも 知れない。 た かの 女 は、 肖像 畫 

0 家の 前に 三年 或 ひ は 四 年の 間微. おみ つ k 默々 として 坐った だけの 關係 であつ たか も 知れない。 恐らく かの 女 はた t の 

肖像 畫依 S 者に 過ぎな か つた かも 知れな い。 た^ し、 わたくし たち は リザ が 誰に も 俊して ダ ...f ンチの 天才 を 信頼した 

こと を 知る。 同時に ダ •* ヰ ンチが 誰に も 優して リザの 魂の さ を 感じた こと を 知る。 それ ゆ ゑに わたくしたち は モン 

ナ* リザ とダっ ヰンチ の畫 室内に 於け る 三年 或 ひ は 四 年の 六 乂涉を も 立派な 友情と して 認める ことができる。 

詩人 ブラウ -ー ングの r ビ ツバ ァは 過ぎ行く」 を fS んだ 人々 は、 いかに 一 人の 淸淨 なる 乙女が、 不知 不識の 間に、 無 

邪氣 なる 歌 を-つた ひつ 、ss 園の 人々 を淨 くし、 悔梧 せしめた かとい ふこと を 感ずる であらう。 人 は 入と 觸れ なければ 

ならぬ。 その 接觸に 於いて かれは はじめて かれ 自身のう ちに 内包し つ \ ある 不可思議なる 神秘的な カを資 ¥ る。 死 

の ノ  J とき 油が 點火 さる、 ことによって はじめて en 分自； の 生命 と 光明と を ず る やうに。 

一 つの 魂が 他の 一 つの 魂に 全 的に 相 觸れ， 相 結び、 相愛す る。 魂の 點火 である。 友と 友との 魂の 抱擁で ある。 

孤獨 なる 魂 は 孤 蹈 なる 魂に 呼びかける。 しかも わたくしたち 自身が かって 意識し ない ほどの 深さと 眞劍 さに 於いて。 

モン ナ* リザの 前に 立った ダ •* ヰンチ はかの 女の 裡に 最も い 女性 そのもの. -姿を 見た。 女の 魂 を 感じた。 人間 その 

もの X 祌祕さ を 見出した。 

モン ナ • リザ は 微笑んだ。 かの 女の やさしき 虔 しゃかな 徵笑は 天才 レオナルド • -タ • ギン チの魂 を 打った。 神の ごと 

9 き 偉大な 力 を 以て。 
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れー 


モン ナ. リザに 要するに 世間 並の 溢なる 若き 女で あるに 過ぎなかった。 しかも モ ンナ. リザの 女らしい 信賴、 d 憤、 

友情 が ダ つ ヰ ンチの 天才に る、 刹那、 モン ナ. リザ はまった く 新ら しい 世舁に 生きる ところの 久遠の 女性 を か 

の 女 自身の 锂に 感じた。 同時に レオ ナ ルド っタ* ギン チに とって モ ンナ. リザ は 天啓で あり、 驚異で あり、 神祕 そのもの、 

であった。 

一 つの 人間の 魂が さらに 一 つの 人間の 魂と 全 的に 相 |g れ、 相 凭る 刹那に わたくしたち は そこに 神 そのもの、 li^e と、 

神秘 さとが 满 へらる、 こと を 感ずる であらう。 モン ナ* リザの 唇に 微動して ゐろ 永遠の 神秘なる 「微笑」 はかって 一人 

の 男と 一 人の 女の 間に 見出された 信頼と 美しき 友情の 代表的 象徵 である。 ， 

. タ •* ヰ ン チの續 が 完成した 時 モ ゾ ナ. リザの 若く して 獎 しかりし 姿が この^ 界から 永 f おに 失 はれて しまった とい ふ い 

たまし ぃ傳說 もまた 與味 あろ 物語り である。 人 は 相 凭る ことなしに は 生きて をれ ない。 しかも 魂と 魂と 相 依る や 全 的 

でなければ ならぬ" リザ は そのす ベて を. タ- ギン チの 前に さ \ けた。 かの 女 は 信賴と 友情が 永遠の 藝術 として 結果した 

刹那に 美しき がま k に 若く して 死んだ。 脆 かりし 友情 U 悲し かりし 信賴。 しかも それ は 最も 賢明な、 純な、 美しい 生 

き 方であった。 

相 1« ^扶助の 觀 念は單 に經濟 的な 生活に 於いての み 必要な もので はない。 魂の 生活に 於いて 最も その 必要 を 感ずる。 

クセ スフ！；' ィ 

「若し 成功 的に 牛； きる ことが 出來 なければ 威 功 的に 死ね」 といった のはァ ンド レイフであった。 「毆 られる 彼」 の 理想 は 

これであった。 

しかし わたくしたち は先づ 成功 的に 生きる こと を考 へなければ ならぬ。 出来るだけ 多く 效果 的に、 ®f 的に、 多 的に 

生きなければ ならぬ。 そして この 目的 を 可能なら しむる ために は 互に 人と 人と 相 り、 相 信じ、 相憐 むの 友情 を 見出 

さなければ ならぬ" その 友に 於いて わたくしたち は はじめて 魂の 刺戟 を 見出す ことが 出来、 生きる ことの 希望と 惯爐 


を 感" する" 

友情 は 時として 戀 愛と 一 歩の 隔 りに 於いて 存在す る〕 その 一 歩の へだ k り は 神と 人間との へだ &り である。 戀愛は 

人間へ、 友情 は 神へ。 

古來 男性と 男性との 友情の 樊し さはい はず もがな、 異性 間の 友情に もまた、 たと へば ミケ ラン ゼロに 於け る 三 四の 

費 婦人 達 の 友情 の ごとく さらに 憧憬； S であり、 天啓 的で ある もの を 見出す ことができる。 時代 は あら ゆ る 不自然な 範 

ち 5 

嚷を 破壊 し、 解放す る。 わたくしたちの 時代に 於いて 最も 不自然な 形に 於いて 呼吸し つ ある もの は 異性 間の 友情で 

あろ。 放縱、 無 W 操、 享樂 的、 都會的 …… かくの ごとき 聯想 を淸货 したる 後に 於いて、 はじめて 異性 問の 友情 はもつ 

とも，： HI 由な 自然な 呼吸 を 持つ ことが 出夾- る。 

わたくしたちの 生活 を豐 かにす るた めに、 朗 かにす るた めに、 光り ある ものと する ために、 わたくしたち は 互によ 

き 友情 を 持たなければ ならぬ。 男で あれ、 女で あれ、 すべて 善き 人、 賢明なる 人、 操 を 知る 入、 恥 を 知る 人、 人類 

の 明日 を 思 ふ 人、 かくの ごとき 人々 が 互 に 美しき 友情に 於い て 結びつけられろ とい ふこと は- 人類の ため にも また 最 

も 望ましき ことで ある。 

キリスト をめ ぐって いつも、 そして 最後まで かれの 唯一 人の 友で あり、 味方であった もの は、 マグ ダラの マリヤと 

いふ 踐 しい 女であった。  ， 


き こ 濡れた 言 濃の 山 は 旅人の 心の底まで も 冷えく と 感じさせた。 いや、 旅人の 魂まで もといった 方が もっと 適 

當 であらう。 千 曲 川に 打ち 迫る 山 も 山 も 高く、 險 しく、 一  つくの 孤 Eg な 供 界をぢ つと 見守って ゐた。 爪先 上りに 登 

つ て ザく 小 諸の 町の の 路をも 時雨 はじ つ とりと 濡らして ゐた。 古城の 直下 を 流れて ゐる千 曲 川の 眞 白な 早^ を も 時 

雨 はつ.， んでゐ た。 柿 紅葉の 中に 見 ゆる 製絲 工場の K つ 白な 壁、 錄則 正しく 連ねられた 窓まで が 時雨に つ、 まれて は 

き ほどに 眺められた。 岩山の 餵に 抱かれた ig^ の 中二階の 窓の あたりに つるされた 玉蜀泰 の 色まで が 時雨の 朝 は 寂 

しかった。 

長 野の 町に 下りて、 長い の 這 をた どつ て 善 光寺の 山門に 立った 時、 しみ <\ と 信 濃の 時雨に 濡れて ゐる， H 分 自身 

の 旅の 姿に 見入る 氣 にもな つた。 眞っ 赤な 林檎 を H る 女た ち は 雪挎を 穿いて ゐた。 山門 をく V つて 行き かふ 人 も 人 も 

ことごとく 旅人であった 0 


れ  誰に も 話さなかった 話 

る 

田 明治 三十 幾年 頃の 話で ある。 小學を 出た ばかりの わたくし は 父が © しかった ので、 或る 官廳の 製 圆ェに 履って 莨 ふ 

圜 ことにな つた。 名 は 製圆ェ であるが、 朝夕に は 給仕が はり もしなければ ならぬ。 日々 の 仕事と して は 築港の 土木 方面 

の 闘 や、 建 glH^ 面の 园の寫 し を やる ことで ある。 それから 仕樣 ii とい ふ もの を寫 した。 海岸の 望樓 ゃ燈臺 などの 画 も 

あった。 

5! を 引いたり、 ssel を 書いたり する こと は 好きであった ので ちっとも 苦にならなかった が、 朝と K 午の ニ囘 V 使 

部屋の 方へ 行って 大きな 藥罐に 湯 を 貰って 來 なければ ならぬ のが 一番 不快であった。 小 使 部屋に は 使丁と いふ ものが 

ゐて、 わたくしたちの やうな 子供が 湯を賀 ひに ゆく と 何彼と 意地の 惡 いこと を 言ったり、 したりした ものである 

わたくし は 靴 を 買 ふ 金 も 持たなかった のでい つも ii 草履 を 穿いて ゐた。 或る 朝い つもの やうに 大きな 藥罐を 下げて 

小 使 部： 1M へ は ひって 行く と 十 人ば かりの 使丁が 大火 鉢の 周 園に 陣取って ゐた。 その 使丁の 中の 一 人が 急に わたくしの 

腕 を 捕へ て、 「おい、 そんな 翳 草履な ど^いて 來ては 困る ぢ やない か。 お前が 歩いた 後 を 見ろ、 一つく 草履の 痕 がつ 

いてる ぢ やない か。 せっかく 綺麗に 掃いても 何にもなら ぬ。」 といった。 

なるほど fl 1&ゼ の 上 は 濡れて ゐ たので、 その 111 和 土の 上 を 歩け ば 草履 はすぐ にぐ ち やく になって しま ふ、 その 足 

で步く かぎり は 板の 問 も 濡れ てし まふので あつ た。 

子供の わたくし は、 赤面せ ざる を 得なかった。 その 使丁と いふの は 五十ぐ らゐの ひどく 瘦 せた 男であった。 

お その後 も かれは わたくしが 翳 草 腹 を iijf いて 行く たんびに ひどく 不機嫌な 顔 をして がみく と 怒鳴りつ けた。 わたく 


0 

れ 
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し は 一日に すくなくも 二度 は 小 使 部屋に 湯 を 莨 ひに ゆかねば ならぬ の だが、 その 使丁に 怒鳴られ、 恥 か しめられ るの 

が 苦にな つ て 仕方がな か つ た。 

十四 豫ゃ そこいらの 子供と 五十 歳の 大人で は喧 iif に はならない。 わたくし は殘 念で ならなかった。 廊下の 隅で 泣い 

たこと もあった。 

「あんな 意地の 惡ぃ奴 は、 死んで しまへば い >t。」 と 思った。 

ところが 或る 暴風雨の 夜、 その 使丁 は 海に 落ちて 死んだ。 

わたくし は惡 いこと を 思った やうな 氣 がして ならなかった。 

明治 四十 年代の ことで ある。 

わたくし は 島の 兵營 生活 をして ゐた。 まだ その ころ は 日露 戰爭 かへ りの 古參 兵が ゐて さかんに 戰爭風 を 吹かせて 威 

張りち らした ものである。 毎日 中 隙の 部屋々々 では 處 分と いふ ® 風が くり かへ されて ゐた。 或る 霜の 朝 わたくしたち 

の 班の 窓 硝子に 一 つ 罅が は ひった。， 

班の 上等兵 は 「础子 窓が 壞れ た。 ところが 誰も 下手人と いって CSE する 者 はない。 二 年 兵 一一 一年 兵 はすで に 軍人 精神 

を奏 成されて ゐ るから 嘘 はい はぬ。 初年兵 はま だ 軍人 精神が ないから 嘘 をい ふ。 犯罪者 は 初年兵の 中に あるに きまつ 

てゐ る。」 とい ふ 論吿を 下した。 

その 夜 わたくしたち 初年兵 は、 消燈 後眞っ 暗な 廊下に 立た せられた。 一 月 ころの 島の 寒さ はとても 想傺 以上に 寒 か 

つたが、 みんな 襦祥 一枚で 兩手を 前に 擧げて 並んで ゐた。 

わたくしたちの 背後に つた 上等兵 は 三 四 尺 ばかりの 樫の 棒で わたくしたち を 力ま かせに 擲 りつけ て 行った。 一 つ 


擲り つけられた ばかりで 前にの めって しま ふ 男 もあった。 一 つ^られた. はかりで も 息が つまり さう に 痛かった" わた 

煙 くした ち は 三 つづ、 どやし つけられた。 それから わたくしたち は みんな 寢臺を かつがせられた。 寢臺の 上に は 上等兵 

る や 古兵が 乘 つた。 

W 「もっと 攤れ、 もっと 擲 れ。」 といった 男が あった。 それ は K とい ふ 古兵であった。 

0 犯人 はたう とう 出なかった。 

わたくしたち 初年兵 は 心から 班の 上等兵 や K とい ふ 古兵 を 呪った。 

「除 際の 日が 來 たら、 あいつ 等を擲 りかへ してやる。」 みんなが さう いって 憤慨した。 

班の 上等兵 はまた 或る 曰 わたくしと、 戰友 M を 向か ひ 合って 立た せた。 そして われ /\、 に b り 合 ひ を させた。 そ-? 

はた V 靴の か、 とが 中に すこし 折れ こんで ゐ たとい ふだけ の理， 3 からであった。 

わたくし も M も 心から 班の 上等兵 を 呪った。 . 

班長と いふの は 軍曹であった。 

或る 雨の 演習の H かれは わたくしに 曰 砲の 觀 g を 命じた。 山はひどく霧が®^^った。 そのために 目標の 發見 はな 力 

なか 難であった。 近視眼の わたくしに はどうしても 目標が 見えなかった。 わたくし は 目標 力 見えな、 と、 つた 

「きさま はなまい き だ。」 といって かれは わたくし を ひどく 罵った。 

その後 わたくし は 二十 八珊 の摺殫 砲の 教練の 時问じ やうに かれに 罵られた。 ひどく^^^ーぃ日でぁった。 海 は 荒れて、 

雪が 降って ゐた。 かれは 幾度 かわた くし を擲 りつけ た。 

夕方 演習 を 止めて 砲臺 から 兵營へ 翳る 道す がら わたくしたち は 軍 欲 をうた にせられた ■ 軍 敬 をうた ひな 力ら もく や 

1 しくて 涙が 落ち て^た。  一 
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兵營の 若者た ちに とってた^ 1 つの 慰め は 日曜の 外出で ある。 かれは わたくしが 數 日日 記を附 ける こと を 怠った と 

いふ 廉で 日曜 外出 を 禁止した。 

わたくし はかれ を 呪った。 

一年の 後 わたくし はふた >- び 島の 兵營に 持って行った。 その 時 わたくし はいろ くな 出來 事に ついて 聞いた。 

わたくしたち を 「もっと 鄉れ、 もっと 擲 れ。」 といった K は 馬から 落ちて 變人 となって しまった。 

わたくしたち を擲 つた 班の 上等兵 も 軍曹 も 呼吸器 病で 衞. S 病院に 逸られて しまった。 

わたくし は 一度 かれ 等 を 病院に 見舞った ことがあ つたが、 二人とも ひどく 瘦せ衰 へて ゐた •  ， 

かれ 等を況 つ てゐ たこ とがす まな い やうな 氣 もした。 


一 切 否定の 秋 だ。 思念 を 沈 is して 一 切を靜 かに 凝視すべき 秋 だ。 一 切の 事^に 對 して 空 無 を 感ずべき 秋 だ。 

この 一 切 否定の 心、 1 切 の 心に、 秋の，： IE 然 がわた くした ちに 與 ふるもの 、中、 一 番尊 いもので ある。 無常と い 

5 てん 

ひ、 琉轉 とい ふ、 畢： 一 やする に 一切 否定で ある、 一 切空無の思^^-でぁる. 

十九 世紀 文學 の 甚： 調 をな す ところの 思想 は 一 切 否定で あ つ た。 イブ セ ン おり、 スト リンド ベルク 然り、 ドス トイ ヱ 

フス キイ 然り である。 何 ゆ ゑの 否定で あるか。 わたくしたち は 何 ゆ ゑに 一切 を 否定し なければ ならぬ か。 

イブセンの 「人形の 家」 に 於いて わたくしたち は 家庭生活の 否定 を敎 へ られ た。 何 ゆ ゑの 家庭生活の 否定で あるか。 

過去の 凝滞 を 一新 せんた めで ある。 過去の 家庭生活の 虚偽 を 捨てん がた めで ある。 ノラ は 家 を 捨てた。 

しかしながら、 ノラの 否定 生活 は、 .1^に來る眞の人間生活を埕想としてゐた^113だ。 露の 肯定 生活 を 目 あてと して ゐ 

た箬 だ。 これな くして は 一 切の 否定 は 意味 をな さない。 

スト リンド ベルクの 「死の 舞踏」 を 讀んだ 人 は、 その 妻の 操 を 疑 ふ 男の 苦惱 について 考 へさせられた であらう。 

「世界中の 男 は 一人と して、 自分の 子供が 果して 自分の 子供で あるか 否か を 知る こと はでき ない。」 家庭生活， 夫婦 生 

活の 否定で ある。 

過去の 一 切 を 捨てよ) 否定せ よと い ふ考 へ 方が イブ セ ン であり、 スト リンド ベルクであった。 

しかし わたくしたち は 果して 否定の みで 滿足 できる もので はない。 イブセンの 「小 ひさき アイ ョル フ」 或 ひ は 「野 

鴨」 に は 否定の 後に 来るべき 肯定の 世界が 暗示され てゐ ないか。 


3 妻の 一 切の a! 操 を 疑 ひ、 *1 界 中の 女と いふ 女 を 疑った 「死の 舞踏」 の 主人公が、 老いた る 母の 膝に 枕して 搖 藍の 

0 の 子守唄 を 思 ふ 心の 中に、 わたくしたち はかす かで は あるが 肯定の ひ ら めき を 見出す ことが できる。 

たと へ 妻と して の 女性 を 疑 つ たかれ も 母と し て の 女性 を 疑 ふ こと は できな かった。 この 思想 は 突き詰め て 行けば や 

がて 妻と しての 女、 母と しての 女、 處女 としての 女、 一切の 女性に 對 する、 人間 そのものに 對 する 肯定な しに は 生き 

て をれ ぬ スト リンドべ ルク 自身の 寂し さ を 語つ てはゐ ないか。 

1 切 を 否定す る こと は先づ 一 切 を 知る ことで なければ ならぬ。 一 切 を 思惟す る ことで なければ ならぬ。 人 牛； の眞の 

相に 徹する ことで なければ ならぬ。 一切の 假面、 假象を 撥 無して、 赤裸々 な 相 を 凝視す る ことで なければ ならぬ。 

わたくしたちの 生活 はたいて いは 上滑りの ま >f で 終って ゐる。 悲しき もの を 悲しと 見ず、 寂しき もの を 15?- しと 見な 

いで、 强ひ てわたく したち の 心 を 盲に して ゐる。 悲しき もの、 寂しき ものに 對 する 心の 盲目、 感覺 の癞痺 は、 うれし 

きもの、 美しき もの、 正しき ものに 對 する 心の 盲目、 感激の 稀薄 を 生む。 

人生 をよ く 生きる とい ふこと は、 人生 を 深く 生きる ことで ある。 深く 意識す る ことで ある。 魂 を搖り 動かして 感激 

する ことで ある。 一生涯 を 通じて 童心 を 失 はぬ もの.^ 生き方、 K 心 を 失 はぬ もの k 感じ 方 をす る ことで ある。 人生 を 

煙 一 感激す る こと を 知らぬ 人々 の 生活 はすで に 地獄に 墮 して ゐる。 

れ 秋が 來た。 一切の 小钢巧 さと、 大人の 小我と を 捨て、 嬰兒に 還るべき 時 だ。 大人の 小賢し さ を 捨て V 秋の 自然の 中 

る に 飛び込んで ゆくべき 時 だ。 落雜 する 雜木 林の 中に 佇む もい、。 遠い 秋の 山に 對 して 半日 靜坐 する もい X。 わたくし 

1 たち は先づ 過去の 一切 を 正しく 見直さなければ ならぬ。 そして その後に 來 るべき 靜 かな 眞の 世界 を 待つべき である。 

園 

一 アイルランドの 詩人 シン グの 「聖人の 井戶」 はこの ことにつ いて わたくしたち によき 暗示 を あたへ る。 


盲人 マァ ティン .ド ウル は これ を 盲人の メ リ ィを として 町の 辻に 立って は 往き来の 人 々 の 喜捨に 生きて ゐた。 間 

V には惡 S 者が 多い。 盲目の マァ ティン 夫妻 を とらへ て は 「お前の 亭主 はな かくの 好男子 だ。」 「お前の 女房 は 近鄉に 

る もない ほどの 美人 だ。」 と 語る。 メ リイ はいつ しか 「あたし ほどの 美い 女 は 滅多に あるまい。. 一 と 思 ひ 込む。 

田 「だが、 それにしても 美い 女と いふ もの は 必ず 美い S 感を 持って ゐる箬 だが、 お前の K を聽 いたんで は …… 」 と マァテ 

3,  こ I ノ？ 

r イン は 幾分の 不安 を 感じる。 「いくら 美い 女 だって、 こんな 往來に 出て 毎日 雨風に 打 たれて 乞丐 をして ゐ るんだ もの、 

聲は惡 くなる わ。」 と メリ ィは言 ふ。 かの 女 は どこまでも. 目 分の 顔に 自惚れて ゐる。 

「どうかして 一生に 一度 この 股が 明いて、 笑し い. H 分の 妻の 顔が 見たい。」 とマァ ティン は考 へる。 メ リイに しても 同 

じ 思 ひで ある。 た まく 或る 島の 聖人の 墓場から 尊い 井 戶の水 を 掬んで 來た聖 僭が あって、 この 不幸な 盲目の 乞丐 夫 

婦の眼 を 明けて くれる。 ところで かれ 等が 資 際に 見た その 夫、 その 妻の 容貌 は 奈何で あつたか。 

マァ ティン は 眼が 明いた 刹那.、 そこに 立って ゐ たモォ リイ，. ハ アンと いふ 美女 を 自分の 妻 だと 思 ひ 込む が、 何ぞ はか 

ら ん、 そ こに あら はれた 世に も 酸き 乞丐 女 こそ、 か れが 永年 美 の 神の 化身の ごと く觀 して ゐ たかれの 妻 で あった。 

メ リイに し て も そ の 醜き 夫 に 對 する 幻滅の 悲哀 は同樣 であ つ た。 

かれ 等 は 盲目の 世界に 於いて 美しき 女で あり、 美しき 男であった。 かれ 等 は あまりに 悲 なる 現實の 相に 絕 望せ ざ 

る を 得なかった。 かれ 等 は 世に も 稀なる 醜き 男で あり、 女であった。 かれ 等 はお 互 を 罵りつ 、別れて 行って しまった。 

かれ 等 は 過去の 1 切を絕 望し、 否定し なければ ならなかった。 

だが 人間 は 否定の み で 終る こと は 出來な い。 悲しき 否定の 後に はじめて 迎り 蕾く ベ き 肯定の 界が 生まれて 夾る" 

4 それ は 寂然たる 世界で あるか も 知れない。 だが 偽らぬ 世界 だ。 無理の ない 世界 だ。 尊い 本然の 世戸ぺ た" 自分に めぐま 

1 れた 自分 だけの 世界 を 生きる 生活 だ。 M  くと も、 歪曲した る もので あらう とも、 それ こそ 唯一の 自分の 世界、 自分の 
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生活で ある。 絕對の 生活で ある。 

たいていの 入 は 1 生、 自分の 生活 を 持たない。 一切 を 否定す る 苦痛 を 忍ばない からだ。 星の 世界、 太陽の； W 界 はい 

かに 尊く とも美し くと も、 それ はわた くした ちの^ EI; ではない。 わたくしたち は 低く とも、 卑しく とも わたくしたち 

自身の 世界に 生きなければ ならぬ。 天上の 麗しき 花 を 幻影に 懐かん より は、 地上の 現 K の 花 を 摘むべき である。 祌の 

愛 は 尊き ものである。 だが 醜き 人間の 涙 はさら に 尊き ものである。 子 を 思 ふ 母の 心、 子 を 思 ふ 母の；！^ は 神-以上 である。 

地上の 母の 心、 母の！ 涙、 そこに 神 以上の 美しき ものが 存在す る こと を 知らなければ ならぬ。 

マァ ティン 夫妻 は. 聖入を 呪 ふたる. が ゆ ゑに ふた、 び 盲目に 還る。 盲 0 になった 後の 二人 は、 いっと はなしに 元々 

通りに 一 緒になる。 

妻 は 言 ふ。 「わたし は 今に この 髮も 白くな るに ちが ひない。 眞っ 白な 髮 がわた しの 額に か、 つたら わたしの 姿 は 崇高 

く 見える だら う。」 夫 は 言 ふ。 「さう だと も。 そして わし だって 眞っ 白な 長い 鬚が 垂れ 下る にち が ひない。 老人の 白い 

鬚 は 見る ばかりで も 尊い もの だ。」 

！切を H^、 一切に 絕 望し、 一切 を 否定した 後に、 かれ 等 は あるが ま、 の眞の 相の 上に 生きる 諦め を 見出した。 その 

*:B^ こそ 正眞 正銘の^ 界 である。 徹頭徹尾 かれ 等自 身の 世界で ある。 寂しく とも、 そこに 生くべき、 鎮 るべき わたし 

たち 自身の 眞 の 生活が ある。 かれ 等 は 決して ふた V ひ K を 開かる、 こと を 欲しなかった。 「ESS きな ば 悲し からん"」 

かれ 等 はかく 悟った。 眼に よりて 見ら る、 世 は 限られて ゐる。 心に よりて 見ら る、^ 界 こそ 厲 の ものである。 無限 

である。 

X 

一 度 はわた くした ち は  一 w を 否定し なければ ならぬ。 一 切に 絕望 しなければ ならぬ。 一 切 を 肯定す るた め 11。 H に 一 


- ,H 分 自身の 生活に 生く るた めに。 ；… 

れ 哲學的 思惟の 生活、 宗敎的 信仰の ii.! 活と いふ も 要するに 先づ 一切 を _ん：； 定 する 心の 修行で なければ ならぬ。 自分の 小 

る 一 ひさな 我執 を 捨てなければ ならぬ。 小 ひさな 知識 を 捨てなければ ならぬ。 わたくしたち は 何も 見て ゐな いの だ。 何も 

田- 知って ゐな いの だ。 一度 聖人の 井戸の 水に よりて 智識の K を 開けなければ ならぬ" 1 切 を 1^ 定し、 一切 を絕 望して 後 

園， に まことの 嬰兒の 心が 生まる \ の だ。 ありの ま、 に 人生 を 感激す る 西 行 法師の 歌の心が 生まる &の だ。 

いと ふと も 月す む 秋に なり ぬればな が. b へずば と 思 ふなる かな (西 行) 

家 を 捨て、 世 を 捨てた 西 行に も 秋の 月す む 夜 を 松つ る こと はでき なかった。 秋 は それほど 深い 誘惑 を 持って ゐ るの 

だ。 言ひ換 ゆれば 世 を 捨て 一 切 を 捨てた 西 行で あれば こそ 秋の 夜の 月 を かほ どまでに 感ずる ことができ たの だ。 一 切 

を 否定した る 後に こそ 一 切の 肯定 は 生まる、 の だ。 

1 切 を 捨て、 一切の 小智と 小我と を 捨てた る 者に こそ、 東の 風 も 西の 風 も 悉く、 かれの 所有と なる。 

捨てい にし 浮世に 月の すまで あれな さらば 心の 止ら ざら まし (西 行) 

捨てに 捨てた 浮世に 對 して、 一度 否定して しまった 浮世の 月に 對 して、 かれは 却って 深い 執 nir 限り もない 關心を 

見せて ゐる。 

生きて ゐる とい ふこと は 1 切 を 捨てる ことで はない。 さらに 深く、 さらに 痛切に 人生と 自然と に對 して 感激 を 持つ 

こと だ。 關心を 持つ こと だ。 さらに 深い 關心を 持った めの 心の 修行と して 先づ 1 切 を 否定す るの だ。 人生の 最後 は 1 

切 肯定の 世界に ある。 

e 秋が 來た。 氣 澄み、 祌 徹する 秋が 來た。 心頭の 雜念を 去って 雲 を 見るべき だ。 秋風の 聲を聽 くべき だ。 

1 家 を 出て 數步、 そこに はすで に武藏 野の 秋の 風が 吹いて ゐる。 秋の 風に 吹かる、 時、 われ も 人 も 寂しい 行人 だ。 


行 入 は 一 切 を 捨て X 直ちに 秋 そのもの & 中に 入る。 自然 そのもの 、懐に 入る。 

わたくし はミレ ェ の 續を思 ひ 出す。 

丘の 上に 蕭條 たる 木立が ある。 一 人の 靑年は 木に 凭りて 秋の 廳を聽 いて ゐる。 二十 年 前に わたくし は その 繪を 見た。 

そして 秋の 聲を聽 いた。 二十 年の 後 わたくし は その 繪を思 ひつ. 秋の 丘に 立って ゐる。 

1 切 否定の 秋 だ。 一 切 を靜觀 すべき 秋 だ。 さらに 大きな 界 を：^ 出す ために、 さらに 深い 人生の 聲を聽 くた めに。 


柚子の 實 がけ さも 三つ 井戸端に 落ちて ゐる。 このほどの 野 分で 芭蕉 も 折れ、 竹の 葉 は 霜柱 をつ &む ほどに 落ちて 積 

つ た。 そ の 打ち 敷かれた る 竹 の 蒸 を搏に 柚子 の 寶は 初冬 の 日の 光り を 浴びて ゐる。 い か にも 靜 かな 冬 龍り をた のしん 

でゐる やうな 姿で ある。 

家の 周 国の 芒 野 も 枯れて しまった。 いつの 間に か 葉 櫻 も 散って しまって、 多摩川の 白い に 働いて ゐる 人々 の 姿 も 

見える やうに なった。 磧を へだて \ 相 模の町 も、 丘 も 煙って 見える。 

家 を 出で、 千 歩、 if 林の 小徑に 立てば かさ こそと 落 紫 は 人の 心 を 傷まし むる。 山が 見える。 蒼然た る 山 だ。 

富 士は眞 つ 白で ある。 秩父も 大方 は 雪に つ V まれた。 一日々々 と 山の 雪 は 麓へ 麓へ と 迫って 來る。 

白鷺の 群が 多摩川 を わたって 相 摸の 町の 空 を 南へ 南へ と 飛ぶ。 刈りつ くされた 稻 田の 水 を あさって 千鳥の 群が 嗚 

ぐ 0 

葦 も 枯れた。 水の面 を 見つめつ、 ぢ つと 釣 を 垂れて ゐる男 を不阖 葦の 問に 見出す こと も ある。 釣 を垂る  >- 男の 背に 

も 初冬の 日の 光りが わな、 いて ゐる。 いかにも 靜 かな 日の 光り だ。 すこし あわた^しい 風で も 吹いたら、 消えて しま 

ひさうな 日の 光り だ。 

わたし は あても なしに 相 模の山 を ながめつ、 多摩川 沿 ひの 田 ま 道 を 歩む。 桃の 畑に 鍬 を 持つ E 力た ち、 梨 畑の 隅の 流 

れに 大根 を 洗 ふ 女た ちの 上に も 冬の 日 はわな \ きつ  >- 照って ゐる。 人 も 木 も 草 も 日の 光り すらが 何物 かに 追 はれつ V 

をの いて ゐる やう だ。 


れ 
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わたし は 不©饭 りかへ つて 川上 を K めた 刹那に、 武藏 野の 涯 にか r よふ 山の 雪 を 見出した。 山 を 越え、 山 を 越えて、 

迫り 来る 山の ® の 脅威！ 迫り 来る 冬の 楚音 ！ 

ゎづ かに 枯れ枝に とりのこされた 木の葉 は 北風に わな、 いて ゐる ではない か。 

だが！ とい ふ靜 かな 山の 雪で あらう。 た ゆた ふごと く 1 つの 2^ からさら に 1 つの へと 漂 ふ 山の 雪 を 眺めて ゐ ると 

いっと はなしに わたしの 魂 は悲き 入れられ てし まふ。 遠い^ 界、 いろくな 思 ひ 出が 一つに なって 疼く ほどに 迫って 

來ろ。 

一切の もの を かなぐり 捨て、、 た r 一念に 思惟すべき 冬が 來た。 喜び を 抱け る 者 は、 喜び を 抱け るが ま、 に 冬の 山 

を兑 よ。 悲しみ を 抱け る 者 は、 悲しみ を 抱け るが ま&に 冬の 山を兑 よ。 冬の 山 は、 すべての 人々 に 生ける もの.' &さ 

と、 生ける もの k わびし さと を 物語る であらう。 

庭の 禹 の 柿 はな ほ眞っ 赤な 賓を黑 い Itn の やうな 枘の 間に 兑 せて ゐる。 Si 々として 雪空に 投げ出された 柿の 資 にも 

わびし さは わな、 いて ゐる。 霜の 0: つ 白な 朝、 柿の 落 雜を搔 き 集めて 焚火の 煙 をな つかしめば、 頰白、 繍 胆兒の 群 は 

頭上 數 尺のと ころに 来て、 霜に 熟れた 柿 を^いて は 鳴く。 

山の が 深くな つたので あらう。 朝 ごとに 小鳥 は 里の 家 を 訪れて 來る。 小鳥の 翅の 音に も 冬 は 深まって ゆく。 

X 

枯れ草の 中で 遊んで ゐた 子供た ちが 俄かに 手 をた X き、 を どり 上 つて さわぐ。 初雪が 降つ て來 たの だ。 

古い 日誌 を 繰って 見る。 去年よりも 二十日 も 早い 雪で ある。 

{I? 見れば さっきまで 薄日が 洩れて ゐ たが、 いつの 問に か ー樣に 灰色に つ" まれて しまった。 しん /-、 と si 降り、 

殘 りの 木の 獎も 落ちる。 


s は 地に 落ちて は 消え、 消え て はまた 音 もな く 落ち て來 る。 

初雪 ほど 子供 時代の 自分自身の 姿 を はっきりよ みかへ らして くれる もの はない。 

子供 時代に は 初雪が 降って 來 ると いふ、 そのこと だけが なかく の 事件の やうに 思 はれた ものである。 冬枯れの 山 

に、 初めて 雪 を 見出した 刹那の よろこび、 なつかし さ、 驚きと いふ もの は 今日な ほ 忘れる こと はでき ない。 地に 飛び、 

0O. わめきつ  > 初雪の 中 を けめ ぐった ものである。 あの ころの よろこびが 今 もな ほ 初雪 を 見る ごとに 心の 片隅に 

とりのこされて ゐる こと を 感ずる。 

逝く 年の あはれ さは 年々 に 深まって ゆく。 しかし 初雪 を 待つ 心 は 今 もな ほ 昔と か はらない。 否、 年々 にわび しさ を 

智 して ゆく、 人生に 於いて、 せめて 幼き 日の ま X の 心の 姿 を 見- W す 季節と して 初雪の ころ を 一層 切に 待つ。 

山に は 南天の 資が 赤く 熟れて ゐ た。 小鳥 は 落葉 を 踏ん でかさ こそと 冬枯れ の 林の 中 を あさって ゐた。 山攄 の 實が房 

房と 枯れ枝に 垂れ か \ つて ゐた。 赤い 棋の 資、 5< 喰の K …… それから それと 冬の 枯れ 山が K に泛 かんで 來る。 

ー鳥啼 かぬ 冬の 山 傑く ば さくと 松 紫の 落ち か、 る やうな 聲を 立て、 霰が 降って 來た。 霞 はやが て獒 となり、 雪と 

なり、 山の 小徑を 埋めて しまった。 

山に は 赤松の 葉が ちゃう ど 敷 松葉 をした ほどに さわやかに 積って ゐた。 わたしたち は 落 松葉 を搔き 集めて は 山 を 下 

つた。 子供心に も 冬籠りの 準備 をし なければ ならぬ ことが さびしく もあった。 だけど、 日毎 小屋に 3 おみ 重ねられて ゆ 

く 搰ゃ、 松葉 を 眺めて は 何となく 心强 いやう にも 感じら る \ のであった。 

爐 にく ベら る. -搰の 火に も 冬 は 感じられた" 天井 もない 農家の、 太い 梁 や 大黑柱 は 眞っ黑 に 煤けて ゐた。 幾 代と な 

く 拭き 上げられた 大黑 柱に は椅の 火影が 赤々 と 映って ゐた。 

「もう 直ぐ にお 正 月が 來 るの だ！」 


れ 
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子供た ち はたに たのしい 春 を 待つ 心の みに 生きて ゐた。 

S が 降る。 だが 子供た ちの 股に は朗 かな 春の みが 映つ てゐ た。 

雪が 降る。 だが、 子供た ちの 股に は 破魔弓 や、 k 榮ゃ、 服 や、 春の たのしい 行樂 のみが 映って ゐた。 

雪 は 灰色の 冬 を裔す ものではなくて、 たのしい 卷を 約束す る ものであった。 

零が 降る。 草 山のう へに 淡い 雪が 降る。 子供た ちの 胸 は を どる。 お 正月のお 雜 煮が、 晴 衣が 子供た ち を 待って ゐ 

る 0 

雪が 降る。 雪 はお 伽 ® の 世界 を 子供た ちの 胸に よみ か へらせる。 雪 は 子供た ちの 心に はじめて 不思議な 世界の 存在 

を 想像させる。 遠い く何處 かの 世戸ぺ そこにに 美しい 女王が 住み、 靑ぃ 鳥が 囀り、 親切な、 善良な 人た ちが 幸 Ei な 

太陽の 光り を 浴びて ゐる。 それ は 人類が かって、 そして 永遠に 求む るで あらう 眞 理の國 である。 善と 美の 國 である。 

子供た ち は 雪 を 見る ごと に 大人た ちが 忘れ て ゐ る 虞 理 の 國 を想徴 する。 

「© です よ ；… 白い ものが 落ちて 來 ましたよ。」 と 妻が い ふ。 

「さう か、 今 H はわた しの 誕生日 だ つ たが、 すっかり 忘れて ゐ た。」 わたし は 初雪 を 見ながら そんな こと を 妻と 語つ た 

こと もあった。 「人 問 も 自分の 誕生日 を 忘れる やうに なつち やおし まひ だな。」 

雪 は 降りに 降った。 わたしの 誕生日 も、 ゎたしの？^！^な心をも埋めてしまふほどに。 

今 は 父 もない、 母 もない。 だが わたし は 誕生日が 來る ごとに かって ありし 母の よろこび を 思 ふ。 父の よろこび を 思 

ふ。 女ば かりであった わたしの 家に 一 入の 男の子が 生まれた とい ふこと は 父に とっても 母に とっても 如何にも 大きな 

よろこび であった に ちが ひな い。 


わたし は 平原の 中の 小 ひさな 農村 を 今 もな ほ はっきりと 思 ひ 出す ことができる。 北の 背戸に 小川の 七-堤 力 あり. 竹 

^ 藪が 繁 つて ゐた。 お い 壁の 倉が あり、 そこに はいつ も 米が 積まれて あった。 南の は 村の 小徑 にっ^いて、 小 徑に沿 

る ふて 美しい 水が 流れて ゐた。 川床 は眞っ 白な 砂であった。 に はいつ も 二 頭の ST かつな がれて ゐた" そこ は 母方の 祖 

田 父の 家で、 わたし は その 家で 生まれた とい ふこと を閗 かされた。 ずっと 以前に 人手に わたって しまったが、 今でも あ 

， のま  >- であらう か？ 

わたし は 冬が 來る ごとに 故郷の 田 HI を 思 ふ。 そこに かって ありし 父 や 母 を 思 ふ。 雪 は 降る。 ffi- い 土 を 埋めて 降る。 

落葉 を 埋めて 降る。 やがて わたしの 一 切の 思 ひ 出 を 塊め て。 

Krfe< いた。 けさの 淡 fs 中に ぼかり と眞 紅の 寒梅が 咲いた。 春の 跫： W を その 黄金の やうな i に 香 はせ て 雪の 褥 

の 上に つ、 ましく： いて ゐる姿 を 見れば、 雪の 日 も 微笑ましくなる。 

一様に 雪の 一色に 埋められた 世界に た r 1 輪の i^- 棒の みが 燃える やうな 色に s< いて ゐる。 灰色の 世界に も 望み は あ 

り、 光り は ある こと を 語って ゐる やう だ。 

去年 は 雪の 日に、 妻に 捨てられた 男が 訪ねて 來て、 寒椅を ながめながら、 その 男の 物語 を聽 いた ことがある。 今年 

は 小石 川 あたり で 店 を 出し、 男の子と 二 人き りで よ い 正月 を迎 へる ことが できさう だと 言 つ て 来た。 

女房 蓮の 惡ぃ 男で、 今までに 三度ば かり 妻と も 別れて ゐ るが、 そのたん びに 人 以上の 苦い 1.驗 を 嘗めさせられて ゐ 

た。 或る時 はかれ を 捨てた 妻 を 追 ふて 北海道の 雪の 中 を 歩いたり、 京都へ 行つ て は 出 s!i あたりの 庵 寺に 入って 經を 

讀ん だり して ゐ たが、 今年 は 父と 子 二 入で 店！^ に 坐って、 悟り 切った 人生の春 を 待って ゐる とい ふこと である。 春よ、 

] かれと その 幼き 子の 上に めぐみ あれ …… 
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1 天 城の 山灤く 入って 二十 幾年 來炭 を燒く  s^p. 老人 I かれに も 逢って 見たい。 

七十 幾 歳の 淺野 老人 はけ ふ も 雪の 天 城に 炭を燒 いて ゐる であらう。 木 を 伐り つ & あるで あらう。 

「紫 躑躅 だけ は 伐らない ことにして ゐ ますよ。 御覧なさい。 この 雪が 解ける ころになる とやが てこ X いら 一 面に 紫罷 

II が 咲きます よ。」 と 老人 は 枯れ草の 中 を 指さした。 世 を 捨て. 山に 入っても なほ 花 を 愛する 心 だけ は 消す こと はでき 

ないで あらう。 

「酒 あれば こそ わたくし は 今日まで 生きて ゐ ました。」 老人 は 淚を隱 して ゐた。 だが わたし は 雪の 日に 酒 を 酌む ごと 

に 天 城の 老人の 淚を思 ひ 出す。 

山が 晴 るれば 木 を 伐り、 炭を燒 き、 雪が 降れば 小屋に 寢て莨 紫の 敬を讀 む。 かれは 不思議な 世捨 入で ある" 

一 ® が 降って ゐる間 だけで も、 里の 方へ 下って 行く わけに は ゆき ませぬ か？」 

「わたくしに は 山の 小屋より 他に は 家と いふ もの はない のです から …… それに 1 入で 住む 山の 小屋 ほどよい ところ は 

ありません。」 老人 はさう いって、 ごしく と 枯木の やうな 手 を こすった。 

「鹿の 足 昔、 猪の 足音 もこの こ-つで は聽 きわけ る ことができる やうに なりました。」 七十 幾年の 人生 を 苦しみぬ いたで 

煙 あらう 老人 は 今 もな ほ 雪の 夜の 鹿 や 猪の 跫音 を聽 きつ 、遠い 過去 を 思 ひ 出しつ  あるで あらう。 靜 かにた つた 1 入 生 

れ きる 者の 强さ、 尊 さ、 寂し さ を 思 ふ。 

る 天 城 は 雪に つ X まれて しまった であら ラ * 

m 默々 として 炭燒 小屋に 蓠 雜を讀 みつ & あるで あらう かれの 姿 を 思 ふ。 人生 は 寂しい。 人生 は^、、 
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十 軒 店に 羽子板が かざらる、 やうになる の も 師走の 街の ありがた さの 1 つ だ。 大江戶 の 春の 名殘も 年々 に 滅びて ゆ 

くが、 歌舞伎 芝居の 羽子板 だけ は 今も尙 昔と か はらず 暮の街 を 飾って ゐる。 若い 娘た ちば かりで はない。 老いた る 者 

までが 暮の 街に 飾り立てられた 花やかな 羽子板 を 見れば 幼い ころの 春 を 思 ひ 出す。 いつにな つても 春と いふ 感じ はう 

れし いもの だ。 

雪 も 降る。 震 も 降る。 暮の街 をた r あても なしに 歩く とい ふこと すらが 何となく， つれし いもの だ。 かって 一緒に あ 

わた^しい 暮の街 を 歩いた 誰れ かれの か やかな 姿が、 黒い 暖が、 雲の 中 を さ迷 ふ" 

雪 も 降る" 冀も 降る。 暮の街 は あわた t しい 覚音を 遺して 朗 かな 赛へ、 か e やかな 春へ と 歩む。 

X 

隅 田 川の 岸 近く 都鳥の 群 を 見た の はもう 一 一十 年 も 前の ことであった。 年々 に 都鳥の 影 はすく なくなって ゆく。 それ 

で 雪 の 曰 あても なし に 吾妻橋、 廐 橋 あた り を 歩 いて ゐ ると、 灰色 の 冬 {-^| を；^. し た 水 の 上 に 都鳥 を 見出す ことがある。 

そこに もな つかしい 江戶 の俤が とりのこされて ある やうな 氣 がす る。 

わたし は 今でも 冬に なれば 千住大 橋から 一 錢蒸 汽に乘 つて 荒 川 を 下る。 旅 を 欲して 旅に 出づる ことので きない やう 

な 折な ど、 とりわけて ありがた いやうな 氣 がする の は あの 三十 分か 四十 分の 荒 川の 一 錢蒸汽 である。 S の 降る 日な ど、 

そして 日 暮れ か X る ころ 千住大 橋の 下の 待合 所に は ひって 行く と 水夫 上りら しい 老人が スト. 'ヴに 石炭 を 投げ込み 

ながら 客 を 待 つて ゐる。 た ッたニ 入 か 三人の 客が 雪の 中 を！^ の 下に 歩いて 来る のさへ がすで に 旅の 感じ を わかさせ 

る。 葛！! あた り ， ^ら 賢ら れ て 行く 女 を あ はれと 思った の も あの 荒 川下り の 船の 中の ことであった。 枯れ 枯れ の 葦の 渚 

を兩 岸に 見て 古びた る 1 錢蒸汽 は 荒 川 を 下る、 ぼっかり と筑 波の 峯が土 堤の 上に 浮かんで 見える。 濁った 水の面 を か 

すめて 思 ひ 出した やうに まばらに ©I が 落ちる。 落ちて は 人の 心 を 底 ふかく 誘 ふて は 消 ゆる。 


力って ありし よろこび、 かって ありし 悲しみ を こめて 雪 は 地を拖 ふ。 

人 SS の 生きる かぎり、 地の つ く かぎり、 の 漂 ふかぎ り 雪は靜 かに 降る。 雪は靜 かに 降って わが 魂の 巢に 過去の 

よろこびと、 かなしみ を 眠らし める。 

雪の下に 南天の 赤い 實 がわな >1  く。 雪の下に 小鳥 は 春 を 待ちつ X 靜 かなる 夢を見 守る。 


0 

る 
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趣味と して の 旅 


旅 は 趣味 以 上の もので あら-つ。 旅 を 愛す ると いふ 氣 分のう ち に は 趣味 も 交 つて ゐる にはちが ひない が、 旅 はと も か 

く 趣^ 以上のと ころに 在る もの だと 思 ふ。 しかし 左樣な 詮議 立て は 別と して 趣味と して 旅を考 ふる 人に とって はたし 

かに 按も 一 種の 趣味で あるに ちが ひない。 

^や 茶 や 俳諧 も 資に趑 味 以上の も の であるに ちが ひない が、 趣，：：^ として 考 ゆれば IS 呋-と して 考へ られな い こと もな 

い。 {. なしい 一れ 人に とりて は ともかく、 人生 を 行 I ボし ょラ とす る 人に とりて は禪も 茶 も 旅 も 趣味と し て 愛す ベ きも の で 

あらう。 

た と へ ば S 行 法師 の 旅の ごときに 至って は それ こ そ佛道 修行 の 道で あつ て 常人の 企て 及ぶ ベ きもので は な い。 天 龍 

川 を 渡る 時 武士 の^って ゐる 渡船に 乘り合 はせ て、 たま/ \铅 頭に 鮮血の ほとばしる ほ ど 打た れて もぢっ と 我慢 を し 

てゐ たとい ふ 傳說は 西 行の 旅の 並々 ならぬ 旅で ある こと を 語 つ てゐ る。 法 弟の 西 住が つ ひに 同伴の 旅 を 思 ひ 切って^ 

れ たの も 無理に ない。 

しかし 世間 並の 入の 旅と いへ ども、 旅と いふ 以上 は 資は西 行の 眞似 ほどの ものである かも 知れない が、 そこに はき 

は め て 眞劎な もの が 潜んで ゐる。 かの 旅の 恥 はかき すてと い ふが ごとき 考 へ で 旅 を 愛する やうな 俗物 の 旅 は 論外 と し 

て、 苟 くも 靜 かな 山川 白 霉 を 愛する 者に とっての 旅 は 大小 gsr. の 差 こそ あれ 突き詰め たもの を 持って ゐる。 修行者の 

心 を 持って ゐる。 

釣 を 愛す る 人に とって 魚の 多少 は 問題 でない。 


れ 
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眞に釣 を 愛する 者に 取って 肝要な こと は その 純一 無雜 なる 澄 心の 境で ある。 

旅 を 愛する 者に とっても 第 一 關 心事 は 水の ごとき 澄 心の 界 である。 

老年の トルスト ィが家 を 通れた 夜の いたまし い 光景 を 想 ふ ことがある。 

「わしの 家 は 地獄 だ！」 家 を 逃ぐ ろ 數曰前 かれは 古 馴染の 農夫に さう J, おった。 

かれは 一人の 娘に 手傳 はせ て 愛 音 を 倫みながら 荷を题 めた。 

庭の 木の間 を 走り 行く 間に 精子 は 枝に 落された。 服 は.^ れた。 老僕が 难備 をして S いて くれた 馬 を 見出した 刹那、 

かれは 救 はれた と 思った であらう。 

ト ル スト ィは旅 入た らんこと を 欲した であらう。 

旅 をす る ごとに われく は 多少 その 夜の トルストイ に 似た 心の 解放 を 感じな いで は をれ な い。 

人間 すべてが 地獄の fi 荷 を 背負って ゐる。 或 ひ は 家庭的に、 或 ひ は社會 的に、 人間 すべてが 地獄 的な 束縛 を 感じて 

ゐる。 旅 はすくな くと も われく を 地獄 的な 囚 縛から 解放して くれる。  • 

人 は 旅に ゐる 間、 完全な 我 を 持ち、 完全な 時間 を 持って ゐる。 完全な {til 間 を 持って ゐる。 

かれは 風の ごとく 自由で ある。 束 せんか 西 せんか、 かれは 自由で ある。 

旅に ゐる 間、 かれは 小鳥の ごとく 自由にうた ふ。 

小鳥 の \ 」 とく 自由 にあても なき 空と 地平線と を も とめて さ迷 ふ こ とが できる。 

遊牧 時代の 祖 先人の 意欲 は 今 もな ほ靜 かに 人間の 血管 を 流れて ゐる であらう。 この 遊牧 時代の 祖先 入の 意欲が 滿た 

さる X の は 旅に 於いて ヾ ある。 

文明と いふ ものが 進めば 進む ほど 人間 は 一 面に 於いて 餘 りに 不自然な 生活 を强 ひられる。 かれ， H 身 を 見失 ふこと を 
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餘 懐な くされる。 

人間の 魂 は 窒息し さう だ。 

旅に 於いての み 人間 は HI 然 的な 生活 を り もどす。 自分と いふ もの &姿を はじめて 見守る ことができる。 魂の 蜜 息 

から 救 はれる。 だから 旅 はわれく にと つて 一 つの 宗敎 でも あり、 修行で も ある。 

旅 は 心.！ い。 旅 は憂聽 である。 孤獨 である。 旅の ありがた さは その 心細い ところ、 憂 蒙、 孤獨 なと ころに ある。 

旅で 賴 るべき は 自分 一 人で ある。 生死の 問題 は絕 えず われく の 頭 を 支配 レてゐ る。 自分と いふ もの 、姿の みなら 

ず、 生と 死の 姿 を も 一 心 を 没まして 思惟す るの は 旅に 於いて e ある。 

一 切の 驟 縛から 救 はれた 結果、 われく の 心 は 旅に 於いて はじめて すべての ものに 對 して 細かな 關心を 持つ。 暴 明 

の 小鳥に も、 路の ほとりの 燈心草 にも、 夕燒 空に も、 岫を 出づる 白雲に も。 

自然 旅に 於いて 避 返った 人と 人との 情 は 濃 かで ある。 わたくし は 旅に 出て 見出した 幾人 かの 良き 友 を 持って ゐる。 

旅で は 誰も かれ もが 素っ裸の 自分 を さらけ出して 交 はる ことができる。 自分 を 大きく 見せかける 必要がない。 持つ 

てゐ ない ものまで も 持 つて ゐる やうに 見せかけ る 必要 もな い 。 自分 は どこ ま でも-: HI 分 だ けの もの を 持って ゐれ ばい. * 

ので ある。 人 は 旅に 於いての みまった く 顧 値の ない 自分 を 持ち出して、 見せかけ のない 未知の 友と 接する ことができ 

る。 薩 摩の 旅に 見出した 友、 名 古屋の 旅に 見出した 友、 東海の 旅に 見出した 友、 北の 旅に 見出した 友、 かれ 等 は 恐 

らく わたくしたちが 生きて ゐる 間の 良き 友で あらう。 死後の 懐かしき 友で あらう。 

たまく 旅で 逢った 友、 そして 名 も 名 誰らず 別れた ま、 に 終る 旅人 も 多い。 しかし それ も 面白い。 旅で は 決して 人 

を僞る 必要 もな く、 偽られる 必耍 もない。 だから 旅で 逢った 男 も、 旅で 逢った 女 も 純 無 li^ なかれ 等 自身 を わたくしに 

見せて ゐる。 したがって、 わたくしの 胸に 描かれて ゐる男 も 女 もい つも 美しい。 
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旅 は 一 切を淨 化する もので あらう。 

旅 は に 人事 を、 男女 間 の 情操 を淨 化し 美化す る の みならず 自然 そ の もの をも淨 化する。 

旅人と なりて 聽 けば、 かりそめの 時雨の 昔 も あはれ に、 秋風の 歸も心 を 傷める。 

北國の 旅に 見た 桐の 花、 早苗 田に 立つ 越 中の 乙女た ち、 霧 島の 月夜に 聽 いた 薩摩 ffi. 人の 燒兩飮 みの 欲， 四國 の海濱 

で 見た 10! 祭、 長 良 川の 長 橋の 上で 見た 精 靈 流し、 愛宕 あたりの 山上に 焚かれて ゐた雨 請 ひの 火 …… 不 圆 した 印象 も. 

いつまでも 忘れられ ぬり 旅 なれば こそで ある。 

どうせ 人事す ベ て 幻で ある。 幻の 中に 住して 幻を追 ふて ゐる のが 人間の 生活で あらう。 

せめて 生きて ゐる 問に 燃える だけ 自分の 魂 を^ やして 見る がい、。 旅に 出る ごとに わたくし はかう いった こと を考 

へる。 

山 も わたしの もの だ。 長 琉も喷 野 も わ たしの もの だ。 

忽ちに して 消え、 忽ち にして 浮か ぶ 白雲 も わ たしの もの だ。 

汽車 の 窓 に 凭りな が ら かく 思 ふこ とも あ る。 

二十 年 前の 人の 俤が 胸苦しい ほどに よみが へって 夾-る こと も ある， 旅 なれば こそで ある。 

旅 を 思 ふ 時 わたくしの 胸 は を どる。 

「夜の 宿」 の 中の 或る 男 は^ 界 中の 病院 を たづね ま は つ て 頭の 病氣を ii すんだ とい つ てゐ る。 

旅 を 愛する 者の 心 も かの 不運なる 男に 似た わびし さ を 持って ゐる。 

^界中 を 歩 くんだ。 何處 かの， 界で 心から わびし さ を 掬む ために。 

亡くなった 歌人 牧 水の， お-は 思 ひ 出す だに なつかしい。 かれ も 亦 寂しき 旅人の 一人であった。 


こ ほろ ぎが 鳴いて ゐる。 

わたし はこ ほろ ぎを聽 きつ 、武 蔵^ を 歩いて ゐる。 

地の 底に さ、 やいて ゐる。 玉蜀黍の 根に さ、 やいて ゐる。 

ぢ つと 立ち どまって 武藏 野の 秋 を ながめて ゐ ると、 こ ほろ ぎ は 白い 憂 II な小徑 のつ く かぎり 鳴いて ゐる。 と、 同 

時に 二十 年 前の わたしの 胸、 そして 現在の 胸に も 鳴いて ゐる。 

二十 年 前に 別れた かの 女が、 今 は 賢い 母と なって、 賢い 妻と なって、 世 問 並の 淑女と なって 幸 幅に 生きて ゐる であ 

らう 時、 ぢ つと 佇んで こ ほろ ぎを聽 く- H 分の 姿 を あはれ に 思 ふ。 

武蔵野 のこ ほろ ぎ は 二 十 年 前 のさ、 やき, V 同じ 心に さ、 やいて ゐる。 かの 女 は 恐らく あの 變 な小徑 のこ ほろ ぎ を 

忘れて しまつ た であらう。 

の 葉が 落ちる。 蜀黍の 葉が そよ ぐ。 あの 夕暮の 小； 俊 だ！ こ ほろ ぎよ、 お前 は あの 夕暮 のま、 に ゆ- - いて ゐる。 

老いて 孤獨 なる 男 は 夕 暮の武 藏野を 歩む。 

わたし は 過去の 1 切 を 神に 感謝す る。 

かって 人 を 思 ひ、 かって 悲しく 別れ たれば こそ、 わたし は 今 もな ほ 武藏野 を 歩む ごとに こ ほろ ぎ を gil くの だ。 秋の 

寂し さに 誘惑 を 感じる の だ。 

月が 出た。 こ ほろ ぎを驗 きつ >t わたし は武藏 野の 小徑に 月の 影 を 拾 ふ。 


わたし は 永劫に かの 女と 逢 ふこと はない かも 知れぬ。 

否、 明日、 或 ひ は 今 偶然の 出來 事が かの 女 を わたしの 前に 立た せる かも 知れない。 

だが 恐らく わたし は 失望す るで あらう。 

わたしが 待って ゐ るかの 女 は 二十 年 前の かの 女で なければ ならぬ。  - 

だが そこに は 賢い 母と なった かの 女が、 そ こ には^ 間 並 の 淑女と なった か の 女が 立つ てゐる であらう。 

かって は 別れた る 女と 邂返ふ H を S 想した こと もあった。 だが わたし はかって ありし 一 切の 卖 しき 幻影 を その ま X 

に 描きつ i 生きん こ とを冀 ふ。 

わたし は武藏 野の 小徑を 歩く。 

二十 年 前の 月の 光りが 

二十 年 前の 秋の 夜が 

二十 年 前の わたし-目 身が 1 

女よ、 二十 年 前の かの 女よ。 お前 も 亦た しかに 今 も武藏 野の 小徑を 歩いて ゐる であらう。 

月光 を 浴び て武 野の 小徑を 歩む 時 わた し は お前 の 聲を 感ず る。 お前 の 黑ぃ瞻 を 感ずる。 

櫟の 紫が 落ちる。  . 

やがて わたし も 死ぬ であらう。 

女よ、 やがてお 前 も 死ぬ であらう。 


わたしたち は 相 見る こ ともなく 死ぬ であらう。 

そして 二つの 墓標が 幾 山河 を へだて \ 朽ちて ゆく こと であらう。 

だが 武藏 野に 秋の 月が 照る かぎり 

玉蜀 黎の獎 かげに こ ほろ ぎが 鳴く かぎり  * 

若 かりし 日の わたしたち は 永劫に 武藏 野を步 いて ゐる であらう C 

X 

月が 照って ゐた。 

街の アスファルトの 上に しゃがんで 一 人の 老人が 山崔を 指の 上に 載せて ゐた。 

老人 はやが て 山 雀をゴ ム毬の 上に 戟 せた。 

山 雀 はくる/. \ とゴ ム越を ま はし はじめた。 

老人 は うれし さう に 山崔を ながめて ゐた。 

十分 二十 分、 老人 は ゴム- を 踏む 山 街 を 凝視め てゐ た。 

若い 職人 や、 會 社員ら し い 男 達が 山 雀と 老人 を 見 て は ほ \ 笑みながら 通り過ぎ て 行 つ た。 

半時 問、 一 時間 ：：： 老人 は アスファルトの 上に しゃがんで は 山 雀 を 指 の 先に 載せて うれし さう に山崔 の 頭を撫 で て 

ゐた。  - 

かれは 山 雀 を K るで もない。 投錢を K ふで もない。 たヾ アスファルトの 上で 山 俊 を 踊らせて は 往來の 人々 と 一緒に 

うれし さう に 山 雀 を ながめて ゐた。 かれは 贅ぃ 自分の 山崔を 通りが X りの 人に 誇示した いために そこに しゃがんで ゐ 

るら しい。 


問 ra るれ 燼 
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夜が 更けて 行った。 

月の 光りが ゴ ム毬を 踏む 山 雀の 可憐な 姿 を アスファルトの 上に 投げた。 

老人 は 月の 光りと ともに 山 崔を懐 に 入れて 立ち上った。 

かれは 投錢を 貰 ふので もない。 山 雀 を 賢る ので もない。 だが かれは 毎晩 アスファルトの 上に しゃがん では 山 雀に ゴ 

ム^^を踏ませてゐる。 

秋 だ！ 

月の 照る 夜に なれば わたし は 武藏野 を 歩む。 

老人 は 山 雀 を 抱 い て は 街の アスファルトの^ 木の下にし やが む。 

人間 は 生きて ゐ るかぎ り何處 かに 佇んで 人生と 秋の 夜の 寂し さ を-忘れよう とする。 


今夜 も 書 齋 の 隅で こ ほろ ぎが 鳴いて ゐる。 秋の 夜 を 打ちく づ して は 刻んで ゆく やうな 鳴き 方で ある。 一茶に 「死に 

支度 致せく」 とい ふ 言葉が あるが、 夜更けて、 ひとり こ ほろ ぎの 音を聽 いて ゐ ると 「死に 支度 致せく」 と 鳴いて- 

ゐる やうな 氣 がしない でもない。  一 

西洋の 作品で はデ イツ ケ ン ス の；^ を 讀んだ 時 こ ほろ ぎが 鳴いて ゐる こと を 書いて あ つたの を 不思議と 今でも 記 12 し； 

てゐ る。 何ん な 作で あつたか、 何とい ふ小說 であった かすら 忘れて しまったが、 夜更けて こ ほろ ぎが 鳴いて ゐ たこと! 

だけ は 忘れない。  一 

秋の 蟲は 鐘た \き にしても、 草雲雀に しても 松 蟲鈴蟲 にしても まことに 優美な ものであるが、 しかし 實 際に 秋 その 一 

もの、 骨 を 感じさせる もの はこ ほろ ぎで ある。  一 

こ ほろ ぎの ffi に は 何の 技巧 もない。 f ない。 =3 もない。 しかも 時折 秋 を 思 ひ 出して は 崩れ か、 つた 壁、 土間の 、； 

綠の 下、 部屋の 隅に うづく まって 秋 を かこつと いった 風な 鳴き 方 をす る。 遊子の 腸 を斷っ とで もい ふやうな 感傷 を 喚 一 

ぶ。 

こ ほろ ぎ は 人の 心 を 外面に 誘 ふこと をし ないで 裡へ裡 へと 人の 心 を惹き 入れる。 沈ませる。 

ほとんど すべての 蟲の音 はわた くした ちの 心の 外の 世界に 鳴いて ゐる。 こ ほろ ぎの みは わたくしたちの 心の 一 s: に 3 一 

いて ゐる。 こ ほろ ぎ は 秋の 聲 そのもの であると ともに わたくしたちの 魂 そのもの である やうに も 思 はれる。 ！ 

秋 も 老け、 遠い 山に は霉が 積る やうに なり、 叢の 中には 蟲の音 も聽 くこと がで き なくなった ころに も、 た 丈 こ ほろ 一 


煙 
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ぎの みは 枯れ草の 下に も、 夜、 晝の わかちな く、 思 ひ 出して は 滅入る ばかりの 聲に 鳴いて ゐる。 鳴いて ゐ ると いふよ 

り は 語って ゐる といった 方が 一層 あてはまって ゐる ほどに 單 調な、 素朴な、 飾り 氣 のない 鳴き 方 をして ゐる。 

世に 時め く 人々 の 枯れ 枯れの 野の 徑に 立つ 時 も、 こ ほろ ぎはぢ つと 人間の 世に ついて、 死につ いて 考 ふべき こと を 

語る であらう。 子 を 失った 母、 男に 捨てられ、 嬰兒を 抱いて ゐる 不幸な 女に もこ ほろ ぎ は 秋 を 語る であらう。 慰め を 

語る であらう。 同じ わが 悲しみ を 鳴く であらう。 

鴉が 啼 いて ゐる。 

あつく  • 

啞々 として 鸦 鳴と いふ 古人の 言葉 を 思 ひ出す。 

秋の ^氣が 澄む せゐ か、 入の 心の 沈んで ゐ るせ ゐか、 秋に なれば 鶴の 鳴く 歸 までが 沈んで 來る。 いつも は 野良の 惡 

戲 者の やうに 思 はれ、 憎まれて ゐる鸦 も 秋に なれば わが 寂し さ を 分ち 持つ 仲間の やうな 感じさへ する。 

東京の 郊外の 或る 寺の 墓 掘り は 11 の 鳴く 聲を聽 いて は 檀家の 不幸 を豫 m 化して 墓穴を掘って ゐた。 かれの 豫覺は 一 度 

も 誤らなかった。 かれは 枝に とまって は 鳴い てゐる 腸の 聲を聽 きながら いつも 墓穴を掘つ てゐ た。 問 違 ひなく 誰か 

村の 中で 死んだ。  . 

或る時、 かれは また 鵜の 鳴き を聽 いた。 かれは ぢ つと 耳 をす まして gi の 鳴き 聲を聽 いた。 たしかに 誰か V 死ぬ と 

いふ 鳴き 方で ある。 かれはい つもの やうに 緻を 持ち出して は 墓 を 掘り はじめた。 頭の 上で は ひっきりなしに li が 鳴い 

てゐ た。 しかし 村で は 誰も 死な \ かった。 墓穴を掘り 終った と ほとんど 同時に 墓 掘りの は 墓場に 倒れて 死んだ。 か 

れの 豫覺は 最後まで かれ を 裏切らなかった。 

秋に なつ て 鴉の 鳴き 聲を聽 く ごとに わ たくし は 墓 掘り 男の 話 を 思 ひ 出す。 


一一 こ ほろ ぎが 單調 そのもの & やうな 鳴き 方 をす ると 同樣 に、 鴉 ほど W 調な 鳴き 方 を 1? る 鳥 はない。 こ ほろ ぎは單 調な 

れ 鳴き 方 をす る もの、、 その 薛の 底に は 人の 魂 を そ、 る 悲しみが あり、 数 きがあり、 わびし さが ある。 ところで、 鴉の 

る 鳴き 聲に はや- -も すれば 嘲笑 さ へ浩 んでゐ る。 けれども 秋に なれば 不思議に もこの 惡戯 者の 聲 がいひ やう もな く あは 

田 れな ものに 響いて 來る。 色 蓮 翁 をして 「枯れ枝」 の 名吟 を 遣 させた 所以で あらう。 支那の 詩人 をして、 遠征の 夫 を 思 

園 ふ 佳人の 情 をうた はしめ た 所以で あらう。 

子供の ころ わたし は 村の 鎮守の森に 鳴いて ゐた 鶴 が鐵 砲で 擊ち 落された の を 見た こと を 記憶して ゐる。 霜の 眞っ白 

な 朝であった。 た V 眞っ黑 な 鳥 だと 思って ゐ たが、 枯 草の 上に 放り出されて ゐる SI を 見れば その 羽根の 色 は 紫紺に 輝 

いて ゐる。 たしかに 黑ぃ H 石 を 聯想させる ほどに 輝いて ゐる。 胸の あたりから は 血が 流れて ゐた。 かれは 眠った や 5 

に靜 かに 柔 かな 肉體を 霜の 上 に 横た へ て ゐた。 かれ も 亦 愛す ベ き惡戲 者で あつ たとい ふこと がし みぐ と 少年の 心に 

迫って 來 るので あつ た。 鐵砲を 片手に 鸦をひ つ さげて ゆく 男 を 憎む 氣 にさ へな つた。 

三十 幾年 前の © の 朝が 今 もな ほ 秋に なれば わたしの 胸に よみが へって 來る。 

X 

や の 資は小 ひさな 角 を 持ち、 堅い S ^につ、 まれて ゐる。 秋に なって 濠の 緣に眞 つ 白な 野菊が 咲く ころに なれば、 0 

の資を 狩る 女た ちが 半切と い ふ ものに 乘 つ て、 巧み に 水を搔 きながら！ I！ の 中 を 渡る。 半切と いふの はちよ つ と 大きな 

盥の やうな 恰好の 物で、 槽を 二つに 切った 形の ものである。 

秋に なれば 故郷の 平原 を 思 ふ" 

、ひ 筑 紫の 秋は攄 紅葉に 燃 ゆる。 藻と いふ 藻に は 菱の實 を 獲る 若い 女た ちが、 靜 かに 水 を搔き 分けて は 水に 映る 白雲の 

] 影 をみ だして ゐる。 


^ 少年ら しい 秋の 憂愁 を 胸に 祕 めて は筑 紫の 野 を 歩いて ゐた 三十 年の 昔 を 懐 ふ。 憂鬱な 平原 を步 きつ 、- わたし は稻田 

の 間に 橫 たはって ゐ る靜か な 濠 を 見出した。 そこに は ほ とん ど 例外な しに、 半切に 乘 つた 孤獨な 若い 女の 姿 を 見出し 

た。 女 は 水 を搔き 分け て は默々 として 菱の實 を 取って ゐた。 女の 白い 手が 可憐な 菱 の 資を もぎ 取る たんびに 。ふつく 

とかす か な 音が 聞え る ほどに 筑 紫の 秋は靜 かであった。 

若い 女た ち は 夜に なれば 菱の資 を 賢り に 城下の 町まで 歩いて 來た。 東から も、 gl から も、 南から も、 北から も、 女 

たちの 斐を 賢る 美し い 聲が 少年の 心 を 傷まし むる ほどに あはれ に 響いて 來たひ 

薄暗い ランプの 下で、 一緒に 菱の實 を 食った 誰れ かれの ことが 思 ひ 出さる. 1。 すでに 亡くなった 者 も ある。 生死 さ 

-2.  く 

へ 知れぬ 者 も ある。 いっと はなしに 疎々 しくな つてし まって 別れた 者 も ある。 これが 人生な のか。 寂しい こと だ。 だ 

がどうす る こと もで きない。 ま、 よ 去る 者 をして 去らし めよ。 秋 は ー辭孤 11 の感 を！^ くせし むる。 

わたし は賑 かな 日. K 橋の 街 を 歩いて ゐた。 偶然に も 二十 年 前の 友人と 遍 1^ つた。 わたし はかれの 悲戀の 物語 を聽く 

ために かれと 一緒に 武藏歸 の 秋を步 いた 日 を 思 ひ 出した。 わたし は 近づいて 行って かれの 肩 を 叩いた。 

だが何とぃふ{-^1虚さでぁらぅ0 わたし は 二十 年の 時間 を 忘れて ゐた。 かれは 二十 年 前の かれではなかった。 

I かれは 一切の 詩 を 忘れ てゐ た。 

れ かれはもう 世間 並の 男であった。 

る 一 かれは わたしに 肩 を 叩かれた こと さへ も 不快に 感じて ゐるら しく 思 はれた。 

^一  わたし はいつ も かれの 下宿の 前に 立って、 窓から 顔 を 出す かれ を晃て 笑った。 

圜ー 

わたし は 二十 年 前の 下宿の 窓から 視 いて ゐ たかれの 笑顔 を 待って ゐた。 だが かれの 顔 は 秋よりも 寂しく、 冬よりも 


冷たかった。 

わたし は 求めて はならぬ も の を 友 入に 求めて ゐ たの だ。 

二十 年の 歳月 は あの 弱氣な 男の 魂 をす つかり 冷たく して しまったの だ。 

かれは 笑 を 忘れた の だ" 恐らくゎたし自^f^#亦。 

笑 を 忘れた かれ と、 笑 を 忘れた わたしが 偶然に も 一 一十 の 時間 を へだて i 避 IS! つたの だ。 秋の 風の 眞 中で！ 

友と いふ。 幼な 友達と いふ。 だが それさへ もやが て は 心の 世 から 別れて ゆかなければ ならぬ。 二十 年 前の 友、 111 

十 年 前の 友。 

秋の 風の 眞 中で 二人が II 追った 時、 二人 はまった く 遠く かけへだてた 二つの 世界に 住んで ゐ たこと に氣附 くで あら 

5。 孤獨な 人生 だ。 

わたし は 寂しい 心 を 抱いて 歸 つて 来た。 

わたし は 慰められ やう もな く 自分の 暗い 心を兑 つめなければ ならなかった。 

だが、 わたし は 突然 眼の 前に ひろげられた 武藏野 を 見た。 操の 並木 を 見た。 HI 蜀黍 畑の 中に 鳴いて ゐるこ ほろ ぎの 

聾を聽 いた， • 白い 雲 を 見た。 

わたし は はじめて そこに 明るい 救 ひ を 見出した。 武藏 野の 森 はいつ も わたし を 待って ゐる。 ^の 並木道 はいつ も わ 

たしの 散歩 を 待 つて ゐる。 武藏野 を 飛ぶ 白 い 雲 は い つ も わた し の 少年 時の 夢 をよ みが へらし て くれる。 

わたしが 都會の 入々 に絕 望して 歸っ て來 る^、 武藏 野の 小徑 はわた し を 待つ てゐ る。 

一 週間に 1 度、 或 ひ は 十日に 一 度 わたし は 東京の 街 を 歩く。 そして 色々 な 人 を 見る。 知らぬ 人、 見知った 人、 色々 

な 入に 出逢 ふ。 しかしい つも わたし は 孤 獨 な 自分 を 感じて は 暗い 心 を 懐いて 家に 還って 來る。  ； 


9 わたし は 人生 行路 難 を 思 ふ。 人情の 薄 を 歎く。 友情の 賴り なさ を 悲しむ。 だが 武藏野 はいつ も わたし を 待って ゐ 

2 

J る 0 

E 鄕南洲 は、 「人 を 相手に せず 天 を 相手に せよ」 と敎 へて ゐる。 まことに 善い 言 菜で ある。 一人 歩む 道 は 寂しい。 

だが そこに は 天が ある。 rtr 然が ある。 人 問界の 不愉快な こと、 腹立たし いこと、 侮し いこと、 偽られた ろ 悲しみ、 裏 

切られた る わびし さ を、 隣人に 訴 へたと ころで 決して 慰め を與 へられる もので はない。 自分の 胸に 抱いた わびし さや 

悔しさ は 隣人に 訴 へる ことによってます/ \ その 釤を唁 く する。 人 を 相手 に 慰め を 見出さ 5 とする 者 は絕望 を 賦 へ ら 

る \ 

全世界の 入々 に 見捨てられた 時 もな ほ 大地 はわた し を 待って ゐる。 武藏 野の B 然 はわた し を 受け 容れて くれる。 天 

といへば た r 遠く、 た^ 高く、 わたしたちから かけへだてた 悠久な もの k やうに 想 はる \。 しかし 天 は 自然の 巾に 潜 

んでゐ る。 天の は 自然の. & にさ \ やいて ゐる。 「われ は 入 間よりも 木 を 愛す」 と 言った モンテ ー ヌの言 紫 はいつ も自 

然を 愛する 者の 魂に ひ V く。  a: 然は 決して 入 間 を 偽らない。 裏切らない。 自然 を 愛し、 自然に 近づく ことによって わ 

たした ち は 天 を 愛し、 天に 近づいて ゐ るの だ。 

自然 はいつ も 1 して ゐる。 永遠に 沈默 して ゐる。 人 は沈默 して ゐる時 その 魂 を 生かして ゐる。 人 は ^ を 破る 時 

0 その 魂 を 眠らして しま ふ。 言 紫 は 魂の 睡眠で あり、 死で ある。 魂 は 沈默の 胸から 沈默の 胸の みに 交通す る。 た V 一人 

れ で 武藏野 を 歩む 時 わ た し は大， H 然 と 人 問の 魂の 交通 を 感ず る。 

る 自然 は沈默 して ゐ ると 同時にい つも Jfi^ll である。 哲^的な 宗敎 的な 憂 驟 である。 自然の懐に 入る 時 わたしの 魂は自 

田 然の沈 默と憂 IS の 色に つ、 まれて しま ふ。 わたし は 一人で ぢ つと 人生に ついて 考 へる こと を敎 へられる。 CE 然 はわた 

•„ しにと つて 宗教 的な 瞑想の 殿堂で ある。 


武藏 野の 秋 を 歩 もこと にわたし は 牛： きて ゐる ことの 幸福 を 感じる。 苦しい 過去、 落莫たる 未來、 索然た る 現在 を か 

へりみ て 人生に ほとんど 何の 光り を も 見出し 得ない わたしの 心に、 なほ 生きて ゐる ことの よろこび を 感じさして くれ 

るの は武藏 野の 秋で ある。 

南 „%征 人 % 不 歸。 誰 家 今夜 搗ニ寒 衣！ と い ふ 風な な つかし い ito の 聲を思 ひ 出し て は 時雨る \  を 待つ の も 遠く は 

あるまい。 


このごろの 話 

多摩川 附近の 釣 掘 や、 多摩川 原に 釣 を 垂れて ゐる人 を、 散歩に 出かけて は 見て ゐ るが、 いかにも 釣 そのもの. -1， 「ち 

に 他から 窺 ひ 知れぬ 一 つの 別天地 をた のしんで ゐる やうに 思 はれる。 

多摩川 沿 ひ の 葦の 葉が 靑 いころから このごろの やうに 枯れ 果 て \ し まふまで、 ほとんど 一 日 だ つ て 釣 を 垂れて ゐる 

入の 影 を斷っ こと はない やうで ある。 わたし はまた この 二 年間 天氣さ へよ ければ 犬 を 連れて 歩き なが ら、 その 釣 人た 

ち を 眺めて ゐる。 一 度 自分で も 釣 をして 見たい と 思 はぬ でもない が 釣道具 を賈 ひに 行く のが 億劫. 6r かして、 今 R ま 

でつ ひに まだ 多摩川の 釣 をた のしむ こと はでき な い。 

釣 をた のしんで ゐる 人の 咄を聽 けば、 いかにも 釣と いふ もの は樂 しみな ものである らし い。 

人生と いふ ものに、 たいした 執 |» も 蛙 惑 を も 感じない 自分の やうな 人 問に、 もし 夢中に なれる やうな たのしみが あ 

つたら、 どんなに かい \た らうと 思って は、 時々 釣で も はじめて 見ようかと 考 へて ゐる。 だが、 さう 思 ひつ \ も 二 年 

經 つてし まった。 そして、 た V 釣す る 人 を 毎日の やうに ながめて ゐる。 

以前 は 芝居と いふ もの も 面白かった が、 このごろ は 芝居に も 夢中に はなれ なくなった。 文 築な ども、 或る 年の 冬 京 

都へ 行った をり 「堀川」 を聽 いて、 千鳥の 鳴く 鴨 川の ほとり を 夜更けて いた ころな ど はまった く淚の 出る ほどうれ 

しく 思った もので あつたが、 このごろ はとても そんな 氣に はなれな. い。 

このほど、 文樂の 或る 名人の 「太 十」 を聽 いた。 なかく 巧い と は 思 ふが、 なまじ、 先人の 本格的な 行き方 を 打 a 


して 自分の 小我 的な 解釋を 入れて i?s るた めに 「太 十」 の 本來の 味が き はめて 索然た る ものと なって しまって ゐる。 

0 光秀の 性格 を 現 はさう とする 苦心 はう か はれる が、 光秀が はなはだ 卑しくな つて ゐる。 光秀の 憤りが、 巷間の 俠 

る 客く らゐの 者の 憤りに なって ゐる。 惟將 *：！^ の 面影 はすつ かり 失 はれて ゐる。 太夫の 技倆 は 巧い， が氣品 はない。 わたく 

田 し は 故人 越路 太夫の 「太 十」 や 「合 邦」 を聽 いたが、 今 だに 耳に 遺って ゐる。 それ 以後 「太 十」 や、 「合 邦」 を 幾度 聽 

圃ー いても 一度 も 滿足 する こと はでき ない。 圑十郎 の 芝居 を觀た 人 も、 今日の 芝居 を 見て ちゃう ど 同じ やうな こと を 感ず 

るで あらう。 文樂 にしろ、 敬 舞 伎に しろ、 それが 存在す るか、 しない か は 太夫な り、 役者な りに 依る ので ある。 名人 

さへ 出て 來れ ばかな らず 文樂も 歌舞伎 も 亡び はしない。 自然 そ の. R 對の 場合 も 確言す る ことができる。 

この 秋の 初め ごろの 話で あるが、 歌お 衞 門が 放 途 をした ことがあった。 その 時 歌 右 衞門は 太夫 を 呼び 一一 ー晚っ e けて 

淨 瑠璃 を 語らせて 聽 いたと いふ ことであった。 一 夜の 放送の ために どれほどの 糟古 をした か、 その 邊は聽 き 洩らした 

が、 ともかく 放 Is に 三 晩つ けて 淨瑠 璃を隨 いたと いふ ことに 琉 石に 名優の 心がけで ある。 

こな ひだ 明治座に 名 古 屋の春 太夫が 出動して ゐた 折の ことで ある。 春 太夫 は 歌右衞 r に 招かれて、 千駄ケ 谷の 邸で 

「お 園 六 三」 を 語った。 まことに 溢い、 よい 語り口で、 琉 石に 名 入の 風格 を 具へ た至藝 であった。 あまりよ ぃ出來 であ 

つたので、 强 ひて 「明 烏」 を 一く さり 語らせた が、 これ もなかく の 出來榮 であった。 

と ころが 春 太夫 はもう 明治座の 方が 氣 にな つ て 仕方がない といつ て 六 時 打った ばかりで あるのに、 人々 の留 むる を 

も！！ か ぬ 風で 明治座 へ K け つけた。 春 太夫の 出 は 八 時で あつたが 「わたくし は 一 一時間 前に 座に 行って ゐな い と 氣が落 

ちつき ませぬ ので。」 とい ふこと であった。 

2 春 太夫の 心がけ も 亦 名人の 心がけで ある。 自分の を 愛する 者に とっての よい 敎訓 である。 

1 いっか 歌舞伎 座の 稽古場で 中 車と 語って ゐる 時、 中 車が こんな こと を 語った。 


3 

3 


れ 


「わたしが 三 つ くら ゐの時 ださう です。 母親の 懐に 抱かれて 道頓 堀の 芝居小屋の 前 を 通って ゐ たさう です。 芝 小屋 

の簿 看板 を 見て ゐる 間に どうで も 小屋の 中 へ は ひると いって 泣いて 諾 かないので、 母親が 仕方なし に 小屋の 人に 頼ん 

で 中 を 見せ て もら つ たさう です。 無論 芝居 は 体み で 小屋 は 空 い てゐ たさう です が、 よくく 芝居 好きだ つたら しいで 

すな。 それ か ら間 もな く 役者 に 貰 はれて そ の 翌年 伏 見あた り の 芝居に 小 役と し て 初め て 出 まし た よ。 芝， ie は 鈴 木、 }H 水 

でした。」  - 

この 頃病氣 のた め あの 名 調子 を 舞 毫 の 上に 聽く ことが できな いが、 恐らく あれほどの (u 者 はな か くこれ から 後の 

$1 にも あまり 出る こと は あるまい。 それにしても 三つ 四つの ころから 芝居と いふ ものに 中に なって こそ あれほどの 

藝が 生み出され ろので あらう。 一 つ の 藝に身 を 委ねて 押しも押されもせぬ 一 人の 藝術 家と なることの K 十： 難 を 思 ふ。 

以前はぃっも十軒店を歩くのが年の1?5^るたのしみの 一 つであった つ 兩 圃 から 人形 町 あたりに 出て、 さらに 十 軒 店 ま 

で 夜の 町 を-お い て 羽子板 を 見た も ので あつ た。 歌舞伎 芝居 の 1^ 子 极を見 てゐ ると まったく 正月と いふ もの、 たのし さ 

が、 子供の をり と；！ じ やうに 一、 S い て來 たもので あ つ た。 

しかし このごろ はや、 も すれば 失望, ずる やうに なった。 よ い 羽子板が な いからで ある。 よい 羽 子お を 作 つ て く 

れる 職人が ゐな くな つたから である。 た 一人の 羽子板 職人が、 われ/ \ の 世界に 住んで ゐて くれる とい ふこと が、 

どれ ほ ど われく の 生活に よきた のしみ を あたへ て くれる か 知れな い。 

この 世の中が 面白くな るの も、 つまらなくな るの も、 そこに 住んで ゐる 一 人 か 二人の 天才に 負 ふところが 多い。 


れ 

田 

園； 


ドスト イエ フス キイ 


モスクワの 春の 夜は靜 かな 寺の 鐘の音に 更け て 行 つ た。 

こ. -は モスクワの 國立 病院の 官舎の 一室で ある。 

軍 の 〔31. 服 を 藩た 嚴め しい 顔の 中年 の 男 は スト， ヴの 前の ソ オフ ァに 腰 を 卸した ま > -、 さっきから しきりに 獨逸語 

の 本 か 讚んで ゐた。 軍 醫は嚴 格な 顏 にも 似ず いかにも 子煩惱 らしく、 時折 本 を讀ん でゐた 視線 を、 スト，' ヴ のま はり 

に 集まって ゐる 二人の 男の子と、 二人の 女の子の 方へ 向けて は、 微笑む こと もあった。 兄の 方 は縷を 書いて ゐた。 弟 

の 方 は 佛 蘭 西 語 の 文法 を請誦 して ゐた。 そして 時々 父 を 見 て は 佛 蘭：： s 語で 何 か 話 しかけた〕 

その 蘭 西 語の 文法 を 請 i して ゐる少 こそ、 後の 近代 口 シャの 大文康 フィォ ドル. ドスト イエ フス キイであった。 

父と 向か ひ 合つ て 坐りながら やさし い 母が 毛絲の 編物 をして ゐた。 母の 膝に は 二人の 姊妹 たちが 積木 をして 迹んで 

ゐた。 

突然 一 臺の馬 草が あわた t し V 轍の 音 を させて. M 閱の 前に 立ち 停った。 馬車の 中から は 田舍の 田地の 監理 人が ころ 

げる やうに し て 飛び出して 來た。 

「旦^ さま も、 奧さ まも これにお いでな されました か？」 

「まあ、 お前、 イダ ンぢ やない か。 いったい どうしたと いふの ぢ や？」 父 は 監理 人 を 見た。 

「旦那 さま、 奥 さま 大變な ことにな りました。 .タ ロヴォ イエのお 邸が すっかり 燃えて しま ひました OJ 

「何 だと あの 田舎の 家が 全燒 し.；： ッ！」  ， 


「まあ、 どうしょう！」 

ダ 口 ヴ オイ H の 邸 こそ は資に ドス トイ ヱ フ ス キイ 家の 唯 一 の 財 籃 だった ので ある。 子供た ちが 大きくな つたら 父 も 

母もダ ロヴォ イエ の 邸に 歸っ て晚 年を靜 かに 3^1?: る考 へ でゐ たのであった。 だから 監理 人の 話を聽 いた 刹^ 父 や 母が 

欝 いたの はいふまで もない。 

しかし の 瞬間、 父と 母 は キリストの 御 像の 前に 跪いて 祈った。 

「神 さま、 あなたが わたくしどもに あたへ 給 ふす ベての 試練に 打ち克ちます ことので きます やう、 わたくしどもに 强 

き 力 をお めぐみく ださい！ 」 

それから 父 は 監理 人に 言った。 「それにしても 誰も 怪我 一 つし なかった のは祌 さまのお めぐみ だ。 ありがた いこと 

だ，'」 

父 も 母 もす つ かり 祌を鎮 つて ゐる らし く、 平常 の やうに 靜 かな 祈り を つ e けて やが て寢 床に 就いた。 

その 折の 父と 母の 靜 かな 敬虔な 態度が 多感な ドス トイ H フ ス キイの 心 を强く 打った こと はいふまで もない。 後年 か 

れが 悲境に なやんだ をり、 かれはい つも 當 夜の 父と 母の 敬虔な 姿 を 思 ひ 出す ことによって 自ら を はげました。 

近代 B シャの 愛の 行者、 忍苦の 行者 フィォ ドル.， トス ト イエ フ ス キイ は 千 八 百 二十 一年 十月 三十 H、 父が 動めて ゐ 

た モスクワ の國立 病院の 官舍に 生まれた。 

兄の ミ ハイルと 一緒にべ テル スブ ルグの 陸軍の 工兵 科の 學校 へ经 られ たの は 十六 歳の 折であった。 そのころ は 父 は 

不遇の 時代であった らしい。 父 は 五 人の子 洪を 抱へ てゐ たが 家に は 二 室し かなかった と傳 へられて ゐる。 

陸軍の 學 校に はは ひった もの \ か れ は プゥシ キン や バルザック や、 シ ルレ ルの 作品 を 貧り 讀 んでゐ た。 病身 で、 蒼 


一 白い 顔 をした 中背の 男 は 無口で、 仲 11 の 男た ちから は 離れて いつも 隅つ こで 本を讀 んでゐ た。 日曜日 だって かれは 5^ 

f  I  ピウ リタ. ノ 

L 校に た t 1 人で 殘 つて ゐて 本を讀 んでゐ た。 仲間の 者た ちの 會話 といへば 女に 關 する ことで あつたが、 この 淸敎徒 は 

る かって 淫らな 女に ついての 話に 耳 を 傾けた こと もなかった。 友達 等が 酒 を 飲み、 女 を つかけ、 踊り、 うたって ゐる 

田 際に、 かれは 1 人で 靜 かに 瞑想し、 讀 書して ゐた。 仲間と かれとの に は 月と 太陽 ほどのへ だ、 りが あった。 かれは 

M 一  級友た ちを輕 蔑した。 

心の やさしい 母 は 早く 亡くなった。 父 はすで に 病 £H を辭 して、 ダ ロヴォ イエの 田 顏 に 起臥して ゐ たが、 そのころ か 

ら 父の 大. 酒- R 醉の 生活が はじまった。 ドスト イエ フ ス キイが そのころ 父に 经 つた 手紙に は みんな 金の 無心が S いて あ 

るが、 父 はな かく 金を经 つて はくれ なかった。 

X 

妻に 死別れ た 父 は 性格が 一 變 した。 父 は 神 を 忘れ、 酒に 醉 ふて は 小作人た ち を 虐使す る や-つに なった。 父 は その 娘 

たちに對してもほとんど狂入にちか ぃゃぅな^^^督捩をした。 夜になる と 父 は 突然 娘た ちの 瘦室を 改めた。 若い 情人で 

も 忍ばせて はゐ ないかと いふ 恐れから である。 父の 非常識な 暴君 的： 活を 知った ドスト イエ フ ス キイが いかに 悲しん 

だかと いふ こと は 想像され る。 

だが、 大酒^みの 父 は 子供 等の 悲しみの 中に 死んで しまった。 しかも その 死 は 非 梨の 最期であった。 恐らく この 悲 

しみこ そかれ が 死ぬ まで 忘れる ことので きなかった 人生 最大 の 悲慘 事で あ つたに ちが ひない。 

或る复 の 日 父 は ダ口ヴ オイ H の 田園 を 出かけて 行った。 かれは 途中 馬 _SI- の 中で、 かねて かれ を怨ん でゐた 召使の 農 

6 奴に 殺された。 父の 死を聽 いた 時 かれが いかに 驚い たかは 察する ことができる。 ドスト イエ フス キイ は 一生涯 簡癎と 

1 いふ 忌ま はしい 病に 取り 憑かれた が、 そ もく はじめ て癲 瘤が 發 つたの はこの 時からで あると いはれ てゐ る。 


] こ、 で 私 は ドスト イエ フ ス キイの 遣傳 について すこしば かり 語って 匿きたい。 ドスト イエ フ ス キイの 父が 農奴に 殺 

された の は 農奴 唐 待と 貧 欲の 結果であった。 この 父の 貧 欲な 心 を 3 おも 著しく  P ー傳 的に 引き 纖 いだの は ドス トイ M フ ス 

キイの 妹 バル バラであった。 バル バラ は モスクワの 富豪に 嫁いで、 夫の 死後 は S かな 逍 I® を 受け 繼 いだが、 病的に 貧 

欲であった。 かの 女 はたと へ 1 錢の 金で も 支 S ふとい ふこと は 非常に 苦痛 を 感じた。 だから 老後に は 奉公 入の 給料 を 

支拂 ふの が 惜しいた めに、 召使 全部 を 解 肩して しま ひ、 口 シャの 磨い 露 冬に も 石炭 一つ 焚かず、 外套に くるまって §^ 一 

さ を 凌いで ゐた。 臺 所で 食物 を挤 へる こと を 一切 止めて、 一週に 二度 だけ 外出して S ゎづ かの パ ンと牛 3^ を驟 めて 來 

て {^1腹を滿た して ゐた。 そして 貯 へた E 萬の 富 は 現金に して 家の 中に 謹して 置いた。 その 莫大な 金 こそ かの 女の 破滅 

の 原因に なった。 或る時 村 の 小作人と 惡漢 がぐ るに なって かの 女の 金 を 盗みに は ひって、 かの 女 を 殺して しまった。 

この 氣の毒 な 事件 は ドスト イエ フ ス キイの 死後に 起った ことで、 ドスト イエ フ ス キイ は 知らずに 終った ことで ある 

が、 この 惨事 はいかに も かれの 傑作 「罪と 罰」 の 老婆 殺しに 似て ゐる。 偶然な 出來 事で は あるが、 If 思穀 なほ どかれ 

の小說 内お と 似て ゐる。 「罪と 罰」 では 金 贷の强 欲な 老婆が 大學 生に 殺される ことにな つて ゐる。 これ は 小説がず つと 

前に 出來 て、 殺人事件 はかれの 死後に 起った ことで あるから、 因緣 話に すれば ドス トイ M フス キイの 小設が 悲しい 徵 

煙 をな した ことになる。 

れ ドス トイ H フス キイ は 父と は 反 封に 金 錢に對 して はまこと に淸嚴 潔白で あり、 淡々 として 金錢に 執着し なかった。 

る 1K しく 死んだ かれに も 一 E=. 得意の 時代が あり、 三つ 四つの 新 S に R 時に 小說を 書いて ゐ たこと もあった" かれの 一 生 

田 の 黄金時代 である。 その 頃 は 收入も 多かった ので 第一流の ホテルの 最上 等の 部屋に 泊る し、 E:;^ 物に 出かける 際 は、 K 

に つく 物 は 何で ござれ 買って 來る といつ た驟 梅で、 かれが 外から 歸っ て來 ると 幾人 もの の 小 僭た ちが 買物 を 抱 へ て 


煙 

田 


後に 跟 いて ゐ ると いふ 有樣 であった。 かれは 小 僭た ちに たくさんの チップ を やって 得意 然と 家の 中には ひって 行った。 

かれは また 常に 施し をす る こと を 喜んだ U この ことに ついては メ レジュ コ ウス キイが トルストイと ドスト イエ フ ス 

キイ を 比較して ゐる 面白い 言葉が ある。 「-1ー 一十 ルゥブ ルの 金をト ルス トイと ドスト イマ 一 フ ス キイ に 持たせた とする。 

い J つ 乙ち 

ドスト ィヱフ ス キイ は ^111 ちに &; しい 人た ちに 惠ん でし まふ だら う。 ところが トルストイ は 終日 町 を 歩いて ゐても その 

金を惠 むこと はでき ないだら う。」 と。 これ は 二 入の 文讓の 慈善に 對 する 解 の 相？； 3 を 語って ゐる ものであるが とも か 

く ドス トイ H フ ス キイ は 盲目的な 愛の 一 面 を 持って ゐた。 

かれが 軍服 を S ぎ 菜て \ 文學 者の 生活に は ひらう としたの は 二十 三 歳の 時であった。 かれの 赤貧 時代が この！ S から 

始まった。 かれはまったく無^？？の文學靑年でぁる。 一文の 収入 もない。 かれは 二 年越しにた^ 一着の 服です まさな け 

れ ばなら なかった。 靴 は 破けて しまったが、 靴 を 買 ふ 金 もない。 しま ひに は 一 コ ペックの 金 さへ ない。 しかし かれの 

S 術 的 良心 はこの 貧乏の 底に 在っても かって 曲げられなかった。 その 出世作 「貧しき 人々」 はこのどん底の®\^.lの間 

に 幾度と なく 書き改められた ものである。 その 頃 兄に 经 つた 手紙の 中に 「シャ トウ ブリア ンは アト ラを 十七 度窨 き改 

めました。 ブゥシ キン もさう でした。 ゴ ー ゴリも 二 年の 間た 1 つの 作に 精根 を 打ち込みました。」 と 書いて ゐろ。 

かれは 朝夕た ど 一室に 閉ぢ こもって ペン を 執った。 書いて は 消し、 書いて は 裂き、 a 夜た ど 「貧しき 人々」 一作の 

ために 骨 を 削る の 苦 を 嘗めた。 かれは 二三 日 置きに は 持病の ® 癎を發 してべ ンを握 つた ま、 倒れた" 「© しき 人々」 が 

霄き 上げられた 時、 かれの 一室に は窨き 捨てられた 反故の 原稿が 小山 をな して S0 み霄 ねられて あった。 

かれは 天才であった。 けれども かれは それ 以上に 勤勉 家であった。 努力家であった。 「かれは 一室に 閉ぢ こもって 

ベン を 握る か. 然らずんば. J 小 を讀ん でゐた o」 と傳 へられて ゐる。 かれは， 減 多に 外出し なかった。 そして 終 B 終夜 「貧 
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煙 一 

閬_ 


しき 人 *」 の 中の 女 主人公 や 主人公た ちと 共に 笑 ひ、 共に 泣き、 共に 憤った。 

「貧しき 人々」 が 完成した 時、 かれは 友人 グリゴ 口 ギ ツチ を 自分の 部屋に 呼んだ。 かれは疲れ果て1^|床の上に坐っ 

てゐ た。 

「ちょっとお 坐り、 グリゴ ロギ ツチ、 僕 は 辛つ と 昨日 霄き 上げたん だ。」 と 言って いつにな く 快 潤な 態度で 讚み はじめ 

た。 ぢ つと 聽 いて ゐた グリ ゴロ-ヰ ツチ はた まりかね て 幾度 か 感嘆の 聲を， ら げた。 そして 引った くる やうに して 「貧し 

き 人々」 の 原稿 を 詩人 ネ タラソフの 家に 持って行った。 ネ タラソフの 家で は グリゴ 口 * ヰ ツチが 夜 を 徹して 原稿 を讀ん 

だ。 グリゴ iT ヰ ツチ も 泣き、 ネ クラッフ も 泣いた。 讀ん でし まった g -、 夜が 窓 近く .E みかけて 來た。 

ネ クラ ソフ が 叫んだ、 「こいつ は誇くべき^2作だ。これから直ぐド スト ィヱ フス キイ を 訪ねよう。」 「だが まだ 朝まで 

は 時間が ある。 ドス トイ M フス キイ は 眠って ゐ るに ちが ひない。」 と グリゴ B ギ ツチが 言った。 

「いや、 そんな こと を 遠慮して ゐる 場合 ぢ やない。 ドスト イエ フス キイに とって は 睡眠なん かどうで もい、 んだ。 も 

つと 大切な 間 題が あるんだ から。」 と 一 おつ てネ クラ ソフ は 先に 立って 原稿 を 抱いて 往來に 出た。 朝の 五 時、 二人 はド ス 

トイ M フ ス キイの 夢 を 驚かして、 部屋に は ひって 行った • 

「君 こそ 天才 だ。 君 はすば らしい 物を謦 いた！」 とネ タラソフ は寢 床の 上の ドス トイ M フス 4 「ィの 手 を 握った。 ドス 

トイ エフ ス キイが たまり かねて 感徵の 涙 を寢 床の 上に 落した の は 無理 もない。 

「貧しき 人々」 の 原稿 はやが て當代 口 シャ 文壇の 批評の ® 威で あつたべ リンス キイの 手許に 廻され た。 ベ リンス キイ 

も 亦ネ タラソフ EI 樣にド スト イエ フス キイの 天才に 感徵 しない わけに は ゆかな か つ た。 

昨日まで はまった く 無名の 一 文學靑 年に 過ぎなかった ドスト イエ フス キイ は 一 朝に して 口 シャ 文壇 最高の 擢、 賊 者に 


よりて 認められた。 ベ リンス キイから 手紙で、 ドスト イエ フス キイに 逢 ひたいと 申し込んで 來た。 

れ ドスト イエ フス キイ はまった く 夢見 心地で ベ リンス キイの 家 を 訪ねて 行った。 かれは 感激に 餒 へて ゐた。 ベ リンス 

る * ィは 「若人よ、 君 はま だ a 分が いかに 傑れた 作品 を 書いた か、 .UI 分で はわから ないで ゐる だら う U  は ffi に 驚く ベ 

田 き 物 を 書き上げた。」 と 激賞した。 

園 「貧しき 人々」 は a からい へば 後の 傑作 「罪と 罰」 や 「カラマ ゾフ 兄弟」 などに 比べて むしろ 大きくない 方で ある 

が、 その 質から いへば 後の 作品に 見出さる、 ドスト イエ フス キイの 弱き者、 貧しき 人々 に對 する 深い 同情、 .i^ 情 的な 

同時に 竊牲 的な、 人類愛 的な 思想が すでに 明かに うか t はれる。 

「兄； m よ。 入 類 は みんな 苦しんで ゐ るんだ。 みん た！ 獨 なんだ。 お 互に 生きて ゐる 間に 愛し 合 は うぢ やない か。 人 を 

僧んで はいけ ない。 お 互に 寬容 でなければ ならぬ！」 さう いった ドス トイ H フス キイの 思想 は 「貧しき 人々」 のなか 

に 涙ぐ ましい 幾多の 場合 を 描き出し て ゐる。 

「貧しき 人々」 の、 王 人 公 ディ M ヴシュ キン は 無能な 老 事務員で ある。 かれは 孤 獨 な、 © しい 見る 影 もない 男で ある。 

生き甲斐 もない 男で ある。 かれの 人生に は 何の 光り もなかった。 ところが かれは 偶然に もバ ルバ ラと いふ 若い 不運な 

女 を 知る やうになる。 かれは バル バラに 對 して 愛 を 感ずる。 父が 若い 娘に 對 すろ 愛情で ある。 同時に 男が 女に 對 する 

愛情で ある。 

人の ために 自分 をさ& ぐる 生活が 始まる 人間 は にじめて 生き甲斐 を 感ずる。 昨日まで は絕 望の 中に 生きて ゐた 

0 無能な 老 事務員 デ ィ M ゲシュ キンの 心の中に 明る い 太陽の 光りが 射して 來た。 かれは 生き甲斐 を 感じて 來た。 かれは 

1 社に 行って は 上役に 酷使せられ、 辱 しめられた。 けれども かれは： 小 運なる バル バラ を 思 ふこと によって 勇氣と 光り 


L を與 へられた。 かれは 辱 しめられつ、 も 働く ことによって 幾何 かの 給料 を 受取る ことができた。 かれは 給斜の 中から 

4 

] バル バラの ために 派手な 靴下 を 買った。 

た^ 一足の 女の 靴下で ある。 しかし ® しぃバ ル バラが いかに 老箏務 員の 贈物 を よろこん だか は 想像す る ことができ 

る。 ® しき 人と 貧しき 入の 間で は、 た V 1 足の 靴下が 天 國の鍵 ともなり、 地上 樂 圔 の 窓と もなる。 

「兄弟！ おれたち はお 互に 不仕 合せなん だ。」 貧しき 老 事？^ 員 はかく 思って は不 ii 合せな バ ル バラに 一枚の シャツ、. 

一 枚の 肩掛を 買って やる ために 働きに 働いた。 

だが 女 は 終に 田 舍の金 持！ ^士と 結婚す る ことになる。 いたましい デ イエ ヴシ ュ キンの あきらめが わたくしたちの 胸 

に 迫る。 老裹務 員 デ イエ ヴ シ ュ キン は 女が 田舍の 紳士に 嫁いで 行った 時 最後の 手紙に 次の やうな こと を 書いて ゐる。 

「この 次に 給料 を K つたら 直ぐ わたし はいつ もの 賈 ひつけの 店で 新しい 外套 をお 前に 買って 上げようと 思って ゐる。 

何卒 次の 給料日まで 待って ゐ ておくれ、 可愛い、 バ ル バラ。」 何とい ふ 寛大な 老 事務員の 心で あらう。 自分 を 捨て、 行 

く 若い 女に 對 して かれは 父の ご とき 寬容さ を 示 して ゐる。 この 宽容さ はたと へば ドスト イエ フス キイの 「虐げられた る 

人々」 の 中心思想 でも ある。 ド スト イエ フ ス キイ は 常に わたくしたちに 敵 を 愛せよ と敎へ る。 人 を 憎むな かれと 敎 へる。 

貧しき 老 事務員 は 自分 を 捨て .1 ゆく 女 を 僧まない。 「社會 が 女 を^った の だ。 わたし は ボン ネ ットを 買つ て やる 金 

煙 も 持たない。 お前に は ボンネットが 必要な の だ。 お前に は パンが 必要な の だ" だが、 わたしに は ボンネット を 買って 

れ やる 金がない。 わたしに はバ ンを 賈 つて やる 金 もない。 お前 は 生きる ために 嫁いで ゆく の だ ー」 ドスト イエ フス キイ 

る の 主人公た ちはいつ も 別れ て ゆ く 女に 對し て かく 語る。 

田 「お前 は 泣く、 しかしお 前 は 嫁いで ゆく！ わたし は 今お" S の 涙に にじんで ゐる 手紙 を 受取った。 お前 はいやくな 

がら も 嫁いで ゆかねば ならない の だ。 お前の 意志に さからって、 お前 はさら はれて 行く の だ。 お前 はわた しを氣 の sa 


とお もって ゐ るに ちが ひない！ さう だ！ お前 はわた し を 愛して ゐ るの だ ー」 

れ rfi しき 人 ノ<」 の 主人公の この 宽大な 心 は 恐らく また ドスト イエ フス キイの 心であった。 

る 「&; しき 人々」 は 愈々 出版され た。 「 a シャ 文壇に 新星が 現 はれた。」 と 叫び、 推 讃の辭 を 惜しまなかった の はべ リン 

田 ス キイであった。 フランスから ロシ ャへ歸 つて 來 たばかりの ツル ゲネ ー フも かれ を徵赏 した 一 人であった。 「私の 名 

園 は 今 あたかも 滿 開の 有樣 だ。 私 は 到る 處に 驚くべき 尊敬と 異常なる 興味 を 以て 歡迎 されて ゐ る。 私 は 多くの 地位 ある 

人達と 昵懇に なった。 ：：： 若し 私が た V 1 度 口 を 開かん か { ^氣は 反響す る- 何 を ドスト イエ フ ス キイが 言った か？ 

何 を ドスト イエ フス キイが 爲 ようとい ふの だ？ と ：：•• 」 當時 のかれの 手紙に はこん な ことが 書いて ある。 かれの 

意思 ふべ しで ある。 

X 

その 翌年 二八 四 七 年) 「宿の 主き が W 版され た • しかし その 結果 は豫想 外であった。 一年 前の かれは 口 シャの 天 

才 としてた、 へられた が、 一 年後の かれは 凡庸 愚劣の 作家と して 叩きのめされて しまった。 かれは 一 擧 にして 天上の 

高き より 千极の きに へしつ ぶされ、 叩 きっぷ されて 粲 てられた。 ベ リンス キイ さへ 「この 作はゴ ー ゴリの 抱 線で マ 

ァ リンス キイと ホフマンの 作品 を 結び つけた もの だ。」 と 酷評した。 ベ リンス キイ の惡 It が 神經 K なド ス トイ H フス 

キイ を 憤慨 させた こと はいふまで もない。 ツル ゲネ 1 フが ドス トイ ヱ フス キイ を 侮 Ills- したの も その 頃の ことで ある。 

かれは B シャ の文壞 を 通じての 惡評の 的と なった。 

1 一十 六 歳の 靑年ド スト イエ フス キイが 辛うじて 文檀的 地步を 占め 得た と 思 ふ 間もなく、 かれは あらゆる 文 壌の 方面 

2 から 寄って たかって 叩きつ ぶされ たので ある。 「宿の 主婦」 が 惡評を 蒙った ばかりで はない、 「貧しき 人々」 までが 羼 

1 冒と 冷笑 を 浴びせ かけられた。 かれが 文壇に 求めた 若い 友人 達 は 元より、 陸軍の 同期生た ちまで がー つに なって かれ 


3 を 中傷し、 非難し はじめた。 かれはい かに 友情の 輯み 甲斐な きか を 知った。 かれは 餘 りに 賞 讚され たがために、 あま 

1 りに 深い 友人 達の 嫉視と 敵視と を 苦しまなければ ならなかった。 以後 かれは 孤 獨 の 中に 文壇の ES 賢と 債鬼に 追 はれつ 

つ 生涯 を 終った。 

かれは 1 敗 地に 塗れて 再び 立つべからざる かと も 見えた。 しかし かれは 何處 まで も 天才の 底力 を 失はなかった。 か 

れは 泣きつ .1 も 敢然と して 罵詈と 惡 評の 上に 立ち上った。 

「讀 者の 四 分の 一一 一は 僕 を 非難し、 四 分の 一 —— 或 ひ はもつ と少 いか も 知れぬ I -は 非常に^の 作品 を讃 へて ゐる …… 

かれ 等 は 罵詈し 駕詈 する。 けれども 僕の 作品 を讀 んでゐ る。 ：：： これ はゴ， ゴリの 場合に もさう であった。 かれ 等 は 

排し、 排し、 排 しつ V けた。 しかも ゴ，' ゴリを 讀んだ …… 僕 は 犬に 堅い 骨 を 投げた- だが、 かれ 等に ，顆 ませる だけ^ 

ました 方が い、。 —— 馬鹿 ッ ー かれ 等 はた 僕 を 一勝. S にす る だけ だ！」 と 書いて ゐる靑 年 ドス トイ ヱ フス キイ 

の 毅然た る 英雄的な 勇姿と 天才 的 自信が 泛 かんで 来る ではない か。 

貧乏と 焦躁と 罵詈と 酷評の 渦卷の 中に かれは 藝術 家の 信念 を 曲げないで 苦しみつ V けて 行った。 この頃の ことで あ 

つたら う。 かれは © いて ゐる" 「僕 はいつ でも 首を縊 つて 死ぬ ことができる。 だって 僕 は 底な しの 貧乏に いやと いふ 

ほど 苦しめられて ゐ るんだ もの。 この 年の 暮を 何う して 巧く 越す か、 それ を 思 ふと 僕の 頭 は^けさう だ。」 

0  一度 は 敢然と して 惡 評に 對 して 立ち上つ たもの X、 まだ かれは 二十 六 歳の 靑年 である。 自分の 天才に 對 して、 疑 を 

れ 抱く とい ふこと はき はめて 自然な ことで ある。 かれは 幾度 か 自分の 天才に 對 して 結 望した。 かれが 花やかな 社 六 文 

る 壇の 人々 を 避けて ベ テル スブ ルグの 町 は づれに 貧しい 屋根裏 や 或 ひ は 場末の カフ M を 訪ねて は 世に 捨てられた 人々 と 

田 共に 語り、 共に 骨牌 を 弄ぶ とい ふやうな 生活 を绘 つたの もこの ころの ことで ある。 ぺテ ルス ブル グの 寂しい 町 を 選ん 

では 獨語を 言 ひながら、 あても なしにた や 一人で 歩いて ゐ たこと もあった。 かれ を 知った 人々 の 間で は 「ドス トイ H 


4 

4 


フス キイ は發 狂した。」 とい ふ ® が 立った。 

ドス トイ M フス キイの 家庭 敎 育が 霰 格であった こと は 前に 述べた。 その 結果で あらう、 かれは 二十 六 歳の 今 H まで 

戀 愛に ついて かって 間の 人の 口の端に 上った ことはなかった。 世の 文學靑 年た ち は戀愛 をす る こと は 文學者 の 

であるかの やうに 考 へて ゐる。 ドス トイ ヱ フス キイが あの 傑れた 作品 を 生み出す まで、 女な ど を 顧る 遑も なく 念讀 

書し、 精進した 超 人間的な 努力に ついては 世の 靑 年た ちは考 ふべき である。 

不 蓮に さらに 深刻な 不運 を 招く。 その 翌年 ( 一 八 四 八 年) の 三月 かれは ゴ， ゴリ からべ リンス キイに や ざた 革命の 手 

紙 を讀み 上げた とい ふ 糜で捕 へられて ビ イタ ァ っホ -ルの 要塞に 投獄され た 。 そして その 年の 十二月 十九 日 陸軍の 

位が 驟 がれ、 同一 一十三， to に は 叛罪 として 死刑の. M 吿を 受けた。 

「死刑の 宣告が 僕 等に 讀み 聞かされました。 僕 等 は 十字架に 接吻し ました。 劍は 頭上に 拔 かれました。 …… その 時 仲 

閊 の 一 二人 は 死刑執行の 柵の 前に 立ちました。 僕 は六番 H に 並んで ゐ ました。 僕 等 は 三人 づ、 呼び出されました。 僕 は 

第二の 組になった のです。 僕の 生命 は 最早 一分の 問 もありません U その 時 僕 は 兄さんの こと を 思 ひました。 兄さん や 

兄さんの 家の 方々 のこと を 思 ひました。 そして 最後の 刹那に はた 兄さん 一 入 だけ を 思 ひました"」 死刑 宣告の 日 か 

れが 兄に 经 つた 手 に はこん な ことが 書いて あろ。 

幸に して 死刑執行 1 瞬 前に 皇帝 陛下から 赦免の 使が 來、 かれは 死刑 を ゆるされて 督降 5r&k 、の 前 1^ シ ベリ ャに追 

放された。 兄の ミハイル は 監獄に かれ を 訪れた。 日の 暮れ方で あつたが、 要塞の 營 倉の 中には IT かまた、 いて ゐた。 

兄 はっく ねんと して の 中に 弟 を 待って ゐた。 一 一度 寺院の 鎗が 鳴った。 平和な 基督 降誕 祭 { 甘 祭の 籙の 昔が 雪の 夜を饕 

いて 行った。 つ ひに 扉が 開かれ 一人の 士官に 伴れ られ て？ r か 出て 来た。 弟 はすで に旅裝 をと、 のへて ゐた。 ミハイル 


.， は 非常に 悲しんで 泣いた。 だが 却って 弟 は平靜 であった。 

4- 

「兄さん は 僕 を 墓場に 見や じ ると いふ わけ ぢ やありません。 シ ベリ ャの 竿舍 にだ つ て獸が 住ん でゐ ると は 限りません。 

入 間もゐ ますよ。 そして 大抵の もの は 僕なん かよりず つと 善良な、 ずっと 債 値の ある 人間で せうよ。 兄さん、 «2 等 は 

また 逢へ ますよ。 僕 は 屹度 書く 材料 をた くさん 見つける ことができ ませうよ。」 

かれは 却ってす \ り 上げて 泣く 兄の ミ ハ ィ ルを 慰めた。 

天才 は あらゆる 苦難 を與 へられる。 しかし 天才 は 神の 與 ふる 苦難 を、 至上の 機緣 として 活用す る こと を 忘れない。 

かれは シ ベリ ャ 追放に よりて 十九 世紀に 於け る 文 學的大 收！！ を 見出した。 その 眞 夜中 鐵の 連鎖が かれの 腰に 躔 はれ 

た。 連鎖の 直. 量 は 約 十 ボンドであった。 かれは 重い 鐵の 連鎖の ために キン 行の 困難 を 感じた。 

四臺の S が 並んで ゐた。 ー臺 毎に 一人の 闪 入が 戟 せられ、 一人 每に 憲兵が 附き添 ふて ゐた。 雪 をす ベろ 橇の昔 を聽 

きながら かれは 眞夜 中の ぺテ ルス ブルダの 街 を 眺めて ゐた。 Sfli 兄ミ ハイルの 家の 前 を 通り過ぎた。 窓から は I ほの 光 

りが 射して ゐ广。 さすがに 淚が 落ちて 仕方がなかった。 

かれは シ ベリ ャの { 牛 舍に盜 人 や 殺人者た ちと 一 緒に S: 年間の 辛い 囚人 生活 を らな ければ ならなかった が、 この 牢 

煙 ほ 生活 こそ ドス トイ ヱ フス キイ をして 人類の 神秘、 人間性の 神祕 についての 大發見 をな さしめ たのであった。 シ ベリ 

れ ャの 囚人^ 活を 描いた かれの 「死人の 家」 に 於いて わたくしたち は 尊い、 眞實な 人間の 姿 を 如實に 見せられる。 シべ 

る リャの 雪 も 解け はじめる" 復活祭が 近づいて 來る。 或 ひ は アメリカの 商人 を 殺した 男- 或 ひ は 赤ん坊 を つて は ナイ 

田 フ で 刺し殺す の をた のしみ にし て ゐた男 …… さう い つ た 囚人た ち もさす がに 復活祭が 近づ いて 来れば 子供 時代 のゥォ 

0  t  ふなうた 

ルガ 河 を 思 ひ 出す。 誰か e 獄窓に 几り か つて ゥ オルガ の欵乃 をうた ふ。 解け 初めた ®I の 嚷野を 復活 小の 鐘の音が <y 


_ いて 來る。 誰か t 獄衣の 袖で 淚を 拭いた。 す、 り 上げて 泣く 男が ゐる。 もう そこに はた t 一人の 惡入 もない。 「兄弟よ、 

^ みんな おれたち は不仕 合せなん だ！」 人 を 殺した の は惡入 だからで はない。 偶然の 不仕 合せだった の だ。 「神 さまの 

る 前に は 一人の 罪人 もない。 神 さまの 愛 は 無 た。 どんなに 人間の 罪が 大きくても 神 さまの 無限な 愛に くらぶれば 何で 

田 もない。」 かれは はじめて 露の 善人 を： 》^ た。 眞 人間の 姿 はぺテ ルス ブルダの 紳士 や 淑女た ちの 中には 見出せなかった。 

B かれは シ ベリ ャの 囚人の 中に 人間の 神秘 を 見た。 

X 

シ ペリ ャ から 歸っ て 來たド スト イエ フス キイの 文壇 生活 はまた 多難で あ つ た。 かれは 夜 も 晝も俊 鬼に 追 はれ、 i 

に 襲 はれながら も ペン を 握らなければ ならなかった。 文壇に 於け るかれ は 絡えず 嫉妬と 酷 許と に對 して ra はなければ 

ならなかった。 兄ミ ハイルが 莫大な 負 ii^ を殘 して 死んだ ので、 かれは 一 生 兄の 負债を 2. する ために も 自分の 健康 を 

殺しつ . ^働かなければ ならなかった。 しかも ミ ハイルの 娘た ち は、 この ありがたい 叔父に 對 して かって 感謝ら しい 感 

謝 を すら 示して はくれ なかった。 氣の 毒な ドスト イエ フ ス キイよ！ 

1 八 七 七 年 かれの 生涯の 友であった ネ タラソフが 死んだ 時、 かれは ネ タラソフの 葬式から 歸 つて 來て 妻に 言った。 

「わたし もやが てネ クラ ソフ の 後 を 追 ふで あらう。 その 時 はわた しはネ タラソフ と 同じ ノヴ ォデギ ツチ ^ の 墓地に 埋 

めて くれ。 わたし はゲ オル コヴォ の 墓地 は 嫌 ひだ。 あすこに は 口 シャの 文 mHf? たちが 埋 つて ゐ るから。」 と。 いかに 

かれが 友人 ネ タラソフ を 愛して ゐ たかと いふ ことが わかる。 同時にい かに 終生 か れを 酷評し た 口 シャ 文壇の 入々 惽 

んでゐ たかと いふ ことが。 

6 一  < 八 一年の 臨終の にかれ は 子供達 を 枕邊に 菜め て、 

1 「どこまでも 神 さま を 信じ、 神 さまの 愛 を 信じなさい。 わたし はお 前た ち を 愛した が、 神 さまの 愛 はわた しな どの 愛 


と は 比較で きぬ ほ ど 廣大無 邊な愛 である C 一生のう ち 不幸に して 罪 を 犯す ことがあっても 祌 さま を 忘れ て はなり ませ 

ぬ。 お前た ち は 神 さまの 子な の だ。 わたしに 柔順であった やうに 神 さまに 柔顺 でなければ なり ませぬ。 いつも 神 さま 

と へ * な， J 

のお ゆるし をお 祈りなさい。 お前た ちが 神 さまの 前に 罪 を 侮い さへ すれば 祌 さま は 聖書の 中の 譬喩の 放蕩息子と 同じ 

やうに お前た ち をお ゆるしな さる。」 と。 

ドスト イエ フ キイ 生涯の 作品 を 通じて の 中心思想 もまた これで あつたと 思 ふ。 人間の 世界に は 罪 も あり、 惡も ある。 

しかし 神の 前に は惡入 も 罪人 もない。 「お 互に 不： i£ 八：； せなん だ。 人 を 憎んで はならぬ。」  . 


わたくし は 翁に タゴ 1 ルに關 して 「聖者の 生活」 とい ふ 本 を 書いた ことがあった。 ところが 不幸に して 

出版社が いつの 間に か 解 してし まった ので、 わたくしの 著作 は 絶版に なり- わたくしの 手許から もい 

つの 問に か 失 はれて しまった。 著者と して はたと ひどん なに 小 ひさな 著作で あらう とも- かって 存. 1 ヒし 

たも Q が 影 も 見えなくなる とい ふこと はかなり { おしい ことで ある。 わたくし はす ゐ ぶん 長い間 市中の. ft! 

本屋の 店頭に 立って は 「聖者の 生活」 を さがして 歩いた が、 つ ひに 發見 する ことができなかった。 そのう 

ちに 大正 十二 年の 大震災と なり， いよく 十 2 本 を さがす こと は 望み 少なに なって しまった。 たま （-柬 

海道 島 田の 舊家 である 友人 八 木 氏の 家に 「聖者の 生活」 が ある こと を 知った ので 乞 ふて わたくしの 害！！ に 

ゅづり 受ける ことにした。 

たまく 出版社よりの 希望 も あり- ふた \ぴ 「聖者の 生活」 を 世に出す 決心 をした。 しかしい よ と. 

いふ 通び になれば 自然、 相 應の慾 も手傳 ふて すこしで も 纏った ものにし たいとい ふ考 から、 「聖者の 生 

活」 に は 入れて なかった 評論 を 持って 來 たり、 未發 表の ま， - にして 澄いた もの も 入れたり、 新しく 筆 を 

執った もの も 加へ たりと いった 風で、 いっと はなしに 元の ま、 の ものと は餘 Si 內容に 於いても 量に 於い 


ても異 つた ものが 出來 h つてし まった。 無論 除いてし まった もの も ある。 そんな 關 係で 本の 標題 も 全然 

異っ たものに してし まった。 詩 はさきに は 「ギ タン ジャ リ」 の もの、 み を容れ てあつた が、 この 集に は 

「キ タン ジャ リ」 の 詩 もさら に十篇 だけ 新ら しく 加へ、 「園丁」 と 「新月」 のなかの 詩 を も 添へ る ことに 

した。 

タゴ ー ルの 「一 百 葉」 は. タゴ， -ルの 曾 葉 そのもの、 解說 といった 意味で 讀ん でいた きたい。 短い クオ 

1 テ ー ショ ンを 挿んで 愚見 を 述べた ものである。 

この 貧しい 著作が タゴ ー ルを 愛する 人た ちに 對 して タゴ ー ルの 一 片影 を も 語る ことができれば 幸で あ 

る C 卷 尾に かれの 著書 竝に參 考書を か、 げて 置く ことにした。 

昭和 四年眷  ， 

著  者 
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旅の 詩人 

かれは 所詮 靜 かな 朝の 街の 詩人で ある。 渡し場の 詩人で ある。 雨の 暮れ方の 詩人で ある。 S 河の 葦の 萁 れの 音が 

生んだ 詩 入で ある。 祈りの 詩人で あり、 愛と 子： S の 詩人で あり、 瞑想の 詩人で ある。 

アイルランド の 1 が 夢 多 い シン ゲ の 詩 を 生んだ やうに、 印度の 自然 もまた 夢 多 い タゴ， ル の 詩 を 生んだ。 ことに 

m 黒い ァ ング ロサ クソン 民族に 謎 迫せられ た不 串な 民族の 中から 生まれた 詩 入と して、 ！^かに燃ゅる#£^^の思念とと 

もに ゆたかな. S 日 夢 を 持つ て ゐる。 

かれは 所詮 まどろめる 夏の 朝の 詩人で ある。 かれは 冬の 夜の 嵐の 詩人で はない。 かれが うた ふ^ 界は 四月の 朝で あ 

る。 五月の 森の 祭の 夜で ある。 蓮の 花に そ、 ぐ 小雨で ある。 牛 を 運ぶ 娘で ある。 お 寺の 鐘で ある。 

かれは 夢の 世界に 生きる が ゆ ゑに、 かれの 世界で は 郵便配達 夫 も、 渡し守 も、 市場に 行く 女た ち もみな 夢の 國に住 

む 者の 美し さと 尊 さと 落 jw きと を 持って ゐる。 路傍に 忘れられた 花 籠に はた ー楚の 花が 凋んで ゐる。 それすら がか 

れの 詩の 国で は la の 微風に に 見えぬ 神の 國 のさ & やき を さ 、やい てゐ る。 

「わたし はこの 世界の 變 宴に 招かれた。 だから わたしの 人生 はこん なに めぐまれ たの だ。 わたしの は 見た、 わた 

しの 耳は聽 いた。 

わたしの 榮器を 鳴らす の が、 こ の 饗宴 で の わたしの 役目であった。 わたし はでき る だ け の 役目 を はたした。 

さて、 わたし は たづね る、 もう 時は來 たの だら うか？ わたし はは ひって 行って い、 の だら うか、 汝の顏 を 見、 

わたしの；！^ 默の挨 拨を汝 にさ、 げる ために-ご (ギ タン ジャリ ) 
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か れは かれ 自身 詩人と し て祌 によって 生み 出された こと を 知 つて ゐる。 かれは 詩人なる が ゆ ゑに 歌 ふ。 何 ゆ ゑ に 生 

きなければ ならぬ か、 何 ゆ ゑに ？ぱ はなければ ならぬ か。 かれに はォブ nl モフの 入 生に する 疑 ひ はない。 かれに と 

つて 生 そのもの は絕對 である。 ブラ ァ マに よりて 作られた る もの 一 つと して 意味な きもの はな い。 1 粒の 砂 も、 一片の 

スぬ 粟の 花 も、 他愛 もない 兒の 片言 も 量り 知れぬ ブラ アマの 智慧 を 持って ゐる。 言葉 を 語って ゐる。 この に 於い 

て かれは ウィリアム. ブ レ-ク に似て ゐる。 かれの 「新月」 は 直ちに ブレ ー クの 「無 邪 淸淨の ^i」 を 聯想せ しめる。 

そこに は 嬰兒の にの み 惠 まれた る 知 s 慧がぁ る。 言葉の 光りが ある。 

「子供ら は 砂で かれらの 家 を 建てる。 そして の 貝殻 を もて あそぶ。 萎れた 木の 紫で かれらの 小舟 を 編んで、 うれ 

しげに はてし もない 大海に 泛 かべる。 子供ら は 世界の 海邊で 遊ぶ。 子供ら は 泳ぐ すべ を 知らぬ。 子供ら は 網 打つ 

すべ を 知らぬ。 露珠 取り は e: 珠 のために 水 を 潜り、 商人ら は 船に 帆走る に、 子供ら は 小石 を 集め、 小石 を 撒く。 

子供ら は a され たる 寶を さが さない。 子供ら は 網 打 つす ベ を 知ら ぬ。 

はてしなき 世界の 謹に 子供ら は ふ。 あらし は 道な きさに さまよ ひ、 船は路 なき 永に 難^し、 死 は滿ち 充てる 

に 子供ら は 遊ぶ。 はてしなき *1 舁 の海邊 に 子供ら の 大きな 集會が ある。」 (海^53で) 

これらの 詩 は 直ちに ブレ ー クの 「® する 草原」 や 「子守唄」 を 聯想せ しむる。 

朝の 太陽が 昇る 時 子供ら の 1 外に はた 喜びの みが 湧く。  {> ^は 幸福に 惠 まれ、 樂しき 錢が 鳴り、 赛は よろこび 迎へ 

られ る。 雲 街 も賴も 子供ら の 生活 をめ ぐり てうた ふ。 太陽が 草原に 沈む 時、 草原が 灰色に 暮 る.^ 時、 子供ら の 遊戯 は 

終り、 子供ら は 母の 膝に 眠り、 小鳥ら は巢 に。 

そこに は 大人の 世 の 憎み もな く、 悲しみ もな く、 恐怖 もな く、 死す らもない。 た 子供ら は 遊び、 子供ら よ 眠る。 
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子供ら にと りて 陚 へられた 現實の 世界 は 唯一 絕對 の淨土 境で ある。 漁る こと を 知らず、 眞珠 取る こと を 知らないが、 

ぁ仁 

かれら は 神に よりて 賦 へられた すべての もの を 享！； 5- しつ & ある。 紡ぎ もせず、 織り もしない。 しかし 子供ら は 神の 智 

0 の 幸福 の ^界に 住ん でゐ る。 

「もし 僕が た V の 小 ひさな ハ 兒 だったら、 母ち やん の 赤ん坊で なか つ たら、 母ち やん はかう 仰つ しゃる でせ うか ( い 

けない ッ) て、 もし 僕が お 皿から 喰べ ようとしたら？ 

か あ 

S: ちゃん は 僕 を 追 ひ 出す でせ うか、 (あっち 行けい たづら の 犬 ツ子 ッ) て 言って？ 

そんなら あっち 行け、 母ち やん、 あっち 行け！ 僕い くら 母 ちゃんが 呼んでも 行き はしない よ。. そしてもう 何に 

も 母 ちゃんから もらって は^べな いよ。」 (思 ひや リ) 

わたくしたち はブレ ー クの 「黑 ん坊の 子」 のうちに これに 似た 少年の II 情 を 見出す ことができる。 

か あ 

「母さんが 木の 下で 僕に 敎 へて くれた、 熱い お 日 さまの 前に 坐って 

母さん は に 僕 を 抱へ て キッスして くれた  • 

そして 東の 方 を 指して かう 語り はじめた。」 

黑ん坊 の 子 は 神の 國の 言葉 を 語った。 それ は黑ぃ 人間と 白い 人間との 愛に ついて あった。 思 ひやり につ いて あ 

つた。 ブレ， 'クの 子供 はいつ も 東の 國の 智戀を 語ろ。 

子供ら はいつ も 大人より 賢い。 

タゴ ー ルの 子供ら もまた わたくしたちに 東の 國の 智慧 を 語る。 

まさに 死の 世# に迎 へられよ うとして ゐる 子供 は その 母に 向つ て 言 ふ。 

から 

「寂しき 夜明けの 褪せ ゆく 暗の なかに、 母 ちゃんが 寢 床の 赤ん坊 を 抱かう と 腕 をのば すと き、 僕 は 言 ふ、 (赤ん坊 は 
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ゐな いんです よそこに は！) 母ち やん、 僕 は 行きます よ。 

僕 はやさし い 一息の 空氣 になって 來 ませう、 そして 母ち やん を劬 はって あげよう。 また 僕は號 ちゃんが g み をす 

か あ 

る 時 は 水の なかの 波紋に なって、 幾度 も 幾度 も 母ち やん を 接吻しょう。 

あら しの 夜、 雨が 木の葉 を 叩く とき 母ち や ん は寢 床に 僕の さ 、 やき を聽く で せ 5、 そし て 僕の 哄笑が 開かれた 窓 

から 稻 妻と 一 緒に 母 ちゃんの 部屋へ S いて ゆきます よ。 

もし 母 ちゃんが 目 を さまして やすんで おいで だったら、 赤ん坊の こと を考 へて 夜お そくまで。 そしたら 僕 は 星の 

か あ  ^£ 

上から 母 ちゃんに， つたって あげる よ (お眠り 母ち やん、 お眠り 0) 

空 を さ迷って ゐる 月の 光りに 乘 つて 僕 は 母 ちゃんの 寢 床へ そっと は ひって 行く よ、 そして 母 ちゃんが 眠って ゐる 

間 は 母 ちゃんの 胸に やすんで ゐ るよ。 

まぶ 

僕 は fs. & になる よ、 そして 母 ちゃんの 瞼の 小 ひさな 窓から 母 ちゃんの 眠りの 淵へ 滑り込ん で 行く よ。 そ し て 母ち や 

んが眼 を さまして きょろきょろ そこいら を 見 ま はす 時、 また > いて ゐる tcA の やうに 暗がりの なかへ 飛ん で^げ る 

よ。」 (8) 

その 幻想 的な gf に 於いて， その 末 g 神 經の柔 かさに 於いて ブレ ー クの 「搖 藍の 歌」 を 想 はしめ る。 

かれは その 性格の 全幅に 於いて 人間愛の 瞑想の 詩人で あるが、 その 一 而に 於いて 燃 ゆる やうな 反抗 者の 熱情 を 持つ 

てゐ る。 英 國に對 する かれの 憤り、 歐洲の 近代 文明に 對 する かれの 呪 ひ は、 恐らく 一生 を 通じて かれの 心頭に 燃 ゆる 

であらう。 

かれは 美しい 詩を歜 ふ。 かれは 靜 かに 哲學を 論ずる。 けれども 一度 談英國 の 暴政に 及べば 全然 人 を 異にした るかの 

やうに 激し、 論ずる。 かれが かって 日本に 來、 支那 を 訪ね， さらに 再び 日本 を 訪ねよう として ゐる 心中 を 察すれば、 


紫 a と 詩の' レー ゴタ 


167 


(しかも 日本に 於いても、 支那に 於いても かれの 天才に ふさ はしい 歟 迎を與 へられた か 否か は 疑問で あるが、) 何とな 

く 亡國の 民の 寂し さ を 感じない では をれ ない。 

かれは 何のた めに 二度、 一ー一 度 曰术を 訪れる のか。 かれは アジ ャ 民族の 一人と して 少 くも、 詩人ら しい 大きな 理想 を 

持って ゐる。 しかし かれの その 理想 はや X も すれば た 1 つの 美しい 夢と して 迎 へられよ うとして ゐる U 

かれは 永い 問、 歐洲 入に 虐げられた アジ ャ 民族の 一入と して、 憤りに 驟 えて ゐる。 かれの その 愤 りが、 かれ をして 

最も く  H 本人に 接近せ しめよう として ゐ るので はない か。 

かれの 詩 も、 かれの 理想 も 立派な 夢で あるか も 知れない。 けれども 夢に しても、 それ は 地上に 於け る 最も 大きな 夢 

である。 最も m 化された 夢で ある。 

詩 を 失 はんとして ゐる 現代の 日本人に とりて、 美しい 詩を聽 き、 大きな 夢と い 智慧に ついて 考 へる こと は 必要な 

ことで ある。 

あまりに 現 ® 的な H 本人の 間に 來 りて 靜 かな 恆 河畔の 草符を 吹かん とする 敬愛すべき 旅の 老 詩人 を われ/、、 は溫か 

い 心で いた はらう ではない か。 
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タゴ ー ルの 生活と 思想 

「わたし はお 前 を 愛する、 わたしの 黄金の ベンガル。 お前の S は 何時も わたしの こ、 ろの 立 琴 を 奏で \ゐ る。 春に な 

れば お前の 芒 果の森 は 狂 ほしい 花の香 を 吐く、 そして 秋に なれば お前の 收 獲の 野 は 爛熟の めぐみに ほ、 笑む。 わたし 

の 母 鄕！」 (黄金の ベン^ル〕 

一 八 六 一 年 五月 六日 かれは 「黄金の ベンガル」 に 生まれた。 嬰兒は 土地の 習慣に よりて 唱 咏の靜 かな 旋律の なかに 

世舁の 光り を 浴びた。 印度の 子供た ちが 學 校に 入って 最初に 敎 へられる もの はまた 詩で ある。 「世界の 恐怖 を；^. 聖 にす 

るニ大 天福 は 詩の 甘き 紳酒を ふこと &善き 友 を 得る ことで ある。」 恐らく タゴ ー ルが 最初に 敎 へられた 言 紫 はこれ 

であった であらう。 

印度 近代の 宗敎舁 の 偉人 「大聖 デ， エンド ラナ アト • タゴ， 'ル」 に は 七 入の 男子と、 1 一； 人の 娘が あった。 かれは その 末 

子と して 生まれた。 「詩人 は 生まれながら にして 美し」 とい ふ 言 紫 はタゴ 1 ルに 最も 好く 適した。 かれの 詩と 共に かれ 

の 卖貌は 印度 國 C に 有名であった。 かれの 父 は 多く は 守が ち であ つたので、 かれの 敎育は 主と し て 殘 酷な 召し 使 等 

の 手に 委ねられ てあつた。 かれ 等 は K 視の 面倒 を 省く ために 多く かれ を 一 室に 閉ぢ こめて 置いた" 時として はかれ を 

罰する こと すらあった。 かれ 等 は 室内に 白堊の 圆を 描いて、 その 調の 外に 出て はならぬ と嚴 命した。 幸に S は 窓に 近 

く 描かれた の で、 少年 はお ^ を 透して 花園 を 見る ことができた。 また かれは 窓 を 透 して 牛 a: 寶 りの 老人 や 花 賣娘ゃ 托鉢 

惜を 見る ことができた。 かれは その 孤獨 のうちに ありて、 疾 くも 大自然の 胸に 抱かる、 の よろこび を 感じた。 かれの 

戲曲 「郵便局」、 詩 「園丁」 に 最もよ く當 時の 面影が ばれる。 
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「朝、 わたし は 時々 語る こと もで きぬよろ こ ひが わけもなく わたしの 胸に れ たの を記懷 して ゐる。 全世界が 神祕 

に滿 たされた やうに 感じられた。 わたし は 毎日 小 ひさな 竹の杖で 地 を 掘った、 神 祕を發 見す る ことができ ると 思って。 

あらゆる 実し さ、 快 さ、 または この 全世界の 香、 あらゆる 人々 の 動めき， .w のどよ めき、 風の 響き、 庭 圜の揶 子樹、 

^|畔の 榕樹、 水の 上の 木蔭 花の 朝 の 驚り 11 すべ てこれ S 寸の もの はわた し と 友情 を 結ぶ ため に 色々 な 形 をと つて 現 は 

れて來 た。 そして、 そこに は 或る おぼろげに 認識す ろ ことので きる 责 在が あるの だと わたし は 感じた。」 

かれは 少年 期 を 追憶して かう 語って ゐる。 この 自然の 詩 入に とりて 學校は 「牢獄」 であった。 「恐ろしい 病院」 であ 

つ た。 かれが 初めて 詩 をうた つたの は 五歲の 時で あつ た。 

「水 は 落ちる 

木の 紫 は そよ ぐ」 

これが 最初の 詩であった。 かれは 生まれながら にして 自然の 詩人であった。 學 校に 於け る 成績 は 群を拔 いて ゐ たが、 

Is 々敎 肺に は愤 まれて ゐた。 かれは 教師の 問に 對 して 沈默を 守って ゐる ことが 多かった。 父 マ ハル シが 旅行から 歸っ 

て 來た時 かれは その子の 性質 を 知った。 父 は ヒマラヤ にかれ を 伴 ふた。 ヒマラヤと いふ 一 言 はかれに 對し てこの 上 も 

ない 解放の よろこび を與 へた。 かれは 靑&の 手帳と 鉛筆と を携 へて、 黄金の 刺繡を 施した 糯 子の 精子 を 冠って 仕 立 卸 

しの 衣 を 着て、 故 鄕に歸 る 心で ヒマラヤへ 向った" かれは 綠 草の 上に 雨脚 を 伸ばして、 若い 椰子 樹 の 藤に 詩 を 作った。 

そして タ ごとに 靑ぃ 手帳 を 出して 敬虔な 詩 を 父に 聽 かした。 かれは 十一 歳の 時ヒ マ ラャ にゐろ 間にべ ンガ ル 語の 本 は 

大抵 讀ん でし まった。 十二 歳の 時 母 を 失った ので かれの 心 は 1 層 自然 を あこがれる やうに なった。 ヒ マ ラャを 下りて 

かれは カル カツ タの學 校に やられた が、 こ \ でも かれの 舉校 坐活は 不成功 であった. かれは 追 ひ やられる やうに して 

ロンドンに 行った が、 一年 經 たずに 懐し い ベンガルに 舞 ひも どって 來た。 
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かれは 十六 歲に 達した。 かれの 少年 期の 森の 神 な 幻影 はかれの 心から 消えて 行った。 かれは 靑 春の 杯に 紅の 酒 を 

歜ふ 詩人と なった。 幻想と 戀 愛と はかれに とりて 生活の すべて V あった。 絹の 衣、 ^行の スタイル、 白熱の if 戀の 

敬 はかれの 十六 歳から 二十 二 歳に 至る 數 年間 を 彩る ものであった。 

「わたし は 走る、 か れ自せ の 香に 狂醉 して 森の 小 蔭 を宠ろ 薛番 鹿の やうに。 

夜 は 五月な かばの 夜で ある。 

徵風は 南の 微風で ある。 

わた し は 道 を 失 ひさ 迷 ふ、 わたし はわた しに られぬ も の を もとめる、 わ た し はわた しが もと めぬ もの を 得る。」 

i  丁) 

「戀、 戀、 友よ、 戀 のみ。」 かれに とりて 戀は 神で あり、 自然で あり、 人生の すべて やあった。 かれの 詩集 は 古き 印 iK 

思想家の 問に 大 なる 物議 を鑲 した。 かれは バ イロ ンゃシ エリ， の浪浅 主義 を^ 入す る ことによ りて 印度の 靑年を 毒し、 

m 德を破 S すろ ものと 非難せられ た。 

けれども かれは 終に 自然の 子であった" かれは ふた、 び靑 春の 杯 を 捨て、 心 靈の國 に 立ち 露った。 かれの 戀 はやが 

て 神に 對 する 議虚 なる 心の 1：；： 順と なった。 

「おう、 汝は 今朝 何とい ふ 變 りかた をして わたしの 前に あらにれ たの だら う！ 昨夜 汝 はわた しの 快樂の 花園の 戀人 

であった。 そして 今朝 は聖 なる 女神の やうに 見える。」 

それ は 或る 朝の ことであった。 かれが B の 光り を 見て ゐた 刹那に、 かれの 跟の紗 が 急に 取り除かれて、 全世界が 光 

耀に充 ち 音 樂に满 へられた。 布 の 家々 も、 嬉 遊して ゐる兒 童 等 も、 すべてが た V 全き 光榮 のなかに 浸されて 見えた。 

この 醉へ るが ごとき 精 祌狀態 は 七 八日の 間 績 したと 言 はれて ゐる" かれは ァ シ シ の聖フ ラ ゾ シスの を K 感 した 
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のであった。 

「わたしの 全資 在が 再び 目 ざめ た、 わたし はわた しのこ M ろの 翹 望と 憧 情と を 制する こと はでき ぬ。 よ I 全^界 

わな- 

は その どん底まで も觀 いて ゐ る。」 

「說 明す る ことので きぬ 或る ものが 起った。 わたしの 全 實在は 覺醒に 疼いて ゐる。 そして わたし は 遠く 大洋の 召命 を 一 

聽く。 然り、 呼ぶ，' 呼ぶ ー 大洋が 呼ぶ-」  」 

「わたし は來 る、 わたし は來る 11 どこに かれは あるか、 どこに かれの 鄉は あるか！ わたし はかま はぬ、 わたし は 

この 世界に わたしの 生命の 水の 最後の 一滴 を灑 がう。 そして やさしい 敬を唱 はう。」  ^ 

「けれども 今、 た 一  羽の 鳥が 荒野から、 無限な 天福の 大洋の 岸邊に 行く 道を敎 へて 吳れ た。」  _ 

【靜 かな 軟風が 吹く、 そして 光りが あらゆる 方面に ほ、 笑む、 そして涯しなぃ{-^1がかれ等を見まもる。 わたし は 再び 

周 国 を 見 ま はす、 そして 自然の 偉大な 示現 を 見る。」  ^ 

かくして 三十 歳の かれは 旣に 聖者と しての 生：！ 5 に 入った。 かれの 詩 は 「園丁」 時代から 「ギ タン ジャ リ」 の 時代 Ji| 

は ひって 行った。 そこに は靑 の 換惱は 去って、 沈 靜な隱 者の 仄かな 祈りの のみが 聽 かれた。  一 

雨 ふる 七月の 深い 蔭に、 密 やかな 楚音を もて 神 は ゆむ。 夜の やうに 沈默 してす ベての 監視 をのが れつ. 1。 一 

「森 はかれ 等の 歌 を 止めた、 扉 は 家 ごとに 鎖され て ある。 汝は 人な き 街の 寂しき 旅人で ある。 おう、 わたしの たど 一一 

人の 友、 わたしの 最も 愛する ものよ、 わたしの 家の 扉 は 開かれて ある 11 夢の やうに 通り過ぎて はならぬ。」  一 

この 精神 生活の 革命 期より して さらに 十餘 年間 はまた かれに とりて 政治、 經濟、 酖會的 活動の 時代であった。 一九 

〇 七 年 を 境と して かれは 資社會 から 遠ざかった。 そして 專ら 印度 民族の 精神的 人格 的敎 育に 眼 を 注いだ。 愛と 自由と 

によれる 敎育 はかれの 理想であった。 詩 菜 「新月」 に 於いて わたくしたち は 教育に 對 する かれの 鋭い 諷刺 を；^ 見す る 
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ことができる— 

初めて サン チ -1 ケ タンの 學 校が 建てられ たの は 1 九 〇 二 年であった。 舉童 はた 乞 一一 一 人 或 ひ は 四 人であった。 そこに 

，は 敎镜 もな く、 椅子 もない。 JE 下に 席 を 敷いて かれ 等 は できるだけ 單 純な 自然 的な！ ^〈育 を 授けられる。 教育の 主 K と 

し て は、 兒童は できるだけ 多くの 植物と 接しなければ なら ぬと いふ ことで ある。 それによ りて か れ等は 自然と の 交通 

を 全くし なければ ならぬ。 

教師と 學生は 毎朝 四時 半の 鐘に 起きる。 かれ 等 は 「宇宙の 神」 を 讚咏 しつ \ 务-: a の. 1 床 を 片付ける。 森の 烏 はかれ 

等の 合唱に 合 はせ て 朝の 歌を唱 ふ。 かれ 等 は 雪白の 宽袍を IS て 靜觀と 祈りの 座に 藩く。 朝の 食事 は 極く 僅かの 米と 牛 

乳の やうな もので 濟 ます。 諜業は 七 時半に 始まる。 生徒 は 各 E に 席 を 持って 樹の 下に 坐る。 一冊の 教科書 もない。 そ 

して 文學、 歷史、 地理 を 習 ふ。 敎師は 生徒 十 人に 一 人の 割合で ある。 或は 1 人の 生徒で 一 級 を 作る こと も ある。 午前 

十 時 三十 分に かれ 等 はまた 歌を唱 ふ。 の 後 S 弟携 へて 附近の 流れに 晝の沭 浴に 出かける。 沐浴の 後 かれ 等 は 再び 

唱ふ。 第二の 食事 は 十一 時半に 行 はれる。 午後の 二 時まで は隨 意に 鬪 fsf; に 入って 讀書を 允され る。 二 時に また 學生 

は樹 下に 集まる" 課 築 は 四時に 終って、 學牛； 等はフ ー ト. ボ ー ル、 テニスと 思 ふが ま、 にさ わぐ。 テニスで は 多くの 力 

ルカ ッタの ティ —ムを 破った。 生徒 は 寒暑に 5g へる. ^5 うに 訓總を 施される。 一 曰にニ十§^を歩かせられることもぁろ0 

また 冬と 誰も 靴 や 靴下 を W ふること を 允され ない。 この スパ ル タ式敎 育法 は 非常に 學 生の 健康 を 滑した と 言 はれて ゐ 

る。 音 樂は サン チニケ タンの 學校 では 最も 大事な 課業と なって ゐる。 今 Rr ホルブ， ルには 百 九十 入の 生徒と 二十 人の 

教師が ゐる とい ふこと である。 こ X に は 一群の 少年が 文 學ゃ詩 を 論じて ゐる。 そこに は 昆蟲の 發達を 見守って ゐる。 

かしこで はまた 1 群の 少年た ち は 鳥と 家 咨の飼 藥 に 夢中に なって ゐる。 

さて 以上 はかれの 生活の 1 面で あるが、 fiC にかれ の 思想の 傾向に ついて 述べよう。 口 マ ン •  口 オラン は その 著 「ミケ _ 
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ラン. セ &」 の 序の 中に わたしたちに 山上の 巡禮 をす & めて ゐる。 山中の 巌は强 い、 けれども わたしたち は そこに^ら 

しい 光りと {4- 氣とを 持つ ことができる。 かれの 血管 は淨 めら れる。 かれは 山上に 於いて 永遠 性に 接する ことができる。 

かれは. 神 靈に醉 ひつ. -山を 下る。 そして 平原の 人々 に 心 靈の糧 を 頭ち 與 へる。 タゴ I ル はたし かに 嘗て 山上に 立った 

一 人で あらう。 かれは また 巷に 下って 與 ふるの 生活 を よろこびつ ある 1 人で あらう。 

詩人と しての かれは 他の 多くの 祌祕的 傾向の 入々 と 等しく 幻想の 中に 心 靄の 世界 を 見出した ァ ー サ 1 • シ モン ズが 

ゥヰリ アム. ブ レ ー クを 評した や， つに、 かれ も 亦 眼 を もつ て 0 然を 見る とい はんより は 眼 を 透して 自然 を 見る 詩人で あ 

る。 しかし かれが 他の 多くの 浪； 的な 神祕的 傾向 の 詩人に 異なる ところ は、 かれが 巷の 入々 を 忘れ 得な かった ところ 

にある。 かれの 心 靈は絕 えず 山嶺 の 光りと 風と に 浸されて あつたが、 その 足 はいつ も 平原の 入々 を 忘れ る こと はでき 

なかった- そこに 宗教家と して、 社 會敎育 家と しての かれの 使命が ある。 

かれの 思想 を 研究す る 人々 にと りて 古代 印度の 哲學を 忘れる こと は できない が、 さらに §,r 接な 關係を 有すろ もの と 

して 近代 印度 宗敎界 の 革命 兒ケ シャブ • チャンドラ. セン を a- のがして はたらぬ。 けれども その 詩、 その 愛の 哲 mi- に 於 

いて 一 層 主なる 影響 を與 へたる ものと して 詩人に して 宗教家た るコビ ー ルを 逸して はならぬ。 

一 四 四 〇 年の ころ 囘敎 徒を兩 親と して 生まれた K しい 機 織 の 一 子 こそ 近代 印度 神秘主義の 興味 ある 詩人、 宗教家 

コ ビ I ル であった。 かれは 十二 世紀に ラ マ ナンダが 起した 南方 印度の 宗教改革 を 十五 世紀の 北方 印度に 裔し たもので 

あった。 その 蓮 動 は 吠 陀哲學 の主智 主義に 對 する 心情の 革命であった。 「神秘的 愛の 宗敎」 の 復活であった。 當時 印度 

に は 二つの 思， 潮が 流れて ゐた。 古代 印度 思想と 西方より 輪 入せられ たべ ルシ ャ神祕 主義の 狂 熱 的 詩であった〕 この 二 

つ を統 一 して 愛の 宗敎と 愛の 詩と を-築き上げ たのが コビ ー ル であった。 かれは 萬 有の なかに； S を 認めた" 

「わたしたち は 神 を もとめて 透く に 行く 必要 はない。 かれは 到る ところに ありて、 その 發見 せられん こと を 待つ てゐ 
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る。 自己 を 正しい とする 聖 なる 人よりも、 洗濯 女 や 工匠に 一層 神 は 明かに かれ 自身 を 示現す る。」 

かれは 萬 有に 存在す る 祌を說 くと 共に、 P ぶ 3- の ごとく 柔順なる 心 を 所有す る 人の 福 昔 を 述べた。 さらに かれは 言 ふ。 

「友よ 肉體 はかれの 立 琴で ある。 

かれは その 絃を しめる。 そして その 鼓から ブラ アマの 旋律 を 流れし める。  . 

もし この 絃が 切れ、 この 鍵が 緩むならば、 この 土の 樂器は 土に 歸ら なければ ならぬ。 

た V ブ ラ アマ のみが それの 諧調 を" ir ひさます ことができる。」 

かれに とりて 人類 は 神の 自己 資 現の 器であった。 入 間 は 神の 創 #3 的 戯曲の 俳優であった。 神 は 人類 を 透して、 莴^? 

を 透して、 かれの 創造、 實 現の 歌を唱 ふ。 

「無限の 笛 は絕ぇ 間な く 吹かれて ある U その 饗は 愛で ある。」 

「お前 は聽 かないの か、 奏でられぬ 樂 器の 諧律 を！ 室の 眞 中で 法 悅の立 琴は靜 かに 快く かなでられて ある。」 

「そこに 見えない 鐘が 鳴り響いて ゐ る。」 わたしたち は それ を聽 かなければ ならぬ。 「そこにす ベての 大空が 樂の音 を 

もって 充 たされて ある。 そして 樂の音 は 指な く紘 なくして 奏でられて ある。」 この 無 終 無 指の 神の 昔樂 はた V 謙虚な 

心、 信 順な 心の 耳に のみ ひヾ く。 それ は 人間の 眼 を もって 見る ことので きぬ 世界で ある。 た 父 敬虔な 人 問の 心 靈をも 

つての み 感ずる ことので きる 實在 である。 かれは 祌を 見出した。 直感した" その 刹那 かれは 沈默 となり 無言と なった。 

但心 内に 湧き出る よろこび を 抑へ る こと はでき なかった。 かれは 神 を 見た る もの k よろこび を 人々 に與 へた。 かれは 

神に 醉 ひつ、 與 ふることの よろこび のなかに 生きた。 

今や r 內 なる 世界と 外なる 世界と が 一 つの 大 {4! と」 なった。 「無限と 有限と が 統一せられ た」 かれは 全の 絕對の 姿に 

醉ふ e 
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さらに タゴ ， ル の 性格 や 築き上げた 原因と して かれの 父 マ ハ ル シニア ンド ラナ アト. タゴ 1 ル を擧げ なければ なら 

ぬ。 「何物 をム 所有せ ず。 何物で もな く、 何物 を も 求めざる」 簡 と 自然 生活の. 裡に 神の 界を 見出した もの はデ， ヱン 

ド ラナ アト • タゴ ー ル であった。 かれは 言った。 

「今日、 わたしの 室に 塌を 持って 來 るな ー 

今 满 月が この 室に 充 ちて ゐろ ー」 

祌を 直感す る 聖者の 大歡 喜のう ちに、 かれが 听 有せし あらゆる 力と よろこびと を 隣人に 分ち 與へ たの もまた デ ズ ン 

ド ラナ アト • タ ゴ ー ル であった。 

さて かやうな 思想、 入 格 を W 景と して 生まれた ラビン-トラ ナ アト • タゴ， ルの 根本 思想 はまた ブラ ァ マと 人との 調 

和、 萬 有と 自我との 調和 を說 くもので ある。 言ひ換 ふれば 萬 有、 或 ひ は 神 を 背景と したる 自我の 絕對 M 現で ある。 自 

己の 周圍を 押し 擴げる ことによ りて 自己の 意識 を 無限に 深く し、 大きく する ことで ある。 宇宙に は絕 對孤獨 なろ もの 

はない。 わたくしたち は 蓠有を 抱かなければ ならぬ。 萬 有の なかに 自己 を 沈潜せ しむる ことによ りて、 自己の 心靈と 

全世界の 心靈 との 同感 共鳴 を 見出 さなければ な ら ぬ 。 

タゴ， ル に 言 はし むれば ァゼ ン ス の 都市 は 征服 的な 西 人の 思想 を 象徴して ゐる。 かれ 等 は 市の 周圜に 城壁 を 築いて、 

自然と 人生と を 峻別した。 文明と は 人間の 文明 を 押し 擴. ける ことによ りて 自然の 領域 を 狭く し、 蹂驪し 行く ことで あ 

ると 考 へた。 しかも 印度人の 思想 は 全然 これと 反する ものであった。 かれ 等の 祖先 ァリ ャ ン 人種が 初めて 印度 を發見 

した 時には、 印度 は 一面に 蓊戀 たる 大 森林 國 であった。 それ 等の 大 森林 はかれ 等が 神 を祀る 祭壇の 聖火 を供耠 し、 か 

れ等 のために 熱帶 地の 炎熱と 暴風雨に 對 する 避難所 を與 へた。 さらに t はかれ 等の 靜觀の 殿堂と なった。 印度人に 

とりて 自然 は その 姊妹 であり、 愛護 者であった。 西 入 は 自然との 爭鬪 征服のう ちに 入 生の 意義 を 見出さん とし、 印度 
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人 は 自然 との 調和の- h ちに 自己 現 の途を 見出さん とした。 

iSegi 人 は 入 類と すべての 動物と を 別した。 けれども これ は 蕾と 花と を ニッの 異なれる 範噻 のた かに E くと ：般で 

ある。 印度人 はこの 兩者 間に 斷っ ベから ざる 關 係の ある こと を 知って ゐた。 大地、 水、 光、 果實、 花.… 萬 有 は 最早 

やかれ 等に とりて はた 用の ためにの み 必要な ものではなくて、 かれの 自己 寶 現の 大 理想 を 完 ふせんが ために 缺 くべ 

からざる ものと なった。 恰かも 一 つ 1 つの 諧 律が 交響 樂に 必耍 である やうに、 一片の 花に も 宇宙 的、 心譴 的大交 縛樂 

の諧 律が 潜んで ゐる。 

宇宙 はすべ て 「心靈 より 心霤 へ」 の關 係に よりて 結ばれて ゐる。 野の花 も、 流る V 水も靈 なる ものである。 心靈は 

心 霤を喚 び^ます。 水 は 人間の 手を淨 める ばかりでなく、 かれの 心 靈をも よろこばせる。 萬 有の 心. K はかれの 心靈に 

錢 れつ & かれ を醒 ます。 もし 「この 界 とかれとの 血族 關係 を. S 現しないならば、 かれは 竿獄に 住める もので あろ。」 

「かれが m 有のう ちに ありて 永遠の 心 S に 避 返す る 時 かれは 解放せられる。」 かれは また 初めて 入 生の 意義 を； g する こ 

とが できる。 萬 有と かれ との 調和の 音樂 がそ の 刹那から 奏でられる。 

大 いなる 自然、 美妙なろ自然を^3ふて聖地を1~るかの遍路者の心は、 心靈の 世界に Si 和 を 出す 人々 の 心で ある。 

かれ 等 は 所有 を 欲しない。 たい？ お 一 調和の 力 を もとめる。 狭い 自我の 世界から 無限の 世お へと 調和 を 追 ひ 索む る。 嘗 

て は 肉食の 民で あつ た 印度人 が 菜食 を， 選んだ の はこの 「宇宙 的 同戍^ の 情」 を 藻 はん が た め であ つ た 0 

さて わたくしたちが 相 抱かん として ゐる蓖 有 そのものと わたくしたちとの 關係、 神と わたくしたちとの 關係 如何、 

神と は 何で あるか。 は 大空で あり、 水で あり、 星で あり、 かれ 自身で ある。 かれ を 創造せ る實 在、 かれの 勞作、 か 

れの 休息、 かれの 生死、 すべて を 支配す る 愛 そのもの は ブラ アマで ある。 

「汝 は大 である、 そして また 汝は戲 である。」 


葉 首と 詩の ル— イタ 


1S7 


個 我と ブラ アマとの 關 係は戀 人と 戀 人との 關係 である。 そして 愛は兩 者の 理解で あり、 調和で ある。 愛 は 解放で あ 一 

り、 理解で ある。  一 

かれの iir かれの 哲學は 愛 を もって 中心とする。 愛の うちにの み ブラ アマ は 示現せられ、 愛に よりての み ブラ アマ 一 

は 直 せらる > -。 かれの 第一の SS 介 者ヰリ アム. バ トラ ァ. ィ エツ はかれの r ギ タン ジ ャリ」 を 評して 言 ふ、 「かれの 一 

あらゆる 詩 中にはた 父 1 つの 間题が ある、 E く 神の愛で ある。」 と。  一 

世界 は 永遠に 一元で ある。 しかも それが 二つと なって 示現せられ る。 絕對の 世界 は 相對の 世界と なって 顯現 する。 ： 

戀人は 一 つで ある、 しかも 二つと して 對 立して ゐる。 すべて これ 等の 分離 は 愛の 資驗を 可能なら しめんが ためで ある。 

力 人 は その 愛する 人のう ちに かれ 自身の 他 我 を 見出す。 愛 はわた くした ちの 心 靈の故 榔に歸 り 行く た V 一  つの 道で あ 

る 0  一 

ブラ アマに 生きる 入の よろこび はたた 愛の 心 を 通しての み 得られる。 かれは 誰れ を も 偽つ て はならぬ、 惜 ん ではな 

らぬ。 怒りに よりて 人 を 傷 ふて はならぬ。 天上、 天下 かれは 萬 有 を 愛せなければ ならぬ。 起きて ある 時 も、 坐れ る 時 

も、 働け る 時 も、 臥した る 時 も、 眠れる 時 も かれは 世界の 愛の 一念 を 忘れて はなら ね。 「愛 はわた したち をつ. - める 萬 

有の 究 意の 意義で ある。 それ は 単なる 感じで はない。 それ は露理 である。 蓠 有の 根本的 敏喜 である。 それ は ブラ アマ 一 

から^^？^出る眞純なる意識の白光でぁる。」 

愛は與 ふるところに 無限の よろこび を 感ずる。 愛 は 自ら を 失 ふこと によりて 始まる。 愛 は そのす ベて を ブラ ァ マ！ j; 

さ >t ぐる ことによ りて 始ま る。 

rtn 已を與 へよ、 自己 を さ- -げ よ、 そこに. 眞理の 光りが 生まれる。 わたくしたち は 富まん がた めに 生まれた ので はな 

い。 たど 神を檨 《せんがた めに、 入 を 愛せん が ためにの み 生まれた。 人肉 嗜 食が 行 はれる 蠻界 にあり て は 人生 はた^ 人 
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肉を嗜 まんが た め に 存在す ると 考 へ られる であらう。 富 を 得ん とする ものに とりて は 世 はた ヒ富 のみに 意義 ありと 

せられる であらう。 しかしながら わたくしたち は 所有 は 制限で ある こと を 知らなければ ならぬ。 所有 は 部分的で ある。 

萬 有 を 抱かん とする もの は そのす ベて を禁 てなければ ならぬ。 無我 信愛の 心 を 持たなければ ならぬ。 

「わたしたちの 欲望 は 人間の 裡 にある 眞理 に對 して わたしたちの 目 を 盲に する。 これ こそ わたしたち 自身の 心 靈に對 

して 爲 される 最大の 惡事 である。 それ はわた したち の 意識 を滅す もので あり、 精神の 自殺で ある。」 

ブラ アマ に詣 らんと する 者の 第 一 步はブ ラ アマ に對 する 自我の 寄 奉で ある。 無論 かれは 自我の 絕對 尊嚴を 認める。 

「もし 吾々 の 個性に して 毀た れんか、 たと ひ 一 物質 一 原子 も 失 はれない としても、 個性の なかに 結晶せられ てあつた 創 

造的歡 喜は滅 する。 もし わたしたちが 自我の 特性 を 失 はんか、 わたしたちの 唯一 の 所有と 呼び 得べき 個性 は披產 しな 

ければ ならぬ。 わたしたちの 個性が 失 はれん か、 そ はまた 全世界の 損失で ある。」 しかも その 至高 至善の 自我 を 寄 奉す 

ると ころに 愛の結^ 債 値が ある。 人 は 自己 を さ ぐる ことによ りて 初めて 自己の 絕對債 値 を 知る ことができる。 自己 

の 建設 をのみ 說 いて 自我の 犧牲を 知らない 者 は、 網 を 編む に專 念して 漁る こと を 忘れた る ものである。 火 を 燃して 焦 

くべき のパ ンを 所有し ない 人で ある。 種子 は  一 K 地中に 自己 を 捨てなければ ならぬ。 こ i に 初めて かれは 全 大地の 惠 

み を 抱きつ k 光りと {tsa とに 浸される ことができる。 愚なる 雛鳥 は卵穀 ：2： の 暗 をば かれの^ 界の すべて^ あると 考へ 

る。 雛鳥 は その 卵殼 を壞ら なければ ならぬ。 個 我の みに 執せ る 者の 自我 は 呪 ふべき 牢獄で ある。 自我 は 祭壇に 竊牲を 

さ、 ぐるの 器と なされた る 刹那に 永遠に よりて 光 被せられる。 IS は その 油を續 ^ として さ、 ぐる 時 初めて 光 耀と歡 喜 

と を 感ずる。 燭は § せられる。 佛陀 の檨牲 {«: 我 厭離 は 畢竟 「愛の 擴充」 であった。 自我 をして 11 ブラ アマ を 背景 

とせず して 11 絕對 の價値 ある 如く 感ぜし むる もの は 人間の 無知で ある。 紙幣 は 銀行 を 背景と せず して は 何の 債 値 も 

持って ゐ ない。 ブラ ァ マ を根抵 とせざる. an 我は鋇 行なき 紙幣で ある。 1 つの 水甓を 抱いて 自我な りと 考 へる 者が ある。 
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しかも かれは その 水 の 重さに 苦しむ。 わたくしたち は 水 ffi を 捨てなければ ならぬ。 大海 そのもの & なかに 飛び込ま 

なければ ならぬ。 しからば わたくしたち は 水^の 重さ を 感じない のみならず、 却って 潮に よりて 押し上げら る、 の 快 

感 を資驗 する。 橫牲 は破壞 ではない。 さらに 偉大なる 建設と 調和との ためで ある。 

かれに とりて 愛 はまた 崇敬と n 一  である。 愛 は 神に 對 する 犧牲で あると 同時に 崇敬で ある。 

「焰 のなかに あり、 水の なかに あり、 全 *ls^ のなかに あり、 年々 の收 護の なかに あり、 常 綠の樹 のなかに ある 祌に我 

れは 額く。」 

神 を 意識 するとい ふこ と、 神 を 愛する とい ふ こと は 崇敬の 最 深の 感じに： i なら ぬ。 かれに とりて 最も 意義 ある 人生 

は祌 に寄窣 しつ、 神 をた \ ゆるの 生活で ある。 かれの 四肢が 神の 立 琴で あり、 かれの 歌が ブラ アマの 歌で あり、 かれ 

の 祈りが 神 を 追 ひもとむ る 祈りで ある 時、 かれの 生活 は 殺 も聖 なる ものと なる。 

「わたし は 知る、 汝 がわた しの 咏を よろこぶ こと を。 わたし は 知る、 わたし はたに 汝の 歌手と して 汝の 前に 来たり 

しこと を。   . 

唱咏の 法 悅に醉 ひつ、 わたし はわた し 自身 を 忘れる、 そして わたしの 主なる 汝を 友と 呼ぶ。 

今 曰、 H はわた しの 窓に 吐息と さ k やきと を 持って 來た。 そして 蜜蜂 は 花咲け る 森の 庭で か れら の 吟唱 を 勤め て ゐ 

る。」 

わたくしたち は 結えず 神 を あがめなければ ならぬ。 しかも 自ら 神の 扉に 立ちて 扉 を 明けなければ ならぬ。 神 は絕ぇ 

ず 扉の 前に ある。 けれども わたくしたちが、 わたくしたち 自身 扉 を 開く まで は 神 はわた くした ちの 室に はは ひって 來 

ない。 

「汝の 扉 を 開け。 わたし は 待って ゐる。 
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夜 明から 夜までの 光りの 今： tt の 船渡し は 終った。 

夕の 星 は 上った。 

お前 はお 前の 花 を 集めた か、 お前の © を けだか。  、 

そして 夜の ためにお 前 は 白い 衣 を 着た か？ 

家畜 はかれ 等の 羊 翻に、 鳥 はかれ 等 の^に 歸 つた。 

あらゆる 方面に 走る 十 路は晴 のなかに 一つに 溶けた。 

扉 を 開けよ わたし は 待って ゐ る。」 (喑 室の 王) 

「階 室の 王」 の 王妃 ス ダル シャナ は 自ら 立 つて 扉 を 明けなければ ならな か つ た。 しかも か の 女 はま だ 白日 の 光り の 下 

に 王 を 見る こと は 允され なかった。 祌は 最も 信 順な 心 を 要求す る 。わたくしたち は 嬰兒の ごとくなら なければ ならぬ。 

王： a ス ダル シャナ が 幾 十 里の 道 を 裸 跌で埃 を 浴びつ &歸 つて 來た時 王 は 初めて 王妃 を晴室 より 白日の 下に 出して 王自 

身の 顏を 見せた。 

「わたし は 今日 この 晴 室の 扉 を 明ける 11 遊戯 (犧 牲、 寄 奉) は 終った！ 來ぃ、 來ぃ、 わたしと 一緒に 戶 外に 來ぃ 

I ^りの なかに.'」 

暗室の 底に ありて わたくしたち は 姐ス ダル シャナ の 苦痛 を耐 へなければ ならぬ。 RI 我 抛棄、 愛の 擴充、 鎖 依 信 順 

の 心の 準備が 全くせられ たる 時 わたくしたち は 初めて 虞 資のブ ラ アマ を兑る ことができる。 かくの 如き 瞑默 苦痛 努力 

の 後に 見た る 白日 下の 世界 はすべ て 愛と 永生と に 充てる ものであった。 そこに は 死の 影 もなかった。 死 は 眠りで あり、 

休息であった。 大海 を 渡る 鳥 は 日光 を 浴びる であらう。 かれは これ を 生と 考 へたで あらう。 やがて 大海の 眞中 にあり 

て 夜が 來た。 かれは これ を 死と 想った であらう。 けれども それ はた r 1 時 的の 休息であった。 また 明 曰の 光りが あつ 
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た。 ブラ アマ を 意識せ る 人に とりて 生死 はた 明 晴の變 化の みで ある。 死 は 大空 を掩ふ 鉗靑の 色で ある" けれども ai- 

て sn 空 は 白い 翹を 染めた こと はない。 ブラ アマに ありて はた^ 生の みが ある。 死 は 幻影に 過ぎぬ。 

ブラ アマ に 生ける もの は 永遠の e: 由で ある。 かれは あらゆる 束縛 を よろこぶ。 立 琴 は それが 法則に よりて 束縛 せら 

る、 時 美しい 音樂を 奏でる。 束縛な きと ころに 創造の 自由 はない。 かくして 限られた る 天地に 無限の 創造 を かれに 示 

現す ろ。 

かれは 全人と なった。 かれは 卽ち 山上の 人と なった。 こ \ にかれ の 使命の 第一 日が 始まる。 かれは 神に 醉 へる 人と 

して 山 を 下る。 

「汝が 得た る issr 汝が 山上に 學んだ 寄 寧と IKK と を 11 世界 をし て 知らし めよ。」 

かれは 毬 に出づ る。 そして そこに 與 ふろ 者の よろこび を 感じつ \ 神 をうた ふ。 

タゴ ー ルは 今や この 巷に 下れる 聖 *T の 一 人で ある。 

さらに わたくし は 愛 SE 者と しての かれに ついて 1 言して 置きた い。 嘗て かれの 兄ジ ォチ リンド ラナ アトが 英 國 の 商 

と競爭 して 商船 航路 を 開いた 時、 かれは 熱心に 勞 役に 從 事した こと もあった。 かれは 「民お は その 詩、 00, 音樂 

の 興亡 につれ て 興亡す る」 ものた る こと を 信ず る ものである。 かれは 詩 を 以て 印度人の 民族的 精； f5 を 喚び 1； さう と し 

てゐ る。 かれの 愛 國の詩 は 到る 處に 5 たはれ てゐ る。 朝日が 金色の 光り を 投げ かける 時恆 河に 浴して ゐる 人々 の 群 か 

らも 聽 かれる。 朝の 街に かれの 歌 は 入々 の 眠り を さまして 祖國と 神へ との 奉仕 を敎 へる。 正午 格樹の 寂しい 雜 蔭に 牧 

羊 者に よりて 樹上の 鳥と 野の IT 畜と にうた はれる。 タ眞 紅の 太陽が 祖國の 平原 を 埋める 時 舟人 はかれの 詩 をうた ひつ 

つ 流れ を 下る、 農夫 はうた ひつ- - 家に *：!：5 ぐ。 國民的 さに も、 結婚に. *^、 宗教 儀式に も，， たはれ る。 王 は 宮殿に うた 

ひ、 £ 食 は 爆に 立ちて うた ふ。 
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「何ん とい ふみ じめ さで あらう。 (吾々 三 億 五 千 萬の 人類) が 吾々.： G 身の 母の 重荷 を 耐へ能 はぬ と は- …… 务人は 吾々 

a: 身の 母の 重荷 を 背負 はなければ ならぬ。 それが 吾々 の 義務で あり、 吾々 の光榮 である。 …… 一民 族 は 他の 民族の 本 

來の稲 利を懇 ふこと によりて 永久に 繁 u なること はでき ぬ。 英國は 印度 帝國の 所有に よりて 擎：！ になって ゐる、 しか 

ももし かれ 等が 印度 をして 弱から しむるならば、 その 偏頗な 利益 は永續 はしない。 英國 は英國 自身の 目的 を 壊る もの 

である o」 

英 國に對 する かれの 不平 はこれ である。 

「おう、 東 は 東で ある、 西 は 西で ある。 兩者は 決して 逢 はぬ。」 

愛國 詩人と しての かれは かくうた ふ。 けれども かれは 偏狭な 愛國 主義者で はな い。 かれは 國家 を； 迎 して 世界的 人類 

共同の 帝闕 建設 を 理想と する ものである。 

「ナイルの 岸に 生まれた る 季節風の 雲 は遙 かな ® 河の 岸を濕 ほす。 東 は 東で ある、 そして 西 は 西で ある —— 神 は然か 

命ずる 11 けれども 二つ は 親和、 平和、 相互の 理解のう ちに 會 せなければ ならぬ。」 

女灌 主張者 としての かれは また 詩人ら しき 見方 をして ゐる。 かれは 婦人 を以 て 最も 完全 に發 達せる ものと する。 男 

性に は 婦人に 見る ごとき 完全 はない。 婦人の 言語、 衣服、 動作 及び 義務に は 統一 の 連續が ある。 かれ 等は絕 えず 奉仕 

せられ 愛せられ てあつた、 それが 女の すべて V あった。 婦人 は 曰お も 完全な 藝術 である。 男性 は 散文で ある。 女性 は 詩 

である。 歐洲に 於いて は 力 は 今日の 社會の 標語で ある。 婦人 は 愛の 結婚 を 知らない。 かれ 等 は 美しき 衣と 家財と に 結 

婿す るので ある。 かれ等は印度の婦人を12^,^時男性の奴隸となった印度の婦人をぁはれむと言ふ。 けれども 印度の 婦 

入 ほど 男性に 愛せられ、 尊敬され たもの はない。 そして かの 女 等 も 亦 男性の ために その 家庭 をして 微笑と 快樂と 柔和 

と 愛と を 持た しむる ものである。 婦人 間 題 はタゴ ー ルに とりて はた t 愛の 一 點 によりて 解決 せらるべき ものである。 
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印度の 自然と タゴ ー ルの 詩情 

暨 かな 肖 然の恩 籠の なかにはぐ くまれた 思想が 自然に 對 する アド レ ェ シ ヨン や 驚異の 氣分を 深く 漂 はして ゐる とい 

ふこと は當 然の理 である。 かれの 思想 は 到底 ほ然を 離れて 考 ふること はでき ない。 

野 も 町 も 眩く ばかり 强烈な 色彩に つ k まれて ゐる。 森に は 人の 魂を醉 はしむ る ほどの 濃厚な 花の香が 湛 へられ、 野 

の 孔崔は 黄金の 翅を i& き、 螺蛑は 薄暗い 木立に 鳴く 印度の、 自然が その 國民 をして 自然に 對 する 驚異、 憧憬の 念 を 

^^んさせるのは將に然るべきことでぁる。 

かれの 哲學は 自然 を 透して ブラ ァ マ に詣 るの 哲學 である。 かれの 詩 は 自然につ 、まれた 生活と 戀と神 を 讚 ふるの 詩 

である。 かれの 哲學 とかれの 詩 は 悉く 自然 讚美 者の 敬で ある。 

わたくしたち はかれの 詩の なかに 織り込まれて ゐる 印度の 自然 を 想 ふ 時 そこに 常 樂の國 が あり、 倦怠き 歡樂 の戀が 

常綠 の凉 しい 木蔭に 永遠 の 神 祕を攝 いて ゐる こと を 知る。 

S ひる 

かれの 詩 を 透して 最も 深く 感じら る \印„5な^ 河畔の 春の 隨と、 盛夏の 正午と、 その 黄昏と である。 

11 一月の 微風！ 微風と いふ 言葉 ほど 熱帶 地の かれ 等に とりてな つかしい もの は あるまい。 森に も 葦の 間に も irol 河の 

川面 にも 南の 微風が 處女 的な 衣摺れ の 昔 を 立 つれば、 かれ 等の 胸 は 森の 歡樂を 想 ふ て 彼 打 つ 。 

一一 一月、 滿 月の 祭禮！ 夢 を 誘 ふ熱帶 地の 花の香が 息づ まる ほどの 執坳 な、 しかし 快い 刺戟 を 人々 の 胸に 運べば、 人 

入 は li な 春の 夜の 月影 を 踏んで 森に 入る。 そこで はまた 熱帶地 人の 魂 をと ろかす 强烈な 刺戟 を與 ふる 樂の音 が 奏でら 

れる 0 
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「一 S の 門が 開かれた U 來ぃ、 わたしの 春來ぃ ー 

お前 はわた しの 胸の 顦 くま \ に覬 くの だ、 わたしの 春來 い！ 

舌足らず の 木雜 のさ & やきの なかには ひって 來ぃ、 森の もの うげ な 吐息 の な かに ー 

お前の 明け はだけ た 外 袍で醉 ひどれ た 春風 を 手荒く 打って れ！ 

來ぃ、 わたしの 春來 い！」 

躍り 立 つ かれ 等の 胸 の 躍る ま、 にか れ等 は^ 面 を 走つ て IS ふ であらう。 

「若い 旅人が 朝の 齊薇. おの II のなかの 道 を 歩いて」 來れば 露 は 紅 a 石の 如く 碎け、 搾りの 女 は 忙しげに 川端の 小舍 

に 働いて ゐる。 

「女 の 環 飾が 道す がら 樂の音 を i; か して」 ゐる。 

「狭い うねり 道は涯 もない 罌粟の 野 を 切る、 そして 涯 しもない 芒 果の森 を。 路は 村の 傍 を 通る、 そして 川の 沒頭 

の 市場の 傍 を。」 

111 月の そよ風 は： g 斜の綠 に、 靑ぃ 並樹の 上に、 春の つぶやき を 倦 窓 さう に 繰り かへ して ゐる。 喬木の 据を 通ろ 鍺ぃ 

こ みち 

小徑に は、 

芒果の 花が 土のうへ に 落ちて ゐる。 

ざ わくと 漣 立つ 水 は 跳び 上って 階段の 上の 壺を 舐めずって ゐる。 

三月の 微風 はかれ 等に 忘れられぬ 永遠の 國を想 はせ る。 

夕^^^の影は^^まりっ 、家畜 はかれ 等の 羊 關に歸 る。 

光り は 寂しい 牧場の 上に 灰色と なり， 村人 は 岸邊に 立って 渡船 を 待つ てゐ る。 
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河畔の 久 しき かれの 生活 はかれの 詩 をして 極め て 水鄉. の 情 IKPa かなる もの と せしめ た。 

「渡 守り、 わたし を對ぅ 岸へ 渡して 吳 れ！」 

かれは 朝に 夕に j 砹船を 呼ぶ 旅人の を聽 いたで あらう。 鶚に 隱れて 行く 旅人の 寂しい 跫： Si;: が 何時も かれの ® かな ホ 

ス ビタリ チ 1 の 情調と なつ て泛 かんで ゐる。 

「芒果 は 村の 小徑 のうへ に はらく と 花 を 散らし、 蜜蜂 は 一 つまた 一 つうな りつ、 翔んだ。 

池の 傍の シゲァ 寺の 門 は 開いて ゐる。 罎拜者 はかれの 頌歌 を 始めて ゐ た。」 

かれは 芒 果の花 影に 立ちて 遙 かに {^ 想の 翅を 張る …… 恰 かも を 立つ 小鳥の やうに。 

かれは 芒果 の 花 を 浴び つ 、直感の 哲3^を語るでぁらぅ。 

芒果の 花に 賀昏 る. < 熱 帶國の 三月の 宵 は、 この 多感なる 詩 入 をして いかに I めくその 魂 を を どらす る ことで あらう。 

「わたしの 悲哀 は 春の 宵に はわた しにな つかしい。 

わたしの 苦痛 はわた しの 懇の絃 の 上に 波打ちつ. - しづかに 唄 ふ。 *  . 

幻影 はわた しの 慕 はしい 眼から 生まれて 月の 光りの til に 翔んで 行く。 

森の しげみから 襲 ひ 寄る 物 の 香が わたしの 夢の なか でかれ 等の 道 を 失 ふた。 

言葉が わた しの 傍に 來 てさ& やく、 どこから だ かわた し は 知らな い 。 

わたしの 腕 環に 鈴が 顔く、 そし て 時折り わたしの 胸の ときめきに つれて 鳴る。」 

戀 によき 三月の 夜、 斕れ るば かりの 靑 春の 血が ときめく S -、 處女 的な かれの 「園丁」 の 詩が 生まれた であらう。 

「三月の 月の 明るい 夜で ある。 へ ンナの 快い 香が {t^l 氣 のなかに 溶け込んで ゐ る。」 笛 は 捨てられて 地上に 潢 たはり、 戀 

入 は 素 の 花冠 や 1 んでゐ る。 若い 男女 は 「唄の やうに 單 純な 戀」 を 語る であらう。 
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タゴ， 'ルの 詩 を 讀んで わたくしたちが 齊 しく 感ずる こと は、 かれの 詩が たくまれ た 詩で なくして、 飽くまで 自然 的 

な 詩で あり、 その 刹那々々 の 優しみ に充 ちた 女性的な 情感の ほとばしり であると いふ ことで ある。 

かれの 劇に 於いて わたくしたち はや &も すれば J2i りに 露 はにかれ の 思想が 盛られて ゐる こと を 感ずる。 しかも かれ 

の 詩に 於いて、 殊に 自然につ、 まれた 弱々 しい 處女を ばせ るかれ の 詩に 於いて 最も 懐し い 共鳴 を 感ずる。 

「四 お の 夜で ある。 

燭 はわた しの 室に 燃えて ゐる。 

南の 風が しとやかに 吹いて 来る。 

騷 々しい 鸚鷂は 籠の なかに 眠って ゐる。 

わたしの 胸 衣 は 孔雀の 咽喉の 色、 そして わたしの マ ン トは嫩 草の 綠の 色。」 

すべての ものが 歡樂の 旋律に 浸された 四月の 夜、 芳草 は 星の 光りに 驚り っ&、 露は徵 風に ゆらめく。 竹の 梢 は 風に 

葉摺れ して、 唄に 疲れた ほと . ^ぎす の 小 ひさな 夢を輕 打す る。 

すべての ものがた 譯も なく 眠たげ に 四月の 歡 喜に 醉 ふて ゐる。 かれは た^わけ もな しに 四月の 夜 を そやろ 歩きし 

つ、 歌 をうた ふ。 わたくしたちが タゴ 1 ルの 詩に、 或 ひ はタゴ ー ルの 哲學に 1 を 認め 懷 しみ を 感ずる もの は、 この 

わけ もな しに そ ろ步 きする 夜の かれの 純 眞な聖 的な 心持ちで ある。 

「川端の 小舍 はさし か& つた 樹 に繫ら れてゐ た。 

或る 女 は 忙し さう に 働いて ゐた、 そして かの 女の 環 飾が 隅の 方で 樂の 昔を蠻 かして ゐた。 

わたし は 小舍の 前に 立った、 なぜ だか わたし は 知らぬ。」 

I. なぜ だか わたし は 知らぬ o」 かれは 何故に 歩いて ゐ るか を 知らぬ 0 かれは 何故に 生活し つ 、あるか を 知らぬ。 かれは 
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何故に 自然 を 驚異し つ 、あるか を 知らぬ。 けれど 豐滿な 印度の 大自然 は、 かれ をして 絕 えず.： a 然の 驚異に 涵 されつ 

つ、 大自然 を讚咏 する の 詩人と なさし めた。 

大自然の 强烈な 刺戟が 殆ん ど. 息づ まる ほどな 應迫を 以て かれ 等の こ 、 ろに 襲 ひ 來る時 かれ 等 はた V 自然 を 嘆美し、 

自然 を 驚異す るの 外に 何の 理智を も 動かす こと はでき ない。 

わたくしたちが 天才の 昔 樂を聽 く 時、 わたくしたちが 天才の 縷畫を 見る 時、 わたくしたち はた 乂鎮 嘆と 驚異の 言 紫 

を 繰り返す ことの 外 何の 意識 を も 動かさない。 タゴ ー ル 及び 印度人に とりて かれ 等の 鄕土 は餘 りに 豐 かなる 大 天才の 

昔樂と 縛畫と 詩歌と に充 ちて ゐる。 榕樹の 蔭に うた ふ ほと \ きすの 膝と、 三月の 薄暗に 薰る 芒果の 花と、 雨に 煙れる 

H 河畔の 渡船 呼ぶ 行人の 聲と、 國 境に 連なる @ の ヒマラヤと、 悉く 天才の 手に 成れる 大藝 術で ある。 かれ 等が 理智、 

1 の 世界 を 超越し て 直覺. 直感 の 1! 驗界を 主張し、 靈と靈 との. I 父 渉に のみ 眞實の 人生 を もとめよ うとす るの はかれ i 寺 

にと りて 必然的な 考 へ 方で あらう。 

六月の 眞晝は 森 を も 畑 を も 卷をも 焦く が 如き 太陽の 熱に 憎 伏せし むる。 河 沿 ひの 小 村 は 正午の 白熱の 下に 眠り、 0 

路は 捨てられて 潢 たはる。 すべての もの は少 かに 喘いで ゐる。 けれども そこに また 印度 特有の 自然の 情 ® が ある。 ぎ 

ら ぎら と 焦く る 野の 涯か ら 時折り は凉 し い 微風が 蓮 葉 の 薰り を 蓮 んで來 る。 

「氣 まぐれな 疾風が 遠 い 野の 熏り のなか を 羽搏ち つ- - 吹いて 來た 。 

ぬ は 小 蔭に 小 止みな くくく と啼 いた、 蜜蜂 は 遠い 野の 音 づれを さ X やきつ 、わたしの 室 を 迷 ふた。 

琉れは 昔 も 立てず 小 蔭の 岸の 下 を 走る。 

懶惰な 白雲 は 動めき もしなかった。 

道の 埃 は 焦け てゐ た。 野 は 喘いで ゐた。 一 
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これ 恐らく 初夏の 印度の 自然の スケッチで あらう， 

かれの 詩に あら はれた 印度の 自然 はかの 南歐の 葬？ 術に 見る がごと き 燃える やうな 情調に わな \ いて は ゐ ない。 ぎら 

ぎら と 赤道の 太陽が 反射す る 自然 は、 か へって かれ^の 燃える や 5 な 情感 を蟹酵 ならしむ るで あらう。 かれ 等の 燃え 

に燃ぇんとする情念はゃ>-もすれば^りに熾烈な，=然の威墼に^33:かされるのでぁらぅ。 かれの 詩 は 上へ 上へ と .Hm に 

その 感情 を奔ら する こと をし ないで、 いつも 一種の あきらめ を 持って ゐる。 落ち 驚き を 持って ゐる。 かれは 反抗 者の 

歜 をうた はない。 かれの^に 映ず る 自然 はすべ て 美しき ものである。 かれは 小鳥に 對 しても、 野の 羊に 對 しても 齊し 

く 同感 同^の 心 を 抱 い て ゐる。 

「五月であった。 

まひる  3 

蒸 暑い 正午 は 限り もな く 長い やうに はれた 

からく になった 大地 は 白熱の なかに 渴きっ  >- 喘いで ゐた。 

その 時 わたし は 琉れの 傍から 呼んで ゐる 驗を聽 いた、 (おいで、 わたしの 愛する もの！) 

わたし は 本 を閉ぢ た、 そして 外を兑 ようと 窓 を 明けた。 

わたし は 大きな 水牛 を 見た、 泥に まみれた 柔毛の 水牛が 平和な 忍耐の 眼 を もって 流れの 傍に 立って ゐ るの を。 

一人の 若者が、 ^^まで水にはひって、 かれ を 水浴み に 呼んで ゐた。 

わたし は を かしかった ので 微笑った。 わたしの 胸に は 快い 感じが 琉れ た。」 

かれの 輕ぃュ ー モアの 底に 流れて ゐ る 萬 有 同感の 心が 窺 はれる 。 

また わたしたち はかれの 詩 中に、 聖地より 地 へ と經 巡る 多くの 巡禮 者を兑 出す であらう。 若い K 人 を 見出す であ 

らう。 渡 頭の 水が 溫む 時、 岸邊の 列樹が 霞む 時、 若い 旅人 は 低頭れ つ、 戀 人の 扉の 前 を 過ぎ行く。 かれは 凉 しい 木 践 

鲁 
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に 花 を 撒きつ 、坐る。 けれども かれは 窓に 立ちより て il 人に 語ろ こと をし ない。 若い 旅人と 異鄉の 詩 入と は «i る こと 

をせ ず、 た^ 靜 かに 相思 ひつ、 訣れて 行く。 たど 淡き 悲しみ を f ん しつ \ 

タゴ ー ル はわた くした ちに 向って ブラ ァ マの 大歡 喜な 傳へ、 萬 有の 底 を 流る \ 永久の 生命 を 語る。 かれの 聖 ires な 

生活 は 恐らく 結えず ブラ ァ マ の 永生と 光明と に 動かされて ゐ るので あら， つ C 

けれども かれのつ \ ましき 生活の 奥に は、 はたして 蓮 命に 忍從 する 弱き 人間の いたましき あきらめが 潜んで ゐ ない 

だら うか？ 

わたくし はかれ を ま-敬す る。 かれの 思想 を 尊敬す る。 かれの 聖 t:K 的な 生活 を. な 敬す る。 けれども タゴ， ル のために、 

さらに 人類の ために 悲しき 運命 を 悲しむ。 恐らく かやうな 批判 はかれ 自身と Sf ハ も氣づ かないで ゐる ことで あらう。 た 

しかに かれ in: 身 は ブラ アマ の；^. 喜と 光明と に 充てる 世界 を 把握して ゐ ると 考 へて ゐる であら-つ。 けれども わたくし は 

かれの 謙遜な 生活の 根柢 を 形 #3 つ てゐる 本然 的な 入 間の 蓮 命と い ふ こと をかん が へ ずに は をれ な い。 恐らく かれ 等 印 

度 人 はかれ 等 をつ 、む 自然に 對 して かやうな 疑 ひ を 抱く 遑を すら 持って ゐ ない。 かれ 等 はた^ 驚き、 た t 嘆美し つ、 

神の 偉大 さの 前に： 缺づく 忍從の 生活 者で ある。 

立 琴の 鉉は 琴柱に 拘束 せらる、 ことによ りて 樂の音 を奏づ る。 人類の 創造的 生活 はた ファ マ の 大法に 順從 する 

ことによ りての み 可能で ある。 わたくしたちの 生活が 1 歩で も かれの 大法から 離る. -時 わたくしたち は 頸廢と 死と を 

經驗 しなければ ならぬ。 太陽 は ブラ アマ を 恐る X が 故に 熱を與 へ、 花 は ブラ アマ を 恐る、 が 故に 木の 實を 結ぶ と 解 

する かれ 等の 世 e^l; 觀 のうちに は、 -H: 然の 強烈な 壓迫 にけ おされた 一種の 宿命的な 傾きが 潜んで ゐる。 かの 自然の 恩 

の 少ない 北. M 人が 惡 的な 自主 自力の 立場から 人生 を觀 ようとす るのに 對 して、 天惠 厚き 熱帶 地の 人々 が  一 S の 宿命 

的な 色彩 につ」 まれた 忍從 崇敬 の 立場 か ら 人生 究意 の お： 濟を欣 求す ろ 傾向 ： に 與昧 ある 人生 の $ たで ある 。 
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河畔の 自然の 恩惠 はすで にタゴ 1 ル をして 純然たる 自 の 詩人たら しめ、 處女 的な 忍從の 詩人たら しむる に 充分 

であった。 さらに かれが ヒマ ラ ャの峻 3^ 幽谷 を！^ 巡った 時、 かれはい よく ブラ ァ マ の 偉大 さと 莊嚴 さと を 直感せ ず 

に は 居れな か つたで あらう。 わたくし はこ k にかれ がその 父と 奔っ たヒ マラ ャの 自然の 一 端 を 加 へ て 置かなければ な 

らぬ C 

ヒ マラ ャに 於け る 雨の 季節が 來る 時、 山と いふ 山から は S となく *1 となく 神の 瀧つ 觀が 練. 絡の やうに 懸る。 雲 はか 

れ 等の 頭上 を かすめて 去り、 谿の 底から は 露 綿の やうな 雲の 峰が もく くと 盛り 上って 來る。 山と いふ 山、 瀧と いふ 

瀧 は 見て ゐる 間に 一 面の 白雲に っ& まれる。 同時に 沛然と して 篠 突く 雨が 落ちる。 しかし それ も の 間の ことで 次の 

刹那に はぎら くと 太陽の 光りが 山 と谿を 銀の やうに 照らす。 再び 羊毛 の ごとき 雲が 靑 々 とした 谿底か ら 湧き 立 つ 。 

雨が 降る。 日が 照る。 梅雨の 期に 入って 雨 は鑌け ざまに 二週間く らゐ どしゃ 降りに 降る。 そんな 時 は 山 も 道 も 悉く 暗 

のうちに 鎖され て、 た V 神と 自分 一入の ほか 何物 を も 見る ことができない やうになる。 かやうな 場合で ある、 入が 神 

とかれ 自身と を I？ 接に 結び付け るの は。 かれ 等 は その 刹那に 心鑌の 生活に 醉ふ。 かれ 等 は 夜と なく 晝と なくた^ 神 を 

た、 へつ >觀 照の 生活に 入る。 

ヒ マラ ャの秋 は 短 かい。 雨の 季が 過ぎた かと 思 ふ 間もなく 冷たい 風が 身に 沁みて 感じられる やうになる。 間もなく 

山 は 麓より 截 まで 1 夜に して 銀の 白衣 を 麒ふ。 i? い S の 隙間から は輕ぃ 羊毛の やうな 雪が 絕 えず 落ちて 来る。 

ヒマラヤ に 於け る 自然の 驚くべき 變化は 自ら かれ 等 をして 常に 驚異の を膛 らしむ る に 充分で あ つ た。 

さらに 旅人が ヒマラヤの 谿 から 豁、 村里から 村里 を經 巡る 時、 かれ 等 は 山の 人た ちの 生活に き はめて 原始的な 簡=^ 

な 純 撲な氣 風 を 見出す こ とが で きる。 

ヒマラヤ 山上に 於け る 住民 は 旅人 を 見る や、 群 を 作って 遠来の 客 をいた はる。 かれ 等 は 道 傍に 立ちて を かしげな 身 
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振りで 舞踊 を 始める。 そして かれ 等の 家に 旅 入 を 款待す る。 それ 等の 群集の なかには 時として 耳 や 鼻の ない 八 間もゐ 

る。 かれ 等 は 野 獸に耳 や 鼻 を 嘴み 切られた ので ある。 か、 る 原始的な 山の 上の 生活に も 苦痛 は絕 えない。 かれ 等 は 俗 

界の權 謀 術策に 苦しむ ことのない 代りに、 自然と 鬪 はなければ ならぬ。 雪の 頃に はかれ 等 は 腔 を 雪に 埋めて 歩かな け 

れ ばなら ぬ。 收毽の 折に はかれ 等 は 竹 K のなかに 隱れて 熊 や 野猪 を 防がなければ ならぬ。 そこに は 1 妻 多 夫の 家庭が 

ある。 ヒマラヤに は 婦人の 數が 男子に 比して 極めて 少ない。 かれ 等の 子女 は、 その 父の 名 を 擧げる 際に は數 入の 男の 

名を說 明し なければ ならぬ。 また 或る時 はヒ マラ ャの旅 入 は 五 里 六 里 或 ひ は 十 里 も 人里から 遠ざかった 山の なかに 唯 

1 つの 家庭が ある こと を發 見す る。 そこに も 無 邪氣な 子女 は ブラ ァ マの 恩惠の 下に 嬉々 として 戲 れてゐ る。 

幾千 年 來斧錢 を 入れざる 大 i のなかに は 永久の 暗が 港 へられて、 そこに は ー鳥啼 かず、 一草 だに 花 を 開かぬ。 た 

だケ ル とい ふヒ マラ ャ樅 だけが い 木の 資を 結んで ゐる。 けれども それ は 鳥 さへ もつ いばまぬ。 しかも ひとた ぴ開濶 

な 山 腰に たどり 着かん か、 旅人 は そこに 餘 りに 豐 かな 色彩と 芳香の 漂 ひつ、 ある を發 見す るで あら ラ。 美しい、 無數 

の 草花が 一面に 小徑 をつ、 んでゐ る" 乳白と、 眞 紅と 黄金と 紺靑 と、 黄と あらゆる 色彩の 高山植物が 野の 面 を 塊め て 

ゐる。 祌 の恩惠 はこれ 等の 汚れた き 草花の 上に 永久の 美 を 宿して ゐる。 また そこに は 野生の 白 薔薇が 茂って ゐて 附近 

の 荒野 一 面に 咽び 入る ばかりの 芳ば しきもの 、香 をた V よはせ てゐ る。 この 白薔蔡 はた V 四つの 花瓣を 持った 可憐な 

花で ある。 さらに また 素罄の 香が 旅 入の 心に 言 ひ 知れぬ 快 さ を 感じさせる。 

ヒ マラ ャの 麗し さは その 明け暮れの 變化 にある。 幾千の 嶺は 何物 を も 恐れざる E 人の 如き 姿 を もちて 大空に 聳えて 

ゐる。 夕陽が 靄って 來る時 一方の 山 は鉗靑 より やがて 揭 色に、 ゃがて魔王の顔を摁ばせるゃ-^な赭暗ぃ面紗に覆はれ 

行く。 相對 したる 連山 はわ づ かに 遺る 夕陽の 名殘 りに 黄金の 美しい 色彩 を 以て その 面 を 埋めて ゐる。 すべての 峰が 黒 

ず んで 行く s,^ そこに は 澄みち ぎった 大空に きらめ く 星 の 影が 撒き散らされる。 
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沈靜の 夜が 明ける^ そこに は. ベ 古さな がらの 太陽が この 原始人の ヒマラヤ を 照らす。 人 .<<  の 心は雠 かされ、 淨め 

られ る。 數 百の 流れ は谿 より 豁 へと 新生の 歌 をうた ひつ 、流れ 行く。 凉 しい. おは 素 li の 香 を 蓮んで 靜 かな 羽 音を立て 

る 0 

ヒ マ ラャの 生活 はタ， コ 1 ルに その 簡 な 聖者 的 生活の 尊 さを敎 ふるに 充分であった。 

かれの 哲學 や、 かれの 詩が 自然の 哲玛 r であり、 自然の 詩で あり、 崇敬、 驚異、 忍從の 生活 を 高調す る ものであるの 

は董し 偶然の ことで はない。 

恆 河畔の 自然が 征服 ゼ- つれざる かぎり、 ヒマラヤ の 自然が その 處 女性 を 壞られ ざる かぎり、 印度の 鄕 土はブ ラ ァ マ 

の 自然 を 讚美す るの 八と 哲 者と を 失 はないで あらう。 


菜 言と 詩め- -ゴタ 
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ヒ マ ラャを 下 る 

ヒマラヤの 雨の 季節が 始まった。 夜と なく 甕と なく， ：2; りつ どいた。 昨 H まで は 頭の 上に 漂 ふて ゐた 雲が- 今日は ^ 

い 山々 の. 麓に 雨の 幟 をつ くって、 谿と いふ 豁、 丘と いふ 丘 を 埋めた。 しかも 今し がた 降り そ、 いで ゐた雨 は、 次の 刹 

那に 晴れ わたった。 晴れ た^は 更に 羊毛の やうな 永 蒸氣に 鎖され た。 或る時 は 二 週 問 くら ゐ打 もつ どけて 雨 ふること 

も ある。 しかも 一 度唷れ上った時そこにはた^^かれほ身と神の-；：が相語ってゐるぎに何ー つの 存在 もない や. 「な 心に 

なる こと も あ つた。 か やうな 刹那に は かれは あら ゆ る^ 俗から； 1 れ て、 絕對心 鐘との 交通 を のみ 感じて ゐた。 

ヒ マ 一 フャの 雨の 季節が 過ぎて 間もなく、 ヒ マ ラャの 秋が 來た。 肌 靡い 秋の 風が 豁を 埋めた と 思 ふ 間もなく S はヒ マ 

ラャの 脈々 を 埋める。 雪 は n 一四 尺の 深さに a る。 かれは 雪 を 分けて 子供の やうに 遊んだ。 かれは I 母 朝 かなり 遠くまで 

»j ひる 

雪の 中 を 歩いた。 そして 茶と 牛 a! と を 取る ことが かれの 朝の 樂 しみの 1 つであった。 正午に なれば かれは 浴場で 冰っ 

た 水 を 頭から かむ つた。 かれは どんな 寒中に も 火 を 置かなかった。 かれは 人 問の 肉體が どれほどの 塞 氣に耐 へ 得る か 

を 試み、 忍耐の 美 德を養 ふこと を 努めた。 夜は寢 室の 窓 を 明け 放って 夜の 冷たい 空氣を 入れた。 \1P 布 を に 龍 ふて 聖 

敬 をうた ひつ 夜 を 更かす ことが 多かった。 かれは 快 樂を追 ひもと めんがた めに fcl きて ゐ たので はない。 また かれは 

病の ために 眠れなかった ので もない。 かれは 驚くべく 頑健であった。 かれは 神と 物語るべく、 神と 交通すべく 夜 を 過 

した。 かれは 大歡 喜のう ちに 大聲 を發 して 神 をた- 1 へた。 かれは この 法悅 のなかに 夜 を^して 陰まで 靜觀 をつ どける 

こと もあった。 毎日 かれは 午前中、 手 を 組み 足を組んで 瞑想のう ちに 心靈の 統一 を はかった。 かくして かれは この 宇 

宙が絕 對心靈 によりて 生動し つ  >- ある こと を 直感した。 かれに よれば 宇宙 は 物質の 寶目 力に よりて 動け る もので もな 
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く または 時の 力に よりて 動け る もので もない。 

「全世界 は 生ける 神から 籃 まれた。 そ は 生ける 神の 力に よりて 支 へられて ゐる。 この 聖 なる 實在、 宇宙の 創造者、 

絕 封の 心靈は 永遠に 入 間の こ 、ろに 住する。」 

わたくしたち は 眼前に 立てる 樹を 見、 感ずる ことができる。 けれども わたくしたち は 樹木が 立つ て 居る {人』 間 を 見る 

こと も、 感ずる こと も 出来ない。 時經 てば 樹は枝 を 伸べ、 葉 をつ け、 花 を 開き、 果實を 結ぶ。 わたくしたち はすべ て 

これ 等の 現象 を 見る 、 」 とが できる。 けれども その 時 自身 の 流れの 絲 をた どる こと はでき ぬ。 樹 がその 根 か ら液體 を 吸. 

ひ 上げる 生命力の 働き を 見出す >  J と はでき る。 けれども その 力 を 見る こと は できな い。 その 意識的 實在は あらゆる か 

れの被 創造物の なかに 遍滿 して ゐる。 しかも わたくしたち は その 力 £n 身 を 見る こと はでき な い。 

「この 靈 しき 心靈は あらゆる 生物、 あらゆる 事象の なかに 存在す る。 けれども かれは 示現せられ ない。」 

人間の 感能 はた^ 外界の 事象 をのみ 認める。 けれども 內界の もの を認 ：1 する こと はでき ない。 

た わたくしたちが 眼 を 閉ぢて 心の 世界 を 見る 時に のみ 絕對實 在 の 相が あら はれる。 

「時として 賢き 人 は 不滅の 影 を 見ん とて かれの 股 を 閉ぢ、 萬 有の 5 ちに 潜める 心靈を 見出す。」 

古の 聖者の この 言 紫 は いたく かれの 心 を 動か した。 かれは 肉の P 、を も つて 神 を 見る こと をし ないで、 内界 の 幻 を 見- 

ん がた めに 霞の 眼 を瞠る  こと を 努めた。 

かれに とって ヒ マラ ャは實 に ブラ アマの 聖地であった。 かれの 心の 暗黑は 1^ り 去られて、 かれは 直ちに 太陽の 光 1： 

を かれの 心に 黠 火した。 かれは 心の 光り を もちて 平原の 人々 の 暗 黑の心 を せんと 決心した。 かれが 傳導 者の 使命 

を 感じた のはヒ マ ラャの 聖地に 於いて^あった。 


葉 言と 詩の ルー ゴタ 
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四月 も 末に 近い ころであった。 全地 は 花に 埋められた) かれは 毎日 山に 上った。 そこに は 一本の 樹 があった。 かれ 

は その 樹 下で 瞑想した。 五月に 入って 日光 は 一層 强く 連山 を 輝かした。 かれは « 食の 後 は 必ず これ 等の 山々 を 歩いて 

或 ひは樹 下に 或 ひ は 石 上に 腐默 した。 

或る日の 午後であった、 かれはい つもの やうに 山 を さ迷 ふた。 午後の 四時であった。 かれは 止る ことなく 山より 山 を 

歩いた。 かれは 途中で 近づいて 來る 一人の 旅人に 出逢った。 かれは 瞑想 を 破られて 我れ に歸 つた。 そして 初めて、 そ 

れが 夕暮れで ある こと、 太陽が 旣に 落ちて しまった ことに 氣附 いた。 かれは 歸路 についた。 夜は旣 にかれ をつ、 んで 

しまった。 山 も 森 も 草地 も 暗に とざされて ゐた。 暗夜の 燭の やうに 半月の 光りが 少 かに 洩れて ゐた。 た V 落葉 を路む 

かれ 自身の 愛 音の 外に は 何の 聲も えなかった。 一 種の 恐怖心と 共に かれの 心 は 莊嚴な 氣に擊 たれた。 かれは 慄然と 

して 森のう ちに 祌の 眼の 輝け る を 見た。 神の 眠る ことなき 眼 は 夜の 暗に も かれ を 見守って ゐた。 險 姐なる 山路に も 神 

の K はかれ を 導いた。 かれは 多くの 恐怖の なかに ありても なほ 神 を 見つ.^ 家に 歸 りついた。 かれは その後 闲 難に 出逢 

ふごと に 森の 夜の 神 を 忘れる こと はでき なかった。 神 は 何時も かれと ともに あった。 

七月、 八月の 雲と 光りと は 再び 驟雨の 世界に とざされた。 山に は 雨が 降りつ どいた。 永遠の 神の 命令の 5 ちに 週、 

月、 季と 一年 は 廻った。 かれは 絕 えず 巖 石の 間 を 縫 ふて 川 や 爆 布の 美に あこがれた。 雨の 日に は 流れ は 大きな 岩石 を 

も 流して 行った。 

九月の 或る日であった。 かれは 河 を 下って 1 つの 橋 上に 立った。 そして 驚くべき 渦卷 をな して は T る 奔流に 見入つ 

た C 

かれは その 水の 淸 冽と 翠碧 とに 驚いた。  • 


IgQ  菜 言と 1^ のル -ゴタ 


何故に - 」 の 美しき 河 は 11 を 下る か ？ 

かんが > 

かれは かく 想へ た。 

何故に 清冽な 水 は 平原へ とド るか？ 

かれは 再び 疑 ふた" 

水が 下れば 下る ほど 永 は その 純潔 さ を 汚さなければ ならぬ。 しかも 水 は奔瑞 をな して 下る。 これ 神の 命で ある。 か 

れは 平原に 下る ことによって 汚される。 しかも 田野 を 肥やし、 穀物 を實ら せる。 

かれは かく 者へ つ 、靜 かに 眼 を閉ぢ た。 かれは 或る もの 力 を 感じ、 或る もの .-^^を驄ぃた。 

「汝の 1 り を 捨てよ。 この 流れの 如く 謙 滔 であれ〕 汝は 眞理を た。 汝 はこ、 に歸 依と 信 賴と を學ん た。 行け、 そし 

て 世界 を し て眞 理と歸 依と 信？ と を 知ら しめよ。」 

これ 神の li であった。 かれは 非常に 驚いた。 かれは ふた、 び 山 を 下る こと を 想像 もして ゐ なかった。 かれは 何時 ま 

でも ヒ マラ ャ にあり て靜觀 と！ I 想を續 けようと 決心して ゐ たのであった。 しかも 神の 聲 はかれ を 驅 つて 平原に 下さん 

とする のであった。 

かれは 嘗て 辛うじて 世俗 を 忘れて ヒマ ラャに 入る ことができた のであった。 しかも 祌 はふた、 びかれ に 巷に 下れと 

命じた。 かれは 迷 は ざろ を 得なかった。 かれは 耳 を 聾せん ばかりの 巷 や、 喧騷な 俗舁を 思 ひ出づ ると き、 この 神の 命 

令 を 疑 はずに は 居れなかった。 かれは 悄然と して 庵室の 方へ 歩いて 行った。 

その 夜 は 終に かれの 唇から は 聖 欲 も 洩れなかった。 かれは 不安な 心 を 抱いて 寢 床に 就いた" しかも 微宵 眠る こと も 

できなかった。 翌朝 かれは まだ 夜明け 前に 起き 出で て 山 を 歩いた。 かれが 1^ ビ歸 つて 來た時 太陽 は 高く：^ つて ゐた。 

しかし かれの 不安 はま だ 去らなかった。 かれは 從僕を 呼んで 山 をドる 準備 を 命じた。 かれが 何 くれと 歸 宅の 準備 をし 


てゐる 間に かれの 不安 も 取り去られて、 いよく かれは 平原の 人と なる の 決心 をした。 

「それ は祌の 命令であった。 人間の 意志が ど-つして それに さから ふこと がで きょう！」 

ニ箇 年の 瞑想の 生活 は 過ぎた C かれ： li 神の 意志と.： p 己の 意志と を 調和 させつ &山を 下った。 祌のカ はかれの 心を蕺 

舞した。 途中に は 多くの 危險 があった。 諸 所に 暴徒の 潜める もの もあった。 しかし かれは あらゆる K 難を排 しつ- -山 

を 下った。 恰 かも 河の 流れが 如何なる 障碍 をも^と しない やうに。 
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神 は 扉の 前に 立てり 

ダゴ ー ルの戲 曲 「暗室の 王」 のなかに 示された 祌は 恐らく かれの 祌觀を 最もよ く象徵 したる もので あらう。 

「晴 室の 王」 の 中の 神 は ほとんど 人間界に かれ 自身 を 露 はに する こと はない。 しかも 時として はかれ を 見た る 者 すら 

なほつ ひに かれ を 意識して ゐ ない。 

多くの 人々 の 間に は 神の 存在 を さへ 疑 ふ 者が ある。 また 或る 者 は 神 は^いもの であると 考 へて ゐる。 また 或る 者 は 

； E は 石の やうな 冷酷な ものであると 想像して ゐる。 神 は無墳 殘 忍な ものであると 思って ゐる。 また 或る 者 は 祌の存 

在に 對し て 餘り法 意を拂 つて ゐな い。 かれ 等 は 神が 存在す るに せよ、 存在し な いに せよ た^ 神が あると して 忍從し て 

行く こと を以っ て滿 足して ゐる。 また 或る 者 は 最初から 祌を 批判す る ことの 罪惡を 恐れて ゐる。 これ 等の 人々 のうち 

にあり て、 少しで も 心の底に 种の 力、 祌の神 r 私 を 感じて ゐる もの は 一 人の 狂人と 何物 を も 所有せ ぬ 老人との みで ある。 

けれども かれ 等と 錐 も 神 そのもの を摑 んでゐ るので はない。 かすかに 神の 聲を聽 いて ゐる やうに 想 はれる。 けれども 

その 姿 を はっきりと 突きつ める こと はでき ない。 

「わたし は黃 金の 牡鹿 を さがして 彷徨 ふて ゐ るの だ ー あ \  、さう だ 何時も わたしから 逃げて 行く あの 足速い 幻影！ 

かれに 近寄って 御 ST 直ぐと かれは 遠の いて ゐる、 お前の K の 前に 霞と 埃の 雲 を 遺して！ 

おう、 わたし は 不安な 放浪者の やうに、 森と 野と そして 名もない 大地 を さ迷 ふ、 夢にも 振り かへ らうと は 思 はな 

いで。」 

神を覔 めんと する 多くの 敬虔な 入々 の 苦痛 はこれ であらう。 かれ 等 は 殆んど 無意識に、 直覺 的に、 祌の聲 を 黯 くこ 
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とがで きる。 けれども、 かれ 等 は その 聲を捉 へる こと はでき ない。 こ-にもと めんと しても とめ 得ざる 悲哀が 生まれ 

る。 狂人の 苦悶 はこ  >- にある。 けれども わたくしたち は 狂人であって はならない。 直覺 的に 神 を 感ずる と R 時に 非常 

に 明るい、 深い、 廣ぃ 意識 を 持たなければ ならぬ。 明かな 赛智を 持たなければ ならぬ。 タゴ ー ルが 祌を認 むる 一大 要 

件と して 意識 を說 くの はこの ゆ ゑで ある。 神 を 知る とい ふ if からして 先づ わたくしたち は 意識 生活 を擴 張し なければ 

ならぬ。 曖昧 無知なる もの .^s 、に は 神 を 見る ちから は賦 へられない。 

次に 神 は說明 せらるべき でない。 王妃 ス ダル シャナ は 侍女 ス ランガ マに もさら に 老人に も、 神に ついて 訊ねた。 け 

れ ども その 答 は 何れも 唁ぃ、 奇怪な そして 不 實な ものであった。 かの 女 は 到底 神と は 何 を 意味して ゐる ものである 

か、 それ を判斷 する ことができなかった。 

ス ランガ マ の設 明した 神 は優鹩 美妙と いふべき もの でもなかった。 かれは 寧ろ 美なる もので はな かつ た。 不 一? 思議 

た、 尨大な、 驚くべき ものであった。 

王妃 ス ダル シャナ の 母が、 ー豫 一一 lie 者から 聞いた 神 は、 この 世界に かれの 後に 「かれに^る べき もの を 持たぬ K 在」 

であ つ た。 そし て かの 女 自身 もまた ス ダル シャ ナに說 明す ろ こと はでき なか つ た。 

しかも これ 等の 神の 設明 はかの 女に とって 何の 暗示 をも與 へる こと はでき なかった。 かの 女 はかの 女 自身に 「如何 

あた ひ  .St 

なる 値 を支拂 つても かれ を 見る」 の 決心 をし なければ ならなかった。 かの 女 はしかす る ことによ りての み、 神に 詣る 

ことので きる 運命 を 持って ゐた。 

嗜と 悲哀と 苦痛の 生活に のみ 沈^して ゐる 侍女 ス ランガ マ に は 神の 難が 聞え た。 かの 女 は 神の 跫音を 問く ことが で 

きた。 かの 女の こ i ろ は 「王」 の 衣摺れの 音 を 感じた。 「暗室の 王」 が 近づいて 來た 時 かの 女 は 暗室の なかで 王妃に S 

いた。 
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「あたた さま は そよ， く\ と 微風が 吹いて まゐ ります の をお 感じな されます か？ J 

けれども 王妃に は 微風の 音 は 聞え なか つ た " 

「微風？ どこに？」 

王妃に は まだ 幽かな 暗が りの 底に、 神の 翳 を 聞く こと はでき なかった。 

ス ランガ マの 心に はまた しめ やかな 物の 香が 瀠 ふて 來た。 かの 女 は 王妃に 訊ねた。 

「あなた さま は柔 かなもの 、薰 りが 漂 ふて 來る やうに お感じ はなさい ません か？」 

「 い え、 ちッ とも o」 

王妃 は 神 を かの 女の 耳 を も つ て 聞き、 かの 女の 目 を も つて 見ようと のみ 焦躁 つ てゐ た。 しかもな ほ 神 を 見る こと は 

できなかった。 侍女の ス ランガ マ はかの 女 「自身の こ&ろ のなかに かれ (神) の 党 昔 を^く」 ことができた。 かの 女 は 

「暗室の 召し使」 をして ゐる 間に こ k ろのう ちに 神 を 見、 鉀を聽 く感覺 を 鋭く せられた のであった。 けれども かの 女，，？ 

またつ ひに 神を說 明す る こと はでき なかった。 

神 をせ、 神 を 感ずる の 感覺或 ひ は 力 は 何人の こ >- ろのう ちに も 必ず 一度 は 眼 醒めなければ ならぬ。 神 を 見ん とする 

翹 望の 心 は 常に かれ 等を驅 つて 不安の 状態に あらしめ る。 けれども その 佳 i 不安の 過渡期が 過ぎ去った 後に はじめて、 

すべての ものが 平和 と、 氣易さ と に 充 ちた る狀態 に は ひって 行く ので ある。 

こ \ ろの 世界に 神 を 見る こ とので きる 侍女と、 ^ 」 、 ろの 世界の 扉が されて ゐる 王紀と は、 その 心の 世界に 於 い て 

は 却つ て 主客 轉 倒の 位置に ssa かれて あった" 

た A. ナ 

「お前、 召し使の お前に は、 それが 容易い ことであって、 そして 妾に は、 女王で ある 妾に は、 こんなにむ づ かしい 

と い ふ 道理が あるか 知ら？」 
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外の 世界 をのみ 兑てゐ る 王妃に はこの 疑 ひ は 無理から ぬ ことであった。 

王妃の こ、 ろ はま だ 鎖され てあつた。 そのこ、 ろ は 狩恃、 自续、 我執の 念に 充 たされて ゐた。 

かの 女に とりて は 光り こそ 絕對の ものであった。 かの 女 は 暗のう ちに ありて 晴の 神秘 を 手 り、 暗のう ちに 永遠の 

光り を發 見す る こ と は できな か つた。 か の 女 はかの 女が 「樹と 家畜と 鳥と おとそし て 大地 —— と を 見る ことので きる 

光りの なかに」 神 を 見ん こと を 欲した。 

けれども 準備な きも の が 神 を 光り の 下に る こと は 非常に 危險な ことで ある。 光りのう ちに 王 を 見ん とする 王妃 に 

向って 王 は 言った。 

「お前 はとても わたし を ：！^ る こと はでき まい 11 それ はた 父お 前に 苦痛と 辛酸と *E とを與 へる だけの ことで あら 

う。」 

この 思想 はやが て 印度人の 多くが、 古 來先づ 森に 入りて 神 を 見る の 準備 を 苦行した こと を 意義 あらしめ る考 へ 方で 

ある。 ユダヤの 郾 に 一入の^ 言 者が 「神の 國は 近づけり、 爾曹 悔い改めよ。」 と 見神の 準備 を 叫んだ キリスト！^ の 思想 

とも 靆犀相 f 迎ずる ものが ある。 

さらに タゴ ， ル がかん が へ て ゐる神 は 輟牲を 要求す ると ころの 祌 である U 神 を もとむ る 入 は 01 已 自身 を 神に さ 、げ 

なければ ならぬ。 かれの 心 を も 眼 を も 耳 を も 切り捨て 、祌の 心と 眼と 耳と を 持ちて 神に 詣ら なければ ならぬ。 しかも 

牲は か れ 自ら の竊牲 でなければ ならぬ。 

神 はわた くした ちに 向って 言 ふで あらう" あたかも 「暗室の 王」 が 王妃 スダ ルシャ ナに官 つた やうに。 

「よろしい、 お前 はわた し を 出す やうに したが 宜ぃ …… けれども 誰れ もお： S のために わたし を 探し出して くれる 

こと はでき ない。 もし. 兑 出したい と 思 ふなら、 お前 自身で わたし を 認識め なければ ならない。 たと ひ 誰か お前 
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にわたし を 見せて やる と 言っても、 かれが 虞 蜜な こと をお 前に 話して ゐ るか 何う かお 前 は それ をた しかめる こと 

がで きないで はない か？」 

かやう にわた くした ち 自身が 神 を もとめ、 祌を 見なければ ならぬ 準備と して わたくしたち は 或 ひは觀 照の 生活に 入 

り、 或 ひ は 嬰兒の ごとく 從 順な 心と、 侍女の やうな 謙遜な 心と を もちて 絕 えず 神 を瞪拜 し忍從 する はじめて 神 は 

必ず かれの 赏 音を立て、 微風 を そよ がせつ 、わたくしたちの 心の 扉の 前に 立つ であらう。 

けれども それだけの 準觸 のみ を もって 神 を 見る こと はでき ない。 わたくしたち は それだけの 準備に よりて はな ほ 一 

枚の 面 紗を被 ふたる 神の 姿 を 仄かに 見得る のみであって、 まだ 自分の 心と 神の 心との 共鳴 或 ひ は？ J かみ を 感ず る こと 

はでき ない。 わたくしたち はさら に 自ら 進んで 行って 神 を 誘 ふために わたくしたちの 心の 扉 を 開いて やらなければ な 

らぬ。 

タゴ ー ルの 神はバ イブ ル に 描かれた る 神の 如く 柔和な 愛に 充てる もの であると 同時に 冷酷、 剛毅、 石の 如く 强ぃ意 

志 を 持てる 神で ある。 この 思想 は 恐らく ゥパ -ー シャド に 描かれた 神が 一 而 大法で あり 束縛で あると いふ 思想から 影 饗 

して ゐる もので あらう。 かくの 如き 祌の觀 念に 於いても、 わたくしたち はタゴ ー ルが 印度 思想 を极柢 として 更に キリ 

ストの 愛の 思想 を も 取り 容れ てゐる こと を 窺 ふこと がで きる。 そこに また かれの 神觀 の 複雜 さを發 見す る ことができ 

る。 

敬虔な 柔和な 心の 扉の 前に 神 は 立った。 

わたくしたちの 心が 朝と なく 夕と なく かれ を 追慕し かれ を 祈る 時、 かれは わたくしたちの 靆望を かなへ てわたく し 

たちの 扉の 前に 立つ。 けれども かれは 扉の 前に 立ち どまった だけで なほ わたくしたちの 室に は ひって は來 ない、 わに 

くした ちが 肖ら 立って かれのた めに 扉 を 明ける でなければ。 かれは 扉の 前にた V すみつ k わたくしたちに s^ls くで あ 
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らう 0 

「お前の 扉 を 開け。 わたし は 待って ゐる。 

夜明け から 夜までの 光りの 今日の 殆疲し は 終 つ た。 

夕の 星 は 上った。 

お 前 はお 前 の 花 を 集め た か、 お 前 の 髮を辩 むだ か 、 

^る 

そして 夜の ためにお 前 は 白い 衣 を 藩た か？ 

家畜 はかれ 等の 羊觸 に、 鳥 はかれ 等の 巢に歸 つた。 

あら ゆろ 方面に 走る 十字 道路 は 暗の なかに 一つに 溶けた。 

扉 を 開けよ わたし は 待って ゐ る。」  . 

その 時 わたくしたち はス ランガ マの 言葉 を かりて、  . 

「おう、 王 さま、 誰れ が あなた さまに 對 して あなた さまの 扉 を 鎖す やうな こと をいた しませう？ 扉はどれも^^も 

なければ 閂も かけて はありません 11 扉 は あなた さまのお 指が ちょっと 飼り ました だけで 廣く 開いて ふるへ ませ 

さは 

う。 あなた さま は 扉に ぉ觸り もな さらない のでせ うか。」 

と 言 ふだら う。 けれ ども かれは まだ 扉の 前に 立って ゐる。 わたくし たち は さら に 立って 言 はなければ なら ぬ 。 

「あなた さま は 妾が まゐ りまして その 扉 を 開かなければ おは ひ。 なさらな いのでせ うか？ 一 

祌 はわた くした ちが 呼んだ t けで は N らは ひって は來 ない。 わたくしたち は 自ら 立って その 扉 を 開かねば ならぬ。 

神 は 1 面より 見て かくの 如く 峻嚴な 一 つの 法則の 下に 動いて ゐる。 けれども かれ 自身に はわた くした ち を 待つ こと 頗 

る 切なる ものが ある。 失 はれた 羊が その 牧者 を 思 ふよりも、 失った 牧者 は 小羊 を 想 ふこと 幾 十倍で あらう。 神 は 常に 
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わたくしたちが 歸 つて 行く こと を 祈って ゐる。 わたくしたち のみが 神に 近寄らん こと を 祈って ゐ るので はない。 祌は 

よ り 以上 にわた くした ちに 近寄らん こと を 祈って ゐる。 

「わたくしたち は 常に 祌 によりて 餘 りに 多く を與 へられる こと を 以て 納得して ゐる。 けれども 神 は その 餘 りに 少くを 

與 ふること を 以て 滿 足して ゐ ない。」 わたくしたち は 常に 餘 りに 近く 神に 近して ゐる こと を 喜んで ゐる。 けれども、 

鉀は まだ わたくしたちが 餘り に かれから 遠ざか つ て ゐる こと を 悲しんで ゐる もの である。 
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犠牲の 本質 

「g? 室の 王」 はス ダル シャナ に 言 ふ。 

「何う し てお 前 はわた しが ほんた うに 沈默し て ゐる と考 へる のか？ 何う し てお 前 はわた し がお 前 を 引き 房 さう と 

つ とめて ゐな いとい ふこと がで きる のか？」 

ス. タル シャナ は 主に は 何の 温かみ もない、 そして 王 はかの 女に 對 して 何の 未練 も 執着 も 抱いて ゐな いと 思 ひ 込んで 

ゐた。 ス ダル シャナ に は 王 は 木石の 如く 冷淡な 人間と し て 見られた。 か の 女が 宮殿から 這れ 出よう とする の を 王 は 引 

き 留めようと はしなかった。 スダル シャナ は 王の この 仕打ち を 無慈悲 だと 思った。 かの 女 は 王は繼 母の やうな 人 だと 

思った。 かの 女に は 王が 沈默 の， ゥ ちに 雄 辯 以上の "1 を あげて 女 を 引き留めようと つとめて ゐる こ. -ろは 少しも わから 

なかった。 

K 在 根本の 懐から さ迷 ひ 出で た 小 ひさな 自我 は あたかも 繼っ 子の やうに ひねくれて ゐる。 かれは 母の愛 を 受け 容れ 

る こと はでき ない。 わたくしたちの 祌 はわた くした ちが 索め てゐ るよりも 百倍 わたくしたち を 索め てみ る。 わたくし 

たち は 素直な 祌の 一人子に ならなければ ならぬ。 キリストが 「我 は 神の 子」 なりと いふ 自信 を 持って ゐ たの は、 とり 

もな ほさず かれは 宇宙 萬 有の 根柢なる 责 在の 無限の 愛 を 信じて ゐ たからで ある。 わたくしたち は 素直な 祌の 一 入 子と 

ならなければ ならない。 

自己、 狭い 穀 につ、 まれた 自我から 離脫 しなければ ならぬ 理由 はこ、 にある。 狭い 殼 はわた くした ちの 自我 をして 

0 ならしめ、 ひねくれ たる ものと なさし める。 わたくしたち は 生一本な 純な 心 を 抱いて 母の 懷に歸 つて 行かな けれ 
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ばなら ぬ。 父の 家に 行かなければ ならぬ。 

母の 懷には 無^の 愛が た、 へられ、 無限の 若 やか さと 突し さとが 溢れて ゐる。 父の 家に はあり あまる ほどの 食物が 

ある。 力が ある。 

わたくしたち は 父の 家に かへ るた めに、 母の 懐に 抱かれる ために、 自ら 埃に 汚れた 衣 を 捨て. nt かなければ ならぬ。 

また 自らの 手に せる 汚れた る もの を 路傍に 捨てなければ ならぬ。 わたくしたち は 何 一 つ を も 持たず して 父の 家に か へ 

り、 母の 懐へ 抱かれなければ ならぬ。 

わたくしたち は 母の 懐に 飛び込まん が た めに 汚れた る 衣 を 脱ぎ 捨 てる。 けれ ども それ は 無 m 强 ひに 院 がせられ たる 

が 故に 脫 いだので はない。 わたくしたち は 汚れた る 衣 を 蕾て 母の 懐に 入る には餘 りに 母の 懐の 潔き こと を 知って ゐる。 

母 を 信ず る わたくしたちの 心、 母 を 愛 十 る わたくしたちの 心 は先づ 手と 足と を淨 め、 汚れた る もの を 捨て、 母の 懐に 

入る 0 

自我から離脱せんとする^51?の 心 は これで ある。 わたくしたち は强 迫に よりて _5 き 自我 を 捨てる ので はな い。 わたく 

したち は 母の をな つかし-. 人つ \ そこに 甘き 乳を與 へられん がた めに、 我 を 忘れて 飛び込む ので ある。 

.U: 我の 離脫は 悲痛から でもな く、 暗黑 からで もな く、 た^ 歡 喜と あこがれから 生まれる。 

犧牲或 ひ は 離脫の 本質 は 愛で ある。 犧牲或 ひ は 離 脫は强 迫に よりて 發生 する もの でなくて、 自發 的に 愛の 心から 

する ものである。 離 脫或ひ は竊牲 が、 さらに 大 なる 自我に 復活 せんがた めに 支拂 はる. - 苦痛で あると いふ 觀 念から し 

ての み發 して ゐる問 は、 そこに はま だ强 迫の 感じが 遺って ゐる。 卽ち 要求 或 ひ は 恐れから 發 する 耰 牲 或 ひ は離脫 とな 

る。 しかも 「わたくした もの 要求 或 ひ は 恐怖 强迫 によりて なされた る勞 作の ために 本然の 性 は 却って 暗く せられる。」 

わたくしたちの 離^ は あたかも 太陽の 光りが 何の 要求 もな しに、 苦痛 もな しに、 た V 歡喜 そのもの、 なか  ら琉れ 出 


で \ わたくしたち のために かれ 自身 を禁牲 にして ゐる やうに、 わたくしたち 自らの 内 なる 歡 喜の 心から， 或 ひ は 愛 

の 心から、 ひとりでに 溢れ出 づろ もので なければ ならぬ。 わたくしたちの 犧 牲は强 迫からで なくて、 自由からで なく 

て はならぬ。 「母 はかの 女の子 供 等への 奉仕のう ちに かの 女. 目 身 を 啓示す る。」 しかも その 犧牲 はた V 自由と 愛の 働き 

からのみ 溢れ出で たる ものである。 かの 女の 賴牲 はかの 女の 最大の 歡喜 である。 

ゥパ 二 シャド に 描かれて ゐる祌 は智と 力と 働きの 神で ある。 そして 神が 自ら を 働かす とい ふこと は、 か 部から 働か 

された ので はなく、 かれ 自身の 意志から である" 「それ ゆ ゑに かれの 働き はかれの 自由で ある。 そして かれの 創造のう 

ちに かれは かれ 自身 を資 現す る。」 さらに 他の 言葉 を もちて 設明 するならば、 「歡 喜から すべての 創造が 生まれ、 歡喜 

に 向って 進行し、 そして 歡 喜の なかには ひって 行く」 ものであって、 神の 創造、 神の 犧牲は 悉く 自由と 歡喜 とから 溢 

れ來る ものである。 

犠牲 は 常に 愛の こ. - ろからで なければ ならぬ。  . 

わたくしたち は先づ 自己 を 離れなければ たらぬ。 しかし それ は强 迫からで はなく、 歡 喜からで なければ ならぬ。 わ 

たくした ちの 愛の 心からの 離脫 でなければ ならぬ。 「あたかも 父が かれの 子供 を かれの 腕から 投げ上げる 」 やうに。 そ 

して それ は 「外見 担 否の やうに 見える が實際 は 全く それの 反對 である。」 卽 ちかれ は 愛の 心 を 以て 受け 容 れんがた めに 

先づ その子 を 投げ上げる。 

わたくしたち はさら に 調和 ある 自我、 さらに 實 在と 調和せ る 自我 を 見出さん がた めに、 父の 心 を もちて、 母の愛 を 

もちて、 神の 自由 を もちて 自我から 離脫 する。 

わたくし た ち は先づ 自ら を 破らなければ ならぬ。 

離 は 先づ， nn 己の 卵殻 を 破らなければ ならぬ U 卵穀を 破る ところに かれの 離 晩が ある。 かれは それによ りて 光りと.： せ 
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氣 とに 接する ことができる。 わたくしたちの 自我 は 常に 實在 そのもの 、懐から 生命 を 受け 容れ てゐ なけれ はならぬ。 

大地に 根 を 置かぬ 樹は 枯れて しま はなければ ならぬ。 わたくしたち は 自己の 极を大 地の底深く 埋めん がた めに、 大地 

の 無限なる 泉 を 掬まん がた めに、 先づ 自己 を 大地の なかに 投げ捨てる。 そこに わたくしたちの 種子 を 腐らす。 

わたくしたちが 自我の 權威を 認め、 永遠の 生命 を 有する 所以 は、 その 背景と して、 极抵 として 神の 權威、 實 在の 永 

遠 性 を 掬み 入れて ゐ る か ら である。 

紙幣が それ 自身で 價値を 持つ てゐ ると 考へ るの は 無知で あるから である。 たと ひ 山 ほどの 紙幣 を 積む としても、 も 

しその 後ろに 銀行なる もの を 持って ゐ ない 紙幣であった ならば、 灰に する の 債 値の みで ある。 わたくしたちの 狹ぃ自 

我、 囚 へられた 自我に のみ 無限の 價値を 認めん とする もの は 銀行 を 失へ る 紙幣 を 積み 贯 ぬる 人で ある。 

わたくしたち は 神に よりて 創造せられ たる ものである。 わたくしたちの 自由 はもと 悉く 神に あらねば ならぬ。 しか 

も 神 はわた くした ちに 自由 を與 へて ゐる。 わたくしたちが 持って ゐる 自由 は あたかも 父が その子に 允して ゐる 自由と 

同じく、 そ は 愛から 流れ出で たる ものである。 暴君 は 奴隸に 自由 を與 へない。 かれは 奴魏を 一 つの 器と 考へ るが ゆ ゑ 

である。 父が 子に 自由 を 允す の は、 やがて 子が 自由に かれの 父に 歸り來 らんが ためで ある。 わたくしたちが 神に 允 さ 

れ たる 自由に 絕 えず 自我から 離脫 しつ 、神の もとに 歸り 行かん がた めで ある。 

わたくした ちは絕 えず al 己 を 新た にせん がた めに 永遠 の 新たなる 神に 歸り 行く  。 

「わたくしたちの 自我 は絕ぇ 間な くそれ の 舊き齡 を 捨てなければ ならぬ。 わたくしたちの 自我の 不死の 若 やか さを資 

現せん がた めに、 絕 えず 忘却と 死のう ちに それの 制限 を 振り捨てなければ ならぬ。」 個人 は 各 刹那々々 に 個人の 生命 を 

新たに せんがた めに、 永遠の 時の なかに 歸 つて 行かなければ ならぬ" 「永遠の 旋律に 隨 つて 一歩々々 根源 的 純一 に觸れ 

なければ ならぬ。」 かくして そこに 美と 力の，^ ちに かれの 離脫が 平衡 を 保 つて 來る。 
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永遠 の 生命 を奏づ る 立 琴の 交響 樂を聽 け ー 

本源 的 生命 を 忘れた る 者の 生活 は 一 日々々 とた^ 死滅と 老齢と を 見つ \ 歩いて 行く。 けれども 本源 的 生命に 觸れた 

る ものに とりて は、 死 もな く、 老齢 もない。 何と なれば この 世界の 懐に は 常に 永遠の 若 やか さが へられて ゐ るから 

である。 死と 顏廢と は 世界の 表面に のみ 漂 ふ 影で ある。 しかも その 世界の 根源 を 流る. - 生命 は 何時も 新しく 何時も 若 

やいで ゐる。 わたくしたちの 曰々 の 舊き日 はまた 明日の 新しき 日と なって 現 はれる。 わたくしたちの 自我 も 一日々々 

と 舊く顏 れつ 、また 1 日々々 と 新しく 生まれなければ ならぬ。 

わたくしたち は 萬 有のう ちに 潜める かれは、 今日 もまた 新たなる こと を 知って ゐる。 創造の 敬の 一 つくの 旋律 は 

刹那々々 に 新しくされ、 若く されて かれから 歸 つて 來る。 宇宙 は單に 一つの 舊き聲 の 反 饗 ではない。 それ は {- ^から {-^1 

に 鳴り響く、 しかも 永久に 刹那々々 の 新し さ を もてる 歌で ある。 人生 は 1 と 筋の 道 を 直行す るので はない。 絕 えず 人 

生 は 神の 家に 歸 りて 新しき 生命 を 掬み つ」 創造し なければ ならぬ。 大海 を橫 切る 燕が 大 侮の 胸に 抱かれて は 立ち、 翔 

りて はまた 抱かれる やうに、 わたくしたちの 生の 行進に ありても、 わたくしたち は絕 えず 永遠の 若 やか さを^へ たる 

神の 镍に Ki つて 行かねば ならぬ。 宇宙 は 劫 初より 無限へ と 刹那々々 の 新し さ を 以て 歩む。 「世 ra^ は 永遠に 老いたり、 さ 

れど 永遠に 新し。」 わたくしたち は絕 えず 舊き 自我から 離れなければ ならぬ。 舊き 死から 離れなければ ならぬ。 舊き自 

我 を 捨て、 狭き 自我 を 捨て、 常に 赤裸々 の 我と なって 神の 懐に 入らなければ ならぬ。 

わたくしたちの 生の 目的 は その 實 在との 「純一 を 索む る ことで ある。」 わたくしたち は 愛と 柔和のう ちに 頭 を 垂れて 

11 大 なる もの も、 小なる もの も、 その 一所に 称〕逅 すると ころの 11 かれの 懐の なかに 我が 永遠の 住み家 を 覚めな け 

れ ばなら ぬ。 

わたくしたちの 母 は その子の 歸り來 らんこと をのみ 待って ゐる 。牧者 は その 失 はれた る 小羊 をのみ 待ち 佗びて ゐろ。 一 
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わたくしたち は そのた かぶれる 心と 5^ 恃とを 捨て、 父の 家に 露らなければ ならぬ。 母の 懐に 歸ら なければ ならぬ。 

全く 椅を侵 徹する 矢の 如く ブラ ァ マ のうちに 汝の すべて を 失へ。 

乙女が 人形 を 捨てる の は、 人形よりも かの 女が 俸大 なる ものである こと を 知つ てゐ るからで ある。 わたくしたち 

が 自己 を 捨てる の はさら に 偉大なる 自我 を 知って ゐ るからで ある。 
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聖者 的 生活 思想の 價 値と 貢 獻 

かれの 思想が どれ だけの 價値を 持つ てゐ るかと いふ 問題 は、 糠て かれの 思想が どれ だけの K 獻を わが 國の 思想界に 

與 へる であらう かとい ふ 問題 を 提供す る。 

今日 わたくしたちの 最も 苦しんで 解決し ようと 努めて ゐる 問題 は、 俩 我の 問題で あり、 個 我と 例 我との 問題で ある j 

そして これ 等の 問題 は 1 刹那 も實 生活から 離れて 論ぜら る 、 こと はでき ない。 

£R 我 或 ひに 個性の 問題 は 今日 殆んど 行き着く と ころまで 行き着か うと し て、 しかも 實 生活の 上に 於い て 殆んど 踏み 

越える ことので きぬ やうな 幾箇の 障碍に 打ち 突かって ゐる。 

あらゆる 藝 術が、 「藝 術の ための 藝術」 的 思想から 「生の ための 藝術」 を 主張 せらる、 に 至った やうに、 自我の 問題 

或 ひ は 個性の 問題 は 到底 わたくしたちの 日常生活から 離れて 論ぜられる こと はでき なくなった。 したがって 自我 及び 

個性の 間 題と 同時に 起って 來た蓮 動 は 生活 状態の 革命と いふ ことで あつ た。 家庭 組織 を 如何に 革むべき であるか、 EP 

女兩 性の 問題 を 如何にすべき か、 社 會紐織 を 如何に 築き 直さなければ ならぬ かと い ふ やうな 問題が 提供され た。 イブ 

セ ンも トルストイ も わたくしたちが 今日 繰り かへ して ゐ ると 同じ やうな 思想と 生活の 矛盾と を鬪 ひつ、 死んで しまつ 

た 0 

イブ セ ンもト ル スト ィも わたくしたちの 前に 大きな 問題の 提供者であった。 同時に かれ 等 自身の 生活 を 以て、 その 

問題 を 解決し よ. つと 努めた。 かれ 等 は 幾多の 困難と 矛盾と を實驗 した。 かれ 等が 偉大で ある だけ それだけ、 その 苦痛 

や 悲劇的 生活 はまた わたくしたちに その 雄々 しい 生活 者の 苦 鬪を傯 ばし める。 
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けれども 苦痛 は 終に 苦痛で ある。 悲劇 は" おに 悲劇で ある。 わたくしたち は イブセン や トルストイの 鬪ひを II ひ、 か 

れ 等が 提供した 人生 問題の 解決の ために 幾多の 苦痛 や 悲劇 を 忍ばなければ ならぬ。 けれども わたくしたちの 生活 は單 

にかれ 等が 歩 い た と 同じ 道 を 歩む だけで あり、 また かれ 等が 行き 藩 いたと ころ まで 行き 蕾く の であ つ たなら ば、 わた 

くした ちの 生活 は 何の 意義 を も 見出す こと はでき ない。 わたくしたち はかれ 等の 思想、 かれ 等の 生活 を 量と して、 

或 ひ は 踏み 臺 として さらに 新しい 生活の 眞 意義 を 發 見し、 新世界 を 見出さなければ ならない 義務 を 持つ てゐ る。 

今日 我が 國の 思想界に 二つの 著しい 額 向が 琉れ てゐ るかの やうに 多くの 人々 は 信じて ゐる。 一 っは內 世界から 内 世 

界 へと 進まん とする ものと、 他の 1 つ は 外 世界の 革命に よりて 眞の 自我 生活に 生きよう とする 努力で ある。 わたくし 

たち は その 何れに 對 して も相當 の 理由と 尊敬と を さ  げ ずに は をれ ない。 

けれども わたくし はこの 一 一 つ の 傾向 を； 一 つの ものと して^ 別して 考 へ たく はない。 K は 思想の 傾向 を 一 一 つ に 區 別す 

ると いふ こと は、 根本的に 妥當 性を缺 いた 見方で ある。 わたくしたちの 實 生活 を根抵 として 考 ふる 以上、 思惟す る こ 

とも、 或 ひ は 生活す る こと も、 すべ て これ を わたくしたちの 眞 自我の 要求から 生まれた 本然 的な ものであると 認めな け 

れ ばなら ぬ 。そして 二つの もの は眞 生活の 1 線 上に 引き離す ことので きぬ 純一 無二の ものであると 見なければ ならぬ。 

わたくしたちが 生活 を 尊敬し、 思想 を 尊敬す る 所以 は、 思想が 思想と して 止まらず、 生活が 生活と して 墮在 しない 

からで ある。 生活の 尊い 所以 は その 背景と して 思想 を 有する が 故で あり、 思想の 尊い 所以 はまた その 棂抵 として 生活 

を 有して ゐ るからで ある。 

た わたくしたちが 所謂 思想家 を排 し、 所謂 生活 主張者 を排 しなければ ならぬ 理由 は、 かれ 等が 思想に のみ 權威ぁ 

りと し、 或 ひ は實 生活に のみ 攉威 ありと する が 如き 偏見に 陷 つた 場合で ある。 

わたくした ちは^ 界を捨 つ る こと を 以て 怫者第 一 の 要 道で あるが 如く 曲解した る 厭離 觀念 を排 する 同時に 社會運 
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動の 上に のみ 絕對價 値 を 認めん とする 一種の 社會 人の 生活 を 憎む。 けれど、.？ 眞摯な 自我の 要求" 自覺の 上に 立って ゐ 

る 場合に は、 それが 思想 を 高調す る もので あらう と、 生活 を絕 叫す る もので あら. つと も、 何のけ ぢ めが そこに あり 得 

よう ぞ。 

要はた V 如何にせば わたくしたちの 生活 をして より 善き ものたら しめる ことができ るか、 とまれより M 實な もので 

あらしむ る ことができ るか？ この 問題に 歸着 する。 

トルストイ も イブセン も わたくしたちに 如何に この 人生 を 思惟すべき かを敎 へた。 また 如何に 生活 を 改造すべき か 

について 敎 へた。 かれ 等 はわた くした ちに 幾多の 困難なる 問題 を 提供して 行った。 わたくしたち は 今日 その 問題の 解 

決に 對 して あらゆる 努力 を盡 さう として ゐる。 しかも わたくしたち はかれ 等が 解かう として 尙ほ 解く ことので きな か 

つた 幾多の K 生活 上の 問 に 打ち 突かって ゐる。 わたくしたち は社會 制度 を 如何に 改めなければ ならぬ か。 わたくし 

たち は 夫婦の 關係を 如何にすべき か。 わたくしたちの S 蜜 制度 を 如何に 處理 しなければ ならぬ か。 生活 を 主張す る 多 

くの 人々 の Si 躓 はこ、 に 在ろ。 

けれども わたくしたち は トルストイ や イブセンよりも、 尙ほ 1 歩 進んで これ 等の 問題 を闡 明して 行かなければ なら 

ぬ。 單 にわた くした ちが 外面から のみ 社會の 改革 や 生活の 變替 のみ を 待つ てゐ るなら ば、 それ は 天才の 心 靈を缺 いた 

建築であって、 そこに は 何の 意義 も 生侖 もない。 多くの 社會蓮 動が 無意味で あるのと 一般で ある。 

トルストイ や イブセンの 步 いた 道 を步 いて、 更に かれ 等 以上の 新しい 道を發 見しょう とする 人に とりて は、 先づか 

れ等 以上の 内的 要求の 焰が 燃えなければ ならぬ。 た t かれ 等の 外部に 現 はれた 實 生活に 對 する 不滿 不平の み を 學んで 

はならぬ。 わたくしたち は先づ かれ 等 以上に、 わたくしたちの 內 Ik かの 生活 を 豐 かにし なければ ならぬ。 わたくしたち 

の 內界の 生活に 於いて かれ 等 以上の 矛盾 を發 見し、 举 園 を 爭 S する もので なければ、 わたくしたちの i}.; 活は 到底 附け 
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境き^ た る こと を 免れ な い 。 

わ にくした ちが オイ ケ ンを 取り 容れ、 ベ ルグ ソ ンを 取り 容れ、 或 ひはメ ェ テル リン クを 取り 容れた 理由 は、 この 一！！： 

界の豐 か な 自我 を 見出さ んが ための 他に はなかった。 わたくしたちが こ&に 更らに 印度の 思想家 であり、 詩人で あ る 

タゴ 1 ル を 取り 容れる 所以 も實は メェ テル リンク や ベルグ ソン を 1^ り容れ たと 同じ やうな 理由の 他に は 出で ない。 

もし タゴ ー ルの 思想 を 以て、 わたくしたちの 生活の すべて を 暗 示す る ものであると するならば、 それ は 人間の 債 値 

及び 思想 進化の 原理 を餘 りに 不用意に 見 積った 考へ 方で ある。 -|ィチ ェを！：^り容れる人の心持ちも、 ベルグ ソン、 ォ 

ィケ ンを 取り 容れる 入の 心持ち も、 常に 批判と 共鳴と 暗示の 外に 出でなかった やうに、 わたくしたち はタゴ ー ルを 一!^ 

り容れ るに 際しても、 かれの 價 rg を 高く 見 積る こと をして はならない。 また 安く 見 積っても ならぬ。 わたくしたち は 

嚴 正な 批判 を 忘れて はならぬ。 

かれの 價值 を評價 する わが 思想 の 人々 の 中には、 かれ を 以て 歐陽明 を 出で ず、 ェ マ ル ソン を 出で ずと なす 1 派の 

人々 も ある。 蓥 しこれ は 適 當な 評で あるか も 知れない。 けれども これ は 決して かれの 債 値 を 低く する もので はない。 

また Si 究 すべき 債 値の ない もの だとす る 理由に はならない。 如何に かれの 思想が 歐陽 明に 酷似して ゐ ようと、 ェ マ ル 

ソンに 共通した る もの を 感じさせようと、 それ は 決して かれの 思想の 權咸に 何の か、 はり もない。 わたくしたち がか 

れの 思想な り藝 術な りに 深い 與味を 感ずる 所以 は 畢竟 その 思想な り、 藝術 なりが、 かれの K しい 人格に 薰染 せられて 

るるから である。 つまり かれの 人格 を 透して 或 ひ はゥパ -I シャド の 神觀が 語られ、 佛陀ゃ キリスト や 印度 詩人 コビ， - 

ル C 思想が 新しく 說 明せられ てゐ るからで ある。 その 思想 は 畢竟 古き 印度の 汎祌、 宿命、 憧憬、 崇敬、 觀照 の氣 分に 

薰 じられ たもので あるに ちが ひな い。 要するに 恒 河畔の 栲樹の 蔭に 幾. 千年 來繰 りか へ されつ 、 にぐ くまれて 来た 印度 

思想の 華に 過ぎない。 けれども それ 等の 思想の 華が かれの 麗 はしい 豐 かな i: 性の 香 ひに つ、 まれつ  >- 詩と 哲學の 杯の 
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中に 盛られて ゐる こと を 見る 時、 わたくしたち はかれ を 懐し い 我が 東洋の 哲人と して、 詩人と して 取り 容れ ろに 躊踡 

する こと はでき な い。 

思想の 方面より し て かれ を 論難す る 入 々に對 して は、 わたくしたち はかれの 懐し き その 性格、 その 聖者 的な 生活 を兑 

よと 叫ばずに は をれ ない。 サン チ -I ケ タンの 綠© に 黎明の 露 を 踏みつ. 1 奉 頸の 歌 を 口ずさみ 行く 敬虚な 聖者の 生活、 

喬木 下の 石 坐に 欣求法 悅の瞑 默を恣 にしつ.^ ある 哲人の 生活 を 想 ふ 時、 わたくしたち はかれの 純 眞な藝 術 や、 かれの 

歡 喜と 光明と に 充てる 哲學 をた ビ譯 もな く見棄 てること はでき ない。 ヒ マ ラャの 擎巒の 奥でなくて 何う して かれの 憧 

憬の 哲學が 生まれよ-つ！ 恒 河畔の 春の 夜で なくして 何う して かれの 戀と 生活の 歌が うた はれよう！ ぎら くと 眩 

むば かりの 熱砂の 地なら ずして、 何う して 咽ぶ ほどな かれの 崇敬の 詩が 編う！ かの 自然、 かの 鄕 土なら ずして 何う 

して タゴ， ル の 哲學が 生まれよう！ 

わたくしたち はかれの 聖者 的な 生活に 薰染 せられ、 かれの 聖者 的 入 格から 絞り出され たる 思想と して かれの 思想 を 

尊敬す る。 

その 生活 を 高調す る 入々 にと りて 或 ひ はかれの 思想 は^りに、 超人的、 超社會 的で あるか も 知れない。 けれども そ 

こに かれの 思想の 使命が あり、 貢 獻が ある。 

かって かれが ロンドンに 滞留した る 折り、 &ン ドンの 一記 者 はかれの 言葉 を 批評して 「かれの 聲 は 天 EI に 於いて 聽 

くに ふさ はしく、  ロンドンに 於いて 聽 くに は 餘 りに 美しき もの」 であると 言った とった へられて ゐる。 かれの 思想 も 

また、 わたくしたちの 生活 裡に聽 くに は餘 りに 美しい ものである かも 知れない。 

かれの 思想の 强 みと 同時に 弱み はこ & にある。 

かれの 思想 はや -も すれば わたくしたちの 坐活 にと りて 餘 りに 婉麗 である。 餘 りに 夢幻 的で ある。 ？ g りに 法： g と 光 
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耀 とに 充 ちて ゐる。 かれの 詩の 美し さも かれの 詩の 懷 しさ もこ >- にある。 けれども その 哲學 として 見る 時、 思想と し 

て 見る 時、 わたくしたち はや、 も すれば わたくしたちの 生活から 餘り にかけ はなれた 高所に ある こと を 想 はずに は を 

かれに は イブ セン や トル ス トイに 見る やうな 矛盾 や 焦矂が ない。 かれに はト ル ス トイに 見る やうな 生活に 對 する 鬪 

爭 がない。 イブセンに 見る やうな 反抗の 心がない。 かれは 飽くまで も、 先づ 自らの 立ち 場 をー步 高く して 人生に 對し 

てゐ る。 かれは 到底 詩に よりて 八 生を竭 詩に よりて 入 生 を 築かん とする 者で ある。 かれは 到底 トルストイの 執着 を 

持つ てゐな い。 かれは 到底 イブ セ ゾ の 執拗な 憎惡を 持って ゐ ない。 かれは 荒凉 たる 大 口 シ ャの豫 言 者に 比して 餘り に 

やさしい 詩人で ある U かれは ス カン. チ ナビアの 大 思想家に 比して 餘 りに 女性的な デリカ シィを 持った 詩人で ある。 

わが 思想界に 對 して かれの 貢獻 は、 その 聖者 的な 敬虔と 憧憬と 信愛と デリカ シィを 持った 人格の 懐し さで ある。 直 

ちに かれの 思想 を 以て わたくしたちの 生活 を 論ぜん に は、 餘 りに かれの 思想 は 生活 味に 乏しい。 現代の 眩く ほどな 巷 

の 生活 感に對 して、 かれが 想像して ゐる 生活 は餘 りに 淡い ものである。 餘 りに 純一な ものである。 

自我 を 主張す る 入々 にと りて、 生活 を その 最高 所 ま で燃燒 せしめん とする 人々 にと りて、 かれの 思想 は餘 りに 調和 

的で あり、 餘 りに 靜觀 的で あるか も 知れない。 かれの 思想の 短所 はたし かに こ. -に 在る。 けれども 同時に そこに また 

かれの 長所が ある こと を 忘れて はならぬ。 

や \ も すれば 餘 りに 頑な らんと する 自我 主張者に 對 して、 かれは 寛容と 穰牲と 愛憐の こ、 ろを敎 へる。 餘 りに 狭 

い 個 我の 殼に蟄 せんとす る 者に 對 して、 かれは無^^-大なる自我の内容を所有せしめんとするものでぁる。 

自我、 自我！ あまりに その 難の 大きく あつたに 比して、 その 發展の 純かった ことよ！ これ 等の 小 ひさな 自我に 

2 囚 へられた 自我 主張者に 對 して、 かれは 「より 大きな 自我」 の 所有者た らんこと をす \ める。 
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わたくしたち は そ の 棂抵 よりして わたくしたちの 自我 を 築き 直す 必要 はな い か！ 靜觀と 平和 と寬容 の 心 を 忘れた 

小 ひさな 自我 を 打破して、 キリスト や 佛陀の 慈悲 憐感の 心に 充ち たる 自分 を 見出さなければ ならぬ ので はない か。 わ 

たくした ちは少 くと も その 周 園の 弱き 入々 と共に 泣ける だけの ドスト イエ フ ス キイの 心 を 持って ゐ なければ ならぬ。 

タゴ I ルの 思想が わが 個人 キ： 義ゃ、 &: 我の 絕對 や、 生活の 權威を 主張す る 入々 に對 して 貢獻 すると ころ は、 その 同 § 

憐憨の 情と 神に 對 する 忍從の 心 と ヶ外 にして はない。 

かれは わたくしたちの 生活に 對 して 一 切れの 麵趙 をも與 へる もので はない。 けれども かれは わたくしたちの 心靈に 

對 して 無限の 光りと 喜び とを與 ふるもの である。 

かれ も 亦 生活 を說 くもので ある。 入 生 究竟の 目的と して かれは 「入 生の 勞作」 を 高調す る ものである。 かれは 言 ふ 

ー勞作 せんがた めに わたくしたち は 生きなければ ならぬ、 生きん がた めに わたくしたち は勞 作し なければ ならぬ、 生と 

勞 作と は 分つ ベ からざる」 ものであると。 けれども わたくしたち はかれの 謂 ふ 勞作或 ひ は 生活に 對 して は 疑 ひなき 能 

はざる ものである。 何と なれば 生活 を 生活す る ものと して は餘 りに かれの 生活 は 詩想 化せられて ゐ るからで ある。 か 

れの謂 ふところの 生活、 かれの 謂 ふところの 勞 作は餘 りに 單 純な 形式に 限られて ゐ るので は あるまい か。 かれは 現代 

の 息苦しい 生活に 對 して はたして どれ だけの 觀察カ を もって ゐる であらう か。 また かれは 現在 一切れの 麵麴 にだ も餓 

ゑつ X ある 者に 對 して はたして どれ だけ 赤貧 者の 苦痛 を 味つ てゐ るで あらう か。 代々 カル カツ タの 貴族の 子と して 生 

まれ、 タゴ ，ル. キャッスルの 一 廓の 所有者と しての かれ、 ボル ブ， -ル の綠 野の 聖者 的 生活 者と しての かれは、 或 ひ は 

現代 生活 の K 相 を餘り に 容易に 見積り はしなかった であらう か 。 

わが 隣 入 は 今 赤貧の 禍 手に餓 ゑんと して ゐる。 わが 瞬 人 は 不意に その 同朋 を 殺さう として ゐる。 これ 等の 不幸なる 

入々 に對 して はたして わたくしたち は どれ だけ かれの 光明 ゃ截喜 の 生活 をた、 へる ことができ ようか！ 
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わたくしたち ははた して © しき 人々 に對 して 「貧しき 者 は 幸 ひたり」 とい ふだけ の 力 を 所有して ゐる であら- 「か。 

® 入に とりて は 次 来の 世に 於いて 天國を 11 ぐ ことよりも、 この 刹- 那に ： 切れの 麵飽 を 得る ことが より 大事な 希望で 

ある。 この やうな 說き方 は あまりに 思想な り 或 ひ は藝術 をお ぃレヹ ルに 引き 卸した 兑方 であろ かも 知れない。 けれど 

も タゴ， 'ル の 思想が あまりに わたくしたちの 實 生活から かけ 離れた 一 面 を 見る 時、 わたくしたち はか やうな 反駁 を も 

加へ て兑 たいやうな 氣 がする。 これ は 恐らく 生活 を 以て あらゆる 人生 諸相の 根 抵と認 むる 人々 の齊 しく タゴ ，ル に對 

して 訊かん とすると ころで あらう と 思 ふ。 

寶際 生活 を 根柢と し て かれの 思想 を考 ふ る わたくした ち は 幾多 の 不滿を 感じずに は をれ な い。 また @ 我 を 主張 

する に 際しても わたくしたち は、 もつ と 執拗な 思索的 生活 を 要求せ ずに は をれ ない。 これ は 誰し も 認容す る ことので 

きる 點 であると 思 ふ。 

かれに 對 して 慾 をい ふなら ば、 かれが 一 屏 凡人で あるべき ことで ある、 かれが 俗人で あり、 巷の 勞 役者で あるべき 

ことで ある。 かれは わたくしたち 現在の 生活に とって は あまりに 聖者 的で あり、 敬虔な 豫言 者で ある。 わたくしたち 

はかれが 印度に 生まれず して 口 シャに 生まれ、 ス カン. チ ナビアに 生まれた らんに はと 思 ふ こと も ある。 

以上 わたくし はかれの 生活に 關 して^たら ず 思 ふ點を 述べた。 けれども これ 等の 不満 はい さ k かも かれの 思想な り 

1 〈術な りの M 値 を i まふ ものと はならぬ。 最初に わたくしが 論じた やうに、 かれの 哲學、 かれの 藝 術の 使命 は、 わたく 

したち の 外部 的な 生活に 封して t はなく、 寧ろ その £ 的な 生活に 封して ある。 

かれの 思想が はたして どれ だけ わたくしたちの 外部 的 生活に 革命 を來 させる か は 甚だ 疑 はしい もの である。 けれど 

も わたくしたちの 內的 生活の 上に 一道の 光り と 生命と を 投げ かけ る もの はたし かに かれの 豐 かなる 思想で なければ な 

らぬ。 利己的な 惡魔 的な 思想が、 ii 然として 赏裕燕 我の 愛を發 見し、 平和と 沈 靜に充 たさる 气 へき 至 境 はたし か- i タ 
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ゴ， ル の 思想 裡に 在る と 思 ふ • 

わたくしたちの 生活 は何處 まで 個 我 を 持し、 惡魔 的な 破壞 的な 生活 を續 けて 行かなければ ならぬ ものである か？ ， 

或 ひ はまた わたくしたちの 生活 は惡魔 的な 破壊的な 生活 を 切り 拔 けて、 旣に 建設の 曙 を 待ち？ 3? まんと して ゐる もので 一 

あるか？ わたくし は その 何れ か を 判明す る こと はでき ない。 けれども その 何れに 對 しても タゴ ， ル はかれの 使命 を 

感じて ゐる。 

破壞 的な、 惡魔 主義の 利己主義者に 對 して はかれ は、 永遠より 永遠に 亙れる 一つの 眞理の 儼存を 主張す る。 かれは： 

劫 初より 無限に 連なる ブ ラ アマ の 光 機と 法 悅とを 語る。 かれは世戶^：の顯現はその外面に於ぃては小止みなく動めきっー 

つ、 流轉 しつ、、 顏 -M しつ \ 變 化しつ.^ あれ ども その 根柢に ありて は絕 えず 平和と 法悅と 永久性に あふれて ゐる こ： 

と を 信ずる。 波驟の 一 上 一 下 は現實 界の顯 現に 過ぎない。 大海 それ 自身 は 何時も 平安と 悠久と を湛 へて ゐる こと を か 1 

れは 信ずる。 かれは 利己主義者に 對 してす ベて 汝の 持てる もの を 捨てよ と 叫ぶ。 燭 がその 貯 へられて ある 油 を 燃 燒す" 

る ことによ りて 光明 を 放つ .51. うに、 先づ汝 自身のう ちに 持てる すべての もの を、 神の ために、 隣人の ために さ、 げ よ！ 

と S -、"  J 

かれは 破壞 せんとす る 者に 對 して、 先づ 調和 せんこと をす- - める。 かれは 征服 せんことの 代りに 合 1 せんこと を 語！ 

る。 破壞と 征服 は 部分的で ある。 わたくしたちが 一つの 世界 を 征服す る 時、 さらに 他の 新しい 世界が わたくしたちの 一 

面前 を 遮る。 わたくしたち がー つの 異 民族 を虐 ぐる 時、 さらに 新しき 異 民族が わたくしたちの 行路 を 妨げる。 けれど： 

も 調和 は 全 的で ある。 わたくしたちの 心靈が キリストの 如く 佛陀の 如く 宽 やかに 豐 かに 濕ひ ある ものと なる 時、 ^界 一 

は 一 如の 相と して わたくしたち のこ .1 ろに 交響の 樂の音 を奏づ る。  一 

かれは 惡瞻 的の 人生 觀 をいだ く 人々 に對 して 先 づ汝の 驕れる 心を碎 けよ と 叫ぶ。 信從 なれと 叫ぶ。 かれの 戲曲 「暗 一 
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•M の 王」 も、 一 郵便局」 の 托鉢 僭 も、 「チ トラ」 のなかの アル ジュナ もみな わたくしたちに 封 、て 信從 ならん こと を强 

ふる。 信從， 者の 生活、 敬虔 者の 生活 こそ タゴ， 'ル哲 學の究 意で ある。 

建設の 黎明 を 待ち望む 入々 に對 して、 かれは また 光明と 牛 と 法悅の ブラ アマ を 暗示す る ものである。 そして わた 

4 つか 

くした も 自らが ブラ アマ の國 のために 立ちて 扉 を 開かなければ ならぬ こと を 說く。 わたくしたち はた どい たづら に 神 

の國を 待って ゐて はならぬ。 わたくしたち. 13 らが祌 の國の 黎明 を眼醒 まさなければ ならぬ。 神つ 國を迎 へんが ために 

わたくしたち は絕 えず 準備し なければ ならぬ。 

わたくしたちが 忍 愛 他の III 祌に 燃え、 その 持てる すべての もの を 捨て、 乞 の 如く 赤裸々 の© 人となりて 神の 

國に 到る 時、 わたくしたち のために 神の EI の 黎明が 開かれる。 

王 は その 笏を 捨てなければ ならぬ。 王妃 は 眞珠の 飾り を 地に 投げねば ならぬ。 黃 金と 白銀の 道 を 捨て \® 埃の 道 を 

歩かなければ ならぬ。 眞 紅の 衣 を かなぐり 捨て X 道 傍の 埃に まみれなければ ならぬ。 馬車 を 捨て i かの 女 自身の 足で 

人生の 行路 を迎ら なければ ならぬ。 

わたくしたちの 生活が かくの 如く 忍從 者の 生活に 入る 時人 生に は 一 の 悲しみ もな く、 唁も なく、 絕望 もない。 天地 

莴有 はた r 光りと 生命の 霤 しき 共鳴 樂を 獎づ る。 

わたくしたちの 永 夜の 暗 は ほのじろく 夜明けて、 わたくしたち は 老人の 「我が 子よ、 ； T 化 明に なった i 終に！」 と 

いふ 靜 かな K を聽 くで あら 5。 その 時 わたくしたち は 王妃 スダル シャナ と 一 緒に 自然 をた 乂 へて 叫ぶ であらう。 

「御覽 なさい 大 {1^1 は涯 から 涯 まで 薔薇の やうに そして 眞 紅ではありません か、 { 仝氣は 花の香 ひの 歡迎を 以て 充 たされ 

てゐ るではありません か。 …； 妾に 女王の 衣 を 被せて くださるな。 いえ、 いえ、 い  >  え！」 

わたくしたち は 「常に 我 は 何物 を も 有せず、 我 は 何物に も あらず」、 た 貧しい 人生の 勞 作者で ある こと を 信じ、 


無限なる ブラ ァ マ の 慈悲 を 感じつ 、嬰兒 の ごとくな つて ブラ ァ マ の 家に 歸ら なければ ならぬ。  - 

すべて を ブラ ァ マに さ V ぐる もの \ 生活、 無の 境より 出^せん とする 者の 生活、 信從 者の 生活 こそ かれの 聖者 的 生 

活の 第一歩で ある。 もし 現下の 我が 思想界に かれの 思想の 貢獻を もとめるならば、 わたくしたちの. 2 一 b ならん として 

ゐる惡 魔 的な 心に、 かれの 謙撬と 信從と 聖者の 生活と を敎 ふること である。 
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聖者 的 生活 伸展の 徑路 

わたくしたちの 1 元 的な 神 觀 或 ひ は 宇宙 觀は 古来 常に 二つの 徑 路を迎 つて 来た やうに 思 はれる。 一 は 神と 人と を對 

立させる 考へ 方で あり、 一は 神卽 人の 考へ 方で ある。 一は 欣求 憧憬の 生活で あり、 一は 自力 創造の 思想で ある。 無論 

S に 言 ふ 神人 二者 を對 立せ しむる 思想 は 根柢に 於いて は 一元的な ものであるが、 た^ 表現に 於いて 二つに 岐れ たと 見 

るまで r ある。 例へ ば 最初に 在 の 神が あ つて、 それからし て 人類 と あら ゆ る も の が 分れ 出 でた とい ふ 思想で ある。 

したがつ てこの 二つの もの は絕 えず 1 つに ならう とする 努力、 欣求、 思慕、 追求の 念 を 抱いて ゐ るタゴ ー ルの 思想に 

この種に 屬する ものである。 

かれの 思想 は 萬 物 悉く ブラ ァ マより 生まれ 出づ ると いふ 觀念を 基礎と して ゐる。 しかして 葸物 はまた ブラ ァ マ の 锂 

に 渾然たる 調和 純一 の 交響 樂 を？、 久 でつ \ 永遠より 永； 鼓に、 無限より 無限に 光耀と 法悦の 生命 伸展の 道 をた どる もので 

ある。 かれに 言 はし むれば ブラ アマ は 法悅と 光耀と 永生の 實在 であるが ゆ ゑに、 かれの 表現なる わたくしたちの 世界 

はすべ て 法悅と 光耀と 永生と に 充ち滿 てる もので なければ ならぬ。 もし わたくしたちの 人生に 悲哀が あり、 苦痛が あ 

り、 死が あり、 罪惡が ある やうに 考 へられる の は、 まだ わたくしたちが 眞に 人生 を觀 るの 眼 を 持って ゐ ないから なの 

である。 まだ 眞 にわた くした ちが ブラ ァ マ を 意識す るの 境に 達して ゐ ないから である。 眞實の 生活と は ブラ アマ を 意 

識し、 ブラ アマの 裡に 生活す る ことで ある。 かれは ブラ アマ を もとめ ブラ アマに 醉 はんがた めに 觀 照し、 ^拜 し、 0 

作す る。 ブラ ァ マ を 見失へ る 人々 の 生活 は あたかも 牧者 を 失へ る 小羊の や-つに あてもなく さ迷 ひつ、、 あても なき 世 

ルの癀 野に 絕 望と i; 廢と死 を 待つ の 生活で ある。 わたくしたち は ブラ アマに 歸ら なければ ならぬ。 ブラ ァ マに わたく 
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したち の 家で ある。 母の 懐で ある。 わたくしたちの 血管に 母の 血が 脈搏つ 時、 わたくしたちの 胸に ブラ アマの 溫 かみ 一 

を 感ずる 時、 わたくしたちが ブラ アマと 共、 に 生ける の 意識 を 抱く 時、 わたくしたちの 生活 は 光耀、 法悅、 永生の 眞生ー 

活 となる。 その 刹那に 涅槃の 境 はわた くした ちの 心に よみが へり、 天國は 地上に 打ち 建てられる。  i 

さて ブラ アマと は 何で あるか。  一 

かれは 全知の 資在 である。 かれは 無 暇の Ml 間に 住める 資在 である。 この 世界の 劫 初に 非 生の 霞が 嚴存 した。 そ は卽ー 

ち ブラ ァ マで ある。 かれは 劫 初より 存在した る 唯一 絕對 の寶 在であって 創造せられ たる もので はない。 かれは 壯絕 純一 

一の 精神であって、 衰滅な く、 死なく、 永遠の 實在 である。 かれは 光 耀法悅 の 源泉で ある。 かれは 宇宙の 創造 を 企て 一 

た。 かれはた 然か 想へ る ことによ りて 現前す る 萬 有 を 創造した。 かれより して 生命、 心靈、 感 if 唐 溉、 光り、 水 一 

及び これ 等の すべて を 抱け ろ 大地が 造られ、 月日が 創造 せられた。 次に かれは 法則 を 造った。 かれの 大法の 鐵 鞭の 下； 

に 寓有は 動いて ゐる。 かれ を 恐る、 が 故に 焰は 燃え、 太陽 は 熱を與 へ、 雲と {-m 澉と 流れと 死と 花と 木の 實 はかれ 等の 一 

歩むべき 途を 歩む。 

かれは 完全の 無限なる 思想で ある。 かれは 永遠に 完 きもので ある。 かれは 愛で あり、 眞理 であり、 美で あり、 善で 一 

ある。 かれは 無限の 刺戟 を與 ふるもの である。 かれは 絕 えず 心の IK しさと 餓 ゑと を わたくしたちに 感ぜし むる もので 一 

ある。 わたくしたち は その 貧し さと 飢 とを充 たさんが ために ブラ ァ マ を もとめる。 そこに わたくしたちの 生活の 刺 一 

戟が ある。 そこに 無限の あこがれが ある。  一 

畢竟 タ ゴ T ル の 思想 はブ ラ ァ マ を戀 する 無限の あこがれ を 外にして は考 へられない。 かれは 絕 えず ブ ラァ マ を 慕 ひ、 一 

ブラ ァ マ を 追 ひ 求む る もの である。  い 

神人 合一の 至 境に ブラ アマ を 崇めつ \、 拜 しつ、、 醉 ひつ \ 讃美し つ、、 光耀の 世界に 悠久の 生命 を 生く る 聖者 一 
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の 生活 こそ 至高 至大の 入 生で なければ ならぬ 

ブラ ァ マ を 追慕す るの こ  >- ろ はわた くした ちの 本然 的な 衝動で ある。 ぁたかも？^^兒が母の懷を追慕するゃぅに。 そ 

れと 同時に また わたくしたち は 母の 懐 を 離れて 嬰兒が 成長す る ことので きないと 齊 しく ブラ ァ マ の 胸、 ブラ アマ の大 

法 を 離れて 生く る ことの できない こと を 知って ゐる 

しからば わたくしたち は 如何にして ブラ ァ マの 懐に 抱かれる ことができ るか。 如何にして ブラ ァ マ の 大法 を發 見し、 

ブ ラ ァ マ の裡 にあり て絕 えず ブ ラ アマに 醉へ る 感謝と 歡 喜の 生活 を資 現す る ことができる か。 かれは 先づ わたくした 

ちに 向つ て汝 自身 の ^を 開け よ と 命ずる。 無智 者に と り て 世舁は 無意味で ある" 智者に とりての み 世界 は 意義 ある も 

のとなる。 暗黑 のなかに ありて わたくしたち は 何もの を も 認める こと はでき ない。 けれど、 もし わたくしたち がー つ 

の ® 光 を か \ ける 時 わたくしたち は その 周 圔の世 を 知る ことができる。 さらに わたくした ちがより 大きな 燭光 を か 

かげる 時 わたくしたち はさら により 廣大な 周 園の 世界 を 見る ことができる。 わたくしたちの 理智の 光明が 擴充 せられ 

る だけ、 わたくしたちの 周 園の 世界 はより 大 なる 意義 を 以て 充 たされる。 無智の 徒にと りて は 星 も 大空 も {^ 無で ある。 

けれども 智者に とりて は 一片の 花雜 も、 無限の 意義 を 語る ものである。 昔 印度人の 理想的 生活 は 心 霞 意識の 完全なる 

發達を 致す 如き 生活の 他に なかった。 かれ 等 は 常に 觀照 生活の 孤 II を 愛した。 かれ 等 は 森林に 入り て 或 ひ は 荒野に 立 

ち て靜 觀瞑默 の 生活 を 擅に し た。 古來 印度人に とりて 最高の 生活 を營み たる もの は道德 家で もな く、 賢人で もな く、 

勇者で も、 政治家で も、 王者で もなかった。 觀照 生活 うちに 無限の 光鎮と 歡 喜と を 味 到した る 聖者の 生活 こそ 最高 

至大の 半 -活 であった。 かれ 等 は 知識に 於いて 絕對 心霾に 達して ゐた。 かれ 等 は 心霊と 合一せ る 自己 を 見出して ゐた。 

か れ等は あら ゆ る 利己的 欲念 か ら 解放せ られて 常に 絕對の 神に 到達し、 ゆ 5 住不斷 の 平和 境に あった。 

わたくしたち は絕 えず 智者の 途を 歩かなければ ならぬ。 タゴ ー ルの 主張す る 生活 はこの 外に 出で ない。 
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け れ ども 智者 の 生活 は 容易に 實 現せら るべき もので はない。 そこに は 言 ふべ から ざ る 苦痛 や 淚が俘 ふ。 わたくした- 

ち はかす かに  神の 聲を聽 くこと はでき る。  けれども その 姿 を 明かに 把握す る こと はでき ない。 わたくしたちが 專念神 一 

にあ こがれ、 神 を もとめん とする 時、 神 は 必ず わたくしたちの 扉の 前に 立って ゐる。 けれども わたくしたちが 明かに 一 

祌の姿 を 意識 せんがた めに はわた くした ち は ほとんど 終生の 努力 を さ、 げ なければ ならぬ。  1 

「わたし は 黄金の 牡鹿 を 探して 彷徨 ふて ゐ るの だ ー ぁ乂、 さう だ 何時も わたしから 逃げて 行く あの 足速い 幻影！ 一 

かれに 近寄って 御 isT 直ぐと かれは 遠の いて ゐる。 お前の 眼の 前に 霞と 埃の 雲 を 遣して ー  一 

おう わたし は 不安な 放浪者の やうに 森と 野と そして 名もない 大地 を さ迷 ふ、 夢にも 振り返ら うと は 思 はないで。」 ： 

神 を もとめん とする 人々 の齊 しく 經驗 しなければ ならぬ 苦痛 はこれ である。 わたくしたち は絕 えず ブラ ァ マ を 追 ひ 一 

求めて ゐる。 ブラ アマ はわた くした ちの 前に 幻の 如く 祖徠 する。 しかも わたくしたち は 容易に かれと 合 一 する こと は 一 

できない。 明かに かれ を 意識す る こと はでき ない。 もとめん としても とめ 得ざる 悲哀、 知らん として 知る ことので き 一 

ぬ 悲哀が こ から 生まれる。 かれの 父デ * ェ ンド ラナ アト が警て そ の 生涯 を祌 の 前に さ、 ぐるの 前に 經驗 した 悲哀 も こ 一 

れ であった。 タゴ， ルも 恐らく この 絕望 的な 時代 を 1- 驗 したで あらう。 かれの 作 「ギ タン ジャ リ」 や 「生の 資現」 がー 

光明、 歡 喜に 充てる 入 生の 讃歌で あるに 對 して 「園丁」 に 見る 戀 愛と 生活の 葛藤に 見る 哀愁、 絕望、 倦怠の 心持ち を 一 

想 ふ 時 わたくしたち は 何う しても かれが、 最初から して 今日の 如き 明る い 思想の 所有者で あつたと 思 ふこと はでき な" 

い。 かれ も その 絕 望の 時代に ありて は 悲しき 戀 をうた ひ、 人生の 幻滅 を 悲しむ 者であった"  ^ 

「快樂 は 露の 零の やうに 脆 く、 笑 ひながら 死んで 行く。  i 

だけど 悲哀 は强 いそして 永久で ある。  パ 

悲 しき 戀 をし て おん 身のう ちに 眼 醒めし めよ o」  一 
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けれども か や- づ な絕望 類 魔の 時代 はやが て砍求 信念の 時代 を もたらした。 

悲哀 或 ひは絕 望の 一 時代 は 思想 發展の 徑路に 於け る 一 つの 門で あると しても、 それ は 決して 永久の 途 ではない。 永 

久の途 は ブラ ァ マ の 光りと よろこびに 充てる もので なければ ならぬ。 わたくしたち は その 永久の 光明 ある 入 生の 道途 

を たづね る。 明かに された る暂 蒙の 眼 は 光明の 道 途を發 見す る 唯一 のちから である。 卽 ちわた くした ちの 智慧が 部分 

的で なく 全 一 の ものと なって i; く 時、 わたくしたち は ブラ アマ を 見る ことができる。 かれは この 智慧の 究竟 を 指して 

心靈 意識と 稱 へて ゐる。 わたくしたちの 心眼が 開いて、 かの 肉眼に 見えざる 神の 姿 を觀、 わたくしたちの 意識が 發達 

して、 かの 肉 の感覺 上に 知覺す る ことので きない 祌の 玄妙な 霞 動 を も 感ず る やうに ならなければ、 わたくしたちの 

生活 はま だ 眞資の もので はない。 

タゴ T ルに したがへば わたくしたち 自身、 或 ひ はわた くした ちの 局圜の 天地 は 悉く 祌祕幽 玄 に充 ちて ゐる。 神の 袋 

き は 常住 坐 臥 わたくした もの 影の 如く わたくしたち をつ .1 んでゐ る。 それに 對し てわたく したち の心靈 意識が どれ ほ 

どまで 伸び て 行く ことが できる か。 そ の 意識が 擴大 せら る- 1 につれ てわたく したち の 俩我は 明か に せられ、 大きく せ 

られ る- 

さて 如何にして わたくしたち はかくの 如く 無 跟大な 意識 を 所有す る ことができる であらう か。 こ- < に 自我 分離の 觀 

念が タゴ， 'ルの 思想の なかに 取り 容れ られ る。 かれは 怫陀の 「貪る 勿れ」 なる 言葉 をば また わたくしたちに 强 ふるの 

である。 かれは キリストの 言葉 を かりて 「汝の 持てる そのす ベての もの を 捨てよ」 と 叫ぶ。 かれは わたくしたちに 向 

つて 先 づ汝の 狭き 個 我 を 捨てよ と 言 ふ。 一 つの 水 甕の 水 を 守る 時 わたくしたち は 水 甕の 重み を 感じなければ ならぬ。 

され どひと たび 水 甕 を 捨て \ 大海 そのもの \ なかに 入る 時 わたくしたちの 上に は 幾千 倍の 水量が 湛 へられて あるに も 

か. ^はらず わたくしたち は 何の 重さ を も 感じない。 わたくしたちの 所有 はわた くした ちに 自由 を與 へる ものでなくて 
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わたくしたち を 束縛す る もの である" た V 個 我の み を 守る 人々 はかれ 等が 所有す る ものに のみ 絕對の 債 値を與 へ て そ 一 

の餘の もの- -i£ 値 を見逭 がす。 少く とも かれ 等 はかれ 等が 所有して ゐる 以外の 世界 を 安 價に見 積る。 それ故に かれ 等 一 

にと りて 世界 は 小 ひさくせられ、 安價 にせられる。 わたくしたちが 持てる すべての もの を 捨て  >-、 さ 無の 觀 念から 出 一 

發 する 時、 わたくしたち はこの 世界が 惠 みに 充 ちょろ こびに 溢れて ゐる こと をヌ 55 見す る ことができる。 わたくしたち 

は先づ 自己の すべて を ブラ ァ マに さ \ けなければ ならぬ。 タゴ ー ルに とりて 自已 竊牲は 救濟の 第一歩で ある" かの 1^ 

火が その 油 を犧牲 にす る ことによ りて 光明 を 放ち、 周圍を 照らし、 かれ 自身の 意義 を發 見す る やうに、 わたくしたち は 一 

先づ 自己 を 神の ために さ.^ けなければ ならぬ。 こ- - に 於いて わたくしたち は キリストの 言った 「嬰兒 の 如く」 なりて 一 

天國に 入る ことができる。 但こ に 法 意し なければ ならぬ こと はかれの 儀牲は 決して 自我 否定で もな く、 人生の 厭離 

でもない。 より 犬なる 人生 を 見ん がた めの 離脫 であり、 より 豐 かな ブラ ァ マ の 懐 を 探り 得ん がた めの 自己^牲 である。 

かれは 非 我 を 主張す ると 同時に 我 を 主張す る。 わたくしたちが 自我 を 失 ふなら ば わたくしたちに とりて 神と いひ 世界 

と い ひ 何の 意義 も 持た な いも の となる。 神 を 索め 實在を 如實に 把握 せんとす る 努力 は 只管 わた く したち の 自我 を 生か 一 

しめんが た めに 外ならぬ。 蓋し か れが非 我 を 主張す る 所以 はよ り 犬な る 自我に 生きん がた めで ある。  一 

さて わたくしたち がその すべて を 捨て X、 個 我 離脫の 生活から 心靈 意識の 世界に 入る 刹那に わたくした. 一つの 心眼 3^ 

悉く 開かれ、 わたくしたちの 世界 は 悉く その 面目 を 一新して 來る。 わたくしたち は靈 的に 更生す るので ある。 再生 1^ 

ひは復 生なる 現象が あら はれる。 雛鳥 は その 卵殼 を壞ら なければ 眞資の 世界 を 見る こと はでき ない。 雛鳥が た r か 一 

れの狹 ぃ卵殼 のなかに 晴き 一室 を 守って ゐる間 は、 かれは その 卵殼を 以て かれのす ベての 世界で あると かんがへ てゐ： 

る" けれども 雛鳥が 卵殼を 打破した る 刹那に かれは 眞實の 世界 は 無展大 であり、 そこに は 煌く 光りと 快き t 仝氣 とが 湛 

へられて ある こと を發 見す る。  M 
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かくして 心. 璽に 眼 醒めた る もの  >1 世界 は 悉く 法悅 となり、 光明と なる。 「あらゆる 生物 は歡 喜に よりて 生まれ、 徵喜 

によりて 支持せられ、 歡 喜に 向って 進み、 歡 喜の なかには ひって 行く J こと を 感じずに は をれ ない。 わたくしたち は 

一 片の 花の 上に も、 1 速の 斷雲 にも 全世界の 徵 喜が S へ られて ある こと を 直感す る。 わたくしたち は あらゆる 現象 を 

透して その 奥に ブラ ァ マの 聲を聽 く。 

「われに 耳 傾けよ— - 

汝 不死なる 聖靈の 子等よ。 

天の 高座に £=S める 汝 よ一 

われ は 暗黑の 彼方より 光明 を 放射す る 絕對人 を 知れり。」 

こ >- に 至りて わたくしたちの 生活 は 常住 神の R を あこが る& 聖者の 生活に 入る ので ある" わたくしたち は絕 えず 祌 

の 愛 をた- - へ、 神の 光明 を 慕 ふ ものと なる。 祌は 正しき 者に も惡 しき 者に も 雨 を 降らす 愛の K 在なる こと を 直感し、 わ 

たくした ちのうち に 神の愛が 服 ざめ る。 タゴ ー ル によれば わたくしたちが 愛する こと を しないの は 理解 しないが ため 

である。 わたくした もの 意識が 發展 し、 理解が 廣 くせら る、 につれ てわたく したち の 愛 はより 廣 きものと なる。 けれ 

ども 理解 は 愛の 第一 步 であるの みで、 愛 こそ 愛の 究竟で ある。 わたくしたち は 理解せ ざるが 故に 愛せざる ので ある。 

否な 愛せざる が 故に 理解 しないの である。 こ、 に 於いて タ. コ， ルは キリストの 愛、 佛陀の 慈悲 觀を 以て 意識 生活の 至 

境と する。 

「天なる もの、 または 地なる もの、 かなる もの、 または 近き もの、 見得べき もの、 または 見得べ からざる もの > - 

萬 有に 對 して、 汝は憒 むこと なく、 殺さむ と 念 ふこと なく、 無阪 なる 慈悲の 關係を 保て。 立てる 時 も、 坐れ る 時 

も、 S たはれ る 時 も、 汝が 眠る まで かくの 如き 意識の なかに 生く る ことが 卽ち ブラ ァ マ の精舍 である。」 


葉 "B "と 詩の ル —ゴタ 


219 


佛陀 のこの 思想 はやが てタゴ ー ルの 思想で ある。 ブラ アマ は 愛で ある。 ブラ アマ によりて 造られた る 世界 はすべ て 

愛でなければ ならぬ リ 愛の 心 を 持ちて 見る 時 萬 有 はすべ て 正しく、 美しい。 かれに とりて は 死 も、 惡も、 暗 もない。 

悪 は 不完全な 善で あり、 酸 は 不完全な 美で ある。 死 は 生の 刹那的 變 化で ある。 死 は 燭光の 消滅で あるが、 朝暾 の壞滅 

ではない。 生 は 波の 一 上で あり、 死 は 波の 一 下で ある。 大海 それ 自身 は 永遠の .11^ 命と 歡 喜と 創造で ある。 かく 觀じ來 

る 時 この 宇宙 はすべ て 永遠の 生命 をうた ふ 神の 舞踏 場と なる。 わたくしたち は 最早 や 薄暗い 室の 隅に 踞 つて 悲しんで 

はならぬ。 わたくしたち は 絡えず ブラ アマの 生命と 法悅と 光明と に醉 ひ、 ブラ アマ をた  >- へなければ ならぬ。 こ i に 

ァ ドレ 工 シ ヨンの 生活が 始まる。 今や 世界 は罎拜 する ものと 蹬拜 せらる、 ものとの た^ 二つの 存在に なって 來る。 そ 

して この 二つ が絕 えず 相 抱 かんとして ゐる。 卽ち祌 人 の 調和で ある。 わたくしたち は 絡えず か れ を禮拜 しつ.. - かれ を 

もとめて ゐる。 同時に かれはより 以上に わたくしたち を もとめて ゐる。 あたかも 失 はれた 小羊が 牧者 を 索む る 心 以上 

に 牧者 は 小羊 を 探し^いて ゐる やうに。 

以上 わたくし は ブラ アマ、 自己 權牲、 心靈 意識、 愛、 蹬拜の 半； 活 について 1^ く 大まかに 述べた、 しかして これ 等の 

順序 を經 過した る 者の 生活の 究竟 は 神との 調和 合一 でなければ ならぬ。 かれは こ  >- に 初めて 神の 人と なって 生活す る 

ことができる。 こ. <  にいたり てタゴ ー ルの 準備の 生活 は その 第一 歩に 入る。 さらに かれは わたくしたちに 向って その 

完 くせられ たる 者の 生活 を 提げて 巷に 出で よと 叫ぶ ので ある。 何と なれば 神 は 愛で あると 同時に 勞作 であるが 故で あ 

る。 神の 光明 も 法悅も 愛 もた ^ 勞作を 透し て のみ 實現 する ことが 可能で あるが 故で ある。 

森林 精 舍の觀 照裡に 得られた る竊 tl、 心 tssi 識、 萬 有 調和の 心 を 抱いて わたくしたち は 山 を 下って 巷に 出で なけれ 

ばなら ぬ。 そして わたくしたちが 森林に ありて 聽き 得た る 神の 聲を 隣人の 耳に 語らねば ならぬ。 わたくしたち は 托鉢 

の饗を 巷に どよめか しつ X、 眠れる 巷 人の 心^ を醒 さなければ ならぬ。 これ 森林に ありて 祝 Si せられた る 聖者の 義務 


である。 かくて わたくしたち は 森林に 在りて よりも 巷の 喧騷裡 に 在りて 一層 明かに 神の 聲を聽 き、 神に 醉 ふことの で 

きる 入と ならなければ ならぬ。 自己 竊牲 より 心 靈竟識 に、 意 il より 罎拜 に、 禮拜 より 勞 作に、 しかして 最後に 感謝し 

つ 勞作 のうちに ブ ラ アマ の 法悅と 光明と を實 現す る。 これ 生の K 現で ある。 しかして これ 等の すべての 心 生活の 基 

調 はたや 愛に よりての み完 くせられ る。 
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心靈 意識の 擴充  一 

心靈の 調和、 自然 を 通して 實 在に 對 する 崇敬、 生の 敎喜 とい ふや 「な 心持ちが 何時も タ ゴ， 'ル の 思想の 极柢を 流れ 一 

てゐ る。 かれが 理想と して ゐる 世界 は ブラ アマの 世界で ある。 かれは ブラ アマの 裡に 生き、 ブラ アマの 裡に 呼吸し、 ， 

ブラ ァ マ の歡 喜に 浸されつ.. 1 生きて ゐる。 

ブラ ァ マの 世界 は 必ずしも 未來 にあらず、 わたくしたち 現在の 世界に か V やいて ゐる。 わたくしたちの 生活 を iS: 的 一 

に 押し 擴げて 行く 時 そこに ブラ ァ マ の 世界が 生まれる。 わたくしたちの 生活 を 外的に のみ 押し 擴げて 行って、 そこに. 一 

ブラ ァ マ の靈を は， 出さう とする は、 恰も 大洋の 水 を 掬み 上げて しまつてから 大洋の 涯 から 涯を橫 切らう とすると  一 1^ 一 

である。 

わたくしたちの 内なる 世界が 「全 體は 一な り」 の 究竟にまで 押し 擴 げられ た 刹那に、 わたくしたち は ブラ アマの 境 一 

に 達し 得る。  一 

外 の 諸相 は 殆んど 千 差 萬 別の 錯雜 せる 状態 を呈 して ゐて、 到底 わたくしたち は 差別 界の 諸相 を 一 つくさながら： 

に 取り 容れる こと は 不可能で ある。 外部から 見て 世界 は 到底 全卽 1 の 究竟に 歸訥 せし むる こと はでき ない。 けれども 一 

これ を內 的に 見る 時 は、 あらゆる 差別 界の 諸相 は； つの 眞理 によりて K かれ、 一 つの 露理 から 牛： まれて ゐる こと を 知 一 

る ことができる。 人 問は實 にこの 眞理を 意識す る特 灌を賦 へられて ゐ る-  一 

動物 は單 に事實 を事寶 として 認める だけの 智慧 をのみ 賦 へられて ゐる。 人間 は その 事 實を徴 して 絕對唯 1 の 眞理を 一 

理解す る 力 を 持って ゐる。  ： 
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木の 紫が 散り、 林檎が 落ち、 雨滴が 地上に 降り 羅ぐ —— これ 等の 色々 な；〕 や K の 底に はた ど 一 つの 露理が 潜んで ゐる。 

わたくしたち は 引力の 法則 を捉 へる ことにより てこれ 等の 錯綜 雜然 たる 表現の 相 を 1 つの 眞理の 下に 系統 化する こと 

が できる。 

わたくしたちの 肩の 上に は數 限り もな い 差別 界 の 諸相の 重荷が か、 つて ゐる。 けれども わたくしたち は その あら ゆ 

ろ 諸相の 中心 虞 理を發 見す る ことによ りて 全 重量の 平衡 を 保つ ことができる。 それにより てわたく したち は 何の 重量 

を も 苦痛 を も 感じなくなる。 

引力 法 の 發 In^ も 進化 法 の 發見も 要するに 色 々 な tl 別 相の i を 流る 、 中 心眞理 の 發 見に 外なら ぬ。 これ 等 は 知識に 

關 してや あるが、 意識 世界に ありても わたくしたち はや はり 同じ やうに その 中心 眞理 を捉 へなければ ならぬ。 すな は 

ち 「汝 自身の 心靈を 知る」 とい ふこと が必耍 である。 

タゴ ー ルに隨 へ ば 入 問 は 常に 知らん 事 を 欲する。 より き 資 相の^ 界を 知らん こ と を 欲する。 人間 はより 深き 心靈 

の 世界 を 意識せ ん こと を 欲する。 かれの 生活が 深め られ攛 げられ た とい ふこと はかれの 知識が 發 達し、 かれの 心靈意 

識が擴 げられ たとい ふ 意味に 外ならぬ。 無智 者に とりて は 世界 は ナツ シン ゲ である。 智者に とりての み 世界 は 意義 を 

持って ゐる。 かれの 意識が 實在界 のす ベて を掩ふ 時に、 かれの 生活 は 宇宙 的と なり、 全 的と なる。 

昔 印度人 の 理想的 生活 は 心靈 意識の 完全なる 發達 であ つ た。 かれ 等 は 先 づ觀照 生活の 孤 IS を 愛した。 かれ 等 は 森林 

に 入りて 思索 生活 を 擅 まにしようと 試みた。 かれ 等 は K 在の 祌祕を 探究し 得ん が爲 めに は、 現象界の あらゆる 榮華を 

S 牲 とした。 印度人に とりて、 最高の 生活 を營 みたる はた 聖者の みであった" 聖者の 生活 こそ かれ 等が つねに 翹望 

して 止まな かつ た 最高 の ものであった。 

さ て 聖者 と は 何人で あらう。 
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かれは 知識に 於いて 絕封 心靈に 達し、 赛智を もって 充 たされて あった。 かれは 心 霞と 合一せ る 自己 を 見出し、 かれ 

の內的 生命と 完全なる 調和に 於い て あ つ た。 かれは こ k ろのう ちに かれ 自身 を- お現し、 あらゆる 利己的 欲念から 

せられて あった。 ^B,^: の あらゆる 活動のう ちに かれ 自身 を勞 作し、 靜 寂の 境に 詣り 得た る 入であった。 かれは あら ゆ 

る 方面から 絕對の 神に 達し、 常住 不斷の 平和 を發 見し、 あらゆる ものと 合一し、 iH 由の 生命の なかに 跳び 込んで 行つ 

た。 

こ の 心 界靜寂 の 至 境 を^ 到し 得ん がた め に かれ 等 は あらゆる 世俗的の 希望 を 抛つ こ と を & まなか つた。 

我れ 神と 共に あり、 我れ 神と 一 つなり、 我れ 平和 を 得たり とい ふ 意識 を 得ん がた めに、 かれ 等 はすべ ての 所有 を捨 

て&萬 有の 前に 跪いた。 

「我れ は 幾度 か 神の 前に 跪けり、 火の なかに 在り、 水の なかに 在る 神の 前に。 祌は 全世界に 遍 透し、 永生の 樹 にも 年 

年の § のうちに も 在り。」 

かれ 等 は現實 界の 諸相 を 通じて 悉く 唯 一 絕對 の心靈 が遍滿 しつ.^ 琉れ てゐろ こと を 意識した。 この 幽玄 美妙なる 天 

萬 有 は かれ 等に 燃 ゆるが 如き 崇敬の 念 を 湧か しめた。 かれ 等 は 現實の あらゆる 機緣に 於い て 自然に 對 する 深 い 歸 ：！^ 

信 從の感 を 懐かずに は をれ なかった。 

天に 住める 祌、 不死の 靄、 ll^^ij の 人格 はかれ 等の 周 国の 草に も 花に も S にも 流れに も 生命の 吐息 を 波打た せつ >-、 

うち 

悲哀の 裡 から 歡喜 を、 晴黑の 底から 光明 を 漂 はしつ.、 あった。 

かれ 等 はこの 歡 wr 平和、 光明の 世 E か を さながらに 見ん こと をのみ 欣 求した。 かれ 等に 翹 望の 民で あり、 觀 照の 民 

であった。 

かれ 等 は 絡えず 未知の 世界に あこがれて ゐた。 未知の 世界と は 萬 法 一如の 調和 境であった。 キリスト 敎國 民が 「iK】 
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國を來 たらせ 給 へ 」 と唱 へ た 祈禱の 言葉 は 印度人に は 全 宇宙 を つ む 調和の 世界の 欣求 とな つ て 現 はれた。 

しかも この 大目 的を完 ふせんが ために 印度人 は 自己 81 や 離脫的 活を 主張 1、 實 行した の であった。 かれ 等 は 入 

生を厭離せんがために^；^から離れ、 自己 を 捨てん がた めに， H 己 を 殺した のではなかった。 より 以上の 世界 意 II、 心靈 

意識 を 把握 せんがた めに、 より 大 なる-目 我を發 見せん がた めに 先づ 狭い 自我 を 捨て \ 迷 執の 巷から 出で、、 -、 森林の 

精舍に 走った のであった。 

キリストが 「嬰兒 の 如くなら ざれば 天國に 人る 能 はず」 と 言った 敎訓 は、 印度人に とりて 「汝 S るな かれ」 とい ふ 

ことであった。 印度人 は世舁 を全體 として 受け 容 れんがた めに 先づ すべて を 抛って 無の 境から 出發 しょうと 試みた。 

すべ て を 抛ちた る 者の. みおに すべ て を 抱き 得る こと を かれ 等 は 信じた。 

かれの 戲曲 「郵便局」 のなかの 主人公 ァ マルと いふ 頑是ない 少年が、 赏 欲な そして 顕な 養父 マダ ァヴの 家に、 窓の 

外 を 吹く 快い 風から も、 綠の丘 を 射て ゐる 光りから も 鎖され てゐる 境遇 は 狭い 我執に 囚 へられた 人生の 悲しい 生活 を 

象徵 して ゐる。 けれども かの 頑是ない 少年 アマ ルの 魂の 底に はおの づ からにして 窓の 外の 光り を 慕 ひ、 野の 新しい 穴  1 

氣 にあ こがる 衝動が 動いて ゐる。 かれに いかにしても 鎖され た 窓を脫 けて、 栗鼠の 跳び 廻って ゐる雜 木 林 や、 また 

は 熱帶地 の 薰り高 い 草原 を踐み しだいて 歩きた い と 思 ふ。 

かれに はた V 一  つの 窓が 開かれて あるの みであった。 かれは 毎日 その 窓に 凭り か X つて は、 涯 しもない 欲望 11 廣 

い 世！^ に 生き、 廣ぃ 世界 を さ迷 ふ ！ に對 して、 た t 慰む るに もよ しない ほどの 少か ばかりの 欲望 を充 たさう と焦噪 

つて ゐた" 

養父の マ.、 タァヴ は 貧 欲な 物持ちであった。 そして 飽くまで も 書物 を 讀んで 得た 知 識 を 信じて ゐた。 

ァ マ ルは #; 父に 向って 言 ふ。 
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rffii は栗叛 であ つ た 方が ぜ い —— どんなに しい だら う。 叔父さん、 な ぜ戶 外に 出て はいけ な いんです？」 

r お 翳 者 さまが 仰 ッ しゃる の だ、 戶 外に 出て はいけ ない つて。」 

「どうしてお 醫者 さま はそんな こと を 知って るの？」 

「知れ 切った こと ぢ やない か ー ぉ醫者 さまが 知らな くって よ、 あんなに 大きな 書物 を讀 むんだ もの！」 

「書物 を讀 めば そんなに 色んな ことが 知れて？」 

「さう だと も、 分って るぢ やない か？」 

マ ダァヴ は醫師 11 多くの 本 を 讀んだ 11 の 言槧を 信じよう として ゐる。 ァ マ ルは どこまでも 自然の なか を K け廼 

つて、 あらゆる 自然界の 姿 を 見ようと 努める" 

「御覽 なさい、 この 窓から あの 遠い 小山 を —— 僕 は あの 小山 を 越えて 腐つ 直ぐにず うつ と 遠くに 行つ て 見た くつ て 

耐らな いんです、 …… 叔父さん は あの 小山 は 僕 等が 跳び 越えて 行かない やうに あんなに 築いて あるんだ と 思って 

るんで すか？ 僕 は あの 小山た ち はもの を 言 ふこと がで きないから 大 {<51 に 手 を 擧げて 手招ぎ して ゐ るんだ と 思 ひ 

ます。 遠く かけ 隔 つたと ころに 住んで、 そしてた V ひとりで^の 側に 坐って ゐる人 だけが あの 合圆を 見れ るんだ 

と 思 ふんです。」 

まだ 頑是ない アマ ルの 純な 心に は學 ぶと いふ こと、 本を讀むとぃふことは^<したことでなぃゃぅに思はれた。 かれ 

は閉 された 室に た 父 1 つ 街路に 面して 開かれて あった 窓から、 毎日 遠い ^の 下の 小山の 脈々 を 望んで 涯 しもない 未知 

の 世界に あこがれて ゐ た。 

街の 遠い 角から 牛乳 賢り の i 威が 聞え る。 

かれは 牛 5?？ 資 りの 自由な 生 老格樹 の 下 を 通る 村の 赤い 逍、 丘に 群れ 立つ 家畜、 シャム リの 流れ、 バンク. ムラの 
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小山 を 聯想す る 時、 どうしても 狭い 窓から 跳び出して 行かなければ ならない と 思 ふ。 けれども かれの 室は閉 されて あ 

る。 牛乳 K りの 影 は 街の なかに 消えて 行く。 

そこに 一人のお 廻りが 來る。 かれは 銅 縫 を 鳴らして は 「時 は 何人 を も 待たず、 しかも 永遠に 過ぎ行く」 こと を 町の 

入々 に 誓吿 する ものである。 

ァ マ ル はまた この 男が 話す 未知の 國に あこがれる。 

「わしの 銅籙は 町の 人た ちに 告げる ために 響く の だ、 時 は 誰れ を も 待たぬ、 そして 永遠に 流れて 行く こと を。」 と 夜 

I り は V ぶ 

「とこに、 どこの 國 にです？」 アマ ルは問 ふ。 

「誰れ も 知らないと ころに。」 と 夜 週り は 答へ る。 

「それで は 誰れ もま だ 行った 入 はな いんです ねえ ー おう、 僕 は 時と 一緒に 誰れ も 知らない その 國に 翔んで 行きた 

い OJ と アマ ルは胸 を を どらせ る。 

かれが 小 ひさな 窓から 靦 いた 世界 はすべ て 驚異で あり、 祟 敬の 對 象であった • 

窓の 前 を徂徠 する 人と いふ 入 は 悉く かれに 新しい 世 EI: の 消息 を 蓮んで 来た。 首長 も、 花 賢り 乙女 も 11 かの 女 はや 

さしい 女の 心 を さへ 11 0 

かれの 窓に 面して 高い 建物が 建てられた • 屋根の 上から は 何時も 大きな 旗が ひるが へって ゐた。 それ は 王の 郵便局 

であった。 ァ マ ルは王の郵便配達夫の生活を^laましくも思った。 しかし かれが 郵便局 を 見る につけても 欲しい と 思つ 

たもの は國 王からの 手紙であった。 叔父 は 無論 その 無謀な 企て を 蔑んだ。 

少年は幾日か窓に凭って野と{:^とを眺めた。 そして 王の 消息 を 待った。 一室に 閉 されて あった 少年の 肉蹬は 一日 一 
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B と 死滅の 界に 近づいて 行った。 少年 は それでも 絕 えず 耳 を 傾けて 王の 消息 を 镊らす 者の 楚音 を聽 かう とつと めた *ー 

かれの瘦せー^«へた姿が窓を透してべッドの上に見ぇてゐた。  1 

托鉢 偕の 姿 をした 男が かれの ベッドの 傍に 立つ。 かれはい たくしげ に 少年の 姿 を 見 つ めながら、 少年の 好奇心 を 

そ > "る やうな 異國の 物語り を 聞かせる。 かれは 海と 森と 山と を經 週る 旅 入で ある。  一 

「それ は 驚異の 世 である。 それ は 鳥の 樓み 家で ある。 そこに は 一人の 入 間もゐ ない。 そこに 瘻む者 は 話し もしな. 

い、 歩み もしない、 かれ 等 はた うた ひ、 かれ 等 はた 5 翔る。  1 

かれ 等 は綠の 小山の なかに 捷む。 そして 日沒 時、 小山の 面に 紅い 光りが 漂 ふとき、 すべての 鳥 は 綠の翅 を 羽 擊ち； 

て、 群がりつ. 巢に歸 る。 …… そこに は 醫 師 とい ふやうな 者 はゐ ない。 一分 間で も かれ 等 を 引き止める ことので； 

きる 者はゐ ない。 …… わし は 小 ひさな 精舍を かれ 等の 巢の 群の 間に 築いて 大海の 波を算 へつ  その 日 その 日 を 過； 

して ゐ る。」  .^ 

この や 5 な 未知の 常 樂の國 の 有樣が ありく と 少年の 夢見が ちな 念頭に 泛 かんで 來る。 けれども かれの 瘦せ衰 へた 一 

病艇 はこれ 等の 意識 を も 一 秒々々 に滅 して 行く。 光りと 氣 とから 隔てられ たこの 室に は 臨終の 少年と うれ はしげ な i 

托鉢 僭と が 何物 か を 待ち^びつ .1 ある 不安の 氣が漂 ふて ゐる。 

「御坊よ、 わたし は 今朝から わたしの 眼の 上に 晴 いものが 出 來て掩 ふて ゐる やうな 氣 がします。 何もかも 夢の や 5: 

に 見えます。 靜 かにして 下さい。 少しも 話した くはありません。 王 さまのお 手紙 は來 ない のでせ うか？ ：：： 」 ァ； 

マル ははる かに 銅 鍵の 音 を聽 く。  -れ 

「夕べの 星 は 上った？」  一 

托鉢 IS は 立って 窓 を 開く。 戶 外に は 扉 を 叩く 音が する， -  I 
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終に 王の 使者が 来る。 王の 侍 靨が 來る" そして かれは 悉く 窓と いふ 窓 を 開かせる。 凉 しい 夕方の {-^1 氣 がしつと りと 

銀の やうに 室の なかに 流れて 來る。 

暗がりの なかから 燦 めく 星の 光りが 雨の やうに 小 ひさな ベ ッドの 傍に 齄 がれる。 ァ マ ルの 不安 は 夢の やうに り 去 

られ る。 少年 は靜 かに 眠る。 

王 は その 眞 夜中に ァ マ ルを 訪ねる とい ふ 手紙 を 少年に 寄せた。 

この 戲曲 1 篇が 示して ゐる！ S 容は 色々 あると しても、 わたくしたち は その 中から わたくしたちが 絕 えず 未知の 國を 

追 ひ 求めて ゐる 心持ちと、 また 未知の 國に詣 り 得る 人の 無欲、 無我 執 的な 生活が 暗示され てゐる こと を 知る。 

わたくしたちが 眞に靈 意識 を 全 的に 把握す るに 至らん がた めに は、 わたくしたち は 嬰兒の 如く 柔和なる 者と ならな 

ければ ならぬ。 S 兒の 如く あらゆる 現象に 對 して 絕 えず 崇敬、 驚異の 眼を膛 つて ゐな ければ ならぬ。 そして 常住 無 1 

念 無 一 欲の 境に ゐ なければ ならぬ。 ァ マルの 父 マダァ t は 「王來 る」 とい ふ 言 紫 を 閗 いた 時 もた 王に 向って 恵み 

を 要求し よ 5 とい ふ 1 念の 外に は 何物 を も 抱く ことので きぬ 入であった。 かれは 全世界 を 見る こと をし なかった。 た 

だ少 かの 黄金の みがかれが 意識した 全世界であった。 かれは 小 ひさな 我執の ために 終に 世界 を 全 一 として 受け 容れる 

こと はでき なかった。 狭い 自我、 または 一 部分のものに自分を囚^^してゐる^？にはかれが所有してゐなぃ他のぁらゅ 

る 世界 を認 むる こと はでき ない。 たと ひ認 むる ことができた としても その 債 値 をお く 見 精る。 その 結果 はこの 世界 を 

かれ 等 は 外的に のみ 見て、 內 的に、 無限な 價 値と 意義と を 有する ものと して 見る ことができない。 

野の 百合 花 も、 { 仝の 鳥 も、 牧場の 小羊 も ブラ アマの 永遠の 真理 を 無限に 傳 へんが ために 存在して ゐる ^ かくして 心 

|g 的な 見方から すれば 1 片の落 紫に も實 在の 無限 性 を 語る 深い 意義が 表象され て ある。 宇 { 由の あらゆる 顛現は それ を 
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透して 實在界 に 傲し 入る の象徵 である" わたくしたちの 眞 生活 は 物質 界、 假象界 にの み 止って ゐる こと はでき ない。 

物質、 假象 の^ 界を 傲して さらに 永久の 賁在界 に 入らなければ ならぬ" 一片の 花、 一 零の 露に も 無限の © 、無 Si の 生 

を 語る 象徵が 動いて ゐる。 

レ ェ メ ェャナ の 美しい 詩の なかの 古 印度の ロ1 マンス、 サイ テ 1 とレ ェ ム チャンドラの 物語が 語って ゐ るかの 天の 

使 は 萬 有 到る ところに その 翅を 羽撃いて ゐる。 結婚の 指環 を わたくしたちに 示して、 永遠の 國、 心 鬣の^ を わたく 

したち にさ i やく もの は 雨で あり、 霞で あり、 雲で あり、 蒼 ©iT である。 

かれ 等 i 萬 有のう ちに 神秘 を 索め、 神 を 認め、 崇敬の 念 を 躍らして ゐる。 印度人の 離脫 生活 はこの 心靈 意識の 世界 

を 索 めんがた めであった。 かれ 等 は 外の 世界 を 築かん ことより は 内の 界 の 建設に 向って あらゆる 生活 を 横牲に し た。 

しかも 内 世界の 建設 は 纏て iS: 外兩^ 界を全 一 の ものと して 生活 せんがた めの 建設であった。 佛陀は 土 一年 或 ひ は 十 111 

年の 間 離脫の 生活 を. 途 つた。 內 なる 世界 を 建設 せんがた めであった。 かれは巷に下らんがために.先づ^^^を捨てた。 か 

れ等は 巷 を 愛せん がた めに、 先 づ巷を 憎んだ。 

わたくしたち はすべ ての 世界 をつ & まなければ ならぬ。 わたくしたちが 無の 一 境から 出で てわたく したち の 心が 嬰 

兒の 如く 柔和で あり、 謙 II である 時 わたくしたちの 心 は はじめて 篱有 をつ、 み、 實在 そのもの を、 調和せ る 心の 至 境 

に 於いて 靜 寂と 徵 喜と に充 ちて 受け 容れる ことができる。 

時に 表現の 人生に は 悲哀 あり、 暗黑 あり、 死 あり、 生 ありと いへ ども、 これ 等 は 大海の 一 上 1 下す る 波瀵に 過ぎな 

い。 波 は 起ち 波 は 伏 するとい へど も、 永遠の 生命なる 大海 そのもの、 安住に は 何の 變化 もない。 わたくしたちの 心 

が 宇宙 萬 有 を 全 一として 意識し、 その 意識のう ちに 生活す る 時 わたくしたち は 風 を も、 雨 を も、 花 を も、 雲 を も、 死 

そのもの を すら 生命 それ N 身の 靈 妙なる 發展の 一 表現と して 常に 感謝し つ  受け 容れる ことができる。 
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こ. -に 生死の 超越が ある。 

タゴ ，ルの 思想に も 創造 や 創造の 歡喜 とい ふやうな ことが へ fO まれて ゐ るが、 かれは 始めから この 世界 或 ひ は 神と い 

ふ もの は 完全な ものであると 認めて ゐる。 

創造的 進化論者が 神 或 ひ は 實在は 不完全な もので あってた r 創造的 進化に よりて 1 歩々 々新しくされ 完全に 近づけ 

られて 行く とい ふ 見解と は異 つて ゐる。 かれに 隨 へば 分離せられ、 個別的に なって ゐる わたくしたちの 生活が、 或 ひ 

は 意識が、 物心 兩 i®T 或 ひ は 萬 有 を 一 如に つ.^ む 調和の 至 境に 於いて 全 一な 世界、 完全な世2^：、 完全な 神 を さながら 

に 取り 容 れんがた めに 創造し 努力す るので ある。 

創造と いふ こと も 羅 竟、 失 はれて ゐた全 一、 完全の 世界 を發 見せん と-つる 努力に 他なら ぬ。 創造と いふ こと は 失 は 

れ たる 小羊が かれの 牧者 を 探し出し、 かれの 懐に 飛び込んで 行く までの 努力で ある やうに 思 はれる。 

宇宙、 残 或 ひ は 世 B ^がー つの 完全 體 である 結果と して そこに 永久 不變の 大法 則が 世界 を 賞いて 流れて ゐる。 奮 

身が その 一大 法則の 顯現 である。 神 自身が 法則 それ 自身で ある。 神 は 決して 自由の みで はない。 紳は 自由で あると 13 

時に 無 自由で ある。 解放で あると 共に 束縛で ある。 

1 つの 立 琴 は それが 1 つの 束縛、 緊張 を 加 へられなければ 昔樂 的な 諧律 を發 する こと はでき ない。 ル ー ズな 終の 上 

に は 音樂の 調和 的 音律 は 動いて 來 ない。 鉉それ自^^は 一 定の法則に支配せられ、 束 II せられて ゐる。 その 束縛と 法則 

の 上に 自由の 天才の 樂 音が 奏でられる。 世界 K 在の 絃は 最初から 完全な もので あり、 峻嚴な 法則で あり、 束縛で ある。 

しかも かやうな 絃の 上に 始めて 眞資の 創造的 調和が 生まれる。 

完全な 心靈 意識 を 把握し 得た とい ふこと は 攀 竟 この 完全な 大法 則の 絃に 觸れ 得た と い ふ 意義に 外なら ぬ。 そして こ 

の絃 に觸れ 得た る 入の み 眞に入 生の 最高 音 樂 から 享樂す る歡 喜、 光明、 希望 を 直感す る ことができる。 


わ.. こくした ち は先づ 森に 入らなければ ならぬ。 そこに 蓠有を 通じて 一 如の 世界 を さながらに 意識し なければ ならに。 

かくて わたくしたち はふた >1 び 巷に 出なければ ならぬ。 森の 中にはぐ くまれた わたくしたちの 十全な 內界の 光明 はか 

の 巷に 充てる あらゆる 差異と 矛盾と 蕪 維 を、 その 温かな 柔和な 母の ごとき 慈悲心 を 以て、 全 1 な ものと-して 抱き 容れ 

る ことができる であらう- 


2；；2 


葉 首と 詩の ルー ゴタ 


信從の 生活と 反抗の 生活と 

イブ セン や トルストイに 比較して タゴ . 'ルの 思想 は、 その 强さ を缺 いて ゐる とい ふこと は 言へ る。 11： 時に イブ セ ン 

や トル ス トイに 比較して 覼 麗潤卖 な 心持ち を 持って ゐる とい ふこと も斷 言す る ことができる。 タ ゴ ，ル をけ なす もの 

があるなら ば、 かれの 思想が 強さ を缺 いて ゐ ると いふ 1 點 であらう。 また かれの 思想 をた &へ る 人々 の 多く は その 豐 

麗潤 美な 思想の 魔力に！^ せらる &の であらう。 

かく 言へば とて わたくし は タゴ， ルの 思想 を a して 深き を缺 いて ゐ ると いふので はない。 かれは その 傑 さに 於いて 

は イブ センよりも ト ル ス トイよりも 一 麼 li^ い 心 雷の^ 界 に 入って ゐる もので あらう。 かれの 思想が とも すれば 餘 りに 

美しい 觀照 禮讃の 歌で あるかの やうに 想 はれる の は ffi. 党 かれの^ 活、 かれの 郷 國が然 かせし めた ものであって 決して 

かれの 思想が 單に 詩で あり 想で あると いふ it ではない。 

久しく 複雜な 歐洲文 明の 思想 傾向に 馴らされて ゐた わたくしたちの 心 は 今 新しく 印度の 思想に 面接す る 時、 その 思 

想の 色彩な り 或 ひ は 情味な りが 餘 りに 單純 であり 讖瞠 であるの に^かずに は をれ ない。 トルストイの 矛盾 多い 生活 や 

イブ セ ン の 反抗に 充 ちた 氣魄に 馴らされて ゐた わたくしたちの K は、 タゴ， ルの餘 りに 優美な 聖者 的な 思想 を 味 ふ 時、 

何と はなしに あまりに 平和で あり、 靜寂 であるのに 驚かずに は をれ ない。 

けだし近代に於ける歐洲思想界の住意カは殆んど^^物打破の ー點に粲中せられてぁった" 舊社 會に對 して、 舊ゼネ 

レ ー シ ヨンに 對 して. 舊 制度に 對 して、 舊 習慣に 對 して かれ 等 は あらゆる 反抗の 聲を 擧げ、 破壊の 斧 を 揮 ふた U イブ 

セン も トルストイ もビ ョ ルン ゾ ンもス 卜 リンドべ ルク もみな これであった。 灰色に 暴った 陰慘 な.： in 然の 下に はぐくま 
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れ たかれ 等の 思想が かくの 如き 反抗、 壊の 色彩 を 以て 強く 特色 づ けられて ゐる こと は 當然の ことで ある。 わたくし 

たちに 最近 十 數年來 この 陰慘 な北歐 思想家た ちの If ト にあった。 或 ひはト ルス トイと いひ 或 ひ は イブ センと いひ、 ス 

ト リンド ベルクと いひ わたくしたちに 反抗、 焦躁、 ^M. 爭 闘の 纏 術を敎 へ、 哲學を 語る ものであった。 かれ 等は驀 

地に 舊^ 界破 壞の戰 場に 赴いた。 かれ 等 は 野獸の 如き 叫び as を もちて 舊^ 界の 古典的な 平和 を戰傈 せしめた。 かれ 等 

は 口！ マ の舊 文化 を § せろ 北方 © 人の 如く、 中 世紀の 文化が 裔 した あらゆる 制度 や 習 惯を壞 つた。 かれ 等 は 家庭 を 

壞り、 友を壞 り、 戀入を 傷る ものであった。 かれ 等 は あらゆる 旣 成の 組織 を 爆破す る ダイナ モ であった。 かれ 等は舊 

き 神の 手に よりて 築かれた る 天國を 征服すべき 惡 魔の 群であった。 わたくしたち は少 くと もこの 十數 年來惡 魔の 洗謄 

を 受けつ、 あった。 披壞 より 破壞 に、 爆破より 爆破に 疾風の 如き 勢 を 以て 荒れ i~ つて ゐた。 わたくしたち は あまりに 

不安、 焦躁、 矛盾、 爭鬪に 馴らされた。 そして その 結 架は爭 闘の 苦痛に 耐 へずして 囘避 的な 態度 を 持す る 者と、 尙ほ 

方面 を 新たに して 爭鬪を さらに 深く して 當 面の 問題 を 解決 せんとす る 者と に岐 たれた。 けれども その 何れにせよ かれ 

等 は ひとしく 破壊的な 征服 的な 悪魔に とりつかれて ゐる。 かれ 等 は 調和 や 靜寂を 目して 姑息で あると し、 妥協 的 生活 

であると する やうに なった。 かれ 等 はかれ 等 自身 を絕對 人と なし、 神と なし、 終に 自然 萬 有 を禮拜 する こと を 担んだ。 

かれ 等の 血管 は靜 寂な {- ^氣 のなかに 生活す るに は あまりに 戰鬪 的な、 破壞 的な 血 を 盛られて ゐた。 かれ 等 は 神の 永久 

的な 平和 を 目して 無力な りと し、 神の 殿堂 を 以て {-^ 虚 なる 廢屋 なりと した。 

かやう に惡魔 的な 傾向に とりつかれた わたくしたちの 眼 を 以て 見る 時 タゴ， 'ルの 哲學は あまりに 靜 寂に 充ち、 感謝 

に充 ち、 建設に 充ち たる ものである。 かれは 徹頭徹尾 調和の 折： 學者 である、 平和の 詩 入で ある。 かれは 荒凉 たる 北歐 

の 野 入で なくして 芒 1K 蒲る igL 河畔の 詩人で ある。 かれは 野獸の 叫び を 叫ぶ もので なくして、 カダム 樹の葉 蔭に、 チヤ 

ムパの 花 に 憐 なる 小^の 敬 をう た ふ も ので ある。 かれの 思. 想 を W て 饿らず 思 ふ 人々 の 多く は あまり に驗 M なかれ 
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の 歌の 旋律が、 荒び に 荒び 果てた かれ 等の 感暨を 刺戟す るに は あまりに 靜 かなる こと を 感ずる。 

現代の 目まぐるしい 生活の なかに ありて、 かれは あまりに 原始的な 處女 的な 詩 入で あり、 哲舉 者で ある • 

かって a ン ドンの 1 記者が 「かれの 聲は ロンドンで 聽 くよりも 天國に 於いて 聽 くに ふさ はしい 聲 である」 と 言った 

言葉 は、 また かれの 思想に 對 しても 然か言 へ るで あら 5。 かれの 思想 はわた くした ちの 爭鬪 と披壞 とに 充 ちた 生活の 

世 Bf: にと りて は、 あまりに 纖麗 である、 あまりに 謙讓 である。 -I イチ ェゃ トルストイ や イブセンの 思想が 男性的で あ 

るに 對 して かれの 思想 は どこまでも 女性的で ある。 かれの 哲學 の缺點 がその 女性的な ところに あると するならば、 同 

時に かれの 思想の 長所 もまた そこに あらなければ ならぬ。 かれは 婦人問題に 封しても 極めて 深い 興味 を 有し、 かれ 自 

身 常に 女性の やうに 柔和な 擧 止と 典雅な 言 紫と を 持して ゐる。 かれの 風貌 は 愛に てる 神の 如く、 輝かな 顏容は キリ 

スト かれ 自身 を はしめ る。 トルストイ や イブセンの 厳 石の 如き 額、 獅子の 如き 鼻と タゴ ー ルの 女神の 如き 額、 處女 

の 如き 眼と を 比較す る 時、 わたくしたち は その 思想が また 同時に 全然 徑路と 情調 を 異にした る 遇然さ を- 與 il^ を 持つ 

て 見る ことができる。 

わたくしたち はト ル スト ィゃ イブ セ ン に 於いて どこまでも 入 間の 人間 臭き 型 を兑、 キリスト や 佛陀ゃ 聖ォ， ガ スチ 

ンゃ聖 フランシス に 於いて 入 間の 神 臭き 型 を 見る。 タ ゴ 1 ル はまた この種に 屬 する 1 入で あらう。 ト ル スト ィゃ イブ 

セ ン の 深刻な 人間味 はかれ 等の 長所が あり、 キリスト ゃ聖フ ラン シス や タゴ， ルの 人間 昧を 離れん とする 所に また か 

れ 等の 長所が ある。 わたくしたち は どこまでも 人間で なければ ならぬ。 同時に また 入 間から さらに 以上の ものと なら 

なければ ならぬ- イブ スン 化されよ うとし、 惡魔 化されよ 5 として ゐる わたくしたち は 今日 以上 トルストイ 化され 惡 

魔 化されん こと を 必要と する。 けれども 同時に わたくしたちの 生活 は キリスト 化され 佛陀 化されなければ ならぬ。 タ 

ゴ， ル はわた くした ちに この 使命 を 感じさせる 哲學 者で あり、 詩 入で ある。 かれは 天使 化せられ たる^ 界 建設の 曙光 
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を翹 望す る ものである。 

イブセン や トルストイ は 社會當 面の 問題に 打ち 突かって、 常に 社會を 敵と し、 舊道德 を 敵と して 鬪 つた。 そして 新 

しい 人道主義 を 立て、 せられた る 人本主義の 社會を 建設しょう とした。 かれ 等 は 先 づ破壞 する ことによ りて、 呪 

ふこと によりて、 憎む ことによ りて 愛の 國を 建設しょう とした。 かれ 等 は 可憐なる 家 妻 を 解.^ せんがた めに、 その 我 

が 儘な 放縦な 不德義 な 家 夫 を 担んだ。 かれ 等 は 無智な 農民 を 救 はんがた めに 權カ 者を慣 み、 政府 を呪詛 した。 

タゴ 1 ルの 愛の 心のう ちに は 可憐なる 家 妻 も 放 縱な家 夫 も 1 つと なって あら はる >-。 無智な 農民 も、 專制 的な 政府 

者 も 同じ 可憐な 入 間と なって かれの 股に 映 じて ゐる。 鞭打つ 者と 鞭打た る. 1 者と が 同じ ブラ ァ マの 愛子と して 見られ 

てゐ る。 そして 鞭打た る \ 者 は 鞭打つ 者よりも 祝福せられ たる 者と して 考 へられて ゐる。 かれに は 憎むべき ものと 13 

まるべき ものとの 差別 はない 齊 しく 兩者は ブラ ァ マ の锂 にあり て 永遠の 調和 を 得べき ものである。 かれ 等 は 絕對唯 一 

の 5：： 在なる ブ ラ アマ、 お 命と 光明と の -るブ ラ ァ マ を 知ら ざろ が 51 に 〔卡 岡し、 相 虐げ、 相 呪 ふ の である わ 

たくした ちの 心靈 意識が 眼 醒める 時、 わたくしたちの 心靈 意識が 擴充 せらる \ 時、 わたくしたち はすべ てこれ 等の 相 

對 の 世界から 絕對 の 世界に は ひって 行く ので ある。 

ト ルス トイ や イブ セ ンを 外舁の 征服者で あると するならば タ ゴ ー ルは 内界の 征服^で ある。 かれは 社會を 打破し、 

； M 會を 建て直す 以前に 先づ 自己 心 内の 世舁を 建て直す ものである。 かれ も 社會の 改革 を唱 へ、 社 會勞作 を 主張す る。 け 

れ ども かれに とりて 社會の 改革、 社 會的勞 作と いふ こと は イブセン や トル ス トイが 思惟して ゐた それ 等と は餘 ほど 

なった 内容 を 持って ゐる。 かれの 社會、 かれの 勞作は 何時も 最も 强烈な 心靈的 色彩 を帶 びて ゐる" 北 歐の豫 言 者た ち 

が 厲 つ 向より 社會の 渦中に 突き進んで 行った 間に、 タゴ ー ル は靜觀 しつ X、 瞑默 しつ.^ かれの 心內は ブラ ァ マ を もと 

め、 ブラ アマの 愛の 溢れ出 でん こと を 待って ゐる。 
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トルストイ や イブセンに とりての 苦痛 はかれ 等の 思想と 實際 生活との 矛盾であった。 ト ルス トイ は その 財 壷 を 憎ん 

だ。 かれは 無 1 物た らんこと を 欲した。 しかも かれは それ を 捨てる こと を敢 てし なかった。 かれが寒村の破驛に：3^0 

るまで かれは 尙ほ 捨てん として 捨 つる ことので きぬ あらゆる 執着に 惱ん だで あらう。 かれは 最大 人の ii;sH< 苦痛 を 苦し 

みつ X 死んだ。 かれの 死 は 天日 を 暗く する 如き 大惡 魔の 死であった。 かれは 偉大なる 未完成 品であった。 

タゴ— ルが 果して どれ 程の 感化と 刺 幾 を わたくしたちに 與 ふる かとい ふこと はわた くした ち は 測り 知る こと はでき 

ない。 わたくしたち は 恐らく かの トルストイ や イブセンに 見た やうな 强ぃ 刺衝 を 感ずる こと は あるまい。 トルストイ 

や イブ セ ン がわた くした ちの 前に 提供した 未解決の 問題に 尙ほ幾 時代 入の 問題と して わたくしたちの 前に 遣され るで 

あらう。 この間に 處 して ブラ アマの 思想 は少 くと も わたくしたちの 逼迫した 思想、 涸渴 した 生活に 濕 ひを與 へ、 溫味 

を 感じ させる もの である。 相愛 相 信 の 情昧を 湧か させる ものである。 

わたくしたち は 我が 國の 個人主義の 問題 や、 生命 創造の 問題 や 或 ひ は ニー  11 年來 盛に 火の手 を 擧げて 来た 個 我と 俩我 

との 接觸 とい ふが 如き 問題が すでに 解決され て あると は 思 はぬ。 わたくしたち はな ほ 個性 を 主張す るに 際しても、 自 

我 を 高調す るに 際しても、 まだ わたくしたちの 熱心 さや 眞劎 さが 足りない こと を 恐れて ゐる。 わたくしたち はま だ 生 

命を睹 して 阖 つた 1 入の 個人主義者 を 3^ 出さない。 わたくしたち は餘 りに 多くの 賢い 個人主義者 を發 見す る。 けれど 

も 勇氣 ある 眞劎な 自我 主張者 を 見出さない。 わたくしたち は トルストイ 以上に 悶え、 イブセン 以上に 鬪 はなければ な 

ら ぬ 一 

しからば 何故に タゴ ー ルの 調和 的な、 平和的な i 的な、 謙譲な、 思想 や 生活が 現在の わたくしたちの 生活に とり 

て 意義 あ る ものと なる か。 破壞 にの み 債 値 を 認め、 惡魔 的倾向 にの み 眞實の 生活 を 認めん とす る 不具者 的な 入 生 の 見 

方 を熳め 直さ ん とすると ころに かれの 思想の 意義が あ る。 また 個人主義の れを 掬んだ 入 々 の 誤れる.： IT 我 の 觀念を 正 


さんと すると ころに かれの 哲學の 意義が ある。 換言すればかれの思想を取り容る、所以はゎたくしたちの^1!:我の內容 

を さらに 大きな ものと し、 素直な ものと し、 豐 かなものと せんがた めで ある。 わたくしたちの 世界 を廣 くし， わたく 

したち の 生活に 永久性 を賦與 せんがた めで ある。 それと 同時に 惡魔 的な 覊 慢 なわた くした ちの 心に 信從と 謙遜の 卖德 

を 注ぎ込 まんがた めで ある。 

以下 わたくし はかれの 謙 1^ な 忍從的 生活の 一面に 就いて 論じ、 かれが 歩まん とする 究竟の 世界に 說き 及ぼして 見た 

いと 思 ふ C 

歐洲の 思想家の 一 般 傾向が 積極的で あるのに 對 して、 かれの 思想 は 外面 的に は 消極的で あると 言 ふこと がで きる か 

も 知れぬ〕 かれは 征服 的； 5^ 略 的の 人生 を^ ふ ものである。 かれは 敵を驟 さむ ことより は 敵 を も 友と する の 心 を はぐく 

まんと する ものである。 かれに 言 はし むれば 西 人の 歷史 は異 民族、 異宗 敎 i の 歴史であって、 印度人の 歷 史は異 

族と 調和し、 異宗 敎と 同化せ る 民族の 歷史 であった" 

最初 希臘の 文明 を 建設す るに 歐洲 人の 祖先 は 市と 自然と を 峻別 せんがた めに 市の 周 園に 堅き 障壁 を 構へ た。 かれ 等 

の 「あらゆる 近代 文明 は 煉瓦と 漆^の 搖藍 から 生まれ 出で たもので ある。 しかして かれ 等の 街 を 取り 圍んで ゐた障 

壁なる 觀念は 深く かれ 等の 子孫の 心に^ ひ 込んで 今 曰に 至る まで、 かれ 等の 子孫の 思想の 上に 拭 ふべ からざる 印象 を 

與 へて ゐる。 卽 ち歐洲 文明の 特長、 或 ひ は歐洲 八の 思想の 特質た る 「- R 分と 支配」 なる 觀念 か， 形作って ゐる。 かれ 等 

は 常 に 自己 を 他から 峻別 し、 自國民 を他國 民から E 別 し、 知識 を 知識 か ら 、 人間 を 自然 か ら 差別す る 事を努 めて ゐる。 

これが ために かれ 等は絕 えず 異教 i_ ^を 征服し、 異 民族 を M 賙 する ことにより て かれ 等 自身 を 安全に し 繁榮せ しむる こ 

とがで きる と考 へて ゐる。 歐洲 人の 今日の 敎 育の、 王 眼は智 IT 德 IT  ^育、 一一 一つの もの を 完全に 發 達せし むる ことに 

ある。 しかし 敎育の 目 酌と すると ころ は國家 有用の 材を 作り出す ことに ある。 かれ 等 は 國カ發 展のー つの 材料と して、 
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一 つの 力と して 使用 せられん がた めに 國 家の を 施される ので ある。 かれは その 海、 m を强 くし、 その 陸軍 を大 にせ 

んが た め の 健全な 分子 と し て 妻 成せられ るの である。 智德體 の 敎育は 要するに 自然に 對し て 勝利者た らんが ため に 

^^會に對して、 異國 民に 對 して 常に 優勝者た らんが ために 授けら る. -敎 W に 外ならぬ。 かれ 等の 思想から は 何時も 爭 

R 峻別、 征服、 勝利の 觀念 を-取り去る こと はでき ない。 

歐洲 人の 思想が 征服 的で あり、 蹂驪 的で あるに 對 して 印度人の 思想 は 最初から 調和 的で あり 抱擁 的であった。 かれ 

等は排 する ことの 代りに 他と 相 抱かん こと を もとめた。 かれ 等は絕 えず 萬 有 を ブラ アマの 1 點に歸 せしめようと 努め 

てゐ た。 

かれ 等の ^ 活の 基調 を 形作って ゐ たもの は 調和と いふ ことであった。 かれ 等 は 人類と 宇宙と を 調和せ しめようと 努 

めた。 かれ 等 はまた 個 我と 侗 我と を 一つに しょうと 努めた。 かれ 等 は 自然と 入 類と を 調和せ しめようと 努めた。 

最初 ァリ ヤン 民族が 印度に は ひって 來た 時、 かれ 等 は 到る ところに 鑾 蒼た る大 森林 を發 見した。 そこに は 常 綠の凉 

しい 木蔭が あり、 清冽な 流れが あった" 熱帶 地の 眩く ばかりの 壯麗な 野鳥の 翅 はいたく かれ 等の 心情 を柔 げた。 森 は 

かれ 等の 生活に とりて 離る.. - ことので きぬ 恩寵の 場所であった。 森 はかれ 等 を 砂原の 熱風から 防ぎ、 かれ 等の ために 

原始的な 住民 の 家屋 を 提^し た。 かれ-等 はまた かれ 等の 祭壇に 焚くべき 聖火の 薪 を その 森林に 得た。 かくして 森の 自 

然 はかれ 等 原始人の 生活から 取り離す ことので きない ものに なった。 かれ 等 は 森の 自然と 共に 住み、 偕に 呼吸し なけ 

れ ばなら なかった。 自然 はかれ 等に とりて 友で あり、 恩人であった" 後年 かれ 等の 文化が 開け、 犬なる 帝國が 建設せ 

られ、 世界的 交通が 開かれ、 大都^が 打ち 建てられ 物質的 文明が 開かれた にも か X はらず、 かれ 等の 心から 自然 を © 

しむの 念 を 取り去る こと はでき なかった。 かれ 等 は 眩 耀華榮 の卷に 在りても ほ 森の 精舍を 忘れる こと はでき なかつ 

た。 戯曲 「郵便局」 のなかの 少年 アマ ルが窓 を 透して 國 境の 連山 を 眺め 人る 心情 は、 多くの 印度人の 血管 內を 流れて 
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ゐる もので あらう <  ^ 

タゴ 1 ル哲學 の § はまた こ  >- に發 して ゐる。 かれの 思想の 浪抵は 常に 萬 有と 相 抱き、 萬 有と 相 調和 せんとす るの 一 

思想で ある。 唯 1 絕對の ブラ ァ マの 歡 喜と 光耀 のなかに 純 一 の ものと なりて 動めき つ  >- ある こと を 信ずる ものである。 一 

ブラ ァ マの 至聖所 こそ かれが 詣 らんと する 生活の 至 境で ある。 かれは 外 を 征服せ ず、 異 民族と 異宗 敎とを 悉く 渾然ー 

たる 調和の 1 境に 於いて 見出さん こと を 助力す る。 かれに とりて 最大の 苦痛 は 征服の 困難ではなくて 調和の 困難で あ 一 

る。 かれは 自己の 心靈 意識の 覺醒 によりて 天地 莴有 をつ. -む ブラ アマ を 應 せんこと を 欲求す る 。しかも わたくしたち 一 

の Kf 我執 はわた くした ちの 心靈を 盲と し 聾と する が 故に、 わたくしたち は 容易に 心 靈に眼 醒める ことができない". 一 

もし 征服と いふ 言葉 を 使用 するならば わたくしたち は 外界 を 征服す る ことの 代りに 内界 を 征服し なければ ならぬ〕 自： 

己の 雜 念と 鬪ひ、 我執と 鬪ひ、 貪欲と 鬪は なければ ならぬ わたくしたちが 物質 界の 欲念に 執着して ゐる ST わたく 一 

したち に は 露 界の扉 は 開かれない。 わたくしたち は 物質 界の あらゆる 所有 を 捨て i 翳界の 乞丐と ならなければ ならぬ *ー 

タゴ ー ルに言 はし むれば、 嬰兒は その 生前に ありて は 黄金と 幸福と に 充てる 世界に 讓 める ものであった。 しかも か 一 

れは 母の 懷に 抱かれん がた めに 故意に すべて の 所有と 幸福と を 捨て、 乞丐の 如く 赤裸々 なる ものと なって 現 世界に 生： 

まれ 出で たので ある" わたくしたち もまた ブラ ァ マの 慈愛と 歡喜 とに 抱かれん がた めに その 持てる すべての もの を捨ー 

てなければ ならぬ" 我執 貪欲の 心 は 路傍の 膝の 喰 ひ 遺し を 拾うて 生活しょう とする の 心で ある。 かれ 等 は その 父の 家 一 

かて 

に は、 あり 餘る ほどの 糧が貯 へられて ゐる こと を 忘れて ゐる。 ブラ ァ マの 世 舁には 無限の 歡 喜と 半； 命と 光明と が 趣へ 一 

られて ある。 わたくしたち は 赤裸々 な 乞丐と なって ブラ アマの 胸に 跳び 込んで 行かなければ ならぬ。 ブラ アマの 胸 か 一 

ら 溢れて 來る 生命と 歡 喜と 光明 は 無限で ある。 わたくしたち は その 無限な 恩寵の なかに 生きなければ ならぬ。 ブラ ァー 

マ の至聖所に詣り得る^^めのみ刹那に永久の生命と光明とを見出す。  一 
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^人 主義、 ほ 我 主張 の 1^ はや、 も すれば ブラ アマの. J< 源 的^ 命 を 忘れて、 かれ，： a ヰのう ちに？ fsj: の Mri を？ a 力 5 

とすると ころに ある。 無論 わたくしたちの 自我 は絕對 である。 けれども てれ は-目 我が その 根柢と して 太 源 的中： 命の ブ 

ラ アマ を 抱いて ゐる 場合に のみ 然り である。 ブラ アマ を 忘れた 自我 ブラ アマ を根抵 として ゐ ない 自我 は 終に 絕對の も 

ので はない。 

もし わたくしたちが 單 にわた くした ち 自身の 俩 我のう ちに のみ 絕對の 價値を 認めようと するならば、 わたくしたち 

の 自我 は最惡 の 牢獄と たらなければ なら ぬ。 

わたくしたちの 自我 は蓠 有と 合一 して 無限に 發展 し、 1: 限に 擴充 せんとす ると ころに 生命の 歡 喜を覺 ゆる もので あ 

る。 わたくしたちが 自己の 狭い 牢獄の なかに iir 我を囚 縛す る 時 わたくしたちの 自我 は 終に 悲慘 なる 破壞に 終らな けれ 

ばなら ぬ" 喬木 は そが 大地に 根ざす 時に 亭々 として 繁茂す る。 J! 我はブ ラ ァ マ の 大生 命に 根ざす 時眞の 生命 を 感ずる。 

自我 を 無限に 發育 せしめん がた めに わたくしたち は 無限の 糧を與 へなければ ならぬ。 しかも 無限の は ブラ ァ マ の 

かて 

胸に のみ 貯 へられて みる。 狭い 自我 を 守って ゐる人 は、 もな く かれ. リぜ の糧を 喰ひ盡 して 饿死 L なければ ならぬ。 

自我の 壞滅 である。 

物界 の 欲念に 立ち て 狭い a: 我の 牢獄 を 守ら 5 とする 人々 は 網 を 編む こ とに のみ 熱中して 終に- る こ と を 忘れた る も 

ので ある。 わたくしたちの 究竟の 目的 は 牢獄に 鎖され た奴隸 的な 自我 を 守る ことで はない。 先づ 自己 を ブラ ァ マに さ 

さげ、 ブラ アマ そのもの \ なかにわ たくした ちの 生活 を發 見す る ことで ある。 ブラ アマ の裡 にあり て 萬 有と 調和し、 

萬 有と 相抱拷 しつ 、生きん ことで ある。 心 © 意識の 無限なる 擴充 は資に ブラ ァ マに 醉 ひつ \、 ブラ ァ マのう ちに 萬 有 

> 共に 光 喜の 讚歌 を 謳 ふ 生活 を わたくしたちに 齎らす。 

こ- < に 於いて かわた くした ちの 心眼 に^ずる 莴有は 悉く わたくしたちと 同じ 靈 によりて 動かされ、 同じ 生命の 旋律 


を 奏でつ、 ある こと を 意識す る ことができる。 雲、 ^れ、 森林、 M. 收護、 野鳥 悉く 1 つの ブラ アマから 生まれ 出で 

てわたく したち と 同じ 歡喜を よろこび、 同じ 心靈の 共鳴 を 感じつ ある こと を 意識す る ことができる。 

「心靈 より 心靈 に！ 」 これ タ ゴ ー ル哲學 究竟の 聖所 である。 

歐洲 思想界の 一般的 傾向が や \ も すれば 征服 的と なり、 個別 的と なり、 外的と ならん とする に對 して、 かれは 飽く 

まで も ブラ ァ マと 純一な らんこと を 欲求し、 萬 有と 調和 せんこと を翅 望し、 心 霞の 世界に 眼 さめん こと を 祈念す る。 

歐洲 人の 文明が 荒野の 上に 輝かな 都市 を 建設 せんとす る 時、 かれは 心 霞の 荒 地に ブ ラ ァ マ の 種子 を梳ゑ 付けん とす 

る ものである。 北歐の 偉大なる 思想家た ちが 社 會に對 して、 爲 政，； 一? に對 して 正義の 劍を 振りかざしつ &鬪ふ 時、 かれ 

は靜 かに 先づ. Ht 己 内心の 貪欲なる 惡魔を 追 ひ 出さん こと をつ とめる。 

かれに とりて 文明 は心靈 生活の ための 文明で なければ ならぬ。 國家 は心靈 生活の ための 画家で なければ ならぬ。 

文明が 進んだ とい ふこと は、 異 民族 を 彼 服す ベ き 手段と し て の 兵力 や 機械 力 の充實 とい ふこと ではない。 その 画家 

の 制度な り 組織な りが、 ど.； -ほ どま で 心靈 生活の た め に K 獻す ると ころが あるか、 それによ りて 文明の 程度が 計ら る 

べきで ある。  - 


クゴ ー ルの 言 葉 よ り 


道に 野に 捨てられて 橫 たはり。 太陽 は焰の 如く 緒い 道 を 焦く 時 托鉢の 聲は 搏樹の li に 響く。 水牛 は 柔和なる 眼を瞠 

りて ill かに 眠りた る 湖の 涯を見 わたす。 水牛の S きみ だす 波紋が 小 ひさな 音を立て \ ひた/ \ と 岸邊の 水草と 接吻 

する 時 托鉢の 響は靜 かに 靜 かに 假 i の 野を橫 切つ て 行く。 

まひ tf? まち 

六月の 正午。 街 は 眠 c、 人 は 白熱 を II けて 芒果の 蔭に 眠る" 

托鉢の 僭 は楚音 もな く 托鉢 を 響かせつ >1 歩む。 わたくしたち は假睡 から 目覺 めなければ ならぬ。 托鉢の 聲 はわた く 

したち の 心の 扉 を 叩いて ゐる。 

わたくしたちの 心 靈の扉 を 開け。 

托鉢の 聲 はわた くした ちに 語る。 「人間の 常住の 幸！ 暇 は 或る もの を 得る ことに あるので はない。 たや かれ 自身 を かれ 

自身よりも 偉大なる ものにさ、 げる ことに ある。 かれの 個 我の 生命よりも、 より 偉大な 理想に かれ 自身 を さ \ ける こ 

とに ある。 かれの 祖國の 理想に、 人類の 理想に、 神の raf 想に、 かれ自^^をさ>-げることにぁる0」 

わたくしたち は 眼 さめなければ ならぬ。 何時まで わたくしたち は 眠って ゐ るので あらう， 

托鉢の 音 は 響く、 わたくしたちに 信 從の機 會を與 へんが ために。 

托鉢の 音 はすべ てを祌 にさ、 ぐる 者の 快き 生活 を わたくしたちに 暗示す ろ。 

托鉢の 音 はわた くした ちに 「その 持てる すべて を 捨てよ、 そして わたくし は 何も 持たぬ、 わたくし は 何でもない」 

とい ふ 意識 を跟 さめし めよ と 迫る。 


かれ & はわた くした ちの 前に 立ちて、 わたくしたちに 「與 ふる 生活の よろこび」 を 暗示す る。 

「與 ふることの うちにわ たくした ちの 最眞 實の歡 喜と 解放が ある。 わたくしたちの 施しが 擴 げられ る だけ、 わたくし 

たち 自身 を 無限と 結び付けて ゐ るので ある。」 わたくしたちが 自身 を 捨てる だけ、 わたくしたちと 無限との 關係 は擴カ 

つて 行き、 強められて 行く。 わたくしたち がその すべて を捨 つる 時、 わたくしたち は 初めて 無限 そのものと 1 つに な 

る ことができる。 
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乙女 は 人形 を 捨て る 

「人類の 驟史の 到る ところに 於いて、 わたくしたち は 抛棄の 精祌 こそ 八の 心の 最も ぃ眞實 であると いふ こと を 見出 

す。」 

わたくしたち は絕 えず 所有と 抛棄と を 繰り返して ゐる。 そして 言 ふ、 「わたくし はこれ を 要せぬ。 なぜなら わたくし 

はこれ 以上で あるから だ。」 

乙女 は 人形 を 大事に 所有す る。 けれども かの 女が 入 形 以上に 成長す る 時に、 そして かの 女 自身が あらゆる 點 に 於い 

て 人形よりも 偉大な ものである こと を 知る 時に かの 女 は 入 形 を 捨てる。 

わたくしたちが 或る もの を 所有す る 刹那、 わたくしたち はわた くした ち 自身が それ以上の ものである こと を 知る が 

故に、 わたく L たちの 所有 を 捨てる こと を 悲しまない。 

「わたくしたち 自身より もより 小 ひさな もの 、ために わたくしたち 自身 を 拘束す る こと は 悲しい ことで ある。」 黄金 

に囚 へ らる  者、 世の 名 譽に囚 へ らる、 者、 欐 榮に囚 へ らる& 者 はみ なかの 女の人 形 を 抱いて ゐる 無知の 乙女で ある。 

けれども 無知な 乙女 も 時 来れば 人形 を 捨てる。 わたくしたち は 何時まで 自分の 人形 を 捨てない の だら，. 

キリスト は 言った。 「たと ひ 全世界 を 得る とも 爾の靈 を 失 は V …… 」 と。 わたくしたち もまた 言 はなければ ならぬ 

「かれ 等 ！  S ！ はわ にくし の靈 よりも 1^ いもの であるか？ 」 と。 

所有 はわた くした ちの 牢獄で ある。 所有 は 無限 を 見るべき わたくしたちの 心 靈の眼 を 盲に する もので あろ。 所有 は 

神の S を聽 くべき わたくしたちの 耳 を にす る ものである。 
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堅い 殼を 壞ら なければ 雛鳥 は空氣 と B 光と に 浴み する こと はでき ない。 種子 は 地中に かれ 自身 を 捨てなければ 新生 

を享樂 する こと はでき ない。 

わたくしたち は 拘束 を壞ら なければ ならぬ。 牢獄 を 捨てなければ ならぬ。 

わたくしたち は その 所有から |§れ 出る ことにより てわたく したち の 心 靈を實 現す る ことができる。 わたくしたち は 

絕 えず 所有す る。 同時に 絕 えず 抛棄し なければ ならぬ。 そこに 心 霞の 自由と 解脫 とが ある。 

わたくしたちの 心 靈は絕 えず 淸 新より 清新に 流れ 行く。 舊き わたくしたちの 所有 を 抛棄せ よ。 そして 永遠に 若 やか 

な 心 K をして わたくしたちの 若 やかな 胸に 躍らし めよ。 
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鳥 は 大空 を 翔る 

鳥 は 大空 を 翔る、 そして その 翅の 一 と 打ち ごとに かれは 大 {-T が 無限で ある こと を經驗 する。 かれは 翔れ ども 翔れ ど 

も 終に その 翅が 無限の 外に かれ を 運ぶ ことので きない こと を 知る。 鳥の 歡喜 はこ V にある。 かれは 無限の 世 舁に羽 打 

つ こと を 想 ふ 時に 無限の 創造 を 意識す る。 そこに かれの 生命の 歡 喜が ある。 

籠の なかで は 空 は 限られて ある。 鳥の 生活の みから 言へば 籠の なかの {4- だけで も 充分で あらう。 けれども それ はた 

だ 用を充 たす とい ふに 止まる。 生活と いふ こと は 用を充 たす とい ふこと だけで はま だ 眞資の 意義 をな さない。 生活 は 

用 以上で なければ ならぬ。 

わたくしたちの 人生 に歡 喜が あると いふの は、 わたくしたちの 世界が 無限で あるから である。 わたくしたちの 」玍 命 

が 無限で あるから である。 わたくしたちの 未來が 無限で あるから である。 わたくしたちの 創造が 無限で あるから であ 

る， - 

わたくしたちの 心靈は 無限の なかに 翔 翔し なければ ならぬ。 そして わたくしたちが 絕對の 究竟に 達し 得ない ところ 

に 生命 創造の 歡 喜が 湧き出で る。 

人間 は 完全な もので はない。 かれは 常に あるべき こと jto  bel でなければ ならぬ。 

かれが 現在 ある もの 11 is 11 では かれは 小 ひさな ものであるに 過ぎない。 もし わたくしたちが？ S 在所 有して ゐる 

ものに 止まるならば それ は 呪 ふべき 地獄で ある。 もし わたくしたちが 現在 あるが ま、 の ものである ならば、 かれの 生 

活は 牢獄の 生活で ある。 


葉 言と 詩の ル— ゴタ 
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わたくしたち は絕 えず ある こ と —— is —— から 超越し なければ なら ぬ。 そして 永遠の あろ ベ き >  J と 11 to  bell に 

向って 精進し なければ ならぬ。 「そこに かれの 天國が あり、 かれの 解脫が ある。」 

わたくしたち は絕 えず ある こと —— iB —— を 踏み 臺 として あるべき こと —— to  be —— を 把 へ ようとす る。 そして そ 

の/めるべき ことが わたくしたちの 所有と なった 刹那に それ は ある ことと なる。 そして その 刹那に それ はわた くした ち 

の舊き 死骸と なる。 わたくしたち は is を 踏み 臺 として さらに to  be を 把へ なければ ならぬ。 is より to  be へ！ か 

くして 無限の 抛棄と 所有と 解脫 とが 繰り返される。 

人生 は 無限の 所有で ある。 人生 は 無限の 抛棄で ある。 

人生 は 如實に 把握す る ことので きる 實在 である。 人生 は 如寶に 把握す る ことので きぬ 幻影で ある。 神 は 見ろ ことの 

できる 資 在で ある。 同時に 煙の 如く 滅 ゆる 幻影で ある。  ， 

わたくしたち は絕 えず 永遠の to  be にあ こがれる。 神 は 永遠の to  be である。 神 は 永遠の 飢. 渴 である。 

大空の 鳥 は 翔る。 かれは 刹那に ある ことの 翅を羽 打ちつ あるべき ことの 世界へ と 翔る。 永遠に 限りなき 野路 を 翔 

る。 永久に 涯 しなき 犬 《41 を 翔る。 かれの 生活 は to  be にあ こがる、 者の 生活で ある。 

籠の なかの 鳥は靜 かに 眠る、 棲 木に 憩 ひつ \。 かれは 現在の に に滿 足しつ i、 停滞し つ. -、 眠って ゐる" かれは 

5 た- -ね 

is の 生活に 生く る 牢獄の 囚人で ある。 けれども かれは その 假睡の 夢に 大空 を 翔る 昔 を 想 ひ 出す ので あらう。 時折 かれ 

は 夢のう ちに その 翅を羽 打つ ではない か。 しかも 自らの 羽 打ちに 驚かされて かれの 夢から 眼 さめた かれは、 かれの 

前に 悲しい 牢獄の 蹈 を 見出す。 to  be に 眼 さめん としたかれ のこ  >  ろが やがて ふた \び is の 牢獄に^る。 
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限られた る水饔 

わたくしたちの 存在の 有限の 極に あって わたくしたち は 用の 世 E 介に その 立ち 場 を 持って ゐる。 「人 は 生きん がた めに 

食物 を あさり 歩く。 暖を 得ん がた めに 衣 を あさり 歩く。」 

ffl の 世界に ありて は 物 を 得る ことが わたくしたちの 本能で ある。 囚 へられた 入々 は 用の 世界に ありて た t かれの 所 

有 を 押し 擴げ \  - 行く ことのみ を考 へて ゐ る。 

「けれども 得る ことの 行爲は 部分的で ある。 それ は 人間の 用の みに 限られて ゐ る。」 

わたくしたち はた わたくしたちが 要求す る だけの もの を 所有す る ことができる のであって、 それ 以上 を 所有す る 

こと はでき ない。 

水 甕 は それが Ml 虚 である だけの 水量の みを充 たす ことができる。 しかし それ 以上 を 容れる こと はでき ない。 

わたくしたちの 衣 も 食物 も 家屋 も その 必要 を充 たした 刹那に， それ 等 はわ たくした ちに とって 充分な ものと なる。 

わたくしたちの 要求 は飽滿 せられる。 

けれども わたくしたちの 生活が 靈の 世界に その 立ち 場 を 索む る 時、 わたくしたちの 生活に 終に 飽滿の 時 を 見出す こ 

と はでき ない。 わたくしたちの 生活が 有限 を 去って 無限に 入ろ 時、 わたくしたちの 索む る もの は 富で はない、 榮譽で 

はない、 わたくしたち は.； m 由と 法 悅とを もとめる。 

こ \ に 用の 世界が 滅びて、 眞の 世戶ぺ 美の 世界が 始まる。 そこで はわた くした ちの 生活 は？ おる ことの 生活から 成る 

ことの 生活に 變る。 「ブラ ァ マと 1 つになる ことの 生活で ある"」 
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5^ る こと ゝ ® る こと , 

わたくした、， f の 究竟 の 目的 は紳を 得る ことで はない。 利用 せんがた めに 神 を 得る ことで はない。 わたくしたち は 神 

を禮拜 せんがた めに、 神と 一 つに ならん がた めに 神を翹 望す る。 

差別の 自然界で はわた くした ち は 得る ことによ りて 成長す る。 純一 の霞界 では わたくしたち は 失 ふこと によりて 成 

長す る。 失 ふこと によりて わたくしたち は ブラ ァ マ と 合 1 する。 

0^ こと は 部分的で ある。 失 ふ こと は 全 的で ある。 そのす ベ てをブ ラ アマに さ、 げる ことにより てわたく したち は 

全く ブ ラ アマと 純一 無碍の 抱擁 を經驗 する ことができる。 

わたくしたち は先づ わたくしたちの すべて を 殺さなければ ならぬ。 燕麥は 地中に 腐れなければ 芽生え る こと は で き 

ない。 

わたくしたち は 常に あ-.,^ ことより して、 あるべき ことに 向って 進まなければ ならぬ。 わたくしたち は絕 えず 無限の 

理^なる ブラ ァ マと 一 つに ならん こと を 望まなければ ならぬ。 現在 ある ことより して 未 ー；^ 〈の あるべき ことのた めに 努 

めなければ ならぬ ^ 

わたくしたちの 人生 は ある ことより あるべき ことへの 無限なる 創造的 進行で ある。  ， 
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ゆ 

ゥパ 二 シャド は 訓 へる 「この 人生に 於いて 祌を認 むる 時人 は 眞實の ものと なる、 もし 然らずんば、 それ はかれに と 

りて 最大の 禍 である」 と.. 

けれども わたくしたち は 神 を 知る ことによ りて、 その 國を 富まし、 その 政治 を 改革し、 社會 改善の 資 とする こと は 

で やぬ。 

わたくしたち はわた くした ちの 別莊 や、 自動車 や、 または 銀行の 貯金な どと s: じ目錄 のなかに わたくしたちの 神 を 

置いて はならぬ。 

わたくしたちが 神 を 知る とい ふこと は、 神に よりて 何もの か を 加 へられん がた めで はない。 祌 によりて 莨 物が 創造 

せられ、 神に よりて 菡 物が 生きつ 、ある こと を 知らん がた めで ある。 

キリストの 「今日の こと は 今日に て 足れり、 明日の こと を 思 ひ 煩 ふなかれ」 とい ふ 言葉 は、 また わたくしたちの 神 

を 知らん とする こ.. < ろと 一 致して ゐる。 わたくしたち は 神に よりて 與 へられる すべての もの を よろこばなければ なら 

ぬ U  に は 一物と して 神の もので ない もの はない。 ゎたくしたちは自分^！！：身の所有でもなぃ現世の富を自分のもの 

として 貧って はならぬ。 神 は 何時も かれが 所有す るすべ て を わたくしたちに 與 へて ゐる。 

朝に なりて 燭光 を 得ん がた めに、 わたくしたち は雜貨 店に 走る 必要 はない。 眼 を 開け、 そこに ブラ アマの 光りが 湛 

へられて あるで はない か。 

夕に なりて わたくしたちが 眠らう とする 時、 わたくしたち は 安息の ために 幕 を 卸す 必要 はない。 星 を 飾った 夜の 幕 
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が 自然 を も、 巷 を も、 わたくしの 扉 をも柔 かな 天地の 胸に 抱い て^れる ではない 力。 

「わたくしたち はた V フラ アマが 到る ところに ある こと を 見出さん がた めに わたくしたち 自身 を 捨てなければ なら 

ぬ。」 

怫陀が 「爾 自身 を 捨てよ」 とい ふの はこの 意味に 外ならぬ。  - 
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日々 の 祈り 

わたくしたち は 日々 祌を 見出さなければ ならぬ。 わたくしたち は 日々 祌 を禮拜 しなければ ならぬ。 鉀を 見出す は祌 

を禮拜 せんがた めで ある。 神 を 見出す は 神に 信從 せんがた めで ある。 日々 わたくしたちと 神との 間に 積た はれる 障 

を 排除す る ことによ りて 神と 純一 ならん がた めで ある。 紳を 見出す は祌 にさ.^ ぐる わたくしたちの 奉仕と 寄 奉と が 一 

日  一 Blii くせられ、 gL, 化せら れんがた めで ある。 一 日 一 B 善意と 愛のう ちに 紳を あがめん がた めで ある。 
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楣を 賞く 矢の やうに 

わたくしたち は 「楣を 貧く 矢の や 5 に ブラ ァ マの なかに 全く わたくしたち を 失 はなければ な. ら ぬ。」 

わたくしたち は そのす ベて を捨 つる ことによ りて 全く ブラ ァ マ の懷に 抱かれる ことができる。 そして その 刹那に ご 

の大 にかれ の 法悅が 遍滿し つ V ある こと を 知り、 かれの 無限 を如寶 に竞， 識 する ことができる。 

或る 入 は 言 ふで あらう 「無限 はわた くした ちの 手が 達し 得ない ところに 在る、 それ故に 無限 はわた くした ちに とり 

て は {.il 無と 同 一 である」 と。 もし 所有 するとい ふこと にの み 入 生の 意義が あると 想像す る 人々 にと りて は、 達し 得ない 

もの は ナッシングと 同 一 義に 思考 せらる、 かも 知れない。 けれども わたくしたち は 必ずしも 達し 得る が 故にの み法悅 

を覺 ゆるので はない。 わたくしたちの 最高の 歡喜は 所有す る ことに あるので はなく、 なること に 在る ので ある。 同時 

に またなら ぬ ことに 在る ので ある。 わたくしたちが 食へ る だけ 食物 を 食 ふの は 所有の 滿足 である。 けれども 飢 ゑが 充 

たされない 間に も わたくしたち は充 たされん とする 希望の よろこび を 感ずる ことができる。 わたくしたちの 心 靈の生 

活は その 充 たされた る歡 喜と 同時に 充 たされざる 歡 喜と を 感じて ゐる。 充 たさる- - こと、 充 たされぬ こと \、 またな 

る こと、 同時に ならぬ こと. 1 のうちに 無限の 歡 喜が ある。 

戀人は その 情人に 向って 言 ふ、 「いお は 妾が 生まれた 日から ずっと あなたの 顏の 美し さ を 凝視め てゐ たやう にも 想 ふの 

です。 けれども まだ 妾 の^は g ゑて ゐ ます。 たと ひ 百 萬 年、 妾の 胸に あなた を 抱きしめて ゐて も、 妾の こ. -ろ は充た 

されないで せう。」 充 たされつ.^ 充 たされぬ 心、 そこに 無限の あこがれが ある。 充 たされず、 しかも 充 たされ 行く 心、 

そこに 有限の なかに 無限 を 意識す る 者の 生活が ある。 
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有限の 梯子 を 持ちて 

人生の悲劇は有限の梯子を持ちて無限の世戶^：に達せんとするところから生まれる。 

わたくしたちの 世界の 諸 執 は 悉く 有限で あり、 部分的で ある。 諸 執 を 捨てた る 無 一の 境に のみ 無限が 現 はれる。 わ 

たくした ちの § の 諸 執 を 擴げる ことによ りて 無限に 達しよう とする は 愚者の 悲慘 なろ 企て や ある。 部分的な 現 相 を 

狎し 擴げる ことに より て 全 的な 實在を つ、 まんと する の は 暖昧の 傷まし き 謀叛で ある。 

わたくしたち は その 所有から 腚れる ことにより てわたく したち の 心 靈の歡 喜を覺 える。 わたくしたちが 感ずる こと 

のでき る もの、 觸れる ことので きる ものに 取り 国 まれた 時 わたくしたち は 叫ぶ であらう。 「ゎたくしは？4^0ことに疲れ 

果てた。」 

わたくしたち はすべ てわたく したち が觸れ てゐる もの、 感じて ゐる ものに 餘り 疲れ切って ゐる。 觸れる ことので き 

ぬ實 在、 感じる ことので きぬ ブラ ァ マ、 永遠の 追求で あり 飢渴 である ブラ ァ マ、 無^の 刺戟で ある ブラ ァ マ 1 そ * 

にわた くした ちの 心 靄の 歡 喜が ある。 無限の 生命が ある。  j 
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流れ は 海に 

流れ は絕 えず 海に 入る。 絕 えず 樂 じき 囁き を 囁きつ .1。 

「わたくし は 海に ならう！」  , 

うねりう ねって 流る、 川 は 野 をめ ぐり、 牧場 を 貧き、 村里 を橫 切り 巷に 沿 ふて 走る。 或る時 は 罌粟の 畑 を 水 飼 ひ、 

或る時 は 白 薔薇の 草む らを濕 す。 けれども 流れ は 流れで ある。 かの 女 は 牧場と なること も、 野と なること も、 罌粟の 

畑と なること もで きぬ。 かの 女 はた ヾ かれ 等と 「部分的な！！ 係 を 保つ のみで ある。 そして 如何に 長く かの 女が か I 等 

の 間 を さ迷 ふと も、 かれ 等と は 別な もので なければ ならぬ。 かの 女 は 決して 町と なること も、 森と なること もで きぬ」 

流れ は 流れで ある。 そして かの 女の 究竟の 世界 は 海で なければ ならぬ。 かの 女 は 幾千の 障碍 を排 しつ.， 流れる。 35 

を碎き 凝 を 職り つ、 流れに 流れる。 そして かの 女の 動めき が靜 かになる につれ、 平和になる につれ て かの 女よ 歩 一 

歩 大海に 近づく。 

流れ は 終に 海と なる。 かの 女 は そこに 安住の 懐を發 見す る。 かの 女 は 海と 一 つに なった。 

けれども 海と 一 つになる とい ふこと は 海 を かの 女の 一部分と するとい ふ 意味で はない。 かの 女が たと ひ 海の 一部分 

を 昏." て 大海 そのもの からかの 女 自身 を區 別し よ， つ と 試みる も、 かの 女 は その 根抵に 於いて 大海の 洶こ 抱かれて， 5 

る。 か の 女 は 大海 を 離れ て 安住の 地を發 見す る こと は できない。 

わたくしたちの 永久の 安住の 地 もまた ブラ ァ マの 胸に のみ 潜んで ゐる。 わたくしたち は ブラ アマの 家に か へらな 7 

,7 ばなら ぬ。 わたくしたちの 心靈は 流れが 海に 入る やうに ブラ ァ マ こか へらな け r-. まならぬ。 
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苠有は ブラ ァ マに 入りて 完 きものと なる。 流れが 大海に 入りて 完 きものと なるやう に。 

詩、 劇、 すべての 藝術 がわた くした ち に歡 喜を與 へる の はか れ 等が 完 きも の を わたくしたちに 暗示す るが 故で ある。 

わたくしたち は完き 人生 を 想 ふが 故に 生の 歡喜 を覺 える。 ブラ アマ のうちに ありて 完 きを 得る が 故に 歡喜 を覺 える。 

流れ は に 入る。 そして そこに 完き 安住 を 得る。 

入 は ブラ アマに 入る。 そして そこに 完き 安住の 境 を 見出さなければ ならぬ。 
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かれ を 知らない 

「わたくし はわた くしが かれ を 良く 知って ゐ ると は 想 はぬ。 また かれ を 知って ゐ ない とも 想 はぬ。」 

ブラ ァ マ を 知らう と 努める わたくしたち は 何時も こんな 言葉 を 繰り返して ゐる。 わたくしたちの 知識が 進められた 

としても、 わたくしたち は 決して 無限の 實在を 知る こと はでき ない。 けれども もし ブラ ァ マ はわた くした ちが 達し 得 

る範圜 より 外に あると するならば、 ブラ ァ マ はわた くした ちに とりて ナッシング である。 實際は ブラ ァ マ はわた くし 

たちが 達し 得る 以外のと ころに あるので はない。 「わたくしたち はた かれ を 知る ことができない 。けれども わたくし 

たち はかれ を 知って ゐ る。」 

言葉 や 理智を もちて ブラ ァ マ を 知る こと はでき ない。 た^ 歡喜 によりて かれ を 意識す る もの だけが かれ を 知る こと 

がで きる。 

知識 は 部分的で ある。 知識 は 一種の 器具で ある。 知識 はた t わたくしたちの 一部分た るに 過ぎぬ。 知識 はた t 分解 

し說 明す る ことので きる 事物に ついて 報告 を わたくしたちに 與 へる のみで ある。 けれども それ 以上で はない。 ブラ ァ 

マ は 完全な ものである。 部分的な 知識 は 全 的な ブラ アマ を M 明す る こと はでき ぬ。 しからば 何に よりて わたくしたち 

は ブラ ァ マ を 知る ことができ るか。 歡 喜と 愛に よりて^ ある。 

歡喜は 完全な 知識で ある。 歡喜 はわた くした ちの 全 存在の 知識で ある。 理智 はわた くした ち を 事象 それ 自身から 相 

分離せ しめ ，峻別せ しむる ものである。 愛 はわた くした ち をして 事象 それ 自身の なかに 溶け 入らし むる ものである。 

「理智 は 法して ブラ ァ マ を 知る こと はでき ぬ， 言葉 は 決して かれ を記錄 する こと はでき ぬ。 かれはた^ わたくしたち 
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の心靈 によりて のみ 知られる」 

かれはた^ 心靈の 歡 喜と 心靈の 愛に よりての み 知られる。 

わたくしたちと ブラ アマと がた 一  つの ものと なること によりて のみ ブラ アマ を 知る ことができる。 わたくしたち 

とかれとの 全 的 合一 によりての みかれ を 知る ことができる。 
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渡 守り！ 

「渡 守り ー わたし を 渡して 吳れ、 Is うの 岸に ー」 

わたくしたち は 何時も 入 生の 岸邊に 立ちて かく 叫んで ゐる。 

わたくしたち は 人形 を捨 つる 嬰兒の やうに 何時も、 この 現在 を 捨て & 他の 現在 を 索め ようとつ とめて ゐる。 わたく 

したち は絕 えず 「これで はない、 これで はない。」 と 叫ぶ。 けれども わたくしたちが 要求して ゐる もの は どこに あるの 

だら 5? わたくしたちが 渡らう として ゐる對 岸 は どこに あるの だら う？ 

「それ はわた くした ちが 現在 持って ゐる 以外の 或る もので あらう か？ それ はわた くした ちが 現在 あると ころよりも 

他の 場所で あらう か？」 

否、 否、 わたくしたち は 同時に わたくしたち のうちに 彼岸と 此岸と を 抱いて ゐ る。 

わたくしたちの 唇 は 彼岸に 運ばれん こと を 祈って ゐる 間に も、 わたくしたちの 忙しい 手 は 決して 怠けて は をらぬ。 

わたくしたち はわた くした ち 自身のう ちに 全世界 を 持って ゐる。 同時に 全世界 を ブラ ァ マのう ちに もとめて ゐる。 

わたくしたちが この 「我」 を わたくしたち 自身の もの だと 想 ふ 間 は、 わたくしたち は 「渡 守り、 わたし を 對ぅ岸 ま 

で 渡して 吳れ」 と 叫ばなければ ならぬ。 けれども わたくしたちの 「我」 が 悉く ブラ アマの ものである こと を 意識す る 

刹那に わたくしたち のうちに 二つの ものが 1 つと なって 現 はれる。 

わたくしたちが ブラ アマに 對 して 「わたくしたちの すべての 勞作 は汝の ものである」 と 叫ぶ 刹那に、 わたくしたち 

は 彼岸に^ される。 しかも わたくしたち 自身 は 依然として 「我」 を 持ちながら。 


わたくしたち はわた くした ち自 のうちに ブ ラ アマ の 家 を 打ち 建てなければ ならぬ。 わたくしたち 自身のう ちに 勞 

作し なければ ならぬ。 でなければ 神 は 決して わたくしたちの 家に 入り、 わたくしたちの 勞 作に 入る こと をし ない。 

わたくしたち は 神の 家に 入らん とする 前に、 先づ わたくしたち 自身に 家 を 築いて 神の ために 備 へなければ ならぬ。 

神の 勞 作に 入る 前に わたくしたち 自身 勞作 しなければ ならぬ。 神の 勞作 として さ i ぐるた めに。 もし わたくしたちが 

自らの 家 を 築かず、 自らの 勞作を 準備して ゐ ないならば、 わたくしたち は 何時までも わたくしたちの 外に 祌を もとめ 

て さ迷 はなければ ならぬ。 

「もし わたくしが わたくしの 家を捨 つるならば、 わたくし は汝の 家に 達する こと はでき ぬ。 もし わたくしが わたくし 

の 勞作を 止めるならば わたくし は 決して 汝の勞 作の 5 ちに 汝に 結び付く こと はでき ぬ。 何と なれば 汝は わたくしの 5 

ちに 住み、 そして わたくし は汝 のうちに 住む からで ある。 汝 はわた くしな しに、 また わたくし は汝 なしに は 空 無で あ 

る o」 

だから、 わたくしたちの 家のう ちに、 わたくしたちの 勞 作のう ちに、 祈りの 聲が ある。 

「わ たした ち を 渡し て 吳れ！ 」 

わたくしたちの 現前に、 彼方の 岸が ある。 わたくしたち 自身のう ちに かれ 自身が ある。 


葉 言と， の ルーゴ タ  幼 3 


一 つの 道 を 

一つの 道 を 二つの 異なった 見方で 見る ことができる。 一 つ は、 道 はわた くした ちの 讓の囊 から わたくしたち を 

隔てる ものである とする 見方と、 尙 一 つ i はわた くした ち を その 目的物に 導く ものである とする 見方で ある 

前者に とって はわた くした ちが 歩む ;J は 道の 征服で あり、 後者に とりて は それ は 51 の i である 

この 二つ の 見方 は卽 ち歐洲 人の 思想と 東洋人の 思想と を M 別す る もの である。 

I 人の 見方 は 何時も 差別、 分類から 出 發し、 印度人の 見方 は 純一 調和から 出發 して ゐる。 歐洲人 は 慕と 人類と 

i 別し、 f 花と I, なった 二つの カテゴリ ィに 分つ。 けれども 印度人 は 人間と 自然、 人間と 萬 有 は 分つ ことので 

きぬ 相 關の狀 態に ある こと を 認めて ゐる。  . ，：！，， ；ズ 

西 人 はかれ 等と 自然と I 別す るが 故に、 かれ 等 は 自然の 征服 を 叫ぶ。 かれ 等 はかれ 等と 異 民族と を 蒙す る 力 故 

は 大地 も 水 も 光り も 木の 實も 花 も 人間が 利用して、 ぎ は 捨て去る ベ t なる 物的 I ではな かつ 

こ 0 

すべての 顯現 よその 极抵 にあり て は 人類と 精神的な 交通 を 持って ゐる ものであると 考へ られ た。 力れ ま靜 觀 によ 

つて、 奉士 こよりて、 節制に よりて、 色々 な 苦行に よりて 萬 有の 底 を徵 する 心 霞の 交通を明 にしようと 試みた。 

一つの 完 lif 打ち 建てる ために は 一つく の あら lis である やうに、 かれ 

とする ためこ は 宇 裏 有 は f かれ 等に とりて 意義 ある ものと せられた。 印度人に とりて 萬 有 は 悉く 生ける 震 をお 
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つ て ゐた。 かれ 等 は 科 な 好奇心 や 物質的な 利 ii@ 念から のみでな く、 同情 同感の 念 を 以て 莴有を 意 f ぬしよう とし 

た。 かれ 等 は 法悅と 平和の 心 を 以て 葸有を 抱かう と 努めた。 

かれ 等 は 萬 有に 對 して 霞の K を 所有 せんこと をつ とめた。 かれ 等は單 なる 知識 以上の 力 を 以て 蓖 の 底に 徵 しょ 5 

とした。 かれ 等 は心靈 から 心 靈に通 ふ 途を發 見しょう とこ、 ろみた。 心靈 意識の 擴充 である。 知識 はわた くした ちに- 

力 を裔 す、 けれども 心靈の 意識 はわた くした ちに さらに それ以上の もの を賦 へる。 それ はわた くした ち に歡 喜を與 へ 

る 0 

科學の 知識 以上に 入る ことので きぬ 人に とりて は 世界 は 知識が 敎 ふる 以上の 何物 を も かれに 與 へない。 けれども 鑾 

的に 覺め たる 入に とりて は 世界 は 無限の ちからと して、 光りと して あら はれる。 

「水 はたに にかれ の 四肢 を ®: める のみならず、 かれの こ、 ろを淨 める。 大地 はた^に かれの 肉體を 支へ るば かりで な 

く、 かれの こ  >- ろ を も よろこばせる、 何と なれば それの 接觸は 接觸 以上で あるから である 一 それ は 生ける！！； 在. 

であるから である o」 

わたくしたちが もし 萬 有と 相 關相聯 の 存在で あり、 蓠 有と 共通の 靈に 生きて ゐる こと を 直感す る ことので きぬ 間 は、， 

わたくしたちに とりて 萬 有 は竿獄 である。 

「かれが あらゆる 事象のう ちに 於いて 永遠の 心 靈と避 返す る 時に、 かれは 解放 せられる。」 

かくして かれは 始めて かれが 生まれ 出で たる 世界の 完き 意義 を發 見す る ことができる。 かれは かれ 自身 を 完全な 眞： 

理 のうちに 發見 する ことができる。 かれと 萬 有との 完き 調和が 生まれる。 

かれ 等 は 朝の 太陽 を拜 する。 流る、 水 を あがむ る。 みのれる 大地 をた >- へる。 自然の 底 を 徹して 永遠の 心靈が 動い 

てゐる こと を 知る が 故で ある。  _ 


かって は 肉食の 民族であった 印度人が 菜. M に 移った 理由 も 畢竟 萬 有の 底 を 流る. - 生命に 對 する 普 的な 慈悲の i 一 

を はぐく まんがた めに 他なら ぬ。  " 

征服者の 生活 は 永 f;: に 分裂し、 . ^壞 し、 爭鬪 しなければ ならぬ。  一 

調和 者の 生活 は 永遠に 合 一 しつ X、 相いた はりつ &、 相愛し つ X、 生長す る歡 喜の 生活で ある。  1 
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禮  拜 

「わたくし は 幾度 も 神の 前にぬ かづく。 かれは 火に あり、 水に あり。 かれは 全世界に »s 透して ゐる。 かれは 年々 の收 

獲のう ちに、 また 多年 生の 樹 のうちに あり。」 

わたくしたちが 神 を もとむ るの はた かれ を 見ん がた めで はない。 萬 有のう ちに かれ を拜 せんがた めで ある- 神 を 

索む るの こ \ ろ は 最も 深い アド レ ェショ ンの 情調で なければ ならぬ。 

「かれが 禮拜 すべき もの は 到る ところに 現在して ゐる。 それ は 全資在 を眞資 ならしむ ると ころの 1 つの 生ける a 理で 

ある。 この 眞理 はた に 知識の 眞理 であるば かりで なく、 また 寄 奉の 眞理 である *Nai き m§ah*  11 。 わたくしたち 

は 到ろ ところに かれに ぬか づき、 幾度 も かれ を拜 する oi 

神 を 意識す るの 刹那に わたくしたち はすべ ての 理智と 批判と を絕 したる 感與 感徵の 境に ありて、 神 を 呼びかけ るの 

外 何 ごと を も 知らない。 かの 昔の 聖者た ちが 祌 をた、 へた やうに， わたくしたち はた ど 祌の名 をた.^ へて、 かれの 前 

にぬ かづく e 

「わたくしに 耳 傾けよ、 汝 不死の 霞の 子等よ、 夭 に 鎮める 汝ょ、 我 はかの 唁黑 のかな たより 光明 を 放射す る 對人 

を 知れり。」 

戀入は 愛せら れんがた めに その 愛人 を 索め るので はない。 かれは 愛せん がた めに その 戀人を 索め る。 わたくしたち 

は與 へられん がた めに 祌を もとむ るので はない。 わたくしたち はかれ を鱧拜 せんがた めに、 かれの 前に 自己の 竊牲を 

さ、 げんがた めに、 かれの 前に 信 從の歌 をうた はんがた めに かれ を もとめる。 


ゥバ -ー シャド はいふ、 「汝 は捨 つる ことによ りて 得べ し、 汝 貪る 勿れ。」 神に 對 する わたくしたちの 心、 兄弟に 對 する 

わたくしたちの 心 はいつ も わたくしたち CM 身 を かれ 等に さ X げんと する 崇敬と 奉仕の 念に 充 たされて ゐ なければ なら 

ぬ。 ブラ ァ マ はた V 與 ふる 者、 愛する 者の こ  ろに のみ 現 はれる。 ブラ ァ マ は 1^ な もの X こ  >- ろ や 乞丐の こ X ろに 

は 宿らない。 

わたくしたち 自身 をして ブラ アマの 祭壇に 「犠牲 を さ \ ぐるの 器」 とならし めなければ ならぬ。 わたくしたちの 生 

活 をして ブラ ァ マ に 禮拜と 信 從と寄 奉と を さ  ぐるの 歌と ならしめ なければ ならぬ。 
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萬 有 を 抱かん がた めに 

「富める 入の 天 11 に 入る は、 路^^の針の孔を通るょりも難ぃ」 と キリスト は 言った。 この 言葉の 意味 はわた くした ち 

の 欲念が その 靈 意識 を 盲目に する こと を 示して ゐる。 わたくしたちの 眼が 物質 界に のみ 法 がれる とき、 わたくしたち 

は實 在の 世界 を 見る ところの 視力 を 失 ふ。 わたくしたちが 物質 舁の執 驚に 囚 へらる  >1 とき、 わたくしたち は责 在の 世 

界を懐 ふこと を 忘れる。 

「わたくしたちの 所有 はわた くした ちの 制限で ある。」 

かれの 富 を 積み かさぬ る ことにの み 熱する もの は、 この 界の門 をく r る こと を 知らない。 かれの 心靈 はかれの K 

られ たる 狭い 所有の 牢獄のう ちに 鎖され てゐ る。 

わたくしたち は 寓有を 抱かなければ ならぬ。 部分的な 富に、 部分的な 所有に わたくしたちの 意識の すべて を さ t け 

て はならぬ- ブラ ァ マ は 萬 有のう ちに ある。 そして 萬 有 を 全 的に 抱く ことので きる もの、 みがかれ を 意識す る ことが 

できる。 

ゎづ 

富 を 得ん とする も の はたに その 富に のみ 全 意識 を 法 いで、 その 少 かの もの を？ おんがた めに 萬 有 を 捨て 、顧みない。 

全き ブ ラ アマ は 富 を 索む る もの  >- 心から は 永遠に 達 ざ けられて ある。 


菜 言と 詩の ルーゴ タ 
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心 靈に眼 さめよ 

佛陀 はわた くした ちに 向って 解. S を說 く。 無知と 貧 欲からの 解脫 である。 無知 は 自我 をして 孤立せ しめ、 わたくし 

たち をして 貪欲なら しめ， 殘 忍なら しめ、 E- 侵なら しめる。 

かれが 眠って ゐる 時には、 かれはた どかれ 自身の 肉 IS 生活の 狭い 活動のう ちに 鎖され てゐ る。 

「かれは 生きて ゐる。 けれども かれは かれの 周 国に 對 しての 種々 なる 關係を 知らない、 I それ故に かれは かれ 自身 

を 知らない。」 わたくしたちが 無知の 生活に 生きる 時 わたくしたちの 心靈 もまた 眠って ゐる。 わたくしたち は 終に その 

靈 的な 自分 を發 見す る ことができない。 わたくしたち は 靈に眼 さめなければ ならぬ。 霞に 眼 さめん がた めに 先づ 持て 

るすべ てのもの を 捨てなければ ならぬ。 

「爾は 絕對の 一 を 知れ、 その 靈を 知れ。 それが 不死の 資 在に 導く 橋で ある。」  . 

わたくしたち 自身のう ちに 潜める 絕對の 一 を發 見す る こと &、 ブラ ァ マ 自身の 心靈を 知る こと を 除いて 天國に 入る 

の鐽 はない。 わたくしたち はた ど 絕對の ブラ ァ マと 相 抱かなければ ならぬ。 萬 有 はかれに よりて 純一 調和の 歡喜 を^ 

ふ。 

かれ を 意識す るの 方法 は、 一 歩々々 知識の 階涕を 積み 霜ぬ る ことによ りて 完 くせられ る こと はでき ない。 かれは 全 

きもので あるが 故に 全き もの を 以てしなければ ならぬ。 部分的な 知識 を 以てして はならぬ。 かれは わたくしたちの 全 

的な 人格 を 以て、 全 的な 心靈を 以てしなければ ならぬ。 

神の 意識 は 分解し 說 明し 綜合す る ことによ りて 完 くせられ る こと はでき ない。 かれは 知らるべき もので はない。 感 
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せらるべき ものである。 拜 せらるべき ものである。 かれは わたくしたちの 靈を 以て、 こ \ ろ を 以て 拜 せらるべき もの 

である。 かれと わたくしたちとの 交通 は 「靄から 靈へ、 こ \ ろから こ \ ろ」 に 通 ふ もので なければ ならぬ。 

わたくしたち のこ \ ろのう ちに 永遠に かれ を 受け 容れ なければ ならぬ。 わたくしたちの 最も 切なる 祈り は 永遠の か 

，7- を わたくしたち のうちに 實在 せんこと である。 わたくしたちの 自我 は 光り を 放つ ことができない、 永遠の 歌 をうた 

ふこと がで きない。 た かれに よりての み 永遠の 歌 をうた ひ、 遍在の 光り を 放射す る ことができる。 

わたくしたちの 笛の 音 はみだれ がちで ある。 た かれの 無限の 旋律と 合 一 する 刹那に のみ わたくしたちの 笛 は 永遠 

の 旋律 を頓 かす。 わたくしたちの 堅 琴 はかれの 交響 樂 のうちに ありての み 無限の 樂の音 を 奏でる。 

樹と 星と 靑ぃ 小山 は、 言葉に 現 はすことの できない 意味 を 囁いて ゐる。 わたくしたちの 心 靈が個 我の 重い 力 ー テン 

を 取り除く 時に わたくしたちの 面前に は 新生の 世界が 悉く 新たなる 意義 を 語りつ & またはる。 森 も 野 も 丘 も 巷 も 草 露 

も 悉く 生命と 美に 飾られた 春の 朝と なって 現 はれる。 

ォ たくした ちの こ M ろが ブラ アマのう ちに 歡喜を 見出す 時、 光明 を 見出す 時、 快樂と 苦痛と は 美に ありて 一 つと な 

り、 快樂と 解脫は 善に ありて 一 つと なる。 i と 無限の 間に 橫 たはる 溪谷は 愛 を 以て うづ めら れる。 一 刹 都のう ちに 

永遠が さり、 形な き 實在は 花の 形に よりて 或 ひ は 木の 資の 形に よりて わたくしたちの 前 こ象徵 ら， e る。 


葉 言と 詩 0 


- ゴタ 


271 


ス ランガ マ は 言 ふ 

「妾 はお 話しす る こと はでき ません。 妾 は 妾の こ- -ろ のなかに かれ 11 暗室の 王 11 の楚 音を聽 くこと がで きる や 5 

に 想 ひます。 妾 はこの 暗室で かれの 召し使 ひで ございま すから、 妾の 感 K が 鋭くな つたので.^  妾 は 見なく つても 

知る ことができる のです、 感じる ことができる のです。」 

知識 を 絕對の ものである とし、 理性の 判斷を すべてた あると する 入々 はス ランガ マの この 言葉 は {r51 想で あり、 幻影 

であると する であらう。 王 Jg ス ダル シャナ の 友 入 B ヒ 二 の 批評 はたし かに それであった。 

「妾 はかの 女に できようと は 信じません。 かの 女 はた V かれ を 知って ゐ ると 噓を 言つ てゐ るので すよ。 かの 女が 王 さ 

ま を 知って ゐ ますと 言 ひ 張った ところで、 誰 だって かの 女の 知識 を試驗 する 譯に はま ゐ りません からね え。 もし 妾た 

ちが かの 女の やうに 恥知らず でしたら、 王 さまと 親しい やうに 言 ひふら すの は雜作 もない ことです よ。」 

神 を 見た る §S ：驗 のない 人に 神を設 明す る こと はでき ない。 神は說 明す る ことので きる もので はない。 
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食人種 

食人種の 國で はかれ 等 は 「人間と は 人 II の 食物で ある」 と考 へて ゐる。 けれども この 奇怪な 人間の 定義が 赏は今 n" 

多くの 文明 國 でもな ほ 認められて ゐる。 

「入 間と はかれ 等の 國を 富まし、 陸軍 を 強大に する 機械で ある」 とする ま 念が 多くの 歐洲 入の 頭 を 支配して ゐる。 

入 間 は 物質的で あると 同時に 靈 的な ものである こと を 忘れて はならぬ。 

恆 河の 夕暮れの 波 上に 1 つの 大きな 魚が 美しい 銀の 波玟を 描いて 飛び 上った。 それ を 眺めて ゐた 一人の 男が、 「あ 

K 大きな 魚が …： 」 と 叫んだ。 その 男 は その 刹那に 「あの 魚 を 夕の 食膳に 載せて 喰ったら ー」 とい ふこと を考 へて 

ゐた。 これ は 多くの 文明 國 人が 人間 を 見る 見方と 同じで ある。 

1 片の花 はた 木の 實を 結ぶ ために 地上に 咲いて ゐ るので はない。 かの 女 はいつ も 天の 祌祕を わたくしたちに 語つ 

てゐ る。 かの 女 は 天の 秘密 を わたくしたち にさ、 やく 天使で ある。 わたくしたち は 物質と しての 花 を 見る と 同時に S 

界の 使者と しての かの 女 を 見 ^3 して はならぬ • 
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永 遠 の 靑 春 

生と 死の 难-戲 は 到る 處 にわた くした ちの 眼前に 見出される。 H は 朝 ごとに 花の やうに 眞っ 白た 淸 新な 心 を 運びつ、 

わたくしたちの 窓を訪 ふ。 

世界の 核心に は 不死の 青春が 港 へられて ある。 死 と 顏廢が 世界の 面 上に 刹那的な 影 を 投げて は 過ぎ行く。 け れ ども 

かれ 等 は 一 つの 足跡 をも靑 春の 世 BI; の 上に 遺す こと はでき ぬ。 死と 凋落の 影 は徂徠 する。 けれども 世界 は 永遠に 若い。 

古 い く 世界 の 日 は 朝 ごとに 新鮮な 光りと {- ^氣と 生命と を 運んで 來る。 

^^界は永遠に古ぃ、 けれども 永遠に 新しい。 

世界の 核心に は 永久の 靑 春の 泉が 湛 へられて ゐる。 わたくしたちが 疲れた 時、 わたくしたちの 日が 老いた 時 わたく 

したち は その 泉に 足 濯ぐ、 そして 再び 新しい 日の 人間と なって 生まれる。 

生に 光りで ある、 死 は 影で ある。 

生は資 在で ある、 死 は 幻影で ある" 

生 は昔樂 である、 死 は K 響で ある。 

わたくしたち は絕 えず 人生の 行程 を 歩かなければ ならぬ。 疲れて は 母の 懐に 歸っ て 憩 はなければ ならぬ。 そして そ 

こに 新しい 生命と 希 と を 抱 い て 再び 永遠の 行路に 立たなければ ならぬ。 

地 は 永遠に 若い。 何時も わたくしたちの 老齢に 靑 春を與 へ、 わたくしたちの 死に 新生 を與 へる。 

今日の RT は マ.$れ る、 けれども また S;HI の 朝に は 新しい 曰と なって 生まれる。 地 は 永遠に 若い。 
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銀行 を 持たぬ 紙幣 

かんが  -ゥ しろ 

紙幣 そのもの に 絕對の 債 値が ある やうに 想 へ る もの が あらう か ？ そ の 後に 銀行 を 持 つ てゐな いところ の 紙幣 を 積 

み 重ぬ る ことによ りて 富 を 造り 得た と考 へる ものが あらう か？ 

銀行 を 持って ゐ ない 紙幣 は燒 いて 灰に される だけの ものである。 

ブラ アマ を 忘れた 自我 主張者 はかれの 紙幣に 結 對の債 値 を 認めよう とする 愚人で ある。 
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ラ ン ブが 自己のう ちに 油 を 港 へ て 1 滴 だ も 失 ふま い とし て ゐる間 は、 それ は 周 国の すべ てのものから？ S 緣 されて ゐ 

る。 それ は 孤獨の 寂寞 をく り 返して ゐ なければ ならぬ。 それ は それ 自身の 意義 をも發 見す る こと はでき ない。 けれど 

も それが 點 火 せらる、 時、 それ は 直ちに それ 自身の 意 を 見出す ことができる。 ランプ と遠近の^！象との關係が生ま 

れる。 燈は 快く それの 油 を i にす る。 

佛陀は ランプに 向って 「汝の 油 を 捨てよ」 と 命ずる。 ランプ は 燈光を か \ けんがた めに、 それの 目的 を 果 さんがた 

めに 油 を si とする。 そこに ランプの 解決が ある。 愛の 擴充が ある。 

81 が犧牲 として 止まり、 苦痛と して 止まる 間 は、 まだ それ は眞實 の瞎牲 ではない。 際牲が 愛に よりて あふれ 出づ 

る 時に、 驟牲 はわた くした ちに とりて 敷 喜と なる。 「われ 愛する が 故に」 犧牲を さ \ ぐるの 81 でなければ ならぬ。 佛 

陀の 自己 抛 緊の眞 の 意味 はこ-、 にある。 

愛 は絕對 である。 「我れ 愛す」 とい ふ 時に、 そこに は 何の 理由 もない。 た 愛する が 故に 自己 を さ > ぐるので ある。 

愛に よる 犠牲 は 苦痛、 努力の 感を 離れて たた 敷. 喜と 讃美と を 持って ゐる。 利己心から 生まれて 來る si は 常に 努力 

と 苦痛と を 持って ゐる。 かれの 81 は不 熟の 木の 寶を摇 ぎ 取らう とする も の で あ る " 

愛 か ら 生まれ て 來る 18 に は 何の 苦痛 もな い。 爛熟 せ る 木の 實は地 の 底に 落ち て 行く ことに よろこび を 持って ゐ る。 

利己心から 發 する i8 はいつ も强 迫と 必要の 践念を 持って ゐる。 愛の 心から 湧く i は 完全なる 自由で ある。 


わたくしたちが 自我に つ い て 押し 擴 めら れた餽 戶グゲ 有し、 わたくしたちが 現在 表現 せられて ゐる わたくしたち 自身 

よりもより 以上の ものである こと を 實感 する ことができる 時、 わたくしたちの 倫理 半； 活が 始まる。 i: と は畢党 この 意 

識 の 上に 立ちて、 より 小なる 人間より してより 大 なる 入 間た らんと する 努力に 外ならぬ。 わたくしたちの 感覺界 から 

心 霞 に 切り込んで 行く ことに 外ならぬ。 

倫理的な 意識、 善の 觀念は 本然 的に わたくしたち のこ、 ろに ある ものであって、 如何なる 利己主義者と 雖 もこの ® 

理を 認めない わけに は 行かぬ。 したがつ て かれ 等 は 現在の 直接な 衝動 を 制御し なければ ならぬ。 

如何なる 利己主義者 も 一 面に 於いて は 倫理 生活 を经ら なければ ならぬ。 盜人 といへ ども、 その 仲間の ill 合 を 堅く す 

るた めに は 誠實の 美德を 守らなければ なら ぬ。 かれ 等 は 全世界の も の を盜 むとし て も、 かれ 等 相互の 間に は 決し て 相 

犯す こと をし な い。 如何なる 陰謀と い へ ども それ を 成し遂げ るた め に は仍り い かなる 彩 か の 倫理 觀 念の K 行が 俘 つ て 

ゐ なければ ならぬ。 

動物の 行爲と 人間の 行 爲の差 はこの 倫理的 觀念 がその 根柢と して 潜められて ゐ るか 否かに よりて 岐れ る。 一 暦 具 ta 

的に いふなら ば 動物の 生活 はた ^{8 現前の み を 意識す る ものであるのに 對 して、 人間の 生活 は それが 如何に 非 倫理 

的な 行爲に 見えよう とも 倫理 W 根柢 を 持つ てゐ る。 

非道 德は 不完全な 道德 であり、 虚偽 は K- 完全な 眞實 である。 もし 何等の 誠 實をも 含んで ゐ ないならば その 行 爲は慮 

^とい ふ 名に さへ 値 ひしない。 


利 3 主義者 はかれ 自身の ために は あらゆる 侮蔑に も 困難に も孤獨 にも 嗜々 として 耐へ 得る。 かれは 今日の 苦痛 は 明 

日の 快樂 である こと を 知って ゐる。 利己主義者 にも 自己 節制の 美德の 一面が あるで はない か。 


278  葉 言と 詩の ルーゴ タ 


水  甕 

一 つの 水 甕に 海の 潮 を 掬む 時 わたくしたち は 水の 重さ を 感じなければ ならぬ。 けれども、 もし わたくしたちが 海 そ 

の もの、 なかに 躍り込むならば、 わたくしたちの 上に は 幾千 倍の 水量が あるに も か  >- はらず わたくした ちはい さ、 か 

の 重さ を も 感じな い， - わたくしたち は 利己的な 自分 の 永 甕 を 抱 へる 間 は 自分 の カを以 て 永 甕 を 背負 はな けれ ばなら ぬ。 

利己的な 心 の 快樂ゃ 苦痛 は 絕 えず わたく し た ち を墮 迫す る。 

解 脫とは 一 つの 水 甕 を 捨て、 大海 そのもの K 霞に 躍り込む ことで ある。 侗我を 捨て、 實 在の なかには ひって 行く こ 

とで * める， - 

わたくしたちの 自我 は その 根抵を ブラ ァ マ の 懐に 置かなければ ならぬ。 わたくしたちの 肉體は その 生活の 燃料 をブ 

ラァ マに 貯 へて ゐ なければ ならぬ。 わたくしたちが たや 自己の みに 燃料 を 索む る 時、 わたくしたちの 自我 は 直に 燃え 

盡 してし まふ。 わたくしたちが 自己に のみ 食物 を もとむ るなら ば、 わたくしたち は 直ちに 自己 を 喰ひ盡 してし ま はな 

ければ ならぬ。 

もし わたくした ちがた i< 狭い 自己の みに て 生きなければ ならぬ とい ふので あるならば、 世界 はわた くした ちの 罪惡 

の 牢獄で ある。 生活の 歡喜は 無限の 生長、 無 -Si の 創造のう ちに ある。 しかも 牢獄のう ちに は 創造 も 生長 も あり 得ない。 

わたくしたち はた 一  つの 水變を 守る こと をして はならぬ。 一 つの 水 甕 を 捨て、 ブラ アマの 海の なかに 飛び込んで 行 

かなければ ならぬ。 そして そこから 無限の 生長 と 創造， V を發 見し なければ ならぬ。 
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智 慧 の 木の 實 

a: 我が 尊い 所以 は それが 個性、 特性 を 持って ゐ るからで ある。 普 1®S でない からで ある。 しかして 眞資に H 在 を 把 

捏 する こと はこの 侗性、 特性 を 透しての み 可能で ある。 わたくしたちの 個性、 特性が 明かに 意識 さる X にしたがって 

わたくしたち は 寅 在 そのもの を 明かに する ことができる。 

もし この 個性、 特性が 失 はれるならば わたくしたちの 自我 は破裔 する。 たと ひ 一 つの 物質 一 つの 原子 も破壞 せられ 

ない としても わたくしたちの 自我の なかに 結晶して ゐる 創造的 歡喜は 失 はれる。 自我 こそ わたくしたちが わたくした 

ち 自身の 所有で あると いふ ことので きる 唯一 の ものである。 自我の 壊 減 はまた 全世界の 損失で ある。 

自我 は あらゆる 他 の 自我 か ら 分離され た 個 t- の うち に それ の 尊 嚴を持 つて ゐる。 しかして 自我 分離 の 意識 はかれが 

智慧の 木の 實を食 ふこと から 生まれて 來 なければ ならぬ。 智慧の 木の 資は かれに 羞恥、 罪惡、 死 減を窗 した。 けれど 

も それ は 無知に して 自然の懐に 惰眠 を a りつ 、ある 天国よりも、 かれに とりて ft いもので ある C 

その 特性、 @ を 意識し つ、、 わたくしたちの 自我と 他の 自我との 分 IS を 明かに 保って 行かう とすると ころに 生活 

の 努力が ある。 そこに わたくしたちの 努力に 伴 ふ 不斷の 苦痛が ある。 そして 努力、 苦痛が 大 なれば 大 なる だけ わたく 

したち の 自我の 價 jg は 大きくなる。 

自我の 努力 苦痛の 一面 は§ である。 そして 他の 半面 は收穫 である。 自我 は 苦痛と 謹と によりて 大きく せられ、 

明かに せられろ。 けれども 苦痛と！ ii! のみが 自我の 究竟で あるならば 自我 はわた くした ちに とりて 何の 價値 もない も 

ので ある。 また わたくしたち は 好んで 苦痛 や 犧牲を 忍ばないで あらう。 けれども わたくしたちが 雄々 しく も 犠牲 や 苦 


£80 


菜 言と 詩の ル— ゴタ 


痛の なかに 突き進んで 行く 所以 は 笛 一の 收獲を 持つ てゐ るからで ある。 眞實の 自我が 謹 と 苦痛 を 透しての み らる 

べき ものである こと を！^ るが 故で ある。 


生 は 死の 面前で 踊る 

わたくした ちがた V 死の 一面 をのみ 見るならば、 この 世界 は 大きな：^ 骨 堂の やうに 見える" けれども 生の^ 界 にあ 

りて は 死 は 決して ® 面 に 一 取り扱 はるべき 問題と はならぬ。 

生 は 死の 面前で 「哄笑し、 舞 蹄し、 遊戯し、 建設し、 蓄 蔵し、 愛する。」 

わたくした ちがた 死 をのみ 考 へる 時、 わたくしたち は 恐れ 戰く。 けれども 死 は 生の 一部分であって、 决 して 絕對 

の もので も、 全き もので もない。 

顯微鏡 を 以て 一 つの 布片を 見る 時、 それ は 網の やうに 見える。 わたくしたち は その 大きな 孔を 見つめて へ 上る。 

けれども &33： 際 は それ は布片 のた に 1 部分の 小 ひさな 孔 であるに 過ぎない。 

死 は { 八 i 究の K 在で はない。 「死 は黑く 見える、 あたかも 大 が靑く 見える やうに。 けれども 死 は 決して 人生 を くす 

る こと はでき な い、 あたかも 大 が 鳥の 翅の 上に {八 二の 色 を 染める ことの できな い やうに ご 

大海の 波は絕 えず 登りつ- - また 落ちる。 けれども 大海 は 依然として 大海で ある。 

生命 は 時に 暗く せられ、 時に 明るく せられる。 けれども 生命 は 永遠に 生命で ある a 


2S2 


葉 言と 詩の ル— ゴタ 


佛陀と キリスト 

佛陀は 自己 抛棻を 誠へ た。 キリス ト もさう であった。 けれども わたくしたち は 自己 抛棄 を 以て 究竟の ものであると 

して はならぬ。 網を絕 ふこと を 以て 究竟の 努力で あると して はならぬ〕 わたくしたち は る こと を 忘れて はならぬ-" 

自己 抛棄の 後に 來 るべき 萬 有 抱擁の 一 境 を 忘れて はならぬ。 

I！ は その 油 を 竊牲 にす る ことが 目的で はない。 爆 火 を か、 げる ことが かれの 究宽の 目的で なければ ならぬ。 

けれども 自我 を 主張す る もの K 陷り 易い 弊 55 は、 かれ 等が た 父 一 つの 自我 を 以て 永遠に 完全な ものである とする こ 

とで ある。 自我 は それ . 目 身に 絕對の 尊 さ を 持って ゐる。 けれども 自我 は 決して それ 自身 生きる こと はでき ない。 それ 

の 根抵と し て 蠤有を 抱 い て ゐ なければ ならぬ。 かれ 自. の 自我 を以 て眞 g 在で ある とする の は 無知から 生まれた る 謬 

見で ある。 かれ 自身の 快樂 のために 自我 を 守る 人 は、 あたかも 火 を 燃やした が、 燒 くべき 麵 つて ゐ たい 人と 一 

1^ である" 

「汝の 眞實の 心靈を 知れ、 そして 汝を 押し込めて ゐる 自我の 囚 縛から 逭れ よご 

願 はくば わたくしたちの 自我 をして 「祌の 祭壇にまで i を 運ぶ ところの 器たら しめよ。」 


ヴィォ リンの 鉉は 

ゲイ ォ リンの 紘は 時として 騒々 しき 音 を 出す。 けれども わたくしたち は 紋は躁 音 を 出す ために 造られて ある もの だ 

と は 想 はぬ。 

また この 世界に は 一 人の 音樂 者に 對 して、 千 人 或 ひ は 二 千 人の 非昔樂 者が ある。 けれども わたくしたち は それが た 

めに この 世界に は昔樂 がない と は 想 はない。 

絃は樂 音 を 出す ことの できる 可能性 を 持 つて ゐる。 また 音樂を 解し 得な い 大多數 の 入々 をし て 音樂を 解せ しむる こ 

と の できる 希望 を 内包して ゐる。 

不完全と いふ こと は 必ずしも 全然 不完全と いふ 意味で はない。 た^それ は 不斷の 資現を 透して" それの 理想で ある 

完全に 到らん とする 過程に ある ものと 見なければ ならぬ 。わたくしたちの 智慧の 職と すると こみ は眞 理の發 見で あり、 

わたくしたちの 知識の 職と すると ころ は 眞理の 光明 を 解放すべく 絕 えず 非眞理 を燒 きつく す ことで ある。 わたくした 

ちの 意志、 わたくしたちの 品性 は その 內に ありて、 その外に ありて、 絕 えず 惡に打 ち克っ ことによ りて 完全に 達する 

事が できる。 わたくしたちの 物質 生活 はわた くした ちの 生命の 焰を 維持 せんがた めに、 刹那々々 に 肉 m 的 材料 を燃燒 

して ゐる 

わたくしたちの 倫理的 生活 も 亦燃燒 せし むべき 材料 を 必要と する。 あらゆる 不調和、 矛盾、 葛藤， 罪惡、 過失 は そ 

の 燃料で ある。 わたくしたち は 幾多の 過失、 錯誤、 罪惡を 踏み 臺 として 新しき 生活の 階梯 をヒる U 
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竪 琴の 柱に 

疫 琴の 柱に 縛られた 絃は それが 1 つのた ゆみ もない 時に 樂の音 を奏づ る。 それ は 束縛 せられて ゐ るが 故に 徴 妙な 音 

を KI する。  j 

けれども かれは 全然 束縛され てゐ るので はない。 かれは 束縛の 5 ちに 創造の 歡喜を 持って ゐる。 束縛な しに は 創造 

はない。 束縛 を 超 il すると ころに 絃の 創造が ある。 
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二つの 世界で 

勞作 せんがた めに わたくしたち は 生きて ゐる。 生きん がた めに わたくしたち は勞 作し なければ ならぬ。 入 生と 勞作 

と は 離れる こと はでき ない。 

わたくしたち は 得ん がた めに 勞作 する。 同時に 與 へんが ために 勞作 する。 

勞作は 二つの 世界に 於いて 賓 現せられ なければ ならぬ" 肉の 世界と 靈の 世界で。 

霞の 世界に のみ 勞 作して， 肉の 世界に 勞作 しない 者、 または 肉の 世界に のみ 勞 作して 靈の 世界に 勞作 しない もの は 

齊 しく 濟 はれない 人間で ある。 
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愛に ありての みすべ ての 矛盾 も 葛藤 も 相剋 も 1 つの 調和 境を發 見す る。 愛に ありて は 二 元と 一元と は 一 つの ものと 

なる。 愛 は 同時に 一 であり 二で ある。 愛 は 同時に 靜止 であり 活動で ある。 愛にぁりて損失と利得は調^^せられる" 愛 

にあり て は 自我 81 と 自我 資 現が 調和 せられる。 愛 は 我で あり 非 我で ある。 愛に 叫ぶ、 「この 自我な くして 何の 愛が あ 

らう？ そして また、 この 自我 を 固執して いかにして 愛する ことができよう」 と。 

束縛と 自由と は 愛に ありて 一 つで ある。 愛 は 同時に 最大の 束餺 であり、 自. E である。 愛に ありて 無限と. Is は 一 つ 

となる。 愛に ありて 束縛 は 自由と 等しく 光榮 である。 

愛に 生ける 人 は； t に 向つ て 叫ぶ、 

「紳ょ 我 を 束縛せ よ！」 


物質 界 の 富 を？ W んが ために は、 その 肉錢の 額に 汗し なければ ならぬ。 

心靈の は界に その 富 を 積まん とする もの はかれの 心靈の 額に 汗し なければ ならぬ _ 
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一つの 燭を  ； 

結 封の 1 を 見岀す こと は 全體を 所有す る ことで ある。 全 S としての 世界 を杷？ a する こと は <© の 最終の そして 最高 一 

の時攛 である。  ： 

絕 封の 一 は絕 is の眞理 である。 事赏は 無限で ある- 眞理は 一 つで ある。 露理は 無限の 事資の 极柢を 一 貧す る 大法で 一 

ある。 「ii 物の 智は 事赏を 知り、 人間の 理心は 眞理を 理解す る 力 を 持って ゐる， -」 林 橘が 落ちる。 花が 散る。 わたく 一 

したち はこれ 等の 色々 な ー$實 を 引力なる 一 つの 法則に 歸 納せ しむる 力 を 持って ゐる。  ； 

1 つの 法則 を發 見す る こと は、 一 つの！^ を か、 げる ことで ある。 わたくしたち は 一 つの 事物 を 照らさん がた めに S.1 一 

を か- -げ る。 けれども！！ はた 父 一 つの 事物の みで はない、 あらゆる その 周 園の 事象 を 照らす。  一 

「爾 自身 を 知る」 こと はやが て蠤有 を 知る ことで ある。 わたくしたち はわた くした ち 自身の 小 ひさな 嬉をか . -げ なけ 一 

れ ばなら ぬ。 すべての 問题の 解決 は 小 ひさな 自我の 燃燒 から 始まる。  一 


葉 言と 詩の ルーゴ タ 


28d 


雛鳥 は その 卵殻 を 

愛 は 暗を壞 り、 無知 を 明に する ちからで ある。 愛の ない ところに 理解 はない。 愛 を极抵 として ゐ ない 理解 は 部分的 

である。 愛 を根抵 とする に 至りて 初めて 理解が 全き ものと なる。 愛に ありて は あらゆる 差別、 相剋が 联り 去られろ。 愛 

は 有限の 牢獄 を壞 つて 無限の 門に 入る の 道で ある。 愛に ありての みかれ は 萬 有 を 理解し、 萬 有と 相 抱く ことができる。 

愛 はわた くした ちのうち に洋々 たる 大海 を湛 へつ、 流れて ゐる、 神の愛と わたくしたちの 愛が 一 つの 道 を 造って。 

た 1* わたくしたちの 利己的な 殼 がその 愛を隱 して ゐる。 わたくしたち がその 殼を壞 る 刹那に 愛 はわた くした ちのうち 

から 进る。 そして わたくしたち は 神のう ちに、 萬 有のう ちに 純一 の 自分 を 見出す ことができる- 

雛鳥 は その 自己中心の 孤獨の 卵^ を 壊った 刹那に、 かれ を 久しく 守って ゐ た卵穀 はかれの 生命の 一部分で はな かつ 

たこと を. H 覺す る" 殼は 死せ る ものである。 それ は 生長 を 持たぬ。 そして 一 つの 光り をも與 へる こと はでき ない。 卵 

鼓の なかに 孤立して 自己 を 守る ことが 如何に 快い ことで あらう とも かれは その 殻 を 壊らなければ ならぬ。 かれは その 

を壞る ことによ りて 空 氣と 光りと を 受け 容れ なければ ならぬ。 そして 初めて かれの 眞實の 生活が 生まれる。 

サンスクリット では 鳥 は 「更 生」 と 呼ばれて ゐる。 佛陀 がすくな くと も 十二 ケ 年の 間 苦行の 生活 を }5S つて 無欲 

念の 境に 入り、 全人 類の 苦痛 を 1 身に 背負 ふたの もまた 「更生」 の實驗 である。 個 我の 盲目な 囚 縛から 心靈 生活の.！ I 

由へ と 生まれ 更 つたので ある。 それによ りて かれは 萬 有と 生ける 關聯 のうちに 生き、 神と 一 つに なった のであった。 

わたくしたち は先づ 限られた る 世界 を 捨てなければ ならぬ、 自己 を 捨てなければ ならぬ。 そして 心靈の 世界 を資 S 

しなければ ならぬ。 完全な 眞理 のうちに^ 舁を 受け 容れ なければ ならぬ。 
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何も 持 つて ゐ ない 

わたしたち は 何も 持つ てゐ ない、 ほんと に 何も 持つ てゐ ない ー 

わたしたち は 愉快に FC1 de  31 (1C  31 をうた ふ！ 

或る 者 はかれ 等の 家の 高い 壁 を 築く 

黄金の 砂の 沼地の 上に。 

わたしたち はかれ 等の 前に 立つ てうた ふ 

Fol d,-  rol de  rol 

巾 i;; 切が わたしたち のま はり をう ろ/ \と 

そして 寅 欲な IH つきで わたしたち をみ つめる。 

から •  9  , 

わたしたち はわた したち の 空の かくし を 振って うた ふ。 

Fol <3e  rol  <le  rol 

死が、 あの 老 ぼれ た 巫女が、 わたしたちの 扉に こっそり 來れば 

わたしたち はかの 女の 顏 にわたし たちの 指 を 打ちつ ける 

そして わたしたち はうた ふ、 樂 しい © 彈 きの 合奏で 

Fol cle  lol de  rol 


ゴ 

1 

ル 

の 
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かれの 詩に ついて 

1 八 六 一 年の 五月 六日 花に つ、 まれた 印度の 自然の なかに g: 々の fi を あげた タゴ， ルは 生まれな がらの 詩 入で あつ 

た。 

市場に 面した 窓、 恐らく それ は 少年 タゴ ー ルの 窓であった であらう。 

かれは そ の 窓 を 通し て 渡し場に 船 を 待 つ 旅 入 を 見た であらう。 

かれは その 窓 を 通して 銅鑼の 聲を聽 いたで あら 5。 

「園丁」 のなかに 或 ひ は 「新月」 のなかに わたくしたち はしば く 渡 頭に 面した 窓に 凭り か、 つて ゐる黑 ぃ隨の 少年 

の 係 を 見出す。 

窓のう ちに とざされて ゐた 宏大な 貴族の 邸の 中の 少年 はいかに 大 {4- を かけめぐる 鳥の 生活 を 羨んだ ことで あらう。 

意地 惡 いかれの 附き添 ひの 男た ち は 窓に 沿 ふて 床の 上に 圓を ゑが き、 この 可憐なる 少年 を圓 のうちに 囚 へた。 少年 

は を戀 ひ， 遙 かなる 山を戀 ひ、 見えざる 無限 を 懐 ふた。 

「園丁」 のなかに、 或 ひ は 「新月」、 「ギ タン ジャ リ」 のなかに 見出さる、 未知の 世 への あこがれ は 窓に 凭りて 山を戀 

ひし 少年の 心の 影で ある。 

芒 架の 蔭、 榕樹の下かれは{-^|をぅたひ、 旅人 を 慕 ひ、 托鉢： is を 想 ひ、 南の 微風 を戀 ふ。 

「なぜ だか 知らぬ！」 かれは かくうた ふ。 

かれは 旅 入 を 待つ。 なせ だか 知らぬ。 
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かれは 徵風を 待つ。 なぜ だか 知らぬ。 

かれ ことりて 自然 は あるが ま、 に： @ く、  K しきもの である。 かれは ブラ ァ マ の^^3りたま へるものすべ てをさながら 

に アド レヱシ ヨンの 心 を もち てうた ふ。 

そこに は 何の 疑惑 もない。 晴 もない。 障碍 もない。 

鳥の 鳴く がごと く 自然に かれは 芒 架の 花 を 感じ、 四月の 夜 をな つかしむ。 

「園丁」 は 自然 詩人と しての タゴ f ルを 最もよ く 語って ゐ ると 同時に また 戀愛 詩人と しての かれのな つかし さ をも傳 

へて ゐ る。 

そこにうた はれて ゐる戀 愛の 詩 は 多く は 思 出で ある。 かすかなる 戀の 吐息で ある。 毛 IS ほどの 纖 細な 曲線に よりて 

ゑが かれた 靑 春の なやまし さで ある。 

乳白の 腕 を めぐりて 腕 環の 寶石 がかす かに 鳴る。 S の 黄昏 ころの 薄暗の なかで。 

夜 は 深い。 靜 かな 夜で ある。 

戀人 はわ づ かに 歌に よりて かの 女の 胸の 吐息 を 語る。 

そこに 描かれて ゐる男 も 女 もき はめて うぶで ある。 口 マン ティ ック である。 

そこに， 吹つ てゐる 戀 愛 は 幻影の 國の それで ある。 笛の 音の ごとく 澄める ものである。 淨 土の戀 愛で ある。 

若い 王子 さまが 娘の 扉の 前 を 通る。 

娘 は 胸の 寶石を 若い 王子 さまの 通路に 投げる。 

若い 王子 さまの 車 はかの 女の 寶石 をく だく。 道に は 赤い 粉が のこる。 た 父 それだけ でかの 女の 若い 心は充 たされる。 

夢の 國 の戀 である。 お =11 新の 國の戀 である。 
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そこに 見出さる、 戀は靜 かな 戀 である。 竹の 葉 措れ に 胸 を わな、 かす 處 女の 戀 である。 天童の 戀 である。 蓮の 花の 

* ろ 

露の ごとく 脆 さのうち に 美し さ を 感ずる 戀 である。 

かの 女が さ、 やく 時、 かの 女が 口 づけす る 時、 薄暗の 隅に 黃 金の 腕 環が 夏の 夜の 微風の ごとく 鳴って ゐ る" 

「園丁」 のなかの 戀愛 はいつ も 蒼白き 宵 月の 面紋 につ、 まれて ゐる。 虔 しき 戀 である。 

r ギタ ンジ ャリ」 は 神 を 見た る 聖者の ブ ラ ァ マ 讚、.^ 〈である。 

かって 恆 河畔に 若 い 戀人を も と め て 夜 もす がら 窓に 凭って ゐ たかれ は 今や 星 を 仰いで 微風の なかに、 葦の 葉摺れ の 

うちに ブラ ァ マ の 聲を聽 かんとして ゐ る。 

そこに 描かれた 神は嚴 かな 冷たい 存在で はない。 かれは 時として 戀 人の ごとく やさしく、 戀 入の ごとく 美しき 實在 

である。 

かれは 夜もすがら 窓の 扉 を 明けて ブラ ァ マ を 待つ。 

かれは 蓮の 花のう ちに ブラ ァ マ を 見、 芒果の 花の なかに ブラ ァ マの a を 感ずる。 

かれは 双手 をのば して ブラ アマ を 抱かん とする。 利那に ブラ ァ マ は 煙の ごとく 消 ゆる。 かれは 戀入を 慕 ふが ごとく 

ブラ アマ を 慕 ふ。 ブラ アマ は 草の葉の 中に あり、 笛の 昔の 中に あり、 七月の 雨の 中に ある。 

かれはし ばく ブラ アマ を 友と して 呼びかける。 かって 美しき 戀 人への あこがれ は 今や 美しき ブラ ァ マ への ァ ドレ 

ヱシ ヨンと なって かれの 詩に 織り込まれた。 わたくしたち は 「ギ タン ジャリ J を讀ん でゐる 間に 幾度 か 地上の 麗人と 

天上の 神と を 結びつけて 何の 矛盾 を も 感じない かれ 自身の 純情 を 見出す。 

世界の 文學 史上 かくの ごとく やさしき、 かくの ごとく 麗しき、 かくの ごとき 切々 たる 神への あこがれ をうた つた 詩 

を 見出す こと は できな いで あらう。 
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「新月」 は 嬰兒の 夢の 搖籃 をうた つた 詩と して、 もし その 類 を 求 むるならば ウィリアム • ブレ， クの 「無 邪淸淨 の勒」 

と 比ぶべき もの である。 

かれは 最も やさしき 子供 等の 理解 者で ある。 「わたしが かれ を 罰しなければ ならぬ 時には 一 暦 かれは わたしの 存在の 

一部分に なって ゐる」 とかれ はうた ふ。 

「かれが 善い からと いふので かれ を 愛する ので はない、 た" - かれが わたしの 小 ひさな 子供 だからな の だ。」 さらに 言 ひ 

換 ゆれ； H 子 K の行爲 そのものに は 善 もな ぃ惡 もない。 子供の 存在 そのものが すでに 善惡 以上な の だ。 子供 等の 智慧 は 

神 そのもの、 智慧で ある。 子供 等 は 生 を よろこぶ。 大人 以上に 人生 を 知り、 の 價値を 知って ゐる。 

た^ 一本の 棒切れに も、 た V ー捏 りの 砂に も 無上の よろこびと 債 値と を 感じて ゐる。 

同時に 子供 等 は 死 を も 恐れない。 死の 眞の相 を、 死の 哲學を 知って ゐ るから だ。 

母が 失 はれた る嬰兒 のために 悲しむ 時， 嬰 兒等は 或 ひ は 窓の 凉風 となり、 浴み の 水と なりて その 母 をいた はる。 或 

ひ は 月の 光りと なり、 稻 妻の ひらめき となって 寂しき 母の 靜 かなる 夢 を なぐさめる。  - 

かれの 詩の 卅，！ 界 にあり て はすべ ての 可憐なる 戯っ 子た ち は 芒果の 花の 下に 嘻戲 する 天童と して 描かれて ゐる。 


ギ タン ジャリ 

汝 はわた し を 無限に した 

汝 はわた し を S 展にし 給 ふた、 これ 汝の欣 びで ある。 この 壞れ 易い 器 を汝は 幾度 も i へな-にした、 そしてい つも 新しい 

生命 を 器に 充 たす。 

この 小 ひさな 魔の 笛 を 汝は川 を 越え 谷 を わたりて 携 へる、 そして 永遠に 新しい 旋律 を 吹く。 

汝の 手の 不死 不滅 に觸れ て、 わたしの 小 ひさな こ&ろ は歡 喜のう ちに そ の 十 M 縛 を の が れ、 幽玄 美妙なる 言葉 を 語る * 

汝の 返の 賜物 はた V わたしの この ほんの 小 ひさな 手の 上に のみ 與 へられる。 年 は 過ぎる、 しかも 汝は 法ぐ、 そし 

て な ほ充た さるべ き iil 所を錢 す。 
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汝 がわた しに 歌 へ と 命ずる 時 

汝 がわた しに 歌へ と 命ずる 時、 わたしの 胸 は 祥恃に 裂ける やう だ。 

そして わたし は 汝の顔 を 見る、 涙が わたしの にあ ふれる。 

わたしの 生命の 耳障りな 不調和な 音 は 一 つのな つかしき 調和の なかに 溶け こんで ゆく II そして わたしの 崇敬の こ 

ころ は 海を橫 切って 翔ける 法悅の 鳥の やうに 翅を ひろげる。 

わたし は 知る わたしの 歌 を 汝が悅 ぶこと を。 わたし は 知る た V 欲 ひ 手と して わたし は汝の 前に 來 たこと を。 

わたし はわた しの 歌の 遙 かに 展 げられ た翅の 端で、 夢にも 達し 得ぬ 汝の 足に 觸れ る。 

敬の 歡 喜に 醉 ひて わたし はわれ を 忘れて、 わたしの 主なる 汝を 友と 呼ぶ。 
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わたし は 知らぬ 

わたし は 知らぬ 汝 がいかに うた ふか を、 わたしの 主よ ー わたし はいつ も 沈 默の鬵 きのうち に聽 く。 

汝の 音樂の 光耀は こ の 世界 を 華 照す。 汝の 音樂を 息づく 生命 は から 空 を 走る。 汝の聖 なる 音樂の 流れ は あらゆる 

岩石の 障礙 を破壞 しつ & 突き進む。 

わたしの こ、 ろ は汝の 敬に 一つに ならん こと を翹 望す る， けれども 空しく 聲 のみに 藻搔 く。 わたし は 語る、 けれど 

も 言 紫 は 敬 をな さぬ、 わたし は 甲斐な くも 泣き出す。 あ \ 汝は汝 の 音樂の 無限の 網の 目に わたしの こ、 ろを囚 へた、 

わたしの 主よ！ 
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葉 言と 詩の ル— ゴタ 


わたしの 生命の 生命よ 

わたしの 生命の 生命よ- わたし はいつ も わたしの 肉镫を 純潔に 保たん こと を 念 ふ、 汝の 生ける 接 飼が す ベ て の わた 

しの 四肢に ある こと を 知る が ゆ ゑに。 

こ ^ろ  Jfs 

わたし はいつ も わた し の 思想から す ベての 不眞を 遠ざけん こと を 念 ふ、 汝 はわた しの 心の うちに 理性の 光り を點火 

したる 眞理 である こと を 知る が ゆ ゑに。 

わたし はいつ も わたしの こ、 ろから すべての 惡を追 ひ、 花の なかにわ たしの 愛 を 守らん こと を!^ ふ、 汝は汝 の 御座 

を わたしの こ V ろの 最 奥の 毆 堂に 持つ てゐる こと を 知る が ゆ ゑに。 

そして わたしの 勞 作のう ちに 汝を實 現す る ことが わたしの 努力で ある。 ia- 作す るち から を わたしに 與へ るの は汝の 

ちから なること を 知る が ゆ ゑに。 


葉 言と 詩の ル— 1 
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わたし は汝の 傍に 

わたし は汝の 傍に 坐る ためにし ばしゃす まん こと を 願 ふ。 わたしが 手に して ゐる 仕事 は 後に ゅづ らう。 

汝の顏 を 見ないで はわた しのこ i ろに は 安靜も 休息 もない、 そして わたしの 仕事 は岸邊 なき ゎづら ひの 大海に あり 

て 無限の ゎづら ひとなる。 

今日 夏 は その 吐息と つぶやきと を もちて わたしの 窓に 來た、 そして S 蜂 は 花 s< く 森の 庭で かれ 等の 1 をうた ふ。 

今 こそ 靜 かに 坐るべき 時で ある、 汝 と相對 して。 そして この 沈默 せる ゆたかなる 靜閣 のうちに 生命の 寄 奉 をうた ふ 

べき 時で ある。 
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菜 言と 詩の ル 一 ゴタ 


この 小 ひさな 花 を 

この 小 ひさな 花 を 摘め、 ためらう ことなく ー やがて 萎れ 地に 落ちる であらう ゆ ゑに。 

汝の 花の 冠 を 飾る に はふ さはし からず とも 汝の 御手の 慈悲 を 垂れ、 その 花 を 摘め。 わたしが 氣附 かぬ 問に 日 は 過ぎ、 

寄 奉の 時 は 過ぎ ゆく であらう ゆ ゑに。 

よし その 色 は からず、 その 香 は 袋く とも、 汝の 奉仕の ために この 花 を 用 ひよ、 a. りのうち に 筒め。 


葉 言と 詩の ル ― ゴタ 
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頌咏と 唱歌と 

蹋咏と 歌と そして 珠數 つまぐる こと を やめよ！ 窓 はすつ かり 綺め きられた 寺院の この 寂しい 暗がりの 隅で 誰れ 

を 汝は拜 する の だ？ 汝の眼 を 開け、 そして 汝の神 は汝の 前に ゐな いこと を 見よ！ 

.f  .tj  くな 

力れ は 耕作者 力 なる 地 を たがやす ところに ゐる、 道 作りが 石を碎 いて ゐる ところに ゐる。 かれは 日照りに も 俄雨 

のなかに も かれ 等と ともに ゐる。 かれの 衣 は 埃に まみれて ゐる。 汝の聖 なる 長 衣 を脫ぎ 捨てよ， そして あたかも かれ 

の やうに 埃 だらけの 大地のう へ に 下り 來れ！ 

Mi? どこに この 解 脫が發 見され よう？ わたしたちの 主たる かれ 自身 よろこんで 創造の 紲に いましめられて ゐ 

る。 かれは 永遠に わたしたちの すべてと 結ばれて ゐる。 

汝の 瞑想から 出て 來ぃ、 そして 汝の 花と 香 ひと を 投げす てよ！ 汝の 衣が 裂けようと 汚れようと それが 何 だ？ 勞 

作し つ、 汝の 額に 汗し つ、 かれに 逢へ、 そして かれの 傍に 立て。 
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葉 言と 詩の ル- ゴタ 


わたしが うた ふべき 歌 は 

わたしが うた ふべき 歌 は 今日まで まだうた はれないで ゐる。 

わたし は樂 器の 弦 を 張ったり、 緩めたり して 今日まで 過して 來た。 

時節 はま だ 到来し ない、 語るべき 言葉 は 正しく 整 へられて ゐ ない。 た わたしの 胸に は翹 望の P のみが ある。 ： 

花 はま だ 開かぬ。 たに 風の みが そよ ぎつ、 吹く。  一 

わたし はかれの 顏を まだ 見ない、 かれの 聲を驄 かぬ。 わたし はた わたしの 家の 前の 道 を 歩む かれの 靜 かな 営 音の 

みを聽 いた。 

待ち遠しい 日 は 床の 上に かれの 御座 を ひろげつ  > 暮れて しまった。 だけど まだ 燈 がか、 げられ ぬので わたし はかれ 一 

を わたしの 家に 伴 ふこと がで きない。  一 

めぐ" あ  i 

わたし はいつ か はかれと 避逅 ふべき こと を豫 期しつ、 暮 して ゐる。 だけど まだ 逢 ふこと はでき ない。  d 


if は 雲に 重なり 日 は暮る \  , 

あ、 汝は何 ゆ ゑに わたし をた や 一人 扉の 外に 佇みつ k 待たせる のか？  一 

まひる  一 

正午の 仕事の 忙しい 時には わたし は 群集と ともに ゐる、 だけど この 暗 は 寂しいた そがれ ころに なれば わたし は ひた 一 

すら 汝 をのみ 待ちわびる。  一 

もし 汝 がわた しに 顏を 見せぬなら、 もし わたし を 1 人 ぼつち で 置くなら、 わたし はこの 長い 雨の 時 を どうした らい 一 

いだら う。  ： 

わたし は 遠い 暗い 空をぢ つと 見守る、 わたしの こ- 1 ろ はせ はしない 風に つれてな げきつ X さ迷 ふ。  一 
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葉" S" と 詩の ルー ゴタ 


汝 語らず ば 

汝 語らず ば汝の 沈默を もて わたしの こ、 ろ を 満たし、 忍び 待た， つ。 わたし はぢ つと して 待って ゐ よう、 あたかも 群 

星 を まきちらして 寢 もやらず、 ひそかに 忍び 待ちつ 頭 を 垂れて ゐる 夜の やうに。 

朝 はたし かに 来る であらう、 唁は滅 ゆるで あらう、 そして 汝の 御聲は 大空 を やぶりて 黄金の 流れと なりて 麗 がる., 

であら 50 

その 時 こそ 汝の 言葉 はわた しの あらゆる 鳥の 紫から 歌と なりて 翔る であらう、 そして 汝の isi はわた しの あらゆる 

森の なかの 花の なかに うた はる- 1 であらう 0 


. 蓮華が 開いた nn  一 

蓮華が 開いた 日、 あ \、 わたしの こ i ろ はさ 迷 ふて ゐた、 そして 花の 開いた の を 知らなかった。 わたしの 籠 は If で： 

あった、 蓮華に は氣 もっかなかった。  一 

絕 ゆる 間もなく 哀愁が 胸に わく、 わたし は 驚いて 夢から 跳び 立った。 不思議に も 南の 風に つれて 甘美な 花の香が た 

だよ ふて ゐ た。 . 

その おぼろげな 甘美 さの ために わたしの こ ろ は あ こがれに 疼く。 わたし は 思 ふその 甘美な 花 の 香 こ そ 成就 を も とぶ 

むろ E の 切なる 叶； 息であった。  ： 

わたし は その 時 はま だ 蓮華が そんなに 近く、 そして わたしの ものである こと を 知らなかった、 そして この 無上の 甘 一 

庚 さは わたしの 心の底に 花 を 開いて ゐ たこと を。  一 
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葉 言と 1$ の ルーゴ タ 


雨の 七月の 

雨の 七月の 深い 陰錢 のなかに、 秘 足で 汝は步 む、 夜の やうに 默し、 すべての 見張 人 を 避けつ、。 

今日 朝 は 眼 を閉ぢ た、 聲高 い 東風の 執. 11^- き 呼び K を も か ま はないで。 そして 厚い 面 妙が いつ も 眼 さ めが ちな 蒼 に 

15 力れ た 

5  1>  まち 

森 はかれ 等の 唱&" を やめた、 扉 は 家 ごとに 締められて ゐる。 汝 はこの 人な き 街の 淋しき 旅人で ある。 おう、 わたし 

のた 父 ひとりの 友、 わたしの 最も 愛する ものよ、 わたしの 家の 扉 は 開かれて ゐる —— 夢の ごとく 通りす ぎるな かれ。 


葉 言と 詩の ル— ゴタ 
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汝 はこの あらしの 夜な かに 

汝 はこの あらしの 夜な かに 戀の 旅へ とさ 迷 ひ 歩く のか、 友よ？  i 仝は絕 望せ る 者の ごとく 啤く。 

わたし は 今夜 は 眠る ことができない。 幾度と なく わたし は 扉 を 開き ぢ つと 暗の なか を 見つめる、 友よ ー 

見 わたせ ど 何も 見えぬ。 汝の 歩み ゆく 道 は何處 なの だ ー 

墨の ごとく  i ろい 琉れの 見 わけ もっかぬ 岸 邊に沿 ふて、 或 ひ は 暗 鍵な 顔の 森の いづこの 遙 かなる 涯に沿 ふて、 或 ひ は 

陰 is のい かなる 迷路の 灤淵を たどりて 汝は道 を たどりつ 、あるの か。 友よ わたしの 家を訪 はんため に？ 


かれは 來り わたしの 側に 坐った。 だけど わたし は 股 さめなかった。 呪 はれた る 眠りよ、 あはれ なる われ！ 

かれは 夜の しゃ まのう ちに 來た。 かれは 立 琴 を 持って ゐた。 わたしの 夢 はかれの 立 琴の 諧！： につれ て 響いた。 

あ >-、 なぜ わたしの 夜 はいつ も かくして 失 はれて しま ふの だら う？ あ \、 なぜ わたし はかれ を 見る ことができな 

いの だら 5、 かれの 呼吸 はわた しの 眠りに 摘る. -に。 


わたしたち は 小船に 帆 を あげて ゆ くんだ とい ふこと を 朝早く さ.. - やいた、 汝 とわたし きりで、 そして この 世界の 誰 

れ 一入 だって わたしたちの 國 もない、 涯 もない この 遍路 を 知る 者はなかった。 

その 岸邊 もない 大洋の なかで、 沈默 がちに 耳 傾けて ゐる汝 の 微笑 を 見ながら わたしの 敬は聲 高き 顫律 となって 響く、 

波の ごとく 自由に、 あらゆる 言葉の 束縛 をの がれて。 

まだ 時 は來な いんです か？ まだ 何 か 仕事 をし なくつ ちゃなら ない の？ 御覽 なさい、 黄昏が 海邊に 落ちて 來た、 

滅ぇ ゆく 落日の なか を かけりつ k 海鳥 は 紫に 歸る。 

くさり  m 

いつにな つたら 錯は 放される の だら う、 そして 小船 は 落日の 最後の 餘 光の ごとく 夜の なかに 滅 えて ゆく の だら う？ 
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案-言と 詩の ルー ゴタ 


母  よ 

母よ、 わたしの 悲しみの 淚で汝 の 頸 をかざる 費 石の 鎮 をれ W り ませう。 

星 は 汝の胸 を 飾るべき か^やかな 脚 かざり を 作りました、 だけど わたしの は あなたの 胸に 懸けなければ なり ませぬ。 

富 も 名譽も あなたから 來 ます、 それ を あたへ るの も あたへ な いのも あなたの ま、 であります。 だけど この わたしの 

悲しみ は絕對 にわたしの ものです、 そして わたしが この 悲しみ を あなたに さ 乂げる 時 あなた はやさし くも 受けて くだ 

さる。 


汝 はかれの 沈 默の蹵 昔 を 

汝 はかれの 沈 默の楚 音 を聽 かぬ か？ 

かれは 來る、 來る、 いつも 來 る。 

瞬々 そして 年々、 日々 そして 夜々 かれは 來る、 來る、 いつも 來る。 

いろくな 歌 を わたし はいろ くな 心の 氣 分で うたった、 けれども どの 曲譜 もい つも 言った、 「かれは 來る、 來る、 

いつも 來るピ 

ig- 〔れろ 円 月の 香ばしき 日、 森の 小徑を 歩いて かれは 來る、 來 る、 いつも 來る。 

七月の 夜、 雨の 陰 暗な か を はた &く 雲の 戰 車に 梨って かれは 來る、 來る、 いつも 來る。 

悲哀に 重なる 悲哀の なかにわ たしの 胸 を 踏む もの はかれの 歩みで ある、 かれの 御 足の 黄金の 接觸 はわた しの 歡喜を 

か 甘やかす。 
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葉 言と 詩の ルーゴ タ 


日 は 暮れて 

日 は 暮れて、 影 は 地の 上に 漂 ふ。 琉れに 行って わたしの 水 甕を充 たすべき 時で ある。 

夕 ぐれの Ml 氣は 熱心に 水の かなしい 昔 樂を かなでて ゐる。 あ X、 そして わたし をた そがれの なかに 誘 ふ。 寂しい 小 

徑には 通る 人 もない、 風 は 風いだ、 連 波 は 川に を どる。 

わたし は 家に 歸れ るの か 知ら。 誰に 逢へ るの か 知ら。 かなたの 渡し場で は 小舟に 知らない 入が 琵琶 を彈 じて ゐる。 


死が 汝の扉 を 叩く とき 

死が 汝の扉 を 叩く とき 汝 はかれに 何 を さ 丄げる だら う？ 

おう、 わたし はわた しの 客 入の まへ にわたしの 生命 をた >- へたる 器 を 置かう ，1 わたし は 決して かれ を 空手で は歸 

すま I 

わたしの あらゆる 秋の 日の そして 夏の 夜の 甘き 葡萄酒 を、 わたしの t しない 生命の § と 落穗を わたし はわた しの 

日の はてに 死が わたしの 扉 をた. 1 くと きかれの 前に S かう 0 
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葉 t と 詩の ル- ゴダ 


おう， なん ぢ 生の 最終の 成就 

おう、 なん ぢ 生の 最終の 成就なる 死よ. わたしの 死よ、 來 いそして わたしに さ、 やけ I 

日 また 日 わたし は 汝を見 まもって ゐた。 汝 のために わたし は 生の 法悅と 苦痛と を 忍んだ。 わたしが 在る 一切、 わた 

しが 持つ 1 切、 わたしが 希望す る 一切 そして わたしの 愛の 一切 はいつ も 秘密の 鍵 中に 於いて 汝の 方へ と 流れた。 汝の 

眼の 最終の 一瞥， た それだけで わたしの 生 は 永久に 汝の ものである。 

花 は 編まれた そして 花環 は花聲 のために 準備され た。 婚蹬の あとで 花嫁 はかの 女の 家 を 捨てる、 そして 夜の 寂寞の 

なかに ひとりで かの 女の 花 聲に逢 ふで あらう。 


葉 言と 詩の ル— ゴタ 
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朝 わたし は 

朝 わたし は へ 網 を 打った。  i 

？-! し は f-. 深淵から 不思議な 形の もの や、 不思議な 美しい もの を 引き あげた …； 或る もの は 微笑の ごとく か どや 

、て ゐ. こ、 或る もの は淚の やうに きらめいて ゐた. 或る もの は 花嫁の 頰の やうに si らんで ゐた。 

わたしが IB の 重荷 を たづ さへ て 家に かへ つて 行った， 戀人は 花園に 继 つて 所在 なげに S をむ しって ゐた。 

わたし はちよ つと ためら ふた、 だけど わたしが 引き あげて 來 たもの をす つかり かの 女の 足 もとに 置いて、 ぢ つと 立 

つて ゐた e 

かの 女 はちら とそれ を ながめて 言った、 「何て 不思議な もので せう？ 何の 役に立 つんです！」 

わたし は 恥ぢて 俯向いて しまった、 そして 考 へた、 「わたし はこん な もの を 獲る ために 骨折った のではなかった わ 

たし ま. で 買った ので もなかった、 とても 戀 人への 贈物に はふ さはし くない もの だ。」 

とほり 

わたし は 夜つ びて かれ 等 を 一 つく 街に 投げす て. - しまった 

朝 こなって 旅人た ちが 来た。 旅 入た ち は 投げ捨てられた もの を 拾 ひ 上げた、 そして 遠い 國々 へ 持って行った。 


SIS 


葉 言と 詩の ルー ゴタ 


市場の 街に 

に 面け て i 傍に わたしの 家 を 建てた の だ。 かれ 等 はわた しの 樹に 近く 荷船 を &ふ。 

かれ 等 は あてもなく 來り、 往き、 そして さ迷 ふ。 

わたし は 坐り そして かれ 等 を 見守る、 わたしの 時が た ゆ たげ に 過ぎ行く。 わたし はかれ 等に 顏を そむける 事 はでき 

ぬ。 かくて わたしの 日 は 過ぎ行く。 

夜も晝 も かれ 等の 堂 音 はわた しの 扉に 蠻 く。 

い たづら にわたし は 叫ぶ、 「わたし はお 前 を 知らない。」 

かれ 等の 或る もの はわた しの 指が 知って ゐる。 或る もの はわた しの 鼻孔が、 わたしの 血管の 血 はかれ 等 を 知って ゐ 

る やう だ、 そして 或る もの はわた しの 夢が 知って ゐる。 

わたし はかれ 等に 顏を そむける こと はでき ぬ。 かれ 等に 呼んで 言 ふ、 「誰でも 宜 いわた しの 家に おいで 。わたしの 家 

においで '- 

朝に なれば 寺に は 鐘が 鳴る。 

かれ 等 は 籠 を さげて 來る。 

かれ 等の 足は裔 薇の ごとく 紅い。 夜明けの うら 若い 光りが かれ 等の 顔に た i4 よふて ゐる a 
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わたし はかれ 等に 顔 を そむける こと はでき ぬ。 わたし はかれ 等に 呼んで 言 ふ。 「わたしの 花園に 來て花 を 集めろ ノ J 

こに おいで。」 

*5 る  * キ 

正午に なれば 宮&の 門に は 銅 鐵が饗 く。 

わたし は なぜかれ 等が 勞働を 捨て、 わたしの 生 難に 近く さ迷 ふか を 知らぬ。 

かれ 等の 髮に かざされた 花は靑 白く 凋れ てゐ る、 旋律 はかれ 等の 笛の なかに た ゆた ふて ゐる。 

わたし はかれ 等に 顏を そむける こと はでき ぬ。 わたし はかれ 等 を 呼んで 言 ふ、 【わたしの 樹の 下に は凉 しい 蔭が あ 

る。 友た ちょ、 おいで。」 

夜に なれば 蟋蟀 は 森の なかに 鳴く。 

徐々 とわたし の 扉に 來 りて 靜 かに 叩く 者 は 誰 だ？  . 

わたし は おぼろげに その 顏を 見る、 一語 を も 交 はされ ない、 空の 沈靜 がすべ て をつ ト んでゐ る。 

わたし は沈默 せる 客人に 顏を そむける こと はでき ぬ。 晴を 透して わたし は その 顔 を 凝視め る。 そして|15^の時が過ぎ 

行ぐ * 
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あこがれ 

はる. A 

わたし はぢ つと して は をれ ない。 わたし は 遠い 適な もの を翹望 して ゐ る。 

た £ しひ  IP ぼ 

わたしの 靈 はかす かな はるかなる もの \ 裳^に 觸れ ようと あこがれの なかに 院け 出て 行く。 お-つ 俸い なる 遙 かなる 

ものよ、 おう 汝の 笛の 鋭き 召命よ！ 

わたし は 忘れる、 わたし はいつ も 忘れる、 わたしが 翔ぶ 翅を 持って ゐな いこと を、 わたし は 永久に こ &に讓 縛られ 

てゐる こと を。 

わたし は 熱心に そして 眼 さめが ちで ある， わたし は 異郷の 旅 入で ある。 汝の 吐息 は 不可能な 希望 を さ X やきつ. わ 

たしに 來る。 

汝の 言葉 はさながら にわたしの 心に ひ V  く。 

おう 索むべく 遙 かなる ものよ、 おう 汝の 笛の 銳き 召命よ ー 

わたし は 忘れる、 わたし はいつ も 忘れる、 わたし は途を 縛らない こと を、 わたし は翅 ある 馬 を 持たない こと を。 

わたし は ぼんやりして ゐる、 わたし は 魂の 放浪者で ある。 

ちの ラ  ひ 

懶き 時の ぼかく と 陽 照れる 靄の なかに、 汝の 無邊大 なる まぼろしが 大空の 紺碧の なかに^ を あら はす！ 
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おう 最も 遙 かなる 涯ょ、 おう 汝の 笛の 銳き召 命よ！ 

わたし は 忘れる、 わたし はいつ も 忘れる， わたしが たヾ ひとりで 接んで ゐる 家の なかで は 何處も 門が 閉 され て あ る 

こと を。 
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若い 王子 さま が 

おうお つ 母さん、 若い 王子 さまがわ たした ちの 扉の そば をお 通りに な るんで す、 何う して 今朝 はぢ つと して 仕事に 

手が つき ませう？ 

何ん なにわた し の 髮を結 つ た ら宜 い で せう、 何ん な ii り をつ け たら 宜 い で せう。 

何う して そんなに びつ くらして わたし を御覽 なさる の、 おつ 母さん？ 

わたし は 王子 さまが 一 と 目 だって わたしの 窓の 方 を 御 にならない こと を 知って ゐ ます。 わたし は 知って ゐ ます、 

な- *J リ 

1 度 まばたき する 間に あの方 は 通り過ぎて おしま ひです、 たヾ 笛の 斷 えがて な 餘 韻が 遠くからす.^ り 泣いて わたしの 

とこに 來 るで せう。 

だけど 若い 王子 さまがわ たした ちの 扉の そば をお 通りな さいます、 ですから わたし は 一 等 美い 衣 を 藩 ませう。 

おう、 おつ 母さん、 若い 王子 さまがわ たした ちの 扉の そば をお 通りに なりました。 朝の 太陽が お 馬車から きらく 

して ゐ ます。 

わたし は 顔の 面 i を かなぐり 捨てました、 わたし は 頸の 紅寶 石の 錢を斷 りました、 そしてお 通りの 道に 投げました。 

なぜ あなた はび つくらし てわたし を そんなに 御覽 なの？ おつ 母さん。 わたし は 知って ゐ ます あの方 はわた しの 鏈 

をお 拾 ひに はなり ませんで した、 わたし は 知って ゐ ます 鍵 はお 車の 下に こなぐ になり ました、 土の 上に 紅い 色が！^ 

りました。 そして 誰も 知りません、 わたしの 贈り物が 何だった か、 また 誰に わたしが 上げたん だか。 

だけど 若い 王子 さま はわた したち の B の そば をお！ i りなさい ました、 わたし は 胸の 資石を 投げました、 お通り 道に。 
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わたし は 朝 早い 鳥と 

わたし は 朝 早い 鳥と 一 緒に 起きました、 わたしの 寢 床の 傍の IS は 消えて ゐ ました。 

わたし は 亂れ髮 の 上に 新しい 花環 を 掛けて 開かれた 窓の そばに 坐りました。 若い 旅 入が 朝の 蔡薇 色の 靄の なかの 道 

を 歩いて 来ました。 

費 玉の 鐽が旅 入の 頸に か. - つて ゐ ました， .K 陽の 光りが 旅人の 冠に 落ちて ゐ ました" かれは わたしの 扉の 前に 立ち 

止り ました、 そして 熱心な で わたしに たづれ ました、 「どこに あの 女はゐ るんで す？」 

恥 かしく つて とても わたしに は 言へ ませんで した、 「あの 女って わたしで すよ、 若い 旅 入よ、 あの 女って わたしです 

よ。」 

喑 くな つてみ ました、 ^は點 いて ゐ ませんで した。  . 

わたし はう つかり わたしの 髮を 結んで ゐ ました。 

£ ふ ひ  ひか ク 

若い 旅人が 曰 浅 の 光耀の な か を 馬車に 乘 つて 來 ました。 

くち 

馬 は 口ば たに 泡 を 立て \ゐ ました、 旅人の 衣に は 埃が たかって ゐ ました。 

かれは わたしの 扉 口で 下りました。 そして 疲れ切った 聲で たづね ました。 

『 どこに あの 女はゐ るんで す？」 

恥づ かしく つて とても わたしに は 言 へませんでした、 「あの 女って わたしで すよ， 痰れ たる^ 人よ、 あの 女って わた 
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しです よ OJ 

へる 

四月の 夜です。 はわた しの 室に 燃えて ゐ ます。 

南の 微風が しとやかに 吹いて 來 ます。 S 々しい gl 趙は 籠の なかに 眠って ゐ ます。 

わたしの 胸 衣 は 孔雀の 咽 喉の 色な のです、 そして わたしの マ ン トは激 wf の やうに 綠 なんです。 

人影 もな い 街 を 見守 りながら 窓のと こで 床の 上に 坐って ゐ ます。 

暗い 夜が 明ける まで わたし はさ X やいて ゐ ますよ。 「あの.？ /つて わたしで すよ、 絕 望の 旅 入よ、 あの： f:^. つて わたし e 

すよ。」 
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ひとりで わたしが 

まち 

ひとりで わたしが 媾曳の 場所に 行く 夜、 鳥 はうた はず、 風 は そよ がず、 街の 雨 側の 家々 は沈默 して 立って ゐ ます。 

くるぶ 1>  わ 

わたしが 歩む ごとに わたしの 踝 i が 高い 歸を 立てます。 わたし は恥づ かしい。 

わたし は 露臺に 坐って かれの 楚昔を 聽 いて ゐ ます、 樹には 紫 挖れの 音 も 聞え ません、 水 は 眠りに 落ちた 哨兵の 膝の 

上の 劍の やうに 川の なかに かです。 

荒々 しげに iSS つの はわた しの 胸なん で. V  どうしたら 靜 まるでせ う。 

わたしの 戀 入が 来て わたしの そばに 坐ります、 わたしの 艉が顫 へます、 そして わたしの K 險が下 1SU ^ます、 夜 は 曙 

くなります、 風が 燭を滅 します、 そして 雲が 星を掩 ふて 面紗を 引きます。 わたしの 胸の 寶石 がきら くと 輝いて 光り 

ます。 どうして それ を かくし ませう。 
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お 前の 水 甕 を 

お前が 忙しいなら、 お前の 水 ffi を充 たさう と 思 ふなら、 おいで、 わたしの 湖に おいで。 

水 はお 前の 足にから み附 いて、 水の， 杨 をお 前に さ  >- やくだら 5。 

近づいて 来る 雨の 影 は 砂の 上に ある、 霉は靑 い 並樹の 上に 低く 垂れて ゐる、 お前の 眉 毛の 上の た ゆた げな髮 毛の や 

わたし はよ くお 前の 歩みの： K 律 を 知って ゐる、 お前の 音 はわた しの 胸の なかに 波打って ゐる。 

おいで、 わたしの 湖に おいで、 もしお 前の 水 觀を充 たさなければ ならぬなら。 

もしお 前が 怠惰で ぼんやり 坐って ゐる のなら、 そしてお 前の 水 甕 を 水の 上に 泛 かべ るんだ つたら、 おいで、 わたし 

の 湖に おいで e 

草の！! 斜は綠 である、 そして 野生の 花は數 限り もない。 

お前の 胸の 思 ひ は、 巢 から 飛び立つ 鳥の やうに お前の 暗い 跟 からさ ひ 出る であらう。 

お前の 面 紗は足 もとに 滑り落ちる であら 5。 

おいで、 私の 湖に おいで、 もしお 前が 怠惰に 坐って ゐ なければ ならぬなら。 

もしお 前が お前の 遊び を やめて 水の なかに 潜りたい ならば、 おいで、 わたしの 湖に おいで。 


棄 言と 詩の ル- ゴタ 


327 


お前の 靑ぃ 外套 を 岸邊に 置け、 靑ぃ 水が お前 を掩 ふて、 お前 を かくすで あらう。 

鼓が 爪立ちす る だら う、 お前の 頸に 接吻して、 お前の 耳に 私語く であらう。 

おいで、 わたしの 湖に おいで、 もしお 前が 水の なかに 潜りたい なら。 

きちが ひ 

もしお 前が 狂人に なって、 水の なかに 飛び込んで 死な. 1 ければ ならぬなら， おいで、 わたしの 湖に おいで。 

そこ は 冷たい、 そして 幾尋 とも 知れず 深い。 

そこ は 夢 もない 眠りの やうに 暗い。 

その 深みで は 夜と 晝は 1 つで ある、 そして 唄 は沈默 して ゐる。 

おいで、 わたしの 湖に おいで、 もしお 前が 飛び込んで 死なねば ならぬなら。 


お前の 仕事 をお かたづけな、 花嫁よ。 ほら、 お 客 さまが 入らし つた。 

お前に は 聞え るかい、 かれは 扉に 結んで ある 鎖 を 振って いらっしゃる ぢ やない かい？ 

お前の 蹀 環が そんなに 高い 音を立て \ るんぢ やないだ らうね、 そしてお 前の 脚が かれに 逢 はう と 思って 急いで ゐる 

んぢ やないだ らうね。 

お前の 仕事 をお かたづけな、 花嫁よ。 日暮 ころお 客 さまが は ひって 入らし つた。 

否、 恐ろしい 風で はない、 花嫁よ、 驚く んぢ やない よ。 

四月の 夜の 滿月 なの だ、 影 は 庭の なかに 靑 白い、 頭の 上の 大 {til は 輝いて ゐる。 

もし 冠りたかった らお 前の 面紗を お 冠り な、 もし 恐かったら のと こに 簡を持 つて お出でな。 

否、 恐ろしい 風で はない、 花嫁よ、 恐がって はならぬ。 

もし 恥づ かしい のなら かれと 1 と 言 も 話す んぢ やない よ、 お前が かれと 逢 ふ 時には 扉の 傍に お立ち。 

もし かれが お前に 何 か 訊ねたら、 そしても しお 前が 答 へ ようと 思つ て も、 お前 はだ ま つ てお 前の 眼 を 俯向ける が い 

お前の 腕 環 をち りく 鳴らして はいけ ない、 手に ® を もって、 かれ を 導き 入れる 時に。 

もしお 前が 恥づ かしいなら かれと 一 と 言 も 話して はならぬ。 
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まだお 前 は 仕事 をし ま はない のか、 花嫁よ？ ほれ、 お 客 さまが 入らし つた I 

お前 は 牛 小舍に 明り をお 點 けだった 力い？ 

お前 は 夕べ の 奉仕の お供 へ 籠 を 支度し て 置かなかった かい ？ 

お前 は髮の 分け S& い 謹の ml をお 附け かい、 そし \」夜のぉ 化 f おすまし かい？ おう 花嫁よ、 I き？？ 

お 客 さまが 入らし つた。 

お前の 仕事 をお かたづけな。 


わたし は 何も たづ ねな か つた 

わたし は 何も たづね なかった、 た t 樹 の にかくれ て 森の 端に 立って ゐた。 

夜 明の K に はな ほ 倦怠 さがの こって ゐた、 そして 签には 露が。 

5-0 ほ  ものう  うすちゃ 

0 へ る 草の 節げ な もの &香は 大地のう へ に 薄 li のなかに 漂 ふて ゐた。 

榕樹の 下にお 前 はお 前の 手で 牝牛 を 搾って ゐた、 牛 酷の やうに 柔 かな 快い 手で。 

そして わたし は そっと 立って ゐ た。 

わたし は 1 と 言 もい はなかった。 繁 みのな かで は 姿 も 見せないで 鳥が うたって ゐた。 

まん、 ，」5  i 

果樹 は 村の 道のう へに はらく と 花 を 散らした" 蜜蜂 は 1 つまた 一 つうな りつ 、翔んだ。 

池の 側の シヴァ 寺の 門 は いて ゐた、 鱧拜者 はかれの 頌歌 を 始めて ゐた。 

お前の 膝に 壺を抱 へ てお 前 は 牝牛 を 乳 搾つ てゐ た。 

わたし は {| の 容 3! を 持 つて 立って ゐた。 

わたし はお 前の 側に は 近寄らなかった。 

{- ^は 寺から 響いて 來る銅 綴の 昔に 限 さめて ゐた。 

道で は 騾られ て 行く 家畜 の 蹄から 埃が 上って ゐた。 

とくく と 溢る .1 水 甕 を 腰に か、 へ て 女た ちが 河から 來た。 
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ふち 

お前の 腕 環 はりんく と 鳴って ゐた、 そして 壺 から は緣ー ばいに 泡立って ゐ た- 

朝 は £ かに 過ぎて 行った、 わたし はお 前の 傍に 近寄らなかった。 


葉 言と 詩- 


わたし は路を 歩いて ゐた 

わたし は路を 歩いて ゐた、 なぜ だか わたし は 知らぬ、 正午 は 過ぎて ゐた、 竹の 稍 は 風に 葉 措れ して ゐた。 

前 こやみ になつ た 影 はかれ 等の のさば つ た 腕 を つき出し て氣せ は しげな 光り の 足に み つ い てゐ た。 

ほと \ ぎす はかれ 等の に 疲れて ゐた。 

わたし は路を 歩いて ゐた、 なぜ だか わたし は 知らぬ。 

川端の 小舍 はさし か、 つた 樹に 1 ら れてゐ た。 

或る 女 は 忙し さう に 働いて ゐた、 そして かの 女の 環 飾が 隅の 方で 樂の音 を 響かして ゐた。 

わたし は 小舍の 前に 立った、 なぜ だか わたし は 知らぬ。 

狭い うねり 路が涯 もない 罌粟の 野を橫 切る、 そして 涯 しもない 芒 果の森 を。 

路は 村の 寺の 傍 を 通る、 そして 川の 渡し場の 市場の 傍 を。 

わたし は 小舍の 傍に 立ち 止った、 なぜ だか わたし は 知らぬ。 

數年 前だった、 そよ風の 吹く 三月の 或る日だった、 春の つぶやき は 倦怠く、 そして RJ 果の花 は 地のう へに 落ちて ゐ 

た。 
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ざ わくと 漣 立つ 永 ははね 上 つ て し 場の 階段の 上の 11 壷 を^め ずった。 

わたし は懷ひ 出す、 そよ風 吹く 三月の その 日 を、 なぜ だか わたし は 知らぬ。 

タ暮の 影 は 深まりつ X 家畜 はかれ 等の 羊 痛に 歸る。 

光り は 寂しい 牧場の 上 に 灰色に なった， そし て 村 入 等 は 岸邊に 立って 渡船 を 待 つ て ゐる。 

わたし は徐 かに 歩み 出した、 なぜ だか わたし は 知らぬ。 
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わたし は 走る 森の 小 蔭 を 

わたし は 走る、 かれ 自 身の 香 ひに 狂醉 して 森の 小 蔭 を 走る 麝香鹿の やうに。 

五月 半ばの 夜で ある、 微風 は 南の 風で ある。 

わたし はわた しの 途を失 ひさ 迷 ふ、 わたし はわた しに 得られな いもの を もとめる、 わたし はわた しが もとめな いも 

の を 得る。 

わたしの こ k ろから わたしの 翹 望の 幻影が 出 て來て そして 踊る。 

纏 かな 幻影が 翔び 廻る。 

わたし は それ をし つかり 把へ ようとす る、 それ はわた し を 逸げ ま はる、 そして わたし を 迷 はせ る。 

わたし はわた しに 得られな いもの を もとめる。 わたし はわた しが もとめな いもの を 得る。 


葉 言と 詩の ルーゴ タ 
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手 は 手に 鎚り 

手 は 手に 結り K は K にため らふ。 かくして わたしたちの 胸の 記錄が 始まる。 

一一 1 月の 月の 明るい 夜で ある。 ヘンナの 快い 香が S 氣 のなかに I 浴け こんで ゐる。 わたしの 笛 は 捨てられて 地の 上に 横 

たはり、 お前の 花環 は 編み かけた ま& になって ゐる。  - 

お前と わたしの あ ひだの この 戀は 唄の やうに 單純 だ。 

さ ^ らん. S ろ  y ェ-ル  :.  ' 

審紅 花色のお 前の 面紗 はわた しの 眼を醉 ひどれ にす る。 

お前が 編んで ゐる素 馨 の 花冠 は赏 讚の やうに わたしの 胸 を 頸 かす。 それ は與 へる こと X 與 へぬ こと の 遊戯 だ、 ま 

た!； かす こと、 B す こと &の 遊戯 だ。 或 ひ は ほ. - 笑み、 いさ. - かの 含羞、 そして また IS しい 他愛 もない 爭ひ。 

お前と わたしの あ ひだの この 戀は 唄の やうに 單純 だ。 

現在の 外に 一 つの 神秘 もない、 不可能に 對 する 骨折り もない。 

魅惑のう しろに 影 もない。 噹 がりの if 所に 手 紫り しても とむ ベ きこと もない。 

お前と わたしの あ ひだの この 戀は 唄の やうに 單純 だ。 

わたしたち はすべ ての 言葉から 永遠 の沈默 にさ 迷 ひ 出 はしない。 
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わた した ち は 望まれ 得ぬ も の を もとめん と大 Ml にわ たした ち の 手 を 擧げは しない。 

わたしたちが 與 へる もの そして 得る もの だけで たくさんだ。 

わたしたち は 法悅か ら 苦痛 の 酒 を 搾る ため に 法悅を 無上 の 程度にまで 璧 しつぶ し はしなかった。 

お前と わたしの あ ひだの この 戀は 唄の やうに 單純 だ。 


葉 言と 詩の ルー ゴ t 


昨日 また 今日 

昨日 また 今日 かれは 來る そして 去る。 

行け、 そして かれに わたしの 髮 から 花 を 贈って おくれな、 友よ。 

もし かれが 誰が 蹯 つたの かと たづね たら、 後生 だから わたしの 名 を 言 はないで おくれ 11 だって かれはた 來ては 

行って しま ふ。 

かれは 樹の 下の 土の 上に 坐る。 

そこに 花と 木の葉 を まきちらした 席 を展げ てお あげ、 友よ。 

かれの 眼 は 悲し さう だ、 それ を 見る とわたし の 心 も 悲しくなる。 

かれは 心に 思って ゐる こと を 何も 話さない、 かれはた t 來ては 行って しま ふ。 


友よ！ 汝 のこ、 ろの 秘事 を隱 すな。 

わたしに 語れ、 たや わたしに、 ひそ やかに。 

靜 かに 微笑める 汝ょ、 ひそ やかに け、 わたしの 心が その 祕事 を聽 く、 わたしの 耳で なしに。 

夜 は 深し、 家は默 せり、 鳥の 巢は夢 を もてつ」 まれて ゐる。 

わたしに 語れ、 ためらへ る淚を もちて、 た ゆた ふ 敏笑を もちて、 快き 11 ら ひと 苦痛と を もちて 汝の 胸の 秘事 を！ 


葉 言と 詩の ルーゴ タ 
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かの 女が 足 はやに 

かの 女が 足 はやに わたし の 傍 を 通り過ぎた 時、 かの 女の 裳据の 端が わた し に觸れ た。 

未知の 心の 島から 急に 温かな 春の 呼吸が 來た。 

1 と i& きの 翩翻たる 感情が わたし を眞っ 紅に した、 そして 刹那に 滅 えてし まった、 微風に 吹かれて 裂けた 花瓣の 

やうに。 

それよ. かの 女の 肉體の 吐息の やうに 或 ひ はかの 女の 胸の 私語の やうに わたしの 胸に 響いた。 
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0 を 信 せ よ 

「戀を 信ぜよ、 よし 鎖 は 悲しみ を K さんと も。 おん 身の こ、 ろ を 鎖して はならぬ。」 

「あ、、 否、 友よ， おん 身の 言雜は 暗い、 わたし は 理解す る ことができない。」 

「こ. -ろ はた t 淚と 歌と を さ X げんがた めの みだ、 戀 人よ。」 

「あ. 1、， 否、 友よ、 おん 身の 言葉 は 暗い、 わたし は 理解す る ことができない o」 

「快樂 は 露の IT の やうに 脆い、 笑 ひながら 死んで 行く。 だけど 悲哀 は强 いそして 永久で ある。 

悲しき 戀 をして おん 身の 眼のう ちに 眼 さめし めよ。」 

「あ \、 否、 友よ、 おん 身の 言葉 は 暗い、 わたし は 理解す る ことができない。」 

「蓮 は 太陽 を拜 しつ、 花 を 開く、 そして それが 持って ゐ るすべ て を 失 ふ。 それ は 永遠の 冬の 霭 のなかで 蕾 を 守って は 

ゐ ない OJ 

「あ X、 否、 友よ、 お前の 言葉 は 暗い。 わたし は 理解す る ことができぬ。」 


わたしに 話せ、 戀 入よ！ お前のう たって ゐる こと を 言葉で 話して くれ。 

夜は喑 い。 星 は 雲の なかに 失 はれて ゐる。 風 は 木の葉の なかに 吐 息をついて ゐる。 

わたし は髮を 解かう、 わたしの 靑ぃ 外袍が 夜の やうに わたし をつ & むだら う。 お前の 頭 を わたしの 胸に 抱かう、 そ 

してな つかしき 寂し さのうち にお 前の 胸 を しづかに 語れ、 わたし は^をと ぢて聽 かう。 わたし はお 前の 顏を靦 くまい。 

お前の 言葉が 終る 時、 わたしたち はぢ つと して 坐って ゐ よう、 沈默 して。 た  >樹 立の みが 暗の なかに さ、 やくで あ 

らう。 

夜が 費 ざめ て來る だら う。 日が 夜明けて 來る だら う。 わたしたち はお 互 ひの 眼をぢ いっと 見つめよう。 そしてお 互 

の異っ た 小 徑を歩 い て 行かう。 

わたしに 話せ、 戀 人よ！ お前のう たって ゐる こと を 言葉で 話して くれ。  . 
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わたしの こ、 ろ 

わたしの こ、 ろ， 荒野の 鳥 は、 おん 身の 眼の 5 ちに 大空 を 見出した。 

おん 身の 眼 は 朝の 搖籃 である。 おん 身の 眼 は 星の 王國 である。 

わたしの うた はおん 身の 眼の 深 所に 滅 える。 

ねが はくばた t その 大空の なかに 羽搏 たん、 その 大空の 寂しき 無限の なかに。 

ねが はくばた^ 大空の 雲 を かき 分けつ.^ 大空 の 日光の なかに 超 を ひろげん。 


葉 言と 詩の ルー ゴタ 
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去るな かれ 戀 人よ 

.S とま 

去るな かれ、 戀 入よ、 訣辭 なしに。 

わ たし は 夜もすがら 見守 つ てゐ た。 今 わたしの 眼 は 眠たく て ものう い。 

わたし は&れ る、 わたしが 眠って ゐるぁ ひだに お前 を 失 ひ はしない だら うか。  - 

去るな かれ、 戀 入よ、 訣薛 なしに。 

わたし は ir ひ 立った そしてお 前に 觸 らうと わたしの 手 をのば した。 わたし は獨 りごち た。 「夢な のか 知ら？  J 

た^わた し はわた しのこ、 ろ を もてお 前の 足に 絡ます ことができたら、 そして わたしの 陶 にしつ かりとお 前の 足 を 

I く ことができたら！ 

いとま 

去るな かれ、 戀 入よ、 訣辭 なしに。 
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わたし は隱 者に はなるまい 

否、 友よ、 わたし は 決して 隱 者に はなるまい、 お前が 何 を 言 はう とも。 

わたし は隱 者に はなるまい、 よしかの 女が わたしとの 誓 ひ を 守らず とも。 

とも 

わたし は 堅く 決心した、 もし 践 深い 隱れ場 とわたし の 隱遒の 侶 を 見出す ことができぬなら、 わたし は 決して 罎 者に 

はなる ま い。 

否、 友よ、 わたし は 決して わたしの 爐邊と 家と を 捨てまい、 森の 孤 IS に逍れ まい、 もし それの る 木蔭に 一 つの 

たのしげな 笑 ひ も 響かぬなら、 そしても し審 紅花の 外袍が 風の なかに 羽撃きし ないなら" もし それの 沈 默が柔 かな 

さ、 やきに よりて gi^ めら れ ぬなら。 

わたし は 決して 隱 者に はなるまい。 


棄苜と 詩の ルーゴ タ  3:5 


お前 はわた し を 捨て > 

お前 はわた し を 拾て & お前の 道 を 歩いて 行った。 

わたし はお 前の ために 泣かねば ならぬ、 そして 黄金の 歌の なかに 織り こまれた お前の 孤獨な 幻影 を わたしの 心の な 

かに 飾らなければ ならぬ と 想った。 

けれども あ X、 わたしの かなしい 運命、 時 は 短い。 

靑春は 年 また 年と 衰 へる。 赛の m は靜 心なく 過ぎて 行く。 散り 尸 ^ い 花 は 空 無の なかに 死んで 行く、 聖者 はわた しに 

誡 へる、 人生 はた 父 蓮の 紫う への 露 零の ごとしと。 

わたし はこれ 等の すべての S1 をも棻 てなければ ならぬ のか？ わたしに 背 を 向けて 去った かの 女の あと を 見守る た 

めに。 

なき こと だ、 愚かな こと だ。 時 は 短い。 

さあ、 おいで、 ばた くと 楚 音を立て、 わたしの 雨の 夜よ。 ほ. 1 笑め、 わたしの 金色の 秋、 おいで， 氣輕な 四 月、 

お前の 接吻 を廣く 撒きつ >。 

お前 は來 る、 そしてお 前 は、 そしてお 前 はまた！ 

わたしの 戀人 たち、 お前た ち は 知って ゐる 死ぬべき こと を。 かの 女の こ、 ろ を そむけ て 行った 女の ために こ、 ろ を 
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壞 るの は 賢い ことなの か？ 時 は 短い。 

職つ こに 坐り こんで 瞑想す るの は うれしい、 お前 はすべ てわたしの 世界で ある こと を 詩に 辍 るた めに- 

そ の 悲哀 を懷 きし めて、 そして 慰められ まいと 決心す るの は 雄々 しい こと だ。 

けれども 見馴れぬ 顔が わたしの 扉の 中を視 く、 そして 眼が わたしの 眼 を 見上げる。 

わたし はわた しの 淚を 拭かねば ならぬ、 そして わたしの 歌の 調子 を變 へねば ならぬ。 

時 は 短い。 


葉 言と 詩の ルーゴ タ 
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お前の 快い 囚 縛から 

お前の 快い ii から わたし を 放せ、 戀 人よ！ 接吻の 酒 はもうた くさんだ。 

瀬い 物の 香の 靄 はわた しの 胸 を 息つ まらせ る。  ， 

扉 を 開け、 朝の 光りの ために 開け。 

わたし はお 前の なかに 失 はれ。 お前の 熱愛の 抱擁の なかに つ、 まれて。 

お前の 呪文から わたし を 解放して くれ、 そして わたしの 自 a にされ たこ、 ろ をお 前に さ \ げんがた めに わたしに 雄 

雄し さ を 返して くれ。 
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わたし はかの 女の手 を 握る 

わたし はかの 女の手 を 握る そして わたしの 胸に かの 女 を 抱く。 

わたし はかの 女の 可憐 さ を もて わたしの 腕を充 たさう とする、 接吻 を もて かの 女の 懐し いほ、 笑み を 掠め ようとす 

る、 わたしの 眼で かの 女の 晴ぃ 瞥見 を飮 まう とする。 

あ \、 けれども、 どこに それが あるんだ！ 誰が 大 から その 鉗 碧 を 引きのば す ことができよう？ 

わたし は その美し さを擬 まう とする- それ はわた しから 追れ る、 わたしの 兩手 にた 肉體を 遣し つ. <。 

欺かれて そして 疲れ切つ てわたし は歸 つて 來る。 

何う して 肉體が 花に 觸 る- - ことができよう？ それ はた V 靈 だけが 觸れる ことができ るの だもの。 


葉 言と 詩の ル— ゴタ 
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なぜに 燭が 

なぜに II が 減え たか？ 

風 を 避けようと 思って わたしの 外套で 嬉を掩 ふて やった の だ、 それで 燭が滅 えたの だ * 

なぜに 花が € ん だか？ 

氣づ かひが ちな 愛の こ \ ろから わたしの 胸に 抱きしめ たの だ、 それで 花 が^んだ の だ _ 

ひ あが  . 

なぜに 流れが 乾 上った か？ 

わたしの 腐に 立てようと 思って わたしが 堪を 立てた の だ、 それで 流れが 乾 上った の だ _ 

なぜに 立 琴の S が斷れ たか？ 

泫の 力の 及ばぬ まで わたし は 調子 を 引き上げ たの だ、 それ で 立 琴の 紘 が斷れ たの だ。 


350 


葉 言と 詩の ル- ゴク 


お前の 籠 を か 、 へ て 

お前の 籠 を か \ へて お前 は どこに 急ぐ の だ、 市場 はおし まひに なった のに、 こんなに 日が 暮れてから？ 

かれ 等 は みんな かれ 等の 重荷 を 背負って 家に 歸 つて 來た。 月 は 村の 樹立のう へから 親いて ゐる。 

&船を 呼ぶ 聲の S3 は 鴨が 眠って ゐる 遠い 沼の 方へ 暗い 水 を橫切 つて 走った。 

お前 は どこに 急 ぐんだ？ 市場 はおし まひに なった のに。 

眠り はかの 女の 指 を 大地の 眼のう へに © た へた。 

鸦の 黨は靜 かにな つた、 竹の 葉の つぶやき も it た。  . 

かれ 等の 野から 請って 來た 小作人た ち は 中庭に かれ 等の 筵を展 げた。 

お前の 籠 を か へ てお 前 は どこに 急ぐ の だ？ 市場 はおし まひに なった のに。 


葉 言と 詩の ル— ゴタ 
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眞 晝だ つた 

眞聱 だった、 お前が 去った の は。 

太陽 は 大空に きらくと 雷 てゐ た。 

わたし はわた しの 仕事 を 終へ て ひとりで 露臺 のうへ に 坐って ゐた、 お前が 去った 時。 

氣 まぐれな 疾風が 遠い 野の 薰り のなか を羽搏 ちつ k 吹いて 來た。 

鳩 は 小 蔭に 小 止みな く、  く、 と啼 いた、 蜜蜂 は 遠い 野の 昔 づれを さ、 やきつ、 わたしの 室 を さ迷 ふた。 

村 は 眞晝の 白熱の なかに 眠って ゐた。 道 は 人影 もな く橫 たはって ゐた。 

急に 氣 まぐれな 木の葉の 葉 招れ が 起つ ては斷 えた。 

わたし は 大空 を 見つめて ゐた、 そして 紺碧の なかにわ たしが 知って ゐた 名の 文字 を 織り込んだ、 村 は 眞晝の 白熱の 

なかに 眠って ゐた。  - 

わたし はわた しの 髮を辮 む - 」 と を 忘れ てゐ た。 瀬 い 微風が わたしの 類の 上に 髮を嬲 つ た。 

琉れは 昔 も 立 て ず 小 蔭の 岸 の 下を宠 る。 

懶惰な 白雲 は ifl めき もしな かった。 
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わた しに わたし の 髮を辮 むこと や 忘れて ゐた。 

眞晝 だった、 お前が 去った の は。 

道の 埃 は 焦け てゐ た、 野 は 喘いで ゐた。 

鳩 は こん もりとした 繁み のなかに く. 1 と啼ぃ てゐ た- 

わたし は ひとりで 露 臺にゐ た、 お前が 去った 時。 


葉 言と？ f のル 一 ゴタ 
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わたし はお 前の 花 を 摘んだ 

わたし はお 前の 花 を 摘んだ、 おう 世界よ 1 

わたし は それ を 胸に 押しつけた、 そしたら 荆 棘が わたし を剠 した。  - 

日が i つて 暗くな つたら、 花 は 離れて ゐた、 けれども わたしの 痛み は 造って ゐ た。 

もっとく たくさんな 花が 1 りと 1  り 恃とを 持って お前のと こにやって 來る だら う、 お，^ 世舁ょ 1 

けれども 花 を 摘む わたしの 時 は 過ぎて しまった、 そして まつ 暗な 夜もすがら、 わたし は 薔薇 も 持たないで、 た 痛 

みだけ が 遺って ゐる。 
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或る 朝 花園の なかに 

或る 朝 花園の なかに 一 入の 盲目の 娘が 蓮の 葉に つ、 まれた 花の 鏈を わたしに さ、 げ にやって 來た C 

わたし は それ を わたしの 頸に 卷 いた、 淚 がわた しの 暇に 濯 へられた。 

わたし はかの 女 を 接吻した、 そして 言った、 「お前 はすつ かり 花と 12 じ やうに 盲目な の.：. こ0 

お前 はお 前 自身に お前の 1 物が どんなに 綺麗 だか を 知らな い の だ o」 


おう 女よ、 おん 身 はた 祌 一入の 手細工で はない、 おん 身 はまた 男 等の それで ある。 かれ 等は絕 えず かれ^の こ、 

ろからの 美 を もて おん 身 を 飾りつ 、あり。 

詩人 は 金； の 幻影の 絲を もて おん 身り ために 蛛網を 織りつ 、あり。 畫ェは 常に おん 身の 姿に 新たなる 不死 を& へつ 

つ あり。 

侮 は その 眞珠を 獻げ、 鑛山 はかれ 等の 黄金 を さ. -げ、 夏の 花圜 はおん 身を裝 ふべ く、 おん 身 を 被ぶべく、 一層 おん 

身 を 貴から しむべく かれ 等の 花 を さ \げ る。 

男 等の 胸の あこがれ はおん 身の 靑 春の 上に 光榮を 降り 疆ぐ。 おん 身 は 半ば をん なにして 半ば 幻影な り。 
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"お n と 詩 （ 


夢の 薄暗い 小徑 のなかに 

夢の 薄暗い 小徑 のなかに、 わたし は戀人 を たづね て 歩いた。 

かって わ た しの 戀入 でありし 女 を。 

かの 女の 家 は 荒び 果てた 街の 端に 立って ゐた。 

やど ぎ 

夕暮れの 微風の なかに かの 女のお 氣に 入りの 孔 街は捷 木に まどろみつ とまって ゐ た、^ は 隅の 方に 沈默 して ゐた。 

かの 女 は 小 門の 傍に 燭を 卸した、 そして わたしの 前に 立った。 

かの 女 はわた しの 顏を 見て 大きな 胆を 上げた、 そして i 虎 もな しに たづね た、 「おか はり もなくて？ あなた。」 

わたし は應 へようと した、 けれども わたしの 言葉 は 失 はれて しまった、 忘れられて しまった。 

わたし は考 へた。 わたしたちの 名 はつひに わたしの 心に 泛 かばなかった。 

淚 がかの 女の 股に 輝いた。 かの 女 はわた しの 方に 右の 手 を 上げた。 わたし は それ を つた、 そして 沈默 して 立った e 

わたしたちの 燭は 夕暮れの 微風の なかに ゆらめいた、 そして 滅 えた。 


棻 言と 詩の ル— ゴタ 
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旅人よ 

旅 入よ、 汝は 行かねば ならぬ か？ 

夜は靜 かに、 暗が り は 森の 上に 氣を喪 ふ て ゐ る。 

IS はわた したち の 露蠆 に &ぃき 、 花 はすつ かり きくして、 そして 若 やいだ 服 はな ほ 眼 醒めて ゐる。 

汝の 訣別の 時が 來た のか？ 

旅人よ、 汝は 行かねば ならぬ か？ 

わたしたち は 無理 强 ひな 腕 を ひろげて 汝の足 を賻り はしなかった 3 

汝の扉 は 開かれて ある。 汝の馬 は 鞍 置かれて 門に 立って ゐ る。 

よし わたしたちが 汝の 行く手 を 邪 S したと しても それ はた わたしたちの 唄 だけで さう したので あった。 

かってゎたしたちが汝を引き止めょぅとしたとしてもそれはた^^ゎたしたちの眼だけでさぅしたのでぁった。 

旅人よ、 わたしたち はお 前 を 引き止め るすべ を 持たない。 わたしたち はた V 涙 を 持って ゐる だけ だ。 

何とい ふ 嫁し が たき 滔が お前の 聪 のなか UM え てゐ るんだら う？ 

何とい ふ 不安な 熱が お前の.^ 液の なか を 走って るの だら う ？ 

この 晴 がり のなかから 何とい ふ 召命が お前 を 急き 立た せ るんだら.^? 
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萊言 と 詩の ル' —ゴタ 


何 と い ふ 怖 ろ し い 呪 文 を お 前 は ぁ の t^<l の 星 の な か に 籟 ん だ の だ U  ^ ぢ こ め ら れ た 祕 の 使 者 を つ れ て 夜 が お の 胸 

に は ひって 行った、 沈默 がちな 打ち解けぬ お前の 心に？ 

もしお 前が 愉快な 棄會を いやがる のなら、 もしお 前が 平和で ゐ なければ ならぬ のなら、 疲れた こ- < ろよ、 わたした 

ち は III を滅し て そして 立 琴 を沈默 させ よう。 

わたしたち は 木の葉の © ぎ のなかの 暗がりのう ちに 靜 かに 坐ら う、 そして 疲れた 月が 蒼白い 光り をお 前の 窓に 降り 

P ぐで あらう。 

おう 旅人よ、 何とい ふ 眠りな き靈 が眞 夜中の 底から お前に 觸れ たの だシ ？. - 


葉言と！^のルー ゴと 
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眞 夜中に 

眞夜 中に 似而非 隱遁 者が 言 つ た。 

「わたしの 家 を 捨て \ 神 を もとめる の は 今 だ。 あ >|、 誰 が こんなに 長く わたし を こ \ に 幻想の なかに 引き止めて ゐた 

の だ？」 

神 はさ & やいた、 「§/ けれども その 男の 耳 は 塞がれて ゐた。 

かの 女の 胸に 眠った 嬰兒を 抱いて かれの 妻が 寢てゐ た" 寢 Hi の 一方に 平和に 眠り つん。 

しれ あ.？ 

その 男が 言った、 「こんなに 長く わたし を痴 者に したの は 誰れ だ。」 

聲が 再び 言った、 「かれ 等は祌 である」 けれども かれは それ を 聞かなかった。 

嬰兒は 夢に うなされて 泣き出した、 かれの 母に ぴったり 抱きついて 乳飮 みながら。 

i  乙れ の 

神 は 遮め た、 「止せ、 痴者、 お前の 家 を 捨てるな。」 

神 は 吐息 をつ いた そして 悲しんだ。 「何故 わたしの 召使 はわた し を もとめて さ？ 1^ ふの だ？ わたし を 忘れて？」 
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葉 言と 詩の ル ーゴタ 


五月であった 

であった〕 藝ぃ 正午 は f もな く 長い やうに 思 はれた。 からく になった 大地 は 白熱の なかに 響つ あ、. 

て ゐた。 

その 時 わたし は 流れの 傍から 呼んで ゐる 聲を聽 いた、 「おいで， わたしの 愛する もの！」 

ナ たし は 本 を 閉ぢた そして 外 を 見ようと 窓 を 明けた。 

わたし は 大きな 水牛 を 見た、 泥に まみれた 柔毛の 水牛が 平和な 忍耐の 眼 を もって 流れの 傍に 立って ゐ るの を。 一 .、 

の 若者が、 膝まで 水に は ひって、 かれ を 水浴み に 呼んで ゐた。 

わたし は を かしかった ので 微笑った、 わたしの 胸に は 快い 感じが^, た。 


葉 s と？ る: の ルーゴ タ 
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綠と黃 の 稻の野 面 を 

綠と 黄の 稻の野 面 を 秋 雲の 影が 匐 ふ、 心せ はしく 獵り 立てる 太陽に 追 はれつ \。 

蜜蜂はかれ等の蜜を^^ることを忘れる。 かれ 等 は 他愛 もな く かけ ま はり、 唸る、 日の 光りに 醉 ひどれ て 

川 中の 島の 家鴨 は 何でもない ことに 小踊りして わめく。  - 

誰も 家に 歸 して はならぬ、 兄弟よ、 今朝 は、 誰も 仕事に 出して はならぬ。 

あらしに 羽搏 ちて 靑 {41 を とらへ、 かけりつ & {1^1 間 を 掠め 联 らうで はない か。 

哄笑が 漫 々たる 水の面の 水泡の やうに 空の なか に 漂 ふ。 

兄 m よ、 わたしたち をし て 他愛 もな ぃ&、 にこの 朝 を 浪費せ しめよ。 


菜 言と 詩の ルーゴ タ 
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&  月 

海邊で 

はてしなき 世界の i に 子供 等が 集 ふ。 

無限の {-^ は 頭上に 動めき もしない、 靜 心なき 水 は^々 しく 荒れて ゐる。 はてしなき 世界の 悔邊に 千 供 等 は 叫びつ k 

踊りつ >^$:.^^ 

かれ 等 は 砂で かれ 等の 家 を 建てる。 かれ 等 は 空の 貝殻 を もて あそぶ。 萎れた 木の葉で かれ 等 はかれ 等の 小舟 を 編ん 

で うれしげ に はてし もない 大 に泛 かべる。 子供 等 は 世界の 海邊で 遊ぶ。 

あき- つど 

かれ 等は游 ぐす ベ を 知らぬ。 かれ 等 は 網 打つ こと を 知らぬ。 眞珠 採り は眞珠 のために 水 を く^り 商 入 は 船に 帆走る 

に、 供 等 は 小石 を 集めて は 小石 を 撒く。 かれ 等 はかくれ たる 賢 を さがし はしない、 かれ 等 は 網 打つ すべ を 知らぬ。 

海 は 哄笑 を もちて 波立つ、 そして 磯の ほ k 笑み は靑 白く きらめく。 死 を 商 ふ 波 は 子供 等に 意味 もない 小 をうた ふ。 

まるで 母親が かの 女の 嬰 兒の搖 藍 を ぶる， ほのめう に。 海 は 子供 等と 遊ぶ。 そして 磯の ほ k 笑み は靑 白く きらめく。 
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葉 言と 詩の ル— ゴタ 


はてしなき世界の侮邀に子供等は5^,1ふ。 ぁらしは道なき{,^|にさまょひ、 船は路 なき 水の なかに 難破し、 死は滿 ちお ル 

てるに 子供 等 は 遊ぶ。 はてしなき 世界の 海邊に 子供 等の 大集會 が ある。 


葉 言と 詩の ル— イタ 


嬰兒の 仕草 

もし 嬰 兒が欲 ひさへ するなら、 かれは この 刹那に でも 天に 飛び 上る ことができ たの だ。 

かれが わたしたち を 見捨て、 行かな いのはた r ではない。 

かれは かれの 頭 を 母の 胸に 憩 はせ たいから なの だ、 そして かれは 何時でも かの 女 を 見ないで は をれ ないから なの だ。 

EISH は あらゆる 種類の 賢い 言葉 を 知って ゐる、 この 世界で は それ 等の 言葉の 意味 を 了解す る もの は 滅多に ゐな いけ 

れど。 

かれが 決して 咄さ うと しないの はた^で はない。 

かれのた^ 一  つの 顚ひは 母の 唇から 母の 言葉 を敎 はりたい ことで ある。 かれが あんなに あどけなく 兑ぇ るの は それ 

だからな の だ。  - 

嬰兒 はかつ て 黄金と 眞珠と を 積み重ねて ゐた、 けれども かれは 乞食の やうに して こ の 地上に 來た。 

かれが こんな 假 裝で來 たの はた V ではない。 

すつ ほに か  9  , , 

この 愛らしい 小 ひ さな 素 裸 の 物 貰 ひ は 全く 頼りない 身 だ と if つくの だ。 豐 かな 母の 愛 をね だるた め に 。 

0 は、 ちつ ぼけな 新月の 郷 では す ベ て の^から 自由だった。 
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かれが かれの 自由 を 捨てた の はた^ではなかった。 

かれは 知って ゐる、 母の 小 ひさな 胸の 隅に は K りない 歡喜 のさ 地が のこされて ゐる こと を、 そして かの 女の IS しい 

腕に 捕 へられ、 抱きしめられ るの は，！ ll-s よりも はるかに 快い こと を。 

嬰兒 はかって は 泣く とい ふこと を 知らなかった。 かれは 全き 天福の 鄕 に： iii んでゐ た。 

かれが 涙 を 流す こ と を 選んだ の はた ではなかった。 

かれの 愛 くるしい 顔の ほ \ 笑みで かれは かれに 對 する 母の愛 磊 のこ、 ろを惹 くこと がで きる、 けれども 何でもない 

面倒に 泣き出す かれの 可憐な 泣き 聲は いぢら しさと いとし さとの 二 望の 桎楛 を纈る こと を 知って ゐる。 


葉 言と 詩の ル— ゴタ 
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なぜお 前の 眼に はそんな 淚が あるんだ い？ 子供！  一 

そんなに かれ 等が 怖い のかい、 何でもない ことに 何時もお 前 を 叱る ので？  一 

お前が、 書いて ゐて インクで 指と 顏を污 した 11 それで かれ 等 はお 前 を 汚れて ると 言 ふの かい？ -  一 

えい！ かれ 等 は 満月 を も 汚れて ると 言 ふの だら うか？ インクで もって 顔 を 汚 班 だらけに して るんだ から。 一 

かれ 等 はく だらない ちょっとし たこと にもお 前 を 責める、 ねえ。 かれ 等 は 何でもない ことに 過失 を 見出さう と 構へ 

てゐ る。  1 

4ハ 前 は 遊んで ゐて お前の 瀋物を 裂いた 11 か れ等は それでお 前 を だらしな いと 言 ふの かい？ 

えい！ かれ 等 は 秋の 朝 を 何と 言 ふだら う？ あの ぼろくな 雲の 千切れ 目から ほ」 笑む。  i 

丄 

ちっとも 氣 にしない が宜 い、 かれ 等が お前の こと を 何と 言 は 5 とねえ。  一 

かれ 等 はお 前の 失策の 長い 目錄を 作る。  _ 

誰れ でも 知って ゐる、 お前が ほんた うに 甘い もの を 愛し てること を 11 かれ 等が お前 を 貧 欲 だとい ふの は それ だか 一 

ら なのか？ 

えい！ それならお 前 を 愛して る わたした も を かれ 等 は 何ん と 言 ふだら う。  】 


お JM の氣に 向い た やうに かれの - 」 と を 言 へ 。 けれども わたし はわた しの 子供の 過失 を 知 つ て ゐる。 

わたし は かれが 善 いからと いふの でかれ を 愛する ので はない、 た か れ がわた し の 小 ひさな 子 S だ か らな の だ。 

お 前に 何う し て かれが どんなに 可愛い もの だ か 知る ことが できる も の か、 お前が かれの 過失 とかれの 價 値と を あに 

かける やうな こと をした つて？ 

わたしが かれ を 罰しなければ ならぬ 時には 1 層 かれは わたしの 存在の 一 部分に なって 來る。 

わたしが かれの 涙 を 喚び 起させる 時には わたしの 心 はかれと 一 緒に 泣く。 

わたし だ けが 群り または 罰する 權利を 持つ て ゐる、 なぜならた ii 人 を 愛する 者の み 入 を 燃す ことが できる からだ。 


子供よ、 お前 は 土の なかに 坐って いかにも 仕 合せら しいね、 朝い つばい、 . ^けた 棒切れ を 持って 遊んで。  一 

わたし はお 前が 小 ひさな 破れ， 5, 棒切れ を 持つ て 遊んで るの を 見て ほ 、笑む。  一 

わたし はわた しの 勘定に 忙しい、 時間で 計算 を 締め上げ るので。 

多分お 前 はわた し を 見て 考 へる だら う、 「お前の 朝 を 汚す 何とい ふば かな 遊戲 だら う ~  J つて。 

子供よ、 わたし は 忘れて しまった、 棒切れ や 土饅頭に 夢中になる 藝術 を。  一 

わたし は 高 債な 玩具 を し 出す、 そして 金銀の 魂 を摄き 築める-  .  一 

お前 は どんな もの でも 見出す ごと にお 前の 快な 遊戯 を 創 #3 す る、 わたし は 何う し て も わ た しが 得る ことので きぬ 一 

ものに わたしの 時と わたしの 力と を 無駄 づ かひす る。  一 

わたしの 虚な獨 木 舟に 乘 つて わたし は翹 望の 海を橫 切らう と藻搔 く、 そして わたしもまた や はり 遊戯 をし て ゐるこ 一 

と を 忘れる。  ， 
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星學者 

なぶ  つ. A 

わたし は 何げ なしに 言った、 「夕暮れに なって 圓ぃ fi 月が あの カダ ム樹の $ ^のなかに 絡みつ いたら、 誰れ か H; を捉ま 

へ る こと はで きないの か 知ら？」 

1 さ 

だけど 兄 さは わたし を 見て 笑った、 そして 言った、 「赤ん坊 や、 お前 は 一等 馬鹿な 子供 だ、 わたしが これまで 知った 

うちで。 月 は 何時でも わたしたちの とこから あんなに 遠い んぢ やない か、 何う して 誰れ にだって あれが 捉ま へられる 

もの か？」 

あ C  な.?  -n.- あ 

わたし は 言った、 「兄 さ、 お前 は 何て 馬鹿たら う ー おつ 母さんが かの 女の 窓から 視 いて 見て わたしたちが 遊んで 

るの を徴 笑って る 時に、 お前 はかの 女が 遠く離れて ゐ ると 言 ふので すかい >  」 

また 兄 さが 言った、 「お前 は 間抜けな 子供 だ ー だけど、 赤ん坊、 お前 は その 月を捉 まへ る やうた 大きな IS を どこか 

ら發 見して 來 るんだ い？」 

わたし は 言った、 「^12かにぉ前はぉ前の手でもって捉まへることができる，^」 

けれども 兄 さは 笑った、 そして 言った、 「お前 は 一等 馬鹿な 子供 だ、 わたしが 知って る 中の。 もし 月が もっと 近く 來 

たら、 どんなに 月が 大きな もの だか わか る だ ら う。 」 

わたし は 言った、 ft^ さ、 お前の 學校 では 何て 馬鹿な こと を敎 へる の だら う！ おつ 母さんが わたしたち を 接吻し よ 

うと 俯向いて 來る 時に かの 女の 顔が そんなに 大きく 兑ぇ るかい？」 

あに 

だ け ど ま た 兄 さは 言 ふ、 「お前 は 間 拔な子 S だ。」 
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雲と 波と 

e:? ちゃん， 雲 のなかに 住んで ゐる 人が わたし を 呼び 屮：： .i  . 

「俺た ち は 俺た ち が を醒ま し た 時から 日が 終る ま で 遊ぶ。 

俺た ち は 金色の 夜明け と 遊ぶ、 俺た ち は 銀色 の 月 と 等 r 」 

わたし は 訊ねる、 「だけど、 何う して わたし はお 前のと ころに 上って 行けよう？」 

かれ 等 は 隠へ る、 「大地の 涯に艰 い、 お前の 雨 手 を 大{. ^にさし 上げろ、 お前 は 雲の なかに 引き上げられる だら う o」 

1 f  か あ  うら 

「わたしの 母 ちゃんが わたし を 待って ゐ るんだ もの、 家で。」 わたし は 言 ふの、 

「何う して わたし はかの 女 を 捨て 、來る ことができよう？」 

そしたら かれ 等 はぎ 笑って 飛んで 行った。 

たけ ど それより 尙 つと 面白い 遊びが あってよ， 母 ちゃん。 

か あ 

わたし は 雲になる、 そして 母ち やん は 月に。 

S  5 ち 一 つ > -,? 

わたし はわた しの 兩 手で 母ち やん を拖 ふ、 そして わたしたちの 家の 顶 上が 靑{- ^にな るんだ U 

波の なかに 住んで ゐる 人が わた し を 呼び出.^^  

「俺た ち は 朝から 晚 まで 噴 ふ、 先き から 先き へと 俺た ち は 旅 をす る、 そして 何處に 行く の だか も 知らない *」 

わたし は 訊ねる、 「だけど、 何う して わたしが お前た ちと 一緒に なれ るんだ？」 

かれ 等 はわ-二 しに 話す、 「海邊 の 端に 來 い 、そしてお 前 の^をし つかりつ むって 立て、 そしたら お は 波の 上に ず つ 


と 運ばれる の だ o  I 

わたし は 言 ふ、 「わたしの 1:1^ ちゃんが 何時も 夕方に なると 家で わたし を 待って ゐ るんだ もの n 何. r し 一」 ゥ たしょ 

かの 女 を 捨て & 行けよう？」 

そしたら かれ 等 は i 笑 ふ、 蹈る、 そして 通り過ぎ てし まふ。 

だけど わたし は それより 尙 つと 面白い 遊び を 知って ゐる。 

わたし は 波になる、 そして 母ち やん は 見知らぬ sf に。 

わたし は ころがって ころが つ て 行かう 先き へ 先き へ そして 哄笑 を もつ て 母 ちゃんの 膝の 上に 碎 けよう， 

そし て 世界のう ちの 誰れ も何處 にわたし たち 二人が ゐ る ん だか 知らな い 。 
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チヤ ムバの 花 

わたしが、 ちょっと 戯れに チヤ ムバの 花に なった と 想へ て、 そして その 樹の 高い 梢に^い たと して、 哄笑 を もって 

風の なかに 搖れ て、 新しく 芽生えした 木の葉のう へに 踊った としたら、 m ちゃんに はわた しが 分って？  1^ ちゃ，？？ 

母ち やん は 呼ぶ だら う. 「赤ちゃん、 どこに お前 はゐ るんだ い？」 そしたら わたし は ひとりで 笑 ふわ、 そしてす つか 

り sl 寂に してる わ。 

か あ 

わた し は 巧み にわたしの 花 鱒 を 開 い て 母ち やん の 仕事 をぢ いっと 見て ゐる。 

* あ  5 あ 

母 ちゃんが fj," みした あとで、 11 れた髮 毛 を 肩に ひろげて、 チヤ ムバ樹 の小践 を、 母ち やん はお 祈り をな さる 小 庭の 

方に 歩きます。 母ち やん は 花の 驚り を 屹度 氣ほ くわ。 だけど それが わたしから 來る こと は 知らな い。 

正午 &の あとで 母ち やん はラ マヤ ナ (古代 印度の 大 叙事詩 ラ マ 物語) を讀 みながら 窓のと ころに 坐った、 そして 樹 の 

影が 母 ちゃんの 髮と 母ち やん の 膝のう へ に 一： おちた、 わたし はわた しのち つぼけ な 可愛い、 影を瑶 ちゃんの 本の ぺ ，ヂ 

の 上に 投げ かける、 恰度 % ちゃんが 讀 んでゐ ると ころに。 

たけ ど Q ちゃん は それが お前の 可愛い A 十 供の 小 ひさな 影 だとい ふ こ と を 推! I へ る ことができ るか 知ら？ 

夕暮れに なって 母 ちゃんが 勳 された 燭を 持って 牛 小舍に 行った 時 わたし は 急に 大地の 上に 落ちて 来て、 尙 一 度 g ち 

やん の 赤ん坊に な らう、 そして わたしに 話し をして くれと 强 請ら う。 

f, 何 處にゐ たんだいお 前？ い たづら な 子供， 二 

か あ 

『わたし は敎 へない わ、 ちゃん。」 その 時 母 ちゃんと わ た し はこん な こ と を 言 ん だ ら う 。 


?|&|^の雲が大{『^|にどょめき、 六月の 驟雨が 降る 時、 

1. つた 東の 風が 竹の な か に 風 笛 を 吹き に 荒 地 を 越 えて 進ん で來る J 

花の 群が 急に 出て 來 る- 誰れ も何處 だか 知らない 場所から、 そして はしゃぎ ま はりつ -1 草の 上に 一::.』 る. > 

！ J ちゃん、 わたし はほんた うに 恋へ る、 花 は 地の 下の 舉 校に 行 くんだ と。 

か れ等は 扉 を閉ぢ て か れ 等の 課 菜 を！! は つて ゐ る、 そしても しか れ 等が まだ 時間 前に 遊びに 出て 來 よう と しょう も 

のなら、 かれ 等の 先生 は 隅の 方に かれ 等 を 立た せる。 

雨が 降って 來る時 かれ 等 は 休み 日 を 持つ。 稍 は 森の なかに 一 緖に 丁々 と 縛ち 合 ふ、 葉に はげしい 風の なかに ざ わざ 

わと 一お 摺れ する、 Is 雲 は 巨人の 手 を拍 つ、 そして 花の 子た ちは眞 紅と 黄と 白の 藩 物で 跳び出して 行く。 

知って ゐ るの、 母ち やん は、 かれ 等の 家は大 {4! にある こと を、 あの 星が また \ い てゐ ると ころに。 

母ち やん はかれ 等が どんなに 熱心に そこに 行きたい と 恩って ゐ るか 知って るの？ 母ち やん は なぜかれ 等が そんな 

に 急いでる か 知って ゐて？ 

無論、 わたし はか れ 等が かれ 等 の 腕 を 誰れ にさ、 げてゐ るか を 想^す る こと はでき る。 かれ *1 は かれ 等の 母ち やん 

を 持つ てゐ る、 恰度 わたしが わたし 自身の 母ち やん を 持つ てゐる やうに。 
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思 ひやり 

、- つ こ  If- る 

もし 25 が た . ^の 小 ひさ た 狗兒だ つたら、 母 ちゃんの 赤ん坊で なかったら， 母ち やん はかう 仰っしゃる でせ うか、 「い 

けない ッ」 て、 もし 僕が お 皿から^ ベようと したら？ 

mj ちゃん は 僕 を 追 ひ 出す でせ うか、 「あっちに 行けい たづら な狗 兒ッ」 と 言って。 

そんなら あっち 1:、 母ち やん、 あっち 行！ 僕い くら 母 ちゃんが 呼んでも 行き はしない よ。 そしてもう 何も 母ち や 

ん から H つて は 食べない よ。 

もし^が た の 小 ひさな 綠の 鷉 鶊 だったら、 そしてお 前の 赤ん坊で なかったら、 母ち やん、 

僕が 翔んで 行けない やうに わたし を 鏈に結 へ と くだらう か？ 

なん  ひ a  くさ リ かじ 

ほち やん は 僕に 手 を 振って 言 ふだら うか、 「何て 恩知らずの 鳥 だら 5! 餐も夜 も 鍵を嚼 つてる わ」 て？ 

チ  か あ  チ 

そんなら、 あっち 行、 母ち やん、 あっち 行！ 僕 は 森の なかに 走って 行く。 僕 はもう 母 ちゃんの 腕に 抱かれ はし ま 
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菜 ■a "と 詩!; 


なり は ひ 

と を  .S つも 

朝、 銅 纏が 十 鳴る 時， わたし は 例の 小 徑を舉 校に 歩いて 行く。 

毎 曰 わたし は 行商が 呼び 賢り してる のに 出逢 ふ" 

「腕 環、 水晶の 腕 甲-」 

そこに は 何 一 つかれ を. 念， かせる もの もない、 そこに はかれが 採らねば ならぬ 道 もない、 かれが 行かねば ならぬ 場所 

もない、 かれが 家に 歸 つて 束ねば ならぬ 時 もない。 

ねが  あきうど  i." り  ち  す r 一 

わたし は §1 ふわた しが 行商だった こと を、 街で 一ん 日、 わたしの 日を浪 S しつ、、 呼び立てつつ。 

「腕 環、 水晶の ！」 

ひる さが 

午 下り 四時に な つ てわたしが 學 校から 歸っ て來る 時、 

わたし は あの 家の 門の 中に、 圃 丁が 地 を 11 つてる の を 見る ことができる。 

かれは かれ の^を 持ちて 好きな やうに する、 かれは 土で かれの 着物 を 汚す、 か れが 太陽に 焦げようと 雨に 湧れ よう 

と 誰れ も 叱る もの もない。 

わたし は g| ふわた しが 園丁 だ つたこと を、 あ の K つ て も 誰れ にも 止 めら れな い で 花園 を 鑿つ て 行く。 

夕暮れが 暗くな つて わたしの 母が わたし を寢 床に やる」 お、 
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わたし はわた しの 開い た 窓 か ら往き つ 屍り つす る 夜 適り を 見る こ とがで きる。 

小徑は 暗くて 寂しい、 街燈 は 頭に 一 つの 紅い 眼 を 持った E 入の やうな 恰好で 突っ立って ゐる。 

夜 廻り は 提灯 を擺 りつ \、 かれと 1^ ん でかれ の 影 を 運びつ \ 歩む、 そして かれの 一 生涯 一 度 だって 寢 床に 行かぬ _ 

うぶ  まち  > 

わたし は i ふわた しが 夜题 りだつた こと を、 わたしの 提灯で 影 を 追 ひ 立てながら 夜つ びて 街 を 歩く 


僕 は 行かねば ならぬ 時に なった、 母ち やん、 僕 は 行きます よ。  一 

寂しき 夜明け の 褪せ 行く 暗の なか に お前が 寢 床の 赤ん坊 を 抱かう と 腕 を 仲ば す 時、 僕 は 言 ふ、 「赤ん坊 は ゐな いんで 一 

か あ 

すよ そこに は！」  母ち やん， 僕 は 行きます よ。  ^ 

ひと レき  .r.i! は  £ あみ  .. 

僕 はやさし い 一息の 氣 になって お前 を劬 つて あげよう、 お前が 浴す る 時には 水の なかの 波紋に ならう、 そして 幾 一 

度 も 幾度 もお 前 を 接吻しょう。  1 

あらしの 夜、 雨が 木の葉 を 叩く 時、 お前 はお 前の 寢 床に 僕の さ. - やき を聽 くだらう、 そして 僕の 哄笑が 開いた 窓 か」 

ら稻 妻と 一緒にお 前の 室の なかに 閃いて 行きます よ。  一 

もしお 前が 腺 を さまして やすんで おいで だったら 赤ん坊の こと を考 へて 夜お そくまで。 そしたら 僕 は 星のう へから 一 

うたって あげる よ、 「お眠り 母ち やん、 お眠り。」  一 

空 を さ迷って ゐる 月の 光に 乘っ て 僕 は お前 の .1^1^に そ つと は ひつ て 行く よ， そし て お前が 眠つ てゐる 間お 前の 胸に 一 

やすんで ゐ るよ。  ぶ 

僕 は 夢に なろ よ、 そし て お前の^ iM の 小 ひさな 窓から 僕 はお 前の 眠りの 淵へ 滑り込んで 行き ませう。 そし てお 前が 一 

K を醒 ましてき よろく そこいら を 見 ま は す 時、 また >1 いて ゐる螢 の やうに 暗がりの なか へ 飛んで 逃げる よ。 一 

ビ ュジャ のお 祭りの 時、 隣り 近所の 子供た ちが ll! のま はりに 来て 遊ぶ 時、 僕 は 笛の 樂の 音に 溶け込んで そして 終日 一 

お前の 狗に 疼き ませう。  - 
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し い 叔母さんが ビュジ ャ 祭りの 贈物 を 持つ て來て たづね る だら う。 

「t! ちゃん 何處 行った の、 姉さん？」 母ち やん、 お前 は靜 かに 叔母さん にお 咄 しなさい、 「かれは わたしの ナのな か 

にゐ ます、 かれは わたしの 肉體 のなかに そして わたしの 靈 のなかに ゐ ます o」 


かの 女が 去った t.- 夜 は 暗かった、 そして かれ 等 は 眠って ゐた。 

夜 は 暗い 今、 そして わたし はかの 女 を 呼んで ゐる、 「露って おいで、 愛し 兒ょ、 世界 は 眠って ゐる 誰れ も 知って る 者 

はない よ、 お前が ちょっと やって 來て も、 星が 星 を 見守って ゐる間 だけ。」 

かの 女が 去った 時、 樹は微 芽であった、 そして 春 は 若かった。 

今 花は眞 盛りで ある、 そして わたし は 呼ぶ、 「歸 つてお いで、 愛し 兒ょ。 子供た ち は 無性に 戲れて 花 を搔き 集めて は 

徵き 散らして ゐろ。 だから もしお 前が 来て 小 ひさな 花 を】 っ联 つたって 誰れ も 惜しみ はしない よ。」 

お前が あんなに いつも 一 緒に 遊んで ゐた 人た ち はま だ 遊んで ゐる、 人生 はそんな に 浪費 者なん だよ。 

わたし はかれ 等のお しゃべり を g| いて ゐる、 そして 呼ぶ、 r 歸 つてお いで、 愛し 兒ょ、 母 ちゃんの 朐は 愛で もって 綠 

* あ  くちづけ 

までい つばいだ よ そしても しお 前が 母 ちゃんから たった 一 つの 可愛い 接吻 を ひったくりに 來 たって 誰れ だって それ 

を 妬む 人 はあり やしないよ。」 
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Rabindranalh    Tagore  :     the  Man  and  His    Poetrr,    by  Easanta 
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Rabindran  th   Tagore    :   Poet  &  Dramatist,  by  Edward  Thompson 
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Lover's  uift  and  Cross' ng ,  1921  (Macmillan). 
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The  Cyc'e  of  Spring,  1917  (MaciiuUan). 
Letters,  1917  (！ vLicn^illan,  New  York). 
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假 りに 名 づけて 山 椿 築と いふ。 かって 第 一 囘の 全集 中に 當然 載すべく 

して 載せ 得 ざり し 原稿， さらに 第 一 囘の 全集 完了後 最近 執筆した る 原稿 

十 數篇を 加へ てこ、 に 一冊の 本に 纏む るの 形式 を 取った。 したがって 本 

集中に 牧 めら れ たる もの \ 中には 二十 年の 時 を 隔てた る ものが ある。 舊 

いもの を 4- 日 読み かへ して 兒 ると •  二十 年 前の 美しい 夢で あり， 理想で 

あった ものが， 二十 年の 冷たい 經驗の 前にいた ましく も蕭條 たる 原頭に 

死屍 を 横た へ てゐ ると い ふやうな 感慨 を 抱かせる こと も ある。 しかし わ 

たくしに とりて はなつ かしい 過去で あり、 美しい 理想で ある" 恰も 庭前 

の 山 椿 地に 委して * 春 日の 暮れん とする を 眺めつ \ かく 記す。 
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され レこ くべ し 

私 は 今 1 1 つ の 道の I れ 目に 立つ てゐ る。 どこまでも 人生の 諸相に 面して 眞 正面に 强く 生きて 行かう とする 心と、 た 

だ靜 かに 寂しく 阁避 的に 人生 を 生きて 行かう とする 心と が、 可なり濃く；？4のぅちに絕ぇ間なき不安と絕？1的な影を？^5 

げかけ てゐ る。 

どこまでも 苦しみ 賞いて 强ぃ 自我 を 築き上げよう とする 自分と、 はげしぃ鬪ひを避けょぅとする^！！：分とが、 いつも 

^. の，" ちに 苦し い 矛盾 を 生み 出して ゐる。 

最初に 私の 入 生に 封す る 疑惑と して、 私の 小 ひさな 心に 泛か び 出た もの は 「何故 人間 は 生まれた か？」 r 何故 人間 は 

死な. - ければ な h ぬか？」 とい ふやうな 問題であった。 これ は 何の 円 年 も 必ず 一 度 は 通りぬ けて 一： K 一なければ ならぬ 苦 

痛な 經驗 であると 思 ふ。 

それ は 私が 十六 七歲の ころの こと であ つ た。 晚春の瀬 ぃ黄ll^::の 空氣が ひたすら旅人の 心に 淡い悲しみ を 喚び 起さ せ 

る やうな ころであった。 私は奈 良を觀 たかへ りに 大阪の 方へ 廻った ことがあった" その 時であった、 私 はた VI 人で 

港し い 旅の つれぐ に 汽車の 窓から 暮れ行く 旅路の {. ^を ながめて ゐた。 夕暮れの 色 は あたりの 森 を も 流れ を も 一 樣に 

沈靜た 灰色の { ^氣 につ 」 んでゐ た、 一 入の 農夫 は 馬 を 追 ふて 歸を 耕して ゐた。 畑の 後に は據の やうな 木立の 下に 幾つ 

かの 古い 石碑が 或は か たむ き、 或はた ふれ てゐる の が 見られた。 攛か 何 か の 枯 枝に は 五 六 羽 の dr か vi^s .G 八： としてと 

まって ゐた。 f;^ は 今にも その 折りの 寂しかった 心 を 忘れ る ことができない。 

「人 は 自分 の 墓場の 土 を 耕して ゐ るので はない か。 烏 は靜 かに 人 問の 愚か な勞 i! を兑 下し て ゐる 0 J 


私 はしば らく、 枯れ枝の 烏と、 畑 を 耕して ゐる 農夫 を 見て ゐた。 

「彼の 農夫の 幾 十代 前の 先祖た ち も、 あの 畑に 働きに 働いた U あの 畑に は 幾千 年と いふ 長い間の 人間の 努力の 汗と？^ 

とが 染み込んで ゐる。 その 入 間の 汗と 涙と から は 年々 に 色々 な 花が 咲き 靑 萁が繁 り、 やがて は 秋の 落莫 を 誘 ふて 凡て 

の ものが 墓穴の なかに 歸 つて 行く。」 

？ 5$ は 汽車が 大阪に 着く まで この やうな こと を 想へ た。 

「何故 私たち は 生まれた の だら う？ 何故 生きて ゐ るの だら う？」 

この 問題の 解決の ために 私の 小 ひさな 心 はなが いこと 苦しめられた。 哲 學も聽 いた， 宗敎 にも 走った. 文藝 とい ふ 

あうな 方面に も はいって 兑た。 

しかし この 問題 は 依然として、 もとの ま、" である。 そこに は 何の 暗示 もなければ、 希望 もない。 

私が この 問題 を 想へ 出してから 十 幾年 か經 つた。 私 は仍り もとの ま \ のおの 疑惑 をいだ いて 野の 最夫を 兒てゐ る。 

農夫 は 夜が 明ける ごとに 野に 出て 働いた。 烏 は 枯木の 枝に とまった。 曰が 暮れる ごとに 同じ 寂し い 人生の 場面 を 旅人 

の 前に 展開し つ、 彼れ 等 は 無心に して 働き、 無心に して 生きて ゐる。 その 間に 幾人の sseK が 死に、 烏が 死に、 枯木が 

伐り た ふされた。 それでも 野に は 後から後からと 同じ 型の 農夫が 現れて 働いた。 烏 も 枯木 も！ 1： じ やうな 淋しい 暗示 を 

旅人に あたへ た。 

心 正しき ものに も 心 正しから ざる ものに も 神 は 雨 を 翳ぎ 給 ふが 如く、 無心に 生き 無心に 働け る 野の 人に 對 しても、 

またはい ろくな 思想に かまけ てゐる 私自身に 對 しても 神 は 1 樣 にいの ち を あたへ 光りと 暗と を あた へ 給 ふた！ . 

私 は こ の やうな 宗敎 的な 心持ち になつ て、 人間 全 體 の 姿 を靜か に 落ち 藩 い た 氣で觀 照す る こ とが できる やうに な つ 

たこと もあった。 
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「我れ 在る が 故に 我れ 在り。」 私 はこの やうな 心 を もつ て 私自身の 生活 を觀る やうに なつ た。 こ の 現資 肯定の 心 は 非常 

に 悲しかった。 けれども 何處 かに 鐵を擎 つやうな 强ぃ饗 が ある やうに おも はれた。 

「我れ 在る が 故に 我れ 在り o」 私 は 過去と いふ もの を 顧みる 遑も なく、 また 未來 とい ふこと に對 して 想へ る こと もで き 

たくな つた。 現在の 我 を 措いて 何處 にこの 我 を 見出す ことができよう？ 

かう 1"へ て來 ると 現在の 我 ほど 尊い もの はなく、 現在の 我 ほど 眞實な もの はなくな つた。 

「我れ 在る が 故に 我れ 在り。」 私 は 幾度 か、 かう 叫んだ。 その 響は强 かった。 しかし le ら なく 继 しかった。 

こ X に 一入の 少年が ある。 かれは 誰れ を 母と して 生み出された もので あるか を 知らない。 かれは 人生と いふ 黝ぃ冷 

い 一條の 鐵路を 歩かなければ ならぬ。 ちょっと でも かれが 歩み をと どめるならば、 かれの 脈管の 血 は 死と いふ 恐ろし 

い 寒さに 冰 つてし ま はなければ ならぬ。 かれは 獨 樂が廻 S する ことによって！ \ かに 中心 を 保って ® 立して ゐる ことが 

できる やうに、 歩みに 歩む ことによ りて I ノ かに 「生きて あり」 とい ふ 意識 を もって 先き へ 先き へと 人生の 諸々 の資感 

を經驗 する ことができ るので ある。 

少年 は絕ぇ 間な き 歩行に 疲れた。 そして 立ち 停って は 想" へ た。 

「俺 は 誰れ の 子なん だら う？」 

「俺 は何處 へ 步 いて 行 くんだら う？ 」 

けれども 誰れ もがかれに 應 へる こと はでき なかった。 この 灰色の 空の 下に 冷い 鐵の道 を く 旅 入 はかれ 一 人で はな 

かった) かれは 自分の 周 園に 自分と 同じ 方向に 歩いて ゐる 無数の 旅 入 を 見出した。 S3 は涯 しもな く廣 かった。 旅人 は 

限り もな く 多かった。 世界の 涯 とい ふ涯ま でも 同じ 方向に 歩く 旅人 を もって 滿 たされて ゐ た。 かれは 薄明の 底に 無心 
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な M 兒の糧 と 笑と を發 見した。 しかし 才、 の 刹那に それ はすべ て 悠久の 無明の なかに 滅びて 行った。 若い 男 や 女た ちの 

よろこびの 呼吸が 温かな 微風と なって 少年の 頰を さすって 行った。 けれども 次 の 刹那に かれは 蒼白い 男女 の顏 と、 ^ 

い 懊惱の 吐息と を 見出した。 老人た ち は 石の やうに 靜 かに 歩いて ゐた。 きとし 生ける もの はみ な 同じ 方向に 歩いて 

ゐた. * 

「俺た ち は何處 へ 行く の だら う？」 

誰れ か 暗の 底から この やうな 絕望 的な 聾 を 放った。 そのたん びに 多くの 聲 がそれ につけて、 

「さあ、 何 處へ行 くんだら う？」 

と 叫んだ。 しばらく は 淋しい 聲が， S 洞の やうな 唁の 底に 物凄い E 響 を顫 かして ゐた。 

I はらく 

少時 死の やうな 沈默が つ e いた。  - 

「歩かない か， 歩かない か、 後から 壓 される ので 胸が くだけさう だ！」 

苦しい 幾つ もの K が 後ろの 方から 叫んだ。 

更に そのうし ろから は 後から後からと 今生 まれた ばかりの 孩兒 の聲が 聞え て來た • 

入々 はもし ちょっと でも 立ちと まって 「何 處へ行 くんだら う？」 と 想へ る やうな こと を すれば、 踏み 殺される やう 

な 目に 逢 はなければ ならな か つ た。 

今まで 歩いて ゐた 老人た ち は 何時の間にか 滅 えて ゐた。 はた、 は，； i と 時折り 鐵の 地面 を 打つ 杖の 仄かな 音が 聞え 

た。 そのたん びに その 周圜を 歩いて ゐた 人々 が 悲しい 絕 望の 難 を 絞って 泣いた。 

「誰れ か 死んだ の だ。」 

入々 は 絕望 的な 悲しみ の K を聽 くごと くにさう おもった。 そして 辦 しさう に步み をつ if けて ib つた。 
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また 或る時に そ ここ、 に はたく と 地 を 打つ 杖の 音 や、 入の 倒れる 昔が 聞え た。 人 々 は！^ り 向き もしな いで 歩いて 

行った。 

「誰れ にも 知られないで たど 一 人で 死んで 行く 孤 11 の 人 だら う。」 

少年 は この やうな 聲を聽 く こ とも あ つ た。 

「何故 みんなが こんなに 步 いて ゐ るの だら う？ 何 處へ行 くんだら う？ 何し に 行 くんだら う？ J 

少年 はかう 想 へ て は 立ち 停ら うとした。 

「步 かない か 歩かない かッ」 

5 しろ  くち 5V- たな 

後の方から 誰か 口汚く 罵った。 

少年 は 歩いた。 

少年 は 泣き出し たくな つた。 

なに 

「俺 は 何し に 歩いて るんだら う？ 何處 へ？ 誰から？」 

しかし 少年 は旣ぅ 立ちと まらなかった。 かれは 走る やうに 歩いた。 そして 幾人 も 幾人 も 周圜の 入々 を 突きの ける や 

うにして 進んで 行った。 

かれは かれの 强ぃ 若い 力に 隨 されて、 倒れて 行く 幼い もの や 老人 を 見た。 また 或る時に は 強い 若者が かれの 足に 踏 

まれた。 そして 駿に 破れた る もの.^ 苦痛 を訴 へた。 かれは そのたん びに 快い 勝利の よろこび を 感じた。 

「歩 くんだ、 i くんだ。 何. M へで も宜 い。 歩 くんだ、 歩 くんだ。 勝った の だ、 勝った の だ！」 

少年 は 冷たい 錢路の 上 を ひた 走りに 走った。  - 


0 


一條の 運命の 鐵路を 走る 少年の 心 は、 やがて 「我れ 在る が 故に 我れ 在り」 と 叫んだ 私の 心であった。 

私 はこの 寂然たる 人生に 封して f 何故に、 何處 へ？」 とい ふやうな 間 題 を 繰り返す こと はでき なくなった。 そんな 

餘裕を 持た なくなった。 

「何でも 宜ぃ、 たど ひたすらに 生命の 一路 を ひた 走りに 走れば 宜 い。」 

私 は 生活の 渦卷 のなかに 入々 と 一 緒に なって 走らない では 居れ なくなった。 ちょっと でも 立ちと まって ぼんやりし 

てゐ よう ものなら、 私の 生命 すらが 永遠に 滅ぼされなければ ならなかった。 私 は 何が なしにた 生きて ゐ たくな つた。 

無性に 生きて ゐ たくな つた。 それが 目的 もない 世界で あらう と、 何時も 悲しみ を湛 へた ^ 界 であらう と、 た V 生きて 

ゐ たかった。 iH きて ゐ たいがた めに 私 は 走った。 「我れ 在る が 故に 我れ あり。」 そして この 刹那の 我れ を 最も 眞劍に 愛 

ょぐ く 

し、 最も 眞劎に 育み 行く ことが 私の た 父 一 つの 岡 ひであった。 

現在の 刹那に あた へられて ゐる この 我れ の 内容 を-何れ ほどまで 押し ひろげて 行く ことができ るか、 また どれほど 深 

く 我れ とい ふ もの- i 姿を摑 むこと がで きる か。 私 は 自分の 隣人 を も 見まい と 思った。 そして 專念 自分 一 人の なかに 突 

きす- -んで 何もの か を 見出さう とした。 

けれども この 企ても 失敗であった。 翁に 「何故に、 何處 へ」 とい ふ 疑 を 抱いた 時、 私 はた^ 思索す る ことによ りて、 

その 解. 決が あた へられる と 思って ゐた。 そして 見事に 失敗した。 更に 「自我と は」 とい ふ 疑に 對 しても 私 は 色々 な 思 

索に よりて 何等かの 光明 を 得る ことができ ると 思って ゐた。 しかし これ も 全然 絕望 に 終 つ た " それ ならば 私たち は自 

分に ついて 何も 知る こと はで きないので あるか？ 

「さう だ、 人間 は 何も 知る こと はでき ない。 人間 はた 乂 かれが 生活す る ことによ りて、 生活の 刹那々々 を贊感 して 行 

くの みで ある。 知る とい ふこと に は 何の 價値 もない、 資感 すると ころに 生命が あり、 生活が ある。 そして 生活が 人生 
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のす ベて i- ある。 生活の ない ところに 運命 もない。 人生 もない。 時 もない。」 

私 は 哲學を 捨て、 文學を 捨て、 宗敎を 捨て >1 た V 無智なる 人間と して、 心 「il き 人間と して 生活の 巷の なかに 躍り 出 

た。 そこに 生活の 澳惱が あり、 悔恨が あり、 憎惡が あり、 絕 望が あり、 闲猿 があった。 

けれども 私 は 人生 を 呪 はう と は 思はなかった。 生く る ことから 脫れ ようと は 思はなかった。 私 は 暗い、 寂しい 人生 

の 底 を 通して 流れて ゐるー つの 光り を兑 出した。 それ は 人と 人との 心靈を 結びつく る 愛の 光りであった。 

私 は 落莫たる 人生の 晴路 にあり て、 如何に 愛の 尊き か を 知った。 愛せら る k ことの 如何に うれしき か を 知った。 愛 

する ことの 如何に カ强 きか を 知った。 

s$ は 「何故に、 何處 へ？」 との 疑惑 も 「我れ」 と はとい ふ 疑問 を も！ Q みる 遑は なかった。 そして この 刹那に 貪り 得 

らる >1 かぎりの 愛 を 護、 愛を與 ふること によりて、 刹那々々 の 生命 を實感 しょうと 努めた。 

54 は 運命 を 信じた。 生まれた こと、 生きつ X ある こと、 愛する こと、 死ぬ る ことのす ベて を 人間の 蓮 命で あると 信 

ずる。 蓮 命 は絕對 である。 個人 は 蓮 命の 一部分で あり、 蓮 命 そのもの である。 私 はか やうな 運命の 下に 生まれた こと 

を 悲しまない。 生まれた る 蓮 命に 對 して、 生きた る 運命に 對 して 感謝せ ずに は 居れない。 

何處 より 来り、 何處へ 行くべき か を 知らない、 それが 自分の 蓮 命で あっても 決して 呪 はない。 自分に 賦 へられた 生 

命の 刹那々 々に 實感 する ことので きる 生命の よろこびと かなしみと、 それが 私の 人生に あた へられた すべて や ある 時、 

； 4 は それに 對 して 感謝の 街な しに 受けと る こと はでき な い。 

もし 私たちに た r 一  椀の 食の みが 與 へられた として、 私たち は fs- に來 るべき 餓死 を 恐る > -の餘 りに、 1 椀の 食 を捨 

て&た V 死 をのみ 待つ ものが あらう か。 生命 を 貪る 入 間の 心 は、 たと へ數 日の 後に 死を豫 想し つ X も 1 椀の 食の 一粒 

1 粒 を 感謝の 淚を もって 淨 めつ .1 貧り 食 ふで あらう。 
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私 は 明日の 死を豫 想し つ x も 尙ほ今 nt の 生の 1 粒々 々 に 感謝の 淚を 一 躍ぐ 生命 實感の 乞丐で ある。 生命の 享樂 者で あ 

る。 澳惱を も 苦痛 を も 絕望を も それが 生命の 吐息に 淨 めら れ たもの であるか ぎり は 何う し て 感謝せ ずに 居れよう ぞ。 

坐 命、 刹那の 生命に 對 して 私 は 限りなき 感謝の 淚を さ- -げっ X、 その あらゆる 生命の 顯現を 受け 容れ た。 

愛 は {是 に 刹那的な 生命の 都 火で あり、 花環であった。 愛に 光 被せられ たる 世界に のみ 刹那的 資感の 世界が 現れた。 

愛 の 光り の 廣 がりに つれて 私の 刹那的 實感の 世界が 押し ひろげられて 行 つ た。 どこまで 入 を 愛する ことができる か、 

それが 現在の 生命 を 押し ひろげ 行く た t 一  つの 鍵で あり、 力であった。 

人と 人と が 相愛す る ことによ りて、 そこに 人間的な 心情の 微溫と 微光と が 生まれて 夾る。 冷たい、 暗い 人生に あり 

て、 「我れ 生きて あり」 とい ふ强ぃ 信念 を あた ふるもの は 心情と 心情との 間に 結ばれた る こ の かすかな ろ 光りと il さと 

であった。 

•  *  ,  かんが  , 0  , 

私は辦 しい 人生に ありて 愛する ことにの み 刹那々々 のい のちの 實感が あると 想へ た。 私 は 自分の 刹那の いのち を 心 

ゆく まで 貪らん がた めに 人 を 愛さなければ ならなかった。 愛せずに は 居れ なくなった。 

「兄弟よ、 お前 も 同じ 港し い 入 生の 旅 を 歩く 道 俘れ ではない か？」 

私 はかう 言って かれ 等の 手 を 固く 握らう とつと めた。 

しかし 私の この 無 經驗な 行爲は 幾度 か、 侮辱せられ、 裏切られた。 かれ 等 は 赤裸々 な 心の 弱味 や 寂しみ を さらけ出 

して 相 抱き合 ふに は餘 りに いぢけ てゐ た。 かれ 等は紳 によりて 造られた ま. 1 の 素 ま^ な 入 間ではなかった。 かれ 等 は 侮 

辱 せらる  >- こと、 裏切らる  >1 こと、 陷れら る 、ことに は餘 りに 多く 慣らされて ゐた。 

T  a ほ 

私が かれ 等に 1 と 切れの パン を與 へた 時、 かれ 等は數 日の 間餓 ゑて ゐた のであった。 それでも かれ 等 は 素直な 心で 

感謝す る こと をし なかった。 私 はた 父 かれ 等に パ ンを與 へたので あった けれども かれ 等はパ ンの 後ろに 潜む いろく 
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な 企 謀 を 想へ た。 かれ 等 は バンと 私の 顏を 等分に 見守った。 私 は 幾度 かかれ 等に パン を强 ひた。 かれ 等 は 引った くる 

やうに して 私の パ ンを 受けと つた。 

かれ 等 は その 時、 その 晴ぃ {.议 しい 隨の から 沈痛な 笑 ひの 微光 を した。 何とい ふ 淋しい 笑 ひで あらう！ 

かれ 等 は 思 ふが ま に すら 笑 ふ こと を 得しない。 

幾 代 幾 十代の 問 偽られ 褽 切られた 人 問 の 心 は その 原始的な 柔和、 信從の 性質 を 失つ てゐ る。 かれ 等の 心 は 虚偽、 見榮 

張り、 警戒、 恐怖、 殘忍 とい ふやうな 醜い 外殻に よってつ、 まれて しまった。 しかし それが 或る 場合に 愛の 光りと 温 

.C づ  す なほ 

かさと に E 醒ま された 刹那に、 かれ 等 は 硬い 冷たい 殼の 底に 少 かに^って ゐる 人間 心の 柔 かさ、 素直 さ を 見出す の で 

ある。 

それでも かれ 等の 荒び 果てた 心 はまた 直きに もとの ま 、 の 冷酷 さに かへ る。 

愛の 乞 巧！ 愛の 乞丐！ 

誰れ も かれ もが 愛の 乞丐であった。 かれ 等 は 互に 相愛 せんこと を 欲して ゐる。 愛せら れんこと を 欲し、 愛せん こと 

を 欲して ゐる。 しかも 1 入と して 眞赏に 愛しつ \ そして 眞實に 愛され 得る 人が あるか。 

ルナン は 「キリスト は 愛 以上の 愛 を もって 人々 に 愛せられた」 とい ふ。 私たち も それ を 信ずる。 しかも キリスト ほ 

ど 强く情 まれた 人が あるか。 その 宗 敵に！ g まれた る こと はもと よりと しても、 かれは 少か十 幾人の 弟子のう ちに イス 

カリオ テの ュダを 持って ゐた ではない か。 全 界を 愛し、 全 時代 を 通じて 全人 類 を 相 抱き 容れ ようとした キリスト 自 

身が 最も 悲壯な 愛の 失敗 者ではなかった か。 

乞丐 は 門の 前に 立つ。 そして 悲しげ な雜を 絞って 一 の 食 を訴 へる。 けれども かれが 一 If の 食を與 へられた 刹嗎 
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かれは 與 ふるものに 對 する 弱者の 勝利 を 感ずる。 かれは その 與 へたる 者に 對 して 感謝より はむしろ 冷笑と 侮蔑の 跟と 

を あた へ つ --門 を 去る。 入々 は 人里 を 離れた る廣 野に 乞丐の 群に 出逢 ふ ことがある であらう。 それ 等の 場合 人々 は 何 

の 恐れ もな く、 何の 偽り もな く 笑ひ與 じつ . ^かれ 等が 語って ゐ るの を資 見す る ことがある であらう。 

人々 はかれ 等 を 目し て， 惡賢 - 」 い 恩知らず の 人間 であると 想 ふで あらう。 しかし この 考へ かたは 誤って はゐ まい か。 

たと へ かれ 等が かれ 等に 食 を與 へたる 人々 を 冷笑し つ 、談り 合つ てゐ ると しても、 それ はかれ 等の 施主 を惜ん でゐる 

ので はない。 かれ 等の 無上の 感謝と よろこび とが かれ 等の 唇の 上に 表現せ ら る- - とき、 それ は 口汚き 談笑と な つ て あ 

ら はれる までの ことで ある。 餘 りに 久しく 虐げられ、 鞭打 たれた るかれ 等 は 感謝の 言葉す らも 忘れた のであった。 

私が 入 を 愛しよう と し た 時， 私 は 多く の 場合 乞丐 に 惠んだ 施主 の 港し さ と 立た しさと を |g 驗 しなければ ならな か 

つた。 私 は 幾度 か途 ふた。 「愛 は 畢竟 消極的な！^ 安に 過ぎない。」 私 はかう 想った。 そして 愛に よって 激しい 人生から 

少 かに 光りと 溫 かさと を 見出さん とする 跪 病な 自分 を 冷笑し なければ ならぬ こ とも あ つ た。 

私 は 入 を 愛した。 そして 餘 りに 多く 裏切られた。 

ー^^ぅ俺は誰れをも愛すまぃ。 誰れ にも 愛されまい。 俺 はた V 一  人で- H 分の 靜か な繁音 を聽 きながら 晴ぃ 寂しい 入 生 

を 歩いて 行かう！」 

私 は 幾度 か 決心した。 非常に 琳 しい 孤 11 の 悲し さが 腹？ どん： からこみ 上げて 來 た。 それでも 私 は 自分 を 叱した。 

そしてた 父 1 人で 强く 生く る こと を 欲した。 

「全^尹^！をっ --む 愛に 生く る ことができないならば、 全世界 を 憎む 巨人と なれ OJ 

私 はこの やうな 生活の 標語 を か \ けて 立った。 すべての 人々 を 呪へ、 憎め、 虐げよ！ 

私 は 振り かへ つて； Q: た。 そして そこに 私の 憎み と^ひの 鞭に 打ちた ふされた 人々 を兑 た。 それ は みんな 自分より 弱 


い 若い 入々 のみであった。 かれ 等 は みんな 眞 面目な、 しかし 弱い 心の 人々 であった、 かれ 等 は 私に 何 i= かの 力 を もと 

めに 來 たのであった。 J?J は それ 等の 入々 を絕 望の 底に 弒 落しつ. -、 ひたすらに 憎惡の 寂しい 生活 を经 つた。 或る 者 は 

旣ぅ 私の 周圜 から 見られ なくなった。 かれ 等 は どこか また 慰めの 光り を もとめつ、 さ迷 ふて ゐ るので あらう。 或る 者 

は 自殺した。 

私 は 迷 ふた、 愛する ことの 如何に 難く、 そして 憎む ことの 如何に 苦しき か を 知った 時に。 同時に 私 は 自分の 力が、 

愛の 場合に ありても、 憎みの 場合に ありても 如何に 弱き か を 歎じた。 私に は 愛する こと も、 憎む こと も 或る 場合に は 

問題で なくなった、 た r 私が 要求して ゐる もの は 力であった。 愛の 力であった、 憎みの 力であった。 

全人 類 を 抱き 容れる 力、 全人 類を敲 とする 力、 それ を 私 は 要求して ゐ たのであった。 愛憎 を 超越した 力、 それ を 私 

は 要求して ゐた。 

「强く なれ、 力強く なれ、 そして 一 歩 高く 人々 のレ" ヹ ルの 上に. P て。」 

徴溫湯 的な 入 類の 愛、 それが 何で あらう！ 徴溫湯 的な 人類の 惜、 それが 何で あらう！ 

悲壯 なる 超人の 淚！ 眞 個に 超人の 涙 を 掬む ことので きる もの は、 善人で なければ ならぬ。 

悲壯 なる エゴイストの 淚！ 眞 個に エゴイストの 涙 を 掬む ことので きる もの は、 善人で なければ ならぬ。 殺人者の 

涙、 暴君の 涙、 專制 者の 淚、 それ を 掬む もの は 善人で なければ ならぬ。 

どこに 悪 入の ェ ゴィ ストが あらう？ どこに 惡 人の 異. 君が あらう？ 

けれども ェ ゴィ スト は どこまでも ェ ゴ ィ ストで ある。 專制者 は どこまでも 專制 者で ある。 私たち は エゴ ィ スト や 殺 

入 者に も 同情す る。 けれども 不善 は どこまでも 不善で ある" 

鞭打 たれた る 弱き者よ、 お前 は エゴイスト になって はならぬ。 お前 は 鞭打た る.^ 鞭の 一つく を 淚 もて 感謝せ よ。 
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そして 善人と w れ、 强き 者と なれ。 

弱き 善人 は ェ ゴィ ストと なる" 强き 善人の みが 眞實の 愛 を 見出す ことができる" 

强く なれ、 强く なれ、 どこまでも 强く なれ。 女々 しい 愛憎の 觀念を 捨てよ。 どこまでも 强く なれ。 

憒 むこと も强く あれ， 愛する こと も强く あれ、 どこまでも 生きよ。 刹郵の 生命に 生きよ。 强く 生きよ。 

お前の 悲しみ を 入に 語って はならぬ" 靜 かにくお 前の 悲しみ を 食 ひしば りつ. - 悲しみが 與 ふる 雄々 しき 人生の 悲 

壯を珠 へ。 

私たち は 笑 はんがた めに 生きて ゐ るので はない。 私たち は 人の 悲しみ を 掬まん がた めに、 自己の 悲しみ を^ は X ん 

がた めに 生きて ゐ るので はない か。 

悲しめ ど 悲しめ ど 感謝 を 忘れて はならぬ。 鞭打た るれ ど 鞭打た るれ ど 刹那 の 生命 に 對す る 敬虔の 心 を 忘れ て はなら 

ぬ" 

悲しみつ.^ も 歩め、 鞭打た るれ ど步 め、 ひたすらに 歩め。 それが 悲壯な 人間の 蓮 命で ある。 

鞭打た る.^ の 苦痛 は 生ける もの.^ 持てる たや 一 つの 悲しき 特權 である。 

淚を もて 悲しき 生命の 步みを 感謝せ よ。 

愛 は 力で ある。 けれども 力 はまた 愛で ある。 愛な き 力 は 凡人の 善で ある。 裏切られて エゴイスト となる もの は 力 弱 

き 愛の 寶 行者で ある。 入 を 愛せん とならば カ强き 愛の 實 行者と なれ。 裏切らる れど訴 へず、 僞 はら るれ ど 怒らず、 更 

に 深い 人間愛 を 生きん とする 心の 人と なれ。 カ强き 愛の 實 行者！ 私 は 自ら を 鞭打ちつ、 然か あらん こと を 祈る。 

され ど、 され ど 小 ひさき、 弱き 愛 を 叫ぶ 者よ、 私 は 自ら を 顧みて 前 程の 遠き を 憶 ふ。 


日の 暮る X こと は 早い。 永劫 の 5 ち か ら少 かに あた へ ら れた {sg 空 後の た 父 この 刹那の 生命の 機 會をも 私 は 失 は ん 

として ゐる ではない か。 

私 は 何時まで 力 r.1 き 者と して 扉の 前に ネん でゐ るので あ ら う ？ 
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秋 は 尊い 夢 だ 

立秋と いふ 言 紫 はなつ かしい 言葉で ある。 一 昨年 は 立秋の 日ち やう ど 仙 石 原 を 歩いて ゐた。 去年 は 信 濃の 高原に ゐ 

た。 今年 は 立秋の 日 は 富士を 下りて )1 ケ原を 横切って 御殿場に 出た。 

亡友 T が中學 時代に 笛 を 失って 少年ら しい 感傷に 打 たれた 仙 石 原の萆 の 中 を 歩きながら、 わたくし は 白雲の 影に 動 

く 秋 を 感じた。 T が 仙 石 原の 草の 中に しゃがんで なほ 笛 を さがして ゐる やうな 氣さ へした。 

須 走から 四 里ば かりの^ ケ 原の 草を橫 切って 御殿場に 出た いと 考 へたの も、 かって T が瀧ケ 原の ま 舍に悶 々の 日 を 

過した こと を 思 ひ 出した からであった。 

偶然に も T を 思 ひつ >1 立秋の 日 わたくし は- 髓ケ原 を 横切った。 須 走から 御殿場まで は iE 動 車が 通って ゐる。 だけど 

わたくし はわ ざと 馬に 乘 つて 瀧 ケ原を 横切る ことにした。 かって T が 歩いた であらう 顏ケ 原の 草の 中 を わたくし も 亦 

歩一歩た どりたかった からで ある。 山に は S 鳥が 啼 いて ゐた。 据 野に は 虎杖の 葉が 紅葉して ゐた。 馬の 背 を 濡らす ほ 

どに 小雨が 降って 來 たりした。 

111 十？ 3 で 死んだ To 1 生 はまった く 夢に 生きる もの 、しい 生涯であった。 かれは あまりに 美しい 心 を 持って ゐた 

が ゆ ゑに、 あまりに 醜い 人生に 生きる に耐 へなかった。 

小雨 は 裾野 をつ . ^んで しまった。 馬上 わたくし は 幾度 か 懸巢の » を聽 いた】 「秋 だな！」 とい ふ 感じが しみぐ とわ 

い て 来た。 同時に かつ て孤獨 なる 影 を 見守り つ. 1 同 じ 裾野の 草の 中 を 歩 い た であら 5  T の 姿が。 
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人 を 思 ふことの 强 ければ 强き ほど 神 を 思 ふ 心も强 い。 一 切の ものに 對 して 無 關 心で をれ ない 若い 日 ほど 眞劎 になつ 

て 人 を 思 ひ、 神 を 思 ふ。 若き 入々 の IH はめぐ まれて ゐる。 無關 心と いふ こと は 地獄で ある。 人は老 ゆるに つれて 步ー 

歩 地獄に 近づく。 命な がしと いふ こと はたいて いの 人に とりて 醜い 入 生 を 生きる ことになる。 

a ミオと ジ ユリ エツ 卜の 愛情 はァ シシの フラン シ スの 愛の 形を更 へ たもの であるに 過ぎない。 世 を 捨てた 高儈 たち 

が 秋の 心 を 感ずる としたら、 a ミオ も 亦 それに も 劣らぬ ほどの 秋の 心 を 感ずる ことができた であらう。 

美 こそ 眞 なれと いった シェ リイ や キイ ツー 派の 詩 入た ちの 言葉 はうな づ かれる。 美 を わすれた 人た ち、 美に 對 して 

關心を 失った 入た ちの 魂 はすで に 地獄に 墮 ちて ゐ る。 

秋風が 吹 い て來 た。 若 い 入た ちの 魂 は 機 林の す \ り 泣き を 感じる であらう。 秋の す \ り 泣き を 感ずれば こそ 若 い 人 

入の 生活に は 救 ひが あるの だ。 若い 入々 はめぐ まれて ゐ るの だ。 若い 入々 の 心 は 神に 近い。 わたくし は 長く 生きん こ 

と を 欲しない。 た 父 美しき 心 を 見ん こと を 欲する。 

けさ は 渡り鳥の 聲を聽 いた。 

渡り鳥の 聲は朗 かで あるが、 わびしい ものである。 渡り鳥の 聲は 天心に 澄み、 大地の 涯に滅 ゆる。 

秋の 山の 木の 實は たいてい は 珊瑚の やうに 眞紅 である。 山に はもう 初雪が 降って ゐる。 渡り鳥の 群 は 夜明け 方の 

を 鳴きつ \ 秋の 山 を かすめて は眞 紅の 木の 實 をつ いばむ。 Ml は璧 よりも 靑く 磨き上げられて ゐる。 

あたくし の 家の 前に も 一本の 深山 櫻が あった。 そして 枝 もた わ- -に K 紅な 木の 實を つけて ゐた。 霧の 深い 朝で あつ 

た。 渡り鳥の 群が 鳴き つれて 訪ねて 來 たかと 思 ふ 間もなく 木の 實は大 かたつ いばまれ てし まった。 

いつも は 村の 入た ちが 藥用 にす るの だとい つて 嫁ぎに 來 るので あるが、 今年 は 村の 入た ちに さきんじて 渡り鳥の 群 

がつ いばんで しまった。 救 はれた やうな 氣 がした U わたくし は 人間より は 渡り鳥 を 愛する。 


渡り鳥の 群に つれて 上 州の 山の 牧場の 馬 や 牛が 信 濃の 村の 方へ 連れられて 歸 つて ゆく。 

仔 を つれた 母 馬が 後から後からと わたくしの 家の 前 を 通りす ぎて ゆく。 仔 馬 は 道草 を 食って は 母 馬に はぐれて 鳴き 

ながら 草の 中 を 飛んで ゆく。 

やがて 秋の 馬市が 立ち、 仔 馬 は 母 馬から 離されて 賢ら れる。 秋ら しい 悲しみで ある。 いつも 上 州から 山 を 越えて 繭 

を 積んで 來た 牝馬 は 可憐な 仔 馬 を 連れて ゐた。 その後 わたくし は その 牝馬が さみし さう に 山 を 越えて 來 るの を 見た) 

もう 仔 馬はゐ なかった。 

秋 は 母 馬の 上に も 悲しい B を もたらす。 

木槿 は 秋 を 思 はせ る 花 だ。 

宇津谷 峙を越 ゆる 日 も わたくし は 木 観 を 見た。 大 井川の ほとりに も 木 s が 咲いて ゐた U 小夜 中. W の ほとりで も 木 僅 

を 見た。 木 謹 は； 1? の 心 を 旅人の 腸に しみ- 5,\> と 感じさせる ために か 何處の 道ば たに も^いて ゐる。 馬に 食 はる、 f:^ ば 

たの 木槿に も 秋の 悲劇 は ある。 

あるかな しかの 秋の わびし さ を 見の がさなかった 芭 ii の 心 は いかにも 尊く いかにも こまやか である。 

「馬方 は 知ら じ 時雨の 大 井川」 と 芭蕉 はうた つたが たいていの 人 は 時雨の 深さ、 寂し さ、 靜 けさ、 幽さ を 感じない。 

道ば たの 木 饉 に 魂 を惹き つけら る& ほどの 旅人でなくて は 時雨の 味 も 感じえぬ であらう。 

秋に なれば 一 切の 自然が 尊く せらる \。 わたくしたちの 心境が 秋の { 仝の ごとく 硏ぎ 澄まさる、 爲 めか、 そこに 取り 

容れら れるー 切 は 魂の 底に 傲 する。 それ は 秋の 日の ごとく 弱く は あるが 何處 まで も 浸透す る 力 を もって ゐる。 わたく 

したち の 心の 隅々 まで も 忍び入る ほどの こまやか さ を もって ゐる。 
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こほろぎの^^ …； そこに も あるかな しかの 秋の S が ある。 世 を 牛： きに 生きて 靜 かな 死 を 待つ もの .1 難がある。 ^ひ 

に 逸って、 諦め 切った もの- - 難がある。 

武 ii 野 の 草の 中に 立 つ て こ ほろ ぎ を ii  く 時 恐ら く 若い 人た ち は 地に 突つ 臥して す X り 泣く ほ ど の 秋 を 感ずる であら 

生きて あれば こそ だ。 秋に 生きて あれば こそ だ。 

夢に 生きる とい ふこと は ありがた いこと だ。 

^覚 人生 は 夢の 連錤 ではな い か。 魂 を 打ち込んで 夢の 中に &言」 る こ とが fl^li でも あり， 詩で も ある。 

こ ほろ ぎの も 夢で はない か。 魂に しみ 入る ほどの 夢の 聲 ではない か。 

木 S の 花 も 秋の 夢で はない か。 一 切ケ 忘れて 道ば たの 木 籠に； t 仏の 夢 を 感ずべき である。 

根 岸の 路次 裏に 住んで ゐた ころ の 秋 を 懐 ふ。 七八戶 の 日 あたりの 惡ぃ路 次 裏で あ つ た。 だけど 秋に なれば 木槿の 花 

も 咲き、 靑ぃ {r^ も 見えた。 

その 木摄の 下に は 若い 女た ちが 黑ぃ髮 をく しけ づ つて ゐる こと もあった。 たいてい は 世 を 狭く 暮す ョ蔭 者であった。 

或る 女 は 男から 感染した 肺 E のために 死ぬ ばかりに 錢 へて みた。 二三 曰罱 きに 藥罎を 抱へ て は 路次を 出て 行った。 疲 

れ たかして か へって 來ては 木 観の 下で 憩 ふて ゐた。 

木 を んで親 獄に经 られた 男の 家で は 六つになる 男の子が 急病で 死んだ。 白 布に つ \ まれた 小さな 柩が 木槿の 下に 

積た へられて あった。 

秋 は 夢な の だ。 T が，： m 殺 をした こと も、 黑ぃ 隠の 女た ちが 路 次の 木 極の 下に 立って ゐ たこと も。 


こ ほろ ぎが 鳴く。 わたくしの 胸 は 疼く。 わたくし はま だ 美しい 夢 を 持って ゐる こと を 神に 感謝す る。 

秋の^！^原を歩む時ゎたくしの心はなほ入を思ふ。 人 を 思 ふことの 苦し さに 白雲 を 眺め、 遠山に 吐息す る 

だけど わたくし は 入 を 思 ふ 心 を 感謝す る。 生きて あると いふ こと は、 入 を 思へば こそで はない か。 

靜 かな 秋 だ。 死よりも 靜 かな 秋 だ。  一 

若い 人々 の 胸の 脈搏の 一 つく を 地に 1i ずる ほどの 靜 かな 秋 だ。 

渡り鳥 はけさ も {-^ を かすめて 南へ くと 飛んで 行く。 

わたしの 魂 は 秋の 草原 を 分けて ゆく。 

微風の ごとく。  - 

思 ひ 出の 人 を 思 ひつ- -。  . 

秋 は 尊い 夢 だ，' 


今年 は 伊豆 もい つ になく S が 多い。 春に なっても まだ 梅の 香 を つ、 んで 雪が 降って ゐる。 

雪の 晴れ間 を 見て 修善 寺から 狩 野 川に 沿 ふて 下田 街道 を 天 城の 方へ 步 いた。 川の 岸に 數 人の 僧侶と 村の 入た ちが 雪 

の 中に 黑く かたまって ゐる。 塔婆 を 建て 香 を 焚いて 經を 上げて ゐる。 

去年の 秋の 地震に そこの 河に 流されて 死んだ 人々 の 供養 を營 んでゐ るので あらう。 

かって 榑が 咲き、 梅が ほころび、 水仙の 花が^い て ゐた狩 野 川 沿 ひの 桃源郷！ そこに も 夢想 だに しなかった 恐ろ 

しい 天災が わいて 来たので あった。 

大平を 過ぎる ころす でに 梶 山の 大山 崩れの 痕が {-51 から わたしたちの 上に 押し かぶ さって 来る ほどに 高く 黝ぃ 山の 腸 

を 見せて ゐた。 いつも 天 城に 雪が つもる、 間もなく 梶山 にも if がつ もる といった ほどの 高い 梶山は その いた きから 

二つに 裂かれて ゐる。 

わたしたち は 狩 野 川 を わたって 雪の 中 を 五六 丁 も 歩いて 三 軒の 晨 家と 十五 入の 生命が 埋められて しまった 大 崩れの 

上に 立った。 馬 も 家畜 もま だ 入と ともに 赤土の 下に 眠って ゐる。 十日 餘も 地の 下から 煙が 立って ゐ たとい ふこと であ 

る 0 

土の 下で 家 は 燃えた ので あらう。 

五 六 基 の 塔婆が 雪の 中に 突き刺され て あり、 水 や 掬んだ 茶碗 に は 11! がつ もって ゐた。 

若い 尼さん が 雪の 中に しゃがんで 拜 んでゐ た。 同行の 女た ち は それ を 見た ばかりで 泣いて ゐた。 半分 埋められた 農, 


家の 庭に は 紅い 椿が 咲いて ゐ た。 

錄 土に まみれて 古い バスケットが 雪の 中に 捨てられ てあつた。 

高等 小學 一年の 讀 本と、 算術の ノ， ト がその 中から 出て 來た。 少年 は 今 わたしたちが 立って ゐる 土の 下に 永遠に 眠 

つて ゐ るので ある。 

わたしたちが 歸 つて 來る道 のほとりに は 獲った ま， 1 の稻が 雪に 埋もれて ゐた。 地震に 全滅した 人た ちの 稻に ちが ひ 

ない。 

かれ 等 は 秋の 收 iS を 田に 積んだ ま & 死んだ のであった。 

地震の 前の 曰 偶然に も 兄弟 一一 一入が 梶 山に 集って 酒を飮 み、 たまく 盃 がー つだった ので、 

「これ は 生き別れの KM 見たい だ」 

といつ て 山 を 下 つたと い ふ 話も聽 いた。 


山 

メ レジュ コゥ ス キイと 人間 神 

强ぃ 人間と 弱い 人間、 或 ひ は 頭の 人間と 心の 入 間と いふ やうに、 とも すれば 人の 性格 を はっきりと 決めて しま はう 

集 とする のが、 私たちの 批判の 一 つの 特性で ある やうに 思 はれる。 が、 際に はな かく 人間 はそんな に雜作 もな く S 

別す る ことができる もので はない。 

メ レジュ コ ウス キイが 取り扱った 種々 な 人格、 たと へば トルストイ、 レオ ナ アド っタ. ギン チ、 ビ 1 タ 1 大帝、 ジュ 

リ アン、 マァ カス. ァ ウレ リアスと いふ やうな 俘 入 は、 何時も 全々 相剋した やうな 二つの 性格 を 一身の うちにつ、 んで 

ゐる ものであった。 

メ レジュ コ ウス キイの 錢ぃ 解剖 刀 は、 何時も これ 等の 偉大なる 性格の なかに 含まれて ゐる 矛盾 性 をば 切り開く こと 

によりて そのな かから^り なき 人 問 性 を^み 出さう と 努めて ゐる。 

偽りな き 人 問 性- それ を 掴み出す ことが かれの 努力の すべ て あって、 その 僞 りなき 人間性に 頗從 して 生きて 行 

くと いふ ことが かれの 生活の 理想で ある やうに 思 はれる。 

僞 りなき 人間性と は 何で あるか。 これが 第一に 闡 明せられ なければ ならぬ 間 題で ある。 婆兒の 心、 i!E 然 のま >f の 心、 

それが m りなき 人間性の あら はれで ある。 トルストイ 論の なかに かれが 語って ゐる トルストイの 幼年期の 心、 それが 

偽りな き 人間性の あら はれで ある。 

3 トルストイが 幼年の ころ 父 や 姉妹た ちと 一緒に 馬 草に 梨って 郊外に 出かけた" 恰度 春の 盛りであった。 そこに は S 

4 を帶 びた か 日に IS いて ゐた。 幼年の トルストイ は 自分の 顏をば 櫻の なかに 突つ こんで 無性に よろこんだ。 それだけ 
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では まだ 飽き 足らなかった と 見えて、 かれは 露に濡れた 櫻の 花 を 手 折って 行って、 馬車の なかに ゐた 姉妹た ちの 頭の 

上で、 花 を 散らして 父に 叱られた ことがあった。 

メ レジュ コ ウス キイ は トルストイが 何故 晚年 にいた るまで、 その 幼年の m の 無 邪 氣な心 を 持ちつ r けて ゐ なかった 

かとい ふので ある。 

無論 トルストイ 自身 も晚 年に 行く につれ て 益々 原始的な キリスト 敎徒 となり、 かれ 自 「si ー兒の 如く なれ」 と 言つ 

てゐ るので あるが、 メ レジュ コ ウス キイが 考 へ てゐる 嬰兒の 生活 は、 殆んど 無批判 的な 境にまで 達し 得た 簡 H^iH 活で 

ある。  - 

メ レジュ コ ウス キイの ライフから 考 へて 見る と、 かれは 最初 極 な y 布， 隙 思想の 崇拜 者であった らしい。 この 勡に於 

いて 自然-一 ィ チェな ど、 相 通ず ると ころが ある。 メ レジュ コ ウス キイ iE 身の いふ 人間 神 は 要するに ユイ チェが 唱 へた 

超人に 外ならぬ。 かれの 三部作 『先 II 者』、 『背教者 ジュリア ン』、 『ビ ー タ ー と ァレキ シス』 に 現 はされ てゐる 主人公 は 

15?臉入 が 理想と した 天才で あり、 ニイ チェの 超人で あり、 メ レジュ コ ウス キイの 人間 神 を 代 f おする ものである。 

-ーィ チェ は 希 臘入を 評して 「悲劇的 神秘的の 民族」 であると 言った。 ニイ チェに とりて は あらゆる 超 入の？ 景には 

神秘的な 悲劇の 影が 潜んで ゐた。 この 點に 於いても メ レジュ コ ウス キイ は-一 ィ チェと 相通 じたと ころが ある。 メ レジ 

ュコ ウス キイが 取り扱った 入 間 神の 大きな 專 業の 背 量に は、 いつも 止みが たき 大 悲劇が 描かれて ゐる。 しかも 彼等 入 

間 神 はこれ 等の 悲劇に 打ち勝つ ことによ りて、 人間が 爲し能 ふかぎ りの 大事 菜 を 成就しょう として ゐる。 

かれの 三部作 を 通じて 琉れ てゐる 根本 思想 は 超人 或 ひ は 人間 神の 「悲劇的 神？^ の 讚美」 である。 天才 歎美、 偉大なる 

人間 力の 歎" 强ぃ 意志の 歎」 T そ れが , レジュ コ ウス ィの 三部作に あら はされ た 主なる： 想で ある やうに 思 はれ 


山 

椿 

さ IV- 


0 

1 


る。 

であるから、 三部作の みに ついて 考 へた r けで はメ レジ ュコ ウス キイ は- 1 ィ チェ と 殆んど 相似た もの 11 やうに も 思 

はれる。 「嬰兒 の 如く あれ」 と 希望す るメ レジュ コ ウス キイと、 然 相剋した る もの \ やうに ffl? 像せられ る。 

卽 ちかれ の 作物な り、 評論な り を 通じて、 私たち は 何時も 全然 矛盾した やうな 人間 神の 歎美と、 嬰兒の 如くな らん 

とする 心と が 互 ひち が ひに 結び 合つ てゐ るの を 見出す ことができる。 

この 相剋 矛盾した 二つの 思想 をば 如何に 調和せ しむべき か、 それが かれの 第 1 の 要求で ある やうに 思 はれる。 

かれの 說 によれば 近代の a シャに は 二つの 偉大な 思想界の 柱が あった。 一は トルストイで、 他の 一は ドス トイ エフ 

ス キイで ある。 そして 前者 は 靄の 柱で あり、 後者 は 肉の 柱で ある。 一は 神の 柱で あり、 一は 入 間の 柱で ある。 この 二 

つの 柱 をば 結びつけて ァ， チを挤 へた 時 始めて 完全な 人生の 門が 生れて 來る。 その 門の 奥の 殿堂に 祀ら るべき もの は 

嬰兒の 心で ある。 

入 間と 神との 調和！ 少く とも かれは この 境 を 目 あてに 進んで 行って ゐ るので はない かと 思 はれる。 

先づ 初めに どこまでも 入 間の 力、 人間の 偉大 さ を 歎美す る-一 イチ ェ 風な メ レジュ コ ウス キイから 考 へて 見よう。 

背 敎者ジ ユリアン のなかに かれは 次の やうな 言葉 を 語つ てゐ る。 

「謙 遊、 柔和。 …… かれ 等 は隐病 だから 敵 を 免す の だ。 ：… 憐ん ではならぬ。 愛して はならぬ。 免して はならぬ。 起 

て、 そしてす ベての ものに 勝て，  禁制の 木の 資を 喰へ。 悔 ゆるな！ お前 は タイ タンに なれ …… 祌に 反抗した 天 

使と なれ。」 

また かれは ダ. ギン チのロ を 通して 「善 惡 の 智慧の 木の 實を食 へ ば 人間 自身が 神の や， つになる」 と 言 はせ てゐ る。 


かれは また ビ， タ， をして 「予は 新しき 民族 を 創造すべし」 と 言 はせ てゐ る。 

メ レジュ コ ウス キイが 描いて ゐる 偉人 は、 何時も かれ 自身が 天才で ある こと を 信じ、 絕對の 人間 力 を 表現 せんとす 

る ものである。 

無論 かれは 神の 存在 を 認めて ゐる。 けれども その 神 は 人間の 力 を 借りて 後 始めて 表現 せらる.^ ものである。 例へば 

奠有は 神 そのもの である。 けれども それ は 人間の 力 を 加 へられる ことによ りて 始めて 新しい 創造と して 現 はれる ので 

ある。 

アポ の 神 は 久しい 間フ a レンスの 郊外に 埋められ てあつた。 久しい 間 人々 は その 力と 賢 さの 表象 を 見る ことが 

できなかった。 文藝 復興 期の 入々 の 手に よりて 再び 掘り出され たる^ ァボ 口 ー は 始めて その 力と その 賢 さと を 再び 

表現す る ことができた。 

雪に 鐡 された B シ ャの廣 野に は アポロ， の 神 は 認められて ゐ なかった。 ビ， タ ー の 手に よって, はれ、 荷造り せら 

れ、 温い 南方の 伊太利から 雪の 國に蓮 ばれた 時、 始めて 北方の 世界に は アポロ-が 生れた。 智慧が 生れ、 美が 生れ、 

力が 生れた。 

神の 顯現は 何時も 天才の 偉大なる 人間 力 を 借らなければ ならぬ。 

私たち は 『先驅 者』 の 中に 於いて、 窓に 凭り か X つて、 遠くに 流れて ゐる 二流の 運河 を 見つめて ゐるダ ヰ ンチを 見 

出す ことができる。 かれの 顔に は 得意の 微笑が 湛 へられて ゐる。 

その ニ琉の 運河の 一 つ は ダ. ギン チ自 身の 數理的 天才から 計畫 せられて、 新たに 開鑿せられ たもので あった。 かれは 

自然の 神の 手に よりて #3 られた 運河と、 かれ 自身の 力に よりて 造られた 運河と を 見比べ て兑 た。 かれは 神の 力に 比較 

して、 かれ 自身の 力が 少しも 劣って ゐな いこと を發 見した。 かれは その 刹那に 「我 は 神に 等し」 とい ふ 考へを 持つ こ 


とがで きた。 

紳は蓠 物 を 動かす ところの 原 である。 かれ も 亦 蓮 河 を 切り 開 くこと によって 長 琉に 無限の！ i 動を賦 へ た。 「俺 は 

Prime  Mover である」 とい ふ觀 念が かれの 頭に 泛んだ 時、 かれは 徵 笑まざる 1.1#な かった。 

神が 所有せ る 力 は、 入 間 も 亦 所有す る ことができる。 天才 はやが て 神 IE 身と ならなければ なられ。 …… ダつ牛 ンチの 

考へ はこれ であった。 

或る 夏の 夕暮れ、 一羽の 燕 はかれの 庭に 落ちた。 かれは その 燕の 天 fa 絨の やうな 翅を 撫で \ゃ つた。 かれはい たは 

りつ. -1 やがて 燕 を 空 に 放って やつ た。 燕 は {& 高く 翔 つ て 行 つ た。 

「入 間 は 何故に 翅を 持つ こと はでき ぬか？」 

ダ つ ヰンチ はかう 思 つ た。 かれが 飛行機の 發 明に 苦心 した の も维竟^sのカを、 かれ 自身に 所有した い から であ つ た。 

昔ブ 口 メシ ウス は 天の 炎 を 窓 つて 下界に 持って来 たと 傳 へられて ゐる。 ダつ 牛ンチ も、 ビ 1 タ， も 神の カを簿 はん と 

する ブ 口 メシ ウスであった。 

ダっヰ ンチが 人間の 智慧 を もって、 神 の 智慧と 競 はんとし たのに 對 して、 ジ ユリアン や ビ，' タ 1 は 人間の 力 を もって 

神の 力と 爭は うとして ゐる。 

キリストの 敎會堂を^^！-し て、 アポロ ー の 神殿 を 建て たの はジ ユリアンであった。 朱 開の 口 シ ャ 民衆 を 願つ て 1^^代 

文明の 世界に 追 ひたて たの はビ ー タ ー であった。 かれは 大きな 鐵 鎚 を もって n シャの 大地 を擊 つた。 そして 眠れる ス 

ラ ヴ 民族 を K さました のであった。 

メ レジュ コ i: ス キイが 描いた 人間 神 は、 入 間の 智慧と 力と によりて m- と 比べら る气. へき 偉大なる 天才であった。 入 

間 力の 絕 IS な あら はれ こそ メ レジュ コゥ ス キイが 求めて ゐる ところの 天才で ある。 
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次に 私たち はかれが 描く 人間 神の 生活の 一 つの 特色と して、 その 悲劇的 背且 チズ 見の がして はならぬ。 メ レジュ コゥ 

ス キ ィが 見た 人 問 神 は 何時も 民衆の 無理解の うちに 悲劇的な り を 告げて ゐる。 

ニイ チェが 天才と 奴 1；1 と を 1R 別した やうに、 かれ も 亦 人間 神と 無智な 民衆と を^ 別して ゐる。 そして かれが 描く 民 

衆 は 無智で 利己的で lis 的で ある。 りに 深い 智讀を 持ち、 力 を 持った 入問祌 は 何時も これ 等の 利己的な、 ^信 的な 

民衆に よりて 悲劇的 生活 を经ら なければ ならない。 

ジュリア ン は羅 馬の 市民に できるだけ 幸福な 生活 を與 へ んが爲 めに、 ァ ボ 口 ，の を 築 ざ、 浴場 を 公開し、 轄贫院 

を 建てた。 けれども 理解な き キリスト 敎徒 はかれ を 目して 異端視し、 敵視した。 或る キリスト教徒 は 終に かれの アポ 

口， の 殿堂 を燒 いた。 ジ ュ リア ンは愛に協ふぁらゅ^C善き事をK行した。 しかしながら かれは キリスト教徒 でない と 

いふ 一事の ために、 人類の 敵で あるかの やうに 思 はれた。 かれ ほど 敵 を あはれ み、 入 を あはれん だものはなかった。 

かれ ほど また 自然の 犬なる 祌 に對 して 謙虚な 心 を 以て 祈った ものはなかった。 かれは 征 の陣營 中に ありても、 夜 

更 くるまで 天幕の 下で i: 想し、 讀甯 した。 けれども かれは キリスト を拜 せぬ とい ふ， 形式的な 一事の ために 入 民に 呪 は 

れた。 かれは これ 等の 無智な 民衆の 心を惹 きつける 手段の ために ペルシャに 對 して 遠征 軍 を 起した。 しかも かれはべ 

ルシャ の 陣管 中に 朝日 を 眺め つ .1 死んだ。 無智に し て 利己的なる 民衆 は この 偉大なる かれ 等の 恩人 をす ら國 外に 死な 

しめたの であった。 

ダ •* ヰ ンチの ライフ も 亦 悲劇に 充 ちて ゐた。 かれの 化學 研究 は 魔法の 術と して 入々 に 恐れられた。 たまく かれの 化 

學 上の 知識が 利用 せらる、 ことがあれば、 それ は 腹 will きィル *モ 口の やうな 人間に よりて 惡 用せられ、 却って ダ， ギン 

チの 恩人 を 殺す 手段と なされた のであった。 かれの 天才 も亦哥  1 間に は 絵り 認められなかった。 機 1? の 力 を 以て 動く 虎 

を 造り上げて 宴會の 席上で 喝采せられ たとい ふかれ は、 1 種の 香具師 以上に は 認められて ゐ なかった のであった。 不 


朽の 傑作 『モン ナ. リザ』 の 作者が、 香具師と して 賞讃 せられた とい ふこと は 何とい ふ 悲しい 皮肉で あらう。 

かれ を 尊敬して 「私 は 先 牛； の 靴紐 を 結ぶ にも 足りません」 と 言った 少年 ラファエル は、 今や 全 伊太利の 賞讃を 一身 

に擔 つて、 王侯の やうな 馬車 を驅 つて、 從 者に. 取り 園 まれつ. 1 橋の 上 を 通り か \ つた。 しかも ラファエルと 同乘 して 

ゐた男 は、 嘗て ダ. ギン チの 弟子と して ダ. ギン チを 裏切った ものであった。 ダ. ギン チは 少年 フランチ エス コ と 二 入 

で その美々 しい ラフ ァェ ルの 一行 を見经 つて ゐた。 かれは 社會 にも、 弟子た ちに も 捨てられた のであった。 

ァ ル ブスの 雪 を 蹴って 少年 フランチ ェ ス コに援 けられつ 迹げる やうに 國境を 越えて 行った ダ. ギン チの 背に は、 偉 

犬なる 人間 神が 擔 はねば ならぬ あらゆる 孤 11 と絕 望の 影が 動いて ゐ た。 更に かれの 背に はかれに とりて 忘れが たき モ 

ンナ. リザの 肖像 畫が 携 へられて あった こと を考 へる と、 一 層 老年 期 の ダつヰ ンチの 悲慘な 生活が 想像 せられる d 

更に ビ ー タ ー 大帝の 運命 も 偉人が 常に^ 驗 せなければ ならぬ 孤 11 と 誤解と を 免れな か つ た。 かれは 七十 門の 火砲 を 

持った 二十 隻の 艦隊 を 作って バル チック 侮に 浮かべた。 かれの 血 は 燃えた。 けれども かれは 「予は 一入の 助手 を も 持 

たない」 とい ふ 歎聲を 漏らさねば ならぬ ほど 孤獨 であった。 かれはた ど 一入の 子 ァレキ シスに すら 「神 か惡魔 か」 と 

疑 はれ、 反抗せられ なければ ならなかった。 かれは かれの 一 生 を 費して 建設した 大帝 國を讓 らうと して ゐた 自分の 1 

入 子 ァレキ シス を 軍法 會議に 間 ふて、 自ら 手 を 下して 撲殺し なければ ならなかった。 

「俺 は 何時でも 孤 11 だ」 と 言った ダっヰ ンチの 苦い li^ 驗 はすべ ての 人間 神が 必ず 味 は >t なければ ならぬ ものであった。 

それならば この 人間 神の 悲劇 は何處 から 生れて 來 るので あるか。 人間 神 或は 超人に は 必ず 悲劇 はっき もので あるか <* 

或る 程度 ま では 悲劇の 發生は 人間：^ 超人に とりて 止む を 得な い 運命で あ る。 入 問 神 は い や でも それに 打ち勝 つ て 行 

かなければ ならぬ。 


5 けれども メ レジュ コ ウス キイが 考 へた 悲劇の 出生のう ちに は 、人間 神 自身が 作り出す ところの ものが ある。 宿命的、 

自然 的に 外部から 生れて 來る 悲劇の 他に、 主觀 的に 自ら 作り出す 悲劇が ある。 メ レジュ コ ウス キイが 描いて ゐる 人間 

神の 悲劇の 大部分 は 自ら 作り出された 悲劇であった。 

キンナ • リザに ダ •* ヰ ンチが 語った ことがある。 

「私は自然戸^；の新しぃ相ゃ、 秘密な 創造 を 見たくて 耐ら なかった ので、 たうとう、 {4 洞の なかには ひって 行った。 … 

…何時の間にか すっかり 途に迷 ふて ゐた。 …… 少時す ると 恐怖と 好奇心と が 私の 心のう ちで 激しく 戰ひ 始めた …… 」 

卽ちダ .ギ ン チ が 人生と い ふ 不可思議な 闇の 世 a: に は ひって 行った 時、 かれの 胸に は 二つの 心が 動いた。 宗敎 的な 心 

と科學 的な 心と である。 かれは その 二つの 心 を どの やうに 联り 扱った か。 かれは 恐怖と いふ もの を 捨て \ 好奇心 を 取 

り容れ た。 卽ち 宗敎を 捨て \ 全然 科 學には ひって 行った。 かれは 心の 世界 を 捨て  > 頭の 世界に は ひって 行った。 こ i 

に 人 問 神の 悲劇の 幼い 芽が ある。 かれが もし 恐怖と 好奇心と を 同時に 受け 容れる ことができたならば、 かれの 生活 は 

あれほど 悲劇的な もの でな か つた かも 知れな い。 

これ はビ 1 タ， ゃジ ユリア ンの 場合に も 同じ やうに 評する ことができる。 ビ ー タ 1 の 眼に はた i< 新生の 口 シャが あ 

るば かりであった。 かれに とりて は 新生の 口 シャを 建設す る. ことが すべての 生活の 目的であった。 かれは その 大 HE 的 

山 に そぐ はない ものである ならば、 たと へた 1 入の 子た る ァレキ シス を も 殺す だけの 勇氣を 持って ゐた。 かれは ァレ 

キ シス を 殺した。 

0 かれの 人間 神に 關聯 して 考 へられる の はマァ カス. ァ ウレ リア スの 思想で ある。 最高の 眞智を 見出し んが ために は 

M 私たちの 愛欲 r 執着の 念を斷 つて、 まっしぐらに 澄み切った 批判力 を 得なければ ならぬ。 無理に も 一度 現 身の 我を設 

- さなければ ならぬ。 メ レジュ コ ウス キイが 描いた 人間 祌は、 何れ を 見ても 先づ現 身の 我、 愛 愁の念 を 殺す ことから 出 


發 して ゐる。 言ひ換 ゆれば 人 問 iJ?: を 殺す ことによ りて 人閒神 とならう として ゐる。 そこから 悲劇が 生れて 來てゐ る。 一 

かれは これ 等の 悲劇に つ 、まれた人間祌の^3:大と悲壯とをた.- へてゐる。 かれは この 方面から 見て 立派な 超人 歎美 者； 

である。  . - 

しかしながら かれの 超人 歎美、 人間 力 讚頌は 必ずしも かれのす ベ てた はない。 かれは 人間の 絕大な 力 を 歎美す ると 一 

同時に、 その 半面に 於いて は sss- の 如くな らんと する 心、 cr 然 のま X の 人間の 心 を 歎 実して ゐる やうに 思 はれる。 超 一 

人 歎美に 對 する 自然 入祟拜 である。 この 自然人 崇拜 者と しての かれは、 『人 及び 藝術 家と しての トル ス トイ 及び ド ス ト』 

ェ フス キイ』 のなかに も、 または 『モンテ， ン論』 のなかに も 『マァ カス *ァ ウレ リアス 論』 のなかに， も 見出す ことが 一 

できる。 もし 翁に 述べた かれの 三部作が、 人間 神の 悲劇 美 を-ばす る ものであると するならば、 これ 等の 評論 は 自然人 一 

の 歎美で あり、 iE^M 生活、 また 凡人 生活の 主張で あると 見ても 差し 支へ ないやう に 思 はれる。  ！ 

マァ カス *ァ ウレ リアス や モンテ ー ンの言 紫に 見出す、 「書物 を 捨てろ、 自然に か へれ、 汝 inl. せに か へれ、」 とい ふや 一 

うな 思想 は、 また メ レジュ コ ウス キイ 自身が 歸り 行かん とする 生活の 一面で あると 思 はれる。 『ビ ー タ ー とァレ キシー 

ス』 の 最後に 書かれて ゐる 少年 ティ シ ヨンが、 森の なかで S 返った 敎 父ヒラ リオンの 禁欲お 丄话、 敎父サ ァヂァ スの自 一 

然 生活 は、 メ レジュ コ ウス キイが 超人の 生活と 共に 忘れる ことので きない 生活法で ある。  一 

人間の 愛 の 念を斷 たんが た めに 久しい 間 苦 業した lift が、 絕對智 に 達して 後尙ほ 燕の 行く 衞を 案じた とい ふ 物語 i 

り や、 現 身の 我 を 殺し 得た マァ カス. ァ ウレ リアスが 尙 ほその 娘のお 床に 惱ん だとい ふやうな 物語り は、 滅 せんとして 一 

も滅 する ことので きぬ 自然 入の 心の やさし さと © さと を 語って ゐる ものである。  一 

自然人の 心 を 失 はぬ 超 入の 生活！ それが かれが 求めよう として ゐる 生活の 方向で ある やうに 思 はれる。 
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S  • 冬 

落 葉 松 

九月 一日。 朝から 霧の なかに 山媳が 鳴いて ゐ た。  . 

け ふ はこの 秋に 入って はじめての いかにも 秋ら しい 日であった。 M 、〔として 秋 空が 喑れ わたった とい ふ 感じで あつ 

た。 山 はな ほ靑 く、 秋風 はかす かに 吹いて ゐた。 

朝から 妙義 にも 八ケ嶽 にも 白い 雲が わいて ゐた。 恐ろしい 九月 一 曰の 大震災 日 を 思 ひ 出させる やうに。 

東京で はいろ くな 記念の 催しが 行 はれる こと を 新 g で讀 んでゐ た。 わたくしたち も 二三 日 前 沓掛の ステ. 'シ ヨン 

まで 下って 行って 時計 を あはせ て 置いて 十 一時 五十八 分 を 待った。 そして 床の間に 香 を 焚いて P 、默 した。 

こ \ では 合 圖の 汽笛 も 鳴らず、 何の もの &音 もない。 た 机の 上に 置いた ニッケル 詩 計の 低い セコ ンドを 刻む 音 だ 

け か 近づいて 來る あの 恐ろしい 思 ひ 出の 時 を 知らせる のみで ある。 わたくしたち はた if 香の 前に t 藝 した。 落雜 松の 

林に は 小鳥の すら 聞えなかった。 寂た る 空 山の なかに あって わたくし は瞧默 しながら あの 恐ろしかった 灰， おのな か 

の あさましい 黑 焦げの 死體を 描いて ゐた。 眼 をつ むって ゐ ると 草の なかに こ ほろ ぎが 鳴いて ゐ た。 

亡くなった 妻の 母、 若い 婿、 誰れ 彼れ の 姿が 山の 中の 靜 かなわた くしの 生活の なかに あの 恐ろしい 口の ま，， によみ 

がへ つて 來 るので あった。 

死せ る 者の かなしみ、 生ける 者の かなしみ。 


わたくし は 沓：； w の 町まで 山 を 下って 行った。 小 ひさな ステ， 'シ ヨンの 開札 口の 手檔 にも たれ か、 つて 汽車 をな が め 一 

た。 上野から 新 潟 行の 汽車が 通って 行った。 あの 恐ろしい ni も わたくし は 王子 驛に 立って ゐ て機關 車に、 石炭 車に、 一 

汽車の 屋根の 上に 蟻の やうに たかって 逃げて ゆく 人た ち を 見て ゐた。  一 

あの 日の こと を 思 ひながら、 わたくし は 高原 を 過ぎて ゆく 汽車の 窓の 人た ち を 眺めて ゐた。 

旅人の 心 は 旅人 を 見る ことによって 何とな き 慰め を 見出す。  一 

初秋の 雲の 下 を 高原の 涯に 汽車 は 走って 行った。  l 

わたくし は 沓扮の 十字路の 薄暗い 水 菓子屋の 前に 立って ゐた。 トマト だの、 葡萄 だの、 梨 だの、 キャベツ だのが 秋よ 

の や はら かな 日 ざしに 抱かれて ゐた。  一 

こみち  一 

去年の 夏 わたくし は早稻 田の 敎師 にやと はれて ゐた ロシャ 人ヮノ フス キイ 氏と、 よく キヤべ ッ畑 のなかの 徑で 逢つ； 

た。 つんつ るてんの 浴衣の 上から 無造作に バ ンド をし めて ゐた。 大きな 麥 蘗楕 を かむ つて 何 かしきりに 口 シャの 唄 を 一 

うた ひながら 畑の なか を 歩いて ゐた。 革命 さわぎで 奥さん は 行方が 知れ なくなった とか、 • 娘さんが シ ベリ ャ まで 來てー 

ゐる ことが 知れた とか、 自分が 病院 へ は ひった とかい ろくな 尊 だけ を聽 いた こ とが あ つ たが、 何に し て も氣の 毒な 

てのひら 

亡命者で ある。 今 はどうして ゐ るか、 沓掛の 町 を 歩いて ゐ ると、 あの 大きな 掌に 二三 房の 小 ひさな 葡萄 を か X へて 歩 

いて ゐた ヮノ フス キイ 氏の こと を 思 ふ-  . 

沓掛の 町 は 燕が 多い。 家 毎に 軒端に は 幾つかの m 一が 作られて ゐる。 §i 馬が 釘づ けられて ゐる。 電線の 上に は 三十 も： 

もる  一 

五十 もの 燕が とまって ゐる。 追分の 町の 方へ 淺 間の スロ， 'ブ がいかに ものび くと 氣 持ちよ く 緩やかに 琉 れてゐ る。 一 

その 靑ぃ 美しい ス n 1 ブ を 背景 にして 屋根の 勾配の 緩やかな、 庇の 長い g の 古宿が 裾野 の 草に 這 ふやう にして つら j 
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なって ゐ る，' 

わたくし は 落葉松 の 林 を 分け て 山葵 澤 G 方へ 歩いて 行った。 去年の 秋 も かなりた けてから 訪ねて 行った ことがあつ 

た。 窓い 夕暮れで あつたが、 若い 夫婦 は 冷たい 澤の 水に 浸って 石 を 積み かへ てゐ た。 わたくし は その 若い 夫婦と 小一 

時間 も 話し て かへ つて 來た。 二三 日經 つてから 若い 夫婦 は 東京 への みやげに する やうに といって 1 束の 山葵 を 持 つ て 

來て くれた。 夜 提灯 をと もして 霧の なか を 訪ねて 来て くれたの であった。 

わたくし は 去年の 秋の こと を 思 ひながら 若い 夫婦への みやげに すこしば かりの 菓子 を 包んで 落 紫 松の なかの 徑&- 分 

けて 行った。 秋草が ふかく しげって ゐた。 山葵 澤 から 三 四 町 手前の 木立の なかに かれらの 小屋が あった。 赤い 壁が 遠 

くから 目立って 見えた。 小屋の 戶は 堅く とざ & れてゐ た。 

「山葵 畑に 働きに 行って ゐ るので あらう」 と 思 ひながら わたくし は 小屋の 周圍 をめ ぐって 見た。 向日葵が 重たげ に 〔お 

いて ゐた。 小屋の ま はりの 野菜畑 も 去年の 秋 見た ま、 に 紅い 花な どが 咲いて ゐた。 

た ^ 鷂舍も馬小屋も{-^1虚な のが 何となく さびしかった。 わたくし はさら に 裏の 物置 を 親 い て 見た。 そ こ に は 縐 みか 

けの 一延 だの、 馬の 草鞋 だのが その ま. -に 置かれて あった。 

わたくし は 蛇の 多い 徑を さらに 奥の 山葵 畑の 方へ は ひって 行った。 四 人の 男た ちが 石 を 蓮んだり、 崖 をく づ したり 

して ゐた e 

山葵 畑 は 荒れ て い たづ らに 畑の 石の みがか らくと 乾 いて ゐた。 わたくし は そこに 働いて ゐる 入た ち に 夫婦の こ と 

を たづね た。 

.WP 、澤が 今度 町の 水源地に なつ た爲 めに 幾らかの 金 を 貰って 家 も 山葵 畑 も 捨て 何處か へ 移住し てし まった とい ふ 

ことであった。 わたくし は ぼんやり 立ちつ くして- C た C 


わたくし は歸 りしな に ふた、 び小驗 のま はり を硯 いて 見た。 あの 男の 精子ら しい 古い ハ ン チン グが 赤い i! にか けら 

れ たま >- になつ てゐ た。 夕顔の 花が 白く 壁に 沿 ふて 咲いて ゐ たりした。 何となく！ し い 心に 囚 へ られ た。 

わたくし は 若い 夫婦の 祝福 を 祈りつ、 落 紫 极の林 を 出た。 

終日 落葉松の 紫 は 音 もな しに 落ちて ゆく。 

今日 北海道の 友人から のた よりに は、 まだ 北海道で は 落葉松の 紫 は 落ちない と 書いて あった。 

北海道よりも 早く 信 濃の 高原に はすで に 秋が 訪れて 來た。 

菊 を 焚く 

このごろ 谷 中の 墓地 を 歩いて ゐ ろと、 そこに もこ \ にも 格 やかな め 垣の 閗 からかす かな 菊の 番が漂 ふて 來る。 墓地 

の 入口の 花：^ を視 いて 見る と 店頭い つばい に 黄菊 白菊が 露を帶 びた ま、 に堆く 積み かさねられて ある。 あの 菊が 一 日 

で みんな 賢れ てし まふの かと 思 ふと ちょっと 驚かされる。 成る ほど 菊 を 手 向けた 墓 を 見る と いかにも ゆかしい。 地下 

に 眠って ゐる 入まで が 心 ゆく まで 靜 かな 秋 をた のしんで ゐる やうな 氣 がする。 

墓地 近くの 通りに 沿 ふたむ さくる しい 家で、 一 尺の 土 もない やうな 壁の ま はりに 五六 株の 菊が 植 ゑら れて あるの を 

見た。 わたくし は 谷 中の 塔の わきから 苧坂を 下りて Bi* 里の 方へ 步 いて 行った。 十 年ば かり 前まで はすつ か り 田圃 で 

あつたが、 今 はもう 隅から隅まで 工場 だの， 長屋 だの、 活動 寫眞 館な どが 建て こんで しまった。 おは r ろの やうな 溝 

ばかりが 流れて ゐる。 むせつ ぼい 硫酸の 香 だの、 護謨の 香 だのが 漂 ふて ゐる。 そこに も わたくし は 二三 坪の { 人な 地い つ 

ばいに 作られた 菊 を 見た。 或る 長屋 では 十 鉢ば かりの 大輪の 菊 を 土間に 飾って あるの を 見た。 鐵道 の 踏切番の 小屋 の 

^ 橫手 にも 藤.：. 虽 作りが スリッパの 上に 置かれて あるの を 見た。 


菊 を 南山の ほとりに 植 ゑる とい ふこと は 支那の 昔の 詩人ば かりの 嗜好で なく、 われく 日本人の 間に も 久し い 2? 前 

からの 秋の 趣味の 第一に なって ゐる。 恐らく 漢詩 趣味から 生まれて 來 たこと であらう が、 今では われく m 本人の 血 

の 中には、 秋と いへば 直ちに 菊 を 聯想す る ほどの 深い 因緣を 持った ものと なって ゐる。 

X 

十日ば かり 前 K とい ふ 大工さん が 懸崖 作りの 菊 を自轉 車に 載せて 持って来て くれた。 

かれは 菊 を 作る ことが 好きで 毎年 菊 を 作つ てゐ る。 

「且 那、 洋服の 古いの を 一 つくれない かねえ。」 

「あげても い、 が  何に する の？」 

「わたし 着て 見たい のです 洋服 を。」 

「さがして あげよう o」 

「實は 必要が あるんで す。 今度 都合で は 復興 局の 指定 請負師になる かも 知れませんで、 は、 は.. は …… J 

「へえ、 そり や 結 II だな。」 

「もう 金 を 四 五 ほ もっか ひました よ o」 

「どうして？」 

K の 話 はかう である。 

復興 局の^ 力に 紹介し て やる とい ふ々；！ al で、 何とかい ふ 老人が 三百 圓 出せ といった さう である。 

K は 三百 圓を その 老人に わたして 一本の 紹介 狀を 書いて もらった とい ふこと である，' 

r その 老人と いふの は どんな 入です？」 


f  - 七十 あまりの 親爺です が、 何でも 明治 何年と かに 大學を 出た とい ふて ゐ ましたよ。 いつも ぶら/ < - 遊んで るる 爺 さ 

んで すよ。 苗字 は 神 田と い ふので すが ク， r はむ つかし い 字で わたしに は讀 めません。」 

0 「狐に つま \れ たやうな 話ぢ やない の。」 

「さう かも 知れません。 もし 詐欺 だったら バケツに いっぱい 泥水 を 掬んで， あの 爺の 頭から ひっかけて やる ばかりで 

集 さあ は. -1 は- 1 は …… 」 K は 入 ごとの やうな のんきな 顏 をして ゐた。 

洋服 を もら つ て 得意な 顔で かへ つて 行った K は それつ きりし ばらく わたくし の 家 を たづ ねて 來な い 。 

「K はだ まされた のかな あ！」 わたくし は每朝 K が 持って 來て くれ た 菊 をな が めて は K のこと を考 へて ゐる。 

K は喻 快な 男で ある。 

X 

菊 を 作る 男 はよ く 人に だまされ E§ いの かも 知れぬ。 

わたくしの 父 もよ く 菊 を 作って ゐ たが、 あり もしない 金 を こしら へて は惡ぃ 男た ちに 絞り とられて ゐた。 よく だま 

されて 馬鹿を見て ゐた。  . 

八十 八 夜と いふ 名 は 子供の 頃から 頭に 刻みつ けられて ゐ た。 それ は その 日 菊の 苗 を 切って 土に 揷す のが 父の 仕事で 

あり、 また わたくしたち は それ を手傳 はせられ たから。 

黑ぃ柔 かな 土に、 四 五寸の 長さに 切った 菊の 苗を揷 す。 上から 米のと ぎ 汁 を かけて ゆく。 

梅雨 ころになる と靑々 と 芽が 伸びて ゆく。 

2 九月 ころに なると 蟲 がっき やすいので、 たえず 蟲を とらねば ならぬ。 一番 かなし いのは 根^ ひ蟲に やられる ことで 

4. ある。 泣く にも 泣かれない ことがある。 


つ" 小 ひさな 蕾が 出る。 蕊の 一 つ を殘 して、 他の 蕾は絕 えず 摘み 捨てなければ ならぬ。 

時として は その d のた V 1 つの 蕾 を とられて しま ふこと も ある。 やはり 泣く にも 泣かれぬ かなし さで ある • 

十一月 三日の 天長節に は 父 は虼度 畑の 菊の花 を 二 一 二の 入に 贈って ゐた。 わたくし はいつ も その 菊 を 持って ゆく 役目 

を 仰せつかった。 

たいてい そのころ は 霜が 降りて ゐた • 

花が 散り、 葉が かさくに なるころ は 霜が 毎朝 雪の やうに 白く 降りて ゐた。 

枯れ 枯れの 菊 を 畑の 隅に 見れば、 逝く 年の あはれ さ を 身にしみ て 感ずる。 

わたくしたち は 枯れ 枯れの 菊 を 刈って 束に して 背戸の 軒下に つるして 置く のであった。 そして 大晦日の 夕暮れに な 

れば 枯れ 菊 を 門 n に 焚いて 逝く 年を绘 るので あった。 

大晦日の たそがれ ころに 菊 を 焚く の はたいて い 母と わたくしの 仕事であった。 

わたくし はこの ごろ 故郷の 飾から 「菊の花が 咲き、 父上の こと を 思 ひ 出します」 とい ふたより を 受けと つた。 

まったく 父 は 菊が 好きであった。 

山 

榕  ,  , 
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憂 管なる H: の 光 

雨が 降る。 細い 雨が 靑 葉の 上に 廳ぐ。 

山 も 煙る。 とらつぐ みの 鳴く 音が 雨と 靑顏 をく どって、 あるかな しかに 響く。 

倦怠い 六月の { ^だ。 

入 間の 魂が 居つ く ベ き 世界 を 見出し てはじめて 安住の 境に をり て 溜息す る やうな 六月 の だ， 

大空 は あるが ま、 にた it よ ひ、 大地 は あるが ま、 にた ゆた ふ。 死よりも ものうき 六月の 空と 地！ 

太陽 は靑年 等の ごとく 强く 照り、 靑年 等の ごとく iii に 燃 ゆ。 六月の 太陽！ 

六月の 正午の 靜 かな 大 井川の 磧ょ。  , 

白い 雲が わいて ゐた。 

I： 鹿が 鳴いて ゐた。 

草の 間に は 白い 荆 棘の 花が 咲いて ゐた。 

駿河灣 に 走り 人る W に は 茶の 煙が 立つ てゐ た。 

かの 日、 かの 女の 白い 顔と 黑ぃ隠 を！ 

みんな 夢 だ！ みんな 幻 だ！ 

六月の 草、 六月の 荆 棘の 花、 かの 女の 白い 顏. ほんのりと 薄紅で 染められ たやうな 踵。 


苦しい 夢であった。 今 もな ほ わたしの 胸の 隅に さながらに 鐫 まれて ゐる 六月の 川、 六月の かの 女。 

桑の 寶は黑 く 熟れて ゐた。 疲の 秋の わびし さ。 旅 を 行く 入の 靜 かな 堂 音。 

麥を穫 る 女の 鎌の 音。 孤 獨 なる Si のさ、 やき。 

雲雀 は 川 をへ だて \ 鳴いて ゐた。 わたしの 胸に かの 女の 黑ぃ K を 思 ひ 出させる かの やうに。 

若い 女 は 鎌 を 持った ま、 俯向いて ゐた。 かの 女の 美しい 額の 汗、 そこに も 六月の 美し さ、 六月の ものうき 快 さが 感 

じられ た。 

見知らぬ 女、 そして 永遠に 逢 ふことの ない 女。 だが そこに も 一脈の 哀愁 は 湧く。 六月の 靑 紫の 下に をれば。 

池の 睡蓮 が^いて ゐた。  ■ 

朝 ごとに 池に は 霞が 下りて ゐた。 

或る 六月の 朝であった。 わたし はかの 女の ために 池の 睡蓮 を 手 折って やった。 

かの 女の 白い 素足が 草の 露に 濡れて ゐた。 

女 は 遠い 國へ 旅立って しまった。 

わたし は その後 かの 女の 消息 を 知らない。 

何處 かの 遠い 國 でかの 女 は 六月の 池の ほとりに 睡連を ながめて ゐる であらう。 

生ける 者の 靜 かなろ なやみ、 

思 ひ 出の 時として 睡 lis- の ごとく かすかに わく 六月の なやみ。 
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眞 白き 睡蓮 は 聖者 を 思 ふわが 心に よく 

薄紅 の 睡蓮 は か の 女 を 思 ふわが 胸に よ し 

靜 かなる 践照 

なやましき 追憶 

六月の 朝 は 尊く 

六月の 朝 は儍し 

白い 雲が わく。 

麥の 丘から 麥の 丘へ。 &I られ たる 经の 丘へ。 

土 の 徑 はた ゆ たげ にわが 思 ひ 出 を 誘 ふ。 

かって 逢って 別れた ま \ の 女 

かって 別れて 逢 ふこ ともなき 女 

六月の 草 は 燃 ゆる。 

六月の大地は&^^ゅる。 

わが 胸の 燃 ゆる す ベ もな き。 

葦の 風が 吹く。 

々子が 鳴く。 


集 接 山 
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わたし は 賢ら れて ゆく 女 を 見た。 大川を 下る 船の なかで。 

女の 白い 顔が、 黑ぃ 瞳が、 濁り江に 映って ゐた 六月の 眞晝 ころ。 

モ 1 タ， は單 調な 機械の 響き をく りかへ して ゐた。 

舵 を 操る 男 は 川下の 白い 雲 を 見つめて ゐた。 

誰もが 賢ら れて ゆく 女 を 忘れた かの やうに 川の面 を 見、 岸の 葦 を ながめて ゐた _ 

「人間の 世界で は 誰もが た V 一人なん だ。」  . 

恐らく かの 女 はさ 5 思 ひながら 川 を 下って 行った であらう。 

葦の 葉の そよ ぎ も 

行々 子の 鳴く 音 も 

かの 女の 蓮 命と はまった く 別々 の 世界に 住んで ゐ た- 

憂鬱な 六月の 空で はあった。 

たと へば かの 女が 水の 底に 身 を 投げた としても 

行々 子 は 鳴く であらう 

葦の 葉 は そよ ぐで あらう。 

X 

六月の 武藏野 は 倦怠 そのもの だ。 

森 は 森に つらなり、 憂鬱 は 憂鬱に *- 

わたしたち は 夕暮れの 小 徑を步 いて ゐた。 
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いっか はわた しの 胸 をった へる ために。 

だが 日が 暮れて しまった。 

わたしたち は 別れなければ ならなかった。 

わたし は 何も 語らなかった。 

「また 何處 かで 逢 ひませ うね a」 

わたしたち は 西と 東に 別れて 行った。 

わたし は i! りの こされた 黎の間 を 歩いて ゐた。 

月が 照って ゐた。 霧が こめて ゐた。 

「また 何處 かで 逢 ひませ うね。」 わたし は 今 別れた ばかりの 女の 言葉 をく りか へ して 見た a 

何とい ふ {ー せ虚 さで あらう。 

恐らく わたしたち は 永遠に 逢 ふ 機會を 持つ こと はでき ないで あらう に。 

何とい ふ はかない 諦め やうで あらう。 

だが 人生と は …… 恐らく そんな 世界で はない のか。 

六月の 遷 li よ。 

武藏 野の 夕暮れよ。 

生きる ことの うれし さ 

生きる ことのな やまし さ。 

X 


いつの 夏で あつたか、 わたし は 或る 女 を 知った。 駿 河の 海岸で。 

ひるが ほが 咲いて ゐた。 

「家庭が 面白くな いんです。 あたしの 夫 は 暴君なん です。」 女 はそんな こと を 語って ゐた。 

わたし はふた \ ひ駿 河の 海岸に 立って ゐる。 

る B- て 5 

^豆の 山 は り、 墙璃鳥 は 鳴いて ゐる。 

「あの 女 は 行方不明と いふ ことにな つて ゐ ます。 どこかに 隱れ て-. Q るんだ さう です が。」 わた， 

話を聽 いた。 

六月の 海の 遠 さ。 ひるが ほの 花の あはれ さ。 


急に 手紙 を 出した くな つたので 書く ことにした。 

お 互に ！；が とい ふ ものが 非常に 近く 吸の 前に 迫って 來 たやうな 氣 がして ならぬ。 

人生 の 總！^ 定 とい ふ ものが 存外 他愛 もない ものである やうな M がして ならぬ。 

死後な どと いふ こと はわた くしに は考 へられぬ。 それ は祌 にお 任せして 置く。 

た V わけもなく 鎮 りない 心持ち だけが わいて 來る。  / 

死ぬ 前に 果さ なければ ならぬ 何 か 一 つの 大事な こと を 忘れて ゐる やうな 氣 がして ならぬ。 

科學 者と しての 立場から 君 は 人生 を どの やうに 考 へて ゐ ます。 君 は科擧 者た るに は あまりに 多感の 詩人で あつたが 

恐らく わたくしと 同じ や， 「な 人生に 對 する 賴 りな さ を 思 ひ 出して はゐ ないか。 科學の 力な さ を 感じ はじめて はゐ ない 

か。 恰度 吾々 はい ま その 年歸に 達し かけて 來 たので はない のか。 

S 君 

わたくし は 今 アル ツイ パセ -フの 或る 小 說を讀 みかけて ゐる。 そこに は 一人の 憂 霧な 醫師を 中心として いろくな 

死 を Ig^. り 扱って ある。 或る 大學 のブ B フェツ サァの 死 も あり、 女優の 死 も ある。 

ブ II フエ クサ ァの 得意な 大 學のレ クチ ユア， 四十 年の 教授 生活、 或 ひ は 美しい 女優の 花やかな ステ エヂの 上の 生活、 

そんな ことが 死に 面して ゐる大 學敎授 なり、 女優な りに とって 何の 意味 を 持って ゐ るか。 靈 魂の 不滅 それ は プロ フエ 
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ッサァ にと つて はた の氣 休めに すぎない。 あまりに 常識的な 言 紫 に過ぎない。 死に 瀕した もの はた^ 悶えに 悶えて 

死ぬ. - 

かう いった 風な 材料 を 取り扱つ たもの は チェ ホフに もあった。 プロ フェツ サァ ではなかった が、 官吏の 死 を 取り扱 

つた もの は トルストイに もあった。 

そして どの 作者 も 同じ やうに 自分の 過去の 一生 を 顧みさせて ゐる。 そして 同じ やうに かれ 等の 過去の 生活の 虚さ 

無意味 さ を 感じさせて ゐる。 

この やうな 感じ は 恐らく 誰に でもす ぐに 受け 容れ られる ことで あらう。 死に 面する 刹那 を俟 つまで もな く、 眞 面目 

に考 へる 人であった ならば、 誰でも 同じ やうに 生活の {1^ 虚さを 感じない もの はないで あらう。 

大學敎 1^ とい ふ 名は少 くと も 今日の 社會 では 人 以上の 物識りで ある こと、 8- である こと を 聯想させる。 

しかしながら 自分 を かへ りみ て、 もし 恥づる ことのない 敎§ が あると したならば、 かれは 餘 程の 天才 かで なければ 

自惚 家で なければ ならぬ。 

嚴 かな 死に 面した 時プ B フ エツ サァの 名の 何とい ふ 力ない ことで あらう。 

霰 かな 死に 面した 時藝術 家の 名の 何とい ふ 力ない ことで あらう。 

嚴 かな 死に 面した 時す ベ ての 人間の 努力の 何と い ふ 力な い ことで あらう" 

畢竟 人間 は 一 生、 悔いな くして は 生きられな いとい ふこと になる。 

それにしても 不思議なる は 生の 執着で ある。 一 生のう ち 人 は 幾度 自殺 を考 へる かも 知れない。 しかも 人 問 は 行き着 

くと ころまで は 生きて 行かう とする 不可 思 翳な 一念の ために、 苦しみつ、 も、 悶えつ X も 生きて ゆく。 

生 を 廻 避 せんとし つ、 もな ほ 生に 纏綿と して ゐる。 しかも 一生の 收 獲が 何で あつたか を 顧る 時、 アル ツイ バ ー セフ 


の、 或 ひはチ ェ ホフの 悲しみ を 抱かない ものが 果して あり ようか， 

S 君 

それにしても 人間 は あまりに 早く 死ぬ。 

たと ひ 死な >- いまでも、 一一 一十 歳 を 越した ばかりで も 人生の 半ば 以上 を 過した ことになるし、 四十 歳の 人 はすで に 惑 

ふても 惑 ふことの^ 斐な きを 知り、 五十 歳に してす でに 天命 を 知らなければ ならぬな ど、 人間の 一生 は あっけない。 

宗教 も、 哲學 も、 藝術 も、 この 不 IT この 天命 を 知れる 寂しい 心の 所産で はない か。 眞 の哲學 であれば ある ほど、 

眞の藝 術で あれば ある ほど、 天命 を 知れる 寂しい 心の 影が 潜んで ゐる害 だ。 

S 君 

一 つの 花瓣が 落ちさら に 一 つの 花瓣が 落ちる 間に、 この 地上に は 如何に 多くの 人々 が 悲しい 死 を 見つめなければ な 

ら ないで あらう。 人 は あまりに 早く 死ぬ。 あまりに 多く 死ぬ。 僕 は 母の 死 を をし み、 父の 死 を 泣きつ、 東海道の 汽車 

の 旅 を 走った ことがあった。 

そこに は 同じ 悲しみ を 抱いて 走り ゆく 旅人た ちが 永遠に 絕 えないで あらう。 

東海道の 山 も、 そこの 木々、 そこの 流れが いかに 同じ 悲しみ を 抱いて 通り過ぎた 旅人た ちの 心の やり 場 ともなった 

ことで あらう。 

雪に とざ >- れてゐ た 夭 城、 日暮れ ころの 湖畔、 霧に とざ. -<れ た 遠い 鈴 鹿 を ながめながら 病 父の 俤を想 ひつ \ 旅 をつ 

づ くる 者 は 一 日に 幾人 あるか 知れない。 

濱松 附近で あつたか、 わたくし は 雪に とざ、 れた 田の 畔に沿 ふた 枯柳の 並木 を 見た。 


いかにも 1 つ/ \ の 柳の たよりなき 姿が、 人生の 寂し さに も くらべられた。 一 つくの 柳の 並木が 不可思議なる 死 

を 悼み つ .1 ある やうに も 想 はれた。 

くろ やなぎ ひとつひとつの 寒さ かな 

人に 顔 を そむけて、 わたくし は 硝子 窓に 面 をつ ける やうに して 淚を 拭いた。 

この 心持ち は 二月の 初め ころ、 わたくしと 同じ やうな 悲しみ を 抱いて 旅 をした 人に はきつ とうな づ かれる ことで あ 

らうと 田 3 ふ。 

六 年 前に 母と 別れた。 

恰度 六 年 前の 今月 夜であった。 

EI の畔に 立って ゐる 一 本の祜柳は寂しぃ母の魂のゃぅに-^^思はれた。 

さらに 1 末の 柳 は 父の それの やうに。  • 

さらに 一 本の 柳 はわた くし 自身の それの やうに。 

しかも ひとつく の 柳に §? ん 53 の 影が 漂 ふて ゐる。 

牛； きて ゐる おの 上に も、 死んだ 人々 の 上に もー樣 にた^ 孤獨の 影の みが 漂 ふて ゐる。 

人生 は た ど 孤獨の 影の 中に のみ 靜か に 動い て ゆく。 

X 

S 君 

人生に 於いて 一 番 悲しむべき は 若い 人々 の 死で ある。 

學校敎 .1 の 生活 を やって ゐる 間に は 殊に この やうな 悲しい 事實 にあ まりに 多く 直面し なければ ならぬ。 
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あの人た ち は 理想に 燃えて ゐた。 まだ 人間の 世界に ついて 何の 疑 ひも 抱かない ま、 に 死んで 行って しまった。 幸福 

であった かも 知れぬ。 しかし 生まれて 来た 以上 は、 人間の 悲しみ を も、 人情の 苦し さ を も 泣ける だけ 泣き、 苦しむ だ 

け 苦しんで 死にたい。 

S 君 

二三 年 前の ことであった。 わたくし は備 中の 朱 知 の 人 か ら短泄 を 書く こと を 鎮まれた。 

短册を 書く こと は 非常に 苦痛な もんだ から わたくし は 滅多に 書いた こと はない。 

備 中から は 古人 梅 石の 短册 につけて 百合の 根 をた くさん 绘 つて 来た。 わたくし は 恐縮して しまった。 しかし 濟 まな 

いと 思 ひながら もなかく 書かなかった。 

わたくし は绘 つて M つ た 百合の 根 を 庭に 生けて いたが、 姬 百合に 似た 可憐な 紅い 花が 二度 わたくしの 庭に 咲いた。 

それでも なほ わたくし は 短 册を霄 かなかった。 

今年 も 五月に なって、 百合の 芽 は 五六 寸 にも 伸びた。 わたくし は備 中の 入の こと を 頭に 描いて は濟 まない と 思 ひな 

がら も 筆 をつ けなかった。 

或る日 備 中から たよりが あった。 その 奥さんの 病氣が ひどい のでせ めて 息 ある 中に 屆 けて くれと いふ ことであった。 

わたくし は 今度 こそと 思った。 それでも 四日、 五日、 六日と 延ばして しまった。 

三年 越しに わたくし はやつ と 二 枚の 短 册を謦 いて S つた。 

備 中から はたより があった。 わたくしが 短册を 書いた 日に、 二十 九歲の 奥さん は 亡くなって しま はれた のであった。 

わたくしの 短 册は舆 さんの 死後 三 B 目に 備 中に 着いた のであった。 

わたくし は 蹇に惡 いこと をした と 思った。 今ではた r 自分の 怠慢 を 責めても 追つつ かなくな つてし まった。 
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S 君 

入 間 は あまりに 早く 死ぬ。 

靑葉 にも 冷たき 風の 吹く 日 かな 

X 

S 君 

六 年 前の 今夜 十 時 母 は 死んだ のであった。 

あの ころ は 毎晩 庭の 樹に枭 が來て 鳴いた。 

月に 照らされた 梟の 姿 を わたくし は 幾度 か 寂しく 見た。 

二 年 前の 夏の 旅で わたくし は 博 多の 水野屋 とい ふ 旅館に 泊った ことがあった" そこ はかなり 廣ぃ水 をへ だて. - 彼岸 

の 町と 對 して ゐた" 夜の 十二時 ころで あったり わたくし は 水 をへ だてた 向う 岸から 月明の 下に 梟. の 鳴く li がった はつ 

て來 るの を耐ら なく 寂しく 聽ぃ たこと があった。 

月夜の 梟 はいつ も わたくしに 母の 死 を 思 ひ 出させる。 

わたくし は 門 司の 波止場で ボン カン を 買つ て 母の 病床 を 見舞 つ た。 母が 死んだ 時 まだ 枕頭に は 五つ の ボン カンが 遺 

つて ゐた。 

眼 をつ むって ボン カンの 皮の かすかな 薰りを 嘆げば そこに も 母の 俤が 浮かんで 來る。 

S 君 

今朝 わたくし は 長 崎の 夢を見て ゐた。 

急に 君に たよりが したくな つた。 
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君が 知って ゐた、 そして 君が 大變 親切に して くれた 父 も 母 も、 もうた 乂俤 のみと なって しまった。 

霧の 中 を さ迷 ふて ゆく 孤兒の やうな 心で この ころ を 過して ゐる。 

長 崎で は 朱. 粱の花 も 咲いて ゐる であらう。 

君と 五六 年 前の 夏 崇福寺 を 訪ねた ことがあった。 庫 裡で七 八 人の 若い 支那 入た ちが孟 蘭 盆の 燈籠を 張って ゐ たの を 

記憶して ゐる。 

そのうち 一度 東京へ 上って 來 たまへ。 

二人ともた， >  とう 親無しに なって しまったな あ。 


ffi 锫山 
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春に をれば 

山茶花が， はじめる。 べつたら 市が はじまる。 酉の市の かへ りに 熊手 を かついだ 人た ちが 北風に 吹かれて 通る" 

圏 W: なら ば惠 比壽講 の 賢 出し に 町と い ふ 町が 賑 かに 飾られる。 いよく 年の 瀨が 近づ いたと い ふ 感慨が しみ ん\ と 湧 

いて 來る。 

近 松 奥 林 子の 心中 物の なかな どに よく 惠比 壽講 のこと が 出て 來る關 係から か、 惠 比壽講 とい ふ 名 は 特に 懷古 的な あ 

はれさ を 感じさせる。 g. 代が 移り ゆく につれ て 年中の いとなみ も それ，^ に 移り か はって ゆく 間に 幾 百年の 間 忘れら 

れ もせず 殘 されて ゆく 行事に はな か ノ\ 魂を惹 きつけら る \ ものが ある。 その 中で も 殊に 年の 蹈 近き ころの 行事に は、 

またとり わけてな つかし さ とともに あはれ さも 添 へ られ て 捨て がたい 心地が する。 

七 八 年 も 前の 冬、 わたくし は 京都から 奈良 あたり を步 いた ことがあった。 たま/ \ 或る 夜、 新 京 極の 劇場で 文樂の 

人形 を 見た。 比 叙 あたり は眞っ 白に なって ゐ たころ のこと で、 三 條大撟 の あたり を 歩いて かへ つたころ は 京の 町に も 

鍵が 降って ゐた。 その 夜の 語り物 はお 俊 傳乓衞 であった が、 その後 霓 でも 降る やうな 夜、 わたくし はよ く 京都の 旅 を 

E3 ひ、 その 夜の 文樂の 語り物 を 思 ひ 出す。 

かみ 

東京に も文樂 が來、 同じ 語り物 を聽 くが、 京の 雪の 夜聽 いた 淨 瑠璃に は 及ぶべく もない。 近 松の 作品が 元祿 時の 上 

の 人々 の 魂を惹 きつけた 理由 も ほ t 想像され る。 あの 時代、 上方に 生きて ゐた 人々 の 幸福 を羡 ましく 思 ふこと も あ 

Ti んく 

る。 あの 大地の 底から 冷え切って ゐる やうな 京の 雪の 夜の し どま！ 魂の 底まで も 森々 としみ こんで ゆく やうな 雪の 

夜の 頓り なさ！ あの 切な さが 近 松の 作 を 生み出した であらう。 あの 切な さが 心中 物に 對す 上方の 人た ちの 淚をそ \ 
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つ たので も あらう。 

十 軒 店に 華やかな 羽子板が かざられ るの も 大江戶 の名殘 である。 何とい つても なつかしい 年の 瀨の巷 を 彩る 賑 ひで 

ある。 もし 自分に 娘が あ つたら あの 羽子板 を 買 つ て やらう。 こ の 羽子板 をな ど \ 考 へて は 寂しい 心に な る こ とも ある。 

わたくしの 家で は、 霜が 下りる ころに なれば 菊 を 折って 軒下に 枯らして 置いて、 大晦日の 夕暮れ ころに なれば 門口 

で その 菊 を 焚く ことにな つて ゐた。 わたくしたち は 母 を 中心に して かならず 大晦日の 曰の 暮る \ の を 待って 菊の 火 を 

焚いた ものである。 だから 大晦日に なれば とりわけて 母の こと を 思 ひ 出す。 

霞が 降る。 釁と いふ 鳥が まだ 堅い 蕾の 梅の 枝に 來て はさび しい 聲で 鳴いて ゐた。 わたくしたち は 柴山を かき 分けて 

は 齒朶を 折り、 ゆ づり葉 を さがして 歩いた。 赤松 山に は 小鳥が 寒げ に 鳴いて ゐた。 

「明日 はお 正月 だ！」 何とい ふこと なしに 少年の 胸 は を どった。 

ふさ 

^魔 弓、 镯樂 …… 獨樂の 紐に は 赤く 染めた 總が ついて ゐた。 父に 買って もらった 破魔弓と 獨樂を 枕 もとに 置いて 明 

0 の お 正月 を 待 つたころ の 心 は 今 も 忘れる こと はでき な い 0 

地震 前の 根 岸 あたりに は、 まだ 幾分 昔の 名殘が とりのこされて ゐた。 たいてい 月に 一度く らゐ淺 草から 流して 來る 

新內 語りの 老婆が あった。 いつの 年で あつたか 大晦日 は 珍ら しい 大雪であった。 その 大雪の 中 を 老婆 は 三味線 を 風呂 

敷に 包んで やって 來た。 蘭 蝶と 明 烏 を  一 gis つてから、 いつにな くしみ ぐと 身の上 話 をして かへ つて 行った。 一入 

の 男の子が あり、 帝劇の 名 題 役者であった のが 亡くなって 後に は 一人の 女の子が あるが、 老婆に 辛くあた るので、 雪 

の 夜で も 三味線 を 抱へ て 稼ぎに 出なければ ならぬ と淚 ながらに 語って ゐた。 なかく 達者な 三味線 を彈く 老婆で あつ 

たが、 わたくしたちが 山の手に 引っ越してから はつひに 逢 ふ機會 もな い。 雪 の 降る 夜な ど 時 々 新內 語り の 老婆 を 思 ひ 


S5 出す。 

4 

わたくし 2! た、 ていお 正月 は 伊豆の 山の 中で 迎 へる ことにして ゐ るので、 除夜の 鑌を聽 くことの できない の だけよ 

物足りない。 しかし 伊 S のお 正月 は K つ 紅な 棒が さかりで あり、 梅 も (咲き、 朝夕に 眞っ 白な 富士も ながめら る， -し、 

日の 光り も あた \か なので、 枯 草の 上に 仰臥して 鷥の笹 鳴 や、 伊豆の 海の 波の音 を 聽 くこと もで きる。 

華やかな 東京の 春に 比べて 秋よりも わびしい 伊豆の 春で は ある。 だけど わたくし は 伊豆の 山の 枯れ 枯れな 野 を 歩み、 

柴山 をた どる 曰の 幸福 を 忘れる こと はでき ない。 

伊豆の 山の 子供た ち は 大きな^ 竹 を 田の ほとりに 打ち 建てる。 笹にはぃろくな色紙の^1りが結びっナられる0 減 

び  おんび 

火 ー 御 火！ 子供た ち はさう 呼んで は笹 竹の 飾り を 打ち 仰ぐ。 わたくし は 毎 曰 旅人の わびしい 心 を 抱いて は 山の 子 

たちの 御 火 を ながめる。 

旅に をれば うれしき こと も 悲しき こと も ありがたく  E3 ふ • 


故 鄕の秋 祭の こ ろ 

椿 

まだ 農村 も ゆ たかであった 三十 年 前の 思 ひ 出で ある。 故 1. の 田園に は 文字通りに 黄金 の 波が 打って ゐる。 手 を盡す 

r だけの こと は盡し 了へ た 村の 人た ち は 早稻を 刈り. 鎌 を 入れる ばかりの 晚稻を ながめながら 秋の 祭に とり か、 る。 二 

ilT 十日 二十日の 厄日 も 無事に 過して 今年の 收漠 も先づ 一 安心で ある。 田 を 耕し、 苗を植 ゑてから の 一番 草 二番 草 …… 

::: と 自分 等の 半 接の 心 勞を思 ひ 出す さ へ 今日と な つ て は 11 快で ある。 今年 も豐年 だ。 うた はざる を 得な い。 

^ら ずに は をれ ない。 野菊が 雪よりも 白く^き、 こ ほろ ぎが 鳴いて ゐる。 

村の 若者た ち は 森の 鎮守のお 堂に 立て こもって は 夜な く ふりう の 練習 を はじめる。 鐘、 笛， 太 ，こいった 風な 樂 

響 を 集めた V けの ものであるが、 秋の 夜更けて 森から 響いて 來 るふり うの 音を聽 けば 何ともい へぬ やる 灝な いやうな、 

浮き立つ やうな 氣 になった ものである。 揮 十字に あやなした 若者た ち は 踊りながら、 鐘 を 打ち、 太鼓 を 打つ、 鐘と 太 

鼓の 間 を 笛の 昔が 錢 つて ゆく。 村の 娘た ち も 子供た ち も 夜が 更ける まで 森に 集まって はかす かな 提灯の 下の ふりう を 

ながめて ゐる。 ふりう は 距離が 遠ざかる ほど あはれ な 調子に 聞え る。 とも すれば 二つ も 三つ もの 村々 の ふりう がー つ 

になって K えて 來る ことがある。 テニソンの 「イン メモリ アム」 に は 七つの 寺の 鐘が 響いて 來る ことが 書かれて ある 

が、 秋の 田 EI の ふりう も 七つの 寺 の の 響 きに も 劣らぬ ほどの 切々 た る 餘韻を 持 つて ゐる。 

田 をめ ぐ つ て漫々 たる 堀の 水が 湛 へられて ある。 堀に は 菱の實 がみ の つて ゐる。 若い 娘た ち は 半切と い ふ盥の 大き 

I いやうな ものに 乘 つて、 巧みに 中心 を 取って 水を搔 きながら 菱の實 を 摘む。 菱の實 を 摘んで R ると いふ ことが 農家の 

... 一 つの 副業に もな つて ゐる； 女た ち は 日が 暮 るれば^ で 立ての 菱の實 を 笊に 入れて 城下町まで H りに ゆく。 菱を 飼れ， 
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賣 りする 若い 女た ちの 夜更けの 美しい K がまた 秋の 祭の ころの こまやかな 氣分を わかさせる。 

の 水が 接い 乾される。 鲤ゃ、 二三 百 目 も ある やうな 鮒な どが 大きな 笊 幾 杯 も 上げられる。 その 中の 幾分 か を ふた 

すな ど 

たび 堀に 放って、 その 殘りは みんな 村の 人た ちの 間で 分配され る。 翻から 漁られた 秋 C 鮑 は 秋 祭の 馳走と して 最上の 

； * そに  へつ • ひ 

ものである。 鮒 は 味噌 煮に して 土間の 大きな 竈で 朝 一 暗い うちから 夜まで 煮つ ^けられる。 骨まで 柔 かにな つてし まふ。 

秋の 祭に 主婦 や 娘た ち の 仕事 と し \ - は 鉗 を 煮る こと、 走を搏 へる ことが 第一の ことにな つて ゐる。 鮒の 他に は 牛蒡 

高野豆腐、 1 弱、 昆布 卷、 .：： 馳走と いっても そんた ものである。 それ を 重箱に 詰めて 酒に 添へ て 客 を 待つ。 所謂お 

くんち の 客で ある。 子供た ち に濁 酒を飮 まされた ものである。 酒を飮 めば 飮む ほど 大人た ちに 褒められる。 餘 りたく 

さ ん飮ま され て 翌 日 舉校を 休ん だ こと を 今 も 記憶し てゐ る。 

海岸に お 假&が 作られる。 鎭 守の 八幡 さまが お下りに なって、 お 假屋に 一夜お 泊り になる。 行列の 先頭に は 鉢 を 持 

つた 道祖神で あらう か、 赤い 長髮を 風に なびかせ、 天狗の やうな 高い 鼻 をした 男が 目 を 光らしながら 步 いて ゆく。 子 

供た ち は 天狗々々 と 叫んで は述げ る。 かれは 韋駄天の ごとく 子供た ち を 追 ふ。 子供の ころ はまこと に その 男が 恐 かつ 

はら ひ 

た。 鎭 守の 神主 さまが いつにな く 白馬に またがって 來る。 この 人 は 非常な 近視 股で、 或る時な どお 敏を賴 みに 來た女 

t 二い  ひ ひ，；！  は 13 

の つもりで しきりに 頭上で 御幣 を 振つ てゐ たが、 資は 神殿の 階段に 日向ぼっこ をして ゐた 乞丐の 頭の 上に お 政 をして 

ゐ るので あった。 

ぉ假 嵐の 1 夜 は 村の 1 年の 行事のう ちで 最も 神聖な もので あろと ともに また 最も 賑 かなたの しい 一夜で も ある。 柿、 

ろ てん 

栗、 椎 の實、 飴、 琉球錢 頭な どを戶 板に ならべ 立てた 露店が つ どく。 子供た ちに とってに それが またた まらな く 祭ら 

しい よろこびと， たのしい 食慾 を そ、 る。 ぉ假屋 では 徹宵 神樂が 奏せられる。 

いつの 年で あつたか、 鎖 守 さまが ぉ假屋 にお 泊り になった 夜から コ レラが 流行して、 村 中が 大騒ぎ を 演じた ことが 
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あった。 それ 以來當 座 はお 假屋 にお 泊り になる こと は踐 止に なった。 鑼守 さまが 御. K 殿 をお 留守に なされた ので 惡疫 

が 侵入した とい ふ 理由であった らしい。 

また 秋の 祭に はかならず 田舍ま はりの 芝居が か  >- つた。 淨 §1 璃 のさかん な 土地 だからた いてい は 欲 舞 伎 芝居で ある。 

b せ  むし iO£|  あ， fly  さ 

早稻を 刈った ばかりの 田な どに 筵 i りの 小屋 を 建て、 燈 といって は 大きな 靑 竹の 筒に 顯を しそれ に 石油 を 住いだ も 

つら 

の を投 明の やうな 恰好に 舞臺 から 花道 へ かけて 幾 本 も. H 間に 突っ立てた ものである。 花道 ゃ舞臺 では さかんに 面 あか 

りが 用 ひられた。 椎の 實を喷 じりながら 子供た ち は 芝居 を 見た。 

お 祭の ころ はたいて いいつ も 月の い X 晚が っ^いた。 山地で はと も すれば 水 霜が 落ちる ほどの 寒さであった。 早稻 

を刈った人たちはぉくんちのころでも夜遲くまで廣庭で^?!跏を打ってゐる。まだそのころは狐の話がさかんなころで、 

みんなよ く 狐に たぶらかされた 話を聽 いた ものである。 

»  »  »  »  わらづと  まつび. s< 

村の 或る 男 はおくん ちの みやげ を i® 苴 にして 山 を^え て かへ つて 來た。 眞晝 間の やうな 明るい 月の 下に、 かれは 若 

い 夫婦 者が 連 枷 を 打って ゐ るの を 見た。 おかみ さんの 方 は 手拭 を 冠って ゐ たさう である。 かれは 隐病 者であった。 か 

れは覿 へ 整で 叫んだ。 

わち V と 

「おい、 おれ をば かさうた つてば かされ はせ ぬぞ。 さあ これ を 食へ！」 といって かれは 若い 夫婦の 前に 苞宜を 投げ あ 

たへ て、 逸げ かへ つて 來た。 


久し振りの 快晴。 昨日の 雾の 雲の 名 殘りも 見えない。 わたくし は 朝早く 家 を 出て 玉 川の ほとり を 歩いた。 では 

あるし 郊外の 人出 もさ こそと 覺悟 をして 出かけて 見た が、 さて 玉 川の 磧に たどりついて 見る と 冬の 風の み 白く 人の 影 

もない。 なるほど 年の 募であった。 あわた e しい 年の 瀨を わざく 秩父 蔵に 吹かれに 玉 川まで 出かけて ゆく 醉 狂な 人 

もない の であらう、 など と 自分の 考 へ の 足りな か つ た こと を 笑 ひたい やうな 氣 になつ て 歩いて 行つ た。 

富 士は眞 つ 白で ある。 いつ 見ても 尊い 山で ある。 箱拫 あたりの 山で あらう か靑く 11? ごとく 南の {4! を 流れて ゐる。 

秩父は 墨の 如く 黑ぃ。 わたくし は 磧 に 面した 丘の 維 木 林の なかに しゃがんで 心 ゆく まで 靜 かな 山と 川と を ながめた。 

わたくし は不 S1 わたくしの しゃがんで ゐる 草の 中から 五六 歩 はなれた ところに、 1 姝の 梅の 老木が 雜木 のなかに まじ 

り、 雜 木の 梢に If されて ゐ るの を 見た。 しかも 枝 頭す でに 可憐な 蕾 を 懐いて ゐる。 わたくし はむしろ 淡い 驚き を 感じ 

た。 

玉 川の 向う 岸の 久 慈の 梅林に 梅 を觀に 行った の は 二三 年 前の 紀元節の 日であった。 玉 川 あたりの 梅見 ごろ は 紀元節 

つ- -wl> 

ごろから はじまって 三月に わたって ゐる。 それ だのに 觀 のなかの 老梅は 來ん春 を 待ちつ \ すでに 虔 やかな 春の 支度 を 

して ゐ る。 

これから 二月 花の 開く までに は、 幾度 か變 にも、 雪に も、 冷たい 風に も 打 たれる ことで あらう。 そんな こと を考へ 

てゐ ると た^ 一  輪の 梅の 花に 對 しても 頭が 下る やうな 氣 がする。 


u. 


わたくしたち は 所詮 東洋人で ある。 自分ら の 血の なかに. おれて ゐる 東洋人 的な 趣^な り、 嗜好な り、 感慨な どと い 

ふ ものが 一年々々 と 年 をと るに つれて、 明るい、 幅の 廣ぃ 西洋風な ものから、 や- - 暗い、 さ を 愛する 東洋風な もの 

へ 還って ゆく の をし みぐ と 感じさせられる。 鼓の 音、 竹 笛、 さう いった 日本の 樂器 のき はめて M. 純な 昔の なかに 掬 

まんと して 掬み つくせない 味 を 見出す やうに なって 來る。 

東洋の 藝術、 殊に 日本の 足利時代 このかたの 藝 術、 或は 藝 事の 最もす ぐれた 點 は Si 素と いふ ことに ある。 聖 なりと 

感ずる ほどに 枯淡なる ことに ある。 靜 勁なる こと； J. ある。 弱き がごと くして 底に 力 强き靜 かな 深いと ころの もの を 持 

つ てゐる ことに ある。 

笛の たど  一！！ の禋に わたくしたち は 11 綿と してつき ざる 餘韻を 感ずる。 やる 額な き 餘情を 感ずる。 靜 かなる もの X 

强さを 感ずる。 無限なる 深さ を 感ずる。 

わたくしたち は 梅 を 愛する こと を敎 へられて 育って 來た。 一 頃 は 梅 を 愛する とい ふやうな 味 を 退嬰的な こと、 し 

てけ なした く 思 ふ 時代 も あ つた， しかし 今では 自分から す、 んで梅 を 愛する やうに なり、 菊 を 愛する やうに なった。 

誰が 暗香と いふ 言葉 を 使 ひ はじめた のか わたくし は 知らないが、 い 上 一一 n 葉で ある。 東洋 藝 術の 特長 はたし かに 梅の か 

すかな 達 やかな かをりの ごとく、 その 在る がごと く、 なきが ごとく、 靜 かにして 幽に、 掬み つくせぬ 味の さに ある。 

ゆい  > ごと 

珈辨 よりも、 紅茶、 紅茶よりも 日本茶の- r まさを 知る。 淡々 たる 日本茶の うま さは 曰 本の 藝術或 ひは藝 事のう まさ 

である。 味で ある。 

i ふ を 知る。 嚙み 分ける と い ふ ことが 眞の 智慧で ある。 利 休が いった やうに 茶道の 奥義 は 一茶 を 立て --飮 むこ となり. I 

にち が ひない。 茶の 味 を 知る ことで ある。 眼 をつ むって 茶の 跪昧を 感ずる ことで ある。 靜 居して、 雜念を 去り、 思惟 

を 一 念に 凝つ て、 S に 息し、 虚に合 一 して 一 碗の 苦茗を 喫する ことに ある- いひ 換 ゆれば、 親切な、 こまやかな 心が 一 


碗のお 茶 をいた r いて 飲む こと に あ る。 

お茶 を； 一.!^ 舞 はれる， - がぶ くと 無造作に 飮ん でし まふ 人が ある。 さげすまれる 入で ある。 

高い 山から 山 を 歩いて ゐる 人た ちはいつ も經驗 する ことで あるが、 たまく 渾々 として 岩間 か- r わき 出づる © ；淸水 

を 掬む 刹那に はじめて 水のう まさを 感ずる。 ありがた さ を 感ずる。 その場合には リカ クサ ックに 結びつけた ァ ルミ -1 

ゥ ム の 小 ひさな 水 飲の なかの ゎづ かな 眞淸 水に は 深山 そのもの \ 幽逮 さも 嚴か さも こめられて ゐる。 た 一  捥の 水と 

はい ひながら、 その なかには 天 を もつ --み 地 を もこめ てゐ る。 

1 椀の 水， 一 碗の 茶の ありがた さ、 尊 さ を 味 ひ 感ずる だけの こまかな 親切な 心が 茶の 心で あらう か。 わたくし は そ 

の やうに 考 へて ゐろ。 

草の なかに しゃがみながら わたくし は雜 木に いためられて ゐる老 梅 を 見た。 小 ひさな 蕾 を 見た。 黑ぃ樸 々たる 梅の 

梢 を 見た。 昔から 東洋の 畫入 たちが この 枯淡な 梅 を 取り あっかった 心持ち を 想像す ると いかにも 尊い ものが ある。 わ 

たくした ちの 胸に び つ たり 來る ものが あ る。 

雜木 林の 片隅に 顧み らる、 こ ともなき 老梅は 十一 一 月 の 寒空 の 下に 春 を 待 つ て ゐ る。 す ベ ての 生 くる も の は 误ぐ ま し 

いほ どの 根强 さと 靜 けさと を 持って 生く る ことの 努力 を 中 ^ して ゐる。 

十二月の 太陽 は靜か に 老梅 の 蕾 を あ た i めて ゐる。 あだ か も 可憐な る を いた はるかの やうに。 

生く る ことの 寂し さ。 生く る ことの 续さ。 

すべての もの は靜 かに 忍びつ. - 生きて ゐる。 

がさ//. と 草 を 踏む 入の 堂 音が 聞え た。 わたくしから 半 町ば かり 離れた 草の なかに 一 入の 男が わたくしと If じ やう 

に ぼつねんと 磧を ながめて ゐ るので あった。 
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わたくし は 磧 の 方へ 歩いて 行った。 わたくし は そこで もまた 一 入の 男が ぼつねんと 冬の 山 を 眺めつ、 歩いて ゐ るの 

を 見た。 

山 力 あるかぎり、 人間が 生きて ゐ るかぎ り、 世界の いたるところで、 誰か いつでも、 山 を 思 ひ、 人生 を 思 ひつ 义 

歩いて ゐる。 

枯技 のかげ 

けさ、 ことし 初め て の 鷥の笹 鳴き をき いた。 雀が 朝 も 夕方 も あ つ ま つて 來 るの で楓 はま だ 紅葉し きれない うちに 大 

半 は 散って しまった。 そのために 美しい 紅葉 を る こと はで きないが、 晩秋の 澄みち ぎった 靑空を 背景に して 祜 枝と 

枯 枝の 參差 たる 姿を樂 しむ こと はでき る。 

落葉し つくした 後の 枯れ枝の 參差 たる 姿に 興味 を 感ずる やうに なった の は武藏 野の 郊外に 住んで ゐ たころ からで あ 

つた。 ラスキンの モダ アン たへ イン タァズ のなかに はよ く靜 かな 夕暮れな ど、 誰に も氣づ かれないで 消えて ゆく 雲の 美 

を 論じて あるが、 自然 は いつい かなる 場合に も 美の 創造 を わすれ はしな い。 

落葉し つくした 後の 枯れ枝 の 1 線 丁 S に はたと へば 名匠の 素 _f に 見出さ る \ やう な 淡 々たるう ちに 掬み つくせぬ ほ 

どな 神韻 縹渺 たる もの をた、 へて ゐる。 

さらに m の 光りに 照らされて 地上に 髡髴 たる、 枯 枝の IS の ごとき 影、 月光に 投げられ たる 影、 それぐ はぢ つと 眺 

めて ゐ ると 與 ある ものである。 

栗の 枯校 よく、 櫻の それ もよ く、 錤杏 Ji の それ もよ く、 木蓮の それ もよ い。 

郊外に 住んで ゐ たころ は 今ごろになる とよく^ 鳴きす る鶯が 家の なかに 飛び こんで 來 たもので あった。 家の ま はり 
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をめ ぐる ® 鳴き を！！ け ばもう すでに 冬の わびし さの 迫った こと を 感じない では をれ ぬ。 みそ さ. M いの 音と 鶯の 资 鳴き 

はいつ も 八の 心 を 冬の わびし さの 底に 惹 きいれ て ゆく。 わたくし は 數年前 信 濃 柏 原に 一茶の 家 を たづね た 時- 一茶が 

住んで ゐ たとい ふ 楽 畑 のなかの 小 ひさな g 倉の ま はり をみ そ さ r い が嗚 いて ゐ たの を 今にも 記憶し てゐ る。 

黑姬ゃ 妙 高 の 冬枯れ の 姿 を 雪 催 ひ の 北國の S の 下に ながめた ばかりで も 旅人の 心 は 滅入り さうた 鬱さを 感ずる の 

であった。 

愛子 を 失った かれが、 

露の 世 は 露の 世ながら さりながら 

とうたった であらう 故 鄕の山 は あまりに 冷たく おも はれた。 

信濃路 やそこい ち 寒し 春の 風 

そこいち 寒 いのは 信 濃の ftc 然 ばかりではなかった。 野に は 茨が あり、 人の 心に は 双が あった。 子供の やうな 一 茶、 

世す ね 者の 一 茶、 虱 を 手に のせて 小春日和 をた のしむ 暇 もな く 北の 國の 時雨 を かこった であらう 一 茶 を 想 ひながら わ 

たくしは籾倉のまはりのみそさ^^ ぃを聽ぃたことがぁった。 

け ふ も 庭に 來た 鷥の笹 鳴き をき \ ながら わたくし は 越後 境 の 北 信 濃の 山 を 懐 ひ、 人 を： ふ。 

いつの 間に か 庭の 隅の 白い 山茶花が いて ゐた。 日が 照りつ けて ゐる間 は 山茶花の 菜が 虞つ 白に 反射す るので、 花 

を IeM 別す る ことができなかった が、 朝夕のう す 寒い 影のう ちに 白い 山茶花の 花瓣を 見出した 時 は輕ぃ 驚異 を 感じない 

わけに は ゆかなかった。 不斷は 庭の 隅に 忘れられて ゐた ほどの 貧弱な 山茶花であった から。 

山茶花 はいかに も 弱氣な 花で ある。 入 目 を は どかる やうに して 咲いて ゐる 山茶花 はか へって 人の 魂 を ひきつける。 

郊外に 住んで ゐる ころであった。 いつも 手傳 ひに^る 女が あつたが、 かの 女 は 咲きみ だれて ゐる 山茶花が 毎朝 雪の 


d. 


s 


やうに 落ちる の を 面倒く さがって は、 まだ 枝に ある 花まで も ii で 叩き落として ゐた。 わたくし は その 女 をう とましく 

思 ふやう になった。 その 女 ははた して 鬼の やうな 女であった こと を 後に なって 知った。 

學生 時代から 馴染に なって ゐる 一 入の 大工が ゐる。 どこで いつ 覺 えたの か 菊 を 作る ことが 上手で ある。 不斷は 狐 を 

馬に 乘せ たや うな 話 をす る 男で あるが、 菊 を 作る ことに かけて は 名人で ある。 

去年 もい つの 間に か 隣り の 人が かれの 菊 を 借り出して 日 比 谷に 持って行って， 隣 りの 人の 名で 一等 を 魔ち 得た。 か 

れは 可笑しが つて 笑って ゐた。 

今年 も 懸崖 を 二 鉢と、 大輪の もの 一 鉢と を わたくしの 庭に 持って 來て くれた。 来客 ごとに 褒めて くれる。 下葉 一枚 

落ちず、 大輪 はま はり 1 尺 七 八寸も あらう か。 

數日 たつてから ふた、 びかれ はまた 時雨の なか を 大輪の 菊、 白黃淡 紅と 三楚を 切って 持つ て 来て くれた。 

「こんなにい、 花 を 切って 來て は？」 といへば、 

「いや、 菊作り は 作ろ までが 樂 しみです。 花が^い てし まへば ねえ 別に …… 」 と怊 つた やうな こと をい ふ。 そして 相 

か はらず 狐 を 馬に 乘せ たやうな 話 をす る" 可笑し いので こっちが 笑へば 自分 も 笑つ てゐ る。 

わたくし は 幾年 振 かで しみぐ とした 心で 庭の 菊 を ながめて ゐる。 日の 光り を B した 菊の花 を 見て ゐる。 菊の花が 

咲く ころに なれば 菊の花の 囊る ま. 土に 生まれた こと を ありがたく ふ。 ちゃう ど奈 良、 法隆寺 あたり を 旅する ごとに 

佛敎國 に 生まれた こと を ありがたく  ふと 思 じ やうに。 

また わたくし は 幾年 振 かで 秋の 曰の なつかし さ をし み，^ と 味って ゐる。 朝の 日 は 秋に なっても やはり あわた し 

いところ が ある。 夕 暮の日 は あまりに 寂し 過ぎる。 午後 二 時から 三時 ごろの このごろの 日の 光り はいかに も 涅槃の 寂 

光 を 想 は せる ほ ど に 尊く も ある。 
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秋の 山の手の 街 を 歩いて ゐ ると そこに も 秋ら しい 枯 枝の 影が 落ちて ゐる" 秋の ひるさがりの 靜 かな 日の 光り は 夜よ 

り も 落ちついて ゐる。 追分から 駒 込、 白山から 奥-鴨と わたくし はこの ごろ 毎日の やうに 午， おの 散歩 を樂 しんで ゐる。 

釵 14： 樹の葉 も 地に しき、 そこ こ、 に は 菊 を 作り、 菊 をた のしむ 老人た ち を 見かける こと も ある。 本通りが ひろがった 

ので 寺の 門が 本堂に 近く 退ら せら れ て ゐ るが、 それ でも まだ 一 一 十 年 前 を 思 ひ 出させる に 足る ほどの 落ちつ きを 庭 の 奥 

深く こめて ゐる。 氣を つけて 歩いて ゐ ると 街から ゎづ かひつ こんだ ばかりの ところに は 昔の ま&の 寺から 寺と っ^い 

てゐ るの を 見出す。 

昌平 橋 あたりから、 板 橋 通 ひ のガタ 馬車が 通つ てゐた ころの こと を 思 ひ 出しながら、 わたくし は 午後の 街 を 歩 い て 

ゐる。 その やうな 折 わたくし は不圖 二十 年 も 前に 見かけた やうな 品の い.^ 老人 達 を 見かける ことがある。 涵 ロー  葉の 

作の なかに でも 出て 來 さうな あの ころの 人の 俤 である。 まだ そこに は 江戸時代の 名殘が とりのこされて ゐる" 大地が ^ 

からこつ ちす つかり その やうな 人が 失 は れて しまって、 東京と いふ ものが、 いか にも 住み 心地の 惡ぃ埃 だらけの がさ 

つなと ころに なって しまったが、 まだと も すれば このごろの 秋の 日の 午後 山の手の 寺の あたりに はなつ かしい 昔の 人 

や 思 ひ 出 を 見出す ことがある。 あても なしに 步く 山の手の 散歩に、 もし さう 云った 風な 老人 や、 寂れ はてた 寺の 御堂 

などに めぐり 逢った 刹那 だけ はや はり 東お に 住んで ゐる こと を うれしい と 思 ふ。 

わたくし はよ く 千住大 橋から 一 錢蒸 汽に乘 つて 吾妻橋 あたりまで 川 を 下った ことがある。 萧殺 たる 秋の 渚に は牽が 

枯れ、 土 堤 を 歩む 行人の 影 も 稀であった。 家 もなかった。 あの ころの 荒 川の 水の 聲は今 もな ほ 忘れが たく 思って ゐる。 

水 棹 をす ベり 落つ る 水の さ、 やかな 音 をす らしみ  < -、 と聽く ほどの 靜か な の 風物 を たのしむ ことができた。 

葛 飾の 原に は稻を 千した 櫟の" 亚木 や、 雲に 入る ばかりの 白い 道が 谩々 として 秋の 日 ざし を 浴びて ゐた。 

いつで あつたか 荒 川の 花兒 かへ りの §1 で、 舳に 立つ て 裂けた 舞扇、 色褪せた 振袖 を かざして 舞 ふて ゐた 小娘が あつ 
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た。 不圜 秋の 日に なれば その やうな ことまで が 頭に 泛 かんで 來る。 

この 二十 年 あまりの 間に 逢った 人も算 へきれ ぬ。 それ もたいて いいつと はなしに 別れて しま ふ。 忘れて しま ふ。 秋 

の 風に 吹き 寄せられた 木の葉が 集まり、 寄り、 ばら/ \- に 撒き ちらされて ゆく やうに。 

何も彼も 迷 ひで あると 悟り 得る ことができたら とも 思 ふ。 そんな こと を 思 ひながら もやつ ばり 人に は 逢って 見たい。 

死にた く はない。 秋 はさび しい。 


加 唐 新 五が 長 崎 砲兵 際附を 命ぜられ たの は、 ちゃう ど歐洲 大戰の ころの ことであった。 

士官 學校を 出た ばかりの かれに とって 戰爭 はこの 上 もな く 花やかな ものであった。 若く して 戰死 するとい ふこと は 

英雄的な ことであった。 「曰 本 は 屹度 出征す るに ちが ひない。」 さう 考へ ただけ でも かれの 若い 血 は を どり 立った。 か 

れは數 日の 休暇 を もらって 岐阜の ステ ー シ ヨンに 下り、 岐阜から はさら に飛彈 境の 山地へ 長い 山道 を 馬車と 俾- に？ si ら 

れ ながら 山奥の 故 鄉へ歸 つ て 行った。 

滅多に 軍人と いふ もの を 見た ことのない 故鄕の 入々 が 殊に は 日本 もやが て 出征す るで あらう とい ふ 際で はあった 

し、 若い 砲兵 士官 をと りまい ていかに 款待し、 激勵 した かとい ふこと は 想像され る。 何とい ふ Is の 人生で あらう。 

「新 五さん もよ い 時 軍人に なんな す つたの う。」 

かれは 夜も晝 も故鄉 の 人々 に 招かれて は 村 一番の 人氣 者に な つてし まった。 若い 娘た ちが ひそかに この 若 い 英雄 を 

祟拜 した こと はいふまで もない。 

かれの 遠緣 にあた る镧田 老人 は 自分の 身内から 村の 英雄 を 出した こと を 誰よりも よろこんで くれた。 かれは そのた 

めに 三度 綱 田の 家に 招かれ、 一 夜 はつひに 泊ら されて しまった。 11 田の 末 娘の 瑠璃 子が 新 五と 夕方 村の 川岸 を つれ 立 

つて 歩いて ゐ るの を 見た 者 もあった。 

「しっかり やってく だせえ よ。」 村 境まで 逢って 來た 人た ち は 國旗を 振りながら かれ を はげました。 かれは まったく 出 

征 軍人と して 故 It の 人力から J_ はられた。 田 老人と 璃子は £^ 阜ま でかれ を 見 つ て來 た。 かれは 汽車の 中で も 瑠璃 
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子の こと を 思った。 色の 白い、 驟の 長い かの 女 は 若い 男の 心を囚 へる に 充分であった。 かれが 長 崎の 砲兵 險に 着いて 

間もなく、 日本 は 聯合 國に 加盟して 靑 島に 出征す る ことにな つた。 けれども かれはた うとう 出征の g 會を與 へられな 

かった。 綱 田 老人 や 瑠璃 子から は、 最初の 間 はきつ と 一週間に 一度く らゐ はたより があった。 そして その 手紙に は 

度 「御 出征の 上 は御國 のために …； 」 とい ふやうな 文句が 附け 加へ てあつた。 

X  V. 師圑が 動員した とい ふやうな 新聞記事 を 讚みながら、 砲兵 際の 士官た ち は 不愉快な 日 を经っ た。 

「どうせ 僕 等 は 守番 だ" 畜生 ッ！  n 合 軍の 奴 散々 に 敗け ろ。 そしたら おれたちの ところに も 動員令のお 鉢が ま は 

るよ o」 そんな こと をい つて は 自棄 半分 に 酒 を あ ふ る 者 も あ つた。 

加 唐 新 五 は 暇 さへ あれば 砲臺の 下の 海岸へ 行って は 魚 を 釣って ゐた。 かれは 中學 時代から 釣 好きであった。 かれは 

釣 をしながら も 沖 を 眺めて ゐた。 しかし ドイツの 船ら し いもの も 見えなかった。 

「いつまで 經 つても お 留守番 だよ！」 かれは 吐き出す. うに 獨語 ちた。 

靑 島が 陪 ちた の を かぎりに 戰時氣 分もう すら いでし まった。 禰田 老人 や 瑠璃 子から の たよりも 絕ぇ絕 えに な つてし 

まった。 

しかし かれは 砲臺 生活の 無聊に 耐 へ かねて は 榊 田 老人 や 瑠璃 子に 手紙 を 書いた。 そして 一 度 は 海岸で 釣り上げた 魚 

ひ ？ な 

を 乾して 榊 田 老人に 经 つて やった。 山の 中の 榊 田 老人 はかれが 釣った 千 魚 を 非常に よろこんで くれた。 そして 「長 崎 

とても 臨戰 地帶" 晝夜 不眠不休 警戒の 御 軍務な かくの ことに 存 候。」 

などと 書いて 來た。 

かれが 長 崎 名物の 高價な 纖を绘 つて 榊 田 老人 や 稻璃子 を 喜ばせようと 思った の は それから 間もなくであった。 

そのころ 二十 五圓の 少尉の 月： It のうちから 十圓の 饑を購 める とい ふこと はかれに とって は容 な ことで はな かつ 


た。 しかし 璃子 Q ためにに 最大の 驟牲を はら はなければ ならなかった。 かれは 長 崎の 町で 「十 W の纖」 を 買って 山 

の 中の： 老人に 经っ て やった。 かれは 今度 こそ 魚 好きの；！ 田 老人が どんなに 喜んでくれ るかと 思つ て 次の 手紙 を 待 

つて ゐた。 「® の 子 をお 途り 下され 1K4 く存 候」 き はめて 簡 單な禮 狀が來 た。 老人 は躐 のこと を餾の 子、 鲲の 子と いつ 

た。 瑠璃 子から はたより はなかった。 

洲大戰 は 終った。 かれは 中尉に なって ゐた。 ^間 は戰 爭の醉 からさめ てゐ た。 かれは 三年 振りに 故. t に 31 つて 行 

つた" かれは 高 M な II のこと が 頭に こびり ついて ゐ たので、 老人に 逢った 時 最初に 長 崎から 途 つた 躐 のこと につ 

いて たづね て 見た。 

「は &は. は- - あの 餾の 子です かい。 結構な 肥料 ありがたう。 あれ は 庭の 柿の 木の 根に 肥料に してやつ たので、 あれ 

から 年々 柿が よう 實 る。」 と 老人 は 愚鈍 そのもの、 やうな 笑 ひ 方 をした" かれは 叩きのめされ たやうな 氣 がした。 何と 

いふ 倦怠い 人生で あらう。 子 はもう そのころ 東京の ェ舉士 に緣附 いて ゐた。 
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十二月の 詩 

m， 霰、 板び さし 打つ 

音 を だに かぞ ふるば かり 

わが 心靜 かなる かな 

霰， 霰、 枯れ 枯れし 

草の葉に 落つ 音 を だに 

聽き 入る ばかり 

わが 心靜 かなる かな 

こ？. らし 

取の 高鳴りし つ 上 化 を 走る 

4i て 

その 涯を すら 追 ふまでに 

わが 心靜 かなる かな 

木の葉 落ちぬ 

落ちて 地 を擊っ 


5  その 音 を だに なつかしむ 

わが 心靜 かなろ かな 

夜 を ふかみ こ ほ ろぎ 鳴き ぬ 

わが 夢の ふと やぶられつ 

わが 友の 寫し 11 かけし 壁 にゃあり し 

搰の 火の たえた えなり し爐 にゃあり けむ 

讽は 吹きつ のり ゆく こ ほろ ぎ あはれ 

またも 鳴く 

影 は 見えず 夢よりも はかなし 

その 聲を だに 聽 き 入る ばかり 

わが 心靜 かなる かな 

地 を擊っ 木の葉 ならず 

遠山の a ならず 

夜の 小鳥の 夢にも あらず 

雪に も あらず 

時雨に も あらず 
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夜 を ふかみ .ili の聲 する 

そ の 聲をだ に 聽き 入 る ばかり 

わが 心靜 かなる かな 

冬の 山徑 ほそぼそ とけ ふ も 草 刈る 

わがた つき；^  くも ある 

ひたき 鳴き つれ 

雲 白く 

せ >f らぎ淸 く 

わが 黑髮の 風な つかしみ 

さく さくと 草 刈る 鎌の 音 を だに 

聽き 入る ばかり 

わ 力 力なる 力な 

弟よ 

妹よ 

山 を 見よ 雪 遠く 年 暮れ ん とす 

1^ からず や 山 


巧 ：® 鳥 茶の 葉に かくれ 

贸昏を 鳴く 

妹よ 

弟よ 

雪の 山 見む 

わが 心靜 かなる かな 


春 は 何とい つても 大まかな 敬 舞 伎 芝居 だ。 樂屋 裏の 拆の 音に も 春ら しい 胸の. ときめき を 感ずる。 春に なれば かなら 

ず 芝居 を觀る ことに きめられて ゐた 日本の 家庭の 子供 時代からの 生活 聯想 のせ ゐも あるで あらう が、 春 の 芝居 を觀る 

日 はとり わけて 命 ありて 春 を 待ち 得た る もの、 よろこび を咸 へす る 。 

「油 屋」 を 訪れる 久 作が 一枝の 梅 をお みやげに 花道に 立った ばかりで 春の 氣分は fi ちに 滿 つ。 野 崎 村の 久 作が 家の 軒 

の 白梅 はま あ 何とい ふ靜 かな 日本の 春の 象徵 であらう。 

武士階級 のために ほとんど 人間と しての 自由 や 幸福 を 奪 はれて ゐた 時代に 歌舞伎 は 唯一 の 市民の 行樂 であった にち 

が ひない が， 今の 時代に おいて も 芝居 はたし かに わたしの やうな 人間に とって は 同 じ 役目 を 演じ て くれて ゐる。 幻の 

美し さ を 追 ふ はかな い 生き方で あるか も 知れない。 だが わたし はた V それだけで 滿足 する。 わたし は 春の 歌舞伎 芝居 

を 持つ 日本に 生れた こと を ありがたく 思 ふ。 水の した X る やうな 若い 美しい 娘た ち、 人生の 苦勞 とい ふ苦勞 をな めつ 

くした 老年 者、 人生に 對 して 結句 囘避 的な 讀書子 を も 一 つに こめて 春の 芝居 は蕩然 たる 夢の 美の 國を釀 す。 悲し けれ 

ば こそ 春の 歌舞伎 を觀 る。 うれしければ こそ 春の 芝居に わが 胸 を を どらす e 

屠蘇の 醉に鷥 を 聞く の も 日本の 春なら では 叶 はぬ ありがた さで ある。 ス コ ット ランド 生れの ある 男が かって 鶯 のこ 

と を 語りながら、 「日本の 鷲 こそ 世 Kk ルの 世界 C 鳥の 王 だよ」 とわたし にいった ことがあった。 ある 冬の 日の ことで、 場 

所 は早稻 田の 講師 室の スト... ヴの 前であった。 鷥の 初音 を聽 くころ になれば わたし はス コット ランドの 男の こと を 思，， 
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ふ。 剽 逸で、 無慾で、 東洋 的で、 愛國者 的な その 男の こと を。 

日本の 鷥 はたし かに 鳥の 中の 王者で あらう。 しかも 虔 しゃかな 女王で あらう。 S 岸から 道灌山 あたりに かけて 今 も 

なほ 春に なれば 鷥 鳴き 合せの 會が 催される が、 鶯の啼 く 昔 をき けば こ& にも 日本の 春に 生まれた ありがた さ をし み じ 

みと 思 ふ 0 

二三 曰 前 わたし を たづね て來た 某國手 は、 「もう 鶯も 鳴き、 駒鳥 も 鳴き はじめ ましたよ。 可愛い X もので わたしが 1! 

診に 出かけよう とすると 首をかしげて 籠の 中から 視 いて ゐ ますよ。 ちょっと 殘 して 行く のが 可哀相な 氣 もします」 と 

いって ゐた。 

なほ 一 入 わたしの 懇意な 國 手で 下 谷 金 杉に 住んで ゐた國 手 も 熱心に 小鳥 を 飼つ てゐ た。 そのころ は 龍 泉 寺 あたり か 

ら 入お あたりまで まだ 一 面に 葦田 ゃ澤が とりのこされて ゐた。 國 手の 緣 側に は 鷥を はじめ 水鷄 だの、 駒鳥 だの 、籠が 

並んで ゐた。 かれは 忙しい 診 斷の問 をぬ すんで は 庭に 來て 小鳥の 聲 を^いて は娯 しんで ゐた。 小鳥の 薛を たのしむ お 

IS 者 さま！ これ も 西洋の 科學 者に は 望まれぬ 東洋 的な 風流で あらう。 

釁は鶯 ほどの 入氣 はない が、 山家の 春に ふさ はしい 小鳥で ある。 淡雪の 日な ど、 または 落葉の 上に かさ こそと 霰の 

降る 日な ど、 山徑の 紅梅の 枝に たまく 鶯 のかす かな 春の 唄 を 忍び音に 聽く など、 たまらなく うれしい ことで ある。 

山家の 春 はま だ 秋よりも わびしい が、 川に 沿 ふて 咲き、 梅 ほころびて、 人 も 訪れぬ^ 土の 山徑に a の啼 くの を 聞け 

ば こ & にも 日本の 春 はありけ りと 思 ふ。 

その やうな をり、 きっと わたしたち はまた 春 も 知ら ぬげに 木 を 研り、 炭 を燒く 男た ちの 世捨顏 なる を 林間に 見 す 

であらう。 そこに も 日本の 春 はかす かに 動く。 


.=1 1 


ドスト イエ フス キイの 一生 

何故に 人 は 生きなければ ならぬ か。 生と は 何で あるか。 この やうな 間 題 は 人間が 生れてから こっち、 何時も 繰り返 

されて ゐる 永遠に 新しい 間 題で ある。 昔から 哲 if 者と いふ 哲 ® 者が この種の 間 題に 一 生 を 費して ゐる。 

l^J. 如何に 生くべき か。 この間 題 も 亦 昔から 多くの 宗教家、 思想家た ちが 考 へて 来た 問題で ある。 しかして 最も 新 

しい 思想家に トルストイが ある。 

更に 以上の 二つの 傾向の 思想家の 他に、 盲目的に 生 そのもの を：^ は ん とした 一？ g の 人々 が ある。 ドス トイ ti フス 

キイ は その C おも 著しい 作家の 一人で ある。 

かれは 決して 入 生と は何ぞ や、 或 ひ は 吾等 如何に 生くべき かとい ふやうな こと を考 へる 暇 を もって ゐ ない。 人生の 

苦痛な 方面に 對 して 餘 りに 多く 鋭 い 感受性 を も つ て ゐるド スト イエ フス キイに とりて は 色々 な 理想 ゃ哲 i!- を 弄ん でゐ 

る遑 はなかった。 かれは 目前に 虐げられて ゐる 多くの 若い 女 や 男 を 見た。 かれは 冷靜な 思想 を考 へる 前に、 それ 等の 

虐げられた 入々 の 前に 立って 「兄弟よ」 と 叫んで かれ 等の 手 を 握らない では 居れなかった。 

かれは 殊に なる it 命の 女 を あはれん だ、 男に 捨てられ、 世に 捨てられた 女 を あはれん だ。 「罪と 罰」、 「虐げられ 

し 人々」、 「貧しき 人々」 、「白痴 一、 これ 等の 作 中に 出て 來ろ 可憐なる 女 は、 何時も かれの 心 を K いて 流れて ゐる ところの 

『虐げられ たる 女」 の 典型で ある。 かれの 女 はかの イブセン や スト リンドべ ルヒの 作 中に 出て 來る やうな 强ぃ 意志、 知 

！ 1、 a: 覺、 反抗と いふ もの を 持って ゐ ない。 また トルストイの 作 中に 出て 來る 女の たくらみと いふ やうな もの さへ も 

持って ゐな い。 無智な 淸淨な そして ひたすら 運命に もて あそばれて ゐる 女で ある。 かれ 等 は 決して 自らの 蓮 命 を 切り 
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拓 いて 行く こ -」 のでき ぬ 女で ある。 その 可憐な 女た ちに も戀は ある。 しかも その 女た ち は戀愛 っ4^ て. - 他に 忍 從的生 

活の途 を もとめなければ ならぬ。 

そこに は戀の 破壞の 淡い 悲哀が ある。 けれども ドス トイ ヱ フス キイの 作の 主人公 は 決して その やうな 場合に 女 を 怒 

り はしない。 「© しき 人 々」 の バル バラ. ド ブロセ ロヴァ が 田舍の 紳士に 嫁い で 行った 時、 デ イエ ゲシュ キン が 女に 宛 

て. 1 やった 最後の 手紙に は、 「次の 給料 を 貫ったら 直ぐ 私 は 買 ひつけの 店で 新しい 外 S をお 前に 買って 上げようと 思つ 

てゐ る" どうか 次の"； li 料まで 待って ゐ ておくれ， 可愛い \ バル バラ」 と 言って ゐる。 自分 を 捨て X 行く 女に 對し てこ 

の 寛大な ドス トイ ェ フ ス キイの 心 は どこから 生れた ので あるか。 

かれは 決して その 女を怨 まなかった。 そして かれは その 女 をして 男 を 捨てなければ ならな くした ところの 蓮 命 また 

は 盲目な 社會の 暴力と いふ もの を 憎んで ゐる。 

「お前 は 泣く、 しかしお 前 は 行く  I 私 は 今お 前の 淚が にじんで ゐる 手紙 を 受けと つた！ お前 はいやくながら 

立って 行く の だ。 お前 はお 前の 意志に さから ふて、 さら はれて 行 くんだ。 お前 は 私 を氣の 毒と おもって ゐ るに ちが 

ひない！ さう にち が ひない！ お前 は 私 を 愛して ゐ るの だ。」 

かれが 自分 を 捨て .1 行く 女に 對 する 悲しみ は、 恰 かも 思慮 深 い 親が 無智な 世間 見ず の 子供 を 旅立た せ る 折に 感ずろ 

やうな 悲しみであった。 そこに は ひたすらに 女の 未來を 祝福す る 自己 81 の聖ぃ 涙が へられて あった" 無論 かれに 

も 人間ら しい 怨み も かなしみ も あ つ た にち が ひない 。けれども かれは そ の 怨み や 悲しみ を 51! 一 化する こと を 知つ てゐ た。 

「かの 女 は 俺 を 捨てた、 けれども 女に は 女と して 苦しい 立場が あるの だ。」 

恐らく ド スト イエ フス キイ 自 身が しか 感じた ので あらう。 

かれは 鞭打た る \ 鐵 弱き 入々 を 悲しんだ。 けれども かれは 同時に 鞭打つ 人 を もいた はる ことができた。 鞭打つ 人、 


そして 鞭打た る V 人、 これ 等 は 共に 寂しい 運命の 下に 或 ひは虐 ぐる 人となり、 或 ひ は 虐げら る. 1 人と なる のであった。 

かれは 强 きもの を も 弱き もの を も 同時に 抱き 容れる ことができた。 

シ ベリ ャの 雪が や、 解けて 復活祭が 近づく と、 旅人 を 殺した 男 も、 嬰 兒の肉 を 刳りと つた 男 も、 子供の やうに なつ 

て よろこんだ ではない か。 火酒 を 盗んで 飮んだ 男 も 故鄉. の 唄 をうた つて 泣いた ではない か。 

かれに とりて 世 はすべ て 弱い 入 間と 善人と に充 ちて ゐる。 かれ 等 は 弱い が 故に 人 を 殺した の だ、 人 を 傷け たの だ。 

そして 弱い 入 間 をして 惡 人と ならし：^、 囚人と ならしめ たの は 境遇と 不幸な 機會 とで ある。 人間 自身 は どこまでも 美 

しい、 可憐な 嬰兒 に過ぎない。  . 

「兄弟！ 俺た ち は みんな 不仕 合せな の だ！ j 

かれはい つも か う 言 つ て 隣 入 を も 敲をも 愛しよ. つと して ゐる。 

私 はこ \ にかれ の 作物に ついて 一 々 批評す る つ もりで はない。 こ の やうな 博大な 愛 を 感じた ド スト イエ フス キイの 

不仕 合せな 苦痛な 生活に ついて 書いて 見たい。 それが ドスト イエ フ ス キイ を 知る のに 先づ 第一 にせねば ならぬ 仕事で 

あると 考 へたから である。 ドス トイ エフ ス キイの 作物に ついての 批評 は 他日に ゆづる。 

中背の がっしりした、 S 麻 色の 髮の、 病身な 蒼い 顔色の 十七 八 歳の ー靑 年、 これが ぺテ ルス ブル グの 陸軍の 工兵 科 

の 校に ゐた ブイ ヨウ ドル：、、 カイ ロギ ツチ • ドスト イエ フス キイであった。 かれは 兄の ミカ エル っト スト イエ フス キ 

ィと 1 緒に モスクワから ぺ テ ル スブ ルゲ に來 たのであった。 ミカ エル • ドス トイ エフ ス キイ は 後に 煙草 工場 を 建てた 

り、 ゲ.. 'テの 作品 を譯 したり、 喜劇 を 書いたり したが、 いづれ も 成功し なかった。 

舉校 時代の ドスト イエ フス キイ は 至って 無口 であった。 無邪氣 だと か 若い とかい ふやうな 感じ はかれから 見出す こ 


g と は出來 なかった。 何時も 級の 仲間から 離れて 窓の 傍に 本 を 持って 坐って ゐた。 他の クラス • メ7 ト 達が 熱心に 敎科 

書に 喷 じりついて ゐる間 も かれは ブ ゥシュ キン ゃバ ルザ ック ゃシ ルレ ルを 手から 離す ことはなかった。 それでも 試驗 

を 通過す る だけの ことに ついては 可な り 努力 を 惜しまなかった。 試驗 前になる と 恐ろしく 精出して 勉强 したと いふ こ 

とで ある。 しかし 一度 は 全く 失敗して しまった。 試驗の 後で 健康 を 害って 病院に 入った こと もあった。 その 試 驗 の 成 

績 について はかれ は 非常な 不服 を唱 へて ゐた。 かれに 云 はすれば、 かれは 同級の 入々 が 想って ゐた ほど 進級 試 驗に對 

して は暢氣 ではなかった。 かれは 試験の 成績 は いつも 優秀の ものであった らしい。 無論 かれは 試驗そ の ものに は 重き 

を 置かなかった であらう が， かれは 父の こと を考 へる と 何う しても 試驗を 首尾よく 通過す る だけの こと は 努力 を 惜し 

む 譯には 行かなかった。 かれが 學年 試驗に 失敗した 折に ぺ テ ル ス ブルダから 兄の ミカ エル に经 つた 手紙が ある。 

「私 は 進級 させられ なかった。 何とい ふ 恐ろしい こと だら う！ この 苦痛の. e にな ほ まる 一 年 を 過さなければ なら 

ぬと は！ 私が もし かの 最，^ 陋劣な 手段の 環牲 になった の だとい ふこと を 知らなかったら 私 は 別に 怒り はしない。 

もしお 氣の 毒な 父上の 淚が fs^ のこ、 ろを剠 しつらぬ くこと がなかったら この 失敗 はさして 私 を 悲しませる こと はな 

かったら う。 私 はま だ 嘗て 自負心 を 傷 けられた 感じ を覺 えた 事 はない …： 私 はこの 試 驗の進 備に 多くの 時 を 費した、 

そのために 今では 健康 を 害って ゐる。 …… 」 

U かれが 試驗に 失敗した の はかね て 代數の 敎師と 快くなかった ことが 原因して ゐる らしい。 かれは 十點満 點に對 して 

平均 九 點 半 を 得て ゐた。 それに も か . ^はらず かれは 現 級に 止められた。 

樓 兎も角 かれの 學校 生活 は 何れ の 方面から 見て も渝 快な もの ではなかった。 不如意な 生活 を； _达 つて ゐ た 父 はかれに 對 

m して 十分な 學 資を與 ふること はでき なかった。 かれは 學生 時代から して 生活の 不安 を 感じさせられた。 かれが そのこ 

ろ 父に 经 つ た 手紙に 這般 の 消息が うか はれる。 


「野營 生活に 於て は ii 軍擊 生は少 くと も 四十 ル ，ブル を 要します。 この 金額のう ちに は 茶、 砂糖の や-.' な 必要品 は 一 

含まれて ゐな い の です。 しかし こ の やうな も の は 私 も 持 つ てゐ なければ なり ま せん 11 た 甘 の 慰藉 物と して r なく、 一 

眞實缺 く ベから ざる ものと して。 この ころの やうに 濕氣多 い 雨の 季節に 天幕の なかに 眠らなければ なら ぬ ときには、 一 

そ の 結果と し て 衰弱 や 意 鼠の 沮喪 を惹 き 起す も のです。 そして 茶の 缺乏 からして 容！^ に病氣 にと りつ か れる もの で 

す。 私 はこの 季節に は それ を 過去 數 年間に 於て 露 々 f 驗ぃ たしました。 私 は あなたの 御 困難 を も 想 は なければ な り 

ません。 それで 私 は 茶の こと はすつ かり 斷念 いたしました。 そしてた r まったくなくて はならぬ ものの みに つ いて 

お 願 ひいた します。 11 あなたが この 前途って 下された 金の 5 ちから 私 は 十五 ル ー ブ ル だけ 貯 へて爾 きました。 で 

すから お父さん、 私 は 尙ほ少 くと も 二十 五ル乙 フル だけいた かして 欲しい のです。」  一 

かれは この 苦しい 生活の なかに もゴ， ゴ ルゃセ ェクス ビヤ ゃホ 1 マァ に^み 耽った。 かれは 多 鎖の 人であった。 

「私が 數年 前に 讀ん だもの を讀み かへ す 時に 私 は 私のう ちに 新し い 力 を 感ず る。 私 は 本の 眞髓に 突き 込 ん で 行く こ 一 

とがで きる。 全く それ を摑 むこと がで きる。 そして それから 私自身の うちに 新しい 自信 を 喚び 起す ことができる 。ヒ 

(ドスト イエ フス キイ の 手翰) 

かれが どれほど 先入の 作物に 對 して 深い 研究 的 態度 を 持って ゐ たか うか t はれる。 

二十 三 歳の 時で ある。 かれが 陸軍の 制服 を脫ぎ 捨てた の は。 その 原因と して は 無意義な 事に 時間 を 費やさなければ i 

ならぬ とい ふこと もあった が、 それより はべ テ ル スブ ルグを 去って 田 舍に轉 任させられる とい ふこと がかれ にと つて！ 

は 苦痛であった からで ある。 原稿 生活に 入って からかれ の 生活 は 一 層 みじめな ものであった。 かれは 二 年越し 一 蕾の， 

洋服で 濟 まさなければ ならなかった。 靴 を 買 ふだけ の 金 もなかった。 終に は 一 コ ペック も 持たない こと もあった。 負 

债 から 負債へ と 追 はれて 行った。 この 窮乏の 境に あっても 流石に かれの 藝術的 良心 は 鈍らされなかった。 かれは  一 nE 
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一 B の 1  函を 得ん が爲 めに 働いた、 しかし かれの 作物に 對 する ® 摯な 態度 は 失 はれなかった。 かれは 生活の どん底へ 

蹴落されても その 作物に 對 して は あらゆる 努力と 忍耐と を 怠らなかった。 かれが 「貧しき 人々」 を 書いて ゐた 時で あ 

つた。 かれは 幾度と なく 書いて はまた 書き改めた。 かれは その 兄 ミカ エルに 手紙 を 寄せて 言って ゐる。 

「要するに 再 一二 再 四書き 改められる とい ふこと は 凡ての 第 一 の 書の 蓮 命で ある。 私 はシャ トウ ブリア ンのァ トラが 

かれの 第一の 書で あるか どうか は 知らない、 けれども 私 はかれが それ を 十七 度 書き 更め たこと を 知って ゐる。 ブゥ 

シ ュ キン も 亦 極めて 短い 詩に 對 して 全く 同じ こと を 努めた。 ゴ ー ゴ ルも 1 氣にニ 年間 かれの 驚くべき 勞作を 磨き 上 

げる こと を 常と した。」 

かれは 必ずしも 世間 並の 天才 肌の 男ではなかった。 かれは 努力の 入であった。 同じ サァ クルの 若い 人々 が旣に 文名 

を 成して ゐ たのに も か k はらず かれは 久しい 間沈默 を 守って ゐた。 しかも かれは その サァク ル內で 最も 重き をな して 

ゐた。 最初 かれの 周 圜に橥 まって 来た 友人と して は グリゴ a* ヰ ツチ 。ペケ トフ、 ，ヰト コ フ ス キイ、， ベ レ チェッキ ィ など 

云 ふ 入々 が 主であった。 

かれが 「貧しき 人々」 を 書いて ゐる ころであった。 かれの 名 はま だ 世間に は 知られて ゐ なかった。 かれは 終日 一室 

に閉ぢ 籠って ゐた。 かれの 友 入に 對 しても 1 度 も かれの 仕事に ついて 語らなかった。 かれの 机の 上に は 無. M の 原稿が 

5!e み 重ねられ てあつた。 かれの 手から ペンが 放 たれて ある 時には、 かれの 跟 はいつ も 本の 上に 住 がれて あった。 かれ 

は當時 同居して ゐた グリゴ ロギ ツチに 對 して さへ 一 言 も 作物に ついて 語る ことはなかった。 その 頃の かれの 精神に は 

著しく 變 態を來 たして ゐた。 かれの 健康 は 1 m 々々と 衰 へて 行った。 

かれの 神經 はい さ. - かな 事に も 無 曙と 焦 立った。 かれの 少年 期の 持病が しきりに 再發 した。 一 日 かれは グリゴ a* 牛 

タチと 二人で 街 を 歩いて ゐた。 恰度 その 時 前の 方から 葬 ひの 行列が 進んで 來 るのに 出會 つた。 - トス トイ エフ ス キイ は 
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直ちに 引き返さ うと 主張した が、 旣に そのと き は 通かった。 かれは 例の 病氣で 街路 上に 打ち倒れ た。 その後 は 二三 日 

置きに かれは この 苦し い 病に なやまされた。 

「貧しき 人々」 を 書き あげた 時の ことであった。 かれは グ Mv ゴロ ギ ツチ を かれの 室に 招んだ。 かれは 錢 床の 上に 坐つ 

てゐ た。 

「ちょっとお 坐り、 グリゴ a ギ ツチ、 私 は 辛つ と 昨日 書き上げ たよ。 私 はお 前に 讀ん であげ ようと 思 ふ。 しかし あ 

ひだに 言葉 を揷ん ではい けない よ。」 

斯う 云って 置いて かれは 常にな く 快濶な 風で 一 氣に讀 み 上げて 了った。 グリゴ ロギ ツチ は耐 へきれ ないで 幾度 も感 

嘆の 聲を放 つた。 そして 殆んど 引った くる やうに して かれの 原稿 を 抱 へて ネ タラソフの 家に 走った。 そこで は グ リ ゴ 

ロギ ツチが 讀ん だ。 かれは 耐 へきれ なくなって 聲を 出して 泣いた。 ネ クラ ソフも 泣いた。 

グリゴ 口-ヰ ツチと ネ タラソフ は 明日の 朝 を 待つ もどかし さに、 眞 夜中 を も 顧みず 又 ドス トイ エフ ス キイの 室 を 訪ね 

た。 ネ クラ ソフ は 言葉 を 極め て かれの 作を赏 讚した。 ドスト イエ フス キイ はこのお 始めて ネ クラ ソフを 知った の であ 

つた。 臆病な 神經 質の ドスト イエ フス キイ は 妙に 神經 を昂ら せて 遲 くまで 眠る ことが 出來 なかった。 かれは また ネク 

ラソフ を 通じて ピリ ェ ンス キイと も 知った 。ピリ ェ ンス キイ も 亦 かれの 原稿 を 讚んで cal 讃の辭 を 惜しまなかった。 「口 

シャ 文學に 新星が 生れた」 と 叫んだ の は ピリ エンス キイであった。 かれの 前途 は洋々 たる 春の 海の やうに 希望に 充た 

されて ゐた。 當時 かれが 兄 ミカ ェ ルに经 つた 手紙 を讀ん でも 如何に かれの 得意の 時代で あつたか 父 察せられる。 

「 …… 私の 名 は 今 恰度 滿開 であると 私 は 信ずる、 私 は 到る 處 に 驚くべき 11;^ 敬と 異状なる 興味と を 以て 迎 へられて ゐ 

る。 私 は 多くの 地位 ある 人々 とち かづきに なった。 …… 若し 私が た 一度 私の 唇 を 開くならば {la^ は 反響す る、 何 

を ドスト イエ フス キイが 言った か？ 何 を ドスト イエ フス キイが 爲 ようと 云 ふの だ？ と。 ピリ エンス キイ は り 
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もな く 私 を 愛する。 このほど 巴 里から 歸 つたば かりの 作家 ツル ゲネ ー フは 最初から 友人 以上であった。 ビリエ ンス 

キイ はこん な こと を 云った。 ッ ルゲネ ，フは 全く 私に 心 を 奪 はれて しまったと ；… o」 

しかし かれの 得意 はやが て 失意と なった。 かれは 一 擧 にして 千 伍の 底に 突き落とされる やうな 苦痛 を 嘗めなければ 

ならなかった。 一 八 四 六 年 一月 十五 日 「貧しき 入々」 が 出版され たが、 出版され ない 以前の 評判に 比して 出版 後の 許 

判 はまた 以外であった。 頗る 手 ひどい 批難が 浴せ かけられた。 た 父に 新聞 ゃ雜 誌が 酷評 を 下す ばかりでなく 群衆 も騷 

ぎ 立てた。 

「讀 者の 四 分の 三 は 私 を 批難し、 四 分の 1 11 或 ひ は それより 少ぃ かも 知れぬ 11 は 非常に 私を讀 めて ゐる …… か 

れ等は 罵詈し 罵詈し 罵詈す る、 けれども かれ 等は讀 んでゐ る。 ：：： これ はゴ， ゴルの 場合 も 同じであった。 かれ 等 

は排し 排し排 しつ il けた。 それでも ゴ， ゴ ル を讀ん だ。 しかも 今日 かれ 等 は その 論難 を 止して ゴ ー ゴ ル を賞讃 して 

ゐる。 私 は 犬に 堅い 骨 を 投げた。 けれども かれ 等 をして 嚙 ませる だけ 嘴ました 方が い- 1。 —— 莫迦 ー かれ 等 はた 

だ 私の 名 を 高く する だけ だ。」 (ドス トイ エフ ス キイの 手翰) 

1 八 四 七 年 「宿の 主婦」 が 出た が、 これ も 世間に 餘り 受けなかった" ピリ ェ ンス キイの 如き はこれ を ゴ，. コ ルの $1 

線で マァ リンス キイと ホフ マ ンの 結合 を 企てた もの だと 云った。 ビリ ェ ンス キイの 卒直な 批評 は神經 質な かれ をいた 

く 焦 立た せた- その 頃 かれは また ツル ゲネ， フと會 つた。 ツル ゲネ 1 フは ビリエ ンス キイ 派の 人であった、 その 時ッ 

ルゲネ ，フは 他の 人々 とゴ， ゴルの 話 をして ゐた。 その 席上で ドスト イエ フス キ ィは 何が 原因で あ つ たか 知らぬ が 非 

常に 怒り 出した。 かれは 決して ビリエ ンス キイ 一派の 入々 を 恐れな い。 また かれ 等 を 土に 踏み にじって やるな ど. --怒 

號 した。 兎も角も かれが ビリ エンス キイ U 故の 人々 から 喜ばれなくて、 多少の 侮辱 を 加 へられた 事 は事資 である。 
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ゴ， ゴ ル から ピリ エンス キイに 经 つた 革命の 手紙 を讀み 上げた と 云 ふので ドスト イエ フス キイが 捕 へられた の は 一 

八 四 八 年の 三月であった？ トウ 11 フゃ モンべ リイ ，フ イリ ツボフ 等 も かれと 一 緒に その 年の 四月 二十 三 B ぺ テ 口 バウ u 

フス キイの 要塞に 監禁され た。 かれの 兄 ミカ エル も 二週間 後に その 妻子 を 遣して 獄に 经られ た。 しかし 兄 は 九月の 末 

に 免され て獄を 出た。 その 年の 十二月 十九 日に ドスト イエ フス キイ は 陸軍の 官位 を搏 がれた。 死刑の 宣告 を 受けた の 

は その 月の 二十 三日であった。 

「今 Rr 十二月 二十 二 曰、 吾々 は 凡て セムジ m  ノ フス キイ 街に 連れられた。 そこで 死刑の 宣告が 吾々 に讀み 聞かされ 

た。 吾々 は 接吻すべく 十字架 を與 へられた。 劍は吾 々の 頭上に 拔 かれた。 吾々 の 葬 ひの 裝ひ (ホワイト. シャツ) は 

出來 た。 その 時 吾々 の 仲間の 三 入 は 死刑執行の 柵の 前に 立って ゐた。 私 は 六番： m に 並んで ゐた。 吾々 は 三人 づ\ 喚 

び 出された。 それで 私 は 第二の 組になって ゐた。 私の 生命 は 最早 や 一分の 間 もない。 私 は あなたの こと を 想 ひまし 

た。 兄さんと 兄さんの 家の 方々 のこと を 想 ひました。 そして その 最後の 刹那に 於て あなた だけが 私の 心に ありまし 

た。 そのと き 始めて 私 は 如何に あなた を 愛して ゐ るか を 知りました。 兄さん！ 私はプ レス チ エイ エフと ドウ 口 フ 

を 抱く 時間 を 持って ゐ ました。 二人 は 私の 傍に 立って ゐ ました。 私 はかれ 等に 永別の 挨拨 をいた しました。」 

これ は 宣告の 日 かれから 兄に 经 つた 手紙で ある。 离帝は その 日 かれ 等の 死 を 免して シ ベリ ャ 追放 を 命じた。 中 一日 

置いて 降誕 祭の 夕べ、 しかも 眞 夜中に かれは シべ" ャに 55« ら る- <  こと X なった。 兄の ミカ ェ ルは その 夜 かれ を 牢獄に 

訪ねて Ik を 惜しんだ。 

兄の ミカ エルと 一 緒に 訪ねた の は 友 入の ミリ ゥコフ であった oi 一入が 耍 塞の 牢獄に 着いた の は 日が 暮れてから 大分、 

時が 經 つてから であった。 室に は IS が點 されて ゐた。 二 入 は 久しい ことつ くねんと 待た されて ゐた。 その 間に 二度 寺 

院の 鐘が 鳴った。 つ ひに 靡が 開いて 一 入の 士官に 伴 はれて フィ ヨウ ドル *ド スト イエ フ ス キイと ドウ &フ とが 入って 
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来た。 かれ 等 は 手 を 握りあった。 長い 監禁の 生活 は 少しも 二 入の 上に 晴ぃ影 を 投げて ゐ ないやう に 思 はれた。 ドスト 

ィ エフ ス キイ は 飽く迄も t 浴ち 藩いて ゐた。 ドウ n フ iiiS 縛 前と は 少しも 變 らず 快活で 入瘦っ こ い 風であった U 1 一人 は 

旣 に旅裝 1 ゲ整 へ てゐ た。 ドスト イエ フス キイ は 兄が 訣れ に來て くれた こと を 心から 喜んでろ た。 そして 兄が かれと 同 

じ ik 吋に 陷ら なかった こと を 非常に 喜んで ゐた。 かれは 要塞 司令官が 非常に 優しく かれ 等 を 取り 拔 つたこと を 感謝し 

てゐ た。 それで 今後 過さねば ならぬ シ ベ リ ャの 生活に つ い て も 何等の 恐怖 を も 感じて ゐな いやう に 見えた。 かれの 平 

靜な 態度に 比べて 兄 は 非常に 悲しんで 泣いて ゐた。 その 唇は頓 へて ゐた。 

「あなた は 私 を 墓場に お 見 りな さると 云ふ譯 ではない のでせ う。 牢舍 にだって 獸が 住んで ゐ ると は 限りません。 

入 間もゐ ますよ。 そして 大抵の もの は よりより 善い、 より 價値 ある 人間で せうよ。 …… 私たち はまた 逢へ ますよ。 

度 私 は 書く 材料 をた くさん 持つ ことが 出來 るで せうよ。 …… 」 

かれは^£!しく兄を慰めた。 かれの 心に はま だ 恐ろしい 「死人の 家」 は 相 〔像に も 思ひ泛 ベら れてゐ なかった。 

その 眞夜 中であった。 钂の鎖 は 始めて かれに 纏 はれた。 鎖の 重量 は 十 ボンドば かりであった。 かれは 歩む のに 困難 

を 感じた。 

四 臺の撬 が 並べられた。 一 臺 毎に 一 入の 罪人に 對 して I 人の S 兵が 附き添 ふて つた" かれ 等 はべ テ ル ス ブル グを 

去った。 かれの 心 はさす がに 沈んだ。 いろくな 感 僭が 胸に 湧いた。 nil 祭の 夜 は 更けた。 それでも 街" M の 家 の^か 

らは 祭りの 夜の II が 洩れて この； IS 放の 旅人の 橇を 照らした。 かれは 靜 かにべ テ ル スブ ルグの 家々 の 21 を 見ながら、 「さ 

よなら」 を 繰り返した。 かれの 撬は兄 ミカ エルの 家の 前 を 通った。 ク レイエ フス キイの 家の 窓に は燭 がつ いて ゐた。 

かれは 兄の 子供た ちが 今夜 は その 窓の 中に 喚 ばれて クリス マ スを 祝って ゐる こと を 知って ゐ たので、 かれは 姑く その 

&) を 見詰めて ゐた、 淚 がかれ の 股に 湛 へられた" かれは 何とも 言へ ぬ 寂し さ を 感じた。 かれは 兄の 子供た ちの 祝福 を 
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祈りながら その 窓の 前 を 過ぎて 了った。 

夜の 唁 を 縫 ふて 三つ 四つの 驛路を 通り過ぎ たと 思 ふころ 曉 の 灰色が 地平線の 上に 漂 ふて 來た。 そこ はシ エリ ュ ，ゼ 

ル ブル グの驛 であった。 かれ 等 は 一 週間 ぐらみ 飮み食 ひしなかった 人の やうに 茶 を 飲んだ。 ぺテ ルス ブル グを 去って 

二日 目の 日 は 祭りの 日であった。 冬の 氯 持ちの い. I 日であった。 かれ 等 は 群がって 來る 人々 を かき 分ける やうに して 

國 境へ 國境 へと 進んだ。 

かれ 等に とりて 最も 悲しい 旅路の 記憶 はゥ ラ ル を趑 えた 日の ことで あ つ た。 

「馬と 橇とは 深く 雪の なかに 沈んだ。 雪の 凰 は 荒れに 荒れた。 吾々 は 鎖から 出た —— であった 一 I そして 立ちつ 

くして 待った" 馬と霜とが救ひ出される^;3、 吾々 の 周 国に はた^ 雪の 嵐が 1^ け 廻った。 吾々 は 歐 羅 巴と K^, 細亞 との 

境に 立って ゐた。 吾々 の 前に はシ ベリ ャと It 秘 な未來 とが 橫 はって ゐ る —— 吾 々の 後に は 吾々 の 全 過去 —— それ は 

甚だ 悲しむべき —— が橫 はって ゐる。 涙が 私の K に ^へられた。」 (ドスト イエ フス キイの 手翰) 

シ ベリ ャ に 於け るかれ の 生活 も 亦 かれの 前半生と 等しく 寂し い 生活であった。 服裝 から 見て かれは 他の 囚人た ちか 

ら區 別され る こと は 出来なかった。 夏 は 灰色の 條 文の 通った 胴衣と、 背に 黃 色の 靈 早の附 いた 黑ぃ服 を 着て li き i しの 

黑ぃ S: 十 を 冠って ゐた。 冬に なれば 短い 羊 皮の 服 を 蕾て、 耳隱 しの 附 いた &ナを 冠って ゐた。 しかし かれが 敎 育と 読 

練と を 持った 紳士で あると 云 ふこと は 誰れ の^に も 認められた。 かれは 頭 健な そして 良く 訓歸 された 勞働 者の やうに 

も 見えた。 かれの^ 質 は 極めて 神經 質な 病的な もので あつたが、 その外 見 はな かく 丈夫 さう に 見えた。 かれの 數奇 

な 運命 は 自然 かれ をして 石の やうな 入と してし まった。 かれの 蒼白い 弱り 枭 てた 灰色の 顏 ！ その ffl に はま だ 赤い 斑 

をな した 痣が あ つ た ■—— から は 誰も 徵笑を だに 見る こ と は出來 なか つ た" 寂寞に 堪 へ 切れな い やうな 折に の み かれ 

は 囚人の 誰れ かれと 語って ゐる ことがあった。 かれは 駕 のなかの 狼」 の ゆうだと さへ 云 はれて ゐた。 他人が 與 へた 同 
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情の 表白 も かれに は 不信の 念な i つて 受け 容れ られる ことがあった。 かれの この 不幸な 性質 はかれの 先天的な 疾病 か 

ら 原因して ゐ るの だと 潜 師のト 口 イツ キイ は 言って ゐた。 「死人の 家」 はト 口 イツ キイの 許可 を 得て 病院に ゐ ると きか 

ら藩 手せられ た。 院長 トロ イツ キイ は 特に かれ を 愛して かれに 食物 や 酒 や 茶な ど を S つた。 ボ リス ブス キイ 將軍も 亦 

かれ を 愛した。 そして なるべく 容易い 仕事 を 選んで 從事 させた。 塗 色 や 車 を 廻す こと や 雪を搔 くこと がかれ の 仕事で 

あった。 しかし かれの 敵 もあった。 ドスト イエ フス キイが 後に 「入 間の 形 をした 野獸」 と 書いた ク リグ ゾフ 少佐 は 1 

rn かれが 板の 寢臺の 上に 休んで ゐ るの を 引き下ろして 庭に 出した。 少佐 はかれ を 鞭打つ 考 へであった が、 その 目的 を 

達する こと は出來 なかった。 

荒び 果てた シ ベリ ャ でた 1 つかれの 生活に 濕 ひを附 けた もの は、 かれの 周 国に 集まって 來た 優しい 女性た ちで あ 

つた。 かれの シ ベリ ャに 於け る 第 1 の戀は マリア， ド ミト リエ グナ， イザイ ェ フ であった。 かの 女は學 校長の 娘で あつ 

つれ あ ひ 

た。 その 配偶 は 肺 を 病んで ゐ たが、 大酒 飮 であった。 その 男は學 校に 奉職して ゐた。 平生は 靜 かな iK: 氣な 男であった。 

マリア. ド ミト リエ. ゥナ. イザイ エフ は その 頃 三 十歲 くら ゐ であ つた。 非常に 美しい、 中背の 華奢な 輕付き の 女で あつ 

た。 そのころ からかの 女の 顔に は 克く肺 患者に 見る 紅み が 差して ゐた。 かの 女 は 克く本 を讀ん だ。 ー體に 浪漫的な 色 

彩 を 帶 びた 女であった。 かの 女が ドス トイ エフ ス キイ を どれほど 尊敬し たかは 問題で ある。 寧ろ かの 女 はこの 作家 を， 

憐ん だと 云 ふ 方が 適當 であらう。 かの 女 は 15 々ドスト イエ フス キイ を 目して 「將來 のない 入」 だと 云って ゐた。 しか 

し ドス トイ エフ ス キイ はすべ て かの 女の 同情 を戀 として 受け 容れ てゐ た。 そして かれの ありったけの 若い 血 を かの 女 

にさ \ けて ゐた。 かれは そのころ 牢獄から 出て 一家 を 持つ こと を 許されて ゐ たので、 殆んど 終日 を かの 女の 家で 過し 

た 。しかし かれの 幸福な 日 は 永く は續 かなかった。 マリアつ トミ トリ ェヴナ 夫妻 は 五 百 露 里 を 隔てた クス ネック 町に 引 
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き 移らなければ ならぬ こと.. - なった e ドスト イエ フス キイの SS は 傍で 見 る^も 氣の霉 な 程であった。 女 はさまで 悲 

し い と，，^思っ てゐなか つ た。 女 はかなり 澤 山な 負債 を 持 へて ゐ たので、 い よく 出 袋す る 前に は 目星し いもの は！ K り 

拂 つて、 おまけに 他人の 助け を 借りて 辛つ と 忍ぎ をつ けて 立つ ことにな つた。 ドス トイ ェ フ ス キイ はかの 女に 訣れる 

こと は、 入 生に 訣れる こと だとまで 想った。 

いよく 訣れ なければ ならぬ 日と なった。 かれは 子供の やうに なって K を 出して 泣いた。 ドス トイ エフ ス キイと ァ 

レ キザン ダァ • ゲラン ゲ ル 男爵 —— li 護士で ドスト イエ フス キイ を 愛した 1 入で ある —— と は 途中まで イザイ ェ フ夫 

妻 を見经 る こと k なった。 ドス トイ エフ ス キイ は ヴランゲル 男爵の 馬車に 乘 つて イザイ エフ 夫妻 は幌 無しの 馬車に 乘 

つた。 出立 前に は みんなが ー緖 になって 男爵の 家で 酒 を飮ん だ。 男爵 は氣を 利かして イザイ エフの 夫に した- -か酒 を 

す \ めた。 男 爲は又 途中で シャンべ ンを與 へて かれ を^ 酊 さしてし まった。 そして 男爵 はかれ を 男爵の 馬車の なかに 

透れ 込んだ。 その 間に ドスト イエ フス キイ はかの 女の 馬車に 行って 心 ゆく まで かの 女と 語る こ とが 出來 た。 それ は 恐 

ろしい ほど 冴え わたった 五月の 月の 夜であった。 $51 氣 はや はら かな 香に ti たされて ゐた。 かれ 等 は 長い こと 車 を 走ら 

せた。 終に かれ 等 は訣れ なければ ならぬ ところまで 行った。 二 入 は 最終の 接吻と 抱擁と を 联り交 はした。 かれ 等の 

に は 1 つばい 涙が 湛 へられて あった、 醉 ひどれ の 男 は 何にも 知らないで 寢てゐ た。 かの 女の 一 人の子 パシヤ もぐつ す 

り寢 込んで ゐた。 

馬車 は 走った。 輕ぃ 埃の 雲が 立ち上った。 影の 中に £1 ひ 込まれる やうに して 馬車の 影 は 消えた。 小 ひさな 鈴の 音が 

た ゆ たげ に 琉れて 行った。 ドスト イエ フス キイ は 棒の やうに なって 默 つて 突っ立って ゐた。 かれの 顿には 止め 度 もな 

く淚が 流れて ゐた" かれは BR 雷に 助けられて 馬車に 乘 つた U 家に 歸 つたの は 夜が 明けてから 大分 間が あった。 ドスト 

ィ エフ ス キイ は iJK ようと もしないで 室の 中 を 上に 下に 歩き； i つて ゐた。 かれは 一 曰橫 になった ま.. -で飮 み もせず 食 ひ 
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もしなかった。 た ii ぼんやり、 見つめた ま.， <  煙草 を 喫んで ゐた。 クス ネックの イザイ エフから は 折々 たよりが あった。 

女 自身の 病氣 や、 飲んだくれの 亭主の 看讓 にあて 途 もない 生活 を经 つて ゐる 事な どが 何時も 醫 かれて あった。 暫く 經 

つ てからであった、 女からの 手紙 は 1 人の 親切な 若い 敎師が ある 事 を 知らせて 來た。 ド ス トイ ェ フス キイ は 再び 嫉妬 

に 燃えた。 かれの 神經は 日一日と 焦 立って いった。 健 SI は 日一日と 褒へ ていった。 男爵 はいろ くな 工夫 を^ら して 

ドスト イエ フス キイと 女と を 逢 はせ ようと 決心した。 ドスト イエ フス キ ィが して ゐる セ ミ バラ ティン スク と 女が 

ゐ るクス ネック 町との 中間に スミ ェ フと いふ 町が ある。 こ、 で 二人の 戀人は 逢 はされ る ことにな つた y けれども こ 、 

に 一 つの 困難が 横 はって ゐる。 それ は ドスト イエ フス キイ はそんな に 永い 旅行 を 免され る 自由の 身で ない ことで あつ 

た。 それ故に 男爵 は 町中に 噂 を 立てさした。 それ は ドスト イエ フス キイが 例の 持. S で ひどく 患んで  一^も 床から 離お 

る ことができな いと 1K ふこと である。 從僕 にも 云 ひつけて 一切 面 會謝絕 と 云 ふこと にして、 扉と 云 ふ 扉 は 締め切って 

しまった。 男爵 は 前以て 女に 手紙 を 出して スミ ェ フで會 ふ 日 を 知らせて 置いた。 

萬 事 は 都合よ く 運ばれた。 二人 は 夜の 十 時 ころ こっそりと 家 を 出た。 そして 風の やうに lEg 車 を^った。 それでも ド 

ス トイ ェ フス キイ は 蛇が のた くって 歩いて ゐ るく らゐに しか 想はなかった。 かれは 幾度 か 御者 を 促しても つと 早く 走 

ら せようと 努めた。 かれ 等 は 終夜 馬 を 走らせて 朝に なって スミ ェ フ 町に 藩いた。 そこに は 女からの 手紙が 蕾 いて ゐた 

ばかりで 女 は 到頭 见 えなかった。 連れ 合 ひの 病氣の 一層 惡く なった こと、 また 旅費がない ことな どが その 理由と して 

書かれて あった。 ドスト イエ フス キイの 失望 は絕 頂に 達した。 それでも かれ 等 は 直ぐと 馬車 を 引き かへ さなければ な 

ら なかった。 かれ 等 は 二十 四時 間に 三百 露 里 を 走った。 そして 得る ところ はた V 一つの 望の みであった。 

この ことがあって 以來 かれは 一層 寂寞の 入と なった。 かれは 霤き かけて ゐた 「死人の 家」 の 原稿 も 手 を 藩け なかつ 

た。 そして 毎日 時間 をつ ぶす ことに IS 託して ゐた。 けれども こ- -に また 第二の 戀愛が 生れた。 シ ペリ ャ 追放の tiiS 人 
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の 娘に マ リ イナと いふいた いけな 娘が あった。 ドス トイ エフ ス キイが 霄， て イザイ ェ フの 家に 通って ゐ たころ からかれ 

は マリ イナに 敎授 して ゐ たこと があった- マリ イナ は 十七 歳であった、 そして 可愛い- 1 盛りの 娘と なった。 かの 女 は 

その 敎師 ドスト イエ フス キイと 隔てな く 語る やうに なった。 二 入の 間に は 何時と はなしに 戀の滔 が 燃え あがった。 か 

れは、 それでも、 マリア •* トミ トリ ェヴナ • イザイ エフ を 忘れる こと は出來 なかった。 かれは 絕 えず クス ネックに 手 In 

を S つ てゐ た。 今や かれは 一 一人の 女を戀 する 苦痛 を甞 めなければ ならなかった。 しかし マリ イナとの 戀も全 くす る こ 

と は出來 なかった。 

セ ミパ ラ ティン スクの 市長に 十八 歳の 息子が あった。 かれは 何時しか マリ イナ を 見て 終に 惡辣な 手段に よって、 女 

を 所有して 弄んだ 後で、 女 を 捨て \し まった。 しかも 不幸 は それの みで は 止まらなかった。 その 靑 年の 馬車 を II つて 

ゐた力 ァシァ 出の 御者 は 女と 靑 年の 關係を 知って、 一 日 女 を 脅迫して 終に また かれの 自由にして しまった。 女 は 御者 

の 前に は 身動き も 出來な い 羽目に 陷 つた。 その 翌年 女 は 無理 强ひ に强 ひられて コザ ックの 老 士官と 結婚した。 そ の 後 

マリア .ド ミト リエ ゲナは その 連れ 合 ひの 歿後 ドス トイ ェ フ ス キイと 結婚した が、 可憐な マリ イナ は 何時も マリア *ド 

ミト リエ ヴナの 嫉妬の 原因と なって ゐた。 しかし マリア. ド ミトリ ェヴナ も 間もなく 肺結核 で 死んだ。 

ドスト イエ フス キイ は 何時も 寂しい 人であった。 何時も 遠く 自分 ひとりで 離れて ゐる 入であった。 けれども それ は 

かれの 心のう ちが 冷めたかった からで はない。 かれの こ X ろのう ちに は 愛の 油が た.^ へられて あった。 た V 點火 する 

焰さ へ 持って来られるならば、 か， r: は 何時でも 全身の 愛 を 燃やす ことが 出来た。 シ ベリ ャの 生活に 於て かれは あら ゆ 

る 罪 入に 出會 つたが、 かれは 決して これ 等の 人々 を 憎まなかった。 かれは 何時も 社會敎 育の 缺陷、 周圜の 感化、 遣傳 

が 生活 を 生む の だと 云って ゐた。 そして 一度 も 憐れな 虐げられた 罪人 等 を 呪 ふこと はしなかった。 一寸見れば 冷たい 

鐵の やうな ドスト イエ フス キイの 眞情は その 可憐な 戀入 や、 友人の 間に 焰の やうに 燃えて ゐた。 かれは 犯された る 罪 


5 を 兑る每 に、 「あ X 神が 人間 を あんなに 造った の だ」 と 言って ゐた。 かれは 一命の ために 見捨てられた 人、 不幸な 入、 

7 

病める 入、 貧しい 人に 對 して は 特に 深い 思 ひやり があった) たと へば 兄の ミカ ェ ルの 家族に 對 して、 また マリヤ. ドミ 

トリ ェヴナ の 一 入子バ シャ • イザイ エフに 對 する 同情の 如き は 並大抵の ことではなかった" 

1 八 五 九 年の 十一月 かれは 口 シャ帝 國內に 於て 自由に 生活す る ことの 許可 を 皇帝に 願った。 翌六 〇 年 一月 かれの 願 

は 免され た。 これより 先き かれは 靠婦 になって ゐた マリア. ド ミトリ ェヴナ ♦ イザイ ェ フと 結婚して ゐ たが、 かれの 妻 

の 健康 は 日 一 日と 衰 へて 行った〕 かれは 妻 を モスクワ に 置い て當分 一人で ぺテ ルス ブル グ に歸 つて 來た。 かれの ぺ テ 

ルス ブルダに 於け る 生活 はまた 頗る みじめな ものであった。 た^かれの 1 家の 經濟 上の 困難ば かりで なく、 かれの 兄 

ミカ エルの 負債 を も 背負って 立たなければ ならなかった ので、 かれは 勞 働に 等しい 生活 を やった。 かれは 一 つの 新聞 

瓧の 編輯 室から 又 他の 新聞社の 編輯 室へ と n: け 廻った。 かれはた^ 麵飽を 得ん が爲 めに かれの 健康 を 殺して ゐた。 

かれは ト ルス トイの やうに 敵の 矢面に立って 人道 をお ^ 叫す る ほど 强ぃ 入で はな か つ た。 けれども かれは 溫か ぃ淚を 

以て 憐れな 隨 入の 爲 めに 泣く ことの 出來る 不遇な 最も 観 かしい 作家であった。 
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多摩川の 秋 

1 一三 日 前 村の 人た ちが 來て雨 乞の 話 をして ゐ たが、 けさ は 森の 鎮守 さまから 笛 や 太鼓の 音が 聞え る。 村の 子供た ち： 

はお 祭の 晴衣を 蕾て 太鼓の 音の 方へ 飛んで 行く。 

わたしの 家の 前に はま だ 昔の SI: の 並木道が とりのこされて ゐる。 昔の 録倉 街道で あり、 大山 街道で ある。 今度 も 村 一 

の 人た ちが 三人 その 大山 街道 を 通って 大山 さままで 御水 をいた t きに 行った。 

今年 は 多摩川 を 狭んで 方々 で 雨 乞が あったら しい。 多摩川の 長い 土 堤 を 歩いて ゐて、 同じ やうな 笛 や 太鼓の 音 を あ j 

ち こちの 森の 中で 驄 いた。  一 

わたし は數年 前全國 的な 大ひ旱 魅の ころ 四國に 旅した ことがあった" 夜 も 明け きらぬ うちに 小娘た ちが 藥罐の 水 を 1 一 

株 1 株の 稻に 住いで ゐ るの を 見た。 山と いふ 山で は 雨 乞の 火が 焚かれて ゐた。 大和の 山に も、 さらに 京 をめ ぐる 山々 二 

でも 宵に なれば 雨 乞の 火が 焚かれた。 i けて 見る 雨 乞の 火 はわび しい ものである。  一 

雨 乞の 笛と 思へば 森から 響いて 來る晉 も わびしい。 人間の 生きる か 死ぬ るかの 苦惱の 底から 湧いて 來る 叫び だと 思 一 

ふからで あらう。  一 

雨 乞に つ いて 田舍 の盂闘 盆が はじまった。 農作の 關係上 ！！> ^蘭 盆 だけ は田舍 では 昔 通りに 陰 磨に して ゐる。 天の川 一 

も 流れ， 離に は 木 横の 花 も 咲き、 すっかり 秋で ある。 家の 前に は 茄子 を 小さく きざんだ もの を 供へ て ある。 東京で は； 

見ない ことで ある。 

わたし はこの ほど 東海道の 島 田に 滞在して ゐた。 島 田の 町で はお 盆の 月 は 月 中每夜 門口で 迎ひ火 を 焚いて ゐる。 ま 一 
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ことにお 盆に ふさ はしい ことで ある。 精靈を まつる こまやかな 人の 心の あら はれで ある やうな 氣 がする。 東海道のう 

ちで も 殊に 美しい 松 並木に 沿 ふた 昔ながら の 島 田の 町で 見る だけに 一 層 あはれ な氣 がする。 

X 

二月の 寒い 日であった。 わたし は 急に 仔犬が 欲しくな つて 谷 中から 上野 あたり を 歩いて 行った。 だが 犬 を 賢って ゐ 

る 家 を 見出す こと はでき なかった。 たうとう 日本 橋から さらに 銀座まで 歩いて 新橋の 袂で、 夜店の が 仔犬 を寶 つて 

ゐ るの を 見つけた。 わたし は その 男から 仔犬 を もとめて、 ボ ー ル 箱に 入れて 夜の 町 を かへ つて 來た。 

わたし はこの ころ 武蔵野 を 日課の やうに して 歩む。 仔犬 は 毎日 わたしに ついて 玉蜀 の 畑 を 走る。 櫟 の 林 を 走る。 

かさ こそと 落葉 を 踏む 楚音 にも 秋は閽 けて ゆく。 

多 摩の 川原 は 秋ら しく 煙り、 秋ら しく 澄む。 朝鮮の 人た ちで あらう、 砂利 を 掘り、 土 を 運んで は 川原 を橫 切って ゆ 

く。 純白の 上衣に、 黑ぃ臏 衣を經 ふた 妻 や、 眞っ 赤な 腰 衣の 子供た ちが 川原の 犬 蒙に 掩 はれた 小徑を 歩いて ゐる。 川 

.111 うの 相 摸の 丘阜が 煙よりか すかに 琉 る.. -。 わたし は 草 上に 仰臥す る。 そこに は 山 もな く 川 もな く、 た ir 秋の 白 S の 

みが 漂 ふ。 靜 かな 雲で ある。 魚耨の ごとき 雲で ある。 健の ごとき 雲で ある。 芒の ごとき 雲で ある。 た i< 沈默 のみが 自 

然を 支配し、 仔犬 を 支配し、 わたし を 支配す る。 

わたし はメェ テル リンク を 想 ふ〕 自然と 仔犬と 人間の 魂が 秋の 沈 11 のなかに ありて はた if 1 つの 世 に 融け こむ。 

多 川の 廣ぃ 川原の こ. 1 かしこに はまつ たく 多摩川の. K 琉 から 隔てられて しま つ た 大きな 水溜りが とりの こ され て 

ゐる。 その やうな 水に 限つ て^く、 澄んで ゐる。 水溜りの 岸 は 砂丘 を， 形作り、 丈 高い 芒に はれて ゐる。 だから 遠く 

から は 入の 影 を 見出す こと はで きないが、 近づいて ゆく と 屹度 その やうな 靜 かな 川原の 中の 永 溜り に は 幾 入 かの 男が 

默 々として 釣 を 垂れて ゐる。 
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わたし は 偶然に も その い 水溜りの 中に ステッキ を 落した。 仔犬 は ざんぶと 深い 水の 中に 飛び込んで 行った。 そし 

てわたしの ス テ ツキ を啣へ て 川原に 上って 夾た。 

それ は 仔犬に とりて 生れて 最初の 深い 水で あり、 はじめての 經驗 であり、 冒險 であった。 仔犬 は 本能 的に 水 を 泳ぐ 

こと を 知り、 主人の ステッキ を 御へ て かへ る こと を 知つ てゐ た。 わたし はふた X びメェ テル リンクに ついて 考 へた。 

不可思議なる 本能の 力、 本能の 神秘。 

わたし は 水に 濡れた 仔犬 を 抱いた。 涙ぐましき 感謝が わく。 

人間よりも 木 を 愛すと い つ た 哲人の 言葉 を 思 ふ。 

秋の 多摩川の 磧に 小さな 塔婆が 二 本流れ ついて ゐる。 一つ は 信女で あり、 一つ は 信士で ある。 水に 溺れた 人々 のた 

めの 施餓鬼で あらう か？ 秋の 陽 は 二つの 塔婆の 上に も靜 かに 落ち着く 世界 を 見出して ゐる。 

犬 41 の 中の 徑を 分けて 若い 母と 子の 鲜 人が 異鄉の 秋に ながめ 入って ゐる。 恐らく 多 摩の 磧には 千年 二 千年の 昔 かれ 

等の 先人た ちが 同じ やうに 異鄕の 秋の 眞 中に 佇んで ゐ たこと であらう。 調 布、 砧 などの 村の 名と 高麗 入た ちと を 結び 

つけながら 武藏 野の 秋 を 歩めば 秋 そのもの \聲はさらに|^/、 さらに かすかに 響く。 

襟の 並木が 十字路の 交叉 ii に 薄 晴ぃ影 を 作って ゐる。 思 ひがけな いやうな ところに 古井戸が ある。 南 六 鄕道北 府中 

道と 記した 道標が 倒れた ま \ にと りの こされて ゐる。 年代 を さがして 見た が 磨滅して 讀 むこと がで きない。 かま くら 

道な どと い ふ 道標 を發 見す る こと も ある。 府中から 六鄕ま で數里 の 間 ほとんど 里ら しい 里 もな か つ た 時代 の 武藏野 を 

聯想させる。 

多摩川の 岸に 大山 街道に 沿 ふ て 昔 の ま X の草葺 屋根 の 旅籠 fer が ある。 かって P 木 田 獨 歩が 泊 つたこと もあった らし 

い 。 今では 半ば 旅館 半ば 斜理屋 といつ た 風な も のにな つて、 夜になる と藝 者な どが 簡 千に もたれて 多摩川 をな が め て 
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ゐる。 

わたし は その 古い 旅籠 j! の 前 を 通り過ぎて 大山 街道 を 西へ くと 歩いて ゆく。 近代の バ ラック 風な 無趣味な 建物が 

たまく 見出さる. - こ とも あるが、 多摩川 一 つ 越せば 今 m もま だ 昔の ま 、の 相模の 家が 壁 厚く、 窓 低く、 單調 その も 

の X ごとき 落. 一 C 蕾き と 均整 を 見せて ゐる。 傘 を 作る 家、 酒 を 造る 家、 油を搾る 家が 昔の ま X に とりのこされて ゐる。 

ついこの 間まで 町 を 飛んで ゐた 燕の 群がす つかり 影 を 見せ なくなった。 燕の ゐ ない 町 は 何となく  {, ^虚な もので あろ。 

その {t^ 虚 さが 一 層 深く 秋 を 感じさせる。 

見知らぬ 秋の 町 を 歩いて ゐる とかって 夢に 見た 町 を 思 ひ 出す。 これ はわた し 一 入の 經驗 では あるまい。 何時 夢に 兑 

たか、 何處で 夢に 見た か、 すっかり 忘れて ゐる ことで あるが たしかに 初めて 見た 町で はない とい ふ 感じが わいて 來る。 

秋に 見る 町、 秋に 歩む 町 はたと へそれ が 最初に 見る 町で あらう とも、 かって 一度 夢に 見た 町の ごとく わたしの 魂を惹 

きつける。 

秋 は 一 切 を淸算 する。 雲 は 海に か へり、 風 は 地の 涯 にか へり、 人間の 魂 は 悠久の 世界に 還る。 

地に 還る 木の葉の S 然として 地を攀 つ 音 を 聽 けば、 そこに も 秋の 悟り は ある-魂 を 誘 ふ 悠久の 吐息 は ある。 

月の 重さが 量られ、 太陽のへ だ、 りが 測られようと も、 ゎたしたちの魂の^^さ、 神祕 はつひに はかられない。 全 世 

界 をつ - -むァ シシの フラン シ ス の 愛 もこの 小さな 魂の なかに 潜んで ゐる。 悠久 を 思惟す る^ 想 も眞理 もこの 小さな 魂 

のなかに g 存 して ゐる。 

秋 はわた したち に、 わたしたち 自身の 魂 を 凝視す る こと を敎 へて くれる。 秋 はわた したち 自身の 宿命と 悠久と につ 

いて 考 ゆべき 時 だ。 

秋の 山 を 一き、 秋の山を越ぇてその^^1久なもの &靜 かな 吐息に g れ るべき た。 
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地 を 踏めば 秋 だ！ 

口笛 を 吹けば 秋 だ.，' 
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或る 女へ 

八 間の 一生のう ちに はわた くした ち はかなり いろくな 徑路を 踏み、 いろくな 經驗を 嘗め、 いろくな 世界 を兑 

なければ ならぬ。 

詩人 ゥォ ー ヅォ ー スは人 問の 一生 をうた つて、 嬰兒の 時代 を 最も 尊い 時代で あると いって ゐる。 嬰兒等 はま だ 生ま 

れざ りし 前の 完き 世界の 言葉 を 忘れないで ゐ る。 やがて かれ 等 は 幼年 に 入り、 靑年 時代に 達する" かれ 等 は 一日 

一 曰と 完き 過去の 世界から 遠ざかって ゆく。 けれども なほ そこに は 幾分、 生まれ ざり し 以前の 世界の 俤が とりのこさ 

れてゐ る。 若い 入々 の 歩む 道の ほとりに は 過去の 世界の 光耀 がた めら ふて ゐる。 やがて 人間 は 老年の なる^ 界に 

は ひって ゆく。 

たしかに 考へ 方に よつ て は 人生 は 幼 いころ ほど 尊い もの であるに ちが ひない。 人間的な 智慧が つ き、 分別が 頭を瘦 

げて來 るに つれ、 同時に 醜い もの も、 あさましい もの も 姿 を あら はして 來る。 

し 力し ゥォ -'. ッォ， スは 或る 老年 をうた つた 詩の なかで、 老年 こそ 最も 聖 なる ものであると もい つて ゐる。 前の 

詩と 對 照して 一種の 矛盾 を 感じない わけに は ゆかない が、 ゥォ. 'ヅォ ，ス のこの 老年の 見方に も g; 理は ある- 愛慾の 

念を斷 ち、 靜觀 瞑想の 晚 年を娱 しむ 老人の 生活 はたし かに 聖 なる もの であるに ちが ひない。 

要するに、 入 間の 1 生、 いかなる t. 代に も 捨て 難 ユイ. 聖 なる もの も あり、 純なる もの も あり、 醜き もの も あるで あら 

う、 その 相當に 長い 人間の 一生のう ちで、 殊に 最も わたくしたちの 心を惹 きつける もの はいふまで もな く靑 春の 時代 

であるに ちが ひない。 人間の 一生の いろくな 徑路- いろ/ \ な經驗 のうちで、 靑卷 時代の それに 比較すべき ほどの 
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質 を 持ち、 熱度 を もち、 眞率さ を 持った もの は 他に あり 得ない。 就中 靑春 時代の 經驗 として 戀愛 こそ 人生の あらゆる 

經驗 の-つち 最も 不可思議なる もので あり、 最も 尊き もので あり、 最も 苦痛なる もので あり、 最も 美しき もので なけれ 

ばなら ぬ。 

今日の 若い 入た ちの 間に は 人生 享樂 の氣 分が 割合に 勝ち 過ぎて ゐ はしない か。 若い 入 のみでない。 全人 類の 問に 入 

生享 樂の氣 分が 漂 ふて ゐる。 かやうな 時代に あつ て は 戀愛は 殊に 享樂 的な 倾向 を帶び 易い ものである。 戀愛卽 享樂、 

人生 卽戀愛 といつ た 感じが 殊に 都 會の若 い 人た ちの 心を囚 へつ \ ぁ るので はない か。 

戀愛は 入 間 1 生の 行 SS に 於いて 誰し も 一 度 は經驗 しなければ ならぬ 最も 自然 的な 人間的な 魂の 感激であって、 ほと 

んど 倫理的 善惡を 超越した 絕對の もの である。 

戀愛は 不可思議なる 機會 であって、 戀愛そのものには善もなく111!^%なぃ。 戀愛 は絕對 である。 た廿戀 H をい かに 生 

かし、 いかに 感じて ゆく か、 その 入々 の 性格に よって、 その 生かし 方に よって 戀 愛が 尊き もの ともなり、 崇高な もの 

ともなり、 靡き ものと も、 あさまし きもの ともなつ てあら はれて 來る。 

戀 愛は惠 まれた ろ 尊い 機會 であるが ゆ ゑ に、 その 尊い 機會を 最も 美しく 淨く 生かし て ゆく と いふ こと は、 戀 する 若 

い 入々 にと つて 一 番 大切な ことで ある。 

戀愛は 創作で ある。 二つの 人格と 入 格と がいかに 結びつく か、 いかに 感激す るかに よって、 かれ 等の 戀愛は 神の ご 

とく^き も の ともな り、 獸 の ごと く 醜き も のと もなる。 

戀愛を 卑しむ ものが あるならば、 そ の 人の 魂が 卑し いからで ある。 か れは 卑しき 戀愛を の み經驗 する から である。 

戀愛は その 人の 魂 を根抵 から 動かす もの である。 カァ ペン タァ は、 i;5 愛 は 若き 入々 の 魂を變 化せし むる のみならず、 

かれ 等の 容貌 を も 改める といって ゐる。 恐らく 眞理 であ、， つう。 
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戀愛 は遊戲 ではない。 この こと は 若い 人々 に對 して 說く 必要 はない ことで あるか も 知れぬ U しかしながら、 現代の 

1 1^ の 人々、 殊に 都會的 風潮が き はめて 露骨な 人生 享樂 に醉 はんとして ゐる やうた 場合に ありて は 特に この こと は考 

へなければ ならぬ ことで ある。 

わたくし は 必ずしも 人生 享樂の 思想 を 否定 はし な い。 お 互 に 出來得 ベ くんば 人生の 愉悅を 享樂し たい。 すべての 入 

人に 八 生 を享樂 せし む ベ き で あ る。 けれども、 わ た くした ち は 人生 を享樂 する た めに のみ 生きて ゐ るので はない。 

もし 人々 が 人生 を享樂 する こ とに 生活の 力 ii を 置 い て 人生 を考 へ てゐ るなら ば、 その 人々 の 生活 は 卑しむ ベ き淺膚 

な る 功利的な ものに 堕して しま はなければ ならぬ。 その 人々 の 戀愛は 遊戯的 雰圜氣 を脫す る こと はでき ない。 

近代の 文學 上に あら はれた 耽美派、 刹那主義 等の 間に はしば く 「戀 愛の 順禮」 的 思想 を ふこと がで きる。 

1 つ の戀 愛から さらに 他の 1 つの 戀 愛へ と 移り ゆく 倾向は 近代 文學の 上に 見出さる \ 特色であって、 一 面から 考ふ 

れば、 いかにも 蓮 葉な 移り 氣の戀 愛の やうに 思 はる >1 が、 そこに は 近代の 刹鄱 主義者た ちの あまりに 纖 細な 末梢的 神 

經 の 苦痛な 傷 々しい 動きが 潜め られ てゐる こと を 認めて やらなければ ならない。 

¥ る 若き 入々 にと つて 1 番 悲しい こと は戀 愛の 夢の 冷たく 覺 めんこと である。 戀愛 破綻の 來 らんこと である。 

あまりに 鋭角 的な、 あまりに デ リ ケ ー トな 末梢的 神經を 働かせて のみ 生きて ゐる 近代の 刹那主義 者た ち は 直ちに 生 

のうしろ に黑ぃ ヴェ， 'ル につ X まれた 死神の 影 を 見出さな いで は をれ な い。 スヰ ，ト な戀 愛のう しろに 冷た い.^ 戀の 

日 を 描き出さな いで は をれ ない。 

かやうな 神經 質的な 近代の 詩人た ち は 常にうた ふ。 「戀 愛の 上に は 必ず 晴ぃ 悲しい 蓮 命が 近づ い て來る もの だ。 わた 

したち は その 悲し い 日をぢ つと 待つ て ふるに は 忍びない C わたしたち は 運命が わたしたちの 戀愛 にさ やうなら を 命ず 

る 以前に、 わたしたち 自身で 憊愛 にさ やうなら を 告げよう。 I 
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かくの ごとき 「戀 愛の 順禮」 に 見出さる、 近代 刹那主義 者の 戀愛氣 分と、 かの 現代の 人生 享楽 派の 人々 の 蓮 葉な 多 

情な 自己 辯 護 的な 移り 氣の 多い 戀 愛と を ごつ ちゃに して 考 ふること は 戒めなければ ならぬ。 

「戀 愛の 順禮」 をうた ふ 詩人た ちの 極に は、 あまりに 苦痛な 戀愛 破綻の 歎きが 潜んで ゐる。 戀愛は あまりに 美しく、 

あまりに 苦し。 されば こ そか れ等は 戀愛 の 甘美な 杯 の 半ばに して 自ら 戀 愛の 世 舁を遁 れんと する ので ある。 自ら 紅 K 

石 の 杯 を 石に 抛たん とする ものである。 

世の なかには 子供 C 火遊び 程度に 戀愛を 嫫 しまん とする 人々 も ある。 これ はむしろ 若い 入々 の 間に は 稀な ことで あ 

つ て、 中年 期の 婦人た ちに 往々 見る ところ である。 か く の , } とき S 愛 も小說 の 材料と し て はしば く 近代の 文 學に取 

扱 はれた ものであるが、 決して 若い 人々 のために よろこぶべき ことで はない。 1： 愛 は どこまでも 生 一 本で なければ な 

らぬ。 戀 愛の 美し さ 尊 さはむ しろ その 盲目的な ところに ある。 超： や 几 * 超俗 見、 超 や： 識的 なと ころに ある。 妥協 を ゆ 

るさず、 理論 を ゆるさない ところに ある。 

わたくしたち は 今日の 學校敎 育に 於いてき はめて 淺ぃ 常識的な 人生 の 見方 をのみ 敎 へられて ゐる。 戀愛は 若い 入々 

にと りて 恐らく かれ 等が 接した 第一の、 ifm 番 HI の 驚異で あり、 哲學 であり、 冒險 であり、 眞實の 世 であるで あら 

う" かれ 等 は はじめて 自ら 當 面の 問題に 直接して、 自らの 力と 意志と 智慧と 情操と を 試みなければ ならぬ。 戀 愛に 面 

したる 時、 わたくしたち は はじめて 人生が いかなる もので あるか、 入 生の さに ついて、 入 生の うれし さに ついて、 

いたまし さに ついて、 苦し さに つ いて 知る ことができる， 戀愛は うれしき 同時に 苦痛なる 魂の 洗禮 でなければ ならぬ。 

人 は 何等かの 機緣 によりて 入 生 を 思惟す る U 親が 子 を 失 ふこと も 悲し い 機 緑で. ある。 その 機綠. によりて かれは 入 生 


一 を 恩 惟す る。 諦悟を 見出す。 悲しみ を 持つ こと も 亦 宿命で あろ" わたくしたち は 悲しき 機緣 のうちに 人生の 深さ を a、 

ありがた さ を 感じる 0 

戀愛、 殊に 若き 人々 の 戀愛は 世に も麗 はしく 費き 機緣 である。 若き 日の、 そして 若き 人々 のみが ほこり 得る ところ 

の戀 愛の 機 綠 ほど、 わかき 人々 をして 人生の 深さ、 ありがた さ を 直感せ しむる もの は 他に ありえない。 この 尊い、 人 

生た t 一度の 機綠を 高く 生きる か、 卑しく 生きる か はやが て 若き 人々 の 人生 を 尊く する か、 否かの 岐路と なる。 

幸福な 戀 愛に 生きる ことので きる 人々 もめぐ まれて あれ リ しかしながら、 戀愛は 必ずしも 幸福の みに 終り はしない。 

かって は 共に 死なん こと を 誓った 若い 戀 人が、 やがて その 相手 を 殺さん とする やうな 傷まし い 事實も あり 得る。 しか 

し戀愛 は 何れの 場合に ありても 全 我 的で ある。 沒我 的で ある。 人間の 姿に もし 夜叉の ごとく 酷き もの ありと せば、 戀 

愛に 於い て 見出す ことが できる。 人間の 相に もし 神の ごとく 尊き も の ありと せば、 戀 愛に 於 い て 最も 明か に 見る こと 

がで きる。 

わたくし は 小利 巧な ませた 心の 戀愛を 呪 ふ。 若い 女よ、 お前 はいつ も 花の ごとく 美し かれ。 草の ごとく 自然で あれ。 

小鳥の ごとく 無邪氣 であれ。 全世界 を 得る ともお 前の 戀愛を 汚して はならぬ。 

お前の 若い 日の 戀愛を fMf の 葉の 上の 露の ごとく 靜 かに 守れ。 た V 一滴の 露で ある。 けれども、 そこに は 朝の 日の 光 

一 り も 映り、 夕燒の {4! も 動く。 東の 風 も 草の葉 を搖 り、 西の 風 も ほ、 笑む。 

一 お前の 可憐な 淨 いやさし い 心に 映った すべての もの は淨 化せられる。 お前の 無 邪氣な 白い 柔 かな 胸に 描かれた 戀愛 

を 神 は ほ X 笑みた まふで あらう。 

人間の 胸に 描く いろくの 思 ひ、 いろ の計畫 のうち、 若い お前の 白い 胸に 描かる. 1 詩 ほど 尊い ものが どこに 見 

出されよう ぞ。 


聖 マリ ャは その 白い 胸に キリスト を 抱いた。 

お前 は その 白い 胸に 最も 淨ぃ、 最も 尊い 若い 日の 詩 を 抱かなければ ならぬ。 

靑春は あまりに も あわた 父し く 過ぎて ゆく。 

そこに は 恐らく 悲しい 思 ひ 出の みがお 前の 胸に 鐫み つけられて ゐる であらう。 

しかしながら、 お前 は よろこばなければ ならぬ。 かって 思 ひ 出す ベ き 何等 の 悲しみ を も 持た ぬと いふ こと は 最も 寂 

しき ことで ある。 
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「螢 の 光」 を うた ふ 子 

け さは 珍ら しく も 淡雪が 庭の 數 松葉 を埕 めて しまった ^  二三 日 前から itr ひ はじめ た 梅 も 寒さう で ある。 伊豆の 山 か 

ら 掘って 來て植 ゑて 置いた 赛 蘭に 雪が 積って ゐる のが、 けさ は 特に ®! 々たる 風韻 を こめて ゐる。 徒然 草 の 作者 は 雪の 

降る 朝た よりす る 人が i&ii に つ い て 何も 言つ て 寄こさぬ は 心なき こと だと 語って ゐ るが、 眞 k 雪の あしたの 情 は 格別で 

ある。 殊に 赛の 淡雪の 朝に 於いて 1 暦 さう いった 感じ を 抱かせられる。 

春の 淡雪 はなつ かしい ものである。 平常 は 荒び がちで あり、 あわた^しい 心 も 淡雪の 朝に なれば 打ち沈む 雪に つ れ 

てはじめて 靜 かな 落ち 藩き を 見出す。 魂の 故鄉を 見出す。 けさ は 小鳥の 聲 さへ もせぬ。 

わたくし は 庭の 淡雪 を ながめて ゐる" 籬の 外を學 校へ 通 ふ 子供た ちが 「s の 光」 をうた つて ゆく。 

「さう だ、 もうあの 子供た ち は舉校 を芊へ ろんだ な！ 」 わたくし は 雪の 中 を 歩い て 行く 子供た ち を見经 つて ゐる。 

あの 恐ろしい 大正 十二 年の 地震 少し 前の ことであった。 わたくし は そのころ 歸の 川に 住まって ゐ たが、 或る 朝 田 0 

をへ だてた 小學 校から 「螢の 光」 をうた ふ 子供た ちの 聲 を聽ぃ たこと があった〕 聽 いて ゐる 間に 何とな しに 眼 藍の 裏 

が ほてって 來 るの を 感じた。 

「わたしに も 『袋の 光』 をうた つた 日が あった。 同じ 級の 女の子た ち は みんな 泣いて ゐ たつけ。」 わたくしの 頭に は 遠い 

昔の 山間の 小學校 や、 同じ 級の 誰れ 彼れ の 姿が 映って 來た。 わたくしたちの 學校は 山の 上に あった。 學 校の 裏に は 古 

い 池が あった。 古い 池に は 河 骨の 花が^い てゐ た。 

入 間の 一 生の いろくな 出來 事のう ちで、 「袋の 光 をうた ふ 卒業の 日 ほど 永久に わたくしたちの 魂に ふかくな つか 


山 
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しく 刻みつ けられる 日 はないで あらう。 師と 別る、 悲しみ、 同じ 級の 友 だち と訣 る. 1 寂し さ。 と、 同時に 一人ぼっち 

になって 廣ぃ 世間に 飛び出して 行かう とする その 悲壯に 近い 決心！ わたくしたち は 生まれて はじめて 複 維な 心を經 

驗 する。 

人間の 一生のう ち、 卒業の 曰 ほどた のしい、 うれしい、 悲しい 日が またと あり 得よう か！ 

けさ も 子供た ち は 淡雪の 中 を 「m の 光」 をうた ひながら 行く。 人生の 寂し さ、 人生の 尊 さ。 遠い昔の 山間の 小舉校 

の 窓が 浮かんで 來る。 

「螯の 光」 の 曲譜 は スコットランドの 詩人 ロバ アト. バ アン ズの詩 ran"  Syne" と 同じ 曲譜で ある。 rg の 光」 

を聽 くごと にわた くし は r 舊き 友人 忘らるべき や」 とい ふバ ァ ンズ のこの 歌 を 思 ふ。 

詩人 バ アン ズは スコ ット ランドの 愛國 詩人と して、 イング ラ ンドに 於け る沙 翁に 比すべき 國民的 尊敬と 思慕の 的に 

なって ゐる 詩人で ある。 

かって スト， "ン とい ふス コ ッ トラ ンド 入が 日本の 或る 高等 P 校に 來てゐ た ことがある。 スト 1 ン氏は 或る 年の 休暇 

の をり 信？； i の 山間 を 旅して ゐて、 たまく 「1  成の 光」 をうた ふ 信 濃の 子供た ち を 見た。 かれは 祖國の 詩人 パアン ズの 

< に 【uld,l き g  Syne" を 思 ひ 出したり スト、. -ン氏 は 故郷 スコットランド を 思 ひ、 終に 耐 りかね て 路傍に 立って 泣いた。 

三月の 卒業の 日が 來る ごとに 3 本 全 國津々 浦々 の小學 校に 至る まで、 子供た ちは朗 かな 天使の やうな 卵で 「整の 光」 

をうた ふ。 かれ 等 は 無心に してうた ふで あらう。 だが、 それ を聽 いて ゐる 入々 の 心に いかに 尊い 過去 を 思 ひ 出させる 

ことで あらう。 

山 P も^く。 雲 雀 も 囀る。 一切が めぐまれた 春の 日で ある。 Is の 光」 をうた ひつ \ ある 子供た ちの K をき けばた 父 


9 わけ もな しに 人生の 尊く、 人生の 寂然たる を 思 ふ。 
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「螢の 光」 をうた ふ 子； S たちのか ^ やかな 顏を 見て ゐれば 天使と い ふ も の 存在 を 疑 ふ こと はでき なくなる。 迦陵 M 

遨と いふ 鳥はヒ マ ラャ あたりに 稀に ゐる 鳥で 非常にい、 難で 鳴く さう である。 佛敎 では 極樂 世界に ゐる 烏と なって ゐ 

るが、 ともかく、 もし われく の 世 に 迦陵頻 迦の聲 を もとむ る こしたら、 「装の 光」 をうた ふ 子供た ちの 聲で なけれ 

ばなら ぬ。 

今年 も、 この 春 も 幾 十寓の 子供た ちが 「s の 光」 をうた ひながら 社會に 出て ゆく ことで あらう。 わたくし は そのめ 

ぐ まれた 子供た ちが、 「祭の 光」 をうた ふ 刹那の 天使の やうに 突し い 心と、 迦 Si 频迦の やうに 麗し い 聲 を い つ まで も 失 

はず、 育て上げて ゆく こと を 祈る。 あさまし いことの 多い 世に 「IM の 光」 をうた ふ 子供 等 ほど 尊い もの はない。 

「袋の 光」 をうた ふころ になれば わたくし はまた 故鄕の 山の 火 を 思 ふ。 夜の is 向く 聳 ゆる 草 山 に 野火 は かす か な る 

少年の 心 を 誘 ふて 燃えに 燃えた。 今 もな ほ 故 鄉の草 山に は 雲雀が 鳴き、 天 逢絨の やうな t 錄の 花が 咲い てゐる ことで 

あらう。 

「螢の 光」 をうた ひつ X、 子供た ち は 落葉 を あびつ- *、 終日 山 を 歩きに 歩いた。 

わたくしたち は不 阔 眞っ 赤な 茱ー臾 の果を 見出した ものである。 

秋の 茱资 に比べて 春の 茱 f 臾は果 も 大きく、 子供た ちの 心を惹 きつけた。 

軍艦から 上陸して 來た 水兵た ち は 茱萸の 枝 を ジャック • ナイフで 削って パイプ を 掠へ てゐ た。 いっか わたくしたち 

にパ イブ を 持 へ て くれた 若い 水兵 は 戰爭に 行って 死んだ とい ふ 導を聽 いた。 かれは 喇叭手であった。 だから 珊瑚の や 
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うに 眞っ 赤な 茱蔸の 下で、 草の 上に 仰向けに 寢 ながら も 「タ テ、 タ テテ、 タテ、 タ テテ」 とい ふやうな 喇叭の 譜 をく 

りかへ して ゐた。 

「螢の 光」 をうた ふ 子供た ちょ。 春は朗 かな 太陽と、 爽 かな 風に つれて 踊る。 けれど、 「螢の 光」 を聽 くごと にわた く 

しの 魂 はす \ り 泣く。 


故； t の 高 い 空に は 秋が 来て ゐた。 私は祸 しい 思 ひ をいだ い て 故. t に歸 つ て 行 つ た ので あつ た。 

野 はすつ かり. T ら 枯れて、 風が 吹く ごとに 白い 芒の 波が、 山の 面 を 打って 流れた。 黑ぃ 牛の 背が 折々 深い 草の なか 

から 見られた。 

傍に は 葛の 花や 烏瓜が 昔の ま.^ に、 淡 い 秋の 光り を 浴びて ゐた。 

私 は 二三 度 道の 石 を 蹴った。 石 はころ くと 谿 をった ふて 落ちて 行った。 木 を擊っ 音、 岩 を擊っ 音が 少年 時代 を 想 

はせ る やうに、 して 響いた。 

快い Ml 氣も、 輝いた 光 もす ベて 少年 時代の ま& であった。 私 は 貪る やうに して S 氣を吸 ふた。 私 は 幢子を E いで 頭 

から、 肩から、 胸から、 兩 手から すべて を 太陽の 光りに 投げ出した。 

秋の 午後の 隞は 涙ぐま しき 感謝 を 抱き つ.^ 靜か に 黄色な 平原 の 上に 傾む いて 行った。 

私の 後に は 一入の 小學校 時代の 友人が 立って ゐ るので あった。 彼 は 村 一番の 物 持の 一入 子であった。 しかし 今では 

彼 は 殆んど 無 1 文の 男と なって、 たど 一 入の 娘 を 養 ひつ X 生きて ゐ るので あった。 

私 はこの 不幸な 善良な 男と、 二十 年 振りに 故 鄕-の 山 を 歩いて ゐ るので あった。 

彼 は 善良 過ぎる ほ ど 善良な 男で あった。 しかも 彼 は その 餘 りに 善良で あつ た がた めに、 餘 りに 人 を 疑 ふこと を 知ら 

なかつ たがために、 すべ て の 財 產を奪 はれなければ ならな か つたの であった。 

善良なる が 故に、 また 人 を 疑 ふこと を 知らなかった が 故に、 すべての &-產 を 失った 彼に、 不幸に して 卖 しき 妻 を もぶ 


失った のであった。 彼は戀 人の 遺兒を 擦して 故 鄕の山 を Rr 毎 歩いて ゐ るので あった。  一 

彼 は、 私の 歸鄉を 心から 喜んで くれた 唯一 人の 友であった。 彼 は その 不運 を 面に すら 現 はさないで 私 を 款待して く 一 

れた。 それだけ 私に は 却って 彼の 苦しい 心が 察せられた。  一 

彼 は小學 時代に 變ら ないやうな 諧謔 を 弄しながら 私 を 笑 はせ ようとした。 彼 は 昔、 扱の 中で 何時も 第一 の 滑稽 家で 

あった。 貧乏 も K- 運 も 彼の 明るい 魂 を 傷け る こと はでき ないやう に 思 はれた。 

けれども 私 は 彼の 笑の 底に、 ^い 吐息の 澄んで ゐる こと を考 へずに は 居れなかった。  一 

自然の 輝き、 空の 色、 野の 光り、 すべて は 昔の ま& であった。 けれども 彼の 笑 ひの 港し さ、 ^f^の笑ひの悲しさa  i 

二つの 寂しき 影 は 笑 ひつ  >- 野 を 下って 夕 暗の 村に 入った。  一 

そこに は 大きな 河が 流れて ゐた。 岩の 間 をく る 水の 音 は 昔の ま X であった。 山の 据に 明滅す る 三 四の 燈火 さへ 昔 一 

のま- - であった。  一 

そこ は 彼の 戀の搖 藍であった。 

しかし 今では、 私たちの 胸に 祕 めら れ てるた 若い 女た ち は、 何處の 町に 住み、 何 處の町 を さ迷って ゐ るか、 誰も 知 ^ 

つて ゐ ない。  一 

二人 は異 つた 女 を、 異 つた 心 を もって 考 へて みたり た V 寂しい 永の 音の みが 夕 暗の 底に、 永遠の 悲しみ を 語る やう- 

に 滅 えて 行った。  一 

私たち は 橋の 抉の 酒場に 入った。 そこに は 軒に 馬 をつな いだ 馬子 や、 旅の 行商人ら しい 男た ちの 日に 焦け た 顔が、 一 

薄暗い 燈の 光りに 照らされて 見えて ゐた。 一 日々 々 の 生活の 糧を？ おんがた めに 希望な き勞 働に 苦しんで ゐる 不幸な 八、 

たちの 顔が、 寒い 夜の 空 氣に顫 へて ゐる やうに 兑 えた。  一 


0 


ER たち は 直ぐに 私たちと ー緖 になって 飮ん だ。 彼 は 大きな 聲 をして 唄 ひ 出し さへ した。 馬子た ち は 手 をた、 いて 笑 

つた。 

馬子 や 旅の 男た ちが 出て 行って しまつてから も、 彼と 私 は盃を 手に した ま X、 唁 のなかに 流れの 音を聽 いて ゐた。 

私たちが 酒場 を 出た の は 夜更け て からであった。 白い 埃 道 を 幾度 か 倒れさう にして 彼は步 いて ゐた。 「ほんた うに 愉 

快だった" 今夜 ほど il 快な ことはなかった。」 

彼 は 心から 私に 感謝し つ \、 私の 手 を 握って よろこんだ。 

「何が 愉快 だら う？ 」 

Jf5 は 彼の 子供の やうな よろこび を 知りつ  >- も、 さう 疑 はずに は 居れなかった。 

私に とって は それ は餘り に 港し い 死の やうな 夜であった。 

不運なる 彼 を 見、 いたくし い 彼の 生涯 を 眼前に 見る 私の 心 は 決して 快い ものではなかった。 死の やうな 冷たい 秋 

の 夜 {- ^の 下に 展 げられ た落漠 たる 自然と、 悲しい 入 間の 一 生 を 見せつ けられた 私の 心 は 何う しても 彼と 一 緒に 踊る こ 

と はでき なかった。 

彼が よろこべば よろこぶ ほ ど、 彼が はしゃげば はしゃぐ ほ ど 私 の 心 は 晴く され た。 

「すべ て は 滅び 行く、 自然 も 入 間 も ー 」 

私 は 幾度 もさう 思って 醉 ひた ふれて ゐる 不幸なる 善 入 を、 冷たい 眼 を もって 兑た。 

彼 は 今、 故鄕の 土の 上に、 路傍の 野菊の 上に、 子供の や 5 になって 醉ひ つぶれて ゐる。 彼 は 過去の 幸！ f を醉 ひの な 

かに 見出して ゐる" 

夜露 は靜 かに 彼の 衰へ たる 肩の 上に 宿って ゐる。 星 は その やさしき 驕 きを 彼の 1^ れ きった 心に さ.^ やいて ゐる。 
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彼 は 二三 度 私の 名 を 呼んだ。 彼 は 今、 故鄕の 土の 上に 抱かれて 笑って ゐる。 彼 は小學 校の 子供の やうに なって 笑つ 

てゐ る。 

「何時までも 醉 ひがさめ るな、 何時までも 夜が 明けるな、 不幸な 善人の ために！」 

私 はさう 思って 靜 かに 彼の 額に 手 を あて \ 見た。 平安な 呼吸が 暗の なかに 聞かれた * 

山 一つ 隔てた 川の 音が 絕 えず M えた * 
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術の 搖籃 


「15 命 域し」 とい ふ 言葉 ほど 私たちに とりて 苦痛な 言葉 はない。 しかも これほど 嚴肅な 事實は 他に あり 得ない。 人間 

の 生活 はいつ もこの 恐ろしい 死を豫 期しつ \ 死の 面前で 踊って ゐる。 

無論 多くの 入々 の 間に は 「死 は 生の 解放で ある」 とい ふやうな 信仰の 一念 を 摑み得 たと 信じて ゐる 人々 も ある。 け 

れども 入 類の 大多數 は ひたすらに 生く る こと を 求めつ \、 常住 死の 面前に 顫 いて ゐる。 私自身 も 亦、 愚かなる 民衆、 

死 を 諦 むる ことので きぬ 民衆、 安住の 境を兑 出す こと を 得ない 民衆の 一人で ある。 隨 つて 私が 要求して ゐる藝 術 も 亦 

愚かな、 死 を 恐る、 入 問 的な 藝術 である。 

「旌 人と 我が 名 呼ばれん 初 時雨」 とうたった 徘聖 芭蕉が、 旅から 旅へ と 短い 人生の 過客と なった 悲劇的 精神 こそ、 尊 

ぃ蕉 翁の if; 術 を 生んだ ものではなかった か。 そこに は 何の 偽り もない、 思 はせ ぶり もない、 誇張 もない。 純 1 無雜な 

厭世 詩人の 靈が、 短い 生命 を 悲しみ、 死に 怯えて ゐる 後の世の 入々 の 心に 惻々 として 迫って 來る。 かれの 靈の 波と、 

諦め きれぬ 私たちの 靈のサ とが 相撃ち 合って 或 ひ は 感激し、 或 ひ は 驚歎し、 或 ひ は 駄 欲して ゐる。 私たち はこの 先人 

が 人生の 大 寂寞 を 感じ、 人生の 大疊 惑に もだえ、 諦めが たき 諦めに 打ち克たん とした 苦痛の 霞の 聲 を 聽く時 • 限りな 

き 慰め を與 へられる。 寂寞の 底に 潜む 限り もない 人生の 尊 さを敎 へられる。 ありがた さ を 味 は \ される。 

藝 術が 色々 の 形に よりて、 また 色々 な 主義 や、 藝術 論の 上から 作り上げられて ゐる としても、 藝 術が 私たちの 生活 

にと りて 絕 封の 價値を 持 つて ゐ ると いふの は、 それが 私たちの 靈を 動かし、 私たちに 感激と 感 Si と 力と を與 へ る か ら 

である。 ゃ\もすれば道贫^.を^はんとするゃぅな、 また や、 も すれば 饞 えんと する やうな 一 たちの 靈に 鞭を與 へ、 流 
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動を與 へ ろからで ある。 つ まり 藝術は 力と な つ て. S: はる 時、 眞 K に 1 術の 價 値 を 有する。 

それならば 何の やうな 藝 術が 私たちの 靈 を-動かす ことができる かとい ふ 問題が 生れる。 それ は 入 類す ベ てが 持つ て 

ゐる ところの 根本的た 苦痛 や、 根本的な 寂寞 や、 根本的な 驚歎 をば 最も 豐 かに、 最も 端的に 直覺 せし むる 底の 藝 術で 

なければ ならぬ。 

一言に してい ふなら ば 最も ©ら ぬ 人間的な 弱小 さと、 愚 さと 脆 さと、 悲し さと、 同時に 最も 人間的な ありがた さと 

尊と さと を 感じた 入の 藝術 でなければ ならぬ。 

「人 を 泣かさう と 思 ふなら、 先づ汝 自身 泣け」 とい ふ 言葉 は" 1 術 家が 何時も 考 へ てゐ なければ ならぬ ことで ある。 

或 ひ は 頭の 藝 術と 言 ひ、 或 ひ は 心の 藝 術と 1 お 別され る やうな 傾向の 藝 術が あり な。 けれども 眞 K の 意味に 於いて 

はこの 差別 は 成り立つ こと はで きないと 思 ふ。 たと へば. タ • ギン チの藝 術と ミケ ラン ゼ 口の それ を 比較した 際に、 大 

まかに は異っ た藝 術の 一 一方 面 を 提示して ゐ るか の やうに 考へ られ ろが、 かれ 等の 藝術は その 何れも かれ 等の a: 我の 全 

的 燃燒、 或 ひ はかれ 等の 全 我 的な 生活 そのもの 、香、 或 ひ は リズ ム そのもの X 現 はれであって、 頭から 生れた ので もな 

く 心から 蜜み 出された もので もない。 っまりかれ等の^£<な苦痛な靈の孤镯、 S. 感謝、 法悅の すべてが、 最も 入 

間 的な 嬰兒の やうな 純 一 な K とたって 現 はれた ので ある。 かれ 等の 藝術 はかれ 等の 人間的な 靈 のす X り 泣きで あり、 

香 ひで ある。 その 藝 術が 或 ひ は 頭 を 聯想せ しめ、 或 ひ は 心 を 想像せ しむる とい ふの はかれ 等の 個性の 然 らしむ ると こ 

ろであって、 それ は かれ 等 自身 の 藝術 の 色 を こそ 異にせ し むる も の であ ら 5 が、 私たちの 靈を 動か し、 よろこばしめ、 

刺戟す る 力に 於いて 何のけ ぢめ もない。 

ィズ ム の藝 術、 傾向 藝術は それが 作家の 生活の 必然的な 内的 要求から 生れ 出で た 時 初めて 價値を 持つ ことができる。 
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この種の 藝術は 必ずしも 排す べき もので はない。 少く とも 自己 の 藝術 の 個性 を 最も 明か にす るた めに、 自然 何等か の 

傾向 を 持てる 藝術 となって 現 はれる こと は 當然ぁ り 得 ベ き ことで あり、 意味 あ る ことで ある。 私たち は その やうな 藝 

術の 正當 なる 價値 と 存在 と を 認める。 

けれども この種の 藝 術の 墮し き 弊害 は イズムの ために、 または 傾向の ために 藝術を 作り、 藝術を 鑑賞す る ことで 

ある。 恰 かも 宗教家 や 道德學 者が 藝術を 宗敎ゃ 道德の 手段に 過ぎない ものと 見る のと 同一 の 偏見に 陷り 易い。 藝術は 

人間の 靈 そのもの >! 呼吸で あり、 生命 そのもの.^ 徵 妙なる 動めき であって • 藝術 それ 自せ旣 に 絕對な もので なければ 

ならぬ 替 である。 

嘗て 我が 國の 文壇で 人道主義に 對 する 不滿 は傳統 主義 を 生み、 近く は 新 口 マン ティ シズム の 提唱が 一部の 人々 によ 

りて 主張 せらる X やうに なった の も， 畢竟 傾向 藝術 の 狭 さと、 頭 さとに 對 する 生々 た る藝術 生命 の 復活 を 意味す ろ に 

過ぎない と 思 ふ。 

X 

然 らば この 後 私たち は どの やうな 藝術を 要求しょう として ゐ るかと いふ 問題が 起って 來る。 更に 傳統 主義と いふ こ 

と を 根深く 掘って 行く か、 或 ひ は 人道主義， 新 a マン ティ シズム とい ふ もの を 生かして 育て」 行くべき であるか。 そ 

れは各 作家 の 個々 の 生活 要求と 個性と により て 定まる ことで あつ て、 將來 何れ の 方面に も 切り 拓 くべ き 途は多 々 あ る 

と 思 ふが、 それよりも 先き に 決定し なければ ならぬ 根本的な 問題が 忘れられて ゐ はしない か。 

自然主義 を 批難し、 人道主義 を 提唱した 人々 の 思想が、 概念的な ものに 硬化した 一方に 於いて は、 遊蕩 文藝を 批難 

した 人道主義の 入々 の藝 術が 表現の 巧 みさを 誇示す る 技巧的な ものに 墮 してし まった。 それ は 筆の 巧 さ を もって 描か 

れ たもので あって、 決して 靈の を もって かれた もので はない。 しかも 一部の 入々 は 巧みに 描かれた 藝 術の 作者 


培 
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を rH して 天才と あがめて ゐ る。 もし 藝 術と いふ ものが 面白く 可笑しく、 人 を 泣かせ、 入 を 憤らせる ので あると するな 

らば、 筆 を もって 描く 巧みな ろ 藝術家 は 天才で なければ ならぬ。 けれども 私たち は 自分の 生活 を 笑 ふに は、 自分の 生 

活を ごまかす には餘 りに 多くの 苦痛と 悲しみと 驚歎と を 持って ゐる。 私たち は その やうな 天才の 藝術を 待って はゐな 

、 0 

もし 今 tuw 後生れ て 来る 作家が、 或 ひ は藝術 上の ィズ ムが、 忘れん として 忘る、 ことので きぬ 私たち 自身の 苦 if 

驚歎、 疑惑に 封して、 直ちに 私たちの 靈を搖 り 起す 底な ものでないなら ば、 その 種の 藝術も イズム も 何の 意味 も 持た 

ない ことになる。 

私たちが 要求す る もの は 新しい 囊 ではない。 新しい 酒で ある。 

無論 私たち は 天才の 藝術を 待って ゐる。 けれども それ は 智慧の みの 天才であって はならぬ。 苦痛の 天才で なければ 

ならぬ。 底力の 强ぃ、 執萄 心の 强ぃ 夫で なければ ならぬ。 最も 人間ら しい 入 間で なければ ならぬ。 ® の 上に 立った 天 

才 ではなくて、 Jl^ たちと 一緒に 巷の 底に 苦惱 する 天才で なければ ならぬ。 かれは 說敎 者で なく、 道案内で なければ な 

らぬ。 かれは 最も 赤裸々 な 平凡 人で あり、 惡の 意識 者で なければ ならぬ。 

「藝術 家よ、 汝 自身 先づ 人間で あれ」 とい ふ 言葉 は舊 い。 けれども Jl:^ たち は眞實 にこの 言葉 を每曰 操. 返す ことが、 新 

しい イズムの 提唱よりも 更に 必要な ことで はない か。 先づ 私たち 自身の 生活から 絞り出された 自己の 苦し ぃ眞 叙な 生 

活の香 ひとしての 藝術を 生む ことが 大事で ある。 イズム は 生活の 後から 生れて 來 なければ ならぬ。 

X 

「嬰兒 の. S く あれ」 とい ふ 言葉 は藝術 家に も 大切な ことで ある。 殊に この こと は 今日の 文壞 にと りて 私たちが 考 へな 
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ければ ならぬ ことで ある。 自然の 限りなき 靈 しさに 對 して、 入 間 生の たと へし 方な き 尊 さ、 ありがた さに 封して、 同 

f に 人生の 短 かさ、 優 さに-封して、 または 觸れ合 ふ 人間の 心と 人間の 心との 温かき if きに 對 して 虚心 謙虚な 處女 的な 

感受性 を 持つ とい ふこ と は、 藝術. 家に とり て こ の 上 もな く 尊 い ことで ある。 

「世 を濟 ふ」 とい， ふやうな 大 それた. 信念 を 持てる 宗敎 や、 社會 改良 家な どに 見出す 生活の 破 矛盾 ほどいた まし いも 

の はない。 彼等 はバ ンを與 へる ことによ りて 人類 を 救 ふこと がで きる と考 へて ゐる。 哲 學を與 へる ことによ りて 人類 

を 天國へ 引き上げる ことができ ると 考 へて ゐる。 それによ りて 自分自身 も 救 はれる と 信じて ゐる。 バ ンも 哲學も かれ 

自身の 靈の 吐息に 濕 ほされた ものでないなら ば、 それ は 石に 等しい。 それ は 入 を も かれ 等 目 身 を も 救 ふ もので はない。 

衋の 呼吸 を 持った 貧者の ー燈は 他人 を も、 貧者 自身 を も 救 ふ。 

どの やうな 大仕掛けな 文藝 上の 思想で あらう とも、 それが 鸚鷂が へしの 思想で ある 間 は 何の 力 を も 持つ こと はでき 

ない。 「書物 を 捨てろ、 先づ汝 自身で あれ」 と 言った マァ カス. ァ ウレ リアスの 言葉 は、 すべて 藝術 家が 自分自身の 正 

直な 内心の^ きを 聽く ために、 何時も 考 へて 置かねば ならぬ ことで ある。 

數年 前の ことで ある。 若い 人々 の すべてが、 殆んど 申し 合せた やうに 當時 評判の 一 作家 を 推賞して ゐ たの を 聽 いた。 

それから 一年 も經 たない 間に、 若い 人々 の 憧憬の 的 は 悉く 他の 作家の 上に 變 へられて ゐ るの を 知った。 私 は 自己に 根 

抵を 持たぬ 人々 の 批評 や 推 讚 を 寧ろ 苦 々しい こと だと 思った。 

まづ  S が 

私たち は 汁 ひさくても 宜ぃ、 拙くても 宜ぃ、 曲り なりに も 自分 は 自分と して； 5$ たち 自身の も. の を 持って ゐ たい。 

寶に 自分の 心が 要求し、 悲しみ、 あこがれて ゐる もの を 自分の ものと して 提示したい。 嬰 兒は入 前で あらう が， どの 

やうな 場合で あらう が、 大膽に 無 邪氣に 自分自身の 要求 を 持ち出して ゐる。 かれの 無智と 無邪氣 さと は 充分 母の 心 を 

^！：かすだけのカを持っ てゐ る。 


山 

集 


新しい 道 を 切り 拓 いて 行く ところの 革命 は. 必ずしも 石橋 を 叩いて 渡る 底の 障 E な 賢い 人間に よりて は 企てられな 

い。 それ は 何時も、 無邪氣 な冒險 的な 眞 率な 人に よりての み" 成し遂げられる。 

自然主義 以來 多くの 入々 は餘 りに 灰色な 望みな き 人生の 苦痛に 對 して 忍び 得 なくなって 來た。 誰でも 宜ぃ C 光り あ 

る 入 生 を 見せて くれる 思想家 さへ 現 はれて 来れば、 その 思想 をば 殆ん ど無條 件で 取り 容れ て、 せめても の 活路 をば 兑 

出さう として ゐ たのであった。 肯定的な 哲學、 肯定的な 文藝 上の 思想が、 相次いで かれ 等の 前に 提唱 せられた。 こ X 

に 極めて 概念的な 人生 肯定 者が 聲を 大きく して 叫ぶ やうに なった。 その 聲は 大きかった。 けれども それ は 鏡 銨の聲 で 

あった。 

ホイットマンの 詩 を 難ず る 入 も、 ホイットマンの 詩 を & へる 人 も、 彼が 仲間の ためにす ベての もの を 投げ 棄 てた 貧 

かんが 

しい 生活の 人であった こと を 想へ なければ ならぬ。 かれの 「草の葉」 の 一片々々 が 人好きな、 親切な ホイ、 ゾト マンの 

鬣の 呼吸に 浸されて ゐる こと を 想 ふ 時、 何う して かれの 詩が がさつな ものと して 難 ぜられ よう。 「巡査 も、 御者 も、 商 八 

も、 老媼 も、 黑人 も、 身分 ある 入 も」 みな ホイットマンに とりて は 懐し い 仲間であった。 かれはす ベての 人々 の 前に 

自分の 心 を 投げ出して か \ る ことので きる 無 邪氣な 子供であった。 子供の 詩で あるが 故に 入 間の手に よりて 作られた 

韻律 はない。 けれども かれの 詩に は靈の 韻律が ある。 ホイットマンの 詩 は ホイットマンの 生活、 ホイットマンの 靈の 

聾で あるが 故に 尊い。 また 人 を 動かす 力 を もって ゐる。 

ホイット マ ンと 並べて 想 ひ 出す のはブ レ ー クゃ イエ ッ ゃシモ ンズ ゃタゴ ，ルの 詩で ある。 1 寸 見に は ホイット マ ン 

の 詩と ブ レ ー ク ゃシモ ンズ 等の 詩と は 全然 滋味 を 異にした もので あり、 世舁を 別にした もの .1 やうに 思 はれる。 けれ 

ども ブ レ ー クの 詩に 見出さる X 「相互の 寛容」 を 想 ふ 時、 ブレ t クと ホイットマン の 握手 を 誰が 担む 事が できよう。 
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或 ひ は トル ス トイ をた 、ゆる 人々 がィ H ッゃシ モン ズ のなかに 見出さる k 宗敎 的な 獻身 的な 偽りの なき 愛の 美し さに 

觸れる 時、 何う して 詩人 は 夢 を 語る ものであると 批難す る ことができよ 5。 かれ 等の 詩 は パンや 社會 改革の 器 を與へ 

る こと はでき な い かも 知れぬ。 けれども かれ 等の 詩 は 人間の 靈を 鞭打 つ ことが できる" 靈を， 一；^ する ことができる。 

ホイットマンと ブレ， クが 天國に 於いて 親しい 寛大な 仲間と して 談笑して ゐる 間に、 この， せ界 では かれ 等の 懷憬者 

が 互に 徘し 合って ゐる。 

話 はまた 元に 屍る。 色々 な 主義 や 主張に 强 がりな 宣言 をして ゐる 人々 が、 尙ほ 一度 自分の 胸に 聽 いて 見る が宜 い。 

5 しろ  つ 

私たちが 何處 にどの やうに 走つ て 行かう とも 私たちの 後に 何時も 痕 いて 廼る 影が ある やうに、 私たちの 心に 何 時 も 

奥 食 ふて ゐる 寂しい 運命的な 影 を 見出す こと はないだら うか。 「生命 短し！」 トルストイの 愛、 ド. スト イエ フ ス キイの 

寬容、 ホイットマンの 「仲間 同志 一 緒に」、 ブレ， 'クの 「寛大」 ；… これ 等の 思想の すべ てが その 源 を 宿命的な 人間 全 

體の 悲哀に 發 して ゐ るので は あるまい か。 少く とも 私自身に はさう 考 へる ことが 最も 眞 K に 近い やうな 感じが する。 

恐らく この 考へ方 は獨斷 的な ものであると 想像せられ るで あらう が、 私に とりて はさう 思 ふこと が 1 等 自分 を 偽らな 

い 感じ を 抱かせる。 

旅から 旅を步 いた 芭蕉 翁の 寂し い 心 は 大自然 そのもの 、寂しい 心であった。 しかも 大自然に 抱かれた 謙虚な かれ の 

心は大 211 然に對 して 絕 えず 驚歎と 思慕 の 念 を 忘れ る こと はでき なかった。 大 悲哀 の 底から 湧き出 でた かれの 心眼 は、 

一草 一木に 對 しても、 乞食に 對 しても、 同宿の 傾城に 對 しても 斷 ちがた き 相愛と 拿 さと を 見出した。 かれの 藝 術の 力 

は そこから 生れた。 

私たちに とりて 人生 は、 餘 りに 俊な く^りに t;^ いもので はない か。 
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一 つ の 林檎 さ へ 神の 許しなくて は 地に 落ちる こと はでき な い。 人間の 靈が 地に 植ゑ つけられる ため に は どれ だけ の 

大自然の 苦痛が さ. V けられた ことで あら， T。 しかも その 靈は 短い 生命に つ \ まれて ゐる。 

人々 は靈の 創造と いふ。 けれども その や- 「な 大瞻な 仕事が 人間の 手に 容易に 出來る ことで あらう か。 

私たち は靜 かに、 謙虚な 心で 見なければ ならぬ 人間 心の 尊 さ を も 悲し さ を も、 まだ ほんた うに 見出し 得て ゐな いの 

では あるまい か。 

先づ § めら れぬ 自分の 靈の處 女 的な 姿 を 見出す が宜 い。 眞實に 人間の 靈の姿 を摑み 得た もの \ みが、 人間の 要求 を 

見出す 、 」 とが できる。 人間の 行く ベ き 道 を 暗 示す る こ とが できる。 

藝術 家よ、 先 づ嬰兒 となって 汝自 身の 靈の尊 さと、 生命の 俊 さとに 額け。 
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若き 人々 の 


n!^ が來 た。 靜 かな 堂 音で は ある。 何とい ふス ヰ， トな、 だが 何とい ふ 冒しが たい 聖 さと 嚴肅 さと を 持った 歩みで あ 

らう。 人類の、 全 宇宙の ー轉 機が 夜 IS けたの だ。 

詩人 テ -ー スンの イン メモリ アムの なかには 降誕 祭の 夜、 七つの 寺から 響いて 來る 鐘の音の ことが 書いて ある。 いか 

にも 聖 なる ものである。 しかし 大晦日の 夜 ひ いて 來る 除夜の 鐘の音 は それに もまして 嚴 かなもの である やうに 思 は 

れる。 

故郷の 家で は 亡くなった 母が 大晦日の 夕暮 になれば 門の 前に 枯れ 枯れの 菊 を あつめて 焚いた ものである。 何とい ふ 

わけ もない が 地も冰 てついて しまった 大晦 B の 黄昏 ごろ、 菊 を 焚く とい ふこと は 今 も わたくしの 心を惹 きつけて ゐ る。 

わたくし は 旅に ゐても 大晦日の 黃昏 ころに なれば、 菊 を 焚く こと を 忘れない。 小雪 寒き 大晦日の 夕 暗 を 縫 ふて 吐息す 

るが ごとき 菊の 炎 は 尊く も あり、 あはれ でも ある。 その 刹那 こそ 母 も 生き、 わたくしの 一切の 過去 も 立ち かへ つて 來 

る 0 

あわた t しい 除夜で は ある。 だが 除夜 ほど 聖 なる 夜が あらう か。 新たに 生れ 來る 偉大なる 或 もの . -楚音 を聽 かんと 

する 心 は 宵 暗の 迫る につれ て 切々 とわたく したち の 胸に を どる。 たと へ ば昔ィ ス ラエル の 民 等が 豫 言され た メシア を 

待つ 心に も 似た る もの であら A. 。 

鐘 は 鳴る。 そこ はかと なく 忍び寄る 思 ひ 出に 逝く 年を经 る。 そこに もい ひがたき 聖 なる 除夜の あはれ さが ある。 

普段 は あまり 氣 にもと めて ゐな いが、 除夜の 鐘 を 驄く時 はじめて わたくしたちの 直ぐ 近くに こんなにまで たくさん 
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の 寺が あつたかと いふ ことに 驚かされる。 東京の 山の手に 住む 入 はたいて い 同じ 思 ひ を經驗 する ことで あらう。 たと 

へ宗敎 そのもの は どんなに 力の ない ものと なった にしろ、 佛敎の 古い 統と 尊い 形式の なかに 盛られて ゐる或 もの は 

今 もな ほ わたくしたちの 魂 ふかく 訴 へる もの を 持って ゐる。 無心の 鐘の音が ある。 鏡 S に 佇んで 除夜の i_ -を撞 く BR は 

誰で あるか 知らないが、 そして どの やうな 思 ひ を 抱いて 立って ゐ るか 知らぬ が、 わたくしたちの 魂 を 打つ 除夜の 鐘 は 

聖 そのもの である。 永劫 を 通じての 釋绿 のさと りで あり、 保槃 である。 悠久の 寂滅で ある。 

淺 草の 鐘が 鳴る。 龍 泉 寺 あたりの 鐘が 鳴る。 遠く かすかに。 

上野の 鐘が 鳴る。 駒 込 あたりの 鐘が 鳴る。 や、 近く。 

S つち， やま 

待 乳 山 あたりの 鐘が 鳴る。 小 梅 あたりの if が 鳴る。 さらに 遠く。 

遠ざかり ゆく 鐘、 近づき 來る 鐘。 錯綜と して 或 ひ はかす かに 或 ひは絕 ゆる ごとく。 除夜 は 吐息す る。 

大晦日の 夜 は、 鐘の とともに 永 5 おに 海の 涯に。 

.C かみ づ 

若水 を 掬む とい ふ やうな 古風な な つ か しい 習慣が 年と ともに 失 はれて ゆく の は 惜し い 。 朝 まだ 小^いう ち に 若水 を 

はねつ ベ 

掬む 梏槔の 音 を 窓ち かく 聽 いた 子供 時代の こと を 思へば 胸 も 疼く やうな 感じが する。 

ゑび す講と い ふ 歸を聽 けば 幼心に も 年 の暮が 近づ いたと い ふ 感じが しみ <\ とわ いて 來 たも の である。 W 子の も 

熟れ はじめる。 山の 雪 も 積る。 絲を つむぐ 母の やさしい 顏 さへ も、 さびしく おも はれた。 

だが それと 同時に 「春が 來 るんだ！」 とい ふよろ こびが 少年の 心 を を どらせ たもので ある。 「何處 か」 春が 來 るんだ 

らう！」 さう いった 疑 ひが 不思 翳に 少年の 心 を 支配す る こと もあった 。「遠い 山から 來 るんだ」 と考 へた こと もあった。 

わたくしが 小 學に通 ふころ は 父 は 貧乏の 底に 喘いで ゐ たので、 なかく 晴着 どころ のさ わぎではなかった。 「お前の 
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お父さんが 大小 を帶 してお 城から 歸 つてお いでな さる 姿 を 見て はほんた うに 立派な お 侍 だと 思った よ」 とよく 昔 を 語 

つて くれた 叔母た ち もあった が、 わたくしが 見た 父 はいつ も 屈託 顔の 男であった。 

だが 「お 正月が 来る」 とい ふ をり だけ は 父 はいつ になく 晴 やかな 顏 をして、 たど 一入の 男の子で ある わたくし を 肩 

車に 乘 せて 年の市に 出かけて 行った。 

父 はわた くしに 破魔弓 を 買って くれた。 鳥の 羽极を 飾りつ けた 二 本の 矢 は どんなに か 少年の 心 を を どらせ たで あら 

う。 父は獨 樂を購 めて くれた。 獨樂の 緒 は 麻絲で、 房 は 赤く 或 ひ は 紫色に 染められ てあつた。 窳は今 思 ひ 出しても 氣 

持が い」 ほど 艷が あり、 か V やいて ゐた。 父 はまた 瘌叭を 買って くれた。 あまり うれしかった ので わたくし は 枕許に 

喇^ を 置いた ま、 疲 たが、 夜半に 幾度 も 眼 を さまして は 唰叭に 手 を 觸れて 見た。 元日の 朝 暗い うちに 起きて、 涸れ 涸 

れな 池の ま はり を 喇叭 を 吹いて 歩いた。 いつも 池の ほとりに 來てゐ る 鶴 鵜が その 朝 は 池の 面に 張りつ めた 薄氷の 上 を 

んでゐ た。 

理科 の 教科書 を 賈ふ 金が なか つたた めに わたくし は 友人の 教科書 を 借り て 全部 寫し てし まった こと もあった。 巧々 

幾らでもない 尋常 科の 月謝 を 納める ことができないで、 わたくし は 日が 暮れる まで 教室に 殘 されて 泣いた こと も あつ 

た。 だが 「お 正月が 来れば」 父 は 町の 富 限 者た ちと 同じ やうに わたくしに 破魔弓 を 買って くれた。 父 は 年 一度の 春 

を、 1 人 息子の わたくしに 樂 しませる ために、 幸福 そのもの、 やうな 顔 をして 年の市の 人 ごみの 中 を 歩いて 行った C 

春が 來る ごとに 善良な 浪費 者の 父の 俤が泛 ぶ。 

鶯が笹 鳴きす る。 東京で は 梅 はま だ 堅い。 だが 春 だ。 つくぐ と 日本に 生まれた ことの うれし さ を 感ずる。 淡い 雪 

なづな 

を わくれば すでに 齊の葉 は 伸びて ゐる。 せチら ぎの 水ち かく 燈心草 も かや やいて ゐる。 一一 一十 年 前の 故 鄕の山 を 吹いた 
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春の 風が わたくしの 魂 を 撫で . ^ゆく。 

絲 繰り 車の 前に 坐った 母の 面影が 映る。 

父の 家の 窓ち かく、 一本の 老梅 があった。 いつの 年 もお 正月に は 花 は ほころびて ゐた。 南國の春はも，^堇も_咲き、 

麥 はか やいて ゐた。 

母 は 梅の 花の 蔭で 終日 絲 繰り 車 を ま はして はわた くしに 風の 絲を こしら へ て くれた。 

春の 微風が 吹く。 絲 繰り 車の 音が。 

わたくし は 多摩川の ほとり を散步 する。 秩 父から 富 士箱很 の 山 々がー 樣に 露つ 白な 雪に つ、 まれて ゐる。 だが もう 

春 だ。 秩 父より、 富士 より 高く 子供た ちの W が 春の 太陽に を どって ゐる。 多摩川 をへ だて &相模 の 低い 山が た ゆた ひ、 

山懐の 相 摸の 町が かすむ。 

わたくし は あても なしに 消え 殘 つた 雪の 田 M を 歩む。 た まく の 列樹の 下に 古い^ しるべ を兑 出す 石 は 半ば 摧 

け、 半ば 地に 埋 つて ゐるこ とも ある。 相 州 1$ 道、 或 ひ は 鎌 倉 道な どと 刻まれて ゐ るの を 見出す こと も ある。 春に な 

れば 一草 一石の 尊 さも 味 は V れる。 

地 はぬ るみ、 風 は そよ ぐ。 

わたくし は あても なしに 草 を 歩む。 どこから ともなく かすかな 小鳥の 難が わたくし を 誘 ふ。 驚は鶯 に似て ゐ るが 逢 

M よ. W み 

でもない。 if 翠 に似て ゐ るが 錢翠で もない。 わたくし は 堂 音 を 忍ばせて 譲の 方へ 近づく。  二 曰 三日 わたくし はつひに 

聲の 主を發 見す る こと はでき なかった。 だが 靑ぃ鳥 を さがす 子供た ちの やうに、 わたくしの 好奇心 は 翌日 も ョ もま 

た 小鳥の K を あく がれる。 
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最後に わたくし は 可憐な 小鳥 を發 見した。 鶯 に似て 鷲よりも や、 尾の 短い 小鳥で ある。 繍眼兒 に似て 織眼兒 よりも 

や、 鷥に ちかい 小鳥で ある。 「あ をぢ」 「あ をめ」 …… 相 横の 丘の 上に 麥を 踏んで ゐる 男た ち はそんな 名を敎 へて くれ 

た。 わたくしの 友 入 は 「こさめ ひたき」 とい ふ 小鳥で はない かと 敎 へて くれた。 どの 名 も その 小 cl? に はふ さはし い 名 

だ。 

わたくし は 相 模の雜 木 林 を 歩いて は その 可憐な 小鳥の 聲を聽 く。 

春の 風 は 吹く。 

名 もな き 丘 も 山 も 霞む。 尊き 姿に。 

晴着 を 着た 小舉 校の 子供た ちが 相 摸の 丘 を 縫 ふ？ J  土 道 を 越えて ゆく。 

やがて 木の S の はぜる やうな 子供た ちの 笑 ひ 聲が雜 木 林の 中に 吸 ひこ まれる。 g:^ は笹 鳴く。 - 

思 ひも 寄らぬ 竹林の なかから 娘た ちの 追 羽 子の 音が 聞え る。 

R つ 白な 富士が 海よりも 廣ぃ靑 空に ぼっかり と 浮かんで ゐる。 

日本の 春に 生く る ことの うれし さ をし み ふ \ 思 ふ。 

根 岸に 住んで ゐ たころ は、 年の 暮 になれば 十 軒 店の 羽 子 校 店 を 端から 端へ と 每晚の やうに？ g いて 歩いた こと も あつ 

た。 十 軒 店 は 大樣な 江戶の 卷を徳 ぶた 1 1 つの 世界で ある やうに も 思 はれろ。 

若い 美し い 女た ちが 羽子板 を 抱 へ て 暮の宵 暗の なかに 吸 ひ こまれて ゆく 姿は繪 よりも 美しく も あり、 詩よりも あは 

れ でも ある。 
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春 は 美しい！^ たちに 抱 へられて 宵晴の 巷に 消えて ゆく。 

白髮の 老年に も 或 ひ は 聖日 を 見出す こと も あらう。 だが 人生 は 美しい 若い 日 を のぞ いてい かに 生きる ことの 價値を 

持って ゐ よう ぞ。 

若い とい ふこと は、 若い とい ふその こと だけで 無上の 價値を 持って ゐ るの だ。 大聖の 聖 なること よりも、 大哲の 賢 

なること よりも、 若い 日 を 持って ゐる 人た ち はもつ ともつ と 尊い 入 生 を 生きて ゐ るの だ。 

若い 入々 の  一 3 の 春光 は、 老いた る哲學 者た ちの 千秋の 瞑想に もま さって ゐ るの だ。 

春が 來た。 

若い 人々 の 魂の 上に 健 かな 春が 来たの だ。 

神よりも 尊い 若い 人々 の 春が 來 たの だ。  ， 


今年 も 逝く。 何となく 初冬 の 靠さ の 腸に 沁む 感じが する。 窓 を 明 くれば 日 くし て 草 短し の 歎な きを 得な い 。 

ついこの ごろまで わたくし の 窓 を掩ふ て ゐた栗 や 12: の 葉が 落ち てし まった ために、 け さは 多摩川 を へだて- - 相 摸の 

山 も 見え、 相 模の町 も 見える。 窓に 凭って 半日 人 を 思 ひ、 人生 を 思 ふといつ たやうな 氣分も わいて 來る。 

「人々 よ、 も そっと 靜 かにして くれ。 わたし は 眠りたい の だ。 眠る こと は うれしい。 だが 石と なること はさら に うれ 

し い。」 十 幾年 前に 讀ん だミケ ラン ゼ 口 の 言葉が しみ ふ \ と 思 ひ 出さる、 の も 今 だ。 わたくし は 時として ひどく 死 を 恐 

る X こと も あるが、 さうたい して 長生 をしたい とも 思 はぬ。 い & 加減のと ころで、 働き 疲れて 靜 かに 死ぬ とい ふこと は 

望ましい こと だ。 ト ル スト ィゃ ミケ ラン ゼロ の やうに 年老いて いよく 旺んな 制作 悠に燃 ゆる 間 は 生きて ゐる こと は 

よい こと だ 。だが 作家に しても し 創作 您が失 はれて しまった としたら 生きて ゐる こと は あまり 望ましい ことで はない。 

その 入の 存在が 意義 を もって ゐる間 は 人 は 生きて ゐる價 値が ある。 大 であれ、 小で あれ 自分の 生存に 意義 を 見出す 

ほどの 仕事 だけ はしなければ ならぬ。 この こと は藝術 家の 場合に 於いて 殊に さう である。 すな はち かれの 藝術 がかれ 

自身の 純一な 世界 を 持って ゐる 限り、 かれは 生きて ゐ なければ ならぬ。 わたくしたち は 生きて ゆく ために、 赏然 自己 

の 生存 を擢威 づける ために、 自分自身の 純 一 な 藝術を 作り出さなければ ならぬ。 いつも グ ランド. スケ ー ルな藝 術 を 作 

り 出して ゐた トルストイに はかれ 自身の 世界が あった。 と 同時に、 いつも さ、 やかな 世界に のみ 呼吸して ゐたチ ェ ホ 

フ にも 人類に よりて チ ェ ホフの 生存 を 感謝 さるべき ものが あった。 

わたくしたち は トルストイ でもな く、 チェ ホフで もない。 だが わたくしたち は トルストイ に もな く、 チェ ホフに も k 


なく、 世界の 誰に もない ところの わたくしたち 自身の もの を 持つ こと を 心がけなければ ならぬ。 藝術的 生活と は 畢竟 

する に 誰れ の もので もない もの、 旣 ちわた くした ち 自身の もの を 見出す とい ふこと である。 

「こがらしの はて はありけ り 海の 音」 なる 一句に よって 池 西 言 水 は 世に 「こがらしの 言 水」 と 呼ばれて ゐる j 言 水 は 

この 一句 を 生む ために 氣が 狂った とさへ 言ひ傳 へられて ゐる。 この 一句の ために 氣が 狂った とい ふこと は 俳人 言 水と 

してむ しろ 本望であった であら-つ。 言 水 を 芭蕉 や i 一村と 比べる こと は出來 ない かも 知れ ない。 だが かれは かれと して、 

言 水なら では 持つ ことので きない 純一な 世界に 生きて ゐた。 一 句の ために 氣が狂 ふ ほどの 1 本氣は 芭蕉に もな く、 蕪 

村に もない ことであった" 言 水 は 「こがらしの」 一句に よって 藝術 家と して 生くべき 權利を 持って ゐる。 

文藝 上の、 或 ひ は社會 上の 成不 成に はかなり 運不 蓮と いふ ものが ある。 たと へば 鬼才 鬼 貧の やうな 俳人 は當時 にあ 

りても なほ 好 遇せら るべき であった にか & はらず、 不遇の ま、 世 を 終った。 しかし これ は 鬼 貫 自身に とりて は 大した 

問題ではなかった。 それ は 世に もてはやされた is 自身に とりて かれの 成功が 問題でなかった と同樣 に。 

馬 琴の やうに 人氣 のあった 作者に しても 晩年 は 眼 は 見えなくなる し、 生活の 方から いっても 隨分 苦しかった やうに 

思 はれる。 天 保 八 年 五月 九日の 日記に は 「右上 紙ず り 合卷は K に 世に 稀 也。 予祕藏 といへ ども 舊冬 以来 散財 多く 財 用 

とぽ  これに. 4 つて  はんぬ 

に 匱し く 依 之 多く 沽 却し 畢。 意中 察すべし」 と 言って ゐる。 同 七月 十八 日の 條には 「今日 箱 入の かけ 物 六 七 ふくお 路 

とり 出し 曝 暑す。 よろしき かけ 物 は 去秋联 出し 沾 却いた し 今 は 殘る所 多から ず、 夕方お 路 とり 入 畢。」 と 書いて ゐる。 

馬 琴に とって 命より 大切な 古書 もたいて いは 錢 にか へられて しまった。 かれ 自ら 「意中 察すべし」 と 誌して ゐる心 を 

思へば 淚な きを 得ない。 

鬼 賞に 至って は (傳說 であるが) 自分の 娘 を さへ 賢らなければ ならなかった と い ふ ことまで が傳 へ ら れてゐ る。 が、 

-fi 、 _* 一ろ ち 

かれが- それほどの 逼塞した る 境涯に ありながら も r 戀 のない 身に もうれ しゃ 更衣」 とい ふやうな 暢然 たる 心境 を 5 


1 たって ゐ るの を 見出す とい ふこと は藝術 そのものに 對 する わたくしたちの なつかし さ を 深く する 所以で ある。 

5 

今年 も 逝く。 さう 考へ ただけ でも、 思 ふこと は 多い。 寂然と して 行路 難 を 歎ずる。 だが 畢竟、 問題 はわた くした ち 

自身に ある。 死ぬ まで 藝術 家と しての 信念 を 失 はない こと だ。 iS! 恃を 捨てない こと だ。 世に 容れら る. -と容 れられ な 

いと は 問題で はない。 小さく とも 自分 は 自分の みが 持って ゐる 世界 を どこまでも 育て上げて 行く こと だ。 いかに 時代 

が 移り 變 らうと も 自分 を 捨て X はならぬ。 それ こそ 自分自身の 破滅 を 意味す る。 

文藝に 志す 若い 人々 にと つて 一番 大切な こと は 決して 時代の 潮流 や、 風潮 や、 流行 を 見る ことで はない。 かれは 先 

づ 自己の 裡 にある もの を 見 究めなければ ならぬ。 自己の 禋に蓄 ふべき もの を蓄 へなければ ならぬ。 もし 文 藝が今 曰の 

多くの ジ ヨウ ナ リズムに 支配され てゐ るが ごとき ものである ならば、 わたくしたち は 堂々 たる 男子の 一 生 を 托すべき 

ものであると は 思 はぬ。 二葉 亭が 小說 家と 呼ばる.^ こと を恥ぢ たとい ふ 心持ち はわた くしに も わかる。 現代の やうな 

文壇 の 風潮に 於いて 殊に 然り である。 

山 鹿 素行、 大驟 中齋、 山陽の ごとき 人々 の 物を讀 めば、 誰し も その 高士 的な 風格に 撃た る X であらう。 そして、 

これ こそ 男子の 一生 を 托すべき 事業で ある、 と考 へる にち が ひない。 

トルストイ を讀 むがい \。 レオナルド. ダっヰ ンチの 作品 を 見る がい、。 こ、 にも わたくしたち はまた 男子の 一 生 を 

托する に 足る ベ き 事 業の 存在 を發 見す るで あらう。 

わたくしたち は その 究竟と すると ころ を 高く 持す る 必要が ある。 文藝 そのもの \ 眞實の 相 を、 正しく 認識す る 必要 

が ある。 

今日で は 文藝 意識が き は め て 喧， 落し 切つ た狀態 に 還 かれて あ る。 文 藝 ならざる もの が 文藝ら し い 假面を 冠 つて 世に 
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のさば つて ゐる 時代で ある。 詩人ならざる^^；が詩人として誤り容れられてゐる時代でぁる。 

時代 は大 なる もの を 待って ゐる。 正しき もの を 待って ゐる。 われく の 胸に 觸る、 もの を 持つ 作家 を 待って ゐる。 

眞に魂 を 撃つ 翳 術 を 待つ てゐ る。 _ 

ス カン. チ ナビアに イブ セ ン の 戲 曲が 生まれ 出た 時代の 文 藝界の 新鮮さ を 想 俊す るが い X。 トルストイ、 に スト イエ 

フ スキ ィ、 ッ ルゲ ー ネフ、 プゥシ ュ キン、 チェ ホフ を 生んだ 時代の 口 シャ 文壇 一の 華やか さを考 ふるが い .1。 さう いつ 

た 時代 は 今後の 日本に も來 なければ ならぬ。 そして その 時代 を將來 する 者はジ m ゥ ナ リズ ム の S 手に 囚 へられぬ 若い 

人々 でなければ ならぬ。 

若い 藝術 家た ちょ、 馬 琴の ごとく 勤勉で あれ。 素行め 山陽の ごとく 高士た る こと を 心が くべき である。 肉然、 en 本 

の 文學は 向上し、 文學者 そのもの は 尊敬 せらる & であらう。 今日の ま \ に 推移す る 時、 わたくし は 二葉 亭 HI 迷の 小說 

家た るの 歎 を 繰り返さな い 者が 幾人 あ るか を 疑 ふ。 

日 ごと、 庭の 山茶花 も 散って 行く。 亡くなられた 島 村 抱 月 先生 は、 ひどく、 山茶花が 好きであった こと、 など を 思 

ひ 出す 0 

「早稻 田の 圖 is でい つも 蒼白い 顏の靑 年が 本を續 んでゐ るの を 見た。 tc 曜日に 上野 G 圔書 館に 行って 見る と、 また 

その 同じ 學 生が 本を讀 んでゐ た。 それが 後に 島 村 抱 月 氏で ある ことが わかった。」 

と い ふ 思 ひ 出の 物語 を聽 いた こ とが あ つ た。 明治時代の S 本の 文壇に 最も 新鮮な 劃期的な、 自然主義 運動 を 將來し 

た 抱 月 先生 は、 常に 圜書誼 裡に獸 々として 讀書 する 好學 の靑 年であった。 

年 は 逝く。 

再び 年 はか へらない。 


3 恨 然として 思 ふこと が 多い。 

5 だが わたくしたち は靑 年ら しく 明日の 望の 爲 めに、 逝く 者の 悲しみ を 忘れよう ではない か。 逝く 者 を 悲しい 心の 

片隅に 明日の 光り を約柬 しょうで はない か。 それ は あわた やしく 移り ゆく 世相に 惑 はされ ない g 乓悟 を^め る こと だ。 

蒼白い 顔の 靑年を 薄暗い 圖書 の 堆積 裡に 想像す るが い、。 

眞の藝 術 は 努力から 生まる \。 

われ 等の 靑春を 意義 あらしめ た 1 九 三 一 年の 歩み 逝く 別れ を 惜しみつ、 も、 わたくしたち は來 るべき 明日の 希望に 

生きん こと を冀 ふ。 
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